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粘性と圧縮性を持つ実在気体としてのエーテルという理解にもとづき，物質の基本
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作用および重力相互作用のメカニズムのエーテル動力学的基礎が創出された。量子力

学の基本方程式のエーテル動力学的解釈が与えられている。電磁場と重力の方程式が

精緻化された。動的定常宇宙モデルが創出された。 
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第 12 回シンポジウム＜3 千年紀における自然科学のペレストロイカ＞の 

決  議 

ロシア，モスクワ，科学技術博物館，2001 年 4 月 20~22 日 

 

  1. 本シンポジウムは，現在，自然科学およびその最も重要な知識領域である物理学

が危機的状況にあることを指摘する。その危機の兆候は，世界観の形成にあずかるよ

うな自然科学における新たな基礎的発見の不存在，物質*と場の構造形成，相互作用の

メカニズムの真の理解および自然法則の唯物論的記述の領域における停滞である。 

  2. 本シンポジウムは，現代基礎科学およびその主要分野である理論物理学は，新た

なレベルにおける知識の統合を必要としていることを指摘する。 

  3. 本シンポジウムは，世界の数学的モデルが，微視的および巨視的世界を反映する

実験結果をしばしば不適切な仕方で特徴付けており，このことが理論的研究と応用的

研究の間における著しい断絶，そして自然科学の実利的問題からの乖離をもたらして

いることを指摘する。 

4. 本シンポジウムは，現在，人類の運命がその解決に大きく依存している多数の重

要問題が既に明確になっていることを指摘する。それは，エコロジーとエネルギーの

問題，廃棄物ゼロ技術と原料ゼロ技術の問題，住民の保健と食料供給の問題，人間性

の向上の問題である。これらの問題の解決は，諸過程の内的メカニズムの理解という

方法によってのみ可能となる。このことは，科学・教育・文化・社会学・人間学の方

法論のペレストロイカを要求する。 

  5. 本シンポジウムは，科学の発展を決定する法則は自然，社会および人間の発展法

則と一致していることを指摘し，それゆえ，諸国の公的学術機関の政策と矛盾する理

論や研究を否定する行為が行われていることを憂慮する。例えばロシア科学アカデミ

ーは相対論に独占権を与え，エーテル動力学の領域に含まれる伝統的な代替理論だけ

でなく，リズムダイナミクス［rhythm dynamics, rhythmodynamics］，エニオロジー［eniology］

等々にもとづいた新たな方向性をも科学界から完全に排除した。このことは，科学界

に対して公表されていないロシア科学アカデミー幹部会決定の存在によって裏付けら

れている［訳注］。 

  6. 本シンポジウムは，社会における自然科学に関する基礎的知識の低下が人間，人

類および自然にとって危惧すべきほどになっていることを指摘する。このことは，中

等・高等教育機関における破壊的な国家教育システムによって説明される。 

  7. 本シンポジウムは，様々な知識領域における多数の科学者，研究者，エンジニア

および専門家による創意工夫に富んだ新たな研究開発が社会発展戦略を決定すること

を可能にすることを指摘する。その決定は，人間の教育と形成の分野における情報技

術と方法論にもとづいて，また，エネルギー，輸送，通信，自然のリズムダイナミク

ス，健康の自然バイオリズムダイナミクスと心理遺伝学［psychogenetics］，バイオシステ

ム予測，地球文明の人為起源による衰退という破局的シナリオを克服するための局地

的・全地球的安全システムの創出等々の方向性にもとづいて行われる。 

  本シンポジウムの参加者は，以下の事項を焦眉の問題とみなす。 

  1. 自然科学およびその基礎をなしている物理学における唯物論的見地を復活させ，

中等教育機関の教育課程に唯物論の入門課程を導入すること。 

 
［訳注］ 1998 年に V.L.ギンズブルク（V. L. Ginzburg ）の主導の下に創設されたロシア科学アカデミー幹部

会附置研究調整機関「疑似科学・科学研究捏造対策委員会」は，例えば相対性理論に対する批判論を疑似

科学に分類し，攻撃対象の一つとしている。 
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  2. 100 年も昔に定められた基本定数や法則性の決定の領域において，最新式の機器，

測定技術および高精度の装置を用いて現代的な研究・実験作業を行うこと。 

  3. 青年層における首尾一貫した世界認識，そして自然の仕組みの首尾一貫した描像

の形成を念頭において，教育機関における自然科学系科目の教授法をしかるべき方法

論的基礎に移行させること。 

  4. 正統派科学のパラダイムと一致しない結果を含んでいる実験的・理論的研究を黙

殺し，それを発表したり公然と議論したりすることを禁止するやり方を過去のものと

して放棄し，国内・国際レベルにおける学術交流のより民主的な規範を正統派科学に

導入すること。 

  5. 相対性理論タイプの科学的真理の独占，新たな知識に対する妨害，自然認識の前

人未踏の最も困難な段階にある科学領域と科学者についての擬似科学的な定義に導く

ような古びた法律を見直し，自然科学分野における探求と研究の科学性と疑似科学性

に関する審判を言い渡す権限を簒奪しているあらゆるレベルの委員会を廃止するよう

各国の科学アカデミーと議会の注意を促すこと。 

  本シンポジウムの参加者は，本決議に応え，自然科学の焦眉の問題に関する提案や

解決方法を提起するようロシアの科学者と世界の科学者共同体に呼びかける。 

  この決議は 2001 年 4 月 22 日に第 12 回シンポジウム＜3 千年紀における自然科学

のペレストロイカ＞（ロシア，モスクワ）の参加者によって採択された。 
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連続講義「エーテル動力学的世界像」への序言 

  連続講義「エーテル動力学的世界像」は筆者によって 2000~2001 学年度に科学技

術博物館講堂で行われた。このような講義はこれが最初ではなく，過去 10 年間，毎年

18 回の講義が行われてきた。 

  それらの講義の目的は，それに関する理解が何千年にもわたって自然科学に伴って

きたエーテルが，いかなる根拠もなしに現代科学によって追放され，このことが物理

学だけでなく，科学全体の発展にブレーキをかけ，多数の有望技術の産業化の可能性

を奪ったことを科学界に示すことであった。 

  連続講義の講師である筆者は「エーテル動力学」という名前の物理学における事実

上新たな方向性を創出し，その発展に人生の 50 年以上を捧げてきた。 

  講義においては，エーテルとは，世界空間全体を満たし，例外なしにすべての物質

*的形成物の構築材料となっている気体状媒質であり，エーテルの運動がすべての種類

の基本相互作用の基礎をなしていることが示された。エーテル動力学的理解の観点か

らそのメカニズムを分析することのできない物理現象は，1 つたりとも存在し得ない。 

  エーテル動力学は科学における弁証法的唯物論の伝統を復活させる。弁証法的唯物

論の基礎は，F.エンゲルスがその著書『自然の弁証法』（1873~1883）における基礎的

研究によって，また V.I.レーニンがその著書『唯物論と経験批判論』（1909）において

築き上げた。 

 

エーテル 
理論 

 

フリードリヒ・エンゲルス 
1820~1895 

ウラジーミル・イリイチ・ 
レーニン 

1870~1924 
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  エーテル動力学は，方法論的には 19 世紀にルートヴィッヒ・ボルツマン（ウィーン

大学教授）によって創始され，20 世紀にアルカジー・クリメンチエヴィッチ・チミリ

ャーゼフ［Arkady Klimentievich Timiryazev］（モスクワ国立大学教授）およびウラジーミル・

フョードロヴィッチ・ミトケーヴィッチ［Vladimir Fedorovich Mitkevich］（ソ連科学アカデ

ミー会員，レニングラード工科大学教授）によって引き継がれた物質*運動理論の発展

をさらに引き継いでいる。筆者はこの 3 人を自分の師匠とみなしている。 

  エーテル動力学は，物質*のさらなる深奥への進入という自然科学全体に共通する路

線を継続するものであり，自然に関する唯物論的学説の発展の何千年にもわたる伝統

の引き継ぎの一環にすぎない。 

  エーテル動力学は，理論的基礎の形成と創出の一段階であり，既に今日，現代正統

派科学の手に負えないことが判明している多数の自然科学の問題の解決法を提案する

能力を持ち，現代における多数の焦眉の問題の解決を可能にする質的に新たな技術の

構築段階に入っている。 

  エーテル動力学の形成は，現代科学を袋小路に導いた，現代物理学に定着している

自然の仕組みに関する観念論的理解との激烈な闘争の中で進行している。それにもか

かわらず，エーテル動力学は必然的であり，それゆえ，正統派科学の代表者たちの抵

抗を排して，近い将来，理論物理学において主導的地位を占めるであろう。 

筆者 

 

ルートヴィッヒ・ 
ボルツマン 
1844~1906 

A.K.チミリャーゼフ 
1880~1955 

V.F.ミトケーヴィッチ 
1872~1951 
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第 1 講 

現代理論物理学の方法論的危機．次なる物理学革命の前夜 

2000 年 9 月 17 日 

  我々の輝かしい科学――自然科学――は長い間様々な成功を収めてきた。それらの

成功は誰もが知っていることなので，列挙することはしない。しかし，自然科学の根

底には物理学が横たわっていることに注意を払うべきである。物理学が自然科学の根

底に横たわっていると述べたのは，我々はあらゆる事柄において，我々が出会う現象

――地質学，生物学，電気力学，等々における現象――の根底を究明する必要がある

という意味においてである。それが物理学なのだ。 

  あらゆる成果にもかかわらず，我々はきわめて重大な手抜かり，特に物理学におい

て重大な手抜かりをしていると言わなければならない。それらの手抜かりは，物理学

者たちの高慢な態度にもかかわらず，20 世紀はきわめてわずかなものしか与えなかっ

たという点に現れている。20 世紀が与えたものは，19 世紀と比べて，いや 18 世紀と

比べても，それよりずっと少なかった。学校の生徒たちに，君たちは学校で何世紀の

物理学を習っているのかと尋ねてみると，面白いことに，彼らは 20 世紀の物理学は

まったく習っていないことが分かる。彼らが習っているのは 19 世紀，18 世紀，17 世

紀，さらには 16 世紀の物理学であり，20 世紀の物理学ではない。これはどうしたこ

とだ？ 

  20 世紀の物理学は原子力，電気力学と言った多数の応用領域における素晴らしい成

果を自慢しているが，それらは理論的成果ではない。理論的成果をめぐっては，事態

はきわめて悪い状況にある。 

  物理学をめぐる状況には何かおかしなところがあると言っても，あながち間違いで

はない。なぜなら，最近数十年間，いかなる発見もなされていないからだ。電磁相互

作用と核の弱い相互作用の統一を発見とみなすことはできない。なにしろ，それはせ

物理学 

［応用物理学が崩れかけた物理学を支えている。］ 
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いぜい，ある種の抽象にすぎないからだ！ 

  この半世紀の間に我々がさんざん聞かされてきた約束すべては，いったいどこへ行

ってしまったのか？ たしかに，原子力をめぐっては，事態は明らかだ。しかし，それ

が良い状況なのか，それとも悪い状況なのかという第 2 の疑問がある。それが素晴ら

しい状況にあるということには，必ずしも全員が同意するわけではない。なぜなら，

時々，チェルノブイリのようなことが起こるからだ。イギリスでもそれと似たことが

起きかけた。それでもやはり，成果はあった。原子力産業が存在し，原子力発電所が

存在し，原子力潜水艦さえ存在している。実は，原潜は時々，どうしたわけか沈没し

ているのだが。 

  では，約束されていた高温超伝導はどこへ行ってしまったのか？ 何年間も騒がれ

ていた磁気流体力学は？ 我々に永遠にフリーエネルギーを供給してくれるはずの熱核

融合は？ これらすべてはどこへ行ってしまったのか？ なにしろ，そのために膨大な金，

ものすごい金が既に費やされているのだ！ 

  現代理論物理学が従っている方法論からは，物質*がどんな仕組みになっているかを知

りたければ，粒子をもっと急速に加速させ，それらを互いにもっと激しく衝突させ，そこ

から何が飛び出てくるかを観測しなければならないという結論が導き出される。 

  かつて，モスクワ州プロトヴィノ市に世界最大のシンクロファゾトロンが建造されて

いた。私は光栄にも，そこを訪問し，深さ 50 m の地下に掘られた断面3 × 3 m，長さ 22 

km のトンネルを見学する機会があった。この施設にとっては，それに先行する世界最大

のファゾトロンは中間カスケードにすぎなかった。この施設にはさらにもう 1 つのカス

ケードがあり，その内部には，長さが私の手からそこの壁ぐらいまで，幅がこれぐらい（1 

m 以上），厚さがこれぐらい（約半 m）の磁石が 6000 個設置されていた。磁石の互い

に上下になった 2 つのヨーク部には断面約 3×3 cm の配管が巻き付けられている。そ

の配管には全長にわたって液体ヘリウムを流す必要があり，そのため，液体ヘリウム

製造用の専用工場が建てられていた。これは何のためか?! 粒子を急回転させ，衝突さ

せ，何が飛び出てくるかを観測するためだ。 

  加速器で電子ビームを通過させるためには特殊な蓄積リングその他多数の装置が必要

であることについては，もうこれ以上言わない。その目的のため

に人口各 5 万人以上のドゥブナ市とプロトヴィノ市が建設され

た。 

  トカマク（токамак－тороидальная камера с магнитными 

катушками）［直訳：磁気コイル付きトロイダルチャンバー，英語：tokamak］

は巨大装置であり，いくつかの工場で製造されている。いくつか

の装置のうち 1 基はモスクワからそう遠くないペトゥーシキに

設置されている。しかし，トカマクは今なお稼働していない。 

  かつて，我らが科学アカデミー会員ボリス・ボリソヴィッチ・

カドムツェフ［Boris Borisovich Kadomtsev］がその開発の責任を負っ

ていた安定プラズマが 100 分の 1 秒間も存在することができた

とき，それについての歌や踊りが作られたものだ。考えてみたま

え，たったの 100 分の 1 秒間だ！ 歌や踊りが作られたのは，そ

れまで，そもそも安定プラズマがまったく存在することができな

かったからだ。 

  これらはすべて玩具，高価な玩具なのだ！ だからそもそも，彼

らが何のために，その場しのぎのやり方でこんなことに取り組ん

でいるのか，私は理解することができない。しかもそこでは，そ

ドゥブナのシンクロファ 
ゾトロン 

トカマク 
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れに従事する人々の大規模な集団と巨大な装置が必要とされている。 

  最近，基礎研究基金が何に取り組んでいるかに関するテレビ番組が放送された。私の意

見によれば，それは純然たる浪費だ。彼らはそれでもなお，それらの研究のために彼らに

割り当てられる資金が削減されたと言って腹を立てている。 

  もちろん，科学に割り当てられる資金を削減するのは良いことではないかもしれない。

しかし，それは科学なのか？という疑問を私は持っている。 

  概して言えば，科学は教育ではない。科学は結果や技術の導入でもない。少なくとも結

果や技術の導入は応用科学である。科学とは新たなものの探求と一般化である。まさに新

たなものの探求が科学なのだ。ところが我々は，昔と同じ形式的な関係式，いわゆる「十

分に検証された」法則，ずっと昔に行われた何かある実験の結果について，絶えず繰り返

し繰り返し，果てしなくいじくりまわしているだけだ。 

  理論物理学において数学がいかに肥大化した役割を演じ始めたかについて考えていた

だきたい。 

  ところで，モスクワ物理学技術研究所という研究所がある。この名前には「物理学」と

「技術」が含まれている。モスクワエンジニアリング物理学研究所もある。これには「エ

ンジニアリング」と「物理学」が含まれている。 

  さて，もしある人間が装置を作り出したり，新たな回路，あるいはさらに何かを考え出

したりしたとする。私はこう理解する――彼は手を使って働く能力，あるいは頭を使って

働く能力，あるいは何かそんな能力を持っていると。 

  彼が研究所の採用試験を受けたとすると，面接官はそのような能力について質問する

だろうか？ ノーだ！ 彼に与えられるのは，そこではパラメーターが無限大に向かって

いく，あるいはまったく未知のどこかへ向かっていくような，お定まりの頭の痛くなる数

学の問題だ。そして，彼が研究所に採用されるか否かは，彼がその問題を解けるか否かに

よって決まる。彼が物理学を知っているか，課題を立てる能力を持っているか，何かを組

織化する能力を持っているかについては，誰も質問しない。そんなものは誰にも必要な

い！ 

  まあ，今は次の話に進むことにしよう。ソフトウェアベース法［software-based method］が

発展し始めた。私のかつての上司が私にこう言った。「アツュコフスキー君，君は何かの

方程式を検証するために，なぜ海に行くのかね。君にはコンピューターがあるんだから，

それを使ってその方程式を検証したまえ」。それでも私は黒海全体を歩き回り，何回も遠

征調査を行った。正確な回数は覚えていないが，12 回以上だ。フェオドシア，セヴァス

トポリ，ゲレンジーク, プリモルスコエ…［訳注］。 

  なにしろ，新たな物理法則を求めてコンピューターに潜り込むことはできないからだ。

絶対にできない！ コンピューターに新たな物理法則を期待することはできない。コンピ

ューターに何を入力するべきか，知らないのだから。それだけでなく，自然の中へ入って

行ったとき，最初の着想から残るのはガラクタだけだ。新たな問題を研究したことのある

人間は，皆このことを知っている。 

  いったい何が問題なのか？ これについて考えてみよう。 

  我らが誉れ高い物理学は，今から約 100 年前，いわゆる物理学革命が起こったことを

誇っている。確かに革命は起こったが，それは，我々が聞かされているような方向や規範 

に従った革命ではまったくなかった。 

 
［訳注］

淡水中・海水中における伝播の場合における電流・電波の伝播に関する方程式の検証を目的として

著者が行った遠征調査については，本書 173~175 頁，また訳者のサイト（2 頁）に掲載されている V.I.ア

ツュコフスキー『分かりやすいエーテル動力学または我々が生きている世界はどんな仕組みになってい

るか』（第 2 版, 2015）の第 4.7.5 節と第 4.7.6 節で詳しく説明されている。 
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  その革命とは，要するに，物理学者たちが新たな思考方法を考え出したということだ。

その思考方法によれば，アインシュタインが述べたように，物理学の公理的基礎は自由に

発明されなければならない。このプログラムの意味をよく考えていただきたい。物理学の

公理的な基礎は自由に発明されなければならない（!）と言っているのだ。 

  疑問が生じてくる。実際には，社会の発展における自然科学の役割とはいかなるもの

なのか？ 自然科学は何のために必要なのか，そしてその方法論はいかなるものでなけれ

ばならないのか？ 

  そしてここで，それがいかに驚くべきことであろうと，観念論と唯物論という問題

が生じてくる。 

  概して言えば，唯物論者たちは，我々は自然を研究しなければならないとみなして

いる。何のために？ 答えはきわめて単純だ。技術を創出するためだ。何のために？ 

我々が消費財を得るためだ。何のために？ 我々がこの世界で生きることができるよ

うにするためだ。なぜなら，自然は我々に既に出来上がったものを何も与えてくれな

いからだ。木に靴は生らない。洞窟は別として，住居はひとりでに出現しない。等々。 

  つまり，我々が技術を持ちたいと願うなら，我々は自然と一致しなければならない。

それゆえ，唯物論者は自然を研究し，そこから結論を下し，等々のことを行う。そし

て彼の理論と食い違う事実が見出されたならば，彼は理論を変える。事実は動かせな

い。事実からはどこへも隠れられない。 

  ところが，現代の物理学者たちは，それは間違いだ，なぜなら，物理学の公理的基

礎を創出し，その公理の下で事実を選択する必要があるからだとみなしている。事実

が役立つなら，その事実は理論を裏付けている。事実が役立たないなら，その事実は

投げ捨てられる。そして残念ながら，これが本格的に実践されるようになった。 

  ここからいくつかの微妙な問題が始まった。百科事典にも載せられている再規格化

法とは何か？ それはきわめて単純な方法だ。あなたは自分の理論に従って実験にお

いてあれこれの結果を得なければならない。しかし，あなたの実験から，その結果は

あなたが計算した値の近くにないことが判明した。その場合，あなたはどうする？ 再

規格化を行う。実験で得たパラメーターを公式に入れる。今や，万事順調。これが再

規格化法，つまり既知の解に合わせたつじつま合わせの方法だ。これが百科事典に載

せられているのだ。普通の学校や大学では，生徒や学生がそんな方法を用いているの

が見つかったら，こっぴどく叱られる。ところが物理学者たちにおいては，それは合

法的なのだ。 

  しかし，最も重要な欠陥は，物理学が検討の対象から物理過程を除外したことだ。

そのような状況がずっと繰り返された。いや，もっと正確に言えば，そのような状況

が繰り返されなかった時期がある。それは 1909 年，ウラジーミル・イリイチ・レー

ニンがその著書『唯物論と経験批判論』を書き，そのような状況を捕捉したときだっ

V.I.レーニン 
1870~1924 

『唯物論と経験批判論』
の初版本 
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た。彼はこの本で，「新たな物理学は観念論に陥った。なぜなら，物理学者たちが弁証

法を知らなかったからである」と述べ，さらに，物理学者たちにおいて「物質*は消滅

し，方程式だけが残った」ことに注意を向けている。 

  物質*が消滅したということは，何を意味しているか？ それは，絶対的にあらゆる

現象の基礎に横たわっている定性的な物理的メカニズムが消滅したことを意味してい

る。現象それ自体は存在しない。それぞれの現象には内的メカニズムが存在しており，

そのメカニズムが何らかの形で作用したとき，その作用の結果として，あなたが興味

を持っている現象が発現するのである。 

  私が学生たちに好んで話す，古い小話がある。口頭試験で教授がある学生に「電気

とは何か」と質問した。学生は「以前は知っていましたが，忘れてしまいました」と

答えた。教授は言った，「何たる損失だ！ 電気とは何かを知っている人間は，世界中

に誰もいない。一人は知っていたのに，忘れてしまったとは！ 君が思い出したら，

我々に話してくれ。我々もそれを知りたいのだ」。 

  まさにこれこそが典型的な状態だ。我々は電気を利用しているが，電気とは何かを

まったく知らない。我々は磁場を利用し，計算し，機械を作る能力を持っているが，

それが何なのかをまったく理解していない。 

  核物理学者に，あらゆる素粒子はどこから磁気モーメントを得たのかと質問してみ

たまえ。あらゆる素粒子には磁気モーメントがある。では，それは何なのか？ あるい

は電荷とは何なのか？ ここに初歩的な問題がある。2 つの同じ電荷を取ろう。それら

はクーロンの法則に従って反発し合う。さて今度は，それらを一緒に運んで行こう。

今やそれは電流だから，2 つの電荷はアンペールの法則に従って引き付け合う。しか

しなにしろ，何も変わっていないのだ。前の場合と同様に，それらは互いに対して静

止している。それなのに引き付け合う。さて，どこかある所に電車の線路がある。そ

の線路に隣接するステーションで電動機のスイッチを入れると，線路の電線はガチャ

ガチャ音を立てながら，互いにぶつかり合う。これはいったいどういう過程なのか？ 

  私がこの話をすると，聞いた人は「それがどうした！ 今度は，2 つの電荷が観測者

に対して運動しているからだ！」と答える。うん，分かった。素晴らしい！ では今度

は，2 つの電荷を静止状態に置いておいて，観測者がそれらのそばを走ることにしよ

う。それが原因で，2 つの電荷は引き付け合うようになるとでもいうのか?! まったく

もって，それは馬鹿げている。実際には，それは，何らかの中間媒質が存在しており，

2 つの電荷はそれを通じて運動しているのであって，このことが状況を変えたのだと

いうことを意味している。それは明白なことではないって？ それは完全に明白なこ

となのだ！ 

  それゆえ，応用領域における明白な成果が存在するにもかかわらず，電気力学自体

においては，実際には，我々はすべての課題を解決することができているというには

程遠い状態にあるという結果になっている。私は航空機設備研究所の研究室長を務め

ている［訳注］。私が長年取り組んでいる計画的研究において，こんな課題が生じたこと

がある。コンセントに接続された 2 つの導体を塩水の中に入れた。塩水中を電流が流

れ始めた。塩水中における電流の分布をどう計算するのか，つまり，媒質中の任意の

点における電流密度をどう計算するのかという問いが生まれる。これは半導電性媒質

中におけるヘルツ双極子と呼ばれている。 

  電流は最小経路に沿って進むと言われている。そんなことは起こらない。電流はこ

 
［訳注］ V.A.アツュコフスキー（1930~2021 年）は 1955 年にレニングラード工科大学電気工学部を卒業

後，グロモフ飛行研究所の研究員となった。その後，1983 年に創設された航空機設備研究所に移り，「航

空機搭載設備の技術統合化および小型化研究室」の室長を務めた。 
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っちを進み，そっちを進み，あっちの方も進む。あっちを進む電流はより小さいが，

しかし進んでいる。どう計算するのか？ 

  マクスウェル方程式は万能薬だから，これを用いればあらゆることが可能だとみな

されている。ところが，マクスウェル方程式を用いてこの課題を解決することはでき

ないことが判明した。私は，マクスウェル方程式を用いてこの課題を解決した者に賞

金を出すと宣言さえした。 

  私は，マクスウェル方程式を用いてこの課題を解決することができないのはなぜな

のかを理解するまで，数年の歳月を費やした。なにしろ，この課題は基礎的性格を持

っているのだ。双極子の間の距離を無限大まで広げたら，平面波が得られた。導電性

を取り除いたら，理想媒質の場合に対する解が得られた。理想媒質の場合については，

この課題は解決されている。しかし半導電性媒質の場合については，どうしても解決

できなかった。 

  どうしても解決できなかった理由は明瞭である。それは，あらゆる現象，あらゆる

対象は無数の側面と質を持っているからである。我々は，いかなる対象に取り組むと

きも，その対象が持つ無数の側面と質のうち，我々の具体的な目的に必要とされるも

ののみを抽出する。抽出される側面と質は，普通，きわめて少ない。我々はそれ以外

の側面と質には関心を持たない。すべてのものに関心を持つことは不可能だからだ。 

  しかし，我々がそこから一片を抽出したとき，我々はその一片についても十分には

知っていない。なぜなら，方法論上の誤り，機器誤差，あるいは外部条件の変化と関

係する様々な誤差，等々が存在するからである。しかも，我々はその一片を公式を用

いて記述する。ところがその公式を書き終えたとたん，我々はその一片を部分的にし

か記述していなかったということになる。そのとき，それがいかなる関係式であるか

は，何の役割も果たさない。それらは，十分に検証された関係式とみなされているい

かなる基礎的関係式であったとしても，常に不十分である。 

  例えば，ニュートンの法則は十分に検証済みであるとみなされている。しかし実際

には，それは不十分な法則である。水星はどうしたわけかニュートンの法則の枠内に

完全には収まっておらず，冥王星には法則からの固有の逸脱が存在していることが判

明した。そしてそもそも，ノイマン-ゼーリガーの重力のパラドックス，等々，等々が

現れている。 

  それゆえ，基本法則の精緻化が常に行われなければならない。それが我らが栄光あ

る科学アカデミーの主要課題にならなければならない。科学アカデミーが基礎を精緻

化し，発展させなければならない。それ以外のすべての課題には部門別の研究者や応

用科学者が取り組む。しかし，科学アカデミーは他ならぬその課題には取り組んでい

ない。科学アカデミーが現実には何に取り組んでいるのか私は知らないが，多分，応

用的課題に取り組んでいるのだろう。とにかく，自分の主要課題に取り組んでいない

ことは確かだ。 

  科学アカデミーのそのような状況は［すぐに取り除ける］バグだ，あるいは目に見える

バグが生じただけなのだなどという幻想を，誰も持ってはならない。なぜなら，［目に

見える］定性的パラメーターではなく，［目に見えない］定量的パラメーターの崩壊が生じ

始めるやいなや，そのことは危機を意味するからだ。その危機は経済危機によってさ

らに深刻化した［訳注］。 

  問題はいったいどこにあるのか？ 

 
［訳注］ これはおそらく，基礎科学の発展を主要任務とする科学アカデミー傘下の一連の研究所が，ソ連

崩壊後の壊滅的な経済危機によって国から割り当てられる研究資金が大幅に削減されたため，研究所に

短期間で収入をもたらすような応用的研究に方向転換したことを意味しているものと思われる。 
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  我々はどこに向かって進んで行く必要があるかを理解するためには，我々には何が

不足しているかを考えなければならない。 

  この絵［上図参照］には現代理論物理学が描かれている。この絵はある百科事典から

引用したものだ。私はそもそも百科事典が大好きなのだ。なぜなら，そこではすべて

が分かりやすく書かれており，しかも現代科学のオフィシャルな状況に光が当てられ

ている。これは実にいい出版物だ。ただし，百科事典は正統派の観点を反映している。

これは隠しようのない事実だ。 

  さて，この絵をよくご覧いただきたい。現代物理学の基礎にはニュートン力学，特

殊相対性理論および量子力学が横たわっている。現代物理理論は，まさにこの 3 頭の

クジラに基礎を置いている［ロシア語の“クジラ”には“大立者”という意味がある］。 

  これは物理学に限った話ではない。なぜなら，この 3 頭のクジラは自然科学のすべ

ての領域――地質学，生物学，電気力学，等々――に侵入しているからだ。 

  ニュートン力学はその基礎の内に公準［postulate］を持っていない。ニュートン力学

はしっかりと大地を踏まえ，大地と固く結び付いている。 

  ニュートンは引力の法則を，物理学的理解から導き出したのではないことを思い出

していただきたい。彼をそれをケプラーの法則の一般化として導き出した。ケプラー

もまた，それらの法則を物理学的判断から導き出したのではなかった。彼はそれらの

法則をティコ・ブラーエによる 4 つの惑星の観測結果から導き出した。ティコ・ブラ

ーエが死んだとき，彼は助手に観測結果の膨大な統計資料を残した。それより後，ケ

プラーは，惑星の運動が従っている一般法則が存在するかどうかに興味を持った。長

広く枝を張った 

ツルコケモモ 

公準 

理論物理学 

特殊相対性理論 

ニュートン力学 

量子力学 

［この絵は本書の原著には掲載されていない。これは，V.A.アツュコフスキー『相対性理論の基礎

に関する批判的分析』（第 2 版, 2012）の邦訳版（2 頁参照）の 58 頁に掲載されている絵を，本訳

書の読者の理解に資するために同書から引用したものである。この絵の「ツルコケモモ」の部分は，

「ある百科事典から引用した」絵に，著者が後から付け加えた部分である。ツルコケモモは高さ 20 

cm ほどの草状低木なので，「広く枝を張ったツルコケモモ」は，現代理論物理学によって捏造され

た，現実にはあり得ない虚構に対する皮肉になっている。］ 
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年にわたる研究の後，彼は惑星が従っている 3 つの法則を我々に提示した。 

  ニュートンは，ケプラーの 3 つの法則の中に，その 3 つの法則がその個別的場合と

なっているような統一的法則が存在するかどうかに興味を持った。そして彼はそのよ

うな法則を創出した。しかし彼は，その法則がそのようなものである理由，さらにそ

こから，何がその法則の第一原因なのかという別の問題にも興味を持った。75 歳にな

り，その問題をどうしても解決することができなかったとき，彼は「私は仮説を捏造

しない」という有名な言葉を高慢な調子で吐いた。彼はその第一原因を解明するため

に多大の努力と長い歳月を費やしたが，その解明に成功しなかった。実際には，この

言葉は彼の敗北を表していたのである。 

  しかし，いずれにしても，ニュートン力学全体は実験データの膨大な統計資料に立

脚している。それゆえ，この点においては，ニュートン力学には非難するべきことは

まったくない。 

  次に，アインシュタインの特殊相対性理論に話を進めよう。 

  私は小冊子『相対性理論の基礎に関する批判的分析』（モスクワ, «Petit», 1996）にお

いて，特殊および一般相対性理論の論理，ならびに相対性理論を裏付けているとされ

ている一般に認められているすべての実験に洞察を加えた。私はこの小冊子で，当時

存在していたデータや疑問点にも洞察を加えた。この小冊子はごく薄っぺらいもので

はあったが，それは約 15 年間の研究の成果だった。その結果，特殊相対性理論の裏付

けとみなされている実験のうち，その肯定的結果を批判することができないような実

験は，1 つたりとも存在しないことが判明した。そこに存在していたのは裏付けでは

なく，あからさまな歪曲や，それに類するものだった。 

 

［左は V.A.アツュコフスキーの小冊子『物理学「理論」

による１世紀間のはったり』（モスクワ, «Petit», 2003），

右は小冊子『相対性理論の基礎に関する批判的分析』

（モスクワ, «Petit», 1996）である。これらの小冊子は

前掲書『相対性理論の基礎に関する批判的分析』（第 2

版, 2012）に収録されている。］ 

 

 

 

  アインシュタインの特殊相対性理論の基礎には 5 つの公準が横たわっている。公準

の数は教科書に書かれているように 2 つではなくて，5 つだ。1 番目の最も重要な公

準は，自然界にエーテルは存在しないという公準である。 

  アインシュタインはまさにこの最も興味深い結論を，いかなる根拠にもとづいて下

したのか？ アインシュタイン自身の著作（アインシュタイン『科学論集』, 第 1 巻）

から引用しよう。 

ティコ・ブラーエ 
1546~1601 

ヨハネス・ケプラー 
1571~1630 

アイザック・ニュートン 
1642~1727 
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  アインシュタインは相対性理論の基礎に置

かれている原理の詳しい根拠付けを論文「相

対性原理とその帰結」（1910）（前掲書）におい

て与えている。彼はこの論文で次のように指

摘している。運動する流体による光の部分引

きずりは，「……エーテル完全引きずり仮説を

否定している。したがって，残るのは次の 2 つ

の可能性である。 

  1）エーテルは完全に静止している。すなわ

ち，エーテルは物質*の運動に絶対的にいかなる形でも関与していない。（これはきわ

めて興味深い。では，部分引きずりを示したフィゾーの実験はどうなるのか？――引

用者。） 

  2）エーテルは運動する物質*によって引きずられている。しかし，エーテルは物質

*の運動速度とは異なる速度で運動している。 

  第 2 の仮説を発展させるためには，エーテルと運動する物質*との間の関係につい

ての何らかの仮定を導入する必要がある。第 1 の仮説はきわめて単純であり（強調は

引用者），マクスウェル理論にもとづいてこの仮説を発展させるためには，理論の基礎

を複雑化させる可能性のある，いかなる追加的な仮説も必要とされない」。 

  これこそが，自然界にはエーテルが存在しないことの根拠のすべてだ。すべてなの

だ！ これ以外の根拠は，アインシュタインにも彼の追随者たちにもまったく存在し

ない！ 

  アインシュタインはさらに，エーテルは静止しているというローレンツ理論はマイ

ケルソンの実験結果によって裏付けられなかった，このように，ここには矛盾がある

と指摘した上で，世界空間を満たしている媒質を否定する必要があるという結論を下

した。なぜなら，彼の考えによれば，「……空間全体を満たしているという媒質の存在

を否定することなしに，満足すべき理論を創出することはできない」（前掲書）からで

ある。 

  それから 10 年が経った 1920 年以降，尊敬すべきアインシュタインは何と書いてい

るか？ 彼は論文「エーテルと相対性理論」（1920）（前掲書）［訳注］と「エーテルについ

て」（1924）（前掲書，第 2 巻）において，自らの考えを完全に明確に表明している。

「一般相対性理論によれば，エーテルは存在する。エーテルのない空間は考えられな

い」。何ということだ！ 

  このように，相対性理論の第 1 の部分である特殊相対性理論はエーテルとともに存

在することができず，同じ理論の第 2 の部分である一般相対性理論はエーテルなしに

は存在することができない。では，そんな論理に従ったとき，凡人はどっちの方へ進

んで行けばいいのか?! 我々はそんな高尚な知性的判断を，どうすれば理解できるの

か？ 

  エーテルが存在するのなら，エーテルは存在する。エーテルが存在しないのなら，

エーテルは存在しない。しかし，エーテルが存在したり，存在しなかったりするのだ

としたら，それはいったいどういうことだ?! 

  エーテルの否定は特殊相対性理論の提唱者に対し，この理論が基礎を置いている次

の 5 つの（普通そうみなされているように 2 つではない）公準を定式化する可能性を

与えた。 

 
［訳注］ http://fomalhautpsa.sakura.ne.jp/Science/Einstein/ether-rel.pdf で論文「エーテルと相対性理論」

の日本語訳（石原純訳）を入手することができる。 

アルベルト・アインシュタイン
（1879~1955）左：特許庁時代，右：晩年 

 

http://fomalhautpsa.sakura.ne.jp/Science/Einstein/ether-rel.pdf
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  1. 自然界におけるエーテルの不存在。これは，エーテルの承認は複雑な理論をもた

らすのに対し，エーテルの否定は理論をより単純なものにすることを可能にするとい

う理由にのみ根拠を置いていた。 

  2. 相対性原理。これは，等速直線運動をしている系におけるすべての過程は，静止

系におけるのと同一の法則に従って進行するという原理である（この原理はこれ以前 

に力学的過程に関してガリレイによって定式化されたものである）。 

  3. 光速度不変の原理（光源の速度に対する光速度の非依存性） 

  4. 4 次元インターバルの不変性。4 次元インターバルにおいては，空間（座標）は光

速度を通じて時間と結び付いている。 

  5. 同時性の原理。この原理によれば，観測者は事象の経時的進行を，それらの事象

から観測者に到達する光信号にもとづいて判断する。 

  これらの公準に従い，実験室（基準系）の内部で行われる物理学的実験により，そ

の実験室が静止しているのか，それとも等速直線運動をしているのかを判定すること

は原理的に不可能であること，また，光速度は任意の慣性系において不変であること

が主張されている。 

  容易に分かるように，もしエーテルが存在すれば，上に列挙したどの公準も定式化

することができなくなる。もしエーテルが万物を透過するとすれば，運動する実験室

の内部でエーテル風が観測されなければならない。したがって，実験室内部における

エーテル風を測定する方法により，実験室が運動している事実を実験室の外部に出る

ことなく決定する可能性が現われる。もしエーテルが存在すれば，光源が光を発生さ

せるときに生じる移行過程に関する問題，光が光源から極近傍に出た時点における光

源に対する光速度の大きさに関する問題，エーテルに対する光速度に関する問題，光

源に対するエーテルの変位に関する問題，その他多数の問題を立てなければならなく

なる。これらすべての問題に対する答えの探求は，上に列挙した公準を定式化するた

めの根拠を残さないであろう。 

  同じ提唱者の一般相対性理論は，特殊相対性理論の公準を重力に対して適用した。

その際，重力とは，その相互作用定数が電磁気とは 36（！）桁も異なる，電磁気とは

別の基本相互作用であるにもかかわらず，純粋に電磁的な量である光速度が重力の伝

播速度として解釈された。一般相対性理論は先行理論にさらに 5 つの公準を付け加え

た。すなわち，特殊相対性理論のすべての公準の重力に対する適用； 重力場に対する

時計の進行の依存性； 座標変換の共変性（あらゆる公式的表式を同一の形式に帰着さ

せること）； 重力の伝播速度と光速度の相等性； 自然界におけるエーテルの存在（！）

である。 

  特殊相対性理論の 5 つの公準は，エーテルが存在すれば，存在することができない。

一般相対性理論のさらに 5 つの公準は，エーテルが存在しなければ，存在することが

できない。どうすればいいのか？ 

  その後，理論物理学のこの広く枝を張ったツルコケモモ全体が成長し始めた。そこ

では，それぞれの新たな方向性は，その下にニュートン力学，アインシュタインの特

殊および一般相対性理論，そして新たな公準という基礎を何らかの形で持っている。

それらの公準の総数は 20 を超えている。私が挙げた 20 という数は，私が数え上げる

ことができた数である。実際には，その数はそれよりはるかに大きい。そして今では，

その美しく整然とした理論物理学という建物全体は，それらの公準によってがんじが

らめに縛り付けられている。 

  公準とは何か？ この言葉の説明はソビエト大百科事典（第 20 巻）に与えられてい

る。その一般的な意味の要点は，我々は公準の証明の証明のために多くの労力と時間
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を費やすことなく，ただ単に，その承認を要請するということだ。要請する，これで

終わり！ 

  私は『唯物論と相対論』（モスクワ，Petit，2009）という本で，主な公準を丹念に収

集した。特殊相対性理論の公準 5 つおよび一般相対性理論の公準 5 つの他に，さらに

量子力学の公準 9 つおよび場の量子論の公準 4 つ，合計 23 の公準が存在することが

判明した。しかし，これで全部というわけではけっしてない。なぜなら，それらの公

準にもとづいて，理論物理学のそれ以外の諸領域――量子統計力学，量子電気力学，

対称性・超対称性原理，超弦理論，クォーク理論，等々――がそれぞれ独自の公準を

それらに付け加えつつあるからである。しかし，本格的に探せば，公準の数は 50 を超

えるだろうと私は断言する。これはただ単に，これまで，全部の公準を 1 つの籠に収

集する作業を誰もやったことがないというだけの話だ。 

  では，公準はそもそも存在することはできないということになるのか？ そう，存在

してはならないのだ。それは最も純粋な観念論だ。なぜなら，それは，公準を提起し，

それに従って諸事実を分類し，自分に必要とされる事実のみを選択することだからだ。

なぜなら，普遍的公準とみなされている粒子と波動の二重性のような公準でさえ，流

体力学的判断から出発して検討すると，実際には普遍的公準ではないからだ。 

  自然は公準を知らない。自然はパラドックスを知らない。自然においてはすべての

ものは互いに結び付いている。だから，それらすべての公準，パラドックスや「原理」

は，せいぜい我々の無知識の尺度でしかない。 

  私はある会議で，公準を導入することが許されるのは誰か，例えば私にも許される

のか？という質問をしたことがある。彼らはこう答えた。「いや，あなたには許されな

い。許されるのは長老クラスの者たちだけ，特に尊敬されている者たちだけだ。あな

たは駄目だ」。 

  では，我々はいったい何を研究しているのか？ 我々は自然を研究しているのか，そ

れとも，特に傑出した科学者たちの恣意的な発明品を研究しているのか？ 

  さて，フィゾーの実験とマイケルソンの実験があった。アインシュタインはこれら

の実験の結果から，エーテルはまったく引きずられていないか，または部分的に引き

ずられているかのいずれかであるという結論を導き出した。2 番目の命題は複雑で，

［V.A.アツュコフスキー『唯物論と相対論．現代理

論物理学の方法論に対する批判』（V. I. レーニン『唯

物論と経験批判論』出版 100 周年に寄せて），ロシ

ア自然科学アカデミー，モスクワ，Petit，2008.］ 

アルマン・フィゾー 
1819~1896 

アルバート・マイケルソン 
1852~1931 
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1 番目の命題は単純である。1 番目の命題からは，我々はエーテルを放棄することが

できるという結果が得られる。他方，2 番目の命題においてはある問題が立てられて

おり，この方向はそれ以上のいかなる発展も得なかった。そこで，2 つ（実際は 5 つ）

の命題が導入された。さらに同時性の概念が導入され，ここから 4 次元インターバル

の概念が生まれた。この概念においては，どうしたわけか，他ならぬ光速度が空間と

時間を結合している。しかも，光速度はありとあらゆるものに適用されている。それ

には，そこではそもそも光速度がまったく何の関係も持っていない重力も含まれてい

る。しかしなにしろ，万人に認められているように，重力とは，光がそうであるとみ

なされている電磁気とはいかなる関係もない，独立した相互作用なのだ。電磁相互作

用と重力相互作用の定数の間の差は 36 桁（！），つまり 10 億の 10 億倍の 10 億倍の

10 億倍に達するのだ！ 

  人間的には，アインシュタインが光速度に向かって行ったのはなぜなのか，私には

理解できる。1873 年，マクスウェルの『電磁気論』が発表された。そこでは電磁振動

の伝播速度は光速度と等しいことが示されていた。このことがまったくファンタステ

ィックな印象を与えた。当時，電気学はちょっと立ち上がり始めたばかりだったのに

対して，光学は既にしっかりと両脚で立っていた。だから，光速度を宇宙の基本パラ

メーターとして宣言することは強い心理的モーメントを持っていた。しかし，そのこ

とは自然の仕組みとどんな関係があるのか？ なにしろ，重力は光なしで生じるのだ。

暗い物体も互いに引き付け合う。すなわち，それは何か別のものだ。にもかかわらず，

光速度がいたる所へ突っ込まれた。そしてさらにローレンツ変換，また速度に対する

質量の依存性，速度に対する長さの依存性，速度に対する時間の依存性，等々といっ

た素晴らしい依存性が出現した。 

  ここで面白いのは質量の取り扱いだ。アインシュタインが行ったことは，添字の入

れ換えだけだった。つまり，𝑚𝑣0だったものが𝑚0𝑣になった。単純かつ効率的だ！ 

  そして次に，光速度が限界速度であることが判明する。 

  こうして，自らに光を課し，そのような数学的ループを作り出したことにより，我々

は光に戻って来たというわけだ。 

  では，アインシュタインが利用しているローレンツ変換に，アインシュタインでは

なくてローレンツの名前が付いているのはなぜか？ 答えはきわめて簡単だ。なぜな

ら，アインシュタインは自然界にエーテルは存在しないという予想から出発してその

変換を得たが，しかしローレンツは，自然界には空間中において絶対的に静止したエ

ーテルが存在しているという予想から出発して，1904 年に，すなわち特殊相対性理論

に関するその最初の論文が 1905 年に現れたアインシュタインより早く，その変換を

得たからである。しかしアインシュタインにはエーテルはないが，ローレンツにはエ

ーテルがある。ところが変換は同じである。 

  ローレンツはいかなる判断からその変換を導き出したのか？ 

  問題は，1818 年，オーギュスタン・フレネルが，エーテルは空間中で絶対的に静止

しているという主張を提示したことだった。当時，エーテルの存在には誰も疑念を抱

オーギュスタン・フレネル 
1788~1827 

ヘンドリック・ローレンツ 
1853~1928 
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かなかったにもかかわらず，彼はこの方向においていかなる成功も収めることができ

なかった。しかしそれより後，ローレンツがこの着想を受け継いだ。 

  それ以来，静止エーテルの着想はローレンツのものとみなされ，フレネルのことは

誰も思い出さない。そしてローレンツは静止エーテルの着想から出発して，その変換

を導き出した。アインシュタインはと言えば，彼は自然界にはエーテルは存在しない

という着想から出発してそれとおなじ変換を導き出し，正直な人間として，それをロ

ーレンツ変換と名付けた。まさにこのローレンツ変換が，光とほぼ等しい速度で行われ

るあらゆる実験の基礎に据えられている。 

  ここで疑問が生じてくる。我々が何らかの実験で肯定的な結果を得て，それによってロ

ーレンツ変換の正しさを裏付けたとする。では，我々はそれによってどちらの理論を裏付

けているのか――自然界にエーテルは存在するというローレンツの理論か，それともエ

ーテルは存在しないというアインシュタインの理論か？ この質問をすると，誰もが毛布

をかぶって身を隠す。 

  ローレンツ変換こそは特殊相対性理論の最も重要な結果であるので，相対論者たちは

「見たまえ，実験はアインシュタインの相対性理論を裏付けている」と言う。そしてロー

レンツ本人のことには言及すらしない。これはペテンだ。 

  私は，実験を提起した特殊相対性理論を裏付けている実験は，これまで 1 つたりとも

存在しないことに注意を促したい。実験は，せいぜい，特殊相対性理論の枠内の収まって

おり，それと矛盾していないにすぎない。なぜなら，その実験は，それ以外の理論によっ

ても提起されることができ，しかも，出発点となった理論とは根本的に矛盾するそれ以外

の無数の理論と一致することができるからである。実験結果が出発点となった理論と矛

盾している場合には，その理論は終わりだ。実験結果が理論と一致している場合には，そ

の理論はそれ以後も存在することができる。実験が理論の枠内に収まり，理論と矛盾して

いないとしても，しかしそれでも裏付けは存在しない。 

  平面上の 1 点，2 点，そして任意の無限個の点を通る無限個の高次曲線を引くことが可

能であるのと同様に，無限個の肯定的実験結果が無限個の理論と，互いに相矛盾する理論

とさえ一致することが可能である。 

  それと同じ論理が一般相対性理論にも付いて回る。この理論は光速度が含まれている 4

次元インターバルから始まる。その先の論理は単純だ。すなわち，質量を持つ物体が空間

を曲げ，それによって重力場が創出され，それゆえ物体は互いに引き付け合う。それは 4

次元テンソルのおかげだ。何らかの過程が存在することについては，まったく議論されて

いない。 

  アインシュタインの相対性理論の基礎に据えられている公準の構築の論理に対する

批判，また特殊および一般相対性理論のいわゆる「実験的裏付け」に関連するすべて

の事情について詳細に検討することはしないが，次の 3 つの点だけ指摘しよう。第 1

に，これら 2 つの部分の論理はそれ自体で閉じており，そこでは結論が出発点をなす

命題に導いている。第 2 に，単一の理論のこれら 2 つの部分は，エーテルの存在とい

うそれらにとって本質的な重要性を持つ問題において互いに矛盾している（特殊相対

性理論は自然界にエーテルは存在しないと主張し，一般相対性理論は存在すると主張

している）。第 3 に，特殊相対性理論にも，一般相対性理論にも，いかなる実験的裏付

けも存在しておらず，かつて存在したこともない。それらすべての「裏付け」は，例

えば加速器中における粒子の加速をめぐる問題において生じているように，普通の古

典物理学のレベルで初歩的な仕方で説明されるものであり，慣性質量と重力質量の等

価性の問題においてそうであったように，常に自明なものであり（古典物理学は慣性

質量と重力質量の間に違いを設けたことはない），太陽周辺における光の偏向の問題

に関して生じたように，結果の意図的な処理によって得られた結果であり（すべての
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補外法の中から，相対性理論に最も一致する方法が選ばれている），あるいはまた，エ

ーテル風の問題で生じているように，ただ単に真理と一致していないものである。 

  さて次に，一般相対性理論の論理に従えば，自然界におけるエーテルの存在を認め

ることが必要になる。実際，エーテルが存在するのであれば，エーテルは様々な性質

を持たなければならない。エーテルは質量やその他あらゆるパラメーターの数値を持

たなければならない。そのためには，エーテルとはいったい何なのかを，せめて定性

的にだけでも脳裡に思い描く必要がある。 

  1920 年代，量子力学が出現し始めた。厳密に言えば，量子力学は 1900 年に最初の

公準を提唱したマックス・プランクから始まる。まあ，ある時，事が始まり，黒体放

射はある説明を得た。その後 1920 年代になって，シュレーディンガーやその他一連

の人々が出現した。 

シュレーディンガー方程式とは何か？ それはせいぜい振り子あるいは質点の振動の

記述にすぎない。しかしその記述は，普通行われているように振幅によってではなく，全

エネルギーとポテンシャルエネルギーによって表されている。では，全エネルギーとポテ

ンシャルエネルギーの違いとは何か？ それは，ポテンシャル場中で運動する物体の運動

エネルギーにすぎない。 

  しかしなにしろ，ポテンシャル場は何かから作り出されなければならない。 

  その頃，1911 年にラザフォードがその原子モデルを提唱した。1913 年にはニールス・

ボーアがそのモデルを自分の公準で飾り立てた。すると，電子はある軌道から別の軌道へ

どうやってジャンプするのかという問題が生じた。電子がある軌道から別の軌道へジャ

ンプすると，電子は光を放射する。しかし，いくつかの軌道上では，電子は光を放射しな

いのはなぜなのか？ そこでボーアは，そこでは電子が光を放射しない禁止軌道という理

解を導入した。ところが，それらの軌道上では，それらの軌道上における電子の振動周期

のある整数が観測されなければならない。そのためには，電子は軌道を 1 周し終わるご

とに，その 1 周の前に存在していた地点において持っていた位相と同じ位相で出発地点

に戻らなければならない。 

マックス・プランク 
1858~1947 

エルヴィン・シュレーディンガー 
1887~1961 

アーネスト・ラザフォード 
1871~1937 

ニールス・ボーア 
1885~1962 
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電子は，1 周の開始地点において自分がいかなる位相を持っていたかを，どこから知る

のか？という疑問が生じる。なにしろ，その位相を記憶する何かが存在しなければならな

いのだ！ さもなければどうなる？ 

  しかし，何ものも，何ものをも記憶しない。なぜなら，内部媒質は存在しないからだ。

内部媒質はいたる所で廃止された。こうして，原子内部でもメカニズムがなくなった。 

  これらすべての問題がきわめて病的な状態にあるのはなぜか？ それらが病的なのは，

理論物理学のかくも素晴らしい成果のおかげで科学が今日おかれている状況が，危機的

としか特徴付けようのない状況になっているからだ。しかも，今日我々は，科学の危機が

それ以外の危機――経済危機，環境危機，人口危機，社会危機，等々――を伴っていると

いう状況に陥っている。私はこれらすべての問題について詳しく語ることができるが，そ

れらの詳しい検討には，別のセミナーで取り組むことにしよう。 

  実際，科学は，自然がどんな仕組みになっているかを究明しなければならない。さもな

ければ，我々は間もなく，この世界に存在することがまったくできなくなってしまう。土

壌が劣化しつつあり，資源が枯渇しつつあるのに，地球上の人口は増加し続けている。そ

してそれには，きわめて重大な結果が伴う。 

  地球の住民の 8%が飢餓状態にあることに注意を促したい。このこと

は，将来，人口がさらに増加することを意味している［訳注］。イギリスの

有名な経済学者アダム・スミスは，人口が増加しないようにするために

は，住民を絶滅させるのではけっしてなくて，住民に食料を供給する必

要があるのだということを既に知っていた。 

  第 2 次世界大戦は 1 億人を殺した。これは地球の総人口の 2.5%だっ

た。この損失は戦後 3 年間で完全に回復された。 

  すべての豊かな国では，その国で生まれた住民が減少しつつある。彼

らは満腹しているからだ。増加しているのは貧しい国の極貧の住民だけだ。おそらく，生

存条件が劣悪化したときに人口を維持する，生物学的法則が存在するのだろう。したがっ

て人々に腹一杯食べさせる必要がある。すなわち，我々はそれを行う能力を持つ技術を必

要としている。ところが，我々は危機にある！ 私は，それは，我々が相手にしている諸

過程に対する無理解という危機であると言いたい。 

  マクスウェルはその有名な方程式を発明したとき，何もない所でそれらを発明したの

ではないことを思い出すべきである。彼は何ごとをも公準として定めることなく，理想流

体の運動に関するヘルムホルツの理解にもとづいて，その方程式を厳密なやり方で導き

出したのだ。彼はエーテルをそのようなものとみなしていた。彼はこれについて何度も語

っている。マクスウェルは，彼がその著作において言及・引用している 24 人の共著者を

持っていた。そして彼は，自分がその回転［rot］と発散［div］をいかなるやり方で得たか

について，完全に明確な認識を持って行った。 

  しかし，あらゆる物事においてそうなるべく定められているように，マクスウェルは完

全で理想的なエーテルモデルを創出することはできなかった。そのようなモデルを創出

することは誰にもできない。それゆえ，そのモデルにはいくつかの仮定があった。第 1 の

仮定は，エーテルは理想流体であるという過程である。ここから多数の誤解が生じた。し

かしそれでもやはり，それは最初の良質なモデルだった。我々は彼の努力に深く感謝しな

ければならない。彼の理論にもとづいてどれだけ沢山のものが創り出されたか，考えてみ

てほしい。他に誰が，そんなにも沢山の新たな着想をいっぺんに得ることができるだろう

か！ しかし我々は，マクスウェル方程式を用いて解決することのできない課題にぶつか

 
［訳注］ 一見間違いのように思われる飢餓と人口増加のこのような関係については，12 頁の訳注で紹介

されている著者の著書『分かりやすいエーテル動力学…』の第 8.7 節ででより詳しく論じられている。 

アダム・スミス 
1723~1790 
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った。このことは，我々はマクスウェルがそこから出発した源流に立ち戻る必要があると

いうことを意味している。マクスウェルはエーテルから出発した。 

  相対性理論がそのようなものとしてのエーテルを否定したとき，エーテルに立ち戻ろ

うとする試みも官僚的なやり方で迫害され始め，今に至るまで迫害されている。これは隠

しようのない事実だ。これは，相対性理論を批判すること，また「エーテル」という言葉

を使うことを禁止するソ連科学アカデミー天文学・数学セクションの特別決定が 1964 年

に出される以前から既に行われていたことである。この決定は今も効力を持っている。だ

から我々は，今なお，相対性理論に対する何らかの不満が述べられている論文，あるいは

エーテルという言葉が出てくる論文を 1 点も学術雑誌に見付けることができない。そん

な論文はまったくない！ 

  我々は今なお，マクスウェルの理論の源流に立ち戻ることすら禁止されている。科学ア

カデミーの体制内では，それに取り組むリスクを冒そうとする者は今なお誰一人いない。 

  このような状況を変えることができるのは，例えば私のように，［科学アカデミーの体制内

の学者たちとは］別のタイプの上司を持ち，いわゆる「真面目な学者たち」が自分のことを

気にかけてくれるかなどということにはまったく関心のない人間たちだけである。私は

エーテルの研究に 40 年以上取り組んでいるが，それによって不都合なことを経験したこ

とはまったくない。ところで，エーテルに取り組む必要がある理由は，既に皆さんにお話

ししたとおりだが，さらにもう 1 つの理由がある。その理由を説明するためには，話を

ちょっと横道へそらして，歴史の話をしなければならない。 

  ミレトスのタレスの時代，つまり紀元前 6 世紀頃には，世界全体，自然全体は統一

的なものとみなされていた。その統一性の根底には，当時の人々によってアペイロン

と名付けられた何ものかが横たわっていた。エーテルという言葉はこれに起源を持っ

ている（apeiron, apher, aether(ether)）。エーテル自体は既に古代に知られており，当

時のあらゆる教説や宗教にあれこれの形で含まれていた。 

  次にアリストテレスが現れた。それは既に紀元前 4 世紀のことだった。彼は自然を

実体――「土」（固体），「水」（液体），『空気』（気体）および火（エネルギー）――に

分解することを提唱した。これによって様々な状態を分析する可能性が現われ，この

ことが哲学の創出をもたらした。 

ミレトスのタレス 
紀元前 624~546 

デモクリトス 
紀元前 460~370 

アリストテレス 
紀元前 384~322 

パラケルスス（フィリップス・
フォン・ホーエンハイム） 

1493~1541 

ガリレオ・ガリレイ 
1464~1642 

アイザック・ニュートン 
1642~1727 
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  それからずっと後の既に紀元後 16 世紀に，医師のパラケルスス（フィリップス・フ

ォン・ホーエンハイム）は物質カルトを立ち上げた。当時，ヨーロッパは伝染病に苦

しんでおり，人々を救う必要があった。彼は，人間が病気にかかるのは，人間の化学

組成が撹乱されているからであり，それゆえ，その組成を改善すれば人間は病気から

回復するという着想を持っていた。事実上，他ならぬ彼が薬学の発展を開始させた。 

  まさにこの時代，植民地獲得が始まり，大規模な海外遠征が行われるようになった。

それに伴い，新たな天文学が求められ，科学に物質点の力学が生まれた。ガリレイ，

ニュートンが登場する。 

 

物理学革命，技術革命と社会革命 

物質*中への 

進入の深さ 
新たな科学領域 エネルギー 

社会経済 

構成体 

自然全体（タレス，紀元前

6世紀） 

－ 人間と動物の筋力 奴隷制 

実体  土（固体）/水（液体）

/空気（気体）/火（エネル

ギー）（アリストテレス，紀

元前4世紀） 

哲学 同上 奴隷制 

物質（パラケルスス，16世

紀） 

薬学 水力と風力 封建制 

分子（ロモノーソフ，ラボ

アジェ，18世紀） 

化学 化石エネルギー 資本主義 

（第1段階） 

原子（ドルトン，1824年） 電磁気学 同上 資本主義 

（第2段階） 

素粒子（ラザフォード，

1911年） 

原子物理学，プ

ラズマ物理学， 

固体物理学 

原子力エネルギーと

半導体 

同上， 

社会主義 

エーテル（21世紀） エーテル動力学 エーテルエネルギー 共産主義 

 

  物理学における危機は，物質の組織化に関する知識の枯渇の結果において生じる。

新たな実験結果を既存の理論にもとづいて説明することができなくなる。危機の解決

と新技術の創出は，物質*の構造のより深奥に進入する方法でのみ可能となる。今日，

それは，物質素粒子からエーテルへの移行である。 

  18 世紀，我らがミハイル・ワシリエヴィッチ・ロモノーソフは単純粒子と複雑粒子

という着想を提唱した。それから半世紀後，ラボアジェが分子とは原子の組み合わせ

であることを発見し，単純物質を元素と名付けた。これが化学の力強い発展をもたら

した。 

  19 世紀，イギリス人のジョン・ドルトンが，単純物質の最小粒子という意味を念頭

において，デモクリトスから取った「原子」という言葉に正当性を与えた。これは化

学に力強い推進力を与えただけでなく，電磁気学の発展をももたらした。残念ながら，

ドルトンはこの言葉を「それ以上分割不可能なもの」と解釈していたが，実際には，

それは「それ以上切断不可能なもの」を意味している（atom（ギリシア語）の a-は否

定を表す接頭辞，tom は「切断する」を意味している）。 
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  20 世紀，アーネスト・ラザフォードはその惑星モデルにより，原子は複雑な形成物

であることを示した。こうして「物質素粒子」の概念が現れた。これは同位体の存在

を説明し，原子力エネルギー，固体物理学，そして今日，すべてのコンピューターと

エレクトロニクス全体の基礎となっている半導体をもたらした。 

  以上が物理学革命である。物理学者たちが自然の解明を放棄し，物質*を数学に置き

換えれば，それが革命だなどという，我々が聞かされている話は完全に誤りだ。実際

には，それは反革命だ。物理学革命は，我々をより深い，質的に新たな自然の理解へ

と前進させるものでなければならない。それに対して，我々に押し付けられているも

のは物理学の衰退であり，革命ではない。物質*の組織化のより深い階層レベルへの移

行は，物質*の構造のより深い理解へと導き，新たな知識を，そしてそれによって新た

な技術を切り開く。これこそが物理学革命なのだ。 

  それまで単純な物質*的形成物とみなされていた従来の各形成物は，構築材料と構造

を持った複雑な形成物であることが判明する。その物質*的形成物はその構築材料の組

み合わせであることが判明し，このことが自然科学の発展の新たな段階を開始させる。 

  分子との関係において，原子とは何か？ それは分子の構築材料である。では，原子

との関係において，素粒子とは何か？ それは原子の構築材料である。 

  壊されてできた素粒子の数は 200 とも 2000 とも言われている今，我々はいったい

何をなすべきか？ それをどうみなすべきか？ それらすべての素粒子は互いに移行し

合っており，真空中で生み出すことさえできる。それらは互いに移行し合う能力を持

っている。これらすべてのことから，我々はどんな結論を導き出すことができるだろ

うか？ 結論はきわめて単純だ。それは，それらすべての粒子は単一の構築材料を持っ

ており，その構築材料は真空中にも含まれ，宇宙空間全体を満たしているという結論

だ。でも，それは本当に確かなのか？ 

  人々は「あなたはいったい，どうすればその構築材料を見たり測定したりすること

ができるのか？」と言う。では，我々はどうすれば空気を見たり測定したりすること

ができるだろうか？ 空気が完全な平衡状態にある場合には，それを見たり測定した

りすることはできない。しかし，我々が非平衡状態，運動，渦を創出すれば，空気を

見たり測定したりすることができる。エーテルもそれと同じだ。 

  真空中で粒子を得ることが可能である以上，そのエーテルこそがそれらの粒子の構

築材料である。構築材料をあるやり方で集めて一塊りにしたら，ある粒子が得られた。

別のやり方で集めて一塊りにしたら，別の粒子が得られた。ほら見たまえ，こんな家，

あんな家，第 5 の家，第 10 の家ができた。それらはすべて相異なっているが，しか

しそれらの基礎に横たわっているのは，みな同じレンガなのである。 

  そしてそのエーテルの運動こそが，あらゆる種類の相互作用の基礎をなしている。

ここに何か不可解な点があるだろうか？ 

  この論理はきわめて単純だ。だから，哲学者たちや理論物理学者たちは，たったこ

れだけのことを考え付いてしかるべきだったのだ。しかし彼らは考え付かなかった。

M.V.ロモノーソフ 
1711~1765 

J.ドルトン 
1766~1844 

E.ラザフォード 
1871~1937 
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なぜなら，彼らは互いに警戒し合い，また，権威やそれに伴う物質的利益を失うこと

を恐れているからだ。しかし最も重要なのは，彼らがなすべきことをしなかった理由

は，相対論者たちの世界的な学派が存在し，この学派が，自分の個人的ぼろ船の救助

を名目としてそれをすることを，ありとあらゆる手段を使って断固として禁止してい

ることにあることだ。こう判断するのは，それ以外の理由が見当たらないからだ。 

  我々は，もしエーテルへ移行しなければ，停滞状態に陥ってしまうだろう。エーテ

ルへの移行なしには，我々は，素粒子の構造も，つまりは原子の構造も，場の物理的

基礎も，何も説明することができない。現在，物質素粒子には構造も，大きさすらも

ない。物質素粒子にあるのは，どこか分からない所から現れた性質だけで，しかもそ

れらは何ものをも表していない。それらの性質が実験において発現している，つまり

自然が実験にそれらの性質を気付かせている以上，彼らはそれらを考慮に入れること

を余儀なくされている。しかし，彼らは何も説明することができない。なぜなら，彼

らには基礎がないからだ。ところが，基礎に取り組むことは禁止されている。まった

く，それを禁止するなんて，何ということを思い付いたんだろう！ 

  今日，アインシュタインの相対性理論以上に反動的な偽りの理論は存在しない。そ

して相対論者たちの学派以上に有害な学派は存在しない。それゆえ，彼らは自然科学

の発展の道を阻む障害物となっている。実は，自然科学は物質*の深奥への段階的な進

入の道に従って発展をとげつつある。そして今，素粒子の次のより深いレベル――け

っして「素」ではないそれらの粒子の構築材料のレベル――への次なる移行の時が到

来した。 

  この移行は何を与えるか。私は次のような例を挙げよう。 

中世のドイツにおけるすべての鉱山はダウジング法で発見された。例えばクルミの

木の切り取ったばかりの Y 字形の枝を取り，探している鉱石の一片を枝の中間に吊り

下げる。その枝を持って歩き回る。その鉱石を含有している岩石の上に来ると，枝は

かなり強い力で上方に曲がり始める。その力は重さが数百 g の分銅さえ持ち上げるほ

どの大きさだ。手でそうすることはできない。 

  我々は事実上，新技術，まったく新たな技術の入口にいる。あのアレクサンドル・

エフィモヴィッチ・ゴロド［訳注］を取り上げよう。彼は高さ 11 m のピラミッド 15 基，

22 m のピラミッド 1 基を建設し，さらに最近，リガ街道沿いに 44 m のピラミッド 1

基を建設して我々の目を喜ばせてくれた。 

  ラメンスコエ市にもそういうピラミッドがあって，私はそこに行ったことがある。

その内部には脚の不揃いなテーブルがあり，その上には 400 kg の水，小箱入りの薬，

さらに何かが置かれていた。彼は既に長年にわたり，より高品質になった医薬品や，

健康に有益なエネルギーを持っているその水を幼児リハビリ研究所に供給している。

 
［訳注］ A.E.ゴロドについては英語版 Wikipedia の記事“Alexander Golod”を参照されたい。

“Пирамиды Голода”（ゴロドのピラミッド）でネット検索すると，彼が設計・建造したピラミッドの

写真付きのいくつかの記事を入手できる。 

A.E.ゴロドのピラミッド 
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地元の国営農場は種子をその水に入れている。そうすると，種子はより高い発芽率を

獲得する。 

  ピラミッドの中にカミソリを置いておくと，カミソリが自然に研げることが知られ

ている。これは実験的に検証されている。 

  アナトリー・エヴゲニエヴィッチ・アキモフ［Anatoly Evgenievich Akimov］
［訳注］のような

人もいる。彼はねじれ場の研究に取り組んでいる。私はねじれ場の検証を行ったこと

はないが，それは完全に実在するとみなしている。彼が鋼の溶解物をねじれ場に入れ

たところ，最も低品質な鋼（St0 級~St3 級）でさえ，まったく新たな性質を獲得し，

高弾性，防錆性等を持った鋼になった。実は，彼はこの件の全体を検証するためには

韓国へ行くことを奨めている。しかしこれは全部あり得ることだ。 

  我々は新技術の誕生の前夜にいる。これまで，物質*の階層構造の新たな，より深い

レベルへのそれぞれの移行が，質的に新たな技術と質的に新たな生産発展をもたらし

てきたことに注意を払っていただきたい。その移行は，科学における質的に新たな方

向性も与えてきた。 

  素粒子からエーテルへの移行が我々に何を与えるかについて今語ることは，非常に

難しい。しかし私は，我々はエネルギーの海，巨大なエネルギーの海の中に存在して

おり，自然は時折，球雷を用いてそのことを我々に教えているということを，今は予

備的にではあるが，語ることができる。それが良いことか，それとも悪いことかは別

の問題だ。私は，球雷を自由にあやつる者は，空間の任意の地点において，任意の分

量だけ，そして任意の時に，環境的にクリーンな無限のエネルギーを手に入れる可能

性を持つことになるだろうと考えている。今，地球上では汚い石油をめぐって取っ組

み合いの喧嘩が進行している。 

  ［そのような無限のエネルギーは何を意味するか？］それは新たな種類の通信，新たな種類

の輸送，そして沢山の新たなるものである。それはありとあらゆるもの，あらゆる分

野における豊富さである。しかし，それは大きな危険の源でもある。古代ギリシア・

ローマの歴史家エウリピデスとオウィディウスが主張しているところによれば，［かつ

て存在していた］惑星ファエトンはこなごなに砕かれ，現在，その場所には小惑星帯が存

在している。そのようなエネルギーをもってすれば，それは完全に現実的なことだ。

だから，そんなことが起こらないようにするためには，資本主義体制ではない，別の

体制が地球上に樹立されなければならない。 

  実は，異星人文明が我々の所へ飛来しているとすれば，彼らはそのエネルギーをあ

やつっているということになる。それと別のエネルギーは存在せず，そして彼らは生

きている。それが意味しているのは，彼らは自分たちのあらゆる経済的・社会的問題

を既に克服し，我々に手本を示しているということだ。 

  それゆえ，私の心は楽観論に満ちている。私は，何百人もの人々がこの方向性にお

ける研究を行っていることを知っている。なぜなら，沢山の人々が私に自分の研究結

果を送ってくるからだ。率直に言えば，それらの研究結果には弱点がある。しかし，

沢山の人々が研究しているのだ！ なぜ弱点があるか？ 私はこの問題に長い間取り組

んでいるが，彼らは取り組み始めたばかりだからだ。しかし，彼らは取り組んでいる

のだ！ 最近，フランスから献辞付きの分厚い本が私に送られてきた。ちなみに，その

 
［訳注］ A.E.アキモフについては，“Akimov, torsion field”で検索すると様々な英語資料を入手できる。な

お，ここで言われている「韓国行き」とは，アキモフらが発明したねじれ発生器（torsion generator）を

用いたシルミン（ケイ素含有アルミニウム合金）の製錬実験が 1999 年に韓国の冶金研究所によって行わ

れ，torsion treatment の結果，シルミンの特性の明確な向上が実証されたことを指している。 
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著者のアレ［訳注］はノーベル賞受賞者だ。この本はエーテル風の領域における著者の研

究をテーマとしている。それゆえ，エーテルに関する着想は広く広がりつつある。何

でも好きなものを好きなように禁止することは可能だ。しかし，このテーマを研究す

るべき機は熟している。 

  このテーマ全体に対してモラトリアムを宣言する必要があると言われている。それ

は不可能だ。このテーマの機が熟している以上，それはどっちみち存在し続ける。で

は，このテーマをどっちの方へ方向付けるべきか――人類の福祉の方へか，それとも

それとは違う方向へか？ それはもはや，我々の社会体制の問題だ。 

  自然科学はいったい何のために必要なのか？ 自然科学は，我々が自然の真の仕組

みを理解し，それにもとづいて技術を創出し，技術を用いて自らに消費財を供給し，

それからまた，あらゆるネガティブな自然現象に遭遇しないようにするために必要な

のだ。それゆえ，我々には，大科学者たちによって捏造された知識ではなく，真の知

識が必要とされている。 

自然科学の目的： 自然全体およびあらゆる自然現象の仕組みをそれらの相互作用

の中で理解すること 

  自然科学の一般的課題: 

・客観的に存在する自然法則の解明と一般化 

・自然現象における因果関係の解明 

・進歩的生産技術の土台作り 

  今日における自然科学の課題： 

・理論的・実験的研究の唯物論的方法論の構築 

・あらゆる既存知識の見直しおよび現実と虚構の分離 

・現象の内部メカニズムの解明に関する問題の設定 

 

質疑応答 

  質問  宇宙におけるすべての物質*は永久かつ無限の運動状態にあることが知られ

ています。あなたの理論によれば，その運動は何によって引き起こされているのでし

ょうか？ 

  回答   あなたのご質問は，事実上，誰が世界を創り出したのかという質問です。弁

証法的唯物論はこの質問に対してこう答えます。世界はいつか創造されたものではな

い。世界は永遠である。私はこのことの技術的側面についてお話することができます

が，それは別の回の講義で，不変量やエーテル渦の形成について検討するときにお話

ししましょう。エンゲルスがその著書『自然の弁証法』で正しく述べているように，

世界には，運動する物質*以外の何ものも存在しません。気体力学におけるエントロピ

ーをめぐるそのすべてのからくりは，既に自然な説明を見出しています。これについ

 
［訳注］ モーリス・アレ（Maurice Allais）はフランスの経済学者・物理学者で，1988 年にノーベル経済

学賞を受賞した。物理学者としてはアレ効果（Allais effect）で知られている。この効果については英語版

Wikipedia，また羽仁礼「誰にも説明できない、しかし確かに存在する「アレ効果」の謎！ 相対性理論の

間違いが証明される可能性も!?」（https://www.excite.co.jp/news/article/Tocana_201612_post_11753/）を

参照されたい。アレがアツュコフスキーに送った本は” L'Anisotropie de l'Espace”(1997)(The Anisotropy of 

Space)である。この本は http://combats-maurice-allais.info/documents/151787979-ALLAIS-Maurice-L-

Anisotropie-de-l-Espace-1997.pdf で入手できる。面白いことに，この PDF 版（全 749 頁）の 3 頁目には

V.A. Atsukovsky 宛ての献辞がアレの肉筆で書き込まれている。献辞は“Cette analyse de faits nouveaux”

（新たな諸事実に関するこの分析は）で始まっているが，あまりにも達筆すぎるため，残念ながらその

先は 1 語も読み取ることができない。 

https://www.excite.co.jp/news/article/Tocana_201612_post_11753/
http://combats-maurice-allais.info/documents/151787979-ALLAIS-Maurice-L-Anisotropie-de-l-Espace-1997.pdf
http://combats-maurice-allais.info/documents/151787979-ALLAIS-Maurice-L-Anisotropie-de-l-Espace-1997.pdf
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ては，我々はこの後の講義で取り組むことになります。 

  今から 10 億年前，世界がどんなふうになっていたかを知りたければ，窓の向こう

［に見える現在の世界］をご覧なさい。将来，今から 10 億年後，世界がどんなふうになっ

ているかを知りたければ，窓の向こうをご覧なさい。宇宙は常に，平均的には，同じ

姿を持っていたし，持っているし，これからも持ち続けます。我々が相手にしている

のは定常的な動的宇宙です。そこでは，諸過程が連続的に進行しており，ある過程が

終わると，いかなる中断もなくすぐさま別の過程が始まります。それはいつか始まっ

たものでも，いつか終わるものでもありません。しかし全体として見ると，平均的に

は，それは常に同じ宇宙なのです。宇宙は既に永遠に存在しており，これからも永遠

に存在するのです。 

  このことの保証は何か？ 私はそれを今すぐ内緒でお教えすることができますが，

でも，それは後の回で……。いや実は，それは渦巻銀河の構造なのです。まさに渦巻

銀河こそが，宇宙の定常性を支えているのです。それ以外のすべての物事は，渦巻銀

河の周りを回っているのです。それはなぜか？ それは後の回で。我々はこの問題に立

ち戻るつもりです。 

  質問  あなたはこの問題で間違いを犯すのが怖くはありませんか？ 

  回答  怖くありません。私はこれまで，何かを恐れたことが一度もありませんし，

今もそうです。私は自分の学問上の権威を失うことを恐れていません。理由は単純で

す，私にはそんなものはありませんから。誰かが私について何を語るかなど，私は心

配していません。そんなことを心配したことは一度もありません。ある女性が私にこ

んなことを言ったことがあります。「ウラジーミル，私はあなたをとっても立派な方と

思っていましたが，でもあなたは……」。私は「具体的にはどういう点で？」と尋ねま

した。彼女は「まあ全体として！」と言いました。しかし，私の何が彼女を幻滅させ

たのか，彼女はどうしても言ってくれませんでした。では，私はこれにどう対処すれ

ばいいのでしょうか？ すべての人間は間違いを犯す可能性を持っています。そのと

き，自分の見解を変えて，その都度，それに合わせて自分を微調整し直すことは不可

能なだけでなく，不必要なことでもあります。自分の顔を持たなければなりません。 

  私は間違いを犯していないか？ もちろん犯しています，しかも沢山。私は間違いを

直し，間違いを繰り返さないよう努力しています。とはいえ，世の中にはいろんなこ

とがあるものです。 

  ところで，私は数年間，普通の変圧器はどのように動作しているのかという問題に，

さんざん苦労して取り組んできました。どなたか，それを私に説明してくださる方が

おられましたら，心から感謝します。多分，いらっしゃらないでしょうが。ところが

何と，私にはそれが分かったのです。本当は，完全にではありませんが。なぜなら，

いくつかの新たな問題が生まれたからです。私はそれを皆さんに発表するつもりです。

これまではそれを発表することはできませんでした。それを知らなかったからです。 

  さて，私の著書の『一般エーテル動力学』には，算数の間違いや山のような誤記が

あります。なぜか？ 私は一人で仕事をしているからです！ 私はその間違いを指摘さ

れることを恐れていないばかりか，逆に，それを発見してくれるすべての方に感謝し

ます。なぜなら，それによって，以後私はそれを訂正し，間違いを少なくすることが

できるからです。 

  こんな出来事がありました。ヴォロージャ・ラプチンスキー，彼は何と，今や科学

アカデミー準会員になっているのですが，彼はかつて私の『一般エーテル動力学』の

原稿を読んで，肯定的な書評を与えてくれた人物です。その書評は，私がそれを出版

する上で助けとなりました。ところが，彼の書評のおかげで出版された本を贈呈しよ



32  第 1 講  現代理論物理学の方法論的危機．次なる物理学革命の前夜 
 

 

うと彼の所に持って行ったところ，彼はその本を私の面前に放り投げ，「こんな本，持

って帰れ！」と言ったのです。私は「ヴォロージャ，君は僕に肯定的な書評を書いて

くれたじゃないか，いったいどうしてだ？」と尋ねました。彼の答えは，「君がこの本

を出版するとは思っていなかったからさ！」。彼は，既にずっと前から商売人だったと

いうことだ。まあ，そんなことはどうでもいいことですが。だからまったく，世の中

にはいろんなことがあるものです。 

  質問  この問題全体において，数学はどんな役割を持っているのでしょうか？ も

しかしたら，そもそも数学は必要ないということはありませんか？ 

  回答  私は子供の頃，「僕たち，何のために算数を勉強しなきゃいけないの？」と祖

母に尋ねたことがあります。祖母は「レジで勘定をごまかされて，損しないためだよ」

と言いました。彼女は単純な応用的アプローチを持っていたわけです。 

  実は，数学とは碾き臼です。碾き臼は，最初にその中に入れたものを加工して粉に

する道具です。数学は良くも悪くもありません。数学は碾き臼なので，あなたが得る

ものは，その中に入れたものなのです。 

  あるとき，私はモスクワ国立大学力学・数学学部の学生セミナーの場にたまたま居

合わせたことがあります。そこでは，ヴォーヴァというきわめて才能ある大学院生が，，

有限な長さの線分上に，無限小の長さの線分はいくつ収まることが可能かというテー

マについて論じていました。皆さんは，ヨーロッパ中世に論じられていたそういう問

題を何か思い出しませんか？ 中世には，針の先には何人の悪魔が座ることが可能か

というテーマには，きわめて現実的な問題が込められていました。皆さんは，その大

学院生はセミナーの出席者たちによって厳しく批判されたと思いますか？ とんでも

ない。出席者たちは全員，その問題について賢そうに論じ合っていました。なぜなら，

そのテーマは，見たところ，中世以来まったく現実性を失っていないようだったから

です。 

  時々，例外的な才能を持った子供が現れたと報じられることがあります。例えば，

ある子供は 12 歳で学校を最優秀で卒業し，14 歳で準博士号を取得し，16 歳で数理物

理学博士になったと報じられていました。そのヴォーヴァは，まさにそういう子供の

一人でした。しかし，私には疑問があります。16 歳で工学博士になった才能ある少年

の話が一度も報じられたことがないのは，なぜでしょうか？ 数理物理学者はいるの

に，工学者はいない。問題はどこにあるのでしょうか？ 

  問題は単純です。数理物理学者たちは，自然を相手にするのではなく，彼ら自身，

また，彼らの論理の評価を行う者たちのみを相手にする。それに対して，工学者たち

は他ならぬ自然を相手にしています。だから彼らは，何かを現実に成し遂げるために

は，理論的研究だけでなく，それに続く研究成果の現場への導入にも時間と労力を費

やさなければなりません。ところがその導入は，彼らが最初に考えていたことを根底

から覆すことがあります。そのときは，すべてを最初からやり直さなければなりませ

ん。 

  それらの才能ある子供たちは，自然科学とどんな関係を持っているでしょうか？ い

かなる関係も持っていません。なにしろ彼らは，まさに数学が物理を決定していると

主張しているのですから。しかし実際には，我々は自然の仕組みを究明しなければな

らない。さもないと，我々は技術を創出することができなくなるからです。 

  例えば，エーテル動力学的現象を記述する上で私にとって必要になったのは，気体

力学の数学的道具立て，つまり普通の微分方程式であって，テンソル計算とかそうい

ったものではありません。そしてそれが諸過程の定量的側面を認識する助けになりま

した。すなわち，まず最初に物理モデルがあり，その後にのみ数学的記述が続いたの
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であって，けっしてその逆ではありません。さもないと，自分はどんな数学を必要と

しているのか，また自分は何を記述しようとしているのかすら，知ることができなく

なってしまいます。 

  我らが尊敬すべき数学者たちは，自分たちは自然を構築することができると思い込

んでいます。断言します。彼らは自然を構築することはできず，これからもできませ

ん。自然は，考え出すのではなく，解明しなければなりません。自然を解明するのは

物理学者であって，けっして数学者ではありません。 

  実際には，数学は自然科学においていかなる役割を持っているのでしょうか？ 数

学は物理学の，したがってまた自然科学の僕（しもべ）です。数学は，あなたが数学

にインプットする物理モデルに奉仕し，物理モデルの定性的・定量的側面を認識する

ことを助けてくれます。しかし，数学は単なる論理にすぎず，自然の仕組みの原理で

はありません。もし数学が自然法則の発見者の役割を要求した場合には，数学は不必

要であるだけでなく，有害なものともなります。数学が物理学に奉仕する場合には，

その役割はきわめて重要です。それゆえ，数学は従属的性格を持たなければなりませ

ん。そうすれば，誰も数学の意義を過小評価などしません。簡単に言えば，各人は自

分にふさわしい場所を知り，自分の仕事に取り組まなければならない，というわけで

す。 

  フォンヴィージンのミトロファヌシュカ［訳注］が既に論証していたように，ドアには，

名詞のドアと形容詞のドアがあります。実は，すべてのドアは形容詞のドアでなけれ

ばなりません。すなわち，ドアというものは，それ自体で存在して［＝立って］いたり，

それが必要とされていない場所に存在していたりするのではなくて，それにふさわし

い場所に取り付けられていなければならないのです。 

  質問  あなたの理論では，全物質*は運動しています。その運動が減衰しないのはな

ぜでしょうか？ ご説明ください。 

  回答  あなたは事実上，誰が世界を創造したのか？という質問をされたことになり

ます。秩序運動の終わりは，ルドルフ・クラウジウスのいわゆる「熱的死」，またルー

 
［訳注］ ミトロファヌシュカは 18 世紀ロシアの劇作家デニス・フォンヴィージン（Denis Ivanovich Fonvizin）

の喜劇『未成年』（別訳『親がかり』）の主要登場人物ミトロファンの愛称。ミトロファンは田舎貴族の勉

強嫌いのぐうたら息子。この劇中において，彼と彼のロシア語の家庭教師プラウジンとの間で次のよう

な問答がなされる。なお，ロシア語の文法用語の意味をかなり大胆に訳すと（誤訳？），名詞は「存在す

るものを示す品詞」，形容詞は「何かを添える（取り付ける）品詞」となる。―― 「プラウジン 例えば

ドアの品詞は何でしょうか？ 名詞ですか，それとも形容詞ですか？／ミトロファン ドア？ どのドアだ

い？／プラウジン どのドアですって！ ほら，このドアです。／ミトロファン こいつ？ 形容詞。／プ

ラウジン どうしてですか？／ミトロファン こいつはちゃんと自分の場所に取り付けられてるからさ。

でもほら，物置小屋のそばにドアが置いてあるだろ。あいつはずっと取り付けられないまま，6 週間もあ

そこに突っ立ってる。だから，あいつは今んとこは名詞さ。」 

ルドルフ・クラウジウス 
1822~1888 

ルートヴィッヒ・ボルツマン 
1844~1906 
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トヴィッヒ・ボルツマンのエントロピー増大（これらは事実上同じものですが）と連

動していることを思い出しましょう。 

  その全体は，熱力学第 2 法則と合致しています。それによれば，熱は，より高温の

物体からより低温の物体へ自発的に移動することしかできない。そしてそれとは逆の

過程を見出すことは誰にもできませんでした。ところが今や，その過程は発見されて

います。それは，気体渦の形成時におけるエントロピーの減少を

伴うエネルギーの濃縮です。これにはエーテル渦の形成も含まれ

ます。エーテル渦の形成は渦巻銀河の核において進行しています。

しかし，これについては別の回の講義でお話ししましょう。 

宇宙は永遠です。宇宙は，世界には運動する物質*以外の何もの

も存在しないというエンゲルスの定式を裏付けています。この定

式は正しいのです。 

  弁証法的唯物論によれば，世界はいつか創出されたものではな

い。世界は存在しており，永遠に存在し続ける。私はこれに絶対

的に同意します。それだけでなく，エーテル動力学はこの問題の

工学的解決を見出しました。 

 

フリードリヒ・ 
エンゲルス 
1820~1895 
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第 2 講 

古代から現代までのエーテル小史．エーテル風をめぐって生じた失敗の歴史 

2000 年 10 月 1 日 

  1818 年，フランスの物理学者オーギュスタン・フレネルが，空間全体は静止エーテ

ルによって満たされているという着想を述べた。その後，ローレンツがこの着想を受

け継ぎ，彼がこの着想の提唱者とみなされている。それは間違いだ。提唱者はフレネ

ルだ。しかし，これに先行して，エーテルの存在を認めるだけでなく，エーテルをそ

の土台としていた，自然科学の長い歴史があった。その全体のだいたいのことは，私

の本を含め，様々な本に書かれている。自然科学の歴史全体には，すべてのものの土

台としてのエーテルの理解が随伴していた。 

  そのようなエーテルの理解は，古代におけるあらゆる教説にも存在していた。私の

本では約 10 の教説が言及されているが，実際には，その数はそれよりはるかに多か

った。そのような教説は，中国，日本，ギリシア，中近東諸国，またそれ以外の多数

の国に存在していた。 

  我々はギリシアを自然科学の始祖とみなしているが，概して言えば，それは正しく

ない。ギリシアは，それらの知識をメディア王国（現在のイラン北西部）のマギ［卓越

した能力を持つ者たち］やエジプトの神官たちから借用したのである。メディア王国には，

デイトン・クラレンス・ 
ミラー 

1866~1941 

ミラーの干渉計 エーテル風測定結果の一部 

ウィルソン山天文台の眺め 
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そのような神官たちの一族がいた。 

  ロシア語の moguchiy（強力な）という言葉の語源は，そのマギ［magi。英語の magic の

語源］である。デモクリトスはマギのもとで 5 年間学んだ後，さらに 5 年間，エジプト

の神官たちから教えを受けた。我々が原子論の始祖とみなしているデモクリトスもま

た，自分がその提唱者だと述べたことはまったくない。 

  実は，エジプトの神官たちも原子論の提唱者ではなかった。だから，エーテルをめ

ぐるこの歴史全体は太古から始まったのだ。今から何万年も前には，既にみんながそ

れを知っていた。その全体がどこから始まったのかは知られていない。地球上では，

時折，エジプトのヘルメス・トリスメギストス（三倍偉大なヘルメス），南米のケツァ

ルコアトル（羽毛ある蛇），アジアのブッダ（目覚めた者）のような人々，また，どう

いう人物なのか我々がまったく何も知らない，その他の人々が出現していた。彼らは，

自然，技術，社会の仕組み，等々に関する膨大な知識を持っていた。 

  ヘルメス・トリスメギストスはエジプトに錬金術をもたらした。そのおかげで，エ

ジプトは富んだ国になった。この国には金鉱石の採掘場所は存在しなかった［原文ママ］

のに，実際に金を作っていた。古代エジプトのすべての大神殿は，言うなれば，そこ

には特別の者しか立ち入ることを許されない，当時の実験所，研究所，コンビナート，

工場だったのである。ケツァルコアトルも南米に様々な技術を伝えた。それは，住民

全体の絶対的に無知・無学な状態を背景としてなされた。ヘルメスやケツァルコアト

ルのようなすべての人々は歴史上の人物であり，けっして誰かの空想などではない。 

  ギリシアでエーテルがアペイロン（限定されないもの）という名前で最初に登場し

たのは，紀元前 6 世紀のミレトスのタレスにおいてだった。しかしそれはつまり，最

初に登場したということだ。それは今日，我々はそう理解しているということであり，

実際にはどうだったか，我々は知らない。タレスは，アペイロンは「湿の本性」を持

っている，すなわち液体であると考えていた。 

紀元前 6 世紀のメディア王国 古代エジプト 

ミレトスのタレス 
紀元前 624~546 

デモクリトス 
紀元前 470~380 

ティトゥス・ルクレ
ティウス・カルス 
紀元前 99~55 

ルクレティウス 
『事物の本性について』 
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  後世のこの分野のすべての研究者たちは，それが可能なときは，即座にアペイロン

を歪曲した。なぜなら，彼らはアペイロンに独自の理解を押し付けたからだ。 

  アペイロン«apeiron»という言葉から«apher»が生まれ ,それがエーテル«aether 

(ether)»に転化した。 

  紀元前 4 世紀，デモクリトスは，原子（«atom»という言葉は，「それ以上分割不可

能なもの」とロシア語に翻訳されているが，これはまったく不正確であって，実際に

は「それ以上切断不可能なもの」を意味している）は，真に分割不可能な諸部分――

アーメル«amer»――を持っていることに言及していた。そのとき，デモクリトスは，

原子は重さを持っているのに対し，原子を構成しているアーメルは重さを持っていな

いと指摘した――原子中にはアーメル以外の何ものも存在しないにもかかわらず。こ

のことは，後世の研究者たちに，アーメルに対するありとあらゆる拒絶を引き起こし

た。アーメルについては，ソ連時代の哲学者アフンドフ［Murad Davudovich Akhundov］が

書いている。何も理解していない彼は，アーメルとは数学的抽象，無次元の点である

と書いている。 

  「原子」という言葉は，最も単純な要素の最小量を表すためにイ

ギリスのジョン・ドルトンによって現代科学に導入されたことを思

い出そう。 

  エーテルはティトゥス・ルクレティウス・カルス（紀元前 1 世紀）

のきわめて素晴らしい詩『事物の本性について』において言及され

ている。彼は「アーメル」という言葉の代わりに「事物の始原」と

いう言葉を使っていた。この詩には次の一節がある。「無限の空虚

の中で事物の始原たちがうごめいている…」。これは物体の材料と

宇宙の統一性，またエーテルが気体状であることを直接的に指摘し

ている。 

  その後，古代ギリシアではエーテルに関する理解の発展の若干の中断が訪れたが，

それはアラブ人によって引き継がれた。アラブ人がそれらの知識をどのような分野で

利用していたかについては，我々はきわめてわずかなことしか知らない。しかし，ル

ネ・デカルトが他ならぬアラブ人から物理学を受け取り，今度はヨーロッパにおいて

エーテルに関する理解を復活させた。 

  私は，デカルトの学説はニュートンの学説とは異なっていたことに注意を促したい。

デカルトにおいては，エーテルは，彼のすべての理論的構築物の本質的構成要素とな

っていた。一方，ニュートンはケプラーの天体力学の 3 つの法則の一般化としてその

万有引力の法則を得たわけだが，そのケプラーはそれらの法則をティコ・ブラーエに

よる惑星の挙動の観測結果にもとづいて構築した。ニュートンはその数学的一般化を

を行っただけでなく，そもそも万有引力の法則がこの世に存在する理由にきわめて大

きな関心を持っていた。彼は一度ならずエーテルに立ち戻ったが，その課題をどうし

ても解決することができず，75 歳のとき，「私は仮説を捏造しない」というキャッチ

フレーズを吐いた。これはこの問題における彼の敗北を意味している。 

  その後，エーテルは宇宙の必須の構成要素とみなされていたが，実は，エーテルは

パラメーターのいかなる数値も持っていなかった。しかし，1869 年にメンデレーエフ

によって作られた元素周期表においてさえ，エーテルのためのいわゆる「ぜロ行」が

存在していた。それより後，その行は表から削除され，今はそこにはない。 

  1818 年，フランスのオーギュスタン・フレネルが，我々は絶対的に静止したエーテ

ルの大気の中に存在しているという着想を発表した。それは，a）エーテルは存在する； 

b）エーテルは遍在し，かつ全能［omnipotent］である； c）エーテルは絶対的に静止し

ていると主張する，素晴らしい着想だった。 

ジョン・ドルトン 
1766~1844 
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  当時はこの着想を発展させた者は誰もいなかったが，既に 19 世紀末近くになって

オランダのヘンドリック・ローレンツがこの着想を引き継いだ。 

  それよりやや遅く，ハインリヒ・ヘルツが今度はそれとは反対の着想を発表した。

彼は，すべての物体はエーテルを絶対的に引きずっていると述べた。19 世紀の理解に

おいては，「絶対的に」という言葉が常にエーテルの性質となっていたことに注意を払

っていただきたい。 

  この時期，マクスウェルは，エーテルは流体である； エーテルに対しては，理想流

体の渦運動の法則に関する H.ヘルムホルツのすべての理解が適用される： ここには

理想流体の運動に関する流体力学全体が適用可能であるという判断から出発して，そ

の方程式を導出した。マクスウェルは，何ものをも公準として設定することなく，ま

さにこれにもとづいてその方程式を導出したのである。  

  1877 年，マクスウェルはローレンツとフレネルの学説を研究した後，『ブリタニカ

大百科事典』第 8 巻の記事「エーテル」を書いた。彼はその記事において，地球は太

陽の周りを速度 30 km/s で公転している以上，もしエーテルがそのような静止したも

のであるとすれば，地球の表面上には対向方向のエーテル流，つまりエーテル風が存

在しなければならず，それは明確に検出されるはずであると述べている。 

  光とはエーテル中における波であることは誰にとっても明らかなのだから，光速度

はエーテル風の速度と足し合わされることになり，したがってエーテル風の速度を測

定することが可能になる。そのとき，長さ𝐷の光路上における位相の変化は次のよう

になる。 

𝛿1 =
𝑣

𝑐
𝐷 = 10−4𝐷  

オーギュスタン・ジャン・
フレネル 

1788~1827 

ヘンドリック・アントン・
ローレンツ 
1853~1928 

ハインリヒ・ルドルフ・
ヘルツ 

1857~1894 

ヘルマン・フェルディ
ナンド・ヘルムホルツ 

1821~1894 

ジェームズ・クラーク・
マクスウェル 

1831~1879 
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ここで𝑣はエーテル風の速度（30 km/s）； 𝑐は光速度（30 万 km/s）である。したが

って𝐷 = 1 mの場合には，変位は10−4𝐷となる。緑色光の波長は0.52 𝜇mである。したが

ってこの場合には，その変位は緑色光の 200 個の波と等価となる。 

  マクスウェルは，しかしそのような変位を光ビームの他端上で捉える能力を持って

いる装置は存在しないため，干渉計を用いなければそれを行うことはできないと述べ

た。ところが，そのためには光ビームを光源との間で往復させる必要があり，その場

合，変位の大きさはわずか 

となる。これは干渉縞の数百分の 1 というきわめて小さい大きさなので，そのような

感度を持った干渉計を作れる者は現れないだろう。その大きさがそれよりさらに小さ

くなる可能性があることは，当時，話題にもならなかった。 

  ところが，困難を恐れない大学 2 年生（後に 3 年生）の学生が現われ，そのような

装置を組み立てた。それはマイケルソンだった。 

  その着想とはどんなものだったか？ マイケルソンが考え出した干渉計では，最初

の光ビームは 2 つのビームに分割され，2 つのビームは装置の互いに垂直な 2 つのア

ームに送られる。次に 2 つのビームは元に戻り，干渉像を創り出す。装置を回転させ

ると，2 つのアームの位置が入れ替わり，もしエーテル風が存在していれば，干渉像

が変位する。これこそが求められていたことだ。 

  観測を行ったところ，マイケルソンは毎秒 30 km の速度をまったく見付けることが

できなかった。これは彼自身にとってきわめて驚くべきことだった。 

  マイケルソンはこの実験について論文で次のように書いている。 

  「装置が持つ感度は，示度を読み取ることができる時間は夜間のみで，しかもその

とき，装置が設置されている建物の周りの 100 m 以内の所を誰も歩かないという条件

が満たされなければならないというほど高かった。もし誰かがそれより近い所を歩い

ただけで，干渉像がぼやけ，何も読み取ることができなくなった」。 

  にもかかわらず，彼はそこで何かを検出し，それゆえ，結果は未確定であると書い

た。しかし，我らが相対論者たちはまさにこのことをゼロ結果と取り違え，彼は何も

得なかったのだと評価した。マイケルソン自身はこれに同意したことは一度もない。 

  にもかかわらず，この実験では，それでもやはり何かが検出されていた。それは，

概して言えば，30 km/s とは一致していなかったが，しかし 3 km/s には一致していた

ということだ。しかし，それはゼロではなかった！ 

  その実験時にマイケルソンとその助手たちを何よりもわずらわせていたのは振動だ

った。そこで彼らは振動の影響を除去するための措置を講じた。この目的のため，彼

𝛿2 = 2 (
𝑣

𝑐
)

2

𝐷 = 2 ∙ 10−8𝐷  

アルバート・エイブラ
ハム・マイケルソン 

（青年時代） 

a) 
b) 

マイケルソン干渉計： a)スキーム； b)装置 
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らは重さ約 800 kg の固い大理石板を用意し，その上にすべての光学要素を配置した。

彼らは大理石板を木製の浮き輪の上に置き，中に水銀が注がれている環状溝に浮き輪

を入れた。なぜ水銀が注がれているか？ なぜなら，この装置一式は重いが，しかし振

動が装置に影響を及ぼさず，かつ装置を回転させることができるようにするためには，

装置を液体の上に浮かべる必要があったからである。そして第 3 に，彼らは大理石板

上で何回も光ビームを通過させ，それによって光路の長さ自体を増大させた。 

  しかし，彼らはまたも未確定の結果を得た。彼らはその結果について 1887 年の論

文で書いている。しかし，ここでも再びゼロではなかった！ ちなみに，ソ連科学アカ

デミーの元総裁セルゲイ・イワノヴィッチ・ヴァヴィロフ［Sergey Ivanovich Vavilov］は，

この実験について，そもそもいかなるゼロ結果も存在しなかった，しかもそれは，そ

こでは誤りが避けられない初期の実験だったと，その著作集第 4 巻で書いている。 

  私はこのことを身をもって知っている。なぜなら，私はいくつかの新たな物理実験

を行ったが，私の場合，何かをやり，自分の誤りを是正し，それでも結局，結果にた

どり着けないというのが，常に典型的な状況だったからだ。 

  しかし，これも再び，けっしてそうではないにもかかわらず，ゼロ結果と解釈され

た。 

  ただし，実験においてそれほどまでに小さい変位が得られた理由は，まったく理解

できなかった。彼らは実験を地下室で行ったために，完全な効果を得ることができな

かったということはまったく議論されなかった。なにしろ，エーテルは万物を透過し，

空間中で静止しているとされていたからだ！ それゆえ，すべては理解不可能なまま

残された。 

  そこにフィッツジェラルドという人物が登場し，それらの結果の検討に積極的に参

加した。彼は出版されたばかりのローレンツの著書『電子論と熱・電気伝導現象への

その応用』に注目した。そこでは，すべての原子間結合は電気的であると述べられて

いた。これは既にみんなが知っていたことだ。それは，すべては，原子がエーテル中

を運動するとき，原子間の電場がどのように変形するかに依存しているということを

意味していた。なにしろ，電場は変形するのだから。 

A.A.マイケルソン 
1852~1932 

E.W.モーリー 
1838~1923 

マイケルソン-モーリーの干渉計，その原理図と考案者たち 

1905 年のマイケルソン-モーリーの実験結果 
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  我々がエーテル中を進んで行くと，そのとき，電場は，運動に沿った方向には圧縮

され，運動に対して横方向には引き伸ばされるが，その際，体積は元のまま変わらな

い。したがって，エーテル中を運動するとき，任意の物体はその縦方向の大きさを収

縮させることになる。これがローレンツ収縮と呼ばれているものだ。この着想が，次

の干渉計を作る上での土台となった。 

  次の干渉計はまた前回と同じモデルだった。しかし，このモデルには既に鋼製トラ

スがあり，それらのトラスの中に配置された鏡は，マツ材製の棒だけでなく，ばねに

よっても支えられていた。ここで予想されていたのは，もし棒とトラスの長さ方向の

伸縮が相異なっているとすれば，鏡は回転し，それが光路長の変化をもたらし，その

変化が干渉縞の変位として記録されるだろうということだった。そのとき，マツ材製

の棒は，曲がらないようにするため，真鍮製の管の中に押し込まれるだろうと予想さ

れていた。ここでは，相変わらず，エーテルは万物を透過すると想定されていた。こ

の実験は前回と同じ地下室で行われ，何かが存在することが確認された。しかし，そ

れが何かは分からなかった。 

  その頃，さきほど挙げたのと同じフィッツジェラルドが，次の着想を述べた。いわ

く，それでもやはり，エーテルは何らかの理由で地球の岩石によって減速されている

可能性があるのではないか，と。それにもかかわらず，実験は既に 3 回行われ，すべ

て同じ結果を出していた。しかし我々は，もしかしたら，すべての事柄を考慮してい

ないのではないか？ 干渉計をせめて地上に上げて，そこで観測してみようではない

か。 

  干渉計を地上に上げると，示度は即座により安定的になった。そのため，実験者た

ちは，実験の精度を上げるためには，干渉計を独立峰の頂上に移すことが目的に適っ

ていると決定した。その後，干渉計はエリー湖近くのユークリッド山の海抜 250 m の

地点に移された。そこでの実験は 1904~1905 年の期間しか継続されなかった。 

  マイケルソン自身は，それらすべての作業から身を引き，普通の条件下における光

速度の測定に着手した。そしてエーテルに関する研究は，エドワード・モーリーおよ

びケース応用科学学校教授デイトン・クラレンス・ミラーが引き継いだ。その後，実

験は今度は同学校の名義で継続されるようになった。 

  ユークリッド山で実験を行ったところ，示度はきわめて明確になり，振動はもはや

まったく実験の妨げにならなくなった。ローレンツ収縮の問題への関心はどうしたわ

けか失われ，それ以上この問題に立ち戻る者はいなくなった。しかし，エーテル流の

速度は，予想されていた 30 km/s ではなく，3~3.5 km/s でしかなかった。その理由は

依然として分からなかった。 

デイトン・クラレンス・ 
ミラー 

1866~1941 

モーリー-ミラー干渉計 
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  その後，実験所が置かれている土地の所有者が出現し，古いスキャンダルを口実に

騒ぎを起こし，実験所を立ち退かせた。それは 1905 年のことだった。 

  まさにこの年，アインシュタインが論文「運動物体の電気力学について」を発表し

た。彼はこの論文でおおよそ次のように述べている。よろしいか，皆さん，エーテル

が存在するかしないかなんて，どうだっていい。エーテルが存在するとすれば，理論

はとても複雑になるが，存在しないとすれば，理論はとても単純になる。エーテルは

存在しないとみなそうじゃないか。そうすれば，我々はローレンツ変換を得る。そこ

からはすべてのことが導き出され，万事この上なくうまくいくようになる。――さて，

1915~1916 年，アインシュタインは一般相対性理論をこの世界に贈ってくれた。 

  1919 年，一般相対性理論を検証するため，日食観測隊がプリンシペ島に派遣された。 

  その観測とはどんなものだったか？ 次のようなものだ。 

  太陽があり，その向こうに星がある。星からの光は太陽のそばを通過し，太陽の方

へ偏向する。ニュートンに従って計算すると，偏角は0.84"（秒角）となる。一般相対

性理論に従って計算すると，偏角は1.75"，つまりその 2 倍となる。しかし，その差を

説明するためには，天空上の同じ領域の 2 枚の写真を互いに重ねる必要がある。その

うち 1 枚は日食時の写真（そのためにプリンシペ島への観測隊を編成しなければなら

なかった。日食時でなければ星はまったく見えない），もう１枚はそれから半年後の

夜，天空上に太陽がない時のもの。そして太陽の縁辺上の星の偏向を比較する必要が

ある。なぜなら，太陽から遠くなると，偏向はより小さくなるからだ。差は，太陽の

中心からの方向上において半径 1 個分未満だけ離れたときは0.91"だが，2 個分のとき

は既に0.455"となり，3 個分のときは0.3"，等々となる。 

  1919 年 5 月 29 日，イギリスの 2 つの日食観測隊がプリンシペ島（アフリカ西海岸

沖）とソブラル（ブラジル北部）で天空の写真撮影を行った。一方の観測隊はアーサ

ー・エディントンが率いた。彼は遠征に出発する直前に，もし自分がアインシュタイ

ンの理論を裏付けられなかったら，自分は自殺すると言った。 

  観測は行われたが，しかし写真上の星の数は統計処理を行うには少なすぎた。とこ

ろが，観測隊の参加者たちは，自分たちはアインシュタインの理論を十分に裏付けた

と考えた。自殺は取り消された。 

  1922 年，キャンベル［William Wallace Campbell］とトランプラー［Robert Julius Trumpler］

がオーストラリア北西部で日食観測を行い，4 枚の写真を撮影した。そこには 80 個の

星を見て取ることができた。ここに示されている図［次頁］は，S.I.ヴァヴィロフの著書

『相対性理論の実験的基礎』（著作集第 4 巻）から取ったものだ。この図では，2 枚の

写真（1 枚目は日食の半年前，2 枚目は日食時のもの）の比較の結果，星がどのように

偏向しているかを見て取ることができる。アインシュタインの一般相対性理論を裏付

ける結果がここでも得られたとみなされている。 

アーサー・スタンレー・エディントンと 
アルベルト・アインシュタイン（1919 年） 
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  さて次に，そこでは何が議論されていたかのかについて見てみよう。 

  周知のように，太陽の直径は天空上で1919"を占めているが，それらの写真上では，

それはわずか 1 cm にすぎない。すなわち，1"未満である求める偏向は，写真上ではわ

ずか 0.005 mm にすぎない。しかもそれは，そもそもそこでは星が見えない，太陽の

縁辺における偏向である。星がやっと見え始めるのは，太陽の半径 4~5 個分だけ離れ

てからだ。したがって，写真上においてわずか 1000 分の 1 mm の偏向を探索する必

要がある。2 枚の写真のうち 1 枚は，半年間置かれていたものだ。コダック社［観測に

用いられた写真乾板の供給元］は，この探索の話を知り，実験者たち全員を笑いものにした。

なぜなら，コダック社は［写真乾板上の］ゼラチンの反りを 0.1 mm と評価していたから

である。これは求める数値の 100 倍だ。 

  しかし実は，実験者たちがまったく考慮していなかったさらに多数の要因が存在し

ている。その要因とは，太陽と地球の大気中における屈折（日食時に月がつくる円錐

形の影の中での空気流による屈折を含む）であり，また，採用された観測結果の処理

方法であり（その処理においては，星が 1 つも見えない領域では，双曲線補外法が利

用されていた），さらにその他多数の要因である。アインシュタインの相対性理論の裏

付けに関する実験者らの結論を妥当とみなす根拠はまったくない。 

  これと同じことが，それ以外のすべての実験にも当てはまる。例えば，慣性質量と

重力質量の等価性が相対論者たちによって厳密に証明され，そのため，それに関する

いくつかの実験が行われた。それらの質量は等価であることが判明した。そしてそれ

は正しい。なぜなら，普通のニュートン力学は常にそこから出発しているからだ。相

対論者たちが裏付けたのはこのことであるにもかかわらず，彼らはその結果を横取り

した。そして彼らは，あらゆる問題においてそのようなことを行っている。 

  太陽近傍における星の光の偏向の問題については，10 回以上の日食観測が行われ

た。観測は我が国のミハイロフ［Aleksandr Aleksandrovich Mikhailov］（ソ連科学アカデミー

中央天文台）によっても行われた（1936 年）。最後の観測は 1952 年にファン・ビス

ブルク［van Bisburk?］（オランダ）によって行われた。彼らは皆，自分の結果を一般

相対性理論の裏付けとみなしていた。そのすべてもまた，正真正銘の厚顔無恥な嘘だ。 

  実際には，アインシュタインの特殊相対性理論であれ，一般相対性理論であれ，そ

れを一義的に裏付けていると解釈できるような実験は 1 つもない。それらすべては詐

欺とはったりであり，それが既に 100 年間続いている。今こそ，それに終止符を打つ

べき時が来た。 

1922 年の写真の比較結果 
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  では，エーテル風の探索を引き継いだミラーはどうしたか？ 相対性理論をめぐる

大騒ぎは信じられないほどであり，あらゆる新聞や雑誌が讃辞であふれかえっていた

ため，そのすべてを信じていなかったミラーは，エーテル風の存在の次なる検証実験

の組織化の労を自ら引き受けた。1921 年，ミラーはその干渉計を高度 6000 フィート

のウィルソン山天文台に移し，そこに窓が防水布製になっている軽量の建物を建て，

その中で作業を行った。 

  彼はその論文で，実験の実施条件を記述している。干渉計のオペレーターは暗闇の

中で，干渉計全体が 6 分間に 1 回回転するようにロープを引っ張りながら，目を干渉

計接眼鏡に押し当て，等間隔に付けられている 60 個の目盛のうちの 1 つにポインタ

ーが接触すると，読み取った示度を知らせる。すると別の者がその示度を記録する。 

  1921 年から 1925 年までの 5 年間，彼は膨大な作業を行った。1925 年だけで 10 万

回の読み取りを行い，膨大な統計データを集めた。データの重要な変化を示す曲線は

存在しないこと，また，結果は平均化することによってのみ評価することができるこ

とが判明した。そのすべての作業がなされた。ところが，経時的に見ると，示度は毎

日変化していた。そのとき，そのデータ全体を太陽時ではなく，恒星時，つまり星の

時間と関連付けるという着想が生まれた。すると，すべてのつじつまが合った。示度

は繰り返され始めた。そして，エーテル風は宇宙に起源を持っていることが明らかに

なった。特別に作られた装置を用いて統計処理を行ったところ，この高度におけるエ

ーテル風の速度は 8~10 km/s であることが明らかになった。それと同時に，高度が増

大するにつれて，エーテル風の速度が増大していることも明らかになった。そして，

当時はまだそれに対する説明は見出されなかったものの，それは確定的事実だった。

さらに，これもまた当時は分かっていなかったことだが，エーテル風は宇宙的な性格

を持っており，地球の軌道面内ではなく，それに対してちょうど垂直方向に吹いてい

ることも突きとめられた。今日では，これらすべてのことは自然な説明を与えられて

ウィルソン山天文台の眺め 

1921~1925 年のミラーの干渉計 
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いる。 

  エーテル風はりゅう座のζ星から我々に向かって吹いていることが判明した。ζ星

は天の極から 26°，グリニッジから 15 時に存在する。 

  ここでちょっと脱線しなければならない。地球近傍の空間内におけるエーテル風の

方向に関するミラーのデータは，今後，綿密に検証されなければならない。 

  問題はどこにあるかと言えば，それは，ウィルソン山天文台はカリフォルニアの山

脈の中に存在しており，そのため，その土地の物体，つまり周囲の山々が著しい影響

を及ぼしている可能性があるということだ。 

  原理的には，エーテル風の現在の方向は太陽の自転軸の方向と厳密に一致し，自転

軸の方向からの差は 1 分角以下でなければならない。 

  1925 年，ミラーはワシントン州科学アカデミーでその結果に関する報告を行った。

1927 年 2 月 4・5 日には特別会議が招集され，ミラーはその会議で当時のアメリカの

指導的科学者のグループに対してその結果を報告した。彼の発表は参加者たちによっ

て聞かれたものの，それに関する決議やコメントはまったくなされなかった。 

  それと同じ場所で，小型干渉計を用いてエーテル風を研究していたケネディ［R.J. 

Kennedy］とイリングワース［K.K. Illingworth］が発表を行った。その干渉計は，温度を均

等化するためにヘリウムで満たされた鉄製の気密ボックスに閉じ込められていた。彼

らは何も得なかった。より正確に言えば，誤差の範囲内に何かがあった。しかし，彼

らの実験はミラーの結果に対して疑念の影を投げかけた。その実験の設定の仕方が誤

っていたことについては，論議されなかった。しかしなにしろ，密閉された金属製ボ

ックス中でエーテル風の測定を行うことは，密閉された室内で風を測定し，それにも

とづいて野外では風が吹いていないと主張することとまったく同じなのだ。そのよう

な主張は馬鹿げているにもかかわらず，まさにその類の主張がなされたのだった。 

  彼らの実験と並行して，ピカール［Auguste Piccard］とスタエル［Émile Stahel］はヘルヴ

ェチア型気球に乗って小型干渉計をブリュッセルの上空高度 2500 mまで上昇させた。

彼らはプロペラを用いて干渉計を 7 回回転させ，やはり，誤差の範囲内で何かを得た。

D.C.ミラーのグループによるエーテル風の記録の断片（1925 年） 
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ピカールは，もしエーテル風がどこかに存在するとしても，それはブリュッセルの上

空ではないという冗談さえ述べた。ミラーが間違っていたことは，誰にとっても明ら

かになった。ましてや，既に一般に認められていた相対性理論がエーテルの存在を否

定していたため，それはなおさらだった。 

  しかし 1929 年，マイケルソンがこの問題で再び姿を現した。彼は助手のピーズ［F.G. 

Pease］およびピアソン［F. Pearson］とともに，同じウィルソン山上に堅固な建物を建て，

そこに最新型の干渉計を運び込んだ。それはもはや，その周りを歩き回る必要のない

干渉計だった。彼は肯定的な結果を得て，それに関する論文を雑誌”Journal of the 

Optical Society of America”（No.3, 1929）に発表した。しかし，彼が得たエーテル風の

速度は 8~10 km/s ではなくて 6 km/s であり，これもまた理解不能だった。今日では，

このことも単純な説明を与えられている。すなわち，建物の壁がエーテル流を減速さ

せていたのである。なぜなら，建物が堅固だったからだ。エーテルは，たとえ万物を

透過するとしても，あらゆる障害物を自由に通過できるほどではない。 

  その後，メーザーの発明者でノーベル賞受賞者のチャールズ・タウンズがこの研究

に着手した 1952 年まで，中断期間が訪れた。彼は助手のセダーホルム［J.P. Cedarholm］

とともに，回転円板の上に 2 台のメーザーを設置し，それらの周波数を読み取った。

25 kHz のうなり周波数が形成されていた。彼らは，メーザーを載せた円板を回転させ

たとき，ドップラー効果により，そのうなり周波数は減少するだろうと考えていた。

しかし，10−12までの精度でうなり周波数は変化しなかった。このことから，エーテル

風，つまりはエーテル自体も存在しないという一意的な結論が下された。ニューヨー

クのコロンビア大学で行われたこの実験は，我が国の『ソビエト大百科事典』の記事

「マイケルソンの実験」においても記述されている。 

  私は百科事典の編集部宛てに次のような手紙を書いた。 あなた方はいったいどう

して，明らかに間違いだらけの記事を載せたのか？ この記事では，相互に静止した発

振器と受振器においてドップラー効果が探索されるという内容が書かれている。しか

しそこには，そのようなものとしてのドップラー効果はまったく存在しないではない

か。私が受け取った返事には，「皆がそう考えている」と書かれていた。では，あなた

方が最も賢いとでも言うのか?! そんなことを言ってはいけない！ やれやれだ！ 

  それ以来，いかなるエーテル風も存在しないとみなされいる。ミラーの結果は今日

まで世界の科学界によって承認されていない。そして，肯定的な結果が得られなかっ

たすべての実験は初歩的な間違いだらけの方法で行われたということは，誰の頭にも

浮かんでこなかった。 

  我々は，それもやはりエーテル形成物である光子は金属鏡から反射されることを知

っている。反射されるのだ。金属表面には電子からなるフェルミ層が存在し，それが

光子を反射する。それゆえ，任意の組織化されたエーテル流は金属表面から反射され

なければならない。金属製ボックスを用いた実験におけるエーテル風もそれと同様だ。

このことはケネディとイリングワースの実験にも，ピカールとスタエルの実験にも当

てはまる。だから，彼らがボックスをヘリウムで満たし，そのヘリウムがあらゆる隙

間に流れ込むということは，彼らは自分たちの干渉計を念入りに封印し，それによっ

て否定的結果を完全に準備していたのだということを物語っている。 

  そして，ただ一人（！），正しい方法で設定された膨大な実験作業を成し遂げ，輝か

しい結果を得たミラーの成果を辱めるためには，我らが賢い物理学者たちにとっては，

まさに彼らの実験だけで十分だったことが判明した。 

  さて，さらにサニャック効果についても思い出すことができる。それは，プラット

フォームが回転しているとき，縁辺に沿って相異なる方向に発射された光ビームはう

なりを与えるという効果である。今日では，プラットフォームなしのすべての慣性航
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法装置はこの効果にもとづいて構築されている。地球の自転を利用した部分真空中に

おけるマイケルソン-ゲイル実験もある。それらはみな肯定的結果を与えている。しか

し，それは自然界におけるエーテルの存在を裏付けているものの，エーテル風とは直

接的な関係を持っていない。 

  ハリコフ市にウクライナ国立科学アカデミー電波物理学・電子工学研究所という研

究所がある。そこで，気象条件が 8 mm 波の電波測位信号に及ぼす影響に関する研究

が行われた。その研究の任務は同研究所の研究員ユーリー・ミハイロヴィッチ・ガラ

エフ［Yuri Mikhailovich Galaev］［訳注］に与えられた。 

  Yu.M.ガラエフは，発振器から出たビームが 2 つのビームに分割されるような方法を

考え出した［下図参照］。一方のビームは地点 A（スキームの 1）に設置されている発振

器から出発し，発振器から 13 km 離れた地点 B（スキームの 2）に設置されている受

振器へ一直線に進む。他方のビームは下に向かって進み，丘（スキームの 3）から反

射され，それと同じ受振器へ進む。それらのビームの位相差が測定される。 

  研究の過程において，気象条件の如何にかかわらず，測位用電波の伝播速度の変化

における 1 日間および 1 年間の周期成分が観測されていることが，思いがけずも発見

された。ちょうどその頃，私の著書『エーテル風』――ミラーの論文も含め，エーテ

ル風に関する英語論文の翻訳集――が出版された。そして，Yu.M.ガラエフらが得たデ

ータとミラーのデータが完全に相関していることが判明した。 

 
［訳注］ Yu.M.ガラエフについては，V.A.アツュコフスキー『エーテル動力学的自然科学の始動』（2 頁参照）

の第 6 巻に収載されている彼の論文「D.C.ミラーの実験の電波および光波領域における再実施結果」とそ

れに対するアツュコフスキーによるコメントを参照されたい。”Yu.M. Galaev, ether”でネット検索すると

Yu.M.ガラエフの英語論文や彼の研究に関する英語資料を入手できる。 

電波物理学・電子工学研究所（ハリコフ市）の 
研究員ユーリー・ミハイロヴィッチ・ガラエフ 

ガラエフによるエーテル風の勾配測定のスキーム 

測定地点 A（ハリコフ市） 測定地点 B（ルースキエ・チシキ村） 
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  Yu.M.ガラエフらは私の助言に従って対向方向の第 2 のチャンネルを創出し，示度の

総和において気象条件の影響を，そして示度の差においてエーテル風を得た。彼らは

1998 年の 1 年間にミラーのデータを上回るほどの膨大な統計データを集め，現在，今

度はエーテルの粘性を利用したさらにもう 1 つの方法でエーテル風の大きさを定期的

に測定している。 

  さて，H.シュリヒティング［Hermann Schlichting］の著書『境界層の理論』では，気体

流は球にどのように吹き付けるかについて検討されている。 

  気体が粘性を持っていなければ，境界層は存在しない。しかし気体が粘性を持って

いれば，境界層が出現する。境界層中においては，球に対する気体流の速度は，球の

表面からの距離が減少するにつれて減少する。このことがエーテル風についても判明

した。表面上では，その速度はゼロでなければならない。しかしそれは，気体が球の

中に侵入しないという条件下においてのことだ。それが侵入する場合には，速度の減

衰はより深い所で生じることになる。エーテルは地球の中に侵入する。エーテルは地

球の中に，第 2 宇宙速度で入っていく。これについてはこの後で検討しよう。 

  エーテルの粘性は，大気が存在しない月の上では，境界層の厚さは文字通り数ミク

ロンになるといった程度のものだ。しかし地球には大気が存在し，そこでは状況は根

本的に変化する。境界層の厚さは数十 km に達する。この課題の完全な解決はきわめ

て困難だ。もしかしたら，いつか誰かがこの課題を解決してくれるかもしれない。し

かし，定性的な側面においては，その状況は理解可能である。なぜなら，ガラエフら

球の周りの気体流の流れ： (a)気体流の方向； (b)球の表

面からの距離の増大に伴う気体流の相対速度の変化図 

(a) (b) 

地表面からの高度に対するエーテル風の速度の依存性 

𝑊ℎ, km/sec 

Z
, m
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の若手研究者たちがこの事情を考慮に入れて，エーテル風の速度勾配の測定を進めて

いるからである。彼らは，わずか 8 m の高度別の差の評価を行っている。事実上，そ

れは 1 次精度の実験だ。彼らはハリコフ市の高度におけるエーテル風の速度を 1414 

m/s と評価した。まあもちろん，最後の 14 m はある種のこじつけだが，しかし，大

きさのオーダーは正確であり，1400m/s という速度は信用することができる。彼らが

持っている統計データは膨大であることを思い出そう。 

  また，彼らが得たエーテル流の方向はミラーが得たものと一致しており，両者の違

いは数度である。彼らは，その違いの原因は，ミラーはカリフォルニアの山脈系の中

で測定を行っていたため，それらの山脈系がエーテル流の元々の方向を歪めていたの

に対し，彼らが観測を行っている土地は完全に開けていることにあると考えている。 

  我々は，ミラーから 75 年後，我々の同志たちが世界で初めて，そのような入念さを

もってエーテル風の測定を成し遂げたと断言することができる。 

  ノーベル賞受賞者モーリス・アレが力学問題研究所を通じてその分厚い本を私に送

って来た。彼はその本で，エーテル風の測定に関する自分の研究について書いている。

しかしどうしたわけか，彼の研究も反響を得なかった。 

  私は，エーテル風のさらにもう 1 つの速度測定方法［訳注］を考え出した。それはきわ

めて単純な，しかも 1 次精度の方法だ。 

  普通のレーザービームは，まるで片持ち梁のように，エーテル流に対して反応する。

エーテル風がレーザービームに吹き付けると，レーザービームはエーテル風の負荷に

よってきわめて顕著な大きさだけ曲げられる。その大きさは，ビームの長さが数 m の

場合，数百分の 1 mm，あるいは数十分の 1 mm という値に達する。この大きさは，ビ

ームをブリッジ回路に含まれている 2 対のフォトダイオードに送ることによって容易

に測定することができる。 

  レーザービームの末端の偏向は，エーテル流の密度，流速の 2 乗およびレーザービ

ームの長さの 2 乗に比例する。 

  レーザービームの光点の非擾乱位置からの偏向は，それぞれ 2 つのブリッジ回路に

含まれている 2 対のフォトダイオードまたはフォトレジスターによって記録される。

フォトダイオード（フォトレジスター）の 1 つの対は水平に配置され，水平面内にお

けるビームの偏向を記録し，2 番目の対は垂直に配置され，垂直面内におけるビーム

 
［訳注］ エーテル風の速度のこの測定方法については，V.A.アツュコフスキー『エーテル動力学的自然科

学の始動』（2 頁参照）の第 5 巻第 1.3.1 節「レーザーを用いたエーテル風の研究」を参照されたい。 

エーテル風 

レーザービームを用いたエーテル風の速度測定のスキーム： 1－レーザー； 

2－検出器； 3－フォトレジスター； 4－曇りガラス； 5－不透明な仕切り板； 

6－ビームの水平偏向の信号増幅器； 7－ビームの垂直偏向の信号増幅器 
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の偏向を記録する。 

  これらすべてのことはテスト済みだ。しかし，我々は統計データを取らなかった。

我々にはそのための条件がなかったからだ。それでも効果は存在している。それゆえ，

この件は，誰かがきちんとした計画に従ってこの実験に取り組むかどうかにかかって

いる。 

  我々は，電源電圧の変化時に偏向が生じないかどうかを検証した。それは検出され

なかった。磁場による偏向も，温度による偏向も見出されなかった。なぜなら，実験

全体は一定の温度下で行われたからだ。振動の影響もなかった。なぜなら，第 1 に，

我々の実験室に振動はなかったからだ。第 2 に，装置全体は重い石製の光学ベンチの

上に組み立てられており，そのベンチは柔らかいクッションの上で静止していたから

だ。記録は標準型の工業用自記記録計で行われた。 

  記録には，レーザービームの滑らかな偏向だけでなく，さらにスパイクも存在して

いたことに注意されたい。我々は光子をカルマン渦列の類似物と理解している。もし

その光子の構造を直線で切断したとすると，我々はちょうどそのような振動を得るだ

ろう。それゆえ，地球はまさにそのような光子状の構造物によって射られているので

はないかと，我々には思える。そのような振動の振幅は 2~3 の範囲内［訳注*］で変化し

ている。しかし，その周期は 1 分間の何分の 1 から数時間までの範囲内にある。1 個

の波連中におけるそのような振動の数は 5~6 のこともあれば，数十のこともある。そ

の後は，そのような振動はすっかり止まる。 

  私は，ミラーのデータにもやはりそのようなスパイクが存在していることを思い出

した。しかし，それらのスパイクはエーテル風の速度の値を上回っている。ミラーは

それらのスパイクの原因をオペレーターのミスに帰している。しかし，それは必ずそ

うでなければならないということではけっしてない。 

  地球を光子状の構造物で射ているのは太陽ではないかという印象を我々は持った。

なぜなら，太陽以外にはないようだからだ。 

  いつだったか，ある宇宙研究所で働いている私の仲間が，研究所が運用している人

工衛星がいきなり振動し始めて，まるで砂利道を走っている車のようになる状態が生

じることがあるという話を私にしてくれた。その後，その状態は完全に終わる。しか

しそんな状態が，砂利道などない宇宙空間で確かに生じているのだ。原因は分からな

い。まさにそのようなスパイクこそが，人工衛星のそのような揺れの原因なのではな

いか？ 

  それだけでなく，地球上や飛行機上の多数の装置が，時々，まったくこれといった

理由もなく調子が悪くなることがある。これに類する例はたくさんある。 

  エーテル風を考慮に入れると，地球の構造の多数の特徴を説明することが可能にな

る。それは，地球のジオイドの形状，大洋が北半球にあり，氷の大陸が南半球にある，

等々といった特徴だ。 

  地球によるエーテルの吸収がこれまで既に新たな物質を創出し，これからも創出し

続ける。その物質が地球を膨張させ，それによって地球上にリフト海嶺［リフティング

（rifting）により形成された海嶺］，島（山からなる島を含む），山脈，独立峰，その多くの

ものが現れる［訳注**］。 

 
［訳注*］ 「2~3 の範囲内」とは，おそらく「滑らかな偏向の変化の大きさの 2~3 倍の範囲内」を意味し

ているものと思われる。 
［訳注**］ エーテルの吸収による地球の膨張については第 7 講と第 11 講でより詳しく論じられている。 
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  エーテル風に関する研究が重要である理由は，さらにその研究から，自然界におけ

るエーテルの存在の承認が不可避であることが一義的に導き出され，さらにそこから，

あっと驚くほど沢山のものが導き出されるということである。 

  私は，すべての方々に対し，この問題の研究に取り組むことを勧めたい。それはも

ちろん，第 1 に科学アカデミー傘下の諸研究所，またそれ以外の組織，例えばロシア

連邦宇宙局の研究者に対してだ。研究の基礎としては，レーザー法を利用するのが

正しいだろう。それは安価で簡単，効率的で，記録装置や遠隔測定装置とのリンク

を容易に行うことができる。だからこの方法には特別の技術的問題はない。しかし

残念ながら，彼らもその科学アカデミーの顔色をうかがうことだろう。その場合は

何も生まれないだろう。それゆえ，この仕事は熱心な研究者たちに委ねられる。 

  この問題の研究用のレーザー装置のひな型は既に創出されている。我々はこの

装置について何も秘密にしていない。だから今こそ，エーテル風の大規模測定をロ

シア全国において，様々な緯度や高度で開始するべき時がきた。 

  私はこの目的に適したある場所を見つけた。それは標高約 2500 m のゼレンチュク

スカヤ山［カラチャイ・チェルケス共和国］だ。ここはエーテル風に関する研究を行う上で

理想的な場所だ！ その周囲のすべての山はそれより低い。ここから南側の 50 km ほ

ど離れた所にパストゥホフ山があり，この山が 60°の扇形部分を隠しているだけで，

地球の周りのエーテル流の流れ： 1－高圧エーテルゾーン； 2－低圧エーテルゾーン； 3－
大洋からの水分捕獲ゾーン； 4－冬期に大気の空気を捕獲するエーテルトロイダル束縛渦 

地球の大洋リフト海嶺系： 1－東太平洋海膨； 2－北太平洋海膨； 3－南大

西洋海嶺； 4－北大西洋海嶺； 5－アフリカ南極海嶺； 6－西インド洋海嶺； 

7－東インド洋海嶺； 8－オーストラリア南極海膨； 9－南太平洋海膨 
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北側全体は±150°の範囲内で開けている。この山にはこんな場所がある。そこには直

径 2 m ほどの，真ん中に小さい穴の開いたコンクリート製の円形デッキがある。私は

それを「ケルディシュのへそ」と呼んでいる。それがそこに何のためにあるのかは，

誰も知らない。誰かが，我々のためにそれを事前に用意してくれていたのだ。 

  その山頂には世界最大の光学望遠鏡がある。だから寒くなったら，体を温めるため

にその天文台に逃げ込むことができる。山麓には電波望遠鏡 RATAN-600 があり，山頂

からそれがよく見える。この望遠鏡の架台には正弦波・余弦波トランス 3000 SKT が

設置されている。私は 3 MPZ［企業名］と一緒にこの型のトランスの開発に何年も取り

組んでいたことがある［訳注］。この型のトランスは航空機で素晴らしい性能を発揮した。

そこであるとき，他ならぬこの私が，この望遠鏡の回転架台の正確な角度を設定する

ためにこの型のトランスを利用するよう助言し，すべてのトランスへの給電は，それ

らに順番に給電することにより，自動車用蓄電池 1 台から行うことが可能であること

を説明した。ある研究員はこれをテーマとして準博士号を取得した。この地域にはさ

らにロシア科学アカデミー特別天体物理天文台がある。これは天体物理学全体を受け

持つ機関だ。まさにこの天文台こそが，エーテル風の問題にちゃんと取り組む必要が

あり，そのために補助金を受ける必要がある。もっとも，科学アカデミー幹部会は何

も与えてくれないかもしれないが。とにかくそれは疑似科学だ！という理由で。その

場合には，この天文台が自前方式で研究作業を開始する必要がある。将来，そのため

に支出された金の全額は何倍もの利益になって戻ってくるだろう。我々はエーテル風

測定用装置を一時利用のために彼らに無償で貸し出すことができる。 

  今回の講義はこれで終わりです。ご質問をどうぞ。 

質疑応答 

  質問  あなたがエーテル風の研究にそのような意義を与えておられるのはなぜで

すか？ 

  回答  それは，エーテル風に関する研究の意義が原理的な性格を持っており，個別

的現象に関する研究の枠組みの外のはるか遠くへ越え出ているからです。エーテル風

は存在しないという意見こそが，そのようなものとしてのエーテルを否定する根拠と

なり，それによって自然科学全体が逆立ちさせられたからです。今や，すべてを元に

戻す必要があります。ここでの問題は，エーテル風自体における問題でさえありませ

ん。問題は，唯物論的方法論に立ち戻る必要があるということにあるのです。そして

その作業は，いかなる場合であろうと，科学アカデミーと一緒であろうと，それなし

であろうと，行われることになるでしょう。いや，正確に言えば，その作業は既に行

われています。重要なのは，その作業を必要とされる規模まで拡大することです。科

 
［訳注］ 著者が開発したトランスについては，本書第 8 講を参照されたい。 

ゼレンチュクスカヤ山の眺め 

 

ゼレンチュクスカヤ天文台の 
光学望遠鏡 
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学アカデミーはその作業に参加するかもしれないし，参加しないかもしれない。それ

は向こうが決めることです。列車は既に走っているのですから，彼らは途中で列車に

飛び乗る必要があります。しかし，彼らは飛び乗らないかもしれません。その場合，

列車は彼らのそばを走り過ぎる。すると直ちに，次の疑問が生じることでしょう。尊

敬する理論家の皆さん，あなた方はそもそも何に取り組んでいるのですか？ 親愛な

る（文字通りの意味で）皆さん，あなた方は国家の資金を無駄遣いしているだけでは

ありませんか？ 

  では，どうしますか？ 

  質問  レーザー実験は 1 次精度の実験であるという点を強調していただきたいので

すが。 

  回答  分かりました。その通りです。レーザーを用いた実験は 1 次精度の実験であ

り，そこでは，偏向は，光速度に対するエーテル風速度の比の 2 乗にではなく，1 乗

に比例しています。そしてこれがきわめて重要な点なのですが，今や，大規模な実験

を迅速かつ低費用で行う可能性が存在するようになったのです。私は，最初の試作品

の試験後に，装置のせめて少量生産を軌道に乗せ，希望するすべての人々のために装

置を比較的低価格で販売できるようになることを期待しています。我々はすべての

人々に，何をする必要があるのか，データをどうやって記録し，処理するのかをお教

えします。私は，これが行われれば，特殊相対性理論や一般相対性理論だけでなく，

科学における観念論全体に終止符が打たれるだろうと期待しています。 

  質問  磁気嵐を何日も前に予報する業務を行っている機構が今現に存在していま

す。磁気嵐はエーテル風とどのように相関しているのでしょうか？ 

  回答  おそらく，相関は存在するはずです。しかし，それを確証するためには，そ

の方向における研究を行う必要があります。 

  現在，磁気嵐の予測はどのように行われているでしょうか。太陽を見て，黒点が出

現しているのが見えたら，観測事実にもとづき，遅れを考慮に入れて地球上の事象を

予報しています。エーテル風の観測を行えば，それに追加して，到来する擾乱の構造

を究明することが可能になります。それはもちろん，その擾乱が地球に到来する場合

のことですが。これは既存の方法論の評価を貶めるものではけっしてありませんが，

それに対する有益な補足であることが判明するかもしれません。 

  質問  それは科学アカデミーの任務なのではありませんか？ 

  回答  もちろん，そうです。まさにそのような任務こそが科学アカデミーの活動の

主要対象なのです。ところが，科学アカデミーはそのような任務に取り組まずに，実

にくだらないことをやっている。例えば最近，新たな研究方向が生まれたことが報道

されていました。ニュートリノには核磁子のおよそ10−12の磁気モーメントが存在する

という予測が現れた，それを検証する必要がある。しかし，それはきわめて困難な課

題であり，その課題はすぐに解決することはできないということ，我々が西側科学か

ら遅れを取りたくないのなら，その課題に対してとてつもなく莫大な資金を割り当て

なければならないということを皆が理解しなければならない。しかしもしかしたら，

そのような磁気モーメントは存在しないかもしれない。それにもかかわらず，それを

確かめる必要があるというわけです。 

  最近，重力波の探索を続ける必要はあるか？という問題が論議されたことを思い出

しましょう。重力波の問題には，ソ連ではウラジーミル・ボリソヴィッチ・ブラギン

スキー［Vladimir Borisovich Braginsky］が約 20 年間取り組んできました。彼はこのテーマ

で博士号を取得し，今は科学アカデミー準会員。金縁眼鏡をかけた，恰幅のいい男で
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す。かつて，この件は O.Yu.シュミット記念地球物理学研究所で論議されたのですが。

その会議には私も出席していました。どうしてかというと，名前は言いませんが，あ

る報告者が重力波検出器において静電容量型センサーを利用しており，当時，私がこ

の装置に関するほとんど唯一の専門家だったからです。 

  報告者は次のように述べました。「我々は，どこそことどこそこに配置された 3 台

の検出器を用いて重力波から生じた擾乱を記録しています。3 台の検出器における擾

乱の一致回数が 1 か月間に 25 回を超えた場合には，重力波は存在します。しかし，1

か月間に 3 回未満の場合には，残念ながら，重力波は存在しないということになりま

す」。 

  そこで，私は大急ぎで3 + 25 = 28の足し算をし，それを 2 で割り，プラスマイナス

1 の計算をしました。 

  報告者はそれに続けてこう述べました。「しかし，我々は，13~15 回の一致回数を得

ました。ですから，この研究作業を継続して行う必要があります」。 

  そして出席者全員はそれに同意し，作業の継続に賛成したのでした。しかしそれか

ら何年か経って，重力波は存在しないことが判明しました。ところがその貧乏な波が，

あの連中全員を何年間も養っていたのです。そして今度はニュートリノ。というわけ

で，終わりがありません！ 

  質問  静止衛星上でエーテル風を測定することに意味はないでしょうか。これにつ

いてどうお考えですか？ 

  回答  エーテル風の速度の測定を地球上の可能な限り多様な地点，山の上，海上，

地下，人工衛星上，静止衛星上で行うことは有益です。何のためにそれを行うのか？ 

法則性や地球上における様々な事象との相関性を見出す，つまり，事実データを蓄積

する必要があるからです。既に今，衛星をどのように利用するかを考えることができ

ます。衛星上では，衛星自体の運動速度を考慮しなければなりません。静止衛星の場

合，それは大体 3~4 km/s となりますが，それを考慮するのは難しいことではありま

せん。低高度衛星の場合には，速度はそれより大きくなりますが，それを考慮するの

も難しくありません。測定地点が多数となること，それらが地球全体に散在するよう

になることが望ましいのです。それには南半球の南極大陸も含まれます。そこにはエ

ーテル風は存在しないはずです。なぜなら気体力学の法則によれば，エーテル風はそ

こで，地球から剥離するはずだからです。しかしその代わり，そこでは束縛渦が観測

されるはずです。これらの作業すべては一仕事，しかもかなりの大仕事になるでしょ

う。 

  衛星の場合，測定装置は単純なものにすることができます。小型ミラーが取り付け

られているポールを衛星の外に突き出し，装置のそれ以外の部分全体は衛星の内部に

収納する必要があります。まさにそうする必要があります。さらに，様々な許可を得

るために走り回り，試験を行い，等々といった作業が必要になります。それは一仕事

ですが，しかし，やらなければなりません。 

  今日では，そのような研究を行う可能性，そのためのすべてが存在しています。以

前はそのような可能性はありませんでしたが，今はあります。でも，誰がいつ，その

可能性を利用するのかは，私は知りません。 

  質問  アインシュタインの相対性理論との対決の方向に向かわずに，相対性理論と

エーテル動力学を一つにまとめ，両者を連結させることは，どうしてもできませんか？  

  回答  できません。アインシュタインの相対性理論が果たしている否定的役割を見

直すことは困難です。この「理論」は，現実の自然と共通するものを何も持たない数

学的抽象の世界へ我々を引き入れ，今も引き入れようとしています。この理論は自然
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の解明という課題を恣意的な空想の捏造という課題にすり替えています。この理論は

物質*の内部構造と現象の内部メカニズムの解明を提唱する代わりに，それらすべてを

時空の歪みに帰着させることを提唱し，それによって我々を自然の真の研究から遠ざ

けています。この理論のすべてのいわゆる実験的裏付けは，実際には普通の物理学に

よってきわめて簡単に説明されるものであるか，またはそれらの裏付けには，事実の

あからさまな歪曲が存在しています。そしてエーテル風に関する例は，けっして唯一

の例ではありません。 

  アインシュタインはエーテルの存在を認めましたが，そのとき，エーテル中には時

間の中で観察される諸部分は存在しないと述べています。しかし第 1 に，諸部分とは

時間の中ではなく，空間の中にあるものです。第 2 に，その中に諸部分も諸過程も存

在しない物質*的媒質とは，いったい何なのでしょうか？ 等々です。 

  「エーテル」という言葉の代わりに，「物理的真空」という言葉を使うことはできま

せんか，そうすればあなたのおっしゃることを人々は認めるかもしれませんよ，と私

に言う人がいます。お答えしましょう。私には，そういういわゆる「真面目な科学者

たち」の承認などまったく必要ありません。その理由は，例えば，彼らが持っている

勲章や権威にもかかわらず，彼らはそもそも科学者ではないからです。それだけでな

く，エーテルが具体的な物質*的媒質であるのに対し，「物理的真空」はお定まりの抽

象であり，その性質はどこだか分からない所から現れているからです。 

  でもなにしろアインシュタインは偉大な科学者なのに，あなたは彼と争っていると

言う人もいます。お答えしましょう。誰が偉大だったか，誰がそうでないかなど，私

にはまったく興味がありません。我々の課題は過去を振り返ることではなく，未来を

発展させることです。どんなに偉大だろうと，それは私には関係のないことです。自

分は科学に取り組んでいるのだと思っているすべての人々に，私は警告します。列車

は既に走り出している。エーテル動力学は既に何百，何千という賛同者を持っており，

しかもそれはロシア国内だけではありません。この列車に乗り込むこともできるし，

プラットホームに残って昔の手柄話をしていることもできる。エーテル動力学はそう

いう連中全員を情け容赦なく掃き捨てることでしょう。それをするのはけっして私で

はありません。それをするのは科学の発展と歴史の進行です。私はただ単に，他の人々

より早くそれが見えたにすぎません。 

  今日における科学の危機は，相対性理論を物理学に導入したことの直接的な結果で

す。そのいわゆる「理論」が，我々に足払いをくわせたのです，しかもきわめて激し

く。アインシュタインの相対性理論は科学の歴史の最もいまわしい 1 頁です。それは

科学から放逐され，忘れ去られなければなりません。 
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  歴史全体を通じて，自然科学は物質*の深奥に向かって発展してきた――自然全体

（ミレトスのタレス，紀元前 6 世紀）から，今日の物質素粒子のレベルまで。物質*に

関する理解がどのようなレベル別に発展してきたかを，手短に振り返ってみよう。 

  我々は，自然科学の開始の基礎は古代ギリシアの都市ミレトス出身のタレスによっ

て築かれたとみなしている。もちろんそれは正しくない。自然科学は彼以前に存在し

ていた。しかし，タレスはその著作を我々に残してくれ，そこでかなり明確な概念を

述べているので，我々にとっては歴史的探求において，まず彼から話を始めるのが都

合がいい。もちろん，それはあくまでも暫定的なやり方だ。 

  タレスは自然を単一とみなしていた。これは正しい。これは紀元前 6 世紀のことだ

った。 

  アリストテレスは紀元前 4 世紀に物質*の集合状態に関する問題を立てた。それは

土（固体），水（液体），空気（気体），火（エネルギー）という状態だ。そしてこれが

哲学を与えた。 
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  次の 1 歩は物質と関係していた。パラケルスス（フィリップス・フォン・ホーエン

ハイム，16 世紀）だ。当時，ヨーロッパは伝染病にあえいでおり，いくつもの町が全

滅した。何かをする必要があった。パラケルススは，人間が病気になるのは，その人

間の物質バランスが損なわれたからだという着想を発表した。彼はそのバランスを回

復させる目的を持った薬を調合した。これは効果を示した。ここから体系的な薬学が

誕生した。 

  18 世紀，ロモノーソフが微粒子の概念を発表し，化学が効率的に発展し始めた。 

  19 世紀，ドルトンが「原子」という言葉を復活させ，電気工学が発展し始めた。 

  20 世紀，ラザフォードが原子の惑星モデルを提唱し，物質素粒子の概念が現れた。

これが原子力，半導体，エレクトロニクスの主要な構成要素，そしてコンピューター

をもたらした。 

  より深いレベルへのそれぞれの移行が生じたのはいつかと言えば，それは，既に開

拓されたレベルにおいて［物質の構成要素の］多様性があまりにも大きくなったことが判

明したことによって概念の危機が生じ，その結果，誰かが新たな構築材料を導入し，

既に開拓されたレベルがその構築材料の組み合わせであることが判明したことによっ

て危機が解決されるまでの間，発展が停止したときだった。 

  そのような各移行は現象の本性に関する研究のための新たな空間を切り開き，これ

が新たな技術をもたらした。次なる物理学革命の要点はまさにここにあった。そして

その革命は，何よりもまず，応用面における結果によってその有効性を実証した。 

  今日，典型的な状況が生まれている。すなわち，多数の種類の素粒子が蓄積され，

誰もそれがいくつあるかを知らない。レゾナンス粒子を計算に含めなければ 200，含

めれば 2000 とされている。すべての素粒子は相互に変換する能力を持っており，あ

らゆる素粒子はそれ以外のすべての素粒子からなっているとさえ言われている。しか

し，このことは，それらすべては同一の構築材料からなっていることを意味している。

我々がさらに遠くへ進んで行くことを欲するのなら，いまこそ，それらすべてに共通

する構築材料の性質の決定に向かって移行するべき時だ。 

ミレトスのタレス 
紀元前 624~546 

アリストテレス 
紀元前 384~322 

パラケルスス 
1493~1541 

M.V.ロモノーソフ 
1711~1765 

J.ドルトン 
1766~1844 

E.ラザフォード 
1871~1937 
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  強い電磁場が組み合わさると，真空はそのような粒子を「生み出す」能力を持って

いること，つまり空間中にはまさにそのような構築材料が含まれていることが知られ

ている以上，そして空間は無限である以上，空間全体はその構築材料によって満たさ

れている。それがエーテル，すなわち宇宙空間全体を満たし，物質素粒子のための，

つまりこの世に存在するすべてのもののための構築材料となっている物質*的媒質に

他ならない。ところで，この世にはそれ以外の何ものも存在しない以上，あらゆる相

互作用の場もまた，その構築材料，すなわちエーテルの様々な運動形態であるにすぎ

ない。 

  ここでの論理は完全に基本的な論理であるから，もしこれに対して官僚的な禁止措

置が取られていなかったならば，この論理はもっと昔に生まれていたかもしれない。

その禁止措置とは，1964 年にソ連科学アカデミー天文学・数学セクションによって採

択された決定だ。この決定は，アインシュタインの相対性理論が批判されている論文，

あるいは「エーテル」という言葉が言及されている論文の発表を禁止している。この

禁止措置は現在も効力を持っている。だから我々は，いかなる学術雑誌においても，

相対性理論に対する批判も，「エーテル」という言葉への単なる言及すらも見出すこと

はない。「物理的真空」は「どうぞどうぞ」だが，エーテルは「だめ！」なのだ。 

  そのような禁止の論拠の 1 つとされているのは，19 世紀にエーテルの仕組みを解明

しようとする多数の試みがなされたが，そのすべてが失敗に終わったことだ。そのよ

うな理論の 1 つを開発したのはウィリアム・トムソンだった。彼もまた何も得ること

ができなかった。そしてこのことが，それより後，トムソン，つまりケルビン卿が何

も得られなかったからには，それ以上試みる価値はないと物理学者たちに対して宣言

する口実を与えた。 

  ヘンドリック・ローレンツはエーテルに関するすべての主要理論をその小冊子『エ

ーテルの理論とモデル』に収録した。この本はロシア語に翻訳され，ソ連で出版され

た。 

  私が行ったそれらの理論の分析は，それらすべてには原理的な，そしてきわめて重

要な欠点が含まれていることを示した。それらすべては，それぞれの，きわめて狭い

範囲の現象のみを検討しており，また，物質の物質*をエーテルの物質*から切り離し

ていた。つまり，物質*は物質*だけ，エーテルはエーテルだけ，光は光だけを他から

切り離して論じていたのだ。そして最後に，それらすべての理論はエーテルの性質を

理想化していた。それらの理論においては，エーテルとは，あるいは理想液体，ある

いは理想気体，あるいは理想固体，あるいは理想ジャイロスコープだった。エーテル

に「理想性」を結び付けようとするそれらの試みは，今日もなお，エーテル支持者の

間で終わっていない。だから，各理論は，ある場所では合格でも，別の場所では不合

格になっている。そしてそのとき，そもそもエーテルに取り組む必要はないという結

W.トムソン 
1824~1923 

H.ローレンツ 
1853~1928 
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論が下される。 

  しかも誰一人，それがそうなっているのはなぜなのかと自問しなかった。彼らのう

ちの事実上すべての者は，自分の思い付いた公準から出発し，次に，自分が何も得ら

れなかったのはどうしてなのかと驚いた。 

  エーテルにはニュートンも取り組んでいた。ニュートンは光学に長い間取り組み，

さらにケプラーの法則からその有名な引力の法則を導き出した後，そこから光学の諸

性質，また重力の諸性質が導き出せるようなエーテルの性質を見出そうとする試みに

何年間も取り組んだ。彼も何も得られなかった。そして「私は仮説を捏造しない」と

いう有名な言葉を吐いた。これは，この問題における彼の完全な敗北を意味していた。

それはまるで，「そんなに欲しかったわけじゃない」と言っているかのようだ。「得ら

れなかった。そうだ，そんなに欲しかったわけじゃない，我々にとって，そんなもの

は必要ないのだ！」 

  間もなくして，その「必要ないのだ」から遠隔作用（actio in distans）の概念がそっ

くり誕生した。それによれば，我々はそもそも，擾乱がある物体から別の物体へどう

やって伝わるかを知る必要はない。伝わる，これでおしまい！ 公式で記述される，こ

れだけで結構。そしてこのこともまた，エーテルの否定において独自の役割を演じた。 

  これらすべての欠点はなぜ可能になったのだろうか？ それは何よりもまず，1960

年代以前の自然科学は，エーテルとは何かを正確に定義するために必要とされる知識

を与えてくれた諸段階を，まだ通過していなかったからだ。そしてそれらの知識，つ

まり素粒子，気体力学，素粒子の相互作用の事実，等々に関する知識が現れた頃には，

より強固になった相対論者たちの学派が，エーテルを解明しようとするそれ以上のす

べての試みに対して自分たちの支配力を行使したからだ。 

  特に言及しなければならないのは，当時，気体力学がまだ十分に発展していなかっ

たという点だ。気体力学そのものは航空機の発展に伴って，やっと多少なりとも形を

整え始めた。流体力学に関するあらゆる古典的研究は液体に関するもので，気体に関

するものではなかった。気体に対しては完全に二次的な役割が割り当てられ，気体に

は液体との間の一連の原理的違いが存在するにもかかわらず，気体は今でも圧縮性液

体と呼ばれている。例えば圧縮性を取り上げてみよう。液体の場合，それは分子自体

の圧縮であるのに対し，気体の場合には，それは分子の自由行程の現象である。液体

には境界層は存在しないが，気体には存在する。気体には分子間の結合はないが，液

体にはある。液体は体積全体を占めようとはしないが，気体はそれをする，等々の違

いがある。だから，気体は液体とは別のアプローチを必要としている。ところが，そ

れに関する検討はまったく不十分な状態にある。 

  しかし当時においても，沢山のことをすることが可能だったはずだ。例えば唯物論

的方法論を創出すること，せめてそれに関する問題を立てることはできたはずだ。そ

れと同じことが不変量についても言える。 

  しかし最も重大なことは，必要とされるすべてのデータが現れていた当時既に，何

が行われていたかだ。それは，エーテルが検討から官僚的やり方で排除され，エーテ

ルとのあらゆる取り組みがけしからぬ行為，みだらな振舞いとみなされたことだ。 

アインシュタインが 1920 年と 1924 年にエーテルは存在する，一般相対性理論は

エーテルなしには考えられないと書いたときでさえ，状況は変わらなかった。それは

何も変えなかった 

  かつて私は，自分が相対性理論に触れずに済ませる方法，その汚れた歴史に巻き込

まれないための方法を長い間探し求めていたことがある。しかし，何も得られなかっ

た。これは，あれかこれかの問題なのだ。相対性理論およびその公準と抽象か，それ



60  第 3 講 物理不変量―物質*，空間および時間．エーテル―気体状媒質．エーテルの基礎的性質と 

運動形態 

 

 

ともエーテル動力学か。事実上，それは 2 つの方法論，すなわち観念論（特殊および

一般相対性理論）と唯物論の間の論争だ。我々が自然を考え出すのか，それとも自然

を解明するのか。抽象の世界にひたり，偉大なる者たちを賛美し，危機に甘んじてい

るのか，それともその代価としていかなる名誉も我々には与えられず，与えられるの

は苦難だけであることを知りつつ，仕事に取り組み，自然を解明し，技術を創出する

のか。ここには妥協はあり得ない。あるのは敵対的矛盾だ。これは戦争だ。科学的方

法間の戦争，学派間の戦争，現実と抽象との戦争。殲滅戦だ。しかし，歴史的経験が

示しているように，遅かれ早かれ常に唯物論が勝利する。なぜなら，自然と争うこと，

そしてとりわけ，現実が必要としているものと争うことはできないからだ。今回もそ

うなるだろう。 

  我らが科学者たち，教授たちは皆，戦々恐々となって互いに恐れ合っている。「そん

な世界的権威［アインシュタイン］に，どうして逆らうことができようか?! そんなことを

言っているお前はいったい何様なんだ?! ましてや，すべてはとっくの昔に明らかにな

っているではないか」。ここでは，科学アカデミーや高等教育機関のシステムの内部に

おいては，もはや何もすることはできない。ここでは，そのシステムの外部の人間，

怖いもの知らずの人間，つまり，例えば私において見つかるような人間がどうしても

必要なのだ。そして今や，すべてのものをそのあるべき場所に置くチャンスが存在し

ている。しかしここでは，取っ組み合いの喧嘩なしで済ませることはできない。 

  エーテル動力学の方法論の要点はいったいどこにあるのか？ そ

れは何よりもまず，もし我々が何かを理解したいのならば，我々は，

それを理解することは可能だという予想から出発しなければなら

ないということだ。ヘルムホルツが言っているように，「自然の理解

をその任務としている科学は，自然を理解することは可能であると

いう予想から出発し，この命題に従って研究を行い，結論を下さな

ければならない」。 

  このたった 1 つの命題が，既に現代物理学の構えと激しく矛盾し

ている。それはなぜか？ 答えはきわめて簡単だ。空間は歪んでいる。

しかしそれを思い描くことはできない。質量は変化する。しかしそれを測定すること

はできない。長さは変化する。しかしそれを測定することはできない。 

  原子の量子モデルには内部媒質は存在せず，存在するのは確率だけだ。では，同一

の場所に同一の確率が存在するのはなぜなのか。それは何によって条件付けられてい

るのか？ 何によっても条件付けられていない。 

  現代物理学の構えに従った場合，相互作用のメカニズムを思い描くことはできない。

では，相互作用のメカニズムとは何か。それは因果的相互作用だ。最初に原因があり，

次に結果があるのであって，けっしてその逆ではない。現象のメカニズムを思い描こ

うとすれば，欲すると否とにかかわらず，力学の方へ，空間中における何らかの質量

の移動の方へ進んで行くことになる。そもそもそれ以外の道はないのだ。なぜなら，

例えば，ベクトルを用いない限り，紙の上で電場強度を思い描くことはできないから

だ。 

  エーテル動力学の方法論の次の要点は，あらゆる既知の現象を一般化する必要があ

るということだ。微視的世界の現象の場合はエーテルの要素とは何かを決定し，巨視

的世界の現象の場合はエーテル全体の性質を決定する必要がある。そして最後に，普

遍的物理不変量を決定する必要がある。不変量についての話は特別だ。それは最も重

要な契機であり，課題全体の鍵をなしている。不変量から出発することにより，我々

H.ヘルムホルツ 
1821~1894 
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はあらゆる物質*的形成物の階層構造へ到達し，また，物質*の階層のあらゆるレベル

において同じ物理法則が働いているという結論に達する。 

  さて，先へ進む前に，普遍的物理不変量とは何か，そして我々は，我々が持ってい

るそれぞれの理論にいかにして到達するのかを明確にしておかなければならない。 

  問題は次のことにある。任意の物理実験は，ある物理量の他の物理量に対する何ら

かの関数的依存関係を与える。しかし，その依存関係は絶対的ではなく，相対的な性

格を持っており，それは様々に解釈することができる。 

  例えば，太陽は東から昇り，西に沈むという周知の事実がある。そしてこの現象は

何千年もの間，太陽が地球の周りを回っていると解釈されていた。その後，そんなこ

とはない，地球が太陽の周りを回っていることが判明した。ところが実際には，これ

も間違いだった。つまり，地球は自分自身の周りを回っており，地球のその回転が 1

日間の回転として感受されているのであって，太陽の周りの地球の回転，これはもう

1 年間の現象だ。 

  すなわち，不変量，すなわち出発点となっていたのは，1 番目の場合は地球であり，

2 番目の場合は太陽だ。しかし事実は同一である。その事実の解釈は，ものの見方の

体系全体，つまり事実の外にそれ自体で存在している，採用されている哲学に立脚し

ているということになる。だから，事実は同一であるにもかかわらず，あらゆる理論

は，我々が不変量をいかに選択するかに依拠しているのである。 

  こういう問題がある。平面上の 1 点を通って何本の高次曲線を引くことができる

か？ 無限個。では，2 点のときは？ 無限個。では，10 個の点のときは？ やはり無限

個。そして一般的に，平面上の有限個の点を通って無限個の高次曲線を引くことがで

きる。それとまったく同じように，有限個の事実は，まったく相異なる無数の理論に

対応することができる。それゆえ，もし何らかの理論が何かに関する仮説を提起し，

その仮説が裏付けられたとしても，そのことは，理論自体が裏付けられたということ

をまったく意味しない。なぜなら，得られた結果に対しては，その理論と根本的に矛

盾する別の理論も対応している可能性があるからである。 

 

**************************************************************************************** 

普遍的物理不変量 

 

 

 

 

 

 

 

普遍的物理不変量の基礎的性質 

・あらゆる構造と現象のうちに存在する。 

・あらゆる変換において保存される。 

・一次性 

・変換時における保存 

・無際限の分割可能性 

・加法性 

・線形性 

運動 

物質* 空間 時間 
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・無境界性 

結論 

1. 巨視的世界と微視的世界の法則は共通である。 

2. 内部メカニズムは物質*組織化のあらゆるレベルに存在している。 

方法論 

1. 深い物質*組織化レベルを検討に導入する。 

2. 巨視的世界の現象と微視的世界の現象の間における類似性を利用する。 

3. 微視的世界の性質の分析 ― 新たな要素の基礎的性質の決定 

4. 巨視的世界の性質の分析 ― 要素の総体の性質の決定 

**************************************************************************************** 

  さて次に，ローレンツ変換をちょっと眺めてみよう。それらにはどうしてローレン

ツの名前が付いているのか？ それは，ローレンツが世界空間全体を満たしている静

止エーテルという理解から出発して，それらを導き出したからだ。ところがアインシ

ュタインはエーテルは存在しないことを証明するためにローレンツ変換を利用した。

さあ，今や我々はどうすればいいのか？ 我々が何らかの実験を検証したところ，その

実験がローレンツ変換を裏付けていたと仮定しよう。特殊相対性理論におけるアイン

シュタインにはそれ以外の数学はない。で，それで？ 我々はアインシュタインの理論

を裏付けたので，エーテルは存在しないとみなすことになるのだろうか？ では，いか

なる根拠にもとづいて？ なにしろ我々は，エーテルは存在するとしているローレン

ツの理論をも裏付けたのだ！ さてどうする？ だから，不変量の問題は自然科学の最

も重要な問題なのだ。 

  アインシュタインが不変量として 4 次元インターバルを指定したとき，質量の可変

性，空間の可変性，時間の可変性がその帰結であることが判明し，それらすべては運

動速度に依存していることが判明した。それは何に対する運動か？ 観測者に対する

運動だ。なぜそうなのか？ なぜ観測者の印象が物理自体より重要なのか？ いや，観

測者が運動する質量と一緒に走る場合には，観測者はいかなる変化も認めない。その

変化を認めるのは，自分の場所に留まっている 2 番目の観測者だ。その結果，質量は

変化するのか，それとも変化しないのか？ 時間は変化するのか，それとも変化しない

のか？ それは誰が，どう見るか次第であることが判明する。こんなふうに見ることも

できるが，あんなふうに見ることもできる。これでも物理理論なのだろうか？ 

  アインシュタインは 4 次元インターバルに光速度を導入し，それを世の中のすべて

のものに適用した。しかし，光速度がそれに対していかなる関係も持っていない，さ

らに 3 つの相互作用が存在する。なぜなら，それらは別の基本相互作用だからだ。そ

れは核の強い相互作用と弱い相互作用，そして重力相互作用だ。彼はいかなる根拠に

もとづいてそれらに対して光速度，すなわち電磁相互作用を適用したのか？ いかな

る根拠にもよらず，ただ単にそうしただけだ。 

  どうしてそんなことが起こったのか，私は理解できる。20 世紀初め，電磁波が発見

されたばかりの頃，電磁波は光速度で伝播すると決定された。このことは衝撃的な印

象を引き起こした。パリ国際電気会議が開催されたばかりの時期であり，皆がショッ

クを受けた。しかし，それらすべては，世界の仕組みといったいどんな関係を持って

いるのか?! 

  アインシュタインにはさらに同時性という概念があり，これも光速度と関係付けら

れている。ここで面白いのは，同一の事象が，相異なる観測者たちにより，彼ら自身
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の運動に応じて，相異なった仕方で解釈されることになる，つまり，何らかの形で別

の仕方で解釈される必要があるという点だ。 

  しかし，我々が普遍的物理不変量について語る場合には，それらの不変量は，いた

る所に，あらゆる構造中に，あらゆる物体中に，あらゆる過程中に，あらゆる現象中

に存在しなければならない。我々は現実には，いったい何を持っているのだろうか？ 

ここでは，何も考え出す必要はない。必要なのは，我々が持っているものを眺めるこ

とだけだ。では，我々は何を持っているのか？ 

  我々は物質*を持っている。世の中のすべてのものは物質*からなっている。物質*は

質量を持っている。我々は空間も持っている。なぜなら，世界において生じることは

空間の中で生じているからである。我々は時間も持っている。なぜなら，すべての過

程は時間の中で進行しているからである。そして物質*，空間および時間の総体が運動，

すなわち空間と時間の中における物質*の状態を構成している。ま

さにここから，実際には，物質*，空間および時間のたった 3 つの

不変量，すなわち空間と時間の中における物質*の運動のみが存在

しているという結論が導き出される。これらこそが不変量なのだ。

そしてこれらの不変量が個別事象ではなく，客観的世界全体を反

映している以上，これらの不変量は，出発点をなす独立変数であ

り，いかなる個別事象の関数にもなることができない。こうして

我々は，世界には運動する物質*以外の何ものも存在しないという

エンゲルスの定式に立ち戻る。 

 このまったく自明な事実から，物質*は創出することも消滅させることもできない，

そして空間はユークリッド空間であり，リーマン空間，ミンコフスキー空間，ロバチ

ェフスキー幾何学その他すべては数学的抽象にすぎず，自然とはいかなる関係も持っ

ていないという結論が導き出される。平面上の 1 点を通り，所与の直線に平行な直線

は，ロバチェフスキーが主張していたように 2 本ではけっしてなく，1 本しか引けな

いことは，あらゆる作図者が知っている。だから，ユークリッド幾何学は我々の客観

的世界を反映しているが，ロバチェフスキー幾何学は反映していない。後者は「理知

の冷やかな観察と感情の物悲しい心覚え」［訳注］にすぎない。それは自然科学とは無関

係だ。 

  独立変数は無限に割ることができる。このことは，物質*の組織化のあらゆるレベル

において同一の物理法則が働いており，微視的世界のいかなる特殊な量子力学の法則

も存在しないことを意味している。量子力学の法則は古典物理学の法則全体の個別的

場合にすぎない。 

  4 つの普遍的物理不変量，すなわち運動およびその 3 つの構成要素――物質*，空間

および時間――は，次の 7 つの基礎的性質を持っている。 

  ・あらゆる構造と現象のうちに存在する。 

  ・あらゆる変換において保存される。 

  ・無際限の分割可能性 

  ・加法性 

  ・線形性 

  ・無境界性 

 
［訳注］ この「 」内の言葉は近代ロシア文学最大の国民詩人アレクサンドル・プーシキンの韻文小説

『エヴゲーニイ・オネーギン』（1823~1830 年執筆）冒頭の「献辞」の一節である。この部分の訳文は

プーシキン『オネーギン』（池田健太郎訳，岩波文庫，1962）から借用した。 

F.エンゲルス 
1820~1895 
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  ・いかなる優先的なスケールや区間も存在しない。 

  不変量のこれらの性質から，我々の客観的世界の次の性質が必然的に導き出され

る。 

  1）物質*，空間，時間および運動は消滅させることも創出することもできない。 

  2）空間のユークリッド性 

  3）時間の流れの一様性 

  4）物質*，空間，時間および運動の無際限の分割可能性 

  5）物質*と運動は空間のあらゆる最小体積のうちに存在する。 

  6）物質*の空間的構造（場の構造を含む）および経時的過程の連続性（ある過程の

終了は別の過程の開始を与える）。 

  7）空間と経時的過程における物質*の階層的組織化 

  8）あらゆる物質*組織化レベルにおける物理法則の一様性 

  9）あらゆる空間地点とあらゆる時間区間における物理法則の一様性 

  10）あらゆる過程（いわゆる基本相互作用すべてを含む）は力学――空間中にお

ける物質*の質量の移動――に帰着する。 

  11）空間における宇宙の無限性と無際限性 

  12）時間における宇宙の無限性と無際限性 

  13）宇宙の姿はあらゆる時代を通じて（平均的には）不変である。 

  微視的世界には，巨視的世界におけるのと同じ物理法則が存在し得るのだろうか？ 

検討してみよう。微視的世界にのみ存在すると主張されている，粒子と波動の二重性

を取り上げよう。例えば，波が進んで行き，船の舷側にぶつかるとする。船が大きけ

れば，波は舷側に打ち付ける。ここでは，波は粒子として振る舞う。船が小さければ，

船は揺れる。ここでは，その同じ波が波動として振る舞う。すべては測定手段，つま

り船に依存している。あらゆることにおいてそうなのだ。 

  この契機は直ちに，我々に一般的な方法論的方向性を与える。このことは，我々は

巨視的世界の現象と微視的世界の現象の間の類似性を利用することができることを意

味している。このことは，現象の内部メカニズムを解明するための道筋が存在するこ

とを意味している。このことは，我々は巨視的現象に関する豊富な実験的・方法的デ

ータに立脚することにより，微視的世界の現象の分析のために巨視的世界の数学的道

具立てを利用し，すべてを計算することができることを意味している。 

  エーテルの性質を決定するためには，我々は客観的世界の基礎的性質を検討し，そ

こからエーテルの性質を導き出さなければならない。巨視的世界と微視的世界の物理

法則の共通性から，エーテルは 3 つの媒質，つまり固体，液体または気体のうち 1 つ

のみであることができるということが導き出される。しかし，客観的世界の性質とそ

れらの媒質との比較から，エーテルは気体状媒質であるという結論が導き出される。 

  原理的には，普遍的物理不変量およびそこから導出される結論を定式化するための

資料は，自然科学のあらゆる発展段階において十分に存在していた。しかし，19 世紀

初初頭までの段階においては，その定式化は緊急を要する問題ではなかった。19 世紀

には唯物論的方法論は既にかなりの程度まで失われた。そして 20 世紀には物理学全

体が観念論に向かっていった。いずれにせよ，その定式化がなされたことはない。 
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エーテルの基礎的性質の定性的決定 

客観的世界の性質 エーテルの性質 

巨視的世界 

あらゆる物理現象の不変量は物質*，空

間，時間，運動である。 

エーテルの不変量は物質*，空間，時間，

運動である。 

空間中における物質*と場の特性は等方

性を持っている。 

空間はエーテルによって空所や転位な

しにおのずと満たされる。 

物体の運動に対する抵抗が小さい。 密度と粘性が小さい。 

相互作用の伝播速度が大きい。 弾性が大きい。 

微視的世界 

あらゆる物質素粒子は相互転化する。 相異なる様々な構造を形成することが

できる。 

安定的「素粒子」の相互転化の条件は，

運動パラメーター（エネルギーと運動

量）の保存を伴う相互衝突である。 

エーテルの要素は，運動パラメーター

（エネルギーと運動量）の保存を伴う相

互衝突の可能性を確保し得るものでな

ければならない。 

物質*は安定的物質「素粒子」の範囲内に

保持されている。 

エーテルが物質*的形成物の構成のうち

に保持されることを可能にする運動形

態が存在する。 

物質「素粒子」の比密度には違いがある。 エーテルは幅広い範囲の圧縮性を持っ

ている。 

結論： エーテルは実在気体の性質を持つ気体状物体である。 

  エーテルは実在気体であることが判明し，また巨視的世界と微視的世界の法則が同

じである以上，地球近傍空間中におけるエーテルおよびその分子であるアーメルのパ

ラメーターを計算するため，普通の気体力学の経験全体と数学的道具立てを完全に妥

当なやり方で利用することができた。 

  我々は，気体力学の既に十分に開拓された道具立てを労せずして手に入れたと言わ

なければならない。その道具立ては，気体としてのエーテルのパラメーターの計算の

ためだけでなく，粒子や原子核の構造，基本相互作用，様々な現象等の計算のために

も完全に妥当なやり方で利用することができる。 

  ただし，それと同時に，気体力学の道具立てにはきわめて多数の不備があり，それ

にしょっちゅう出くわさなければならないことを指摘せざるを得ない。私の観点から

すると，気体力学にはとんでもない欠陥がある。あれもない，これもないといった状

況，あるいはそもそもかつて誰も取り組んだことがない問題にいつも出くわさなけれ

ばならない。例えば，らせん流同士の相互作用はまったく研究されていない。この問

題を検討した最も最近の研究者はカザン大学教授イッポリット・ステパノヴィッチ・

グロメカ［Ippolit Stepanovich Gromeka］だが，それは 1888 年のことだった。 

  エーテルはきわめて希薄な媒質である。この媒質中におけるアーメルの直径に対す

る自由行程の長さの比は空気の場合の 20 倍であり，この点にその特徴がある可能性

がある。トロイダル構造，球構造，等々もこれまで検討されていない。これらすべて

は気体力学研究者たち，ましてや流体力学研究者たちの視野の外にある。原因はきわ

めて単純だ。あなた方は，これらすべてがいかに複雑であるかを，理解していないの

だ！ 
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  ベロルシア熱・質量交換研究所のアレクサンドル・サヴヴィッチ・プレドヴォジテ

レフ［Aleksandr Savvich Predvoditelev］は流体力学（事実上気体力学）方程式と渦運動に対し

て分子運動論的根拠付けを与えようと試みた。これはまったくの未開拓領域だ。私は

中央航空流体力学研究所［TsAGI］の研究員たちにこの仕事に取り組ませようと試みた

ことがある。彼らの返事は，「え，とんでもない！」だった。彼らは全然その気になら

なかった。彼らは今，ソーセージ作りに取り組んでいる。 

  それにもかかわらず，気体力学の道具立て全体を利用することができるし，利用し

なければならない。なぜなら，それはそれでもやはり，エーテルのパラメーターのせ

めてオーダーを決定することを可能にするからである。ここでは，既知の極度の非平

衡過程に依拠し，そこからさらに検討を進めることが目的にかなっている。なぜなら，

そうすれば，そのパラメーターのせめて基準値を見出し，その先，それ以下またはそ

れ以上の値を決定することができるからだ。 

  出発点とすることができるそのような過程はわずか 2 つであることが判明した。そ

れは，核の強い相互作用と電荷だ。私は最初それを電子の電荷と決定したが，後にな

ってそれを陽子の電荷と決定し直した。両者は大きさの点では同じだが，これは原理

的な問題なのだ。 

  2 つの高密度の気体渦の相互作用について検討しよう。そのような気体渦であるの

は陽子である。2 つの陽子は，相接する流れが反平行となるようにのみ結合すること

ができる。これは，そのような相互配置のみ安定的となり，この系の最小エネルギー

に対応するということに関係している。 

  2 つの渦の間における圧力は次の大きさだけ低下する。 

ここで𝜌はエーテルの密度； 𝑣は陽子の表面上におけるエーテル流の速度である。そ

の外圧は 2 つの渦を互いに押し付け合わせる。 

  核子の相互作用エネルギーを知り，距離についての導関数，すなわち勾配を取り，

また核子の大きさを知ることにより，圧力差は2 ∙ 1032 Paであるという結果が得られる。

これこそがエーテル中における圧力の下限である。地球表面上における空気の場合，

その圧力は105 Pa，すなわち 1 気圧であることを考慮すると，それはきわめて大きな

値である。 

∆𝑃 =
𝜌4𝑣2

2
= 2𝜌𝑣2  

I.S グロメカ 
1851~1889 

A.S.プレドヴォジテレフ 
1891~1973 
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  その下限をさらに 5 桁だけ上げる必要がある。なぜなら，陽子の密度はその下限値

の範囲内に収まらないからである。 

  次に進もう。電場がどのような構造になっていようと，電場全体は運動するエーテ

ル細流［訳注］から成り立っている。それゆえ，電場の比エネルギーの比と運動するエー

テル細流のエネルギーの比を比較すると次のようになる。 

ここで𝑤epは陽子の電場の比エネルギー； 𝜀0は真空の誘電率；𝐸は電場強度； 𝑤cは陽

子の周りにおけるエーテルの円周運動の比エネルギー； 𝜌etはエーテルの密度；𝑣cは陽

子の周りにおけるエーテルの円周運動の速度である。 

  これより，𝜀0と𝜌etのべき指数は等しいので，次のようになることが直ちに分かる。 

これは静止エーテル理論に関する A.フレネルの見解（1818）と完全に一致している。

まさにこのことから，電場強度は物理学的にはエーテル流の速度の形で表されるとい

うことが導き出される。ただし，実は，それがどういう速度かはここからは導き出さ

れない。その速度は何種類かある。 

  さらに，エーテルのそれ以外のすべてのパラメーターは，普通の気体力学の公式に

よって見出される。私は，それらすべての公式を様々な出典から収集しなければなら

なかった。どうしたわけか，この作業は今まで誰もやっていなかったからだ。エーテ

ルのそれ以外のパラメーターの数は 10 で，さらにアーメル（エーテルの要素）のパラ

メーターの数は 5 であることが判明した。 

  もちろん，これは基本パラメーターのみであり，それらの計算は 1 桁の精度，ある

いは 1 桁ですらない精度で行われたものにすぎない。しかし，それらはエーテルにつ

いての気体状媒質としての理解を完全に与えているという点ではそれでも十分である。

将来，これらすべての計算は再検証され，精緻化されされなければならない。 

  パスカルで表されている圧力と，ジュール毎立方メートルで表されているエーテル

の熱運動の比内部エネルギーは同じものであり，異なる単位で表されているにすぎ

 
［訳注］ 「細流」は英語の«stream»に相当するロシア語の仮訳であり，1 つの流れを構成している諸部分

の細い流れを意味している。 

𝑤ep =
𝜀0𝐸2

2
  

𝑤c =
𝜌et𝑣c

2

2
  

𝜀0 = 8.85 ∙ 10−12 F ∙ m−1 = 𝜌et = 8.85 ∙ 10−12 kg ∙ m−3  

反平行スピンのときの核子間の距離に対する核子間相互作用 
（陽子-陽子および陽子-中性子相互作用）エネルギーの依存性 

E, MeV 
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ないことに注意を払っていただきたい。 

 

地球近傍空間におけるエーテルの諸パラメーター 

パラメーター 値 測定単位 

エーテル全体 

密度 𝜌et = 8.85 ∙ 10−12 kg ∙ m−3 

圧力 𝑃 > 1.3 ∙ 1036 N ∙ m−2 

比エネルギー含量 𝑤 > 1.3 ∙ 1036 J ∙ m−3 

温度 𝑇 < 10−44 K 

第 1 音速度 𝑣1 > 4.3 ∙ 1023 m ∙ s−1 

第 2 音速度 𝑣2 = 𝑐 = 3 ∙ 108 m ∙ s−1 

温度伝導率 𝑎 ≈ 4 ∙ 109 m2 ∙ s−1 

熱伝導率 𝑘𝑇 ≈ 1.2 ∙ 1089 kg ∙ m ∙ s−3 ∙ K−1 

動粘性率 χ ≈ 4 ∙ 109 m2 ∙ s 

絶対粘性率 𝜂 = 3.5 ∙ 10−2  kg ∙ m−1 ∙ s−1 

断熱指数 1~1.4 - 

定圧熱容量 𝑐𝑃 > 1.4 ∙ 1091 m2 ∙ s−2 ∙ K−1 

定積熱容量 𝑐𝑉 > 1091 m2 ∙ s−2 ∙ K−1 

アーメル（エーテルの要素） 

質量 𝑚am < 1.5 ∙ 10−114 kg 

直径 𝑑am < 4.6 ∙ 10−45 m 

単位体積当たりの個数 𝑛am > 5.8 ∙ 10102 m−3 

平均自由行程 𝜆am < 7.4 ∙ 10−15 m 

平均熱運動速度 𝑢am ≈ 5.4 ∙ 1023 m ∙ s−1 

 

また，エーテルにおける第 1 音速度は光速度の何倍も大きいことにも注意を払おう。

このことは誰も驚かせないはずである。ピエール＝シモン・ラプラスは既にこのこと

を知っていて，1787 年にパリで出版されたその論考『世界体系の解説』において，月

の永年運動の分析にもとづいてこのことを我々に報告している。彼は，重力の伝播速度は

光速度の 5000 万倍以上（！）であることを認めることを余儀なくされた。そしてこのこ

とは，現代の天体力学の経験全体によって裏付けられている。なぜだろうか？ それは，

天体力学のすべての計算は静力学の公式にもとづいているからだ。それらの公式にはポ

テンシャルの遅れは存在しない。つまり，それらはそもそも重力の瞬時の伝播，あるいは

それと同じことだが，無限大の速度を想定している。我々のデータによれば，重力の伝播

速度，すなわち第 1 音速度は光速度より 13 桁大きい。ここで，光速度より大きいいかな

る速度もあり得ないという相対性理論の公準にどう対処すればいいのか？ どうしよう

もない！ それらの公準は投げ捨てる必要がある。そして，そんな公準に二度と戻っては

ならない。 

  さらにもう 1 つの事情に注意を払おう。巨大なエネルギーを持っている竜巻は木々を

根こそぎもぎ取り，建物を持ち去り，ありとあらゆる乱暴狼藉を働く。しかし，竜巻のエ

ネルギーの基礎には空気の熱エネルギーが横たわっている。それは105 J/m3である。とこ

ろが，エーテル中のそのエネルギーは2 ∙ 1032 J/m3以上に達する（実は，それは1.3 ∙ 1037 J/

m3を超える――筆者追記）。ところで，人類全体がその必要全体――産業，輸送，生活，

等々――を満たすために消費しているエネルギーは 1 年間にわずか1022 Jにすぎないの
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だから， 1 m3（！）のエーテルのエネルギーがあれば，人類全体に何千万年もエネルギ

ーを供給するのに十分である。1 m3だ！ そのエーテルが宇宙空間全体を満たしていると

いうのに，誰もその研究をしようとしない。なぜなら，自然界にエーテルは存在しないと

決定されたからだ。今から 100 年前，セルビアの偉大な電気工学者ニコラ・テスラが，

そのエネルギーを利用することが可能であることを示したにもかかわらず。実は，彼が自

動車でエーテルエネルギーを利用し，その自動車が時速 150 km で走ったとき，彼の親友

で同志だった石油王で鉄鋼王のモルガンが彼をアメリカから追い出し（その後テスラは

アメリカに戻ったが），彼の研究室を破壊したため，これをもってテスラの研究は終わっ

た。 

  我々はエネルギーの海の中に存在している。その中の各空間地点には事実上無限量の

エネルギーが存在しているのに，我々は石油をめぐって絶えずいがみ合っている。そのエ

ネルギーをどうやって手に入れるかは，別の問題だ。しかし，自然そのものは竜巻も，球

雷も作る能力を持っているではないか！ ところで私は，ある研究所で，化学的方法にも

とづいて球雷を作る方法を開発したという話をテレビで聞いたことがある。実は，その方

法の技術特性は良くないのに，その研究に対する助成金を，彼らは何と沢山受け取ってい

ることか！ 

  言うまでもなく，我々が計算によって得たオーダーはショッキングだ。例えば，電

子の直径に対するアーメルの直径の比は，銀河の直径に対する電子の比と同じだ。し

かし，私は何ということをすることができるのか！ これが計算というものなのだ。 

  「その計算はおかしい」と，私に言う人がいる。そういう人に，私はこう質問する。

「1 cm3の体積中に，原子は1023個存在する。これをどう思う？」「これは正しい計算

だ」，と彼らは言う。「その通り。そっちも正しいし，こっちも正しいのだ。これに慣

れたまえ！」 

  私は，誰かがエーテル動力学を最終審における真理として受け止めることをけっし

て望まない。とんでもない。これは進むべき道の始まりにすぎないのだ。だから私は，

自分を第一発見者とはまったくみなしていない。 

  あるとき，ユーリー・コンスタンチノヴィッチ・ジディク［訳注］がドゥブナから私に

手紙を送ってきた。実は，彼はその論文においてエーテルという言葉に一度ならず言

及していたのだが，彼はその手紙で，私がエーテルに関する発見のオーサーシップを

放棄し，この問題における彼のプライオリティーを擁護するために闘い始めることを

要求していた。 

  私は彼に次のような返信を送った。私は自分のオーサーシップをまったく主張して

いない。しかしまた，彼のプライオリティーのために闘うこともしない。ただし，デ

 
［訳注］ Yu.K.ジディク（Yuriy Konstantinovich Didyk）はドゥブナ合同原子核研究所の研究員（おそらく

1999 年に死去した物理学者）と思われるが，経歴や研究業績は未詳である。 

ピエール=シモン・ラプラス 
1749~1827 

ニコラ・テスラ 
1856~1941 

ジョン・ピアポント・モルガン 
1867~1943 
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モクリトスのプライオリティーのためなら，闘う価値はある。なぜなら，原子という

言葉も，アーメルという言葉も，我々は彼から受け取っているからだ。あるいはタレ

ス，あるいはメディア王国のマギやエジプトの神官たちのプライオリティーのためな

ら，私は闘う。その私に対して，いかなる要求をすることができるだろうか？ その後，

我々が出会ったとき，彼は私に，あのとき自分は少々頭がカッカしていたのだと言っ

た。そしてそ我々はこの問題について，それ以上話し合ったことはない。 

  ここにはプライオリティーはない！ これは，古代から走り始め，これからもさらに

長く走り続けるリレーレースなのだ。 

  さて我々には，今や，気体にはいかなる運動形態があるのかを検討する可能性が現

れた。気体には，きわめて具体的な運動の形態と種類が存在することが分かっている。

それらの形態と種類についても，これまで，それに関するデータを収集して総括する

作業を誰もやったことがなかった。私はそれを自分でやらなければならなくなった。 

  すべての種類の気体運動の基礎には気体分子の並進運動が横たわっている。エーテ

ルの場合，アーメルが分子に相当する。並進運動は，あるアーメルとのある衝突から

別のアーメルとの別の衝突までの間，等速運動である。しかし，ある気体バルク［＝気

体の体積要素］は既に 3 種類の運動を持っている。それは拡散運動，並進運動および回

転運動である。 

 

 

 

 

 

 

アーメルの運動，エーテルの運動の形態と種類 

  エーテルの拡散形態の運動は，あらゆる気体と同様に，3 種類の運動，すなわち密

度の輸送，運動量の輸送およびエネルギーの輸送を生じさせる。 

  エーテルの並進形態の運動は，2 種類の運動，すなわち層流（風タイプ）と縦振動

流（音タイプ。弾性率の範囲内におけるもの）を生じさせる。 

  エーテルの回転形態の運動は，2 種類の運動，すなわち開いた回転運動（竜巻タイ

プ）と閉じた回転運動（トロイドタイプ）を生じさせる。 

  基礎的な種類の運動は全部で 7 種類ある。今挙げた運動の種類は，あれこれの物理

的相互作用，物理的な場および現象に対応する，組み合わされた運動の種類の幅広い

スペクトルを与えることができる。それ以外にも，相異なる形態と種類の運動を持っ

ているエーテル流同士の相互作用を考慮すると，相互作用のバリアントの数は大きな

ものになる可能性がある。 

  しかし，すべての種類の運動の中で，高密度化された気体をある一定の体積中に保

持する能力を持っているものは，ただ 1 種類のみ，すなわち閉じた渦であるトロイド

のみであり，それ以外はない。トロイドが高密度気体を保持する理由は，トロイドの

周りには境界層が形成されることにある。境界層中では密度，速度，圧力，温度およ

び粘性の低下が生じている。だから境界層は，まるで装甲のように，高密度気体を四

散させない。竜巻の中でもそれと同じことが起きている。竜巻の表面上には，竜巻の

直径が数十 m のとき，厚さ 1 cm 未満の薄い層が見られる。それは境界層に他ならな

い。だから，もし牛が竜巻中に入り込むと，竜巻自体が崩壊しない限り，牛はもはや

アーメルの等速並進運動 

 

気体の 

拡散運動 

気体の 

回転運動 

気体の 

並進運動 

気体の要素の運動 

気体の体積要素の運動 
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そこから逃げ出すことはできない。 

  物質なしではいかなる場も得られないことを我々は知っている。その結果として惑

星，あるいは任意の物体が出現するような仕方で，重力を創出することはできない。

しかし，物体が存在していれば，直ちに重力が出現する。定常磁場を用いて導体中に

定常電流を創出することはできない。しかし，導体中に定常電流が流れれば，直ちに

その周りに磁場が出現する。だから，常に物質が一次的なのであって，物質によって

形成される場は常に二次的なのである。 

  このように，我々は，その中においてエーテルが高密度化されている唯一の形態を

持っている。そして我々は，物質の基礎に横たわっている唯一の微粒子を持っている。

それは陽子，あるいは中性子である。中性子も同じ陽子であるが，しかし若干膨張し

た境界層によって取り囲まれている。このことは，我々には，陽子の構造を検討する

可能性が現れつつあるということを意味している。陽子は他ならぬエーテルのトロイ

ダル渦でなければならない。なぜなら，容認し得るそれ以外の形態は存在しないから

である。 

**************************************************************************************** 

エーテル動力学 

 

 

 

 

 

エーテルに関する理論とモデルの欠点 

 

 

 

 

その原因 

 

 

 

 

エーテル動力学の方法論 

主な前提 

 

 

 

 

主な結果 

 

 

 

**************************************************************************************** 

 

「私は物理学の未来を力学的諸理論の継続のうち

に見ている。」 

アベル・レイ［Abel Rey］（V.I.レーニン『哲学ノート』） 

問題の検討範囲

の狭さ 

エーテルの物質*からの

物質の物質*の切り離し 

エーテルの性質

の理想化 

物質素粒子に関す

るデータの欠如 

気体力学の細部の検討

不足 

物理理論からの

エーテルの排除 

現象の定性的理解

の可能性 

微視的世界と巨視的世

界の現象の一般化 

普遍的物理不変

量の決定 

物質*的形成物の階層

構造 

巨視的世界の法則の

微視的世界への適用 
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  今日はここまでにしましょう。ご質問をどうぞ。 

質疑応答 

  質問  エーテル中における横振動の伝播を，あなたはどのように説明することがで

きますか？ 

  回答  横振動は，物体の境界，相異なる密度，そして力の勾配が存在する所で発生

することが可能です。それが存在しない場合には，任意の連続媒体中において横振動

は発生しません。すなわち気体中，つまりエーテル中においては，それは発生しませ

ん。そこでは，そのような横振動はけっして存在し得ません。実は，レイリー波，分

子の回転波が存在します。しかし，分子の回転波は最大でも分子間距離の 4~5 倍しか

伝播しません。気体中にはこれも存在しません。このことは，エーテルにおける横振

動と一般にみなされているものは，そのようなものではないということを意味してい

ます。それが何なのかについては，我々はこの後の講義で検討することにしましょう。 

  運動する気体トロイド中におけるエーテル運動，すなわちトロイダル運動と円周運

動［訳注］は，両方とも運動方向に対して垂直であることに注意してください。おそらく，

トロイドが横振動と勘違いされているのでしょうが，それは振動ではありません！ 

  なぜそんな勘違いが起こったのでしょうか。昔から今に至るまで，トロイダル運動

の問題に人々が取り組んでこなかったからです。是非これに取り組む必要がありま

す！ 

  質問  量子力学の不確定性原理は，あなたの理論体系の中ではどのように見えるの

でしょうか。 

  回答  量子力学の不確定性原理は，自然全体は電磁量子のような仕組みになってお

り，量子力学の法則は自然全体のすべてのものに対して適用されるという理解から生

まれました。実際には，それは便利な数学的手法にすぎません。私は，それは疑う余

地のない空理空論だと言いたい。しかしなんと，これが一貫した哲学とされているの

です！ 

  1920 年代末，ヴェルナー・ハイゼンベルクによって統一的プログラムが提唱されま

した。彼はこう提案しています。「本論文においては，量子力学の基礎を見出す試みが

行われる。その試みは，原理的に観測可能な量から出発する」。そのときには「これま

で観測不可能であった量を観測しようという希望は，完全に捨てた方が良い」。そして，

このプログラムが実行されたのです！ その先，我々は自然の深奥に進入することが

できないことが判明しました。なぜなら，現在観測不可能な量は最初から拒絶され，

放棄されたからです。不確定性原理全体は，まさにここから生まれました。そこで，

例えば気体トロイドにおける境界層はぼやけており，明確な境界を持っていないこと

を考慮すると，我々は実験において，他ならぬその観測不可能性全体の裏付けを得る

ことになります。そしてさらに，あらゆる測定は測定量の中に誤差を持ち込むのだか

ら，我々はそこに何が存在しているかを知ることは原理的にできない，つまりそもそ

も測定に取り組んではならないということになります。測定方法が改善されるもので

あることには，注意が払われていなかったのです。 

 
［訳注］ この訳文における「円周運動」や「円周速度」などの用語の「円周」のロシア語 «кольцевой» 

は«circular, ring, circumferential»などに相当する。これらの用語は「トロイドの小円周方向の運動/速

度」，すなわち「ポロイダル運動/速度」を意味するものと思われるが，原文では「ポロイダル」という

用語は使われていない。「円周」以外のより適切な訳語があるかもしれない。  
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ドイツの物理学者マーデルング［Erwin Madelung］［訳注］の 1940 年の論文「量子力学の

流体力学的解釈」は非常に興味深い論文です。彼は，すべての量子力学的関係式は普

通の流体力学によって簡単に説明されることを発見しました。彼はおおよそ次のよう

なことを書いています。「もし私がエーテルは存在しないことをまったく知らなかっ

たとしたら，私はエーテルは存在すると考えたはずだ。だから私は，どう考えるべき

かを知らない」。彼には，その先進むべき道は与えられませんでした。 

  しかし今では，圧縮性気体の運動学は量子力学のすべての関係式の中に直接的に収

まることが判明しています。それにはパウリの関係式𝐸 = ℎ𝜈も含まれます。この式に

周波数𝜈は 1 乗の形で含まれており，かつてはこのことが誤解を引き起こしていまし

た。なぜなら，周波数𝜈が 1 乗なのは固体の場合であることを忘れて，1 乗でなくて 2

乗でなければならないと思っていたからです。当時は，気体には誰も取り組んでいな

かったのです。 

  ハイゼンベルクの不確定性原理について言えば，今日，我々は，長い間物質*の認識

の道における障害物となっていた不確定性原理に注意を払うことなく，より遠くへ前

進することが可能であることを，エーテル動力学は一義的に示しています。そもそも，

数学者たちが自分たちは自然を構築することができると思い込んだことが，すべての

思い違いの始まりでした。 

  質問  自然法則の解明の方法論というものは存在するのでしょうか？ 

  回答  私はその方法論を，これまでの講義において既にある程度まで皆さんにお示

ししたつもりです。しかし，我々はこの連続講義の一番最後の回で，物理学だけでな

く，技術や社会学にも適用される体系的・歴史的方法について検討する予定ですので，

この問題については，そのときに議論することにしましょう。 

  質問  保存則についてはどうお考えですか？ あなたは保存則を否定しないのです

か？ 

  回答  私は保存則を否定しないだけでなく，それらに体系性を与えようと試みてい

ます。そのためには，再び不変量の問題に戻る必要があります。ただし，保存則につ

いての検討は，直接観測可能な現象の枠内にとどまることなく，物質*の階層構造を考

慮に入れて行う必要があります。ポテンシャルエネルギーが考慮されているときには，

それはある程度までなされます。 

  我々には，質量保存則があります。この保存則の場合には，核反応における質量欠

 
［訳注］ マーデルングについては，訳者のサイト（2 頁）に掲載されている L.A.シピツィン『電気力学と

量子力学の流体力学的解釈』を参照されたい。この邦訳版には，M.ヤンマー『量子力学の哲学』の中の量

子力学における流体力学的解釈に関する一節全体が付録として収録されている。 

エルヴィン・ 
マーデルング 

1881~1972 

ヴェルナー・ 
ハイゼンベルク 

1901~1976 

ヴォルフガング・ 
パウリ 

1900~1958 
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損とは，質量がエネルギーに変換することではけっしてなく――それはそもそもあり

得ないことです――，質量が物質的組織化レベルからエーテルレベルに移行すること

であることが考慮されているのであれば，万事オーケーです。我々には，運動量保存

則，エネルギー保存則および角運動量保存則という運動の 3 つの保存則があります。

ここでも万事オーケーです。ただし，その解釈においては若干の整理を行う必要があ

ります。ところで，我々には空間保存則は存在しませんし，時間保存則も存在しませ

ん。しかしこれらは必ず存在しなければなりません。私はそれらを定式化しようと試

みたことがあります。何かは得られたのですが，私自身，それが気に入りませんでし

た。明瞭さが欠けていたのです。これらの保存則については，別途特別に研究する必

要があります。あと，例えば電荷保存則はその原理において間違っています。なぜな

ら，電荷というものは個別的現象であり，個別的運動形態であるからです。すなわち，

電荷をめぐっては，何らかの段階でメタモルフォーゼが起こっている可能性があるの

です。では，バリオン荷の保存とはいったい何なのか，これはそもそも誰も知りませ

ん。等々といった問題があります。これらすべてについて研究する必要があります。

もしかしたら，哲学者たちがいつかこれに着手するかもしれません。 

  質問  あなたはどういう単位系を使って仕事をされていますか？ 

  回答  私は SI 単位系だけを使って仕事をしており，みんなにこれを推奨していま

す。この単位系は，単位の分数指数についに決着を付けることができました。ただし，

SI 単位系は，電磁単位の部分においては完璧の域には達していません。そこで私は，

それを完璧にしようと骨を折りました。この問題には，それ以前のある歴史がありま

す。 

  そう遠くない昔，3 つの単位系が存在していました。そのうち，CGS 静電単位系で

は，誘電率は無次元単位として取られていました。CGS 電磁単位系では，透磁率がや

はり無次元単位とされていました。ガウス単位系では，電気量は CGS 静電単位系で計

算され，磁気量は CGS 電磁単位系で計算されていました。すべて大変良く出来ていま

した。おまけに，例えばグラムが 1/2 乗になっているといったように，すべての次元

において分数指数が現れていました。 

  グラムの 2 乗根とはいったい何なのか，どなたか説明できますか？ これは，一番

最初に誘電率が抽象的な無次元単位と等しいとみなされ，それによって物理的意味を

完全に奪われたことの結果として現れたのです！ 透磁率もそれと同じです。そのた

め，長い間存在していた CGS 静電単位系，CGS 電磁単位系およびガウス単位系はいか

なる物理的意味も持っておらず，このことが電気工学における物理過程を理解する上

で深刻な障害になっていました。それに対して，SI 単位系はそれらの問題を解消しま

した。ところが実は，完全にではありませんでした。 

  SI 単位系においても万事オーケーというわけではありません。最初の 3 つの単位，

キログラム，メートルおよび秒は事実上普遍的物理不変量に立脚しています。ところ

が 4 番目のアンペアは，カンデラ，ケルビンおよびモルと同様，普遍的物理不変量に

立脚していません。しかし今や，アンペア自体が MKS の次元を持っている以上，アン

ペアを置き換えることにより，すべての電磁単位を SI 単位系に変換する可能性が現れ

ました。アンペアの次元はkg ∙ s−1であることが判明したので，今や我々は，アンペア

がその居場所を持っている単位の次元にアンペアを置き換えることにより，それぞれ

の電磁量に物理的意味を取り戻すことができるようになりました。そしてこのことは，

例えば，今までとは異なった電流の概念をもたらしました。電流とは，電子の移動だ

けでなく，電子のスピンの方向転換でもあること，そして電子の移動が導体の加熱や
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コンデンサーの電荷を受け持っており，スピンの方向転換がすべての磁性発現を受け

持っていることが判明したのです。こうして，すべてがあるべき所に収まり，明瞭な

物理的意味を獲得しました。 

  カンデラとケルビンについて言えば，それらはエネルギーの意味を持っているので，

必要なのはそれらを基本単位から組立単位に移すことだけです。モルは自分の元々の

場所にとどまることができますが，単純な量的な意味（個数）を持つことになります。 

  では，これでおしまいです。2 週間後にまたお会いしましょう。 
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物質はどんな仕組みになっているか？ 陽子，中性子，原子核および原子の 

構造 

2000 年 10 月 29 日 

  今日は，物質とは何かについて検討しよう。 

  前回私は，ただ 1 種類の気体運動――トロイダル運動――，すなわち，閉じて環に

なっている渦であるトロイドのみが，閉じた空間の中に高密度気体を保持する能力を

持っており，それ以外の運動はその能力を持っていないという話をした。高密度気体

は四散しない。境界層によって囲まれているからだ。気体力学においては，このこと

はよく知られている。 

  そもそも我々は，普通の気体力学の原理にもとづいてエーテルの研究をしている。

普遍的物理不変量からは，それは完全に妥当で正しいやり方であるということが導き

出される。ここでの困難はただ 1 つ，気体力学自体には実に驚くほど沢山の見落とし

があり，そのため，まったく自明な事柄が検討されていないということだ。私は研究

を進める中で，そのような事柄について，可能な限り徹底的に検討せざるを得なくな

った。 

  普通の気体渦，例えば竜巻の中に入り込んだすべてのもの，例えば牛は，高い回転

速度にもかかわらず，竜巻本体の中にとどまり，そこから飛び出すことはできない。

渦本体の内部においては，圧力は，牛を渦の中心方向にではなく，渦の壁の内部に向

かう方向へ押し入れるように分布している。牛はその内部にも入り込まない。 

  一目瞭然たる面白い実験がある。 

  下から上へ噴き上がる水の噴流上に鋼球を置くと，鋼球は流れの外へ飛び出さない

だけでなく，それをそこから押し出そうとするあらゆる試みに抵抗する。鋼球を押し

出そうとすると，それはあくまでも流れの真ん中の方へ突進する。なぜだろうか？ 答

上へ噴き上がる水の噴流上における鋼球の保持 
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えはきわめて単純だ。鋼球を押し出そうとするとき，鋼球の一方の側では，噴流はそ

の周りを流れ過ぎることをやめ，したがってそこには完全な大気圧が存在するのに対

し，鋼球の他方の側では，鋼球の周りを噴流が流れ過ぎており，したがってそこの大

気圧はより小さくなる。そこで鋼球は逆の方へ，圧力均衡点に向かって突進するのだ。 

  自然界には，存在している場の結果として物質が出現するような例，例えば未知の

方法によって重力場が創出され，その結果として惑星が出現するといった例は存在し

ないことに皆さんの注意を促したい。しかし，それとは逆の例はいくらでも存在する。

惑星が存在すれば，その周りに重力場が即座に創出される。定常磁場を用いて導線中

に定常電流を創出することはできない。そしてここでもまた，電流，すなわち電子の

移動が存在すれば，即座に定常磁場が出現する。我々は電場を用いて電荷を創出する

ことはできないが，電荷が存在すれば，その周りには既に電場が存在している。すな

わち，いかなる場合にも，物質が一次的であり，それによって創出される場は二次的

なのだ。そしてこのことは，最初に研究しなければならないのは物質であり，それに

よって創出される場の研究はその後にしなければならないということを意味している。

我々はそうすることにしよう。 

  エーテルの運動のすべての種類のうち，微視的世界の粒子の基礎である陽子と同一

視することができるのはトロイダル運動のみである。ここから，陽子はエーテルのト

ロイダル渦であるという唯一の結論を下すことができる。なぜ陽子なのか？ なぜな

ら，中性子はそれと同じ陽子であるが，しかしエーテル境界層によって取り囲まれて

おり，その境界層が，円周運動が外部媒質中に出ることを抑止しているからである。

そして任意の原子中において，陽子と中性子の合計質量は電子の質量のほぼ 4000 倍

を占めている。すなわち，何よりもまず解明しなければならないのは陽子の構造であ

る。そしてそれはエーテルのトロイダル渦なのだ。 

  さて，トロイダル渦はかなり簡単に形成されるとすぐに言うことができる。会場の

皆さんに質問したい。1 滴のインクが水中に落ちたら，その滴には何が起こるだろう

か。ほら，ここに水がある。え，聞こえない！ すぐに水に溶けるって？ 間違い。コ

ップの底まで降りて行き，それから底に沿って広がっていくって？ これも間違い。で

は，実際にやってみよう。 

  高さ 2~3 cm の所からピペットでインク 1 滴を水中に落とそう。見てのとおり，滴

は水に溶けず，底まで降りて行きもせず，その代わり，すぐにトロイダル環が形成さ

れている。注意して見てほしい，この環は自分自身から 5 つのミニ竜巻を放出してい

る。それらの竜巻のそれぞれの末端では，より小さいサイズのトロイダル環が形成さ

れていて，そのようなそれぞれの環からはいくつかの竜巻が放出されている。それら

の末端でも，さらに小さいサイズの環が形成されている。こうして，5~6 回分裂して

いる。もちろん，それから先は，それらすべては四方へ広がり始めている。 

  

滴が落下したときの液体中におけるトロイダル渦環の形成と分裂 
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  気体の場合にも，原理的にはそれと同じことが起こる。ただし，液体の場合とは異

なり，気体のトロイダル渦は分裂するだけでなく，圧縮されるという違いがある。そ

れ以外は同じだ。そして渦形成が始まるためには，気体の細流同士が無秩序に衝突す

るだけで十分だ。そのとき，細流と細流の間を区分している境界層は丸くなり，トロ

イダル渦が形成される。もちろんそのためには，気体の細流は十分高い速度を持って

いなければならない。この過程は，渦巻銀河の核の中でも生じている公算が大きい。

しかしこれについてはこの先の講義で検討することにしよう。 

  トロイダル渦について検討する際は，まず最初にトロイダル渦の一片を，線状渦の

一部分として検討する必要がある。何よりもまず，そのような渦の中心には，より低

い圧力が形成されることに注意を向けよう。なぜか？ なぜなら，渦は回転しているた

め，すべての気体分子は中心から周縁に向かって飛び出そうとしているからである。 

  しかし，周縁は外圧によって圧縮され，こうして壁が形成される。壁の中の気体の

密度は，自由空間中における同じ気体の密度より大きくなっている。 

  そもそも気体渦が外圧によって圧縮されるのはなぜなのか？ ここでもすべては単

純だ。それは要するに，その中では分子が互いに接しており，互いの間で結合してい

る液体の場合とは異なり，気体中の分子は自由で，衝突し合っており，互いの周りに

引き留められていない。だから，渦の表面上の気体分子は遠心力と内圧によって外へ

追いやられる。しかし，遠心力と内圧の合計が外圧を上回っていない場合には，気体

分子が外へ出ることを外圧が許さない。その合計が外圧を上回っている場合には，表

面層は飛び去り，その中の内圧の合計が外圧より小さい層だけが後に残る。そのとき，

外圧が渦本体を圧縮し始める。しかしそれと同時に回転速度が増大し，それによって

遠心力が増大するが，しかし内圧が減少するため，再び非平衡状態が訪れる。圧縮は，

渦の壁の中の密度がある臨界値に達し，平衡状態が訪れるまで続く。 

  このすべては何のエネルギーによって生じるのだろうか？ それは外圧のエネルギ

ー，すなわち，渦の外部の空気分子の熱エネルギーだ。このように，竜巻の創出に対

しては惑星の大気全体が働いている。そして全体的なエネルギー収支は保存されてい

る。ただしここでは，竜巻を切り離して検討するのではなく，竜巻-大気系全体を検討

しなければならない。そうすれば，ここには保存則のいかなる破れもない。 

  2 つの事情に注意を払うべきである。1 番目の事情は，ここでは，あらゆる過程にお

けるようなエネルギーの拡散ではなく，逆に集中が生じているという点だ。これは反

エントロピー過程なのだ。宇宙はこの過程のおかげで永遠に存在している。過去にも

未来にも，宇宙には始まりも終わりもなく，いわんや熱的死などない。 

  2 番目の事情は，形成された渦は，誕生時に持っていたエネルギーを何倍も上回る

運動エネルギーを持つようになるということだ。 

気体流間の境界層の不安定性： 矢印は流れの方向を示している。圧力が他より
高くなっている領域は+記号で示されている。数字は過程の発展段階である。 
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  ちょっとした計算をやってみよう。直径 1 km の地面上で速度 1 m/s の微風が吹き，

そのとき地面は太陽によって温められているので，空気は地面の上方へ昇って行き，

渦が形成され始め，圧縮されて直径 10 m に達したとしよう。角運動量保存則に従い，

渦の周縁上の速度は 100 倍，エネルギーは 1 万倍まで増大した。竜巻はまさにここか

らエネルギーを取り，そのエネルギーが建物を破壊し，古木を根こそぎに引っこ抜く

のだ。 

  渦の表面上の圧力の均衡は，いつ訪れるのだろうか？ それは，渦本体の表面温度が

周囲媒質の温度より低くなったときにのみ訪れる。こうして均衡が生まれる。しかし

ことのことは，渦本体の回転運動エネルギーには，渦自体の気体の熱エネルギーも寄

与しているということを意味している。 

  運動する板が液体または気体中に存在しているとすると，板に接している液体また

は気体は板によって引きずられる。その板から遠ざかる方向に，ゼロに至るまでの速

度分布が始まる。そのとき，面積𝑆の板は，絶対粘性率𝜂の媒質に対するニュートンの

法則に従い，力𝐹𝑥に打ち勝たなければならない。すなわち 

  板がそれと同じ粘性媒質の流れの中に存在している場合には，板は，今度はその面

積に対して垂直に作用する力を受けることになる。ただし，その力に関する表式はニ

ュートンの法則にきわめてよく似ている。 

  さて，今やこれにもとづいて，粘性媒質の中で回転している 2 つの円柱を例に取っ

て，2 つの円柱形渦の相互作用について検討することができる。 

  2 つの平行な回転円柱が互いに近くに配置されている場合には，それらの円柱の相

互作用は互いに対するそれらの回転方向によって決定される。2 つの円柱の間に対称

面を置くと，それらの円柱が自分の回転によって気体を自由空間から，円柱の表面と

対称面の間の領域に追い込むことが容易に分かる。気体は密度を，したがってまた慣

性を持っていることを考慮すると，気体がその中間領域中で急速に運動するためには，

𝐹𝑥 = −𝜂𝑆
𝑑𝑣𝑥

𝑑𝑦
  

𝐹𝑦 = 𝜂𝑆
𝑑𝑣𝑥

𝑑𝑦
= 𝜂𝑆 grad 𝑑𝑦𝑣𝑥  

ニュートンの法則による運動する板の粘性媒質による引きずり 

粘性媒質の流れの中に置かれている板に作用する横方向の力の発生 
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気体を圧縮する必要がある。このことは，円柱と対称面の間の中間領域中の気体の密

度は自由空間中の気体の密度より高くなり，このことが気体の温度と圧力を上昇させ

るという結果をもたらす。 

  2 つの円柱が反対方向に回転している場合には，それらの間の中間領域においては，

速度勾配はほとんど存在せず，回転する円柱によって中間領域に追い込まれる気体の

流れは圧縮され，温度が上昇し，これによって円柱と対称面の間の中間領域中の気体

の圧力は増大する。この場合には，2 つの円柱は互いに斥け合うようになる。 

  しかし，2 つの円柱が同一方向に回転している場合には，それらの間で速度勾配が

形成され，温度が低下し，その中間領域中の圧力が低下し，2 つの円柱は互いに引き

付け合い，次に互いの周りを回転し始める。 

  同一方向に回転している 3 つの円柱の場合を検討すると興味深いことが分かる。そ

れらのうち 2 つの円柱は互いに近い所にあり，3 番目の円柱は少し離れた所にある。 

  最初の 2 つの円柱は外部空間中に共通の流れを創出するので，3 番目の円柱はそれ

らの方へ引き付けられ始め，次に，2 つの円柱の間のくぼみに達するまで，それらの

周りで転がり回る。そのくぼみは，3 番目の円柱にとっては現実のポテンシャル井戸

なのだ。粘性と関係する力が，そのくぼみから脱出ためには不十分な場合には，3 番

目の円柱はそこにとどまる。 

  気体渦のエネルギー論に戻ろう。 

  既に述べたように，太陽が直径 1 km の土地を温め，空気流が上昇すると，その空

気流の境界上では圧力が低下し，外圧がその流れを圧縮し始める。しかし，それと同

時に流れの周縁に沿って速度 1 m/s の微風が吹くと，渦が，そして竜巻，つまりきわ

めて強い渦さえもが形成され始める。外圧が渦を 100 分の 1 に圧縮し，その直径が 10 

3 つの回転円柱の相互作用 

(a) (b) 

2 つの円柱形気体渦の相互作用：(a)反対方向に回転する渦； (b)同一方向に回転する渦 
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m になると，渦の周縁上における空気の速度は 100 m/s に達し，流れのエネルギーは

1 万倍に増大する。そんなエネルギーはどこから現れたのか？と尋ねたくなる。 

  周知のように，我々には 3 つの運動保存則がある。すなわち，運動量保存則（賢い

物理学者たちはこれを力積保存則，つまり力とその作用時間の積の保存則と名付けた。

しかし，運動質量中には質量と速度が存在するのであって，力とその作用時間は存在

しない），エネルギー保存則および角運動量保存則だ。 

  質量の曲線運動において半径が減少したとしよう。そのとき，角運動量保存則によ

れば，速度が増大しなければならない。しかしその場合，運動量保存則とエネルギー

保存則はどうするのか？ それらの法則は明らかに破られている。逆に，半径が減少し

たにもかかわらず，速度が保存されると仮定しよう。その場合，角運動量保存則はど

うするのか？ 

  実は，ここにはいかなる矛盾もない。それはただ単に，ここでは，1 種類の運動で

はなく，曲線軌道に沿った質量の運動の 2 つのバリアントが生じているということに

すぎない。驚いたことに，力学が存在した 300 年間全体を通じて，これら 2 つのバリ

アントが並置されて検討されたことは一度もない。私はそれをいかなる場合にも，い

かなる所においても見たことがない。さあ，よく考えてみよう。 

  1番目の場合(a)においては，糸でつながれた質量の運動は円柱の周りで生じており，

半径が減少しているにもかかわらず，回転中心は円柱に沿って走り，各時点における

質量の軌跡は，それを引き留めている糸に対して正確に垂直である。軌跡への遠心力

のいかなる射影も存在せず，軌跡の半径が減少しているにもかかわらず，質量は加速

せず，各時点において速度は一定に保たれている。ここでは，運動量保存則とエネル

ギー保存則が妥当しており，角運動量保存則はここではまったく無関係である。 

  2 番目の場合(b)においては，運動は円周の周りではなく，中心の周りで生じており，

半径を減少させるためには力を加え，追加的エネルギーを消費する必要がある。ここ

では，その追加的エネルギーを考慮すると，3 つの法則全部が妥当している。 

  1 番目のバリアントを検証するため，我々は 2 個の鋼球をそれぞれ 1 本の糸で吊る

し，それらの糸を玉軸受式巻取装置上で引っ張り，同種の鋼球を水平糸上で円柱のう

(a) (b) 

(c) 

境界層 

抑制領域 

物体の回転： (a)円柱の周りの回転； (b)回転半径が変化するときの中心の周りの回転； (c)その

中で気体が回転半径を変化させながら運動している竜巻下部の構造［図中の𝑃𝑖は内圧，𝑃𝑒は外圧］ 
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ちの 1 つに固定し，その鋼球を釘の頭の上に正確に置いた［訳注］。 

  我々は 1 番目の鋼球を変位させ，リリースした。その鋼球が 3 番目の鋼球に衝突し，

3 番目の鋼球は釘の頭から飛び落ち，2 番目の円柱の周りを一回りして，2 番目の鋼球

に衝突した。2 番目の鋼球は変位した。そして我々は，その変位角が，我々が 1 番目

の鋼球を変位させたときの角度よりわずかに小さいことを確認した。それゆえ，1 番

目の場合に関するすべてのことが裏付けられた。 

  竜巻の場合には，まさに 2 番目のバリアントが生じている。竜巻では，回転中心と

なっているのは渦の中心であり，追加的な力となっているのは，外部の大気圧と，内

圧および遠心力の圧力の合計との間の差である。それゆえ，そのようなそれぞれの竜

巻に対しては，地球全体の大気が働いている。分子の熱運動エネルギー，すなわち圧

力のポテンシャルエネルギーは，渦の回転運動エネルギーに変換される。こうして，

すべての保存則が妥当していることが判明した。そしてこの問題において，ついに明

瞭性が得られた。 

  水は非圧縮性なので，水中においては以上のことは生じない。以上のことのすべて

は圧縮性気体の中でのみ生じることができる。 

  ところで，我々は気体のポテンシャルエネルギー，すなわち圧力を直接的に利用す

ることができないとしても，例えば気体中にタービンを突っ込めば，渦の回転運動エ

ネルギーを利用することができる。 

  気体中において我々が持つことができるのは 2 つの種類の勾配，すなわち温度勾配

と速度勾配のみであり，それ以外のいかなる勾配も存在しない。竜巻の表面上では，

我々はこれら両方の勾配を持っている。速度勾配は，外部媒質中において，渦が回転

し，それによって大気の隣接層が捕獲されることによって形成される。温度勾配は，

それを構成している分子の熱運動が渦の運動エネルギーに変換され，これによって大

気エネルギーが補充され，これまた同じ運動エネルギーに移行することによって形成

される。これらの勾配中に入り込んだ任意の第 2 の物体は，媒質の圧力差の作用を受

けることになる，なぜなら，その物体の両側では，媒質の圧力が異なっているからだ。

それに対し，液体中においては速度勾配のみが存在し，温度勾配は存在しない。液体

は非圧縮性だからだ。 

  さて，物質，すなわち陽子と同一視することができるのはトロイダル運動のみであ

るということから，今我々がしなければならないのは，他ならぬトロイダル渦につい

て検討し，トロイダル渦は周囲媒質のいかなる形態の運動を生み出すことが可能なの

かを決定することであるという結論が導き出される。 

  陽子――エーテルのトロイダル渦――とは，それ自体で閉じた，エーテルの線形渦

である。それは管であり，その内部のエーテルの圧力は自由空間中における圧力より

低くなっている。その原因は，第 1 に，その内部ではアーメルが回転遠心力によって

管壁の方へ追いやられていること，第 2 に，そこでは，あらゆるトロイダル渦の中に

おけるのと同様，温度，すなわちアーメルの無秩序な熱運動の速度が自由空間中より

低くなっていることである。 

  陽子中におけるエーテルの基本的運動は，あらゆる気体トロイダル渦の中における

のと同様，トロイダル運動である。ここでは，本質的重要性を持つある事情に注意を

払う必要がある。それは，トロイドの中心部の表面積が周縁部の表面積と一致してお

らず，後者の方が著しく大きいということ，すなわち，トロイダル運動中のエーテル

流が通過しなければならない断面積が相異なっているということだ。そしてこのこと

は，トロイドの外側部分におけるトロイダル流の速度は，その中心部分における速度

 
［訳注］ この実験装置の記述は簡単すぎるため，その具体的な仕組みを理解することは困難である。 
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より著しく小さくなければならないということを意味している。 

  だから，まず第 1 に，トロイドの中心部におけるトロイド運動の速度がより大きい

ため，流れは慣性によって軸に沿った方向に飛び出そうとし，その結果，トロイド全

体はタマネギの球のような形状を持つことになる。 

  そして第 2 に，気体流のトロイダル速度が低下するためには，その速度は何かによ

って抑制されるか，または方向を変えなければならない。この場合には，その速度を

何かによって抑制することはできない。なぜなら，トロイドの壁中の気体は高密度で，

エネルギーを外側に放出することも，外側から取り込むこともできないからだ。した

がって気体流の速度は一定のままとどまり続ける。しかし，その速度はその方向を最

初の方向に対して垂直に変えることを余儀なくされる。その結果，トロイド全体の円

周運動が発生し，トロイドの表面の各点において，トロイダル運動と円周運動の組み

合わせが生じ，それらの運動が合わさってトロイドの壁のらせん運動を与える。この

図に示されているのは，トロイドの半径がトロイド本体の半径［訳注］に匹敵する大きさ

であるときにおけるトロイダル渦の壁のトロイダル運動と円周運動の速度分布である。 

  トロイダル運動速度の余剰分はどこへ行くことができるのだろうか？余剰エネルギ

ーを外部媒質に与えることは不可能だ。なぜなら，外部気体の密度は渦本体の密度よ

りはるかに小さいからである。流速は保存され，その速度のトロイダル成分は一定の

まま保たれる。すなわち，唯一のバリアントは，流速の方向が，トロイダル運動に対

して垂直な方向へ変化することである。それは円周速度であり，トロイドは自分の中

心軸の周りを回転し始める。まさにここからトロイドの回転が現われ，陽子本体の中

のエーテルは渦巻線に沿って運動し始める。 

  我々の銀河系の中心部でエーテル細流が衝突すると，エーテル細流はトロイダル渦

を生み出し，それらが分裂し，高密度化し，分裂し，…等々を繰り返し，その結果，

陽子ガスが出現する。しかし，らせん渦は，既に存在しているのと同じ符号のみの新

たな渦の出現を促進する。それゆえ，銀河系の中心部からは物質のみが連続的に放出

されており，そこにはいかなる反物質も存在せず，また存在することができず，実際，

まさにこのことが観測されている。自然界においては，いかなる反物質もどこにも観

測されていない。このことは我らが理論家たちにとっては不快なことだった。なぜな

ら，彼らは，宇宙は，ロバから見て対称の位置に置かれている 2 つの干し草の山とい

 
［訳注］ より一般的な用語では，「トロイドの半径」は「トロイドの小半径」，「トロイド本体の半径」は

「トロイドの大半径」と言い換えることができると思われる。 

トロイダル渦の壁の運動の速度分布：(a)トロイダル運動; (b)円周運動 
［𝑣тはトロイダル運動速度；𝑣кは円周運動速度］ 

 

(a) 

(b) 
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う話に関して様々に考察している，ビュリダンのロバタイプの原理に従って構築され

ていなければならないと予想しているからだ。しかし，宇宙とは，抽象的数学に従っ

ているビュリダンのロバではない。 

  だから，陽子は高密度エーテルのらせんトロイドなのだ。では，中性子とは何なの

だろうか？ それは同じ陽子だが，境界層によって取り囲まれており，その境界層が，

円周運動が外部媒質中に出ることを抑止しているという点のみが異なっている。 

  そのような層はそれ自体としては不安定で，比較的急速に崩壊する。だから，自由

中性子はまったく存在しない。中性子は，原子核中で形成され，隣接する陽子によっ

て原子核中に引き留められており，原子の外に出ると，急速に陽子に変換される。一

般にそう考えられているように，そのとき電子が形成されるか否かについては，さら

に精緻に検討されなければならない。 

  2 つの陽子が出会って並んだ場合には，それらは反平行にしか結合することができ

ない。なぜなら，陽子間の空間中においては，トロイダル運動の最大勾配はそのよう

にしなければ得られないからだ。しかしそのとき，両方の陽子の円周運動が競合し始

める。なぜなら，両方の陽子がそれらの間の狭い隙間の中に周囲エーテルを追い込も

うとするからだ。 

  2 つの流れのうちの一方が減速され，弱化し，その弱化した流れの方の速度勾配が

増大する。そしてかつての陽子が中性子となる。なぜなら，その円周運動が外部媒質

中へ出て行くことをやめるからだ。形成された境界層の厚さは 0.1 fm，すなわち

10−16 m，あるいは陽子の半径のおよそ 0.1 である。 

  境界層中における円周速度の勾配は他より高くなっている。このことは，この層の

中のエーテルの粘性は，それはそれほど大きくないとはいえ，他よりも低下している。

だから，かつての陽子はこの層の中で，層に対して自分のエネルギーをほとんど与え

ることなく，まるで滑り軸受の中におけるように回転している。この層は隣接する陽

子によって原子核中に引き留められている。しかし，中性子を原子核からもぎ取ると，

中性子が陽子に戻ることに対する障害はもはや存在しなくなり，陽子からやって来る

円周運動エネルギーは，今や，かつての中性子が今度は再び陽子になるのに十分なも

のとなる。核物理学者たちが主張しているように，それは約 16 分後に生じる。実は，

それはさらに，中性子が原子核からいかなる速度で飛び出すかに依存している。速度

が大きいときは，速度勾配が増大し，その安定性が増大するため，それに応じて崩壊

時間も増大する。 

  このように，中性子とは陽子と同じものであるが，しかし若干それとは異なったパ

ラメーターを持っている。なぜなら，(a)中性子には境界層が現れており，この層が，

円周運動が外部に出ることを抑止しているからであり，(b)トロイダル運動は外部に出

ているが，しかし完全にではない。まさにこのことが，中性子の中心から出る主流が

境界層 

陽子の相互作用と中性子の形成メカニズム ［𝜔кの к は円周運動］ 
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境界層を囲んで流れているにもかかわらず，中性子には円周運動が事実上存在せず，

中性子の磁気モーメントは陽子の磁気モーメントより若干小さくなっていることを説

明している。 

  次に，原子核の構造について検討してみよう。メンデレーエフの元素周期表からは，

原子核中には陽子と中性子以外のいかなる粒子も存在しないことが直接的に導き出さ

れるということに，注意を払うべきである。グルーオンも，中間子も，何も存在しな

い。さらに，すべてのいわゆる物質素粒子は人工的方法によってのみ得られているこ

とにも注意を払うべきである。中間子が宇宙線の作用の下で得られていることは例外

だが，しかし中間子も崩壊する。だから，原子核の構造は，陽子と中性子のみからな

るものとして検討しなければならない。 

  我々は陽子と中性子からなる重陽子の構造について，事実上，既に検討したと言え

る。物理学では，相互作用力の評価は，エネルギーを通じて，すなわち，核子を互い

に引き離すために必要とされるエネルギー量を通じて行うことになっている。重陽子

の場合，そのエネルギーは 2.27 MeV（メガ電子ボルト）という値である。論理的には，

三重陽子，つまり陽子 1 個と中性子 2 個からなる重水素である三重水素の原子核中に

おいては，そのエネルギーはこの値の 3 倍よりやや大きいものになるだろうと予想さ

れる。なぜなら，そこには既に 3 つの結合面があるからだ。ところが，そのエネルギ

ーはそれより大きい値，すなわち8.48 = 3 × 2.27 + 1.67 MeVに達する。 

  1.67 MeV のこの追加分はどこから現れたのだろうか？ 答えはきわめて単純だ。陽

子とは絶対的に固体の球ではなく，弾性を持ったトロイドだ。そして今や，三重陽子

中では，各陽子は 1 つの結合面ではなく，他の 2 つの核子との間で 2 つの結合面を持

っている。このことが結合面の面積の増大をもたらし，ここから追加的エネルギーが

生まれるのだ。 

 

 

𝜇D ≈ 𝜇p − 𝜇n ≈ 0.86𝜇N 𝜇T = 𝜇p − 𝜇n + 𝜇n ≈ 2.98𝜇N 𝜇He3 ≈ 𝜇n ≈ 2.13𝜇N 

𝐸D = 2.27463 MeV 𝐸T = 8.48                                     

= 3 ∙ 2.27 + 1.67 MeV 

𝐸He3 = 7.72                                

        = 3 ∙ 2.27 + 0.91 MeV 

 

  

(a) (b) 

(c) (d) (e) 
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  では，陽子 2 個と中性子 1 個からなるヘリウム 3 の原子核中ではどうか？ そこで

はすべてトリチウムの原子核中におけるのと同じだが，エネルギーの追加分はより小

さくなる。なぜなら，反平行に結合してい 2 個の陽子が円周流を互いに対向方向に追

いやっているため，2 個のうちの 1 個が陽子でなくなると，それらは少なくとも，互

いに押しのけ合うようになるからだ。それゆえ，それらが持つ結合エネルギーの追加

分は 1.67 MeV ではなく，0.91 MeV だけとなる。すべて論理的だ。 

  陽子 2 個と中性子 2 個が結合し，α 粒子，つまりヘリウム 4 原子が形成される場合

には，この論理は若干破れる。既に挙げた 2 つの構造においては，任意の核子の揺動

は結合エネルギーを変化させなかった。なぜなら，核子から出るエーテル流の長さは，

どのように揺動した場合においても変化しなかったからである。それに対して，4 個

の核子の場合には，描像は変化する。すなわち，核子から出るエーテル流は急激に短

くなり，そのとき，4 個の核子は前後に直列に並んだ 1 本の鎖になる。まさにこのこ

とが，ヘリウム 4 原子核中の各核子の結合エネルギーが既に挙げたすべての原子核に

おけるよりも大きくなり，それによって 4 個の核子がひと塊りになり，球形になると

いう結果をもたらす。 

  ところで，このことは，原子核の変換を伴う任意の反応においては，原子核から他

ならぬ α 粒子が飛び出してくる，すなわちヘリウムが遊離するということを意味して

いる。まさにこれが実際に生じている。地球の表面には，ヘリウムが遊離している多

数の区域が存在している。このことは，地球の深部では，何百万度の温度などまった

くなしに核反応が進行していることを直接的に物語っている。そこでは何が起きてい

るのか，それが起きているのはなぜなのかは，今後さらに解明しなければならないが，

それが起きていることは疑いない。 

  そしてこれ以降のすべての複雑な原子の構造は，α 粒子のみからなる支持構造に依

拠しなければならず，それに 1 個，2 個または 3 個の陽子と何個からの中性子がプラ

スされる。 

He4－α 粒子 

𝜇𝛼 = 0;   𝐸𝛼 = 28.2624 MeV 

(f) 

(a)陽子；(b)中性子；(c)重陽子；(d)三重陽子；(e)ヘリウム 3 の原子核；

(f)ヘリウム 4 の原子核（α 粒子）の構造 

(a) (b) 

ベリリウム，ホウ素および酸素の原子核の構造 
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このことは，複雑な原子核において，偶数個の陽子とそれと同数の中性子，つまり

簡単に言えばいくつかの α 粒子からなる，いわゆる魔法核の形成をもたらし，それと

ともに，α 粒子の数が増大するにつれて核表面の凹部の数が多くなり，そこに入り込

んだ陽子は中性子に転化する。原子核の原子番号の増大とともに同位体の数が大きく

なるのは，まさにこの理由による。 

  原子核のエネルギーを分析すると，中性子数の増大時における結合エネルギーの低

下と上昇の周期性が目に飛び込んでくる。そしてこれはすべての原子核に妥当する。

このことは，相互作用面の数と変化，また核子の変形の変化として説明することがで

きる。 

例えば，原子核の表面上に核子 1 個を置いたとき，その核子と核のそれ以外のバ

ルクとの間には，相互作用面は 1 つしかない。2 番目の核子を置いたとき，相互作用

面は 2 つとなる。このとき，それより前に置かれた核子の一方の側は凸形となる。3

番目の核子を追加すると，相互作用面はやはり 2 つであるが，このとき，一方の側

はさらに凸形となり，このことが相互作用エネルギーを先行する核子の結合エネル

ギーよりも低くする。4 番目の核子を追加すると，相互作用面は 3 つになるが，その

うちの 2 つは凸形である。 

原子核同位体における中性子 2 個の付加は，大部分の場合にはスピンの値を変化

させない。したがって，それらの中性子は反平行に結合しているが，しかし，それが

可能なのは α 粒子が存在するときのみである。これと同じことを，磁気モーメント

が変化しないことが裏付けている。なぜそうなるかは，渦の構造から容易に理解す

ることができる。この場合には，それらの中性子の基礎的なトロイダル流は閉じた

経路を通過し，まさにこのことがそれらの中性子の反平行性を決定付ける。しかし，

それらの中性子の一方または両方は，α 粒子のうちの 1 つに対し，その側壁をやは

り反平行にもたれさせる。 

  このように，原子核の構造を陽子と中性子のみからなるものとして分析することが

可能であることが裏付けられている。これは元素周期律表の原子の質量の値と完全に

一致している。 

  原子核の周りにはエーテルらせん流が形成される。エーテルらせん流は原子核の中

心領域から出て，陽子と同じらせん符号を持って中性子の周りを覆うか，またはただ

単に束縛トロイダル渦を形成する。そして，我々はその束縛トロイダル渦を，それが

らせんになっている場合は電場として，らせんになっていない場合は磁場として感受

する。 

カルシウム 𝐂𝐚𝟐𝟎
𝟒𝟎 の原子核の構造 

原子核内の核子数が増加したときの核子の結合エネルギーの増分の周期性に関する説明： 
 原子核の表面上に核子を(a)1 個； (b)2 個； (c)3 個； (d)4 個置いたとき 

 

(a) (b) (c) (d) 
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  我々は，陽子は単に陽子の状態にあることも，中性子の状態にあることもできるこ

とを見た。しかし，陽子はさらに，水素原子の状態にあることもできるのだ。それは

要するに，次のようなことだ。エーテル流が陽子の小さい中心穴を通過するのは困難

であり，そのためにはエネルギー消費が必要とされる。したがって，そのような状態

は不安定である。エーテル流が，それが何ものによっても制約されていない自由空間

中で巻かれた状態にあるために必要とされるエネルギーは，それよりはるかに小さい。

まさにこれが生じているのだ。そのとき，トロイダル渦が陽子に束縛されており，そ

のトロイダル渦中においては，円周運動の方向が陽子自体の円周運動の方向と一致し

ているのに対し，トロイダル運動は裏返しになり，らせん符号は反対の符号に変化す

る。 

  こうして我々が得たのは，電子殻だ。電子殻中にはいかなる電子も存在しない。存

在しているのは，電子殻そのものだ。実は，電子殻を陽子から脱離させると，電子殻

は直ちに縮まり，我々は電子を得る。一方，陽子は自分の中心穴を通じて再び新たな

エーテル流を通過させ，陽子自身と同じらせん符号を持った束縛流を形成する。 

  束縛渦の数が陽子の数と等しくなっていこと，また，それらの束縛渦の空間中にお

ける広がりが，それらの渦自体の安定性という点で制約されることを除けば，何もの

によっても制約されないことを見て取るのは難しいことではない。このことから，原

子の大きさが原子核の大きさより何倍も，何十万倍も大きいことも分かる。 

  では，ご質問をどうぞ。 

質疑応答 

 質問  あなたの理解においては，エネルギーとは何なのでしょうか？ 

 回答  エネルギーとは運動の尺度です。運動エネルギーは𝑚𝑣2/2として測定されます。

ポテンシャルエネルギーとは圧力です。すべて単純です。 

境界層 

束縛渦 

(a) (b) (c) 

陽子の 3 つの安定状態： (a)陽子自体； (b)中性子； (c)水素原子 ［𝑣кは円周運動の速度］ 
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  質問  陽子と中性子は渦トーラスであるにもかかわらず，それらが皆一様なのはな

ぜですか？ それらの一様性は何によってもたらされているのでしょうか？ 

  回答  では，陽子と中性子は皆一様だと，どうしてあなたは決めたのですか？ そも

そもこの世界には，2 つの一様な対象物は存在しません。陽子の一様性とは，思考上

の便宜を図るために，我らが物理学者たちによって採用されている約束事にすぎませ

ん。実際には，それらは皆，相異なる条件下にあるという理由だけで，相異なってい

ます。自由状態では，それらは同じ陽子です。それらの陽子が，原子核の表面上にあ

るときはもう別の陽子になります。原子核の内部では第 3 の陽子，中性子中では第 4

の陽子，等々となります。おそらく，それらの陽子の間の違いは著しいものではない

のでしょうが，しかしそれでも互いに相異なっています。 

  ただし，それでもやはり，空気中における安定渦のタイプはわずか 3 つしかないこ

とに注意を払わなければなりません。どうしてそうなのか，私は知りませんが。第 1

のタイプは，人工的に，あるいは実験室で，あるいはまた飛行機の駐機場でエンジン

の空気取り込み口の前で創出される渦です。私は飛行場でそういう渦を何度も観察し

たことがあります。その渦は 5~8 cm の直径を持っています。 

  第 2 のタイプの渦は竜巻，トルネードです。それらの渦の直径は，細い部分で 10~20 

m です。第 3 のタイプの渦はサイクロンで，その直径は 50~300 km あります。とこ

ろが，中間タイプの安定渦は存在しないのです。なぜでしょうか？ 私は知りません。

これは気体力学研究者のための問題です。多分，単純な問題ではないのでしょう。も

しかしたら，彼らが見出す方程式は 3 つの根を持つことになるかもしれません。しか

し，これは彼らの研究対象です。私は，気体力学において，渦は，ましてやらせん渦

は，きわめて不十分にしか検討されていないということに，もう一度皆さんの注意を

促したいと思います。そもそも気体については，それは圧縮性の液体だなどと言われ

ています。これは気体と液体の違いを無視しています。これは間違いです。だから我々

はいつまでたってもこれを理解できないのです。 

  質問  あなたの方法論の要点はどこにあるのでしょうか？ あなたの方法論は物理

学者たちの普通の方法論と何が違うのでしょうか？ 

  回答  今日の物理学者たちの方法論は完全に観念論的です。その手順は次のとおり。

ある対象が研究される。しかし理解できない。そこで，そこで何が生じているかに関

する公準が提起される。その公準が検証され，すべてが裏付けられるか，またほぼ裏

付けられる。すると，その公準がすべてに対して適用され，公準と一致しないものは

投げ捨てられる。 

  私の方法はそれとはちょっと違います。私はそもそも何も考え出したり，発明した

りするのではなく，知られている事実から出発するステップ・バイ・ステップ方式の

論理に厳密に従います。この論理は，それぞれのステップごとに，唯一の解を与えま

す。ここで土台にあるのは私の思い付きではなく，自然界に存在するものです。これ

こそが唯物論です。そしてご存じのように，これは十分に生産的であることが判明し

ています。既に多くのことを説明し，それにもとづいて多少の応用的なことを提案す

ることに成功しています。 

  質問  竜巻はどこからエネルギーを取っているのでしょうか？ ご説明ください。 

  回答  この問題には私も大いに関心を持っています。気体力学では，この問題は事

実上検討されていません。しかし，その答えはどうやら私によって見出されたようで

す。私はその答えを皆さんに既に示したことがあります。しかし，なにしろそれは私

の個人的な理解ですので，間違っている可能性もあります。 

  私の理解によれば，渦の境界上では圧力，つまり渦の内部の内圧および遠心圧力と
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外部気体の外圧との和の均衡が成立しています。しかし，これは気体です。ですから，

もし内圧の和が外圧の和より大きければ，余剰気体は飛び去ります。したがって，内

圧の方が常に大きくなります。渦はその外圧によって圧縮され，角運動量保存の法則

に従い，その外圧のエネルギーによって加速し始めます。これは雪崩のような過程で，

渦壁の密度が臨界値に達したときにのみ停止します。ですから，エネルギー収支は保

たれており，エネルギーは生産されることも，消滅することもありません。渦とは，

媒質の圧力が持つポテンシャルを渦の回転運動エネルギーに変換する，自然の機械な

のです。これは私が知っている唯一の自然の反エントロピー過程です。 

  質問  しかし，現象の数理モデルが存在しているではありませんか。例えば，プサ

イ関数は原子中における電子分布の法則性を記述しています。これもやはりモデルで

あることに違いはありません。あなたがこのモデルに満足されていないのは，なぜで

しょうか？ 

  回答  私が満足できないのは，それが数理モデルであり，物理モデルではまったく

ないからです。そのモデルの限界性もそこから生まれています。まず最初に定性的な

物理モデルが創出され，その後にのみその数学的記述がなされなければなりません。

しかも，今利用されているのとはまったく別の数学が求められていることが判明する

可能性もあります。例えば，プサイ関数とは，空間中の 1 点における電子の出現確率

の記述です。ところで，既にエディントンが，プサイ関数の絶対値は電子殻の質量密

度として解釈され得ることを示しています。しかし，これはまったく別の問題です！ 

これはその質量密度の分布に関する詳細な研究に着手する可能性を与えているのです

が，これにはそもそも誰も取り組んでいません。ですから，ここでは，この問題は原

理的な問題となっています。 

  今回はこれで終わりです。次回の講義は 2 週間後です。 
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2000 年 11 月 12 日 

 

  かつて J.C.マクスウェルが賢明にも述べたように，もしエネルギ

ーがある物体から出発して，まだ別の物体に到達していないのなら

ば，エネルギーはどこかに存在しているのでなければならない。し

かし，もしそうだとすれば，我々は，物体の相互作用について語る

のではなく，むしろ，ある物体がエーテルに作用し，エーテルがそ

の擾乱を伝送し，今度は別の物体がその擾乱を，けっして第 1 の物

体からではなく，エーテルから受け取るのだということについて語

らなければならない。 

  もし原子が光を創出し，次に光が既にエーテルを伝わって進み始

めたのだとすれば，それは，エーテル中における光の創出メカニズ

ムが存在しなければならないことを意味する。そしてもし光が第 2 の物体に到達し，

それによって吸収されるのだとすれば，それは，その吸収メカニズムが存在しなけれ

ばならないことを意味する。 

  それとまったく同様に，物体のすべての相互作用，すなわち核の強い相互作用と弱

い相互作用，電磁相互作用および重力相互作用は，その基礎において物質を源として

持っており，その源がそれに隣接するエーテルに対して作用を及ぼし，その作用との

関連でエーテルのパラメーターに変化が生じ，変化したそれらのパラメーターの作用

が別の物体に作用を及ぼすのである。 

  エーテルはいかなる主要運動形態を持っているか，思い出そう。 

  エーテルのすべての種類の運動の基礎には，エーテルの分子，すなわちアーメルの

並進運動がある。アーメルの並進運動は，あるアーメルと衝突してから別のアーメル

と衝突するまでの間，一様である。それに対して，エーテルのバルクは 3 種類の運動，

すなわち拡散運動，並進運動および回転運動を持っている。 

  

J.C.マクスウェル 
1831~1879 
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**************************************************************************************** 

媒質に対する物体の作用と物体に対する媒質の作用 

 

 

 

 

 

 

アーメルの運動，エーテルの運動の形態と種類 

**************************************************************************************** 

  エーテルの拡散形態の運動は，あらゆる気体と同様に，3 種類の運動，すなわち密

度の輸送，運動量の輸送およびエネルギーの輸送を生じさせる。 

  エーテルの並進形態の運動は，2 種類の運動，すなわち層流（風タイプ）と縦振動

流（音タイプ。弾性率の範囲内におけるもの）を生じさせる。 

  エーテルの回転形態の運動は，2 種類の運動，すなわち開いた回転運動（竜巻タイ

プ）と閉じた回転運動（トロイドタイプ）を生じさせる。 

  基礎的な種類の運動は全部で 7 種類ある。 

  上に挙げた運動の種類は，あれこれの物理的相互作用，物理的な場および現象に

対応する，組み合わされた運動の種類の幅広いスペクトルを与えることができる。

それだけでなく，様々な運動の形態と種類を持ったエーテル流同士の相互作用を考

慮すると，相互作用のバリアントの数は大きなものとなる可能性がある。 

媒質 

中間媒質を通じた 2 つの物体の相互作用 

気体流から物体の
前面に働く作用 

気体流から物体に作
用する縦方向の力 

気体流から物体に作
用する横方向の力 

アーメルの等速並進運動 

 

気体の 

拡散運動 

気体の 

並進運動 

気体の 

回転運動 

気体の要素の運動 

気体の体積要素の運動 

小さい距離と大きい距離にある渦と粒子の流れ 
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**************************************************************************************** 

 

 

  

エーテルの拡散形態の運動 

 

 

 

エーテルの並進形態の運動 

  

1.密度の輸送 

フィックの法則 

𝑑𝑚 = −𝐷
𝑑𝜌

𝑑𝑥
𝑑𝑆𝑑𝑡 

𝑑𝑐

𝑑𝑥
= 𝐷∆𝑐 

 

 
 

2.運動量の輸送 

ニュートンの方程式 

𝑑𝐹 = 𝜂
𝑑𝑣𝑦

𝑑𝑥
𝑑𝑆 

𝜂 =
1

3
�̅�𝜌�̅� 

 

 

 

 

3.エネルギーの輸送 

フーリエの方程式 

𝑑𝑄 = −𝑘
𝑑𝑇

𝑑𝑥
𝑑𝑆𝑑𝑡 

𝑘 = 𝜂𝑐𝑉 

熱伝導方程式 

𝑇 = 𝐷Δ𝑇 −
𝜑

𝑐𝑉𝜌
 

𝑎 =
𝑘

𝑐𝑉𝜌
 

 

拡散運動 

 

並進運動 

 

4.層流 

ベルヌーイ方程式 

𝑣2

2
+ ∫

𝑑𝑃

𝜌
= const 

状態方程式 

𝑃 =
𝑅𝑇

𝑉
[1 +

𝑁𝐵(𝑇)

𝑉
+ ⋯ ] 

ナビエ-ストークス方程式 

𝑑𝒗

𝑑𝑡
= −

1

𝜌
grad𝑃 + 𝜒∇𝜐 + (

𝜂

2
+

𝜐

3
) grad𝒗 

 

5.縦振動流 

2 階の方程式 

𝜕2𝜑

𝜕𝑡2
− 𝑐∆𝜑 = 𝑄(𝑥, 𝑦, 𝑧, 𝑡) 

𝑐 = √𝛾𝑃/𝜌 

1 階の方程式 

div𝑨 −
𝑑𝑨

𝒄𝑑𝑡
= 𝑃(𝑥, 𝑦, 𝑧, 𝑡) 
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エーテルの回転形態の運動［右図の ωк の к は円周運動，ωТ の Т はトロイダル運動］ 

************************************************************************* 

  物質の基本粒子は陽子であり，高密度エーテルを閉じた空間中に保持する能力を

持った唯一の運動形態はトロイダル形態，すなわち閉じた回転運動である以上，我々

は，いかなる種類の運動が自分の周りにらせんトロイドを創出する能力を持ってい

るのか，また，それらの運動のいかなる勾配が圧力勾配を生み出す能力を持ってい

るのか，さらに，それに似た第 2 のエーテルらせんトロイド，すなわち第 2 の陽子

は，それがそれらの圧力の勾配の場に入り込んだとき，いかに振る舞うかについて

検討しなければならない。 

  エーテルの基本的種類の運動をざっと眺めてみよう。 

  拡散運動における第 1 の特徴は密度の輸送である。それはどういうことか？ 

  ある所の密度が他の所の密度より高いとする。それらの場所の温度が同じだとす

ると，密度がより高い所のエーテルの圧力は，密度がより低い所の圧力より大きく

なる。その圧力差は，エーテルを密度がより高い所からより低い所へ追いやる。風タ

イプの気体運動が得られる。まさに，密度差がエーテルの並進運動を生み出してい

るのだ。 

  その流れに入り込んだ別の物体には何が起こるのだろうか？ その物体は前面へ

の圧力を受ける。これはよく知られていることだ。抗力は次のようになる。 

ここで𝜂はエーテルの動粘性； 𝜌はエーテルの密度； 𝐶xは物体の形状を考慮した係数； 

𝑆は物体の断面積； 𝑣は流速である。 

  見てのとおり，既にここには作用の明確な遂次性がある。密度が他より高くなって

いる領域が流れを創出し，その流れが第 2 の物体に作用を及ぼしている。第 1 の物体

が中間媒体なしに第 2 の物体に直接的に作用するようにするような，何ものも存在し

ない。 

  前面作用自体は，特にエーテルの粘性が小さく，流速が小さく，前面面積が小さい

𝐹f = 𝜂𝜌𝐶x𝑆𝑣2  

回転運動 

 

6.開いた回転運動 

𝑑𝒗

𝑑𝑡
+ 𝜴 × 𝒗 = −grad𝑯 − 𝜒rot 𝜴 

𝐻 =
𝑃

𝜌
+

𝑣2

2
;      𝜴 = rot𝒗 =

𝜞

𝜎
 

𝜞 = ∫ 𝒗𝑑𝒍 

 

7.閉じた回転運動 

ビオ−サバールの法則 

𝒗(𝑟) = −
𝜞

4𝜋
∫

(𝒓 − 𝝆)𝑑𝝆

|𝒓 − 𝝆|3
 

ガウスの定理 

𝒗c(𝒓) =
𝑏𝜞с𝒓

4𝜋𝑟3
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場合には，本質的重要性を持たない可能性がある。しかし，銀河系のそれ以外の領域，

例えば銀河核の近傍では，エーテル密度は何百倍も高く，速度は秒速何万 km にも達

するため，恒星の表面層中に存在する陽子に対する前面作用は，その表面層が回転し

始めるのに完全に十分なものとなる可能性がある。まさにこのことが，例えば太陽に

おいて生じている。太陽においては，流体力学の法則によればそれとは逆でなければ

ならないにもかかわらず，表面層の運動速度は深部におけるよりも大きくなっている。 

  エーテル密度のそのような差はどこから現れる可能性があるのだろうか？ それは

我々の銀河系中で現れる可能性がある。銀河系の周縁部ではエーテル密度は普通の密

度より高くなっている。なぜなら，そこでは陽子の崩壊が進行しているからである。

一方，中心部では渦の圧縮が進行しており，それゆえ，そこではエーテル密度がより

低い［訳注］。これらの領域の間の距離は何万光年にも達している。とんでもなく大きな

距離だ。しかし，その過程は進行しており，だからこそ我々は，我々の地球を含め，

銀河系のすべての星を過ぎて流れているエーテル風を観測しているのだ。 

  2 番目の場合，つまり運動量の輸送を取り上げよう。それはどういうことで，どこ

で発現しているのだろうか？ 

  エーテル中における板の運動について検討しよう。エーテル中を運動している板は

エーテルを引きずっており，その板から遠ざかる方向に，ゼロに至るまでの速度分布

が始まる。そのとき，面積𝑆の板は，絶対粘性率𝜂の媒質に対するニュートンの法則に

従い，力𝐹𝑥に打ち勝たなければならない。すなわち 

板がそれと同じ粘性媒質の流れの中に存在している場合には，板は，今度はその面

積に対して垂直に作用する力を受けることになる。ただし，その力に関する表式はニ

ュートンの法則にとてもよく似ている。  

 
［訳注］ 星を構成している主要物質である陽子は崩壊すると自由エーテルに戻るので，星が崩壊している

銀河周縁領域における自由エーテルの密度は他の領域より高い。逆に，エーテル渦が発生し，その結果

陽子と星が誕生している銀河中心領域における自由エーテルの密度は他の領域より低い。これについて

は第 12 講で論じられる。 

𝐹𝑥 = −𝜂𝑆
𝑑𝑣𝑥

𝑑𝑦
  

𝐹𝑦 = 𝜂𝑆
𝑑𝑣𝑥

𝑑𝑦
= 𝜂𝑆 grad 𝑑𝑦𝑣𝑥  

粘性媒質の流れの中に置かれている板に作用する横方向の力の発生 

ニュートンの法則による運動する板の粘性媒質による引きずり 
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  私はあるとき，この法則を自分の体で自ら検証したことがある。そのとき，私は駅

のプラットホームのあまりにも端っこに近い所に立っていた。電車が大速度で私のそ

ばを通過した瞬間，私の体は電車の方へ軽く押しやられた。だから，この法則の作用

の下に入り，生きていることをやめないためには，プラットホームの端には立たない

でいただきたい。このことは駅の構内放送でいつも注意されていることだが，けっし

てそうしてはならないということは，必ずしも全員の耳には入っていない。 

  この法則は，買い物袋が満杯になっていないときは，買い物袋にも作用する。強風

が吹くと買物袋は内圧によって膨らみ，もちろんそれをしっかり握っていない場合の

話だが，ニュートンの法則が働くことになる。 

  まさにこの法則が，暴風が建物の屋根をどうやって持ち去るかを示している。ここ

には次のような遂次性がある。まず最初に揚力の法則が働き，屋根は内圧によっても

ぎ取られる。そしてその後に，ニュートンの法則と前面抵抗の法則が働き始め，屋根

を遠くまで持っていく。 

  ここでは何が生じているのだろうか？ 

  運動する気体の層の中では，分子は流れの方向に沿って運動しているだけでなく，

熱運動により，流れに対して横方向にも運動しており，そうすることで自分の縦方向

の運動を，縦速度が相異なっている隣接する流れに伝達している。熱運動速度，つま

り温度の交換，そして縦運動速度の交換が生じる。 

  実は，その中で速度の低下が生じている層全体とは，いわゆる境界層に他ならない。

もし粘性が存在しなければ，境界層も存在しない。しかし，粘性が大きければ大きい

ほど，境界層はより厚くなる。 

  惑星に大気が存在しない場合には，そのエーテル境界層の厚さは数ミクロンだ。と

ころが，地球上には大気が存在するので，エーテル境界層の厚さは何十 km にも増大

する。なぜなら，空気の各分子がエーテルを捕獲しているからだ。1905 年にモーリー

とミラー，1921~1925 年にミラー，そして 1990 年代にガラエフが行ったエーテル風

の測定が，このことを示している。どうしてそうなるかを，当時，モーリーもミラー

も理解できなかったのに対し，ガラエフは理解できた。なぜなら，ガラエフの時代に

は境界層理論が既に現れていたからだ。 

  電荷とは何か，そして素粒子の磁気モーメントとは何か？ 

  次の 2 つの表式を比較しよう。まず，真空中における電場のエネルギー密度に関す

る表式。 

ここで𝜀0は真空の誘電率（F/m）；𝐸は電場強度（V/m）である。そして次に，上式に

対応する，エーテルの円周運動のエネルギーに関する表式。 

ここで𝜌etはエーテルの密度（kg ∙ m−3）；𝑣cは陽子の赤道上におけるエーテルの速度

（m/s）であり，電場強度は速度の次元を持っていることが直接的に導き出される。 

  これより，SI 単位系で𝜀0 = 8.85 ∙ 10−12 F/m = 𝜌et = 8.85 ∙ 10−12 kg/m3であること，

そして𝐸, V/m = 𝑣, m/sであることが直接的に導き出される。 

  このことから，我々は地球近傍空間中におけるエーテルの密度も知るようになった。

さらに，このことから，我々は電場強度とはエーテル細流の速度であることも知るよ

うになった。実は，我々は今のところ，電場の物理モデルをまだ持っていないので，

𝑤e =
𝜀0𝐸2

2
 J/m3  

𝑤c =
𝜌et𝑣c

2

2
 J/m3  
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その速度とは何なのか，すなわち，それは電荷からのエーテル細流の縦方向の流出な

のか，それとも何らかの横方向の速度なのかを言うことはできない。それについては，

我々はこの後の講義で電場の物理的本質について検討したときに知ることになる。 

  しかし，我々が既に知っていることにもとづいて，我々は電荷の物理的本質を解明

することができる。 

  知られているように，ガウスの定理より電気変位𝐷は 

である。ここで𝑆は電場の力線が通過する表面の面積，この場合は電荷を運ぶ粒子の表

面の面積である。 

  この単純な関係式から，電荷とは粒子の表面に沿ったエーテル流の速度の循環であ

るという結論が導き出される。これより，電荷の次元は次のようになる。 

ちなみに，これより MKS 単位系における電流の次元A = kg ∙ m−2が直ちに導き出され

る。このことは，我々が MKS 単位系における電気単位系全体を普遍的物理不変量に対

応する MKS 単位系に変換することを可能にする。しかし，この問題には別の機会に取

り組むことにしよう。 

  今度は磁気モーメントの物理的本質について検討しよう。 

  陽子の磁気モーメントの物理的本質は，強い外部磁場，すなわちエーテル流に入っ

た粒子に対して作用する力学的モーメントの最大値として決定される。 

  陽子の周りをエーテル流が流れ過ぎると，陽子の表面の相異なる領域には，エーテ

ル流と陽子の表面上の流れとの相異なる速度勾配が現れる。陽子の表面全体に沿った

エーテルの圧力差は力学的モーメントを創出し，その機械的モーメントが，陽子の外

側上のエーテル流が外部流の方向に対して反平行となるように陽子を方向転換させる。 

 

𝐷 = 𝜀0𝐸 =
𝑞

4𝜋𝑅2
=

𝑞

𝑆
  

[𝑞] = kg/m3 ∙ m/s ∙ m2 = kg ∙ m−1  

電荷𝑞からの電気変位𝐷の流出 

陽子がエーテルの層流に入ったときにおけるねじりモーメントの発生： 
1：低圧領域； 2：高圧領域 
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  磁気モーメントに対しては次の表式が当てはまる。 

ここで𝑘′は陽子の形状およびぶつかって来るエーテル流に対する表面領域の角度の方向

を考慮した係数； 𝜌etは自由空間中のエーテルの密度； 𝑐は光速度； 𝑣tは陽子の表面上

の赤道領域におけるエーテル流の速度； 𝑆p, 𝑟pおよび𝑉pはそれぞれ陽子の表面積，半径お

よび体積である。 

  このように，陽子の磁気モーメントの物理的本質とは，光速度で運動しながらぶつかっ

て来るエーテル流の方向に対して垂直な方向にその軸が配置されている陽子が受ける，

力学的モーメントなのだ。 

  陽子の表面上におけるエーテルのトロイダル運動の速度は，等価円形電流に関する理

解から見出すのが最も簡単である。 

  陽子の磁気モーメントは2.79𝜇Nである。ここで𝜇Nは核磁子であり，5.05 ∙ 10−27 J ∙ T−1

に等しい。すなわち𝜇p = 1.41 ∙ 10−26 J ∙ T−1である。 

  周知のように，陽子の磁気モーメントは，面積𝑆の閉ループを流れるある円形電流𝑖

の磁気モーメント 

𝑀 = 𝑖𝑆  

として決定することができる。 

  陽子のエーテル動力学的モデルから，そのようなループの直径は陽子の半径にほ

ぼ等しいことが分かる。アンペールの法則より，その磁場の強度は 

𝐻 =
𝑖

2𝜋𝑟
  

（ここで，𝑟 = 𝑟p/2）という値であることが導き出される。こうして，陽子に関して

は 

𝐻 =
𝜇p

2𝜋𝑟𝑆
=

𝜇p

𝜋2𝑟p
3

=
1.41 ∙ 10−26

𝜋21.123 ∙ 10−45
= 1018 A/m  

が導き出される。 

  1 A/mという値はエーテル流の速度376.65 m/sに対応している。したがって，陽子

表面におけるエーテル流の速度は 

𝑣t = 376.65 ∙ 1018 = 3.76 ∙ 1020 m/s  

となる。 

  言うまでもなく，この計算全体はまったく近似的なものである。 

  核の強い相互作用について検討しよう。 

  前回の講義で，我々は回転している 2 つの円柱を例にとって，相互作用する回転す

る線形渦の事例を検討した。2 つの平行な回転円柱が互いに近くに配置されている場

合には，それらの円柱の相互作用は互いに対するそれらの回転方向によって決定され

る。 

2 つの円柱の間に対称面を置くと，それらの円柱が自分の回転によって気体を自由

空間から，円柱の表面と対称面の間の領域に追い込むことが容易に分かる。気体は密

度を，したがってまた慣性を持っていることを考慮すると，気体がその中間領域中で

急速に運動するためには，気体を圧縮する必要がある。このことは，円柱と対称面の

間の中間領域中の気体の密度は自由空間中の気体の密度より高くなり，これが気体の

𝜇p = 𝑘𝜋𝜌et𝑐𝑣t𝑆p𝑟p = 𝑘′𝜌et𝑐𝑣t𝑉p  
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温度と圧力を上昇させるという結果をもたらす。 

  2 つの円柱が反対方向に回転している場合には，それらの間の中間領域においては，

速度勾配はほとんど存在せず，回転する円柱によって中間領域に追い込まれる気体の

流れは圧縮され，温度が上昇し，これによって円柱と対称面の間の中間領域中の気体

の圧力は増大する。この場合には，2 つの円柱は互いに斥け合うようになる。 

  それゆえ，2 つの円柱が同一方向に回転している場合には，それらの間で速度勾配

が形成され，温度が低下し，その中間領域中の圧力が低下し，2 つの円柱は互いに引

き付け合い，次に互いの周りを回転し始める。 

  しかし，2 つの円柱が同一方向に回転している場合には，それらの間で速度勾配が

形成され，温度が低下し，その中間領域中の圧力が低下し，2 つの円柱は互いに引き

付け合い，次に互いの周りを回転し始める。互いに至近距離に存在している 2 つの核

子が相互作用するときには，まさにこのような場合が生じる。 

  この場合には，2 つの核子は互いに対して反平行に方向転換し，核子間空間におい

てきわめて大きい速度勾配が形成される。核子間層の厚さを 0.1 fm，すなわち10−16 m，

核子の直径をおよそ2.25 ∙ 10−15 mとした場合，距離に対するトロイダル運動速度の低

下の 3 次関数的な依存性を考慮すると，核子の反対側における速度勾配は，核子間空

間における速度勾配の数千分の１になる，すなわち，そこではエーテルの事実上の全

圧が生じ，それが 2 つの核子を互いに押し付け合わせるとみなすことができる。核の

強い相互作用の本質はまさにここにある。 

2 つの円柱形気体渦の相互作用：(a)反対方向に回転する渦； (b)同一方向に回転する渦 

2 つの核子の相互作用 
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  核子の相互作用エネルギーを次の図に示す。核子の相互作用エネルギーとは，核子

を互いに引き離すのに必要とされる仕事である。相互作用エネルギーからの勾配が，

そのために加える必要のある力をなしている（これは破線で示されている）。 

  陽子-陽子間相互作用のエネルギーの大きさが陽子-中性子間相互作用のエネルギー

より小さいことが注意を引く。これはまったく当然である。なぜなら，核子間空間中

の 2 つの陽子においては，両方の陽子がそれらの間の狭い隙間にエーテルを追い込ん

でおり，そのエーテル流がそれらの核子を互いに若干引き離しているので，それらの

距離が増大し，速度勾配が減少しているからである。他方，陽子-中性子間相互作用に

おいては，その隙間にエーテルを追い込んでいるのは 1 つの陽子だけだ。 

  このことから，我々は地球近傍空間中におけるエーテルの圧力の下側の値を直ちに

決定することができる。それは2 ∙ 1032 Paとなる。ただし，これは，仮に核子間空間中

のエーテル密度が増大せず，そのため核子の周りのすべての圧力のバランスが維持さ

れているとした場合における，外部エーテル圧力と核子間空間中のエーテル圧力の間

の差にすぎない。これより後に私が再度行った計算は，1.3 ∙ 1036 Paという，それより

若干高いエーテル圧力を与えた。 

  定義により，気体中の圧力とは，それと同時に気体の比エネルギー含量，すなわち

1 m3の気体に含まれる熱エネルギーでもあることを思い出そう。こうして，物質が存

在しない空間中における比エネルギー含量は1.3 ∙ 1036 J/m3となる。この大きさを人類

が 1 年間に消費する全エネルギーの大きさと比較すると面白いことが分かる。その消

費量は1022 J/yearとなる。これは，産業，輸送，生活，その他あらゆるものの合計だ。

というわけで，もしエーテルエネルギーの利用方法を開拓すれば，1 m3のエーテルの

エネルギーがあれば，人類全体にエネルギーを何十億年も供給するのに十分というこ

とになる。しかし，正統派科学がエーテルの研究に取り組むことを禁止している……。 

  今まで述べたことにもとづいて，核の強い相互作用と電磁相互作用の作用メカニズ

ムを検討することができる。 

  核子が互いに至近距離に存在している場合には，トロイダル運動（磁場）の勾配は

大きい。なぜなら，そこにおいては，速度の減衰は距離の 3 乗に比例しており，ここ

で円周運動は大きな勾配を創出しないからだ。これより，相互作用エネルギーも大き

い。相対的に大きな距離の所では，トロイダル運動が既に減衰しきっているのに対し，

円周運動の方は，距離の 2 乗に比例して衰えるため，まだ減衰しきっていない。その

ため，円周運動の勾配は大きくないにもかかわらず，そのような距離の所では，その

勾配は磁場の勾配を何倍も上回っている。ここでは，磁場は，2 番目の粒子がその場

に入り込んだ場合には，その粒子を方向転換させるにすぎない。そしてそれより遠い

所では，円周運動，すなわち磁場が作用し始める。これこそが電磁相互作用なのだ。

反平行スピンの場合における核子間距離に対する核子間相互作用
（陽子-陽子間および陽子-中性子間相互作用）のエネルギーの依存性 

 

E, MeV 
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このように，原理的には，核の強い相互作用と電磁相互作用は同じメカニズムを持っ

ている。 

  さて最後に，我々には 3 番目の場合，つまり物体とエーテルの温度差の問題が残っ

ている。 

**************************************************************************************** 

トロイダル運動 円周運動 

𝑣t(𝑟) = −
𝛤t

4𝜋
∫

(𝑟 − 𝜌)𝑑𝜌

|𝑟 − 𝜌|3
 𝑣𝑐(𝑟) =

𝛤c𝑟

4𝜋𝑟3
 

 

  

∆𝑃sni 

 

∆𝑃sni 

 

∆𝑃emi 

 

∆𝑃emi 

 

圧力勾配を通じた物質粒子の相互作用 ［𝑃sniは核の強い相互作用の圧力；𝑃emiは電磁相互作用の圧力］ 
(a)至近距離の場合（核の強い相互作用）； (b)遠距離の場合（電磁相互作用） 
； (b) 

 
 

(a) (b) 

物体の重力相互作用のメカニズム：重力質量の近傍におけるエ
ーテルの温度と圧力の変化および 2 つの質量の重力相互作用 

 
 

渦トロイドの周りの気体の運動 

(a) (b) 
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熱拡散： 

**************************************************************************************** 

  物体がそれを取り囲むエーテルより高い温度を持っている場合には，その近傍に温

度勾配，すなわち圧力勾配も出現する。気体中においては，温度と圧力は互いに比例

しているからだ。そしてその勾配の中に 2 番目の物体が入り込むと，その物体の温度

が周囲エーテルの温度より高い場合には，その物体は 1 番目の物体から離れ，あるい

は逆に，その物体の温度の方が低い場合には，1 番目の物体の方へ引き寄せられる。 

  すべての天体は陽子，中性子および電子殻から構成されており，それらはすべてエ

ーテルであり，任意の気体渦において，その表面と本体全体の温度は常に周囲媒質の

温度より低いのだから，気体渦の周囲のエーテルは冷却されることになり，その結果，

エーテルの圧力は天体の近傍ではより低くなり，天体から離れた所ではより高くなる。

それゆえ，天体の勾配に入り込んだ任意の物体は外部圧力によって天体の方へ押しや

られる。万有引力の物理的原因はまさにここにある。そしてこれこそがニュートンの

万有引力の法則の物理的基礎なのだ。 

  ニュートンの万有引力の法則はすぐに受け入れられたわけではない。50 年以上の

間，この法則をめぐって議論が続いた。そのすべてが天体観測の結果と一致していた

わけではなかったからだ。特に，イギリス人たちはこの法則に対して反感を持ってい

た。これを擁護していたのはフランス人たちだった。その逆のように思えるかもしれ

ないが。この法則には，絶えず補足や補助的な因子，等々に関する提案がなされてい

た。どうしても天文学との不一致があったからだ。実は，それより後の時代になって，

間違っていたのはニュートンの法則ではなく，天文学の方だったことが判明したのだ

が。ところが当時，勝利したのはニュートンの法則ではなく，フランス人たちが挙げ

た論拠だった。その論拠とは，もし，そうすることを欲する各人がこの単純でエレガ

ントな法則に自分の補足を付け加え続けたとしたら，そのとき，この法則はいったい

どうなってしまうのだろうか?!というものだった。こうしてこの論拠が勝利し，その

後，万有引力の法則にそれ以上攻撃を仕掛けようとする者は誰もいなくなった。 

  さて，話を元に戻すと，ここでもまた，過程の遂次性を容易に見て取ることができ

る。まず最初に 1 番目の物体がエーテル中に温度と圧力の勾配を創出する。その勾配

が何らかの時間が経ってから 2 番目の物体に到達する。その後になってようやく，2

grad 𝑇 =
𝑘q𝑞

𝑟2
Φ(𝑟, 𝑡);     Φ(𝑟, 𝑡) =

1

√2𝑟
𝑟2

𝜕

𝜕𝑟
(−

1

𝑟
∫ 𝑒𝛼2

𝑑𝛼

∞

𝑟/2√𝑎𝑡

) 

       𝑟 → 0のとき Φ → 1。 

 

渦の周りにおける温度と圧力の分布 
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番目の物体はエーテル圧力勾配の作用を受け始める。 

  ここで直ちに，この過程はきわめて高速度であること，これは第 2 音速度の伝播，

すなわち縦方向擾乱の伝播であることを指摘する必要がある。その速度は，ラプラス

の 1788 年のデータによれば光速度の 5000 万倍以上であり，我々のデータによれば

光速度より 13 桁大きい。このことは天体力学の経験全体によって裏付けられている。

天体力学は，総じて，そもそも遅延ポテンシャルが存在しない静力学的公式のみを利

用している。これは，天体の重力相互作用が無限大の速度を持っていることを意味し

ている。 

  次に，核の弱い相互作用の本質について検討しよう。 

  率直に言って，この相互作用について論じている物理学者たちにおいて，私はきち

んとした論理を見出したことがない。そこでは，原子核の崩壊も，放射能も，放出さ

れる X 線も，すべてのものがぞんざいに積み上げられている。しかしなにしろ，それ

らすべては相異なる過程なのだ。そこではそもそも確率論的特性が議論の対象となっ

ている。元素の原子核の半減期とは何か？ 純粋に確率論的な量，つまり統計量だ。そ

れは実験によって見出され，次にそれ以外の質量や時間に対して数学的に拡大適用さ

れた量だ。もちろん，他にデータが存在しない場合には，それは役に立つ。しかし，

過程の物理的本質，過程の原因を理解し，それ以外のすべてはそこからの帰結になる

ようにしたいものだ。 

  そこではいったい何が生じているのだろうか？ いくつかの事実が注意を引く。 

  第 1 に，自然崩壊する性質を持っているのは，ラジウム，ウラン，トリウム，ポロ

ニウムといった少数の比較的重い元素だけである。さらに，様々な元素の約 300 種類

の同位体が存在する。それらは中性子を放出すると，安定元素になる。それ以外の約

2000 種類の放射性同位体は人工的に得られたものだ。 

  第 2 に，それらすべてが転換する際には，エネルギー，運動量，といったもののす

べての力学的保存則が守られている。どこへともなく消えてゆく質量の欠損をめぐっ

ては困難が残っている。他ならぬこの事情が，ニュートリノの概念を導入する理由と

なった。それはごく小さい中性粒子で，どうしても捉えることに成功していない。そ

れを捉えるため，コーカサスのバクサン峡谷に地下ホールが建設された。その中には

太陽ニュートリノを捕獲するための塩素 35 の入った水槽が設置されている。太陽ニ

ュートリノはその水槽の内部に自分の痕跡を残すはずだ。ニュートリノは多数存在し，

連続した流れとなって進行しているが，ごく少数の痕跡しか残さない。なぜなら，ニ

ュートリノは相互作用断面積がきわめて小さく，しかも透過力がきわめて強いからだ。

ニュートリノをめぐるすべての状況は，重力波の探索が行われたときの状況に似てい

るように私には思われる。長い間探索が行われたが，何も見つからなかった。なぜな

ら，その結果判明したように，そもそも重力波は存在しないからだ。 

バクサンニュートリノ観測所 
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  しかし，核の弱い相互作用について，いったいいかなるエーテル動力学的メカニズ

ムを提案することが可能なのだろうか？ それは可能であることが判明した。 

  質量欠損の事実からは，ニュートリノの存在は必ずしも導き出されない。もちろん

それはあり得ることだが，しかし必ずしもそうでなければならないというわけではな

い。なぜなら，それとは別の説明があるからだ。それは例えば，質量の一部が核反応

時に自由エーテル中に移行し，自由エーテルに溶解し，少なくとも今のところ，観測

によって見ることができなくなる，だから，そもそもいかなるニュートリノも形成さ

れていないという説明だ。もっとも，それが形成されている可能性も排除されない。

何があってもおかしくないのだから。しかし，それは必ず可能というわけではない。 

  ところで，核反応時にはすべての力学的保存則が守られるという事実からは，その

すべての事象は純粋に力学的な仕方で説明する必要があるということが導き出される。

それらの事象の 1 つ，すなわち原子核の表面に沿った波およびその本体中における波

の進行について検討しよう。 

  原子核はきわめて Q 値の高い系だ。高 Q 値の系においては，自発的に発生する波が

発達することができる。そのような波は，どこからエネルギーを得るのだろうか？ 核子

自体からだ。原子核とは，けっして死んだ系［dead system］ではない。原子核自体の内部，

核子の内部，またそれらの周りでは，エーテル流がきわめて大きな速度で絶えず運動して

おり，そこにはエネルギーが十分以上に存在している。 

  例えば電子殻の温度変化に起因するごく小さい撃力が生じた場合には，その先，発生し

た振動が自分のエネルギーを増大させる可能性が十分にあり，原子核，特に核子の多い複

雑な原子核の本体中において表面波と深部波が発生する。2 つの波が核子間空間の中に同

時に入った場合には，それらは原子核の諸部分の間の間隔を広げる。そしてその新たな

空間中においてたとえ短時間でも円周方向の斥力，すなわち電気力がトロイダル方向

の引力，すなわち磁場の力を上回った場合には，原子核は 2 つ以上の部分に分裂する。

これが全過程である。 

  らせん渦トロイドの表面は境界層によって周囲媒質から分離されており，トロイド

自体が高密度であることとの関連から，トロイドに対して衝撃パルス励起が加わった

ときは，波――表面波（横波）と深部波（縦波）――が伝播するはずである。 

  表面からの相異なる距離におけるトロイド本体の密度の違い，また縦波の伝播速度

は常に横波の伝播速度より著しく高いという事実を考慮すると，発生した波は複数の

成分を持っており，それらの成分がトロイド本体の内部で互いに独立に非同期的に移

動していると考えるべきである。 

  その内部において個々の核子が境界層を通じて互いに結合している原子核中におい

ては，それらの核子のうちのある 1 つの核子の表面に沿って通過する横波のエネルギ

ーは他の核子に伝わり，それらの核子中において横波と縦波を励起する。 

  核子の表面に沿って進行する横波は周囲エーテル中に振動を創出する。その振動は

周囲エーテル中を伝播し，高周波電磁放射として感受される。核子本体の弾性はきわ

めて高いので，その振動はきわめて高い周波数，すなわち1018 Hzないし1023 Hz（γ 線

放射）の周波数を持つことになる。核子本体と自由エーテルの間の密度差を考慮する

核子本体に沿った表面波の進行 
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と，励起された原子核による振動エネルギーの外部空間中への放出はかなりゆっくり

と進行し，長期間，時には何年間も続くことになり，このことが現実に生じている。 

   原子核本体中を非同期波が進行するときには，個々の成分の山と谷は時折足し合わ

さる可能性がある。核子同士を分離している境界層の範囲内で波の山と山が足し合わ

さった場合には，それらの山は核子間の距離を変化させる。 

  核子同士の引力と斥力との均衡は，境界層がある一定の厚さのときにのみ存在する

ので，互いに向かい合っている 2 つの核子の表面に沿って 2 つの波の山が通過すると，

その瞬間，境界層の厚さは小さくなり，この場合には斥力が生じる。その斥力の衝撃

力が，境界層の厚さを著しく超える大きさまで核子の間の間隔を広げるのに十分な場

合には，波の山の通過後には核子は分離した状態になり，電気的斥力（円周運動によ

る相互作用力）が 2 つの核子を互いにさらに大きく遠ざからせる。 

  それとは逆に，2つの核子の表面に沿って2つの波の谷が同時に通過する場合には，

それらの核子は引き付け合うが，しかし次に，波の谷の通過後には，境界層の厚さは

安定状態における厚さより小さくなり，それらの核子は斥力も得る。 

  こうして，核子間空間中における 2 つの核子の表面波の山の同時出現は，渦トロイ

ド系――核子系――の崩壊，すなわち原子核崩壊をもたらす可能性がある。 

  これ以外の種類の既知の相互作用――核の強い相互作用，電磁相互作用および重力

相互作用――については，我々は既に検討した。 

  この 4 つの種類には帰着しない，それ以外のさらに何らかの相互作用は存在しない

のだろうか？ 存在すると，確信をもって言うことができる。しかし，そのような相互

作用については，エーテル動力学的理解を用いなければ語ることができない。 

  それは例えば，前面抵抗を通じたエーテルと物質の相互作用だ。銀河系のある場所，

それは周縁部だが，そこでは物質の陽子は崩壊し，エーテルの圧力が上昇している。

銀河系の別の場所，すなわち銀河核中ではエーテルの圧縮とともに陽子の形成が進行

しており，エーテルの圧力は低下している。2 つの場所の圧力差が，銀河の周縁部か

ら核へ向かうエーテル流をもたらしている。そして恒星や惑星の構成に含まれている

陽子がそのエーテル流の流路に入り込むと，それらの陽子は力の作用を受ける。その

作用は既知の基本作用に属しているだろうか？ 属していない。これは第 5 の基本相

互作用だ。 

  共有結合反応が物質に及ぼす力の影響が我々によって見出されは，実験的に検証さ

れた。これは 4 つの基本相互作用のうちのどれだろうか？ どれでもない。これは第 6

の相互作用だ。これで全部か？ おそらく，全部ではないだろう。多分，熟考に熟考を

重ねれば，さらに何かが見つかるはずだ。エーテル動力学はそのために豊かな可能性

を与えてくれる。しかし，その方が理論家たちにとって都合がいいからという理由だ

けで，自然界にエーテルは存在しないなどとヒステリックに叫ぶのではなく，それら

の相互作用の研究に取り組まなければならない。 

質疑応答 

  質問  デモクリトスの後に続く哲学者たちは，彼の学説に対してどういう態度を取

っていたのでしょうか？ 

  回答  残念ながら，現代の哲学者たちも含め，後世のすべての哲学者たちは，デモ

クリトスの学説における事実上何ものをも理解しておらず，しかも，理解する代わり

に自分自身の理解を持ち込み，彼の学説を歪め，彼が語らなかったことを彼の学説と

みなしています。 

  なにしろ，デモクリトスは，アーメルは原子の構成部分であるが，重さを持ってい

る原子とは異なり，アーメルは重さを持っていないと，この上なく明確に述べていた
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のです。どうしてそうのか，誰も理解できなかった。例えば我々の同時代人で大哲学

者のアフンドフは，アーメル，すなわち尺度を持たないものとは，抽象的・数学的な

点であり，物理学的概念ではまったくないなどという，とんでもないことまで述べて

います。何かを主張するのなら，まず最初にちょっと考えてから主張する必要があり

ます。しかし，無駄話をすることは誰にでもできますが，どうやら，考えることは誰

もができることではないようです。 

  概して言えば，哲学においては，エーテル概念の発展と称するものは，実際には本

来の概念の歪曲でした。物理学の理解を事実上持っていないそれぞれの哲学者は，自

分が理解したように，独自の判断を持ち込んできました。その結果，真の知識は徐々

に失われてゆき，ついには，哲学者たちはそもそもエーテルは存在しないなどという

馬鹿げたことを言い出したのでした。 

  実は，重さをめぐる問題は簡単に説明することができます。重さとは，物質*，原子

あるいはアーメルの内在的性質ではありません。重さとは，アーメルの熱運動の勾配，

温度勾配の結果であり，個々の気体分子の質量ではなく，気体の質量の性質なのです。

いかなる個別分子も温度勾配を創出することはできません。それに対して，気体バル

クにはそれができます。だから，個々のアーメルはいかなる勾配も創出せず，重さを

持っていません。気体バルクは，そのための条件が存在すれば，勾配を創出します。

なぜなら，渦構造としての原子は他よりも低い温度を持ち，周囲エーテルを冷却する

からです。そこに別の原子が入り込めば，その原子もエーテルを冷却します。温度勾

配が形成され，それによって圧力勾配が形成されます。 

  おおざっぱに言えば，エーテルは，原子間においては，圧力がより大きい外側より

も強く冷却されます。その圧力差こそが重力なのです。つまり，デモクリトスが絶対

的に正しかったのであって，それ以外のすべての者は，まったく何も理解せず，それ

を究明するのが面倒だったのです。私はそういう人々を今もしばしば見かけます。彼

らは，自然を解明し，論理に厳密に従い，エーテル動力学の論理を理解する代わりに，

自然を発明し，エーテル動力学を批判し，それを理解しようとすらしません。 

  私は，エーテル動力学には誤りや不十分な点はないなどと主張していません。もち

ろん，誤りや不十分な点は存在します。なにしろそれは，自然界には世界媒質，ある

いは物質の構築材料が存在するという立場からなされる，自然の解明における事実上

最初の，重大な一歩であるからです。必要なのは，お定まりの公準にもとづいて構築

された新たな宇宙理論を次から次へ発明し，徒に時間を浪費するのではなく，誤りを

見付け，それを修正し，さらに前進していくことです。自然界には公準も，パラドッ

クスも，原理も存在しません。そこではすべてが論理的なのですから，その論理を見

出さなければなりません。なぜなら，彼らが今やっていることは，すべてをこのよう

に作り出した神に対して，自分の無知を押し付けることだからです。 

  質問  これまで沢山の科学者がエーテルに取り組んできたのに，エーテル動力学が

もっと早く創出されなかったのはなぜでしょうか？ 

  回答  その理由は何よりもまず，最近に至るまで，自然科学が分析に必要とされる

データを蓄積していなかったことにあります。以前，自然科学は素粒子の段階をまだ

通過していませんでした。それに関するデータが現れたのは，やっと 20 世紀半ばに

なってからです。それと同じ時期には，気体力学も何とかまとまった形になりました。

ところがその頃には相対論者たちの学派が確固たる地位を占め，それがエーテルに取

り組むことを禁止し，今も禁止しています。ただし，この学派は既に昔のような権威

を持っていません。とはいえ，その禁止の慣性は今なお維持されています。この学派

は寄生虫で，恐ろしいほどの浪費家であり，真理のためにではなく，自分の食い扶持
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のために闘っている。しかし今では，どうやら，それが誰にとっても明らかになりつ

つあるようです。この学派は既に腐れ切っており，今後，唯物論的自然科学の真の発

展によって一掃されることでしょう。 

  質問  陽子から水素原子がどのようにして形成されるのか，もう一度説明していた

だけますか？ 

  回答  それはこういうことです。陽子は，トロイダルらせん渦として，外部エーテ

ルを追い立てて自分の中心穴を通過させています。しかし中心穴は小さいので，少な

くとも，陽子が，陽子に対して静止している周囲エーテルの中にいる場合には，陽子

のそのような状態は不安定です。陽子がエーテル中を大速度で飛行している場合には，

話はそれとは別です。その場合には，陽子の表面上におけるエーテルの粘性は減少し，

安定性が上昇します。これは宇宙線の中で生じています。それに対して，静止エーテ

ル中では陽子の状態は不安定です。 

  陽子の状態が安定的になるのは，束縛されたエーテルが，一部は同じ経路を流れ続

け，一部は外側へ方向を変え，束縛渦を形成したときです。そこでは，そのような束

縛渦は空間中で事実上制約されていません。そして安定原子中の束縛渦の数は，それ

らを創出した陽子の数と常に等しくなっています。 

  現代物理学は，原子中の電子数が常に陽子数と等しいのはなぜなのか，原子中の電

子の電荷が陽子の電荷と等しいのはなぜなのか，そもそも電荷とは何なのか，また，

原子核から原子核の大きさより 10 万倍も大きい距離に存在している電子を陽子が引

き留めているのはなぜなのかを説明していません。いかなる答えも出されていない！ 

このような状態全体は，まったく不完全なラザフォードの惑星モデルから生まれた結

果です。ただし，惑星モデルは，それに先行する，そこにはいかなる運動もまったく

存在しないトムソンのモデルと比べれば，きわめて大きな一歩前進だったのですが。 

  しかし，今や，十分解明し尽くされた諸法則について同じ話をくだくだと論じ続け

るのをやめて，それらすべての問題に対して明確な答えを与える別のモデルに移行し，

自然を理解し始めるべき時が到来しました。それに，それらの法則は本当に「十分解

明し尽くされた」と言えるのでしょうか？ 

  エーテル動力学的原子モデルは，立てられているすべての問いに対して答えを与え

ています。それらの答えは完全か？ もちろん，完全ではない。しかし，さらに前進し

なければなりません。 

  質問  微視的世界の相異なる粒子が同一のスピンを持っているのはなぜでしょう

か？ 

  回答  スピンとは何でしょうか？ それは角運動量です。スピンの存在は，粒子が自

軸の周りを回転していることを意味しています。その回転は，スピンを持つすべての

粒子はトロイダル構造を持っていること，それらの粒子はエーテルのトロイダル運動

を，したがってまた磁気モーメントを持っていることを物語っています。それと同時

に，粒子の回転は電荷の存在も意味しています。ここではすべてが繋がり合っていま

す。 

  かつて中性子をめぐって難問題が生じたことがあります。中性子にはスピンは存在

しますが，電荷は存在しません。このことから，電荷とスピンは無関係だという意見

が生まれました。しかし，エーテル動力学的モデルから出発すれば，問題はどこにあ

るのかが直ちに明らかになります。つまり，中性子の境界層が円周運動を遮蔽してい

るのです。 

  相異なる粒子におけるスピンの同一性について言いますと，ここには明らかなこじ

つけがあります。同一のパラメーターというものは，2 つの同一の物事と同様に，か
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つて一度も，どこにおいても，いかなることにおいても生じたことはありません。そ

れは，数学的手法，いわば，実在するあらゆる差異を消し去り，研究を著しく貧弱な

ものにし，事実上物理的意味を失わせる，一次近似にすぎません。ここには語るべき

ことが沢山あるのですが，それは別の機会にしましょう。 

  私は，物理学者たちが微粒子に関する小数点第 5 位までの精度のパラメーターを物

理学便覧に発表しているのを見ると，いつも驚かされます。それは，それらのパラメ

ーターの測定実験において，実験者たちは電場と磁場のすべてのパラメーターを最良

の場合でも 0.1%，あるいはそれより悪い精度で測定しているという条件の下で得ら

れた数値です。つまりそのすべては統計処理，そして乾杯の音頭に合わせた相互協定

［＝つじつま合わせ］の結果にすぎません。小数点第 5 位を信じることには，いかなる根

拠もありません。ただし，多くの課題の場合，その数値は役に立ちます。たいていの

場合，それらの課題にとって，その小数点第 5 位はまったく必要ないからです。 

  ロベルト・バルティーニ［Robert Lyudvigovich Bartini］は私が今述べたこと全部をあざ笑

うようなことをやっていました。彼は沢山のパラメーターを，何と小数点第 9 位まで

計算していたのですから。物理学者たちは冗談が大好きなんです！ 

  質問  物理学にはこじつけが存在すると，あなたはお考えなのですか？ 

  回答  物理学にはこじつけだけでなく，あからさまな捏造も存在します。1849 年に

光速度の研究に取り組んだフランスの偉大な物理学者フィゾーのような例もあります。

私はそれに必要とされる計算を行ったところ，当時，2 つの山の上で行われるそのよ

うな実験を設定することは不可能であることを確かめ，びっくりしました。そのため

の条件も，必要な装置も存在していなかったからです。ところがそれからわずか 2 年

後の 1851 年，彼は今度は運動する水による光の引きずりに関する新たな実験を設定

しました。それは不可能だ！ ところが，その実験を検証した者は，何と，誰もいない

のです！ 

  チャールズ・タウンズというノーベル賞受賞者がいました。彼は，高周波放射線源

2 個と周波数のうなりの受振器 1 個がその上に設置されている回転円盤を用いてエー

テル風を探索しました。実験装置のすべての部分は互いに対して静止していました。

エーテル風による周波数の変化は記録されなかったので，実験者たちは，エーテルは

存在しないと全世界に向かって喧伝しました。ところが，その実験の設定は初歩的な

誤りを犯していました。なぜなら互いに対して静止している発振源と受振器には，そ

もそもドップラー効果は存在しないからです。しかし，この実験の結果は確実だと発

表されました。特に，『ソビエト大百科事典』の「マイケルソンの実験」という記事に

はそう書かれています。 

  そもそも，相対性理論に関するすべての実験は何から何まで捏造とまやかしです。

しかも，これを誰もこれを憂慮していません。しかし今や，科学は真に生産力となり

つつあります。ですから，応用科学者たち，特に私のような者が科学に取り組み始め

たわけです。 

  質問  あなたはご自分の課題は何だとお考えですか？ 

  回答  私の課題はイデオロギー的なものです。私は，自然科学を自然の研究に関す

る唯物論的方法論に立ち戻らせることが必要であると考え，この方向で働いています。

そしてご承知のように，最初の結果は既に生まれています。しかし，これは旅の始ま

りにすぎません。前方には巨大な活動の場があり，そこにはすべての人々ための場所

と仕事が十分にあります。 

  これで終わります。2 週間後にまたお会いしましょう。 
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2000 年 11 月 26 日 

  既に述べたように，自然科学の発展は，物質*の階層的組織化レベルごとに進んでき

た。全体としての自然（ミレトスのタレス，紀元前 6 世紀）から実体［substance］（ア

リストテレス，紀元前 4 世紀）へ，さらに物質（16 世紀）へ，さらに分子（18 世紀），

原子（19 世紀），物質素粒子（20 世紀）へと進み，今やエーテルへと進んだ。これは

既に 21 世紀のことだ。 

  新たな物質*組織化レベルに移行するたびに，我々はそれによって先行するレベルの

構築材料を導入し，その先行するレベルはそのその構築材料の組み合わせであること

が判明した――分子が物質の構築材料であり，原子が分子の構築材料であり，素粒子

が原子の構築材料であるといったように。そのような各移行は，その直前に生じてい

た物理学における危機を解決した。 

  今日，我々はそれとまったく同様の状況にある。物理学者たちはきわめて多数の種

類の素粒子をため込んだ。それが実際にはいくつあるのかは，誰も知らない。それら

すべての素粒子は互いに変換し合い，さらには真空中の強い磁場において誕生する能

力さえ持っている。昔誰かが，きわめて機知に富んだ表現で，各粒子はそれ以外のす

べての粒子から構成されていると言ったことがある。 

  これは何を意味しているのだろうか？ これが意味しているのは唯一つ，すべての

粒子は同じ構築材料から構成されており，真空はその中に他ならぬその構築材料を含

んでいるということだ。その構築材料をある仕方で集めて一塊にするとある粒子が得

られ，別の仕方で集めて一塊にすると別の粒子が得られたというわけだ。 

  我々は，唯物論者であるのなら，すべては物質*から構成されていることを認めなけ

ればならない。この命題はあらゆる技術者にとって自明なことだ。これを理解できな

いのは科学アカデミー会員の物理学者たちだけだ。つまり，我々には唯物論的方法論

が必要であり，そのような方法論自体は普遍的不変量から，すなわち，一番基本的な

ところから出発しなければならない。 

  アインシュタインが 4 次元インターバルを不変量として定めたとき，そこには光速

度が含まれていた。とすれば，それは既に絶対的に間違っている。光速度は電磁気量

であり，最良の場合でも電磁相互作用の特性しか反映していない。ところが我々には，

周知のように，互いに帰着し合わない 4 つの基本相互作用が存在する。それは，さら

に核の強い相互作用と弱い相互作用および重力相互作用だ。これらは光とは何の関係

も持っていない。それゆえ，光速度は個別的な性質，つまり光という個別的現象の速

物理学 
 

化学 
 

発見！ 
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度にすぎないのであって，普遍的物理不変量となることはけっしてできない。だから，

4 次元インターバルがすべてのものに適用されるとき，それは原理上の嘘を意味する

のだ。 

  それは絶対的な主意主義だ。それだけでなく，物理学者たちはマイケルソンの実験

を含め，エーテル風に関するあらゆる実験データを無視した。1998 年，ハリコフ市の

電波物理学・電子工学研究所でエーテル風の研究に関する大きな仕事がなされ，

1921~1925 年のミラーの実験結果を裏付ける，重要な意義を持つ結果が得られた。 

  より深い物質*の階層的組織化レベルへの各移行は必要に迫られて行われたもので

あり，そのような各移行は物理学革命を意味していた。そのような各移行は著しい応

用的結果をもたらした。全体としての自然から実体への移行は哲学を与えた。実体か

ら物質への移行は薬学を与えた。物質から分子（微粒子）への移行は化学を，分子か

ら原子への移行は電気力学を，原子から素粒子への移行は原子力と固体物理学，とり

わけ半導体とレーザーを発展させた。 

  素粒子からエーテルへの移行が何を与えるかは，今は想像することしかできない。

それは確実に，有り余るほどのエネルギー，超遠距離への飛行，有り余るほどの食料

供給，エコロジー，土壌回復，自然全体の回復，そしてその他沢山のものとなるだろ

う。 

  微視的世界と巨視的世界の既知の諸現象の分析は，エーテルとは気体，しかも普通

の実在気体，すなわち圧縮性と粘性を持った気体であることを示した。しかし，最も

重要なのは，この気体に対しては気体力学の既知のすべての法則を適用することがで

きるということだ。なぜなら，物質*のすべての組織化レベルにおいて同じ物理法則が

働いていることが不変量から直接的に導き出されるからだ。そしてこのことが，ある

面から見ると単純な，また別の面から見ると既に理論的・実験的に十分に練り上げら

れている気体力学の数学的道具立てを我々の手に与えてくれる。 

  このことがエーテル動力学理論を創出する可能性を与えた。もちろん，それは進む

べき道の一番最初のレベルにおける理論だが。しかし，それは既に，物理諸過程の認

識ときわめて多様な分野における新技術の達成に関するまったく新たな可能性を切り

開いた。エーテル動力学がそれに対して助力を与え，研究と新技術開発の新たな方向

性を見出すことができないような自然科学領域は 1 つも存在しない。 

  まさにそのためにこそ，私のすべての本が書かれ，エーテル動力学の諸命題を裏付

けるいくつかの実験が行われた。その結果，今日では，あれこれの形でエーテルに関

する理解を発展させつつある何百人ものエーテル論の著者が出現している。彼らは皆

別々の街に住み，互いのことを何も知らずにいるが，その数は多数に達している。こ

のことは，問題解決の機が熟したことを意味している。 

  私が持っているデータは十分に正確というわけではないが，外国でも同じことが起

こっているようだ。最近，ロシア科学アカデミー力学問題研究所を通じて 1 冊の分厚

い本が私に送られてきた。それはノーベル賞受賞者モーリス・アレが書いたエーテル

風に関する研究をテーマとした本で，彼の献辞が添えられていた。彼もまた，独りぼ

っちではない。 

  今日は化学相互作用についてちょっと話そう。今回の講義では，最後に，我々の連

続講義において以前からそうしているように，モスクワ国立大学化学部 2 年の 2 人の

学生との間で，今回の講義のテーマに隣接する 2 つの問題について 15 分間質疑応答

が行われることになっている。 

  これまでの講義に出席していなかった人のために講義内容をもう一度繰り返すこと

はできないが，それでもやはり，これまでの内容について若干話すことにしよう。 
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  エーテルとは実在気体，つまり粘性と圧縮性を持った気体である。気体のすべての

種類の運動のうち，閉じた空間の中に高密度気体を保持する能力を持っているのはた

だ 1 種類，トロイダル運動のみである。 

  トロイドの中心部におけるトロイダル運動の速度は周縁部におけるより著しく大き

い。なぜなら，同一の気体が相異なる面積を通過するからだ。中心に近い所では断面

積はより小さい，つまり速度がより大きくなるのに対して，周縁に近い所では断面積

はより大きい，つまりトロイダル運動の速度はより小さくなる。 

  ところが，流れの速度を減少させるためには，余剰エネルギーを誰かに与えなけれ

ばならないが，与える相手は存在しない。すなわち，トロイダル流の速度が減少した

ときには，全速度を維持したままで別の方向の速度成分が生じなければならない。こ

の場合の唯一の可能性は流れの方向転換だ。こうして，トロイダル流の方向に対して

垂直な円周運動が出現する。トロイド全体が回転し始める。高密度エーテルの唯一の

安定形態は渦らせんトロイドであり，また，微視的世界の唯一の主要粒子は陽子であ

る以上，陽子は高密度気体状エーテルの渦らせんトロイドと同一視される。ここでは

これ以外のバリアントについては検討しない。 

  陽子のトロイダル状の本体はその周りにトロイダル状のエーテル流を創出する。そ

のとき，トロイダル流は，その 1 番目の陽子のトロイダル速度の場に入り込んだ 2 番

目の陽子に対するねじりモーメントを創出する能力を持っている。それゆえ，このト

ロイダル流は 1 番目の陽子の磁場と同一視される。この流れはビオ-サバールの法則に

従って距離の 3 乗に比例して減衰し，この点において，トロイダル流は陽子の磁場が

振る舞うのとまさに同じように振る舞う。 

  もしトロイダル運動が存在しなかったとすると，円周運動は陽子の厚さほどの厚さ

を持った平たいクレープの形で陽子から四方八方へ伝播するはずであり，そのとき，

円周速度の減少は距離の 1 乗に比例するはずだ。しかし，実際の円周運動は球面に沿

ったトロイダル運動によって押し流されており，そのため，円周運動は距離の 2 乗に

フェリックス・サバール 
1791~1841 

ジャン＝バティスト・ビオ 
1774~1862 

カール・フリードリヒ・ 
ガウス 

1777~1855 

シャルル=オーギュスタン・ 
ド・クーロン 

1736~1806 
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比例して減衰する。2 番目の陽子がトロイダル運動，すなわち磁場によって方向転換

された場合には，2 つの陽子によって創出されるエーテルの円周運動は一緒に同一方

向へ移動し始め，陽子間のエーテルの圧力が増大し，それらの陽子は斥け合う。それ

ゆえ，円周運動は電場と同一視される。空間中における電場の分布はガウスの定理に

従い，陽子同士の相互作用力はクーロンの法則に従う。 

  主要な運動は円周運動ではなく，閉じた空間中に気体のバルクを引き留めている，

他ならぬトロイダル運動であることに注意を払わなければならない。円周運動はトロ

イダル運動から派生した運動なのである。 

  これ以降のすべてはらせん運動の上に構築されている。ただし，らせんは右巻きで

もあり得るし，左巻きでもあり得る。 

  微視的世界において基礎となっているのは他ならぬ陽子である。微視的世界におい

ては，基礎としてはそれ以外のものは何も存在しない。陽子は，陽子本体の中におけ

るエーテル流と同じ符号のエーテル流を自分の周りで押し流している。我々はそれら

のエーテル流を磁場として，また正の電場として感受している。 

  原子中の陽子の周りに境界層が形成された場合には，その同じ陽子が中性子に転化 

する。その境界層内で，陽子はまるで滑り軸受のように回っている。なぜなら，境界

層内の粘性は他よりも低いからだ。しかし，境界層の安定性は隣接するいくつかの陽

子によってのみ維持されている。それらの陽子が存在しなくなると，境界層は崩壊し，

中性子は再び陽子に戻る。円周運動は境界層によって完全に遮蔽されている。中性子

が電気的に中性なのは，まさにこの理由による。境界層内では，トロイダル運動も部

分的に抑えられている。そのため，中性子の磁気モーメントは陽子の磁気モーメント

より若干弱くなっている。陽子と中性子のそれ以外のすべての特性は同じである。 

  自由状態にある陽子は，エーテル中を十分大きな速度で運動している場合にのみ安

定である。それは，例えば宇宙線中で生じている。エーテル流は，相対的な静止状態

においては，陽子の中心部の小さい穴をくぐって進んで行くために，ある一定のエネ

ルギーを消費している。しかし，何かがエーテル流の安定性を攪乱した場合には，陽

子の周囲のエーテル流は，部分的に，陽子の中心穴の中へではなく，そこから逸れて

外側へ向かって流れて行き，その結果，束縛されたトロイダル渦が形成される。その

束縛トロイダル渦のらせん運動の符号は，陽子および陽子の近傍の電場の中における

エーテルのらせん運動の符号と反対である。これこそが我々が原子の電子殻とみなし

ているものなのだ。こうして水素原子が形成される。 

  電離していない各原子中において，電子数が常に陽子数と正確に等しいのはなぜな

のか，それは何によってもたらされているのか？というごく当たり前の疑問について。

エーテル動力学的モデルから見ると，それは，各陽子それ自体が束縛渦，すなわち固

有の電子殻を創出していることによってもたらされており，相等性もここから生まれ

ていることが分かる。それだけでなく，束縛渦は，その固有の安定性という条件によ

って制約されていることを除き，空間中において何ものによっても制約されておらず，

このことから，電子殻が，それを創出した陽子の十万倍もの大きさを持っている理由

も分かる。原子核の周りをあたふた駆けずり回っているいかなる独立電子も，ここに

は存在しない。しかし，束縛渦を陽子から剥離させると，束縛渦は直ちに収縮して粒

子，すなわち電子となり，その束縛渦があった場所には，陽子の中心部を通ってそれ

自体で閉じているエーテル流が再び形成される。実は，それが存在しているのは短い

間だけだが。 

  量子力学はいかなる原子内媒質の存在も認めておらず，その結果，一歩進むごとに

つまずいている。例えば，ボーアの 2 つの公準は，非励起状態にある原子中の電子は

許容された（誰によって？ ボーアによって？）軌道に沿って運動しており，そのよう
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な軌道上においては，電子の整数の振動数が成立していなければならない。しかしな

にしろ，それは，原子核の周りを 1 周し終えた電子は，それより 1 周前に存在してい

たのと同じ地点へ，同じ位相で到達したということを意味している。そうだとすると，

何ものかが，電子が出発したときの位相を記憶していなければならない。そうでない

とすると，電子は自分が正確に整数回の振動をしたことを，いったいどこから知るの

だろうか？ 答えはない。許容された軌道に沿った電子の運動というこのたった 1 つ

の設定が，既に，原子中にはその位相を記憶するような何ものかが存在していなけれ

ばならないなどと言っているのだ。 

  我々はシュレーディンガー方程式から波動関数を得た。我々は

その波動関数の 2 乗を原子内空間の所与の地点において電子を見

出す確率密度と解釈しなければならないと，我々は教えられてき

た。しかも，原子中の所与の具体的な場所において，その波動関

数は一定であるとされている。その波動関数の一定性は，いった

い何によって確保されているのか？と尋ねたくなる。答えはない。

このように，量子力学全体は，量子現象の根底にあるあらゆる原

因の完全な無視の上に構築されているのだ。 

シュレーディンガー方程式はどこから現れたのか？ そもそも，

それは何なのか？ 

  シュレーディンガー方程式は粒子の外部の力場中に存在する質

量𝑚の粒子の普通の振動を記述している。実際，シュレーディンガー方程式は次の形

を持っている。 

ここで𝑊は系のエネルギー； 𝑈は粒子の一の関数としての系のポテンシャルエネルギ

ー； 𝑚は粒子の質量である。 

  1 軸の場合，波動方程式は次の形を取る。 

この形は関数の振幅を反映している。 

  振動子の場合，ポテンシャルエネルギーは次式によって定義される。 

ここで𝜐は振動周波数； 𝑘 = 4𝜋2𝑚𝜐は系の弾性係数である。 

と表すと，次式が得られる。 

  これを解くと次の結果が得られる。 

これは物理的には空間と時間の中におけるある安定振動のスペクトルを表している。 

∆𝜓 −
8𝜋2𝑚

ℎ2
(𝑊 − 𝑈)𝜓 = 0;     𝜓 = 𝜓0𝑒12𝜋𝑊𝑡/ℎ  

𝑑2𝜓

𝑑𝑥2
−

8𝜋2𝑚

ℎ2
[𝑊 − 𝑈(𝑥)]𝜓 = 0  

𝑈(𝑥) =
1

2
𝑘𝑥2 = 2𝜋2𝑚𝜐2𝑥2  

λ = 8𝜋2𝑚𝑊/ℎ;     𝑎 = 4𝜋2𝑚𝜐/ℎ  

𝑑2𝜓

𝑑𝑥2
− (λ − 𝑎2𝑥2)𝜓 = 0  

λ = (𝑛 +
1

2
) 2𝑎;     𝑈 = (𝑛 +

1

2
) ℎ𝜐;     𝑛 = 0, 1, 2, ⋯  

エルヴィン・ 
シュレーディンガー 

1887~1961 
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  我々技術者が例えば振り子のような粒子の振動を振幅と位相の記号で記述すること

に慣れているのに対し，シュレーディンガーはそれと同じことを全エネルギーとポテ

ンシャルエネルギーを用いて記述することを思い付いた。そのとき，全エネルギーと

ポテンシャルエネルギーの差は，やはり［振幅と位相を用いて記述した場合と］同じ運動エ

ネルギーになっている。 

  このように，物理的に近い系が形式の相異なった表式で記述されているが，それら

の表式は事実上同一の解を与えている。 

  何人かの研究者は量子力学方程式の流体力学的解釈の可能性に注意を払った。今検

討した，エディントンによって提唱された𝜓関数の媒質質量密度としての解釈の他に

も，この問題に関する研究がマーデルングとボーアによって行われた。彼らは，波動

関数は質量密度として解釈することが正しいのだとしても，しかし，それは何の質量

密度なのか？という点に注意を払った。それはいかなる物理的媒質なのか?! なにしろ，

エーテルは存在しないのだ。 

  彼らは，物質*的な原子内媒質の存在の可能性を直接的に指し示す，数学的にまぎれ

もなく正しい解を得たものの，それらのものをそれにふさわしい名前で呼ぶ決心がつ

かなかった。彼らは皆，科学界の官僚筋ですらない，あの権威筋から受けるかもしれ

ない制裁に，それほどまでに怯えていたのだ。彼らは流れに逆らって進んでいくこと

を恐れたのだ。 

  マーデルングは何をしたか？ 彼は論文「量子力学方程式の流体力学的解釈」（1940

年）において，シュレーディンガー方程式に 2 つの因数，すなわち時間の因数と空間

の因数を順に代入した。それらの因数には 2 つの虚数があり，そのうちの一方は時間

の因数の中に，他方は空間の因数の中にあった。その結果，彼は空間と時間の中で安

定な物質*的媒質の流れの方程式を得た。 

  しかし，それはどんな媒質なのか?! 彼はエーテルについて何かを述べる決心がつか

なかった。この問いは答えを与えられないまま残された。 

  私はかつてシャフト回転角のコード変換に関する問題に取り組んでいたとき，空間

時間ダイヤグラムを考え付いた。そこには 2 つの虚数が現れており，一方は時間の

中に，他方は空間の中にあった。そのとき私は，正弦波・余弦波トランスを移相器と

して利用している回路に対しては，それと同じ正弦波・余弦波トランスを利用してい

る回路，ただしそれをブリッジ回路として利用している回路が対応していなければな

らないことを証明することに成功した。このことは私の 1966 年と 1976 年の本に書

かれている。当時は皆，後の方の正弦波・余弦波トランスを移相器として利用してい

た。これはきわめて不都合で不正確なやり方だった。なぜなら，供給電流から高次高

調波を非常に綿密に除去する必要があったからだ。我々は回路を再構築することによ

って精度を 1 桁向上させ，高次高調波に対する精度の依存性から完全に解放された。

我々はフランス人の仲介により，この回路技術全体を，自社の技術的条件を事実上全

アーサー・エディントン 
1887~1944 

エルヴィン・マーデルング 
1881~1972 

デヴィッド・ボーム 
1917~1992 
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世界に押し付けていたアメリカの ARINC 社に譲渡することを余儀なくされた。なぜな

ら，我が国の国内では，この技術の導入はまったく進まなかったからだ。この問題を

管轄する省で，我々は同じ質問を何度も受けた。それは「この回路はアメリカ人も持

っているのかね？」という質問だった。我々は「持っていない」と答えた。彼らは我々

にこう尋ねた。「では，君たちはいったい何を望んでいるのだ？ まさか，君たちはア

メリカ人より賢くなりたいのか？」どうしたわけか，アメリカ人より賢いことは恥ず

べきこととみなされていたのだ。ちなみに，今や，我々の回路は世界のすべての飛行

機で利用されている。まさにこのとおりだったのだ。 

  しかし，この経験は，マーデルングが何をしたのかを理解する機会を私に与えてく

れた。彼は我々より早く，我々と同じことを別の分野で行ったのだ。ただし，私がこ

のことを知ったのは，それよりずっと後のことだった。 

  𝜓関数は原子中の質量密度の分布をどれだけ正確に反映しているのだろうか？ た

しかに反映しているが，しかし正確にではない。なぜなら，質量密度はこういう形で

こそ有益であるにもかかわらず，この場合にも，質量密度の分布の物理的メカニズム

が考慮されていないからである。我々が行った分析が示すところによれば，𝜓関数の

極値に対しては束縛渦の中心部が対応しており，ゼロ値に対しては渦と渦の接触境界

が対応している。それゆえ，原子の渦モデルを構築するための 1 次近似として𝜓関数

を利用することは完全に可能だ。しかし，その利用の可能性はここまでだ。 

  それぞれの束縛渦中では遠心力が働いている。このことは，渦の内部においてはエ

ーテル密度の分布は𝜓関数と一致しておらず，𝜓関数の不適切性が生じているというこ

とを意味している。渦モデルからは，束縛渦の周縁部におけるエーテル流の速度は原

子核近傍領域における速度より 10 桁以上小さくなることが明確に導き出されるにも

かかわらず，𝜓関数からは，電子殻の様々な領域におけるエーテル流速度の値はどう

しても導き出されない，等々といった不適切な点がある。それゆえ，シュレーディン

ガー方程式にもとづいて得られた𝜓関数は，1 次近似以下の数理モデルとみなすべき

である。そしてこの点については，量子力学によって成し遂げられた仕事は疑いもな

く有益であった。 

  𝜓関数を用いれば我々は任意の原子の渦モデルを構築することができることを理解

したとき，私はある種の多幸感さえ覚えたものだ。そしてこう思った。――今や我々

は𝜓関数のカタログを手に入れようとしている。そのカタログは間違いなく存在する。

存在しないはずがあろうか？ そして我々はそのカタログを使って，ポーランドの科

学者 Z.オグジェヴァリスキー［脚注］がやったのと同じように，原子と分子の渦モデルを

描き出すのだ（実は，彼は電磁気学的理解にもとづいてそれを行ったのだが）。そして

私はそのすべてを成し遂げるのだという希望に満ちて，𝜓関数のカタログを求めてま

っしぐらに駆け出した。 

  実際には原子の場合も，分子の場合も，いかなる𝜓関数のカタログも存在しないこ

とが分かったとき，私はどんなに落胆したことか！ そのカタログは，様々な状態にあ

る水素原子の場合はあるが，ヘリウム原子になると，既に部分的にしかない。一部の

分子の場合はある。ところが一般的なカタログ，あるいは一般的な何らかの系となる

と，何もない！ そしてここでも，これはそれほどまでに複雑なのであるなどと，彼ら

は泣き言を言っている！ 

  まったく，何たることだ！ 彼らはエーテルを否定すれば理論は単純になると言い，

 
［脚注］ Z.オグジェヴァリスキー（ポーランド語での表記は Zbigniew Ogrzewalski）については，V.A.アツ

ュコフスキー『エーテル動力学的自然科学の始動』（2 頁参照）第 2 巻の付録 1.「オグジェヴァリスキー

による分子構造のモデル化」を参照されたい。 
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それがエーテルを放棄する根拠とされた。それが今になって，そんな泣き言を言って

いる。実際にはすべてはきわめて複雑になり，その結果，彼らはこの問題でも袋小路

に入り込んだ。で，次はどうするんだ？ 

  ところで，彼らの理論には，いったい何があるのだろうか？ どこから現れたのか，

誰が作り出したかも不明なポテンシャル井戸があり，その中で電子が動き回っている。

粒子と波動の普遍的二重性に関する多種多様な憶測がある。で，さらに何があるのか？ 

構築材料がないではないか！ 

  もしかしたら，私は間違っているのかもしれない。結局，私が言いたいのは，固体

領域の研究が存在しており，この領域では量子力学と𝜓関数は数理（幾何学）モデルの

構築とありとあらゆる計算のために有益ではあるが，しかし物理学的理解の欠如が，

理論家たちが微視的世界の構造の特徴を認識する可能性，また応用科学者たちが技術

を発展させる可能性をきわめて乏しくしているということだ。それゆえ，この領域で

はエーテル動力学が広範な活動の場を開きつつある。 

  今日，微視的世界の物理学のさらなる発展は何ももたらさないなどと言ってはなら

ない。もちろん，それは何かをもたらす。しかしまた，一部の理論家たちが主張して

いるように，その物理学全体は既に完成しているなどと言ってはならない。何も完成

していないからだ。前進する必要があるのだ。それには量子力学的理解を利用した前

進も含まれるが，しかしその際には，諸過程の物理的内容に立ち戻ることが不可欠だ。

そしてそれは，原子内媒質，つまりエーテルに関する理解の復活に立脚すること，す

なわち自然の仕組みに関するエーテル動力学的理解にもとづくことによってのみ可能

となる。 

  これは既にどこかで話したことだが，私はかつてあるとき，ある科学者に招待され

てウイルス学研究所を訪れたことがある。彼は倍率 2 億倍の顕微鏡を使って仕事をし

ていた。とびきり面白い人で，自分の顕微鏡の近くに置いてある，ちっちゃいソファ

ーの上で暮らしていた。家には帰っていなかった。どうしてかというと，妻が出張中

で家には誰もいないが，研究所にはコーヒーと顕微鏡があるからだ。 

  彼が私を招待してくれたのは，私が彼に，あなたは顕微鏡でいったい何を撮影して

いるのかと尋ねたからだ。彼は自分が撮った 2 つの原子の写真を見せてくれた。それ

らの原子は写真上で 5 cm 離れており，それぞれ 4 cm ほどの直径を持っていた。写真

上の 2 つの原子は 2 つの灰色の球になっていて，それらの内部における黒色の濃度は

中心部に向かって増大していた。中心部はきわめて微細で黒さが最も濃い，いくつか

の点になっていた。それが原子核だった。私はすぐ，以前それについて彼に話したこ

とのある，束縛渦中におけるエーテルの密度分布をそこに見て取った。私は今，その

写真のコピーを譲ってくれるよう彼に頼まなかったことをとても後悔している。しか

し，いずれにせよ，原子の渦構造が写真に撮影さえされたとみなすことができる。 

  今日，我々には，液滴モデル，殻モデル等々，沢山のありと

あらゆる原子核モデルがある。しかし，原子核の内部構造のモ

デルは今なお存在しない。しかしなにしろ，既にメンデレーエ

フの元素周期表から，すべての原子の原子核中には陽子と中性

子以外には何も存在しないことが直接的に導き出されている

のだから，エーテルを認めるなという警告がもし発せられてい

なかったなら，そのようなモデルをとっくの昔に構築すること

ができていたはずだ。 

  ちなみに，メンデレーエフの元々の元素周期表には，エーテ

ルに割り当てられた，いわゆるゼロ行が存在していた。それよドミトリー・イワノヴィ
ッチ・メンデレーエフ 

1834~1907 
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り後，ゼロ行は特殊相対性理論と一致しない行として周期表から削除された。 

  エーテル動力学的モデルでは原子核はどんな仕組みになっているかを思い出そう。 

  陽子と中性子を結合させると，それらは反平行にのみ結合する。このことから，中

性子の磁気モーメントの前にはマイナスの符号が付く。陽子と中性子の間においては

エーテル流の速度勾配が形成され，核子間空間中の圧力は低下し，外圧が核子を互い

に押し付け合わせる。核子の相互作用エネルギーは 2.27 MeV に達する。 

  その構造物にさらにもう 1 つの中性子を付加すると，相互作用エネルギーは 3 倍に

増大する。なぜなら，今や 3 つの結合面が存在するようになったが，しかし各核子ご

との結合面の数は今や 2 つになり，核子は若干扁平になり，各結合面の面積が増大し，

その結果，エネルギーの追加が生じるからだ。こうして 1.67 MeV の追加エネルギーが

現れる。 

  しかし，その構造物に中性子ではなく，陽子が付加される場合には，その追加分は

それより小さくなる。なぜなら，円周運動中において 2 つの陽子のエーテル流が競合

するようになり，陽子同士が押しのけ合うからだ。その追加エネルギーはより小さく

なり，今や 1.67 MeV ではなく，わずか 0.91 MeV となる。 

  ところが 4 つの核子，すなわち陽子 2 個と中性子 2 個が結合した場合には，それら

は互いに 1 列になり，外部媒質中のエーテル流の長さが減少するため，核子の結合エ

ネルギーが急速に増大し，重水素の原子核中における核子の結合エネルギーの 6 倍以

上になる。 

  そしてそれ以降のすべての複雑な原子核の構造には，α 粒子のみからなる支持構造

物が含まれなければならず，それらの構造物に，核表面の α 粒子の間の凹部に入り込

んだ 1 個，2 個または 3 個の陽子および若干数の中性子が付加される。 

  他の原子核よりも大きな結合エネルギーを持っている魔法核とはいったい何か？ 

それは α 粒子なのである。炭素 12 は 3 個の α 粒子であり，酸素 16 は 4 個の α 粒子

であり，カルシウム 40 は 10 個の α 粒子であり，さらにルテニウム，ガドリニウム，

等々と続いていく。そして α 粒子の数が多くなるほど，表面上の穴の数が多くなり，

それらの穴の中に追加的な中性子を置くことが可能になる。複雑な原子核における同

位体の数が単純な原子核におけるよりも大きいのは，そのためだ。 

  しかし，それらの表面核子における結合面は，原子核の上部層中の α 粒子における

結合面と同様に，凸部が大きくなることによって小さくなり，その結果，原子核の安

定性はより小さくなる。そのため，原子核に何らかのものによって衝撃が加わると，

原子核は，結合エネルギーが最小の結合線に沿っていくつかの部分に分かれ，崩壊す

る。そのとき，α 粒子自体はけっして崩壊しないことに注意しよう。α 粒子中の核子

は強固に結合しているのだから，それは当然だ。 

  それと同時に，このことは，どこからかヘリウムが放出されている場合には，そこ

のどこかで，おそらく地球の深部において，核反応過程が何百万度の温度など一切な

しに生じていることを意味している。ここには，よく考えてみるべきことがある。 

  さて次に，電子殻の話に移ろう。 

  水素原子における電子殻とは何か？ それは陽子によって吹き出される同じエーテ

ルらせん流であり，陽子の電磁場として感受される。しかし，そのエーテルらせん流

は，トロイドの小さい穴を通過する必要があるため，不安定である。より安定性が大

きいのは，その穴を通過するのはずっと変わることなくエーテル流の一部分だけで，

その大部分は折れ曲がって自由空間の方へ流れ，束縛渦を形成するというバリアント

である。この束縛渦こそ，我々が電子殻と呼んでいるものなのだ。 

  各陽子は自分の束縛渦を創出しているので，原子中の電子数は原子核中の陽子数と

正確に等しくなるという結果が得られる。これについてはこれまでいかなる説明も見



118  第 6 講 化学相互作用とは何か？ 分子表面のベクトル的性質と触媒作用 

 

出されておらず，単にその事実が確認されていただけだった。 

  この電子殻中には原子核の周りを回転するいかなる電子も存在しない。存在するの

は殻全体そのものだ。しかし，その殻を陽子から剥離させると，それは即座に収縮し

て粒子，すなわち電子を形成し，殻があった場所には，陽子の中心穴を通過するエー

テル流が再び形成される。水素原子は電離した状態になる。この状態は不安定なので，

若干の時間が経過すると陽子の周りのエーテル流が再び折れ曲がって自由空間の方へ

流れ始め，再び束縛渦，すなわち電子殻が形成される。水素原子は再び中性になる。 

 

**************************************************************************************** 

原子の電子殻 

境界層 

束縛渦 

(a) (b) (c) 

陽子の 3 つの安定状態：(a)陽子；(b)中性子；(c)水素原子［𝑣cは円周運動の速度］ 

(a) (b) (c) (d) 

様々な状態にある水素原子 

𝒗𝐜 𝒗𝐜 𝒗𝐜 
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**************************************************************************************** 

  以上において検討したメカニズムは，プラズマが他ならぬプラズマとして長時間維

持されない理由，またプラズマの中性化のための電子がどこから取得されるかを完全

に説明している。プラズマの各陽子はそのこと［＝電子の取得］をそれ自身で手配してい

るのだ。その束縛渦は，その大きさの点では，それ自体の安定性という条件によって

のみ制約されている。それゆえ，束縛渦は陽子の大きさの 10 万倍の距離まで広がっ

ている。 

  原子量の増大に伴う原子の体積の変化の周期性のメカニズムについて検討しよう。

周知のように，原子の連なり全体におけるそのような周期は 6 つある。 

  単独の水素原子，すなわち束縛渦（電子殻）を持った陽子が存在するとき，その束

原子と分子の電子殻 

化学相互作用：(a)イオン相互作用；(b)共有相互作用 

水の構造（各種バリアント） 

(a) (b) 
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縛渦は全立体角，すなわち4𝜋を占めている。ところがヘリウム原

子核（α 粒子）の中には 2 つの原子が存在しており，各陽子の立

体角は単独陽子の立体角の 2 分の 1 である。 

  ベルヌーイ方程式 

𝑣2

2
+ ∫

𝑑𝑃

𝜌
= const 

において陽子の密度𝜌を一定とみなすと，この方程式は仏の比エ

ネルギー保存則になる。すなわち， 

𝜌𝑣2

2
+ 𝑃 = const 

これより，流れの速度が増大するにつれて流れの中の圧力が減少し，外圧が束縛渦を

ちょうど 2 分の 1 に圧縮することがただちに分かる。そしてこのことが実際に生じて

いるのだ。 

  しかし，α 粒子にもう 1 つの陽子を追加し，その結果，リチウム原子核が得られる

場合には，その陽子は自分のエーテル流を側方へ吹き出し，それによって舌が形成さ

れる。その舌は前から存在していた 2 つの束縛渦の範囲の外へ出て，その結果，原子

の体積が増大する。ところが，その原子核にさらにもう 1 つの陽子を追加すると，ベ

リリウム原子核中において対称性が復活し，原子の体積は再び減少する。 

  こうして，原子核中の陽子数の増大に伴う原子の体積の変化の原理的な原因が突き

とめられたとみなすことができる。しかし，この問題を詳細かつ徹底的に研究するた

めには，多大な作業を行う必要がある。 

  原子の表面，また分子の表面もベクトル的性質を持っていることに注意を向けてい

ただきたい。実際，束縛渦の表面上ではエーテル流が流れており，しかもそれらの流

れはらせん流であり，さらにそれらのらせん流もまた，今度は隣接空間中においてエ

ーテルらせん流を引き起こしている。それらのらせん流は他の原子や分子に作用し，

それらの原子や分子を，それらの相互作用エネルギーが最大となり，それらの間の圧

力が最小となるように，空間中において方向転換させる。このことは重大な帰結を持

っている。 

  今日の理解において，電荷とは何か？ それはスカラーとされている。しかし実際に

は，それはベクトルなのだ。なぜか？ 理由はきわめて単純だ。我々がその上に電荷が

配置されている球と相互作用するとした場合，我々がどの方向から球に近づこうと，

我々は常に，その場所に存在する電荷から出る電場に出会うことになる。それゆえ，

電荷はスカラーであるという印象が生まれ，この根拠にもとづき，分子の表面はなめ

らかであり，この点において分子にはそれ以外のいかなる性質も存在しないと我々は

みなしている。 

  しかし，電荷自体はトロイドである。トロイドは完全な空間対称性を持っていない。

各原子と各分子の表面上にはエーテルらせん流が存在し，その流れが隣接するエーテ

ル層中においてそれと同様のらせん流を創出し，それらのらせん流がそれらの流れの

領域内に入り込んだ原子や分子中にトルクを創出する。 

  2 つの分子の相互作用は，原子核中における核子の相互作用とまったく同じように

行われる。互いに向かい合った 2 つの分子上におけるらせん流が平行な場合には，そ

こには速度勾配は存在せず，それらの間におけるエーテルの圧力は反対側における圧

力より高くなるため，分子は互いに斥け合うことになる。それらのらせん流が反平行

の場合には，それらの分子の間のエーテル層中に流れの速度勾配が生じ，圧力が低下

し，分子は引き寄せ合う（外圧によって押し付け合わされる）。隣接する流れが互いに

垂直の場合には，それらの間に力の相互作用は存在しない。 

ダニエル・ベルヌーイ 
1700~1782 
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  分子表面の相異なる領域上ではエーテル流は相異なる方向を向いているため，それ

らの領域は引力と斥力の様々な力を受け，全体としてみると，分子はあるいは引き寄

せ合い，あるいは斥け合う。そしてそれだけでなく，分子はトルクも受けており，そ

のトルクが，分子が直接接触するまで，分子を互いに対して配向させる。 

  触媒作用の役割はまさにここにある。触媒分子は相異なる物質の 2 つの分子を自分

の方へ引き寄せ，自分の表面上で，あるいは 2 つの分子がまだ表面に接近しつつ段階

で，2 つの分子が結合し合うための最良の条件がそれらに対して創出されるよう，そ

れらの分子を配置する。しかしそれらの 2 つの分子が結合し終わると，それらの表面

上のエーテル流は触媒分子の表面上のエーテル流と一致しなくなるので，結合によっ

て生まれた新たな分子は触媒分子から剥離し，その場所を次の分子対が占める。 

  現在，化学反応の 99%においては，反応過程を何百倍，何千倍も加速する触媒が利

用されている。一部の過程は触媒なしにはまったく進行しない。それゆえ，触媒の意

義はきわめて大きい。しかし触媒理論は今なお不満足な状態にある。 

  かつてモスクワ国立大学化学部に科学アカデミー会員のアレクサンドル・アレクセ

ーヴィッチ・バランジン［Aleksei Aleksandrovich Balandin］教授がいた。彼は，反応物分子

の表面と触媒分子の表面の構造の相似性という予想にもとづく触媒作用の多重項理論

の創始者である。 

  彼の着想の 1 つは，反応物分子の表面と触媒分子の表面は，雌型と雄型のような互

いに対応する形状を持っており，このことが反応物分子と触媒分子を互いに引き寄せ

合わせるということだった。したがって課題は，そのような形状を目標指向的なやり

方で探し，それにもとづいて目標とする触媒理論の創出を試みることだった。彼は何

かを得た。まさに彼が触媒作用の多重項理論となったのは当然だ。しかし彼は何かを

得ることができなかった。 

  実際，触媒作用をめぐる状況は今なお満足すべき状況と呼ぶことはできない。科学

アカデミー会員のニコライ・ニコラエヴィッチ・セミョーノフ［Nikolai Nikolaevich Semyonov］

はこの問題について，「それぞれの具体的な場合ごとに，化学実験室の棚に並んでいる

すべての物質を順番に試す必要がある。その際には何も見落としてはない。そしてそ

の場合にのみ，必要とされる触媒に突き当たるチャンスがある。たった 1 種類の物質

を見落とした場合には，他ならぬそれが必要とされる触媒である可能性があり，失敗

の憂き目にあうことになる」という意味のことを言っている。 

  バランジンが言っていることは正しかったが，しかし彼は，さらに表面のベクトル

的性質を考慮する必要があることを知らなかった。既に当時，エーテルは科学に存在

しなかったからだ。もし彼がそのことを知っていたら，結果は別のものになった可能

性が大いにある。 

  しかし今や，すべての分子の形状を計算し，それらの表面上におけるすべてのエー

A.A.バランジン 
1898~1967 

N.N.セミョーノフ 
1896~1986 
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テル流の方向を考慮に入れてエーテル動力学的触媒理論を創出するという魅力的な可

能性が現れつつある。もちろん，その理論はその中に既成の知見を取り入れつつ，そ

こに本質的な補足を持ち込むことになる。現代のコンピューター技術がそれを可能に

する。 

  その理論全体の構築は，その中における核子の相互配置がけっして任意ではなく，

厳密に決定されているような原子核の構造から出発しなければならない。それはけっ

して簡単な作業ではないことを私は理解している。しかしその代わり，その結果，我々

は触媒を機械的な方法で選び出す可能性を得ることができるだろう。 

  分子はいったいいかなる方法で互いに結合しているのだろうか？ そのような方法

にはイオン結合と共有結合の 2 つがある。エーテル動力学の観点から見ると，1 番目

の方法においては，分子の表面が，それらの表面上において表面エーテル細流の速度

勾配によって引き起こされたエーテルの圧力低下によって互いにくっつき合い，その

状態が維持されている。2 番目の場合には，2 つの分子のエーテル流の一部が統合さ

れて 1 つの共通の流れになっている，あるいは化学者たちの言い方に従えば，共通の

軌道をなしている。 

  1 番目の場合には，原子はただ単にくっつき合っているだけだ。原子は崩壊しない

が，ただし若干変形している。2 番目の場合はより興味深い。共通の流れが形成され

るとき，その長さは，2 つの個別原子中におけるエーテル流の長さの合計より小さく

なり，共通の流れの一部は分子中において余計な部分となる。その部分はその原子か

ら外部に放出される。 

  その放出された部分とはどんなものか？ それは，らせん流になった高密度化され

たエーテル渦である。このエーテル渦はそのような状態で存在し続けることはできな

い。その近傍に他よりも圧力が低い領域が存在する場合には，エーテル渦はそこへ突

進していく。そのような領域が存在しない場合には，エーテル渦はそれ自体で閉じて

新たな粒子，レプトン［訳注］を形成する。レプトンの質量は電子の質量より小さいが，

その大きさは電子より何倍も大きい。 

  このように，分子からのエーテルの放出は，2 つの原子あるいは 2 つの分子が結合

する瞬間に生じる。しかし，分子が分離したり分解したりしたときには，エーテルが

足りなくなるので，外部空間からエーテルが取り込まれる。生体中では結合反応と分

解反応が進行している。放出された高密度エーテルは即座に隣接領域によって捕獲さ

れ，そこで分解過程が進行する。そのとき，噴泉が形成される。これはキルリアン夫

妻［Semyon Davidovich Kirlian and Valentina Khrisanfovna Kirlian］によって発見され，後にキルリ

アン効果と呼ばれるようになった。 

  ［前述したように］近傍に低圧領域が存在しない場合には，放出された高密度らせん渦

はそれ自体で閉じて新たなトロイド，軽い粒子を形成する。 

 
［訳注］ この「レプトン」の概念は一般的用語としての「レプトン」の概念とは異なる。 

S.D.キルリアン（1898~1978）とその妻 
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  このことを検証するため，特別に組み立てられたねじり秤を用いた特殊実験が行わ

れた。そのビームの一方のアームにはアルミニウム板（帆［sail］）が固定されている。

生じる可能性のある静電気の影響を避けるため，ねじり秤は 10 メガオームの抵抗を

通じてねじり秤の金属製本体に結ばれている。本体は蒸気暖房装置の放熱器に接地

されている。 

  プラスチック製ビーカーを帆と向かい合わせに，帆から 10 cm の距離の所に置い

た。そのビーカーの中で乾燥したアルカリ KOH と濃硫酸または濃塩酸を反応させた。 

  最初，反応が進行しているとき，帆は反応物質の方に引き寄せられていたが，反応

が終わると反応物質から最大限の距離（それ以上動かなくなる所）まで遠ざかり，

1.5~2 時間後に元の位置に戻った。 

  ねじり秤から離れた所に置いた木製または発泡プラスチック製の立方体の台の上

に載せた，それと同じビーカー中で反応が行われた場合にも，それと同じ結果が得

られた。次に，その台をねじり秤のそばまで近づけたときにも，それと同じ結果が得

られた。帆のすべての振れは自記記録計によって自動的に記録された。 

  実験結果は次のように説明される。化学反応が進行し，レプトン泡が形成されて

いるときには，レプトンが帆に触れている。レプトンの表面におけるエーテルの運

動は，レプトンがいかなる方位を向いているときにも常に帆の平面に対して平行で

あるので，圧力が低下したエーテルの速度勾配が形成される。その結果，帆は反応中

の物質の方に引き寄せられ始める。 

  反応が終了すると，レプトン泡は拡散し始める。その際，まず最初に消失するの

は，レプトン泡の表層中にいるレプトンである。これは，それらのレプトンの表面に

おける速度勾配はレプトン泡の内部にいるレプトンのそれよりも小さく，したがっ

て表層のレプトンの粘性はより高く，生存時間はより短いためである。しかし，あら

(a)共有結合形成時におけるレプトン泡の検出に関する実験室実験のスキームと

(b)化学反応進行時におけるねじり秤の帆の振れのグラフ： 1－試薬を入れたビー

カー； 2－ねじり秤； 3－レーザー； 4－自記記録計 

(a) 

(b) 
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ゆる渦と同様，レプトンは自由空間中のエーテル密度よりも高いエーテル密度を持

っていた。それゆえ，エーテルの圧力が増大し，その結果，帆は遠ざかる。すべての

レプトンが拡散し終わると，エーテル中の圧力が均等になり，ねじり秤のビームは

ばねの力で初期状態に戻る。相異なる物質はそれぞれ相異なる振れを与えるが，ね

じり秤の挙動の性格はいずれも同じままである。 

  我々は燃焼実験も行った。これにより，我々は燃焼も共有結合反応であることを理

解した。結果は上の実験と同じだった。 

  「レプトン泡」に関する実験はモスクワ国立大学化学部の学生 Yu.D.ロバレフによ

って継続された。彼は「レプトン泡」が印画紙の感光性の低下をもたらすこと，また，

その中で化学反応が行われるビーカーと並べて配置されたコンデンサーが反応開始

後の最初の数秒間だけその容量を約 1%増大させ，反応終了後はその容量の値が数十

分間かけてゆっくりと初期値に戻ることを発見した。 

  このように，共有結合反応の進行時にはレプトンが形成される事実が一次近似にお

いて裏付けられたと考えることができる。 

  ご質問をどうぞ。 

質疑応答 

  質問  あなたが検討された相互作用はイオン結合と共有結合の 2 つだけです。では，

3 番目の金属相互作用はどこにあるのでしょうか。金属結合はイオン結合でも，共有

結合でもないのではありませんか？ また，金属中では，電子はどこから現れるのでし

ょうか？ 

  回答  私の現在の観点から見ると，原子の金属結合は，その物理的本質という点で

は共有結合と同じものです。金属結合の方がはるかに強いということは，それとは別

の問題です。このことは結合し合う原子の構造と関係しています。一部の化学者たち

は金属片は 1 個の連続した分子だと主張していますが，私はそれに同意することがで

きません。金属片は，それぞれが数十個の原子を統合しているドメインからなってい

ます。その 1 個のドメインなら，まあ，それを 1 個の分子とみなすことができるかも

しれません。しかし，ドメイン同士の間の結合は，ドメイン内部の原子間の結合より

著しく弱い。さもなければ，1 個の金属片をのこぎりで 2 つに切り分けることはけっ

してできないでしょう。ドメイン間の結合が著しく弱いということは，何に起因して

いるのでしょうか？ 私は，それは，ドメイン中に原子が蓄積されるにつれて，ドメイ

ンの縁端部において凸部が成長し，結合表面がますます小さくなっていくことに起因

していると考えています。金属片がまるで 1 個の分子のようになるためには，結合時

に，すべての原子が厳密に一様に配位している必要があります。この問題には，例え

ば，皆さんが既にご存じのアキモフ［29 頁参照］が取り組んでいます。彼はねじれ場を

創出しましたが，そのねじれ場が溶融金属の原子を一様に配位させ，その結果，溶融

物が冷えるとき，何か単一の分子のようなものが得られるというわけです。実は，物

事の論理に従えば，原子間結合は今度はより弱くなるのですが，しかしその代わり，

そこにおけるすべては一様となるに違いありません。 

  金属中における自由電子の存在について言いますと，そこにおける電子は，共有結

合においてレプトンが形成されるのと同じ原理に従って形成されます。ただし，金属

中における原子間の結合はより強く，それゆえらせん流の一部の放出はより強いので，

ほとんどすべての各原子はそのような電子 1 個を創出します。今「ほとんど」と言っ

たのは，ドメインの境界上に位置している原子は電子を創出することができないから

です。金属中の電子数は原子数より 1~2 桁小さいことに注意を払ってください。金属
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1 cm3当たりの原子数が1023個であるのに対し，電子数は1021~1022個です。これらの

数字はちゃんと符合していると，私は思います。 

  質問  フェルミ面は金属中でどういう役割を果たしているのでしょうか？ 

  回答  ある役割を果たしています。フェルミ面とは何でしょうか？ それは，表面上

にチェス盤状に配位されている，しかも隣り合う電子が互いに対して反平行になるよ

うに配位されている電子の層です。それらすべての電子はエーテル流によって結び付

いています。それらのエーテル流は遠くへは広がっていきません。金属片全体が電気

的に中性なのは，まさにそのためです。 

  フェルミ面は，例えば鏡からの光の反射のような効果において決定的な役割を演じ

ています。飛んで来たそれぞれの光子は，その前部をフェルミ面に激突させ，電子 1

個分のオーダーの質量を持つ光子のそれぞれの渦が，1 億個の電子からなる装甲に突

き当たります。もちろん，渦はその装甲から飛び去ります。ところが，それは再放射

だなどと言われています！ フェルミ面上の電子 1 個当たり，［光子 1 個の反射に必要とさ

れる全エネルギーの］わずか 1 億分の 1 しか消費されないそのときに，いったいいかなる

再放射があり得るでしょうか！ それは，ダイレクトな反射でしかあり得ません。 

  エーテルのあらゆる組織化された構造物は，それとまったく同じようにして反射さ

れます。ですから，これは特に，干渉計が金属製ボックスに閉じ込められている場合

について言うことができます［46 頁参照］。彼らは干渉計をエーテル風から十分に遮断

しておいて，次に，自分たちは何も検出しなかったなどと叫んだのです。では，風向

風速計を屋外ではなく，屋内に設置したとき，屋外で吹いている風をどうやって検出

するんですか？ 屋外へ出なければなりません！ 

  質問  では，ガラスはどうでしょうか？ また，幾何光学をどう取り扱うべきでしょ

うか？ 幾何光学を別のものに取り換える必要はありますか？ 

  回答  ガラスは絶縁体ですから，フェルミ面はありません。幾何光学の法則を取り

換える必要はありません。幾何光学では万事うまくいっています。 

  質問  レプトンは分子から放出される高密度エーテルから形成されるとあなたは

話されました。実際，我々［＝モスクワ国立大学化学部 2 年の 2 人の学生（110 頁）］はそのよ

うな放出を観測しています。しかし，放出物は電気的に完全に中性です。あなたのモ

デルでは，放出物は電荷の一部を持ち去らなければなりません。しかし，我々は電荷

を検出していません。あなたはこのことをどう説明されますか？ 

  回答  電荷を検出するためには，それについて知っている必要があります。そのよ

うな電荷は電子の電荷の 1000 分の 1 未満であるはずです。［あなた方の実験では］このこ

とが何らかの形で考慮されていましたか？ おそらく，考慮されていなかったはずで

す。その電荷を検出するためには，きわめて綿密に実験の準備を行い，多分，新たな

装置を開発する必要があるでしょう。今のところ，これに取り組んだ人はまだ誰もい

ません。ですから，すべてはこれからです。 

  質問  化学反応がねじり秤に及ぼす影響は，4 つの基本相互作用のうちのどれに分

類することができますか？ 

  回答  それは既知の 4 つ，つまり核の強い相互作用と弱い相互作用，電磁相互作

用，重力相互作用のうちのいずれにも分類されません。それは 5 番目の新たな基本

相互作用です。それは最後の基本相互作用ではないと，私は予想しています。モスク

ワ国立大学化学部の学生ロバレフが行った印画紙の感光を用いた実験では，印画紙

は，最初に共有反応時にレプトンによって処理され，次に普通の光によって処理され

ました。その結果，印画紙のレプトンによって処理された領域は，感光性を失うこと
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が明らかになったのでした。彼は，化学反応が進行している所の近傍に配置されたセ

ラミックコンデンサーを用いた実験も行いました。コンデンサーはその容量を 1％増

大させ，反応が終わると，それから 2.5 時間後に元の容量に戻りました。これらの反

応もまた，既知の相互作用に分類することはできません。 

  私は，新たな基本相互作用がさらに発見されるだろう，だから，発見されたこの作

用は最後の基本相互作用にはならないだろうと思っています。 
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第 7 講 

元素変換は可能か？ 錬金術師たちは何に取り組んでいたのか？ 石油と石炭

はどこから現れたのか？ 

2000 年 12 月 10 日 

万物は一なるもののうちにあり！ 

  現在，元素変換は可能かという議論が始まっている。 

  錬金術はおよそ 19 世紀中頃まで，何世紀にもわたって存在していたと言わなけれ

ばならない。16 世紀，ドイツのザクセン選帝侯アウグストの宮廷内には大きな錬金術

実験室があり，アウグスト自身がドイツのトリスメギストスというあだ名で呼ばれて

いた。これは「三重に偉大なヘルメス」を意味していた。 

錬金術実験室 
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  紀元前 1 世紀にガイウス・ユリウス・カエサルがエジプトにやって来たとき，何よ

りも彼を驚かせたのは他ならぬ錬金術だった。彼は錬金術を称える円柱を全土に建造

するよう命じた。円柱にはヒエログリフと錬金術の符号が彫られており，そこには錬

金術の技術の断片が表されていた。 

  概して言えばエジプトは豊かな国で，大量の金を持っていた。ちなみに，それにも

かかわらず，エジプトには金鉱山が 1 つもなかった。エジプトのあの巨大なすべての

神殿は単なる神殿というより，むしろ当時の科学研究所であり，工場だったのだ。 

  それらの神殿には，それよりはるか昔に得られた膨大な知識の存在を証明する多く

の品々があった。しかし，紀元前 4 世紀のエジプトの神官たちは，それらの品々をど

う取り扱うべきかについての知識をもはや持っていなかった。それらの知識は既に失

われていたからだ。そこで彼らはギリシアのアリストテレスに代表団を派遣した。ア

リストテレスはその直前に彼の教え子であるマケドニアのアレクサンドロス大王から

500 タラント（タラントはマケドニアの巨額な通貨単位）を受け取ったばかりだった。

そのお金は，彼が東方遠征に出発する際，学問を授けてくれたことへの感謝のしるし

としてアリストテレスに残したものだった。神官たちは，その 500 タラントで自分た

ちのエジプトの奇跡の品々全部を買い取るようアリストテレスに提案した。しかしア

リストテレスはそれを断った。なぜなら，第 1 に，彼は，自分もまた神官たちと同じ

理由によってそれらの品々を利用することができないことを理解していたからであり，

第 2 に，彼自身が放蕩者で好色家だったからだ。だから彼は神官たちに，自分はその

500 タラント全部を友人たちと酒を飲むのに使った方がいいと思っていると答えた。

代表団は何も持たずに帰国した。こうして，それらすべての奇跡の品々はどこかへ消

えてしまった。 

  ところで，そこには何かがあった。そこにはレーザー，映画，電気，その他沢山の

ものがあったのだ。今日，我々はそれについて推測すらすることができない。つまり，

我々は失われた知識と失われた技術を相手にしているわけだ。そしてそもそも，現在

の技術によって利用されない知識は，常に失われてしまうものなのである。まさにこ

のことが起こった。 

  失われた知識の現代における実例は，今から 2000 年前にローマ人によって考え出

された馬の装蹄方法だ。今からつい 50 年前までは，各地方のどの中心的村落でも馬

の装蹄が行われていた。小村落とは異なり，中心的村落には教会と装蹄所が存在しな

ければならなかったからだ。そういう装蹄所はロシア全土に多数あった。では今，そ

の方法で馬の装蹄を行える者はいるだろうか？ 装蹄を行うどころか，その様子を頭

に思い浮かべることすら，できる者はまずいないだろう。これはたった 50 年前に起

こったことなのだ。 

  だから，もし錬金術が実際に利益をもたらさなかったとしたら，錬金術は存在し続

けることはできなかったはずだ。 
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  実は，錬金術師たちは今日我々が化学と呼んでいるものだけでなく，原子核変換に

も取り組んでいた。そこでは今日我々が化学反応および核反応と呼んでいるものの間

の区別はなされていなかった。 

  錬金術師たちが用いていた技術的手法のうちの多くは今日も用いられている。例え

ば，錬金術の反応は密封容器の中で行われていた。参考までに述べると，「密封した」

という用語は 2 つの概念を持っている。第 1 は，分子が 1 個たりとも出入りしないよ

うに容器が閉鎖されているという，我々が知っている意味での密封，第 2 は，秘密，

つまり隠蔽され，一部の者しかアクセスできない知識の保全という意味での密封だ。

ヘルメスの知恵は秘密の知識を意味している。 

「密封した［hermetic］」という用語自体は伝説上の人物ヘルメス・トリスメギストス

［Hermes Trismegistus］に由来している。トリスメギストスは「三倍偉大な」を意味して

いる。 

  彼のものとされている文書「エメラルド・タブレット」は，あらゆる秘密の科学を

学ぶ上での基本的作品とみなされている。 

  ヘルメス・トリスメギストスは錬金術の始祖とみなされている。 

  ヘルメスと同時に，南米にケツァルコアトルが現れた。この名前は「羽毛ある蛇」

を意味している。 

  ヘルメスもケツァルコアトルも膨大な知識を持ち，未開の人々に錬金術も含め，沢

山のことを教えた。 

  それは紀元前数世紀の頃に起こった。ケツァルコアトルは山上の火と煙の中に現れ，

ある時を経た後，同じ山上へ去り，建物の中に入り，やはり火と煙の中で天空に昇っ

ていった。別のバージョンによれば，戻ってくると約束した後，蛇でできた筏に乗っ

て海の方へ流れを下っていったが，その約束を守らなかった。 

この話全体の中にはある興味深い側面がある。それは要するにこういうことだ。ケ

ヘルメス・トリスメギストス 

（三倍偉大なヘルメス） 

エメラルド・タブレット 

ケツァルコアトル（羽毛ある蛇） 
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ツァルコアトルは赤毛のあごひげをはやしていた。そのため，やはり赤毛のあごひげ

をはやしていたコルテスが征服者たちを率いて 1518 年にメキシコに，次に中米に現

れたとき，インディオたちは，彼はまさに戻ってきたケツァルコアトルだと考え，彼

を尊崇の念をもって出迎え，ゆるぎない権力を獲得する機会を彼に与えた。その結果

は周知のとおりだ。南米と中米のほとんどすべてのインディオ，総数 5000 万人以上

が殺された。これは，植民者たちが絶対的なジェノサイドを実行した歴史上最初の事

例だった。今日山岳地帯に暮らしている，生き残ったアステカ族とマヤ族の子孫たち

はこのことをまったく忘れていない。彼らの間には，好機が訪れ次第，白いよそ者た

ちに仕返ししようという思想さえ存在する。しかしこれは，ことのついでに言っただ

けだ。 

  我らが輝かしい化学者たち，誰よりもまず，最も単純な物質としての元素という概

念を導入したラヴォアジェ（18 世紀末），ついでに言うと，彼はアルカリを間違って

元素に分類したのだが，彼は事実上，錬金術に対してイデオロギー的な死刑宣告をし

た人物だった。彼のそれらすべての元素は，それぞれそれ自体で存在するものだった。

当時，原子を究明した者はまだ誰もいなかった。その後，錬金術そのものに関する多

くの研究が行われ，その結果，錬金術とは化学の始祖であり，それ以上のものではな

いことが明らかになった。 

  今日，化学者たちは，いかなる元素変換もあり得ないとみなしている。しかし，そ

の立場は揺らぎ始めた。 

  1869 年，メンデレーエフが元素は互いに原子量が異なっていることを示した後，ラ

ザフォードが 1911 年に原子の惑星モデルを創出した。やがて元素は互いに陽子数が

異なっていること，同位体は互いに中性子数が異なっていることが明らかになり，こ

こから元素変換は不可能であるという見方に対する疑念が現れた。加速器を用いた元

素変換の成功，そして陽子と中性子のパラメーターはきわめて近いという事実が，そ

の疑念を強めた。そして今日，エーテル動力学を用いればこの問題をより十分に究明

することができることが判明している。 

  太陽系は水素と宇宙塵から形成されたというオットー・ユリエヴィッチ・シュミッ

ト［Otto Yulyevich Schmidt］の学説に従った場合でも，その水素と宇宙塵はいったいどこ

から現れたのか，また，その水素と宇宙塵から，地球上の多数の元素と岩石全体，地

球の中心部の鉄からなる核等々はどうやって形成されたのかという問いが，とっくの

昔に立てられなければならなかったはずだ。しかしこの問題は進展なしに放っておか

れ，その解決は未来に，つまり我々に委ねられた。 

  石油の起源の問題はきわめて興味深い。石油はいたる所に存在している。この我々

の足の下にも石油は存在する。実は，1 つの場所には，石油か石炭のいずれかだけが

存在している。どうしたわけか，それらが一緒になっている所に出会うことはない。

実は，石油は様々な深度のいたる所に存在している。しかしその石油はいたる所で採

算が取れるわけではない。つまり，それを採掘するのに費用がかかりすぎる。しかし

石油は存在しているのだ。 

  私は探査済み石油埋蔵量の地図を見たことがある。その地図上では，なんと，地球

全体が黒く塗られている。その例外をなしているのは，探索者がまだ足を踏み入れて

いない場所だ。 

  今日，石油の起源の問題をめぐっては，無機起源説と有機起源説の 2 つの学説が闘

っている。メンデレーエフは前者の賛同者だった。しかし，現在優勢なのは有機起源

説だ。それによれば，何千万トンものマンモスたち（あるいはプランクトンたち）が

仲良く列をなして地球の奥深くへ潜っていって，そこで石油を形成した。石油業界の
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人間たちはそれより賢いことを何も考え付かなかったのだ。私自身の場合，この考え

方は疑念を引き起こした。どんなマンモスでも，それだけの量の石油を形成するには

不足していると私には思えた。 

  私はたまたま図書館で石油の起源に関する 2 巻本に出合った。その各巻では 100 以

上の学説が紹介されていた。第 1 巻では石油無機起源説，第 2 巻では有機起源説が論

じられていた。そのいずれにも，いかなる明瞭性も説得力もなかった。 

  現在のエーテル動力学は，石油の起源，いわんや石油の発見，採掘や精製の技術に

関する説得力のあるエーテル動力学的考え方を示すことができない。しかしそれでも

やはり，若干の意見はある。 

  何よりもまず，我々は現在既に，陽子の構造について十分確信をもって語ることが

できる。 

  陽子はその形状の点で正教会の丸屋根，あるいはタマネギを思わせる。なぜなら，

その中心部は慣性に従って前方へ突き出ており，反対側には漏斗状の凹みが形成され

ているからだ。正教会の丸屋根はビザンチンからロシアへ伝来し，ビザンチンへはイ

ンドから伝来したことを思い出そう。だから，丸屋根とは，他ならぬ微視的世界の主

要粒子そのもの，つまり微視的世界の基礎の一種のシンボルだということが大いにあ

り得る。 

  それ以外のすべてのいわゆる素粒子は原子核の破片，つまり衝突などから生まれた

結果だ。だからそれらの素粒子は不安定なのだ。それらはみな渦の移行形態なのであ

る。安定なのは陽子と中性子のみである。しかし，中性子が安定なのは原子核の構成

の中にいるときだけで，原子核の外に出ると，中性子は陽子と，一般に考えられてい

るところによれば，電子とに崩壊する。ところが中性子から放出されたその電子を見

た者は誰もいない。 

  破片は沢山作り出すことができる。現在，その数はおおよそ 2000 種類以上に達し

ており，それらをどう取り扱うべきかは誰も知らない。私はこの種の技術的問題とし

て，「サーカスの王女」というオペレッタを例として挙げるのが好きだ。このオペレッ

タには 2 人の貴婦人が食器を投げつけ合ってこわすシーンがある。彼女らは，沢山の

破片を作り出したにもかかわらず，食器はこわれる前はそれらの破片から成り立って

いたことを認めようとしなかった。しかし核物理の研究者たちは，原子核はまさに破

片から成り立っていることを認めている。 

  陽子はトロイダル運動と円周運動を持っている。これはこれまでの講義で検討して

きたことだ。2 つの陽子が結合したとき，それらは側面だけで，かつ反平行にのみ結

合している。そのような系のみが安定だからだ。そのとき，陽子のうちの 1 つが中性

子に転化する。なぜなら，その陽子においては境界層が減速するからだ。境界層中の

エーテルの粘性は減少し，その陽子は境界層中で滑り軸受のように回転し始める。円

周運動は外部に出ていかない。中性子の境界層は隣接する陽子によって維持されてい

るので，原子中の中性子はいくらでも長く安定的に存在することができる。これも我々

が既に検討したことだ。 

  しかし，中性子を原子核から引っ張り出すと，中性子は急速に境界層を失い始め，

再び中性子に戻る。物理学者たちは，そのときさらに電子も形成されると主張してい

る。それは事実ではない。なぜなら，境界層は簡単にエーテル中に四散することがで

きるからだ。だから，それでもなお電子が形成されていると主張するのなら，その裏

付けを核物理の研究者たちから得てみたいものだ。もっとも，そのような裏付けが紙

の上にではなく，現実に存在していることに対して，大きな疑念を表明することがで

きるのではあるが。 
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  エーテル動力学が正しいことの裏付けは，宇宙線が中性子をまったく含んでいない

という興味深い事実である。宇宙線の 90%以上が陽子，7%が α 粒子，残りは陽子と

中性子を含んでいる各種元素の原子核であり，いかなる自由中性子も存在しない。 

  このように，すべての元素の原子核は陽子のみから構成されている。原子核はそれ

以外のいかなる粒子も，いかなるグルーオンも，いかなる中間子も含んでいない。こ

れらの粒子はそこでは必要とされない。それゆえ，そこにはそれらの粒子は存在しな

い。このことから，原子核変換の可能性にとって重要な契機，すなわち，すべての元

素の原子核はまさに陽子のみから構成されているという契機が導き出される。 

  2 つの陽子がぶつかり合い，それらの一方が中性子に転化した場合には，安定系，

すなわち重陽子が形成され，系はそのまま存続する。陽子の一方が中性子に転化しそ

こなった場合には，2 つの陽子は互いに飛び離れる。 

  3 つの核子が結合する場合には，三重陽子の系であれ，ヘリウム 3 の系であれ，核

子が互いに対してどんなに振動しようと，相対的に安定的であり，それらの核子によ

って創出されるエーテル流の長さの合計は一定のままとなる。しかし，4 つの陽子が

結合する場合には，そのうちの 2 つが中性子に転化し，それらすべての核子が方向転

換し，互いに 1 列になる。この場合には，外部エーテル流はほとんど存在せず，核子

同士の結合はきわめて高くなる。そして今や，こうして形成された α 粒子がすべての

複雑な原子核の主要粒子とならなければない。 

  このことから，いくつかの教訓が導き出される。 

  教訓 1。すべての原子核は，何よりもまず，統一体である α 粒子からなるものとし

て検討する必要がある。いくつの陽子が一塊になるときには，何よりもまず α 粒子が

形成され，陽子と中性子の形のあらゆる追加分はその後に形成される。 

  教訓 2。原子核の崩壊が生じるときには，α 粒子は保存され，崩壊しない。α 粒子の

核子は互いにあまりにもよく結び付いているからだ。それゆえ，原子核が何らかの仕

方で崩壊する場合には，原子核は α 粒子の境界に沿って崩壊するのであって，α 粒子

の本体を分割するような仕方では崩壊しない。 

  教訓 3。何らかの場所でヘリウムの放出が生じている場合には，それは，その近傍

のどこか，例えば地球の深部で核反応が進行していることを意味している。 

  すべてのいわゆる魔法核，すなわち結合エネルギーの値が特に大きい原子核は，炭

素であれ，酸素であれ，あるいはカルシウムであれ，α 粒子のみからなっているのに

対し，それらのすべての同位体は不安定であることに注意しよう。これは当然のこと

だ。追加された中性子は原子核の表面上に位置することになり，それらの中性子には

引っつかむものがまったくないので，それらはそこにやっとのことでしがみついてい

る。ごく小さな擾乱が生じただけで，それらの中性子は原子核からもぎ取られる。 

  元素変換を生じさせるためには，いったい何をしなければならないのだろうか？ 

  私はバシコルトスタン共和国に行ったとき，トゥイマズィ地区のあるきわめて優秀

な老地質学者の所へわざわざ立ち寄ったことがある。私は彼に次の 2 つの質問をした。 

1. あなたは硫黄が存在しないような油田をせめて 1 つでも知っているか？ 

答えはこうだった。そんな油田は存在しない。硫黄は硫化水素の組成中，あるいは

重質樹脂の組成中に存在する。しかし硫黄を含まない石油は存在しない。 

  2. 私は油田には常に随伴水が伴っていると聞いたことがある。随伴水にはどんな元

素が含まれているのか？ 

  地質学者は視線を下に向けて，あらゆる油田の随伴水の中にはメンデレーエフの元

素周期表全体が含まれていると言った。 

  この 2 番目の発言は，それが石油の有機起源説とまったく符合していないという意
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味できわめて興味深い。メンデレーエフの元素周期表全体はマンモスには含まれてい

ないが，随伴水には含まれている。随伴水はいったいどこから現れたのだろうか？ 

  それゆえ，様々な推測が生じてくる。もちろん，ここではいかなる断言もすること

ができない。しかし，すべては常に推測から始まる。 

  地球上ではどの元素が最も多いか？ ケイ素，Si だ［訳注］。しかし，純粋な状態のケイ

素に出会うことはまれで，多くは酸素化合物，すなわち SiO2の状態になっている。そ

れは石英，つまりは砂だ。 

  ケイ素の原子核は 7 個の α 粒子，酸素の原子核は 4 個の α 粒子を含んでおり，そこ

にはそれ以外のものは何も存在しないことに注意を払おう。したがって SiO2分子は合

計 15 個の SiO2を含んでいる。 

  では，ケイ素の原子核 1 個から α 粒子 1 個を取り去り，それを別のケイ素原子核に

加えたら，何が起こるのだろうか？ 

  1 番目の原子核からは α 粒子 6 個が残り，その総原子量は 24 だ。それは炭素原子 2

個だ。そして α 粒子 1 個を得た 2 番目の原子核は原子量 32 の硫黄の原子核に転化す

る。 

  では，SiO2分子には何個の炭素原子核が含まれているか？ 計算しよう。SiO2の分子

量は 60 だ。これは炭素原子核 5 個に等しい。これこそが，石油と随伴水中のそれら

すべての元素はどこから現れたのかという問いに対する答えなのである。 

  随伴水の化学組成を分析してみたい。その主な組成は，原子核中に整数個の α 粒子

が含まれている元素を含んでいると予想することができる。 

  地球本体の内部では絶えず核反応が進行している。その証拠はヘリウムの絶え間な

い放出だ。地質学には，地球本体からのヘリウム流出の分析にもとづいた深部岩石の

研究法さえある。 

  まさにこれこそが生じていることの基礎をなしている。もちろん，ここには，その

すべてがどのように生じているかのメカニズムが欠けている。しかし，ここにもいく

つかの推測が存在する。 

  それは要するに，我々の地球は，我々の周囲の空間から絶えずエーテルを吸収して

いるということだ。エーテルは第 2 宇宙速度で地球本体の中に入り込んでいる。この

ことは厳密に根拠付けられている。ちなみに，宇宙から地球の中に入ってくるエーテ

ルは，物質の組成中に存在するエーテルより高い温度を持っている。これが追加エネ

ルギーとなる。 

  エーテルの密度の値も厳密に根拠付けられている。kg/m3で表されるその密度の値

は，F/m で表される真空の誘電率の値と厳密に等しい。こうして，我々は地球の質量

の毎秒当たりの増分を知っている。それはおよそ 60 t である。到来するエーテルから

新たな物質が形成されている。 

  その物質は，総延長およそ 6 万 km のリフト海嶺の形で地球内部から出ていく。そ

れらの海嶺はすべての大洋の中央の海底に位置している。その物質は，さらに，島や

独立峰の形をした独立した海膨となっているものもある。そのような島は太平洋南西

部に特に多い。我が国では，スタヴロポリ地方のキスロヴォツク市近郊にそのような

7 つの独立峰が屹立している。 

  フランスの研究者たちが地球全体の岩石の年齢を測定した。リフト海嶺の上部では

岩石の年齢は 500 万年，山麓部では 1000 万年となっていることが判明した。さらに，

岩石の年齢は大陸沿岸の方へ進むにつれて増大し，沿岸自体の近傍では 2 億年となる。

 
［訳注］ 言うまでもなく，地球全体の元素構成比は大きい順に鉄，酸素，ケイ素…である。 
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陸上に上ると，そこでは岩石の年齢は 45 億年に達している。 

  このことから単純な結論が導き出される。地球内部で形成された物質が内部から這

い出てきて，海底を左右に広げた後，大陸プレートの下へ去っていく。これは沈み込

み［subduction］と呼ばれている。そして地球自体はほんの少しだけ成長し，大陸同士は

離れていく。これは海洋底拡大［spreading］と呼ばれている。 

  判明したことはさらにある。すべての大陸をそれに隣接する古い地底区域と一緒に

正確に切り取ると，それらすべては 1 個の球に収まり，その球の大きさは地球の 1.73

分の 1 となるのだ。すなわち，地球はかつては今より小さかったが，それ以来成長し

たのである。この問題に関する一連の国際会議がオーストラリアで開催された。実は，

それらの会議では，地球の膨張の事実のみが確定され，その原因に関するいかなる提

案もなされなかった。なぜなら，隕石や宇宙からの物質の吸収によっては，数値パラ

メーターを説明することができないからだ。しかし，事実は事実だ。地球は膨張して

いるのであり，今のところ，その唯一の適切な説明はエーテル動力学的説明である。 

  海底岩石が大陸の下へ潜り込まず，逆に大陸の上へ這い上がっている場所が存在す

る。それは，北米大陸と南米大陸を西側から縁取っているコルディレラ山系全体であ

る。太平洋の海底はコルディレラ山系の手前で褶曲している。このことは，地球の深部か

ら出てくる岩石がコルディレラ山系を支えていることを直接的に物語っている。コルデ

ィレラ山系の西側と東側における岩石の年齢を測定すれば面白いことが分かるはずだ。

西側の岩石の年齢はより若いはずだ。コルディレラ山系の頂上では海棲貝類の貝殻が見

出され，これにもとづいてそこには海があったと主張されている。実際には，そこにはい

かなる海も存在せず，単に海底が貝殻と一緒に這い上がっただけだ。 

  このように，地球内部では外部から入ってくるエーテルから新たな物質が絶えず形成

されている。 

  では，そもそもエーテルが地球の中に入ってくるのはなぜなのか？ エーテルが宇宙か

ら地球に入ってくるのは，あらゆる気体渦形成物と同様，すべての陽子はその周囲の気体

より低い温度を持っているからである。それゆえ，陽子の表面上においては，エーテルの

温度は，すなわちエーテルの圧力もまた，自由空間中におけるよりも低い。その圧力差こ

そがエーテルを地球の中に追い込むのだ。このことは，すべての惑星と太陽を含め，あら

ゆる天体に当てはまる。 

  渦中における温度は周囲媒質中より低いことの証拠は，地球上に沢山ある。飛行中の飛

行機は氷に覆われる。空気取り入れ口も同様だ。地上に駐機中の飛行機の前方の空気取り

入れ口上では渦が形成される。水蒸気が凝結するおかげで，その渦を目で見ることができ

る。竜巻の表面上の温度も周囲空気より低い。 

  私は竜巻がヴェレシチユギノ村を襲ってからちょうど 3 日後に，自分の自転車でこの

村を通り過ぎたことがある。竜巻は村の沢山のものを破壊した。しかし住民たちを最も驚

かせたのは，竜巻本体から大粒の雹が降ってきて，しかもその雹は，普通の雹の場合なら

当然そうなるように垂直にではなく，水平に飛んできたという事実だった。 

  このように，物質の陽子と中性子の表面は自由エーテルより冷たいため，エーテルはそ

れらの核子によって吸収される。核子は太り，さらに，もしかしたら，既に高密度化して

いた核子中のエーテルの再分布が生じ，その結果，核子中で新た陽子と中性子が形成され

るのかもしれない。物事の論理に従えば，他の惑星中におけるのと同様，地球の本体中で

は，エーテルの吸収は総物質量の増大だけでなく，より重い新たな元素の出現をももたら

している。そしてその先，重い原子は不安定となり，崩壊していくつかの部分に分かれる。 

  しかし，宇宙から地球本体の中に入ってくるエーテルの全部が物質に転化するわけで

はない。組織化されなかった大量のエーテルは地球本体の中でさまよい流れ，独自の渦と
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放出物を形成する。そして若干の場所では，エーテルは地球から流出し，自由空間に戻っ

ていく。いわゆるジオパソジェニックゾーン［訳注*］は，まさにそれらの場所に形成される。 

  ジオパソジェニックゾーンとは何か？ それは，地球の内部から真っすぐ上方に流出し，

流れの強さに応じて大高度まで伸びてゆくエーテルらせん細流の噴出場所である公算が

最も大きい。明らかになっているところによれば，そのらせん細流はきわめて高い透過能

力を持っており，どんな場合でも，バスや自動車の鉄製の底部でも，それにとっては障害

物にはならない。 

  ジオパソジェニックゾーンは地球全体にきわめて多数，何百万か所も存在する。それら

の強度は様々だ。その強度自体は広い範囲内で変化しており，沢山の要因，特に月の位置

と月相，地球の磁場の状態，その他多数の要因に依存している。今日我々は，それらのゾ

ーンについて，そのすべてが人間にとって好ましくない存在であるということを除けば，

事実上何も知らない。 

  地球上では，他の惑星におけるのと同様，ときおり強力なエーテル放出が起こり，それ

がいわゆるアストロブレム［訳注**］の出現をもたらしたり，彗星の形成の初期段階となった

りする。これについてはこの先の講義で話すことにしよう。 

  地球本体の中で形成されるエーテル渦は，当然，運動速度を上げ，それに伴って圧縮さ

れて高密度化し，核の強い相互作用の力と同じオーダーのきわめて強い力を創出する。こ

の力は微視的レベルにおいてあらゆるものを再配置することができるほど大きい。した

がって，この力が，元素変換をもたらすメカニズムの構成部分となっている可能性があ

る。 

  原子核中のすべての核子は互いに対して反平行に配向している。このことは，それらの

核子は互いに接近しようとしていることを意味しているが，しかし境界層の存在がそれ

を許さない。ところがその境界層が外部からの干渉，例えば高密度のエーテル細流によっ

て攪乱されると，境界層は核子を引き留めることをやめ，核子は互いに引き離される可能

性がある。 

  ここでは次のようなアナロジーを挙げることができる。何かの表面上に鉄球が置かれ

ているとしよう。鉄球を表面から引き離すためには，大きな力を加えなければならない。

しかし鉄球を平面に沿って転がすためには大きな力は必要ない。核子の場合もそれと同

じだ。それらの互いに対する接近は相互作用面積を減少させ，したがってそれらの引き離

しを容易にし，それらの互いに対する再配置を促進する。 

  核子の互いに対する再配置には境界層の攪乱が伴う。そのとき，中性子が陽子に転化す

る可能性がある。そしてそれは新たな元素ということになる。陽子が中性子になるとい

う，その逆の過程もあり得る。しかしそれも新たな元素だ。 

  これとは別の根拠も存在する。 

  1900 年のこと，ロンドンにある人物が現れ，海軍省に対し，100 万ポンドをくれれば

石油の代わりに水を用いる方法を教えると提案した。彼は，水を用いて石油に劣らぬほど

自動車を走らせることが可能だと言った。 

  彼は自動車を組み立て，みんなの眼前でガソリンタンクに水を注入し，そこへ薬局で買

った何か緑色のものを添加した。車は楽々と始動した。排気ガスはきれいだった。彼は燃

料として水を用いたその車であちこち走り回ってみせた。もちろん，これはまったくあり

 
［訳注*］ ジオパソジェニックゾーン（geopathogenic zone）の詳細については，本書第 11 講および訳者のサ

イト（2 頁）に掲載されている V.A.アツュコフスキー，V.G.ワシリエフ『地球のジオパソジェニック放射，そ

の検出と中和』を参照されたい。 
［訳注**］ アストロブレム（astrobleme）は，普通の用語としては小天体の地球への衝突によってできた

構造（普通は直径数 km 以上の衝突クレーター）を意味する。 
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得ないことだ。 

  この人物はしばらくの間車を乗り回した後，その車とともにどこかへ消えてしまった。

その後，彼のことを思い出す者は誰もいなかった。石油業界の人間たちには常に独自の利

害があったので，彼らが発明家を迅速かつ効率的に処理したのだ。 

  しかし，そんなことは原理的に可能なのか？という疑問がわいてくる。なにしろ，そん

なことがあり得ないのは自明のことなのだから。それとも，あり得るのか？ 

  『ソビエト大百科事典』の「水」という記事を読むと，普通の水，川や海の水，水道水

にもごくわずかな重水が含まれると書いてある。ところで，水分子は形状の点でクロワッ

サンを思わせる。その主要な場所を酸素 1 個が占め，その両側には水素原子 2 個がくっ

ついている。重水においては，それらの水素原子のうち一方の場所に重陽子，すなわち中

性子 1 個と結合した陽子 1 個が存在している。 

  2 個の重水素が互いに近傍に位置するようにするため，自分の表面上にそのような重水

分子 2 個を載せる能力を持った第 3 の物質がもし存在すれば，例えば電気火花によって

励起状態が創出されたとき，それらの重水素は結合して α 粒子を形成し，それに伴って

核エネルギーを解放することができる。だから，添加された触媒［＝何か緑色のもの］が，

まさにその反応を促進したのだ。一方，［車のエンジンの］作動媒体となる残りの水［＝普

通の水分子］は既に用意されていた。 

  私はそのような方法によって発生したエネルギーを計算したところ，水は熱量の点

で実際に石油を上回っていることを見出した。ただし，もちろん，重水のすべての分

子が反応に加わるわけではないので，その場合，熱量はそれより小さくなる。しかし，

それでもやはり……。 

  それゆえ，この話のすべては現実なのだ。もちろん，発明家がガソリンタンクに添

加した物質が何だったのかは，まったく分からない。それが緑色だったからには，そ

こには銅成分が存在していたはずだと言われている。しかし，それは何だってあり得

る。例えば，擦り傷に塗る普通の緑色の皮膚薬は C29H34O4N2という化学式を持ってお

り，そこには銅はまったくないが，緑色をしている。だから，多分，この課題をよく

考えもせずに解決することはできない。しかし重要なのは，どんな課題においても，

それは解決法を持っていることを知っていることだ。だから，この課題にも解決法は

ある。あとは，それを見出すことだけだ。 

  錬金術師たちの間で核反応の触媒として用いられていたのは，いわゆる賢者の石だ。

それは石ではまったくなくて，粉末だった。賢者の石には 2 つの等級，すなわち主要

なものと 2 次的なものがあった。主要な賢者の石は赤色の非常に細かい粉末で，「赤

いライオン」，「万能のマギステリウム」，「生命のエリクサー」と呼ばれていた。 

  2 番目の賢者の石は「白いライオン」，「白いチンキ剤」，「小さいマギステリウム」

と呼ばれ，銀の製造を用途としていた。 

仕事に取り組む錬金術師たち 
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  賢者の石は有機物から作られていたので，錬金術師たちはいつも家畜小屋の中で材

料を掘り回っていた。このことが彼らに対するありとあらゆる嘲笑を引き起こした。 

  賢者の石の独特の調製技術が存在していた。その技術の基礎には水銀があった。今

から 2 年ほど前，メディアで「赤い水銀」の件をめぐって大騒ぎが起こったことがあ

る。まさか，ついにその賢者の石そのものにたどり着いたはずはない！という疑問が

私には生じた。どうやら，それはやはり何か別のものだったようだ。 

  賢者の石の調製技術の基礎には水銀があるということは，手引書において何度も記

述されていたものの，しかしどうしてもそれを調製できないような仕方で記述されて

いた。 

  金の製造には硫黄，鉛等々の様々な材料が用いられていたが，それらは安価な材料

だった。さらに，金の製造には水銀と銅，銀の製造には鉛が用いられていた。硫黄と

ヒ素も用いられていた。 

  原則として，変換は，消費された賢者の石の 1000 倍の金をもたらすとみなされて

いた。つまり，1 g の賢者の石が消費されたときは，1 kg の金が得られたということ

だ。このように，賢者の石が触媒の役割を果たしていたことは明らかである。賢者の

石自体は錬金術の反応に関与しないが，その反応における賢者の石の存在は必須条件

だったのである。賢者の石の一部は消費されたが，それは純粋に力学的な減損だった。

単に，それを用いた後にそれを完全に回収することができなかっただけだ。 

  我々が今もなお実験化学の始祖とみなしているロジャー・ベーコンは，13 世紀の特

に有名な錬金術師とみなされている。彼が創出した実験化学の方法論は今日もその意

義を失っておらず，彼の権威は大きかった。しかし，19 世紀およびそれ以降の科学者

たちは，それほど偉大な人間が元素変換や金の製造を可能とどうして考えることがで

きたのか，彼らの意見によれば，それは原理的に不可能であるにもかかわらずと，常

に驚いてきた。 

  これもやはり 13 世紀の有名な錬金術師だったラモン・リュイはその論文で次のよ

錬金術のシンボル 

ロジャー・ベーコン 
1214~1294 

ラモン・リュイ 
1236~1316 



138  第 7 講 元素変換は可能か？ 錬金術師たちは何に取り組んでいたのか？ 石油と石炭はどこから 

現れたのか？ 

 

 

うに書いている。「賢者の石がきわめて安価であり，しかもいたる所で見出せることに

気付くことはきわめて有益である」。 

  錬金術師たちにおけるあらゆる反応は，何週間もかけて，あらゆる想像を超えるよ

うな大音響とともに進められていた。 

  このように，話は触媒をめぐって進められている。触媒は原子の電子殻をつかみ，

それによって原子核に作用を及ぼす。 

  私は努力して研究を進め，その結果，金と銀の創出をもたらし，しかもその際にエ

ネルギーを吸収するのでなく，放出するようないくつかの反応を私の著書『エーテル

動力学的仮説』に挙げることができた。 

  その結果金と銀を得ることができるはずである反応もまた，エネルギー放出を伴っ

て進行することは興味深い。すなわち，そのような反応は，原理的にではあるが，自

己持続することが可能であるはずである。そのような反応であり得るのは，特に，次

の反応である。 

 Hg80 + S16 → Au79 + Cl17 + 2n + (4.74 − 9.46) MeV  

 Hg80 + As33 → Au79 + Se34 + 2n + (4.27 − 26.25) MeV  

 Pb + Cu2982 → Au79 + Ge + 14.38 MeV32   

 Pb + 2 C682 → 2 Ag + 12n + (23.3 − 42.1) MeV47   

 Pb82 + Si14 → 2 Ag47 + He2 + 14n + 21.1 MeV  

  ここに挙げた反応では，錬金術師たちにとって伝統的な出発材料――水銀，硫黄，

鉛，ヒ素――が用いられている。これらの反応の大部分においては自由中性子の放出

が生じており，それらの自由中性子が反応の進行と副生成物である新たな元素の出現

を促進している可能性がある。 

  今述べたすべてのことは完全に真理のように見えるが，しかし，ここにはある些細

なものが欠けている。他ならぬ賢者の石そのものが存在していないのだ。 

  残念ながら，現在，原子核触媒と呼ぶことができるものについて研究を行っている

者は誰もいない。原子核触媒は必ず存在する。なぜなら，さもないと，多数の元素の

起源を説明することができないからだ。しかし，誰かがこれに取り組み始めるために

は，せめてそれが原理的にあり得ることを知っている必要がある。あり得ないことに

取り組もうとする者はいない。 

  我々には伝統的に，あるやっかいな問題がある。それは，電子殻を通じて原子核に

影響を及ぼすことはできないという理解である。これは間違いだ。ギュスターヴ・ル・

ボンの『物質*の進化』［訳注］という本がある。この本は 20 世紀初頭に 14 版を重ねた。

ル・ボンはこの本で，ラジウムの半減期は濃度にきわめて強く依存していることを示

した。ラジウムが 1 個の塊の中に存在している場合に，それがある半減期を持ってい

るとすると，ラジウムが吸い取り紙全体に散在している場合には，その半減期は前の

場合とはまったく別のものになる。 

  では，いったい何が変化したのだろうか？ 変化したのは電子殻の強度である。つま 

 
［訳注］ 群衆心理学で有名なフランスの心理学者・社会学者・物理学者ギュスターヴ・ル・ボンの著

書 ”Gustave Le Bon, L'Évolution de la Matière, 1905” の英訳版 ”The Evolution of Matter, 1907” を

https://archive.org/details/evolutionmatter00legggoog/page/n7/mode/2up?view=theater で入手できる。 

https://archive.org/details/evolutionmatter00legggoog/page/n7/mode/2up?view=theater
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り，電子殻が原子核の過程に影響を及ぼしているのだ。だからその影響の経路を見出

す必要がある。そうすれば，それらの経路を必要とされる目的で利用する試みを行う

ことができるようになる。 

  さらにもう 1 つの側面がある。誰かが錬金術の根本文献に立ち戻り，そこには何が

書かれているかを新鮮な目で検討し直さなければならなくなったとする。もちろん，

そこに書かれているすべてのことは，それより先へ進めなくなるほど，きわめて混乱

している。錬金術師たちが仮装したり煙幕を張ったりして秘密を守ろうとしたのは無

駄ではなかった。しかし，そこから何かを探し出すことは可能だ。重要なのは，錬金

術に対する態度を変える必要があるということだ。 

  V.L.ラビノヴィッチ［Vadim Lvovich Rabinovich］が書いた『錬金術』という本がある。そ

こではあらゆることがきわめて詳細かつ興味深く書かれており，豊かな資料が引用さ

れている。しかし重要なのは，錬金術を行うことはできないとそこには書かれている

ことだ。そう書くことによって，錬金術に取り組むこと自体が無益だというイデオロ

ギー的方向付けが与えられている。そのような方向付けは誤った判断に導く。 

  実際には，錬金術に関するすべての事柄は，それを行うことは可能であるという観

点から見る必要がある。たしかに，今日，我々は錬金術師たちがそれをどうやって行

っていたかを理解していない。しかし，それを行うことが可能であるからには，探求

し，試し，研究する必要がある。私の知り合いの何人かの物理工学者たちが私に言っ

ているように，我々は結局それを理解することはできないだろうというようなやり方

ではだめだ。そのような態度は不毛だ，つまり有害だ。そのような態度は我々をどこ

へも導かず，停滞状態に陥れる。今日，我々の物理学に生じているのは，まさにこの

ことだ。 

  ご質問をどうぞ。 

質疑応答 

  質問  エーテルが宇宙から地球の中に入っていると，あなたはおっしゃいました。

その先，エーテルに何が起こるのかについて，もう一度ご説明ください。 

  回答  エーテルは実際に第 2 宇宙速度で地球本体の中に入り込んでいます。エーテ

ルはそこで陽子によって吸収され，陽子はその体積と質量を増大させます。しかしお

そらく何らかの仕方で安定性が損なわれるようです。なぜなら，何らかの時点から，

蓄積された質量の再分布が始まらなければならないからです。そして新たな物質が形

成されることになります。そのような過程は地球の体積の全体にわたって生じていま

す。なぜなら，それぞれの陽子は他より低い温度を持っており，したがって陽子の表

面上には他より低いエーテル圧力が存在している，つまり，それぞれの陽子がエーテ

ルを吸収することになるからです。 

ギュスターヴ・ル・ボン 
1841~1931 

『物質*の進化』露訳版 
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  しかし，地球の体積が半径の 3 乗に比例しているのに対し，面積は 2 乗にしか比例

していません。ですから面積が足りなくなり，そのため，形成された物質は海嶺系，

個々の島，個々の山といった形で地球の内部から外へ出ていく。それだけでなく，エ

ーテルの一部から渦が形成されます。それらの渦は地球表面に出て，宇宙へ噴出して

います。 

  質問  地球本体の中以外の場所での元素変換の例を挙げることはできますか？ 

  回答  そのような例は存在します。例えば，雌鶏のカルシウム摂取量が欠乏状態に

なると，普通の考え方によれば，カルシウムが主要元素となっている卵の殻を作る材

料が，雌鶏にはなくなることになります。それにもかかわらず，雌鶏はちゃんと殻の

ある卵を産みます。つまり，雌鶏の中で何らかのやり方でカルシウムが作り出されて

いるのです［訳注*］。雌鶏が意識的にそれを行っているということは，まずあり得ません。 

  別の例もあります。例えば，これまで，葉緑素は空気中から炭酸ガスを吸収するた

めのもので，それによって植物は成長するのだとみなされてきました。しかし，簡単

な計算が示すところによれば，植物体中には 13%ほどの炭素が含まれているのに対し，

空気中には炭素はわずか 0.01%しか含まれていません。ところが植物は温室の中でも，

太陽の光が当たり，風が吹かないときに成長します。植物はどこから炭素を取ってい

るのか？という問いが生まれてきます。 

  このテーマについて生物学者や生物学者と話し合うのは無駄です。彼らはすぐにヒ

ステリー状態になり，自分たちにはすべて明らかだ，これはまったく分かりきったこ

とだ！と叫ぶからです。にもかかわらず，彼らはこの問いに答えることができない。

ここでの予想は単純です。酸素の原子核は 4 個の α 粒子，炭素の原子核は 3 個の α 粒

子を含んでいます。ですから，酸素の原子核中の α 粒子のうち，最も弱く固定されて

いる 1 個を揺り動かせば，その α 粒子が飛び出て，炭素が形成されます。これは，植

物は絶えずヘリウムを放出していることを意味しています。このことは既に今すぐ検

証することができます。 

  石油の採掘時に出る随伴水については，既にお話ししました。元素変換はいたる所

で生じているのです。しかし，そんなことはあり得ないという既成概念のせいで，人々

はこのことに注意を払おうとしません。 

  質問  では，それ以外にも何かそのようなステレオタイプはありますか？ 

  回答  まださらにあり，しかも残念ながら沢山あります。単純な例を挙げましょう。

ご存じのとおり，窒素という言葉は「生命のない」を意味しており，窒素は生命過程

と無関係だとみなされています［訳注**］。ところが，昔ニジニーノヴゴロド市にヴォルス

キー研究所という研究所があって，そこの研究者たちがこの問題の解明に取り組んだ

ことがありました。 

  彼らは産みたての鶏卵を 20 個用意し，10 個を普通の孵卵器に入れ，あとの 10 個

をそれと同じ型の孵卵器に入れ，後の方の孵卵器の中の窒素を何とかという不活性ガ

スに置き換えた。それはネオンとアルゴンのどっちだったかは覚えていませんが。そ

したらどうなったと思いますか？ 1 番目の孵卵器では全部の卵からひよこがかえっ

たのに，2 番目の孵卵器では 1 羽もかえらなかった！ これが，「生命のない窒素」な

 
［訳注*］ 生物系における元素変換については，訳者のサイト（2 頁）に掲載されている V.I.ヴィソツキー，

A.A.コルニロワ『生物系における核融合と同位体変換』（2003）を参照されたい。 
［訳注**］ ロシア語の「窒素」をローマ字に翻字すると”azot”となる。"azot”の語源はギリシャ語の「a-無

+zōē 生命」である。なお，英語にも窒素を意味する古語の”azote”があり，現在も”azotemia”（高窒素症）

という医学用語で使われている。 
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のです！ 

  それぞれの科学，自然科学の各領域，社会学にさえも固有のステレオタイプが存在

しています。ある点では，それは悪いことではないとさえ言えます。それは，あらゆ

る皮相的なものの見方やいい加減な考え方を遮断する，いわゆる健全な保守主義だか

らです。しかし，その健全な保守主義はある瞬間から，科学の発展の道をふさぐ障害

物になってしまう。そのとき，闘いが始まる。そして，その闘いがその障害物を必ず

一掃します。 

  質問  物理学のその他の領域におけるステレオタイプをめぐる問題は，どんな状況

にあるとお考えですか？ 

  回答  実に結構な状況にあります。いたる所にステレオタイプが存在し，それが前

進を妨げている。人々は沢山の不合理に慣れてしまい，それに注意を払おうとしませ

ん。 

  現在，自然科学の喫緊の問題となっているのは，唯物論的方法論の創出，そしてこ

れまで蓄積されたもの全体の見直しです。物理学においては，そしてこれは物理学に

限ったことではありませんが，実際にはペテン師にすぎない多数の権威者たちが現れ

ました。私はフランスの偉大な研究者フィゾーの実験を分析し，あらゆる教科書に載

せられている彼の光速度に関する実験は，当時，つまり 19 世紀半ばには行うことが

不可能だったことを明らかにしました。なぜなら，当時，実験に必要とされる機器が

まったく存在しなかったからです。それらの実験は今日でも簡単には行えないのです

から，当時は完全に不可能でした。では，誰がそれを検証したのか？ 誰も検証せず，

うわさ話だけが世界中に広がっていったのです。 

  中性子，陽子などの質量における小数点第 5 位の値は何の意味があるのでしょうか。

小数点第 5 位の値を保証するためには，実験のあらゆる構成要素において小数点第 6

位，あるいは第 7 位のレベルの誤差を持つ必要があります。磁場や電場の測定装置の

誤差は最良の場合でも 1%，つまり小数点第 2 位です。便覧に書かれている小数点第

5 位は，いったいどこから現れたのでしょうか？ 

  それがどうやって行われているのか，私は気付きました。こうやってやるのです。

利害関係者たちが集まって，各自の結果を伝え合う。全員の結果は相異なっているが，

便覧を出版する必要がある。そこですべての結果を足し合わせ，算術平均を見出し，

達成された合意を祝して乾杯する。これでおしまい。そして結果のばらつきについて

は口をつぐむ。 

  私にはこんな経験があります。ある若い技師が実験結果を処理するとき，いわゆる

ばらつきを，自分が必要としている結果が得られるまで，全部切り捨てた。そして彼

は後になって，私が彼のやっつけ仕事を見逃してやらなかったことに腹を立てたので

した。そんなことがいたる所で行われている。 

  では，アインシュタインの相対性理論に関する検証実験の結果については何が言え

るでしょうか？ それはすべて，何から何まで捏造です。なぜなら，理論に合わせた偏

向した結果の処理が行われているからです。最も重大なのは，それと同じ実験によっ

て裏付けられるそれ以外の多数の理論が存在しているにもかかわらず，結果の解釈が

相対性理論にのみ有利になるように行われていることです。 

  今日，科学全体は見直しを必要としています。最も重要な点は，科学が必要として

いるのは，自然科学に関する現代的な唯物論的方法論を創出することであるというこ

とです。 
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第 8 講 

分子間相互作用，非生体と生体のオーラ 

2000 年 12 月 24 日 

  昔，1960 年代初め頃，私はシャフトの回転角をコードに変換するという問題に取り

組まなければならなくなった。 

  当時，それはきわめて喫緊の問題となっていた。その問題とは，要するに，あらゆ

る飛行体においては，飛行機であれ，ヘリコプターであれ，ロケットであれ，多種多

様なシャフトがいっぱい使われており，その回転角を 2 進コードに変換する必要があ

るということだ。何のために？ ちょうどその頃，飛行体の機上に初期のコンピュータ

ーが搭載され始めた。それらのコンピューターはデジタル符号とはちゃんと一緒に働

いてくれるが，どうしたわけか，シャフトや軸の回転角とはどうしても一緒に働いて

くれなかった。それは，垂直ジャイロ，コンパスシステム，操縦桿，計器のありとあ

らゆる針，その他もろもろのシャフトや軸の回転角だ。ところが，小型の装置を用い

てシャフトの回転角を所要の精度で変換することは，誰にもできなかった。そのため，

開発プロジェクトのテーマとして「Val（シャフト）」が課せられ，これによってその

問題を解決しなければならなかった。そしてこのテーマは,さらに 4 つの組織の参加の

下にグロモフ飛行研究所が担当することになった。研究所内では，これに関する統括

部署の執行責任者に任命された私がこのテーマを担当することになった。 

  まあ，任命されたからには，何かをする必要がある。そこで私はこの問題に取り組

み始めた。 

  それからすぐ，この目的にかなったことを考え出した人間は全世界に誰もいないこ

とが明らかになった。当時までの間に創出されたすべての「角度－コード」変換器は

おそろしく図体がでかくて出来が悪く，しかもとんでもなく精密な製造技術を必要と

しており，その量産性はまったく話にもならなかった。最も重大な点は，それらすべ

ての変換器は航空計器の中に設置するには絶対的に不適当だったことだ。それらは航

空計器の中にまったく収まらない。この課題を解決する必要がある。 

  当時，正弦波・余弦波回転トランスを用いた電気機械式計算機が現れ始めた。我々

計器開発技術者は米国製の正弦波・余弦波回転トランスをお手本にしてそれを作り始

めた。そのとき，もし米国製トランスの細部を仕上げれば，いやもっと正確に言えば，

完全に作り変えれば，そのトランスをシャフトに装着し，それを用いることにより，

シャフトの回転角を反映するシャフトの出力電圧をコードに変換することが可能にな

るのではないかという，うまい考えが出てきた。 
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  そこで，ザヴォロキンという技術者がこの案件に取り組んだ。彼は正弦波・余弦波

回転トランスを移相器として用いた。この着想の要点は，位相電圧と基準電圧の位相

差が時間間隔に変換され，その時間間隔がパルスによって満たされた後，計数器がそ

のパルス数をカウントし，バルス数をバイナリーコードに変換するということだ。 

 

  この着想はちょっと見ると単純明白でさえあるように思えるが，しかし実際には，

隠れた欠点を持っている。変換精度は電源電圧中の高調波に直接的に依存している。

つまり，この非線形ひずみ率にしてこの誤差あり，というわけだ。参考までに述べる

と，正弦波中に含まれる高調波が 7%以下の場合には，オシログラフ上で高調波をま

ったく見て取ることができないので，そこにはいかなる高調波も存在しないように見

える。ところが現実には，変換誤差はシャフトの回転角 90°の 7%，すなわち 6°にも達

する。一方，許容誤差はわずかに 3~5 秒角だから，その 200 分の 1 だ。そのため，そ

の高調波をフィルター，フィードバック，その他沢山のものを用いて除去するため，

ありとあらゆる努力が注がれた。回路は温度安定性も要求していた。ところが元々は

単純だった回路に様々な追加要素がいっぱい加わり，それらの追加要素が回路を複雑

にしてしまった。しかし，克服できない困難はない，ましてや，開発の成功に対する

報奨金が約束されている場合には。私は，ロケットや船舶の開発技術者たちがそれま

で我々と同じあらゆる困難と闘い，成功裡に克服しつつあるという噂を聞いていた。

彼らに名誉と栄光あれ！ ところが我々は困難を克服できずにいるのだから，そもそ

も我々には名誉も栄光もない。 

  我々航空計器開発技術者たちの間では，それとは別の着想が熟していた。それは，

正弦波と余弦波の出力電力をブリッジ回路中でそれと同じ正弦波・余弦波回転トラン

スを用いて平衡化するという着想だった。 

  その場合，第 1 に，そもそも高調波と闘う必要がない。なぜなら，両方の電圧中に

おける高調波は同一だからだ。そして第 2 に，変換の範囲全体を 8 つの八分円に分割

することが可能になり，精度が自動的に 8 倍に上昇する。第 3 に，任意の正弦波・余

弦波トランス用センサー1 個に対し，セルシントランス［selsyn transformer］回路によっ

て多数個の正弦波・余弦波トランス用レシーバーへの送信の任務を与えることができ

る。これは移相回路においてはそもそも行うことができない。 

  この着想が全世界の航空機に導入されるに至り，正弦波・余弦波回転トランスは正

弦波・余弦波トランスに変わり，それ以来，あらゆる航空機はまさにこの回転角のコ

ード変換方法を利用している。我が国で製造される正弦波・余弦波トランスは年間 70

移相器として正弦波・余弦波トランスを用いた回転角のコードへの変換： CKT－正弦波・余弦波ト
ランス； 𝑈ref－基準電圧； 𝑈phase－位相電圧； 𝑈sup－電源電圧； ГИ－パルス発生器； K－キー 

𝑈ref 

𝑈ref 

𝑈ref 

𝑈phase 

𝑈phase 

𝑈phase 

𝑈sup 

計数器 

バイナリーコード 
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万個に達していた。そのうち 12 万個以上が航空機に用いられ，残りは工業において

用いられていた。 

  一方，ロケットと船舶の開発技術者たちは，彼らの移相器に固執し続け，今なおそ

れ以外の装置に関する話を聞きたがらない。 

  このすべてのことは，かつての我々の論敵，ウィンストン・チャーチルの有名な言

葉を思い出させる。彼は言った。「私は，自らが生じさせた困難を熱意をもって克服し

ようとするロシア人に感嘆している」。これは真実だ。 

  ところで，ここまでの話に随伴する形で，ある興味深い事柄が出現した。 

  移相回路におけるあらゆるベクトルは次の表式で書かれる。 

ここで𝜃はシャフトの回転角である。一方，ブリッジ回路においてはあらゆるベクトル

はそれとは別の仕方で表される。すなわち， 

  ここには 2 つの虚数が存在する。1 つは時間における虚数，もう 1 つは空間におけ

る虚数だ。これらは相異なる平面上に存在しており，ここでは時間における過程は空

間的な回転角には影響を及ぼさない。そしてこのすべてのことから，任意の時間的ス

キームに対しては空間的スキームが対応していなければならず，またその逆のことも

言えるという結論が導き出される。さらにそれに続いて，任意の時間的過程に対して

は同様の空間的過程が対応していなければならないという一般哲学的な結論が導き出

される。これは重要な意味を持っている。 

  このことが意味しているのは，特に，周波数とは 1 秒間当たりの振動の周期数であ

り，周期とは時間間隔であるから，時間的過程に基礎をおいている既存の電波工学全

体に対しては空間的電波工学が対応していなければならない，すなわち，時間中にで

はなく，空間中に配分されている信号の種類が存在していなければならないというこ

とである。このことは，空間の任意の地点にはあらゆる無線局から出る電磁放射，ま

𝑢 = 𝑈 ∙ 𝑒𝑖(𝜔𝑡+𝜑0+𝜃−𝜃0)  

𝑢 = 𝑈 ∙ 𝑒𝑖(𝜔𝑡+𝜑0) ∙ 𝑒𝑗(𝜃−𝜃0)  

𝑈sup 

八分円 

バイナリーコード 

移相器として正弦波・余弦波トランスを用いた回転角のコードへの変換： CKT－正弦波・
余弦波トランス； 𝑈sup－電源電圧； ПО－八分円切替器； ПНК－電圧コード変換器 
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たあらゆる物体から出る電磁放射さえ存在しているのと同様に，あらゆる物体のあら

ゆる構造はオーラ，すなわち空間中における反映を持っていなければならないという

ことを意味している。このことは，さらに，空間の任意の地点には宇宙に存在してい

るあらゆる物体のオーラが存在しており，物体がどこに存在していようと，それが出

すオーラにもとづいて物体を検出する原理的可能性が存在するはずであることを意味

している。人類がこれまでこの可能性を利用したことがないとすれば，その理由は，

それに気付いていなかったことにしかない。 

  さらなる検討を，まず陽子から始めることにしよう。 

  陽子とは高密度エーテルのトロイダル渦であることを思い出そう。陽子が四散しな

いのは，その表面上に境界層が存在し，その境界層中においてエーテル流の速度，密

度，温度および粘性の低下が生じているからである。それにもかかわらず，隣接する

エーテルの最近傍の層が陽子によって運動に引き込まれ，それらの層の一部は陽子の

中心穴を通過して流れるが，電気的に中性な原子中における大部分の層は外部空間中

で閉じ，大きな束縛トロイダル渦，つまり電子殻を形成する。その殻の中にはそのよ

うなものとしてのいかなる電子も存在せず，存在するのは殻全体そのもの，つまり束

縛渦である。原子中の束縛渦の数は正確に陽子数と等しい。なぜなら，各原子は自分

のためにそのような束縛渦を 1 個ずつ創出するからだ。そして束縛渦の大きさは，渦

の安定性の条件によってのみ制約されている。 

  周知のように，原子核の大きさは10−15 mのオーダーであり，電子殻の外側の大きさ

は10−10 mのオーダーだから，後者は前者の 1 万倍である。 

  ちなみに，物理学者たちは，あらゆる原子中の陽子数と電子数が同じなのはなぜな

のかも，そのような大きな距離に存在する電子が陽子によって引き留められているの

はなぜなのかも，どうしても説明できずにいる。それにしても，もし陽子が 1 m の大

きさまで増大したとすると，電子は陽子から実に 100 km もの距離に存在することに

なる。すべてはいかにして，なぜ，そうなったのだろう?! では，理論家の皆さんは？ 

  さて，その束縛渦の表面上でも，やはりエーテルが運動している。もちろん，その

速度は原子核上における速度より 8~10 桁小さいが，それでもやはり運動している。

そのエーテルは運動しながら，隣接層を運動に引き込む。そして電子殻の周りに第 2

のトロイダル束縛渦が形成される。この渦は，ファンデルワールス殻と名付けるのが

適当だ。なぜか？ 

  なぜなら，分子の相互作用力を発見し，それを記述し，この現象のいくつかの法則

性さえ見出したのはオランダの科学者ファン・デル・ワールスに他ならないからだ。 

ヨハネス・ディーデリク・
ファン・デル・ワールス 

1837~1923 

ファンデルワール
ス力に関する文献 

ファンデルワールス
の等温線 
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1873 年，ファン・デル・ワールスは，分子間において，小さい距離では距離の 6 乗

に反比例して減少する斥力が働いており，それよりわずかに大きい距離では距離の 12

乗に反比例して減少する引力が働いていることを示した。実は，なぜそうなるのか，

そしてその依存関係が何によって条件付けられているのか，ファン・デル・ワールス

は知らなかった。それにもかかわらず，第 2 の束縛渦の存在こそが分子が互いに引き

留め合っている原因なのだから，この第 2 の束縛渦をファンデルワールス殻と呼ぶの

は当然である。 

  原子核の構造について語るとき，そこには大きな困難はない。すべての原子核は陽

子と中性子から構成されており，それらの間の結合方法は 1 次近似においては明瞭で

ある。そしてそれらすべての原子核のカタログを作成できないかという着想さえ生ま

れた。すべての原子核と同位体を合わせた数は 1000 のオーダーとなり，それにさら

にアイソステア［isostere］，すなわち複雑な原子核の表面上における中性子の配置の各

種バリアントを合わせた数は約 2000 程度に達する。もちろん，そのようなカタログ

の作成は大仕事だが，現代のコンピューター技術を考慮すると，それはまったく現実

的であり，誰かがそれを成し遂げるのではないかと期待することができる。 

  電子殻をめぐっては，事はそれより複雑だ。最も単純な原子核からベリリウムまで

においては，特別の困難はない。ところがその先になると，エーテルらせん流と関係

した困難が生じる。例えば，2 個の α 粒子中においては，2 個の陽子は交互に表面に

現れ，論理に従えば，2 つのエーテルらせん流ではなく，2 倍の強度を持った 1 つの

エーテルらせん流を創出する。ではその先はどうなるのか？ それは 2 つの束縛渦に

なるのか，それとも 1 つの束縛渦になるのか？ 1 つの場合には，電子数をどう取り扱

うのか？ 2 つの場合には，それはどのようにして形成されることができるのか？ 疑

問に次ぐ疑問だ。これは大仕事だ。 

  ところが，第 2 の束縛渦，すなわちファンデルワールス殻について検討するとき，

ここでの困難はますます大きくなる。 

  各原子核の範囲内においては，他の原子核の影響は考慮しなくてもよい。各原子の

電子殻の範囲内においては，もはやそう言うことはできなくなる。とはいえ，その全

体は何とかして見渡すことはできる。しかし，分子の大きさが原子の大きさのオーダ

10−15 m－原子核 

10−10 m－電子殻 

10−5 m－ファンデルワールス殻 

1 m－オーラ殻 

第 2 の束縛渦―ファンデルワールス殻―およびそれに続く束縛渦―

第 1 種オーラ―の形成 
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ー，すなわち10−10 mのオーダーであるのに対し，ファンデルワールス殻はもはや

10−5 mのオーダーを持っている。このことは，たった 1 個のファンデルワールス殻の

体積中に1015 個の分子が入ることが可能であり，その各分子は自分のファンデルワー

ルス殻を持っているということを意味している。それらの分子はそこにどのように配

置され，どのように相互作用することになるのか，これが大きな問題だ。しかし現実

に，分子たちは何とかしてうまく共存しているのである。大問題だ！ 

  もちろん，ここでも状況は絶望的というわけではない。現在既に，例えば，最大結

合エネルギーの原則に従った分子の相互配位といったいくつかの重要な契機を挙げる

ことができる。各分子は，それを取り囲んでいる外部エーテル流に対して反平行に方

向転換しようとし，次にそれらの流れによって包み込まれる。しかし全体としてみる

と，すべてのファンデルワールス殻のすべてのエーテル流を考慮に入れて物質構造を

決定するという課題はきわめて複雑だ。 

  ファンデルワールス殻自体は弱い正の電磁場として感受されるはずだ。なぜなら，

ファンデルワールス殻中では，電子殻中におけるのと同じ円周運動が保存されており，

トロイダル運動は再び裏返しになっているからだ。ファンデルワールス殻の大きさは

既に 1 m のオーダーとなる。 

  もちろん，ここでのエーテル流の速度は，陽子中や電子殻中におけるエーテル流の

速度より著しく低くなっている。陽子の境界層の表面上における速度はおよそ5 ∙

1021 m/sである。電子殻の表面上における速度は大体1011~1012 m/sのオーダーであ

る。それに対して，ファンデルワールス殻の表面上における速度は毎秒数十 m ない

し数百 m のオーダーであり，第 3 の束縛渦――オーラ――の表面上では既にまった

く無視しうるほどの値となる。ただし，このことは単独の原子または分子の場合に

対してのみ当てはまる。 

  あらゆる物質の各1 cm3中には1023個のオーダーの分子が存在しており，それらす

べての分子が自分の周りにおけるエーテル流の創出に関与していることを考慮する

と，あらゆる物体の表面上におけるエーテル流の速度は電子殻の表面上におけるエ

ーテル流の速度と一致する，すなわち1011~1012 m/sのオーダーとなる。これはもは

や，単独の原子や分子の場合とはまったく別の話だ。 

  直径 1 m の球の周りのオーラ全体の半径は既に 50 km 以上のオーダーとなる可能

性があり，球の表面上におけるエーテル流の速度は毎秒数 m ないし数十 m となる。

そのオーラには，次の渦が束縛されることになる。その束縛渦は数千 km まで広がる

可能性があるが，しかし既に完全に微弱なものとなる。これは静的オーラ，つまり，

絶対的にすべての物質*的物体に存在する第 1 種オーラである。 

  私はかつてある時から，生体場［biofield］とは何かという問題に興味を持ち始めた。

生命とは物質代謝であると，私は聞いていた。それは生きた細胞中で進行している

連続的な化学反応だ。そこには結合反応，分解反応，等々の反応がある。 

  2 つの原子はいかにして結合するか？ 結合方法は 2 つしかない。第 1 の方法では

原子は互いに自分の束縛渦，すなわち電子殻によって付着し合う。化学用語ではこ

れはイオン結合だ。第 2 の方法では 2 つの束縛渦が 1 つに統合され，それが 2 つの

原子を包み込む。化学ではこの方法は共有結合と呼ばれている。 

  第 1 の場合には，2 つの束縛渦は，反平行の方向を向いているエーテル流によっ

て形成された共通の境界層の中で互いに引き留め合っている。渦間の速度勾配によ

って圧力が低下し，エーテルの外圧が 2 つの束縛渦を互いに押し付け合わせる。こ

こでは，渦の形状の変化を除き，渦のいかなる変容も生じない。この事例はイオン化

学結合に対応している。 
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  第 2 の場合には，2 つの束縛渦は単一の渦を与える。らせん流中においてこれが

可能なのは，それらの流れのらせん因子が一致しているときに限られる。このこと

は，束縛渦中においては，トロイダル運動と円周運動の両方が結合面上において同

じ方向を持っていなければならないことを意味している。そのとき，結合した 2 つ

の原子を包み込む単一の束縛渦が形成される。この共通の束縛渦中における圧力は

周囲媒質中における圧力より小さく，その流れの長さは，2 つの単独原子の 2 つの

束縛渦中における流れの長さの合計より小さい。この事例は共有結合に対応してい

る。 

  第 1 の場合には，2 つ電子殻には，それらが若干変形することを除けば，何も特別

なことは生じない。それに対し，第 2 の場合には，2 つの電子殻が統合して 1 つの

共通の電子殻になり，その中におけるエーテル流の長さは，2 つの原子中におけるエ

ーテル流の長さを合計した長さより小さくなる。余分なエーテルはどこへ行くのだ

ろうか？ 余分なエーテルは分子から外部空間へ放出されるのだ。 

  しかし，2 つの束縛渦のうち放出された部分は，らせん流になり，高密度化してい

る。その部分はそのままの形に保たれることができない。なぜなら，その前側の部分

は渦の湧き出し口であり，後ろ側の部分は渦の吸い込み口であるからだ。すなわち，

湧き出し口と吸い込み口は閉じて新たな粒子を形成する。これこそが，かつて我々

が検証し，第 6 講で私が話したレプトンなのである。 

  その話を少しだけ繰り返そう。我々は，特別に製作されたねじり秤の挙動にもと

づいてレプトンの出現を記録した。そのねじり秤では，アームの端に薄いアルミニ

ウム板である帆が取り付けられている。帆から 10 cm 離れた所にプラスチック製ビ

ーカーを置き，その中にアルカリのタブレットを入れ，ピペットでタブレットに酸

を注いだ。 

  反応が始まったとき，帆はビーカーの方へ移動したが，反応が終わるとビーカー

からそれ以上動かなくなる所まで遠ざかり，その後 1~1.5 時間経ってやっと元の位

置に戻った。 

  この講義にモスクワ国立大学化学部 2 年の学生が出席しているが，彼は仲間と一

緒にさらに先へ進んだ。彼らは光を通さない黒い紙で包んだ印画紙の上方でそれと

同様の反応を起こさせ，印画紙を感光させてから現像した。印画紙全体は黒くなっ

ていたが，ビーカーの下方にあった部分だけは黒くなっていなかった。印画紙のそ

の部分は感光性を失っていたのだ。これもまた新たな現象，これまで知られていな

かった現象だ。 

  これらの若者たちは，計器が接続されたセラミックコンデンサーを近傍に置いて

それと同じ反応を生じさせる実験を行った。この実験の着想の要点は，レプトン中

(a) (b) 

渦の結合： (a) 互いに付着する方法（イオン結合に対応する）； 

(b) 共通の流れを形成する方法（共有結合に対応する） 
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においてはエーテル密度が他よりも高いので，コンデンサーの金属板の間の絶縁体

中へのレプトンの侵入が絶縁体の誘電率，つまりコンデンサーの容量を上昇させる

に違いないということだ。まさにその通りのことが起こった。コンデンサーの容量

は反応の開始時に 1%増加し，その後 2~2.5 時間経って元の値に戻った。 

  このように，3 つの独立した相異なる実験が，共有反応が生じると，反応場所の外

部の空間中にエーテル渦のレプトンが形成されるという当初の予想を裏付けた。し

たがってこのことは，共有結合反応時には分子からエーテル流が放出されることを

裏付けている。 

  では，それまで結合して分子を形成していた 2 つの原子が互いに分離する分解反

応が進行するときには，その近傍では何が起こるのだろうか？ そこではエーテルが

足りなくなり，他よりも圧力が低い領域がそこに形成され，その領域が周囲空間か

らエーテルを吸い込み始める。ところが，その近傍でエーテル細流がより高い圧力

で放出されると，それらの圧力差がその流れを低圧領域に，すなわち分離した 2 つ

の原子中に追いやる。そのとき，噴泉が形成される。2 つの反応が終わると，噴泉は

その場所では消滅するが，しかし別の場所に出現する。これが今では広く知られて

いるキルリアン発光なのだ。実は，その発光を目で見ることができるのは，そこに高

周波電磁放射が加えられたときに限られる。しかし，それが加えられなくても，キル

リアン発光はやはりどこかへ消えるわけではなく，目に見えなくなるだけだ。 

  こうして，化学反応に伴ってエーテルの放出が生じ，オーラが形成される事実が

裏付けられる。 

  生体中では結合過程と分解過程が絶え間なく進行している以上，それらすべての

エーテルの放出と吸収が単一のパルス場を形成する。私の意見によれば，これこそ

が生体のオーラ，動的オーラ，あるいは第 2 種オーラなのである。 

  新鮮な葉をもぎ取り，それを高周波放射発生器に接続したコンデンサーの板の間

に入れると，葉，特にその縁辺が発光し始める。 

  しかしその発光は 20 分後に弱まり始め，1 時間後にはもはやまった存在しなくな

る。葉は死んだのだ。 

  私はこんな面白い経験がある。それは何年のことだったかはもう覚えていないが，

ある夏のことだった。私が家に帰ると，家には誰もいなかった。バルコニーへ出るド

アは開いていた。部屋へ入ったとたん，私は激しい不快感を感じた。これはそれまで

一度もなかったことだ。バルコニーのドアの脇に置いてあるソファーに腰かけると，

不快感はますます強くなった。 

  私はその不快感の源はバルコニーにあることが分かり，バルコニーに出た。不快

感が急激に強まった。私はその源を探し始めた。 

キルリアン発光： 高周波電磁場（200 kH）の存在下における葉の発光。右側の写真上

には，葉の切り取られた部分の輪郭が発光しているいる様子が見られる。 
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  バルコニーにはテーブルがあり，テーブルの上には何とかいう植物が植わってい

る鉢が置いてあった。その植物からは長さが 30~35 cm ほどのツルが垂れ下がって

いて，その端には暗緑色の花が付いていた。花は全体の直径が 10 cm ぐらいの 6 枚

の花弁を持っていた。その花を見て身震いせずにはいられなかった。昨日，そんなも

のはなかった。私は我慢して花の方へ体を傾けた。その感覚は恐怖そのもので，言葉

では言い表せない。 

  私はソファーに戻り，時刻をチェックし，20 分後に再びバルコニーに出た。そこ

では何も変わっていなかったが，不快感はやわらぎ，花の前に立ったときの恐怖感

はもう感じなかった。 

  それからさらに 20 分後，不快感はほとんど消え去った。さらに 20 分経ったとき，

花は目の前でしぼみ始め，小さくなっていった。そして，その花から翌朝まで残った

すべてのものは，硬貨ほどの大きさのちっぽけな灰色の塊と細い糸，つまり，かつて

のツルだけだった。 

  私はこの出来事を分析し，自分が 1 回きりではあるが最も激しい開花の瞬間にた

またま居合わせ，その開花が私にとって好ましくないオーラを創出したのだという

ことを理解した。この植物の名前は知らない。 

  このように，あらゆる物体に残らず存在する静的オーラと並んで，生体のみが持

っている動的オーラが存在するのだ。このオーラは生体中で進行する生理学的過程

を反映している。 

  さて次に，生体が死に，その内部におけるすべての反応が停止したときの状況を

思い浮かべてみよう。しかし，生体自体の内部とその周囲には，まだ崩壊し終えてお

らず，一定の内部エネルギーを持った複雑なエーテル動力学的渦構造物が残り続け

る。そして今や，それらの構造物は，それらを創出した生体ともはや適合しなくなっ

ている。それらの構造物には何が起こるのだろうか？ 

  それらの構造物は，生体から離れた後，その内部エネルギーが尽き果てるまで存

在し続ける。それはどれだけの時間か？ それはまだ知られていない。本体が極限ま

で高密度化しており，表面積がきわめて小さい陽子の崩壊定数は 100 億ないし 200

億年である。レプトンの崩壊定数は 10 分である。ただし，これは少量の物質の場合

だ。大きな生体によって創出された生体場はそれよりはるかに長時間存在すること

ができる。 

  どこで読んだ話か覚えていないが，ある興味深いことが解明された。 

  イギリス人たちが行った実験だ。研究者たちはマウスを広口瓶に入れ，次に瓶を

密閉し，秤に載せた。マウスを安楽死させ，秤の示度，重さが変わるかどうかを見た。

重さの変化が生じた。重さは減少した。それがミリグラムだったかマイクログラム

だったか覚えていないが，完全に顕著な大きさだけ減少した。ところがその後，数日

が経過したとき，広口瓶が完全に密閉されていたにもかかわらず，重さが増加し始

め，最初の重さを超えて，やはりきわめて顕著な大きさだけ増加したのだ。 

  「奇跡だ」とか，「あり得ない」といった驚きの声が上がった。しかしエーテル動

力学の観点から見ると，これはまったく単純な話なのである。 

  マウスが死んだとき，マウスによって創出された生体場は新たな条件に適合しな

くなるので，マウスの死体から離脱し，広口瓶の壁を自由に通過して自由空間に出

ていく。その生体場は独自の渦流と独自のエネルギーを持った複雑な多渦構造物で

あり，そのエネルギーはどこへも消え去らない。そのエネルギーは，エーテル中にお

ける粘性摩擦に使い尽くされるまで若干の時間存在し続ける。 

  では，数日後に何が生じたのか？ 重さが増加し始めたのはなぜか？ これも単純

な話だ。数日後，組織の分解，すなわち物質の分解が始まる。分子はより単純で，総
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体積がより大きい分子に分解され，エーテルの圧力が低下するので，エーテルが不

足し始める。すると，自由エーテルと分子内エーテルの圧力差がエーテルを自由空

間から新たな分子中に移動させ始める。広口瓶の壁はここでも障害物にはならない。

ガラスは絶縁体だからだ。これがすべての答えだ。人間の場合も同じことが起こる。 

  問題は別のことにある。離脱した人間の生体場は自意識を持っているのだろう

か？ 持っているとした場合，ある種の独立した実体［entity］としての「魂」につい

て語ることができるのだろうか？ これについては別途研究する必要がある。しかし，

ここでもいくつかの興味深い側面が見られる。 

  古くから「悪魔祓い」というシャーマンの技法が存在する。そのような「悪魔祓い」

にはシャーマンだけでなく，ある種の超能力者，占い師，あるいはいわゆる民間治療

師を自称する，それ以外の非正統的な治療師も従事している。ただし，そのような治

療師のすべてが「悪魔祓い」に従事しているのではけっしてなくて，従事しているの

は一部の者だけだということをすぐに付け加えておく。私はそのような「奇跡を行う

者」の一人であるセルゲイという人物と個人的な知り合いで，彼が誠実な人間である

ことを知っている。彼のところには，ありとあらゆる精神科医を含め，正統医学が対

処できなかった人々が治療を受けに来ている。それらの患者たちは時折トランス状態

に陥り，ありとあらゆるわけのわからないことを言い始め，周囲の人々を不安がらせ，

その後正気に戻り，自分がしたすべてのことを非常に悔やむ。セルゲイはそういう患

者たちを全快させている。 

  彼の意見によれば，それらの患者たちの中には，一種の他者の実体，患者とは無縁

な生体場が様々な仕方で入り込んでいる。そしてその実体は完全に自意識を持ってい

る。大部分の時間，その実体は現れない。しかしそれが時折出現し，そのとき発作が

始まる。 

  セルゲイは治療用の補助具として，治療が行われる部屋に置かれたピラミッドを利

用している。ピラミッドは実に様々な鉄製の小箱や磁石，丸めた導線から構成されて

いる。彼は，太い導線でピラミッドに接続された，上側がじょうご状に開いた針金製

の四角ばったバスケットを窓の外に投げ出す。次に，患者を服を着たままテーブルの

上に寝かせる。そのテーブルの上には，導線でピラミッドと接続され，シーツで覆わ

れた鉄板が横たわっている。そして，とんでもなく馬鹿げたことをしゃべり始め，患

者の中に住み着いている実体自体と会話する。その部屋に患者は何十人も集まってい

るが，治療が行われているとき，そこにいる他の人々はしゃべることを厳禁されてい

る。 

  「よう，とっつぁん，調子はどうだい？」とセルゲイが質問する。すると「とっつ

ぁん」，つまり孫と一緒に治療に来た 70 歳過ぎの老人が，突然，我を忘れてしゃがれ

声で答え始める。「何じゃ，じゃが，ここにエーテル動力学軍の将軍が来おってる，出

て行かせろ，あいつは俺の邪魔をしやがる！」 将軍とは部屋の隅に静かに座っている

私のことだ。セルゲイが答える。「私がお前の方を追い出してやる，さあ，出て行け！」 ，

等々。 

  複数の実体を持っている患者も存在する。 

  生じていることはまったくあり得ないことのように思えるが，その効果は有益であ

り，多くの場合，セルゲイはその任務を立派に果たしている。さて，その先ではさら

に興味深いことが生じる。 

  セルゲイはテーブル上に横たわっている患者のそばに立ち，患者の上方で，何かを

引き裂くような手技を行い始める。 

  私は「君はそこで何をやってるんだい？」と尋ねた。セルゲイはこう答えた。「僕が

やっているのは，これです！ ほら，ここに（空中のある場所――著者）ちょっと触っ
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てごらんなさい。冷気を感じるでしょう？ これは，誰かが患者の体に吊り下げた，エ

ネルギーの吸い出し管なんです。僕はそれを引き裂いているんです」。「そうすると何

が起こるんだい？」と私は質問した。「吸い出し管が引き裂かれると，もうそれからは

患者からエネルギーが吸い出されなくなり，患者は全快します。そうすると，吸い出

し管を患者の体に吊り下げた者は，エネルギー衝撃を受けます」。「そうだとすると，

君はある者を治療する一方で，別の者に害を与えることになるんじゃないのか?!」「害

を与えるか，与えないかは別として，彼は衝撃を受けます。誰かが他人に寄生するの

を許してはなりません。悪は罰せられなければなりません」。 

  まさにこのような治療方法，このような善と悪の闘いの心理学なのだ。 

  シャーマンが呪言や唸り声，踊りを用いて行っていることは，ほぼそれと同じだ。

誰もがシャーマンになれるわけではないということ，また，シャーマン自身は狩猟や

漁労に参加しないこと，参加することはあるが，それはまれであることに注目するべ

きである。にもかかわらず，すべての猟師と漁師は自分の獲物をシャーマンに分け与

えることを自分の義務とみなしている。シャーマンは他人に寄生して生活しているよ

うに思えるかもしれないが，それはそう見えるだけだ。 

  後進民族には事実上いかなる医療も存在しなかったため，シャーマンが補助的な手

段，特に自分の生体場や行為，何らかの程度において心理的な手段を用いて医者の役

割を果たしていた。シャーマンは患者の体から追い出した他者の実体を石あるいは木

片の中に追い入れた。絶対それに触れてはならない。さもないと，その実体が，それ

に触った人間の中に移動するからだ。 

  セルゲイはすべての超能力者をジューン主義者と非ジューン主義者に分類している。

これはきわめて有名な女性超能力者の名前のジューン［訳注］から彼が作った用語だ。彼

が知っているすべての超能力者はジューン主義者だ。非ジューン主義者は今のところ

彼 1 人で他にはいないが，将来現れるだろう。 

  ジューン主義者たちは自分のエネルギーを与えることによって人々を治療する。そ

の結果，彼ら自身が発病する可能性，しかも自分が治療した病気に罹る可能性がある。

非ジューン主義者は有害な実体を排出させる。その際，そのために費やすエネルギー

は，彼らの治療方法よりはるかに少ない。あるいはまた，非ジューン主義者はエーテ

ルエネルギーを導入する。そのエネルギーには 2 種類ある。1 つは地球が絶えず吸収

しているエーテル流のエネルギー，もう 1 つはエーテル自体の内部エネルギー，すな

わちアーメルの熱運動のエネルギーだ。このエネルギーはエーテル流のエネルギーよ

り何桁も大きい。しかし，このエネルギーを採取することははるかに困難だ。 

  セルゲイは私に助言を求めて定期的に電話をかけてくる。例えば，1 個のトロイド

が存在する場合，どうすれば別のトロイドを用いてそのトロイドを方向転換させ，結

 
［訳注］ スコットランド生まれの世界的に有名な霊媒師ジューン・フィールドに関するネット上の英語情

報を検索語”June Field, psychic”で入手できる。 

仕事をしているシャーマン 
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合エネルギーを減少させ，次にそのエネルギーを放出させることができるかといった

質問をする。そこで私は大急ぎで判断を下さなければならなくなる。なにしろ，会話

は国際電話で行われているので，大急ぎで判断する必要があるからだ。 

  「そうだったんだ！」とセルゲイは叫ぶ。「僕はまさにそう考えていました。ところ

で，もう 1 つ質問があるんですが……」等々と，会話はこの調子で続く。セルゲイは，

治療方法を創出するうえで，私が彼にとって大きな助けになっていると言っている。

私は彼と議論をしているのではなくて，あくまで助言をしているだけだ。私にとって

助言するのは難しいことではない。しかし，これはまったく不可解な話なのだ。 

  ところで，私はあるときレイリー卿が言ったこんな言葉を覚えている。「私は，科学

者たちが類推法にあまりにもわずかな注意しか払っていないことに驚いている。類推

法を用いれば，科学者たちが何年間も格闘していることを文字通り数秒間で発見でき

ることがしばしばある」。この言葉は正しい。しかしレイリー卿は，他ならぬいかなる

アナロジーをいかなる場合に利用する必要があるのかを言い忘れていた。アナロジー

は沢山あるのだ！ 

  いずれにせよ，私は，セルゲイが，彼の問題を解決するうえで，私のアドバイスを

類推法として利用してくれることを望んでいる。私のアドバイスは，もしかしたら正

しいのかもしれない！ 

  こうして，我々は第 3 種オーラについて語ることができるようになった。第 3 種オ

ーラとは，それを生み出した人間あるいは動物から離脱し，独自に存在し始める生体

場である。 

いわゆる「疫病神」，「邪視」，あるいは事実上あらゆる民族に何十世紀もの間存在し

ているそれに類する様々な非科学的カテゴリーは，まさにこの現象のカテゴリーに分

類される。 

  あなたに何らかの形で害を与えた隣人の人生をめちゃめちゃにする，簡単な方法が

存在する。これは有名な方法だ。必要なのは，あなたの隣人が住んでいる家の玄関先

の地面に穴を掘り，生きたカエルを埋めることだけだ。カエルが苦しみながら死んだ

とき，離脱したカエルの生体場が隣人だけでなく，彼の家族全体の人生をめちゃめち

ゃにする。そして彼の友人たちは彼の家を訪問しなくなる。こうしてあなたが立てた

目標は達成される。実は，もし隣人あるいは彼の友人たちがそれに感づいたら，彼ら

は何かそれと似たこと，あるいはもっと悪いことをあなたに対してしようと努力する

だろう。次はあなたが彼らに仕返しだ。その次は彼らがあなたに……。絶対退屈しな

くなる！ 

  あるとき，私はテレパシーとは何かに興味を持ち始めた。テレパシーの実験セッシ

ョンは，いわゆるゼナー・カードを用いて行うのが適切なやり方だ。ゼナー・カード

とはサイズが 5×8 cm の硬い紙あるいはボール紙製のカードで，その片面に太い線で

丸，十字，3 本の波線，四角および星が描かれている。各カードは 10 枚ずつ，合計 50

枚である。枚数はこれで十分だが，もちろんそれより多くてもいい。 

テレパシーの実験セッションの実施方法には多数のバリアントがある。 

  我々の場合，それは次のようなやり方だった。 

ゼナー・カード 
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  ある部屋に机が置かれていて，机の上に混ぜたゼナー・カードが裏側を上にして置

いてあった。隣の部屋に私を含め数人が机に着席しており，各人の前には白紙が置か

れていた。 

  発信者，すなわち情報の伝達者が順番にゼナー・カードのうちの 1 枚を取り，それ

を数秒間見つめ，次に鉛筆で机を 2 回叩き，その向こう側に我々が着席している壁の

方へ視線を移し，そのカードの図柄を壁の上に思い浮かべようとする。発信者はカー

ドを裏側を上にして置いていた。次に，その次のカードを取り，前と同じことを繰り

返す。 

  そのとき，我々の方は全員目を閉じて着席しており，自分の頭の中に現れた図柄を

紙に書き留めていた。私の場合，それは次のように見えた。闇の中からカードに描か

れている図形が炎のようにすうっと浮かび出て，次に闇の中にゆっくり戻って消えて

いった。その図形を停止させることも，再現することも不可能だった。我々各人は，

自分に見えたものを順番に書き留めていった。次に，カード一式の情報を受け取った

後，我々は一か所に集まり，我々に伝達されたものを，我々が受け取ったものと照合

した。 

  結果をすぐに言ってしまうと，全員におけるそれらの一致率は様々だった。しかし，

一致率が最も高かったのは他ならぬ私だった。それは多分，固有の生体場の力と関係

しているのだろう。つまり，私の生体場は強いということだ。超能力者ほど強くはな

いが，それでもやはり強いということだ。もしかしたら，それは集中力と関係してい

るのかもしれない。伝達されたものと受け取ったものの一致率が最大だったのは，ま

さに私 1 人だけだった。それは 90~95%のレベルだった。他の人々はそれより低かっ

た。 

  発信者が我々の部屋に入って来たとき，私は彼に，三角形のカードが 3 枚続けて伝

達されたかと質問した（我々の場合，カード一式にはさらに三角形のカードも含まれ

ていた）。彼は伝達されたと答えた。そこで私は，2 枚目の三角形の上下が逆さになっ

ていると言った。カード一式を調べてみると，その通り，三角形のカード 3 枚が連続

しており，2 枚目はその前後のカードと上下が逆になっていた。それ以来，私はテレ

パシーが現実に存在することを確信している。 

  周知のように，いわゆるバイオロケーション［biolocation。一般には「ダウジング」という

名称で知られている］というものが存在している。その要点は，地下のあらゆる不均質構

造や不均質体，例えば水脈や空洞の上では，オペレーターが両手で持っているフレー

ムがニュートラルポジションから偏向し始めるということだ。これは有名で，地下水

の探査に広く利用されており，中世にはある特定の鉱石の探査に利用されていた。こ

こで特に興味深いのは，フレームの端に，探している鉱石の一片を結び付けると，フ

レームは他ならぬその鉱石に反応する能力を持つようになり，それ以外の種類の鉱石

や不均質体には反応しなくなるという点だ。選択性が現れるのだ。 

 このことから，構造間の共振が存在するという結論を下すことができる。これらすべ

テレパシーの原理 
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てのことをどう取り扱うべきか，またそれをどのように利用することが可能かについ

ては，もちろん，今は述べることはできない。しかし，そのような現象が存在するこ

とについては，私自身はいかなる疑念も持っていない。それだけでなく，物体の周り

に伝播しているその場は，その物体の形状だけでなく，その内部構造も反映している。

また，そのような場は減衰しながらも遠くへ伝播する。したがって空間の各地点には

あらゆる物体のオーラが存在している。 

  もちろん，測定地点から相異なる距離に存在する物体は相異なるレベルのオーラを

創出することになる。これは，到来する信号が微弱なため，遠距離にあるラジオ局の

放送が聞こえないことがあるのと同じだ。にもかかわらず，受信機の感度と選択度を

向上させれば，そのラジオ局を受信することが可能になる。現在のところ，空間的構

造というものにどう取り組めばいいのかはまったく不明であるとはいえ，おそらく，

空間的構造についてもそれと同じことが起こるだろう。 

  ご質問をどうぞ。 

質疑応答 

  質問  生きている人間におけるオーラはどこから現れるのか，オーラはいかにして

離脱し，誰かの中に入り込むことさえできるかについて，あなたは話されました。そ

れらすべてのことは，どれだけ確実なのでしょうか？ 

  回答  私が皆さんにお話ししたのは，そのような物理的可能性が原理的に存在して

いるということ，そしてそれは実在しているということです。我々は初めて，きわめ

て表面的にではありますが，そのようなオーラの出現，また，生体によるエネルギー

流の放射とその逆の吸収の可能性をもたらすメカニズム自体を理解し始めつつあると

ころなのです。例えば，白いエネルギーが存在する，黒いエネルギーが存在する，エ

ネルギーバンパイア［＝他人のエネルギーを吸い取る人間］が存在する，等々といったこと

が語られています。エネルギーバンパイア自身は，自分がそのような存在であること

を悔やんでいるのです。ただ，どうすることもできないだけなのです。これらすべて

の問題は，現在，神秘主義に分類されていますが，実際には，それは研究するべき現

実なのです。何らかの結論を下すのは，それを研究した後にしなければなりません。 

  我々は，ねじり秤を用いてエネルギー反応を何らかの形で評価する可能性に気付き

ました。この研究を続ける必要があります。そうすれば，あらゆる物事におけるのと

同様に，より完全な研究方法が必ず見出されるでしょう。それらすべてが何をもたら

すかについて，今語ることは不可能です。しかし，それは必ず何かをもたらします。

今日，オーラの研究，あらゆる生体のエネルギー論的な崩壊と均衡化の解明が超能力

研究の最重要課題の一つとなっているのには，正当な理由があります。一部の人々は，

これこそが医学の発展の主要方向だとみなしています。これは大いにあり得ることで

す！ 

  我々の間では，常に，あるいは大騒ぎが，あるいは完全な否定が生じています。ど

ちらも正しくありません。問題が存在し，それに関するあり得るいくつかの研究の道

筋が示されているとしても，今のところ，いかなる結論も下してはなりません。なぜ

なら，我々はまだ，その対象物を知らないからです。それが分かったならば，そのと

きは結論を下すことができるようになります。しかし，今は時期尚早です。 

  質問  時期尚早とのことですが，それでもなお，既に今，あなたが話されたことの

何らかの応用的利用を挙げることは可能でしょうか？ 

  回答  既に今，多少のことは応用されています。それは昔から応用されていること

です。例えば，自分の体に元気を満たすためには，樹木の下に立ち，両腕を上げ，手
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のひらを上に向けることが有益であることが知られています。これは本当です。しか

し，それはどんな木の下でもいいというわけではありません。シラカバは OK で，元

気を満たしてくれます。ヤマナラシは逆に元気を奪ってしまいます。しかし，なにし

ろ人間も様々ですから，各人には樹木に対する相異なる適合性が存在している可能性

があります。今のところ，このすべてのことは最良の場合でも経験的なものであり，

まったく体系性がありません。 

  先ほどお話しした民間治療師のセルゲイは，エーテル動力学的バイブレーターを考

え出した。それは針金製のらせん状の構造物で，彼はそれをあらゆる乗り物に，その

安全性を向上させるために取り付けることを推奨しています。まあ，総体積が 1 リッ

トルの 10 分の 1 ぐらいのたかが巻いた針金が，安全性の向上と何の関係を持つこと

ができるのか？と思えるかもしれません。このことをいったいどうやって検討するべ

きなのでしょうか。 

  遠い昔の若い頃，私は気圧式高度計に一生懸命取り組んでいたことがあります。気

圧式高度計にはある問題があります。それは軸や歯車装置内の摩擦という問題です。

その摩擦を減少させるため，高度計の本体にブザーを取り付けてみた。すると，ブザ

ーが高度計を絶えず微振動させることによって摩擦が減少し，精度がきわめて著しく

向上したのでした。 

  さて次に，例えば，金属が疲労して，ごく微弱な衝撃を 1 回受けただけで崩壊しそ

うになっているところを想像してください。もしその金属にエーテルレベルの微振動

を絶えず加えれば，ミクロレベルの亀裂は形成されなくなり，自動車の金属は，外部

からの微小な衝撃，あるいは大きな衝撃さえをも感じなくなる。金属は強度がより高

くなったからです。 

  もしかしたら，運転手にもより高い持続力が現れ，よくあるように，運転手が必要

もなく車を対向車線にはみ出させるということは起こらなくなるかもしれません。 

ですから，ここでは，必ずしもすべてが一義的で一目瞭然というわけではありません。

必要なのは，感嘆の声を上げたり，あるいは逆に，それは全部疑似科学だ，ナンセン

スだなどと叫び声を上げたりすることではなくて，そのすべてを研究することなので

す。これを研究する必要があるのです！ 

今日，このすべては疑似科学とされています。真面目な科学者たちはこの問題には

まったく取り組んでいません。ついでに言えば，彼らはそもそも，この問題にも，あ

の問題にも，いかなる問題にも取り組んでいないのです。 

  質問  水の構造について何かお話いただけることはありますか？ 

  回答  水とは何か？ それは酸素，そしてそれと結合した 2 つの水素原子です。そ

れはクロワッサンみたいなものです。水素原子 2 個が互いに結合しているのではなく，

水分子の凝集体への結合： (a)水分子の陽子によるエーテル流の形成； (b)水分子の「準

イオン」結合； (c)水分子の「二重渦束」結合．1－水素原子の表面によって創出される外

部エーテル流の二重渦束領域； 2－低圧力「ポケット」； 3－水分子の「準イオン」結合に

おける束縛エーテル流の表面同士の付着； 4－水分子の束縛エーテル流の二重渦束結合 

メルクリウス神の錫杖 
(a) (ｂ) (c) 
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それぞれが酸素と結合している事実を反映するためには，より正しくは，水の化学式

は H2O ではなく，HOH と書く必要があります。 

  原子の構造は原子核によって決定されます。酸素の原子核は 4 つの α 粒子から構成

されています。その原子核の模型は粘土とマッチ棒で簡単に作れます。マッチ棒は束

縛渦を表しています。さて，その全体を組み立て終えたとき，酸素には，その表面上

に 2 つの穴があり，それらがちょうど 109°の角度をなしているのが見て取れます。水

素原子は，まさにそれらの穴に入り込んでいるのです。そしてそれら 2 つの水素原子

は自分のらせん流をその角度で互いに向かって，ただしずれを伴って追いやっていま

す。そのとき，何が生じるか？ 生じるのは，それらが互いの周りに巻き付き合い，二

重渦束を形成することです。しかしその先，陽子から遠ざかるにつれて，それらのら

せん渦は分かれていき，次に，反対側の陽子の方へ戻っていく。まさにここで，それ

らが多数のバリアントを持った構造を形成する理由が明らかになります。それらの構

造には，エーテルの圧力が他よりも低くなっているポケットが存在している。このこ

とにより，他の様々な物質を溶かすという水のユニークな能力，構造の変化という意

味での水の磁化能力，その他沢山のことを説明することができます。 

  カルシウムはそれと似たある構造を持っています。もしかしたら，まさにそれゆえ

に，カルシウムは十分に強固であり，自然によって骨や貝殻，等々といったものの材

料として利用されているのではないでしょうか？ 

  我々はここでも再び，エーテル動力学が水の性質の原因を理解し，もしかしたらま

だ発見されていない新たな性質さえも予言することを可能にするという，典型的な状

況と出会っているわけです。しかし，これらすべてはこれからの仕事です。 

  質問  あなたは無神論者ですか？ あなたは宗教に対してどのような態度を取って

おられますか？ 

  回答  私は絶対的な無神論者であり，無神論者にとって当然のこととして，この世

界におけるすべては物質*の自己運動によって説明されるとみなしています。その内部

のすべてが完全に合理的な仕組みになっているそれぞれの原子の面倒を，主なる神が

みているということはあり得ません。それがあり得ると考えているのは，科学と宗教

の統合に向かって歩みを進めているどころか，今やそこへ向かって駆け出している，

我らが名誉ある理論物理学者たちだけです。教会はそのような統合を完全に歓迎し，

この問題をテーマとする会議に積極的に参加しています。例えばバウマン記念モスク

ワ国立工科大学では，そのような会議がこれまで既に何回か行われています。私はそ

のような会議に 2 回出席したことがあります。私はそもそも，それらすべての観念論

的なごまかしにエーテル動力学が終止符を打つことになるだろうと，以前は思ってい

ました。 

  ところが，そんなことはまったくなかったのです！ 私は逆に，宗教が取り組んでい

る沢山の問題の唯物論的説明に取り組まざるを得なくなってしまったのです。もちろ

ん，私がこの問題で得た成果はきわめてささやかなものです。しかしその代わり，私

は，自然科学の分野において，宗教が実際には何に取り組んでいるのかについて，我々

はまったく何も認識していないのだということを理解することができました。 

  社会学においては，すべては明らかです。宗教は既存の社会体制を安定化する役割

を果たしています。なぜなら「神に由来しない権威はない」とされているからです［訳

注］。あなたに何かつらいことがあったとしても，我慢せよ，我慢せよ，それは神があ

 
［訳注］ 『新約聖書』の「ローマの信徒への手紙」第 13 章第 1 節に「人は皆，上に立つ権威に従うべき

です。神に由来しない権威はなく，今ある権威はすべて神によって立てられたものだからです」という

著者パウロの言葉がある。 
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なたに与えたもうた試練なのだから。ですから，ここではすべて明らかです。では，

自然科学においては……。 

  奇跡とは何でしょうか？ 奇跡とは，今のところ我々がその説明を知らない，ある事

実にすぎません。科学者たちは，それらすべての「奇跡」の唯物論的説明などに取り

組むひまはなかったのです。昔，ニコライ・アレクサンドロヴィッチ・モロゾフ［訳注］

という科学アカデミー会員がいました。彼は，皇帝アレクサンドル 2 世の暗殺事件に

参加した罪でシュリッセリブルク要塞の牢獄に 25 年間投獄された人物です。彼は，

『新約聖書』の一番最後に収められている「ヨハネの黙示録」がいつ，何について書

かれたのかを科学的に証明しました。では，そういう科学者は他に誰かいるでしょう

か？ 

  実は，すべての宗教，とくにキリスト教には，正常な唯物論的説明を必要としてい

る多数の事実が含まれています。誰もこれには取り組んでいません，必要なのに。 

  私の妻の母親がまだ生きていて，やっと歩けるくらいのよぼよぼの老婆になった頃

のことですが，彼女は 1 週間に一度，教会までやっとの思いでたどり着き，礼拝が終

わるまでずっと立ち続け，礼拝は 3 時間ほどだったのですが，満足して，エネルギー

に満ちて家に帰って来たものです。なぜでしょうか？ 答えはとても簡単です。正教会

の建物は，まだビザンツ時代の頃から，いわゆる良い場所，つまり，人間が居るのに

好適なゾーンに建てられています。それが良くない場所である場合には，人々はそこ

で不快感を感じるので，そこへ行かなくなります。正教会の聖堂とは，何かピラミッ

ドのようなもので，そのピラミッドが宇宙からやって来るエーテルの層流をらせん流

に変換します。そのらせん流が，失われたエネルギーを人間に補充してくれるのです。

教会堂の壁の中にはいかなる金属もあってはなりません。我らが［＝現代の］司祭たち

は，このことについていかなる理解も持っていません。彼らはまったく無知だからで

す。例えば，救世主ハリストス大聖堂は全体が鉄筋コンクリートで出来ていて，しか

も，きわめて強いジオパソジェニックゾーンの上に位置しています。私はそこに行っ

てジオパソジェニック放射を測定し，びっくりしました。大聖堂下部の小聖堂に通じ

るある階段の上では，そもそもそこに居てはならないほどでした。 

 
［訳注］ N.A.モロゾフ（Nikolai Alexandrovich Morozov）（1854~1946）は青年時代からナロードニキ，ま

たそこから分裂したテログループ「人民の意志」その他の組織の指導者として帝政打倒を目指す革命運

動に参加した。何度も逮捕され，59 歳になるまでの間に合計 30 年間を獄中で過ごした。革命家であり，

科学者であり，歴史家，文学者（詩人，回想記作家）でもあった。ロシア十月革命（1917 年）によって

政権を握ったロシア共産党（ボリシェビキ）（後の全連邦共産党，ソ連共産党）には入党しようとしなか

った。1932 年，ソ連科学アカデミー名誉会員。彼に関する英文による簡単な紹介としては A revolutionary, 

scientist and 87-year-old sniper. Nikolai Alexandrovich Morozov (topwar.ru) がある。彼の著書『雷雨と暴

風の中の黙示録』（1907）については The Revelation in Storm and Thunder - Wikipedia を参照されたい。 

N.A.モロゾフ 
1854~1946 

N.A.モロゾフ『雷雨と暴風の中の黙
示録  黙示録の起源の歴史』（1907） 

https://en.topwar.ru/165736-revoljucioner-uchenyj-i-snajper-nikolaj-aleksandrovich-morozov.html
https://en.topwar.ru/165736-revoljucioner-uchenyj-i-snajper-nikolaj-aleksandrovich-morozov.html
https://en.wikipedia.org/wiki/The_Revelation_in_Storm_and_Thunder
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  実は，昔，ボリシェビキが爆破したのは，この場所に立っていた聖堂ではなく，そ

の残骸だったのです。なぜなら，聖堂全体が既に崩壊していたからです。ここの地盤

は流砂です。まさにこの理由により，ここに建設することが予定されていたソビエト

宮殿は建設されずに終わり，まったく何も建設されなかったのでした。戦後，クレム

リンの隣のこの好立地の場所をどう利用すべきかという問題が起こりました。結局，

プール以外の何も立案することはできませんでした。ところがエリツィン時代に「ボ

リシェビキ，イコール破壊者」をテーマとするヒステリックな騒動が引き起こされ，

新たな大聖堂が建設されたわけです。しかし，その建物はもう既に崩壊し始めていま

す。おそらく，建物の寿命はせいぜい 50 年でしょう。で，その先はどうなるんでしょ

う？［訳注*］ 

  しかし，いずれにしても，宗教には，その意味が解明されていない沢山の知識が含

まれています。それを説明することは可能であり，必要でもあります。多少のこと，

例えば，モーセが出会った燃え尽きない火［訳注**］は既に解明されています。そこは強

いジオパソジェニックゾーンで，そこから強いエーテルらせん流が上方に流出してお

り，その流れの場の中で空気が電離し，発光している公算が最も大きいと考えられま

す。それは，そのとき石壁から火が吹き出してくるポルターガイストに類する何かで

す。これは通常の物理現象です。 

  それ以外の「奇跡」も解明することができます。［「出エジプト記」に書かれている］天か

ら降って来るマナ［食物］とは，私の読み方によれば，［モーセに率いられてエジプトを脱出し

た］ユダヤ人たちがエジプトに戻って来て自分に対してよからぬことをすることを恐

れたファラオ［エジプトの王］自身が，マナを積んだ馬車という形で行ったことだった，

等々といった具合です。 

  これらすべてのことは，正常な唯物論的基礎にもとづいた細心な科学的研究を要求

しています。それは困難な仕事ですが，必要な仕事です。それは，今は失われた膨大

な知識を蓄積してきた，歴史なのです。このことは，魔術，錬金術，占星術，その他

沢山のものにも当てはまります。 

 
［訳注*］ モスクワの救世主ハリストス大聖堂は 1883 年に完成し，1931 年にソ連政府によって爆破され

た。その跡地は第二次大戦後はスイミングプールになっていたが，ソ連崩壊後の 1999 年に新たな大聖堂

が再建された。この講義（第 8 講）が行われたのは 2000 年 12 月なので，竣工から 2 年も経たないうち

に建物の劣化が始まっていたことになる。2019 年 2 月に投稿されたあるロシア語ネット記事によれば，

建物に亀裂が入り，建物内に水が浸入しているのがその 5 年前に発見されたため，現在，大規模修繕工

事が行われているとのこと（В Храме Христа Спасителя начали реставрацию после обнаруженных 

трещин - KP.Ru ）工事現場の写真あり。2022 年 5 月現在における工事の進捗状況は不明）。モスクワの

ジオパソジェニック状況については，前掲書『地球のジオパソジェニック放射，その検出と中和』の付録 1

「1.1. モスクワの十字架」および「1.2. モスクワ地域の地震学的状況と同市のインフラに対するその作用」を

参照されたい。 
［訳注**］ 『旧約聖書』の「出エジプト記」第 3 章第 1~3 節に「モーセは，（略）神の山ホレブに来た。

そのとき、柴の間に燃え上がっている炎の中に主の御使いが現れた。彼が見ると、見よ、柴は火に燃えて

いるのに、柴は燃え尽きない。 モーセは言った。「道をそれて、この不思議な光景を見届けよう。どうし

てあの柴は燃え尽きないのだろう」」と書かれている。 

https://www.kp.ru/daily/26938/3989103/
https://www.kp.ru/daily/26938/3989103/
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第 9 講 

電気，電荷，電流，磁場とは何か？ 電磁気現象 

2001 年 1 月 21 日 

  今日のテーマは電気力学です。我々の講義に今回初めて出席されている方，手を挙

げてください。はい，5 人ですね。それでは，これまでの講義で既にお話ししたこと

を，少し繰り返してお話ししなければなりません。 

  我々は，世界空間全体は，気体状気体であるエーテルによって満たされていること

を厳密に証明することができた。エーテルとは普通の実在気体のすべての性質を持っ

た気体，すなわち粘性と圧縮性を持った微細な気体であることも厳密に証明されてい

る。さらに，このエーテルという気体に対しては，普通の気体力学のすべての依存関

係が適用されることも証明されている。それゆえ，我々は膨大な実験データと数学的

道具立てを持っており，これらを各種のエーテル動力学的パラメーターの分析と計算

のために利用することが可能である。今日では，地球近傍空間におけるエーテル自体

のパラメーターが現時点としては悪くない精度で解明され，きわめて多様なエーテル

動力学的形成物の特性とパラメーターも決定されている。微視的世界の主要粒子は陽

子であることが示され，その構造とエーテル動力学的パラメーターが決定されている。

さて今日は，我々は，電気，そして電磁気現象とは何かを明らかにしよう。 

  エーテルは気体として 7 種類の運動を持っている。しかし，高密度化した気体を閉

じた空間の中に保持する能力を持っているのはそのうちの 1 種類，すなわちトロイダ

ル渦運動のみであることが明らかになっている。それは，それ自体で閉じていて四散

することのない，管のようなものだ。なぜ四散しないかと言えば，それは，その管の

表面全体にはいわゆる境界層が存在しており，その中に速度，密度，温度および粘性

の移行が存在しているため，その境界層がまるで装甲のように，内部渦が遠心力の作

用によって四散するのを引き留めているからである。 

  陽子，中性子，原子の電子殻の構造についてはこれまでの講義で既に検討したので，

今回の講義では，我々はそれらの構造には必要に応じて立ち戻ることにしよう。今日

は電気力学の問題に取り組まなければならない。 

  今日，電気力学はいかなる状態にあるか？ 

  実を言うと，私は今，電気力学に関する独立した連続講義を行ってみたいという誘

惑を感じている。なぜなら，話したい内容は沢山あるので，［1 回の講義では］駆け足で

しか話を進めることができないからだ。ただし，私は今，『電磁気と電磁気現象のエー

テル動力学的基礎』の出版に向けた準備を終えたところだ。［だから電気力学に関する詳細

な話については，この本を参照してもらいたい。］ 
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  ジェームズ・クラーク・マクスウェルの時代以降，電磁場，電荷，電子その他のも

のの構造に関する問題には誰も触れてこなかったことに注目しなければならない。こ

れに関する若干の試みを行ったのは，レニングラードの電気工学研究者で科学アカデ

ミー会員のウラジーミル・フョードロヴィッチ・ミトケーヴィッチ［Vladimir Fedorovich 

Mitkevich］だった。当時，1930 年代から 50 年代にかけては，エーテルが存在するかし

ないかといった問題をテーマをする，きわめて激しい議論が進められていた。これは，

正確には，近接作用か遠隔作用かの問題だった。そしてそれ以来，沈黙が続いてきた。

我々は電気を幅広く利用しているのに，実際には，電気とは何かについていささかも

理解していない。このことは，どんな問題をはらんでいるのだろうか？ 

それは，我々は電磁気と電磁気現象の本質を理解していないため，それらを完全に利

用することができず，それらが持っている可能性を見逃し，その可能性に感づきすら

していないという問題だ。 

  我々が何らかの方程式によって表された電気力学の法則を利用するときには，各現

象は無数の側面を持っている以上，あらゆる方程式はあらゆる現象を部分的にしか記

述していないということ，また方程式を書いたとき，我々はその多数の側面の中から，

きわめて狭い範囲の性質のみを，しかもきわめて表面的にしか選び出していないのだ

ということを忘れてはならない。現象を完全に記述することは原理的に不可能であり，

あらゆる記述は特定の目的にのみ対応している。しかしこの場合にも，その具体的な

目的との関連においてさえ，あなたは現象を部分的にしか記述していないのだ。それ

ゆえ，いかなる理由があっても，キルヒホッフ，マクスウェル，あるいは他の任意の

誰かの方程式が現象を完全に記述しているとみなしてはならない。だから，我らがい

わゆる科学者たちがいくつかの「十分に検証された法則」を偶像化していることは，

科学における犯罪である。なぜなら，その偶像化が科学の発展を止めている，すなわ

ち，それなしでは社会のさらなる発展が不可能となる新技術へ通じる道を，我々から

奪っているからである。 

  方程式についてその本質に即して検討し始めてみると，それらは正しいが，しかし

完全に正しいわけではないこと，それらは補完されなければならないことが明らかに

なる。なぜなら，それらの方程式が記述している，出発点をなしていたモデルは不完

全であり，それはいつになっても完全にはなれないからだ。まさにこのことがマクス

ウェル方程式にも当てはまる。 

  マクスウェルが何かを公準として設定したことは一度もないことに注意を払おう。

彼がその方程式によって記述していたのは，彼が理想流体とみなしていたエーテルの

渦運動だった。そしてこのことが，電場と磁場の構造に関する彼のすべての考察の基

礎になっていた。まさにそれゆえに，彼は，あれこれの形で流体力学と関係を持って

いた科学者たちの研究結果を利用した。彼はその『電気磁気論』において 24 人の著者

ジェームズ・クラーク・ 
マクスウェル 

1831~1879 

ウラジーミル・フョードロヴ
ィッチ・ミトケーヴィッチ 

1872~1951 
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の著作を引用している。しかし彼の方程式の基礎をなしているのは，

理想流体の渦運動に関する H.ヘルムホルツの理解である。だから，

マクスウェル方程式とは，理想流体の渦運動の方程式なのである。 

  マクスウェルは，磁場はエーテル渦であり，電場はそれと同じエ

ーテルの並進運動であると予想していた。実際には，それらはいず

れもエーテルの渦運動であり，しかし相異なる形態の渦運動である

ことが判明した。 

  ところが，ヘルムホルツによれば，渦は発生も消滅もしない。我々

は電場も磁場も発生し，消滅することを知っている。既にここには，

理論と実践の明らかな食い違いが存在する。 

  電気力学にはきわめて多数の矛盾が蓄積されている。人々はそれらの矛盾に慣れて

しまった。しかし，それらの矛盾が未解決であるということは，我々は，電気力学が

持つすべての可能性を自らの実践の中で利用し尽くしているというにはほど遠い状態

にあるということを意味している。かつてエンゲルスはその著書『自然の弁証法』に

おいて，この問題に対して特別の意義を与えていた。彼は，エーテル理論は，電気と

は何かを解明する希望を与えているとさえ書いている［訳注］。それは，電気はいかに働

いているかではなく，まさに，電気とは何かということだ。なぜなら，それが何であ

るかの解明からは，電気自体に関する新たな理解だけでなく，まったく新たな技術も

導き出されるからである。 

  我々が対象を理解し始めるとき，我々は，対象に関する我々の既存の理解の限界性，

既存の数学的・関数的記述の限界性を見始めるのだ。そのとき，我々は何らかの追加

的な可能性を見出し，それらの可能性に立脚することにより，何らかの新たな装置を

提案することさえできるようになる。我々によってなされたのは，まさにこのことだ。

今日，わたしはそのような可能性のうちのいくつかについて，皆さんにお話しできる

よう努力するつもりだ。 

  今日我々が取り組む問題の核心は何かを理解しておけば，それは講義のどの段階で

も役に立つだろう。だから私はまず，一般論として，次のことを話さなければならな

い。他ならぬ電気力学には，来襲しつつある新世代の応用科学者たちの一般的アプロ

ーチ，また四面防御態勢を取り，自分たちの塹壕の中に座って銃を撃ち，彼らからの

攻撃を防いでいる理論物理学者たちの一般的アプローチ，そして両者の間における意

見の不一致と敵対関係が反映されている。我々は彼らとはまったく異なったアプロー

チを取っているからだ。意見の不一致はここから生じている。なぜなら，理論物理学

者たちの頭の上には水滴が落ちてこない［＝緊急に解決すべき課題がない］ので，彼らは何

が科学的か，何が科学的でないかなどというテーマについて安心して論じていられる

のに対し，我々応用科学者は応用的課題を解決しなければならないからだ。我々の頭

の上には，今まさに水滴が落ちているのだ。もし我々がそのような課題を解決しよう

としなければ，我々も彼らと同じように，誰にも必要とされなくなってしまうだろう。 

  両者の間の意見の不一致は深刻だ。かつては我々に対して容赦のない官僚的措置が

取られていた。ソ連科学アカデミー天文学・数学セクションの 1964 年の秘密決定が

存在している。この決定は誰によっても取り消されておらず，今も効力を持っている。 

この決定により，アインシュタインの相対性理論に対するいかなる批判も学術刊行物

 
［訳注］ エンゲルスは次のように書いている。「エーテル理論は，一面では，二つの対立する電気流体と

いう素朴拙劣な観念をのりこえる道を示すとともに，他面では，電気的運動の本来の物質的基体となっ

ているものはなにか，その運動によって電気的現象を呼びおこしているのはいかなる物であるかを解明

する見とおしをあたえている」（フリードリヒ・エンゲルス著『自然の弁証法(1)』（菅原仰訳，国民文庫），

「電気」，149 頁）。 

H.ヘルムホルツ 
1821~1894 
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に載せること，また「エーテル」という言葉自体を使うことが禁止されている。 

  それゆえ，我々はこの問題全体を引き受けることを余儀なくされている。私はある

本で，列車は進んでおり，もしあの連中が列車に乗って進んでいく気がないのなら，

列車は彼らのそばを通り過ぎていくだろうと書いたことがある。だからここでは，誰

も，いささかのためらいも持ってはならない。 

  エーテル動力学は必然なのだ。なぜなら，自然科学の発展全体は，自然全体，次に

自然から物質へ，物質から分子へ，分子から原子へ，原子から物質素粒子へと，物質

*の組織化レベルごとに進んできたからだ。今や，素粒子から物質*の深奥へ，それら

の素粒子の構築材料，すなわちエーテルへと，次の一歩を踏み出すべき時が到来した。

物質*の深奥へ向かうこの並進運動を止めることは，誰にもできない。 

  さて次に，電磁気学の問題に取り組もう。 

  電場がどのような構造になっていようと，その全体は運動するエーテル細流から成

り立っている。それゆえ，電場の比エネルギーと運動するエーテル細流のエネルギー

の比を比較すると， 

となる。ここで𝑤epは陽子の電場の比エネルギー； 𝜀0は真空の誘電率；𝐸は電場強度； 

𝑤cは陽子の周りにおけるエーテルの円周運動の比エネルギー； 𝜌etはエーテルの密度；

𝑣cは陽子の周りにおけるエーテルの円周運動の速度である。 

  これより，𝜀0と𝜌etのべき指数は等しいので，次式のようになることが直ちに分かる。 

すなわち，真空の誘電率とは，物質が存在しない自由空間中におけるエーテルの密度

なのだ。このことから，電場強度は物理学的にはエーテル流の速度の形で表されると

いうことが導き出される。ただし，実は，それがどういう速度かはここからは導き出

されない。その速度は何種類かある。 

**************************************************************************************** 

 

  

𝑤ep =
𝜀0𝐸2

2
  

𝑤c =
𝜌et𝑣c

2

2
  

𝜀0 = 8.85 ∙ 10−12 F ∙ m−1 = 𝜌et = 8.85 ∙ 10−12 kg ∙ m−3  

電場中の電子 
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磁場の構造 アンペールの法則に関する実験的研究 

電子の相互作用 導体中における電場強度の誘導 

𝑓1―マクスウェルによる関数的依存関係；  
𝑓2―エーテル動力学による関数的依存関係 

導体の相互誘導に関する実験的研究 

負荷の下における変圧器中の磁場の勾配の増大 
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巻線間の距離が変化したときの変圧比の変化 

直流電流と磁針の相互作用（エルステッドの実験） 

磁針の磁力線 
（下側部分） 

導体の磁力線 
（上側部分） 

永久磁石の相互作用 

電流の圧縮性の事実の決定に関する実験 
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*************************************************************************************** 

  このことから出発して，我々は電荷に関する理解を得た。これについては，何回目

かの講義で既に話した。電荷とは，粒子の表面に沿ったエーテル密度の循環なのであ

る。すなわち， 

  では，電流とは何なのか？ 

  電荷とは導体中における電荷の運動であるという，科学において確立している理解

は，控えめな言い方をすれば，完全ではない。問題は何かというと，それは，断面積

1 mm2の導体中を 1 A の電流が流れるとき，電荷は毎秒6.25 μmの速度で移動するとい

うことだ。電荷は1 mの距離を 16 万秒，つまり 44.4 時間，約 2 日かけてのろのろ這

って進む。一方，その運動はその表面上において，282 A/m の強度の磁場を創出して

いる。これはエーテル流の速度 106 km/s に相当する。 

  毎秒6 μmの速度で運動している電子が，毎秒 100 km 以上の速度，つまりそれより

100 億倍大きい速度で運動する流れを，どうすれば創出することができるのだろう

𝑞 = 𝐷𝑆 = 𝜀0𝐸𝑆 = 𝜌et𝑣𝑆  

電束密度伝播方程式の導出に関する参考図 

集中定数双極子による起電力の縦方向放射の原理 

実験のスキーム 双極子間の距離に対する 
受信機の信号の依存性 

集中定数双極子によるエネルギーの縦方向放射に関する実験 
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か？ けっしてできない。しかし，創出しているではないか！ すなわち，ここには何

か考慮されていないものがある。そしてその考慮されていないものとは，電子流の表

面上における電子流の速度なのである［訳注］。 

  計算が示すところによれば，電場は導体中において電子を導体に沿って移動させる

だけでなく，電子のスピンによって導体の軸方向に方向転換させる。そしてそのとき，

電子の自転が周囲エーテルを回転させ，その回転が導体から外に出て，磁場を形成す

るのである。 

  そしてそのとき，すべてが収まるべきところに収まる。すなわち，電子の熱運動の

ベクトルの変化と関係した導体中における電子の移動がすべての電気現象を担ってお

り，それと同じ電子のスピンの方向転換がすべての磁気現象を担っているのだ。これ

で終わり！ 

  既に述べたように，理論電気工学には多数の論理的矛盾が蓄積されている。例えば

電磁誘導の法則を取り上げてみよう。原理的に，そのような法則は 2 つある。1 番目

は，磁力線を横切る導体上における起電力の依存性を反映する，次の電磁誘導の法則

である。 

ここで𝐵は磁気誘導； 𝒍は導体の長さ； 𝒗は導体が磁力線を横切る速度である。 

  この法則には，物理的過程，すなわち導体による磁力線の横断が反映されている。 

  2 番目の磁気誘導の法則，すなわちファラデーの磁気誘導の法則 

（ここで𝑆は回路の面積）について言えば，この法則は歴然たる遠隔作用という欠点を

持っている。なぜなら，磁気誘導の変化は回路の内部で生じているのに対し，起電力

は回路の周縁上で生じているからである。ここには，磁力線が導体を横切ることによ

る起電力の発生の物理的意味が欠如しており，その起電力がいったい何によって発生

するのかが，まったく理解できなくなっている。 

  しかし実際には，空間中における力線の位置を変化させることなく，力線に沿った

磁場強度を変化させることが可能なような過程は自然界には存在しない。現実には，

磁場強度の変化はいったいどのように生じているのだろうか？ 

  実際には，交番磁場を現実に創出することができる方法は 1 つしかない。それはワ

イヤーコイルに交流電流を流すという方法だ。しかしそのとき，磁気流の力線は，そ

のコイルの導体内に形成され，各導体から外に出て空間中を広がっていき，次にその

コイルの中心に集まる。 

  そのとき，磁力線が進んでいく途中で磁力線が別のコイルに出会った場合には，そ

の磁力線はそのコイルの導体を横切り，その結果，その導体中に起電力が発生する。 

 
［訳注］ このセンテンスにおける「電子流の表面上における電子流」は，”flows of electorons on their 

surface”に相当するロシア語を直訳したものである。 

𝑒 = −𝑩𝒍𝒗  

𝑒 = −
𝑆 𝑑𝐵

2𝜋 𝑑𝑡
  

電場に沿った電子のスピンの配向 
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  しかしその場合には，それは別の依存関係となる。それらの依存関係においては巻

線間の距離，すなわち，そこでは交流電流が通じていて，その電流が磁場を創出して

いる 1 次巻線と，そこでは起電力が発生している 2 次巻線の間の距離が本質的な役割

を演じている。 

  我々はこれに関する実験を行った。それらの実験は我々の理解の正しさを一義的に

裏付けた。大きな回路が構築された。そこでは導体間の距離を変化させることができ

た。その結果，回路の面積が小さいときには，我々が得たデータはファラデーの法則

による計算データとほとんど食い違いがないが，その食い違いは回路の面積が大きく

なるにつれてどんどん大きくなっていき，大きな回路においては，その差は 4 倍にも

達した！ その先，起電力は，そもそもファラデーとマクスウェルに従った場合は対数

関数的に無限大に向かっていくことになるのに対し，エーテル動力学的理解に従った

場合は飽和に向かっていき，起電力は，まるで回路の面積が広がらなくなったかのよ

うに，まったく変化しなくなる。 

  この実験が行われた当時，私の実験室にリュボフィ・ミハイロヴナという研究員が

いた。彼女は孤児院で育った人で，公平性を求めて一生闘い続け，その闘いの中で，

実験室の全員をこてんぱんにやっつけることさえできた。しかしその代わり，彼女は

自分がするすべての仕事をきわめて良心的に，入念に行っていた。まさにそれゆえに，

私はこの実験の実施を彼女に依頼した。彼女ならいかなる手抜きも生じないことを知

っていたからだ。 

  行われた実験はエーテル動力学的理解を完全に裏付けた。 

  このことはファラデーの法則の不正確性を意味しているのだろうか？ いや，意味

していない。この法則は何度も検証されている。変圧器，電気機械，その他沢山の機

器の設計はこの法則にもとづいて行われている。この法則は利用することができる。

しかし，すべての場合にというわけではない。この法則は，ときには，現象の本質に

関する物理学的理解の欠如に起因する，きわめて大きな誤りに導くことがある。 

  ファラデーを数学的な仕様という観点から見ると，それは現実との一次近似である。

それに対して，我々の記述は二次近似である。これで終わりか？ もちろん，終わりで

はない。さらに追加的な研究が行われれば，我々もまたすべてを考慮していなかった

(a) (b) 

回路中における起電力の誘起：(a)マクスウェルによる誘起； (b)現実の誘起 

導体間の距離に対する相互誘導起電力の依存性 
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ことが必ず判明するはずであり，その先への発展が始まるだろ

う。我々はファラデーに，電気工学という一貫性ある領域を創出

することを可能にした，彼の開拓者としてのずば抜けた業績に，

深く感謝しなければならない。 

  我々は，回路の面積が小さいときの座標軸の原点近くにおけ

る，我々が得た実験データと我々の理論的依存関係との間の若

干の不一致に興味を持った。 

  そこで我々は，他ならぬその領域に関する追加的研究を行っ

た。それはもはやファラデーの法則の検証ではなく，アンペール

の法則，すなわち 

の検証だった。 

  やはりマクスウェル方程式から導き出されるこの法則によれば，導体から相異なる

距離における磁場強度の比は，それらの距離の比に逆比例しなければならない。すな

わち， 

ここで𝑅2と𝑅1はそれぞれ導体の中心から磁場強度の測定地点までの距離である。 

  我々は，その不一致が生じていることの説明を，エーテルが圧縮性を持っているからに

は，磁場も圧縮性を持っている可能性があり，このことが得られた不一致の原因となって

いる可能性があるということのうちに見出した。 

  もしそうだとすると，今挙げた関係式は，磁場の圧縮を無視することができる，磁場強

度の値が小さい場合に対してしか妥当しない。強度が増大すれば，この法則からの逸脱が

観測されるはずである。 

  このことのアナロジーとなることができるのは，空気を自由空間中に追いやる換気

扇の羽根だ。羽根は何をしているのか？ 羽根が空気を圧縮すると，空気は次に次第に

膨張しながら，換気扇からますます大きい距離まで遠ざかっていく。 

  このことが前の実験と同じ回路で検証され，我々の予想は完全に裏付けられた。不

一致は，既に 0.1 A の電流のときに完全に見て取ることができ，その先，電流の値が

増大するにつれて増大していき，顕著に増大するようになった。低周波数領域におけ

る様々な周波数での検証は，空間中における磁場の分布が周波数の値に依存していな

いことを示した。我々は高周波数領域におけるその検証は行わなかったが，多分，そ

こでもそのような非依存性が現れるはずだ。 

𝑖 = ∫ 𝑯𝑑𝑙 = 𝑑𝑞/𝑑𝑡  

𝐻1/𝐻2 = 𝑅2/𝑅1  

マイケル・ファラデー 
1791~1867 

𝒊𝟑 > 𝒊𝟐 > 𝒊𝟏のときのアンペールの法則からの磁場強度値の逸脱 
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  こうして，磁場の新たな性質，つまり空気中における圧縮性という性質が発見され

た。 

  このことの関連で，私は皆さんに，1940 年代末から 50 年代初めの頃に起こったあ

る大喧嘩についてお話ししたい。その頃，私は学生だった。これは全部，我々の教師

が我々に話してくれたことだ。それは，発電所と電力需要家である工場の間の紛争に

関する話だ。発電所は電力を，工場が受け取る電力量が最小量になるような量だけ送

り出す。発電所と工場の間の差は，どっち側によって埋め合わされるのか？ 既存の方

法は導線中における有効電力損失と無効電力損失を考慮していた。しかし，それらの

方法はすべてを考慮していたのか？ それらは他ならぬ無効電力的な性格を持った損

失のすべての特性を考慮していたのだろうか？ 電流はまあちゃんと流れていたとし

ても，その計算方法が導線近傍における磁場の圧縮性という事実を考慮していなかっ

たことは確実だ。 

  この全体から何が導き出されるだろうか？ 導き出される結論は単純だ。そのよう

なすべての問題に再び取り組み必要がある。そもそもこの 100 年間以上，そのような

問題には誰も取り組んでおらず，今も取り組んでいないからだ。しかし，その時が来

た！ 

  我々は 10 種類以上の試験を行った。短い時間でそのすべてについて話すのは不可

能だが，それでもそのいくつかについて話すことにしよう。 

  半導電性媒質中において，脈動電流が，その媒質の任意の地点において電流密度が

一定となるように通過しているところを思い描いていただきたい。そこにはどんな磁

場が生じるのだろうか？という問いが生まれる。答えを言えば，いかなる磁場も生じ

ない。なぜなら，その一様に分布した脈流中には原理的に磁場は存在しないからだ。

そんなことがどうしてあり得るのか？ あり得ることが判明する。なぜなら，その媒質

の各地点において，磁場は完全に相殺されているからだ。もし媒質の一部を抜き出し

て，その代わりにそこに絶縁体をはめ込んだとすると，その空間の内部に，つまりそ

の絶縁体中に磁場が現れる。もし媒質に境界があったとすると，外部領域に磁場が現

れる。なぜなら，磁場は何によっても相殺されないからだ。しかし，連続媒質中では

そのようなことは起こらない。 

  媒質中に脈動磁場が広がっている場合にも，それと類似したことが生じる。そこで

もいかなる起電力も発生しない。なぜか？ なぜなら，媒質の各地点において，隣接す

る渦同士の相互作用の法則に従った場の相殺が進行しているからだ。それらすべての

渦は同じ方向に回転しているが，しかし 2 つの渦が接し合っている側においては，2

つの流れは反対側へ進んでおり，それらの流れによって生み出される効果は消滅して

いる。このことも検証された。 

  これに関する実験においては，直列に接続された一連の導線回路が配置されている

平面を利用し，それらの回路に交流電流を流した。それらの回路は，それらの周囲の

(a) (b) 

場の相殺： (a)電流の分布系中における磁場の相殺； (b)磁束の分布系中における電場の相殺 
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空間中に交番磁場を創出した。それらの回路の上方に測定用フレームを配置し，それ

らに測定装置を接続した。それらの回路のスイッチングを，それらのうちの当該の各

回路が順番にオンになることができるように行った。 

実験は，測定用フレームに対して内側の各回路を順番にオンにしてゆくにつれて，

測定用フレームにおける起電力が増大してゆき，次に，測定用フレームに対して外側

の各回路を順番にオンにしてゆくと，その起電力が減少し始めることを示した。この

ことはすべての大きさのフレームの場合に当てはまることが判明した。このことによ

り，先ほど述べた命題はその裏づけを見出した。 

  先へ進もう。ヘルツ双極子について検討しよう。周知のように，ヘルツ双極子は交

流発電機に接続された 2 つの銅球から構成されている。これを半導電性媒質，つまり

海水中に入れよう。発電機自体を絶縁することもできるし，また，発電機は海水中に

配置せず，2 つの銅球だけを海水に入れることもできる。ここで問われているのは，

海水中において電流はどのように分布するのかという課題だ。 

  私は，この課題について電気工学の教授たちに質問するのが大好きだった。反応は

いつも同じだった。「マクスウェル方程式を使いたまえ」と彼らは見下したような口調

で勧告する。「境界条件と初期条件を代入して解を得なさい。これは 3 年生向けの課

題ですよ」。そして私にこう尋ねる。「でも，君はずっと前に大学を卒業したんだろう？ 

きっと，君はもう全部忘れてしまったんだ！」。 

  「ずっと前です」と私は答える。「もちろん，ところどころ忘れてしまいました。で

も先生はすべてをご存じなのですから，お願いします，助けてください」。 

  「いいですよ」と学識ある先生方は親切に同意する。「半時ばかり散歩してから戻っ

てきたまえ。君のためにその解を紙に書いておいてあげるから」。 

  ところが，半時経っても，1 日経っても，1 月経っても解は見つからなかった。なぜ

か？ それは，このような課題はマクスウェル方程式の中に織り込まれていないから

にすぎない。でも私はこの課題を解決した。ただし，言うまでもなく，ここでもまた，

1 次近似においてだけなのだが。 

  重ね合わせの原理によれば，我々は 2 つの球からなる系を，各部分に球が 1 つずつ

になるように，2 つの部分に分割することができる。こうすることで，我々は各部分

において脈動電荷を 1 つずつ得る。2 つの球は互いに対して逆位相の状態にある。所

与の時点に一方の球上にプラスが存在すれば，その時点に他方の球上にはマイナスが

存在する。さて，我々はこれから，まず最初に電流が各球から出てから媒質中をどの

ように伝播するかについて検討し，次にそれと同じ重ね合わせの原理にもとづいて 2

つの部分を組み合わせ，系を元に戻すことにしよう。 

(a) (b) 

オンにされる通電回路数の増大に伴う測定回路上の起電力の変化： (a)

磁場を創出する通電コイルが置かれている板の上方における測定回路

の配置； (b)通電コイルを順番にオンにしたときの測定回路上の起電力 
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  球から電流を放出させると，電流は，あらゆる方向に一様に伝播し，電荷から遠ざ

かるにつれて遅くなっていく他はない。そのとき，球の中心からの距離 R における電 

流密度は次のようになる。 

  そしてその電流密度は，媒質が絶縁体であろうと，媒質自体の性質にはまったく依

存せず，出ていった電流の値と球からの距離にのみ依存する。 

  そしてその先，我々は媒質の各地点における位置座標を考慮に入れて，1 番目の球

と 2 番目の球から出た電流の密度をベクトル的に足し合わせることができ，これによ

って課題は解決されることになる。 

  特に挙げなければならないのは，ここには媒質中における伝播による電流損失は存

在しないという点である。電力損失は存在する。しかし，その電力損失は電圧を犠牲

にして生じるものである。有効抵抗に電流を流すときに電流損失が存在しないのと同

様に，電流損失は存在しないのだ。抵抗器に電流を流したとき，抵抗器の出口におい

て，我々はそれとまったく同じ電力を得る。 

  さて次に，2 つの球を媒質中における放射の波頂のちょうど半分の距離の所に配置

した場合には，エネルギーの主要部分は双極子の軸に対して垂直方向ではなく，その

軸に沿った方向に進んでいく。 

  これは電波の縦方向伝播に他ならない。なぜなら，電場強度のベクトルの方向がエ

ネルギー伝播のベクトルの方向と一致しているからである。このことは海水中で実験

的に検証され，このために特別に設立された委員会に提示され，しかるべき証書によ

って記録されている。 

  このように，我々は電波の縦方向伝播を得た。その伝播に対するアプローチは，横

波の伝播に対するアプローチとは異なったものでなければならない。 

  ほら，このとおりなのだ，電気工学の教授の皆さん！ あなた方は，学ばなければな

らないと言っている。もちろんその通りだ。しかし，学生たちだけでなく，あなた方

教授の皆さんも学ばなければならない。 

  我々は，縦波が海水中に進んでいくことに大きな期待をかけていた。しかし，その

ようなことはまったく生じないことが判明した。縦波は海水の表層中を進む。それは

空中ではないが，しかし深部でもない。周波数 1 MHz のとき，我々は海水の表層中に

おいて数十 km の伝播距離を得たが，その深度は 3 m 未満だった。今では，我々はな

ぜそうなったのかを知っている。その理由は，特に，ここで我々が相手にしているの

は横方向の伝播であり，横波の深部への伝播に関するマクスウェルの法則がここでは

妥当しているということである。我々はこのことを確認したわけだ。 

  賢い理論家たちは，必ず，電波が伝播する事実を，電波が水中ではなくて空中を進

んでいるという理由によって説明したがる。しかし，我々が電極から放出したのは交

𝛿(𝑡 − 𝑅/𝑐) =
𝑖(𝑡)

4𝜋𝜋𝑅2
  

𝐸trans 

𝐸longi 

半導電性媒質の薄層中における集中定数双極子の電場の伝播： 

電場の縦成分［𝐸longi］は横成分［𝐸trans］より大きい。 
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流電流ではなくて，直流電流だったのだ。これならもう，誰にとっても，教授たちに

とってさえも，電流が水中を進むことは明らかだろう。さて，今，我々が周波数を少

しずつ上昇させ始めたとしよう。すると，周波数が上昇するにつれて自分の大きさを

減少させるような，指数が現れ始める。では，その周波数が水中から空中へ飛び出て

くるとでもいうのだろうか？ そんなことは，まああり得ない。それゆえ，直流であれ，

交流であれ，電流は空中ではなく，水中を進んでいるのだ。 

  ちなみに，海水は，800 MHz 未満の周波数では純粋なコンダクタンスを示し，800 

MHz を超えてはじめてコンダクタンス成分とサセプタンス（容量）成分が肩を並べ，

それより先では容量成分が優勢になる。 

  高周波が深部まで伝播できないことを考慮すると，海水中における通信のためには，

我々が検討しているのとまったく同じ装置を，ただし数 kHz ないし数百 Hz の低周波

で利用することができる。しかしここで，そのような電波は遠くまで進むのかという

疑問が生じる。答えを言うと，遠くまでは進まない，しかも大電力が消費されるのだ。

しかし，電力損失の主要部分は電極の近傍で生じているので，ここには，絶縁体を電

極の間に設置することにより，その電極近傍領域を排除することができるという可能

性がある。絶縁体とは，例えば突堤，あるいは細い海峡を持った半島という形での絶

縁体だ。 

  電極近傍領域を仕切るそのような絶縁体になることができるのは，北米と南米の 2

つの大陸だ。そしてパナマ海峡は，人目につかない何らかの小さい建物の中に出力数

kW の可聴周波数発生器を配置するのに理想的な場所だ。すべての大洋にいるすべて

の潜水艦との通信を維持するためには，この出力で十分なのだ。 

  黒海タイプの閉鎖性海域の場合には，独自の半島が必要だ。具体的には，黒海には

そのような半島が存在するが，しかし，それは我が国のものではなく，トルコのもの

だ。それは，幅 200 m の狭い地峡によって陸地と結ばれているスィノプ半島だ。残念

ながら，我が国にはそのような半島はない。しかし，少なくとも，我らが友人である

アメリカ人たち［訳注］が持っている，そのような通信局がどこに存在しているかは明ら

かである。 

  私がこれらすべての問題と取り組み始めたのは 1960 年だった，1964 年，アメリカ

のミント［Wallace Minto］という人物が，海水中を伝播するヒドロン波［hydronic wave］と

 
［訳注］ 「我らが友人であるアメリカ人たち」は，「我が国の敵国アメリカ」の一種の反語表現（どぎつい

言葉を避けるための言い換え）と思われる。それと同時に，4 つ後の段落の内容との関連で考えると，こ

の表現には，「ソ連科学アカデミーの幹部たちが下した決定は敵国アメリカを利するものだった。彼らに

とってはアメリカは友好国なのだろう」という皮肉が込められているのかもしれない。 

電流発生器 

絶縁体 

電極 

電流発生器 

絶縁体 

電極 

(a) (b) 

集中定数双極子による電流の準静電放射： (a)絶縁用仕切り板なし； (b)双極

子の電極間に絶縁用仕切り板あり。後者の場合，電流は遠方領域に再分布する。 
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プラズモン波［plasmonic wave］を発見したというニュースがメディアに現れた。その後，

2 つの決定が下された。1 番目はアメリカ人たちが下した決定，2 番目は我が国で下さ

れた決定だ。 

  アメリカ人たちはきわめて迅速にミントをアメリカ海軍に派遣した。そこでは彼に

対し，アメリカ海軍のためにそれらの波の研究に取り組む機会が提供された。その後，

ミントはメディアから姿を消し，それ以来，彼に関する噂は何も聞かれなくなった。 

  私も海軍関係者によって探し出された。そこで私は海軍の最高指導部に対して 11 回

の報告を行った。その後，黒海で研究を行う機会が私に提供された。ある大佐が補佐

役として私に与えられた。人のいい親父さんだった。彼は私に，私が言っていること

を全然信じないと言ったが，それでも彼にとって，休暇という形で黒海で 1 か月間を

過ごせるのは悪い話ではなかった。彼はあらゆることで我々を助けてくれた。ボート

と何人かの水兵を借りることが必要になったときには，その手配全部をあっという間

にやってくれた。 

  そのとき，我々は何も達成することができなかった。これについては既に話したこ

とがある。それを達成するには時間が必要なのだ。その頃，ゴルシコフ海軍総司令官

が，そのような波の実在性に関する照会状を科学アカデミーに送った。照会状はイー

ゴリ・エヴゲーニエヴィチ・タムに渡された。彼は，そのすべてはマクスウェル方程

式と矛盾している以上，そのようなことはまったくあり得ないという回答状を書いた。

当時，我々と並行して，さらに 6 つの代表的な研究所が我々とは独立にこの問題に取

り組んでいたのだが，それらの研究所もやはり何も得なかった。こうして，すべての

研究作業は打ち切られた，私を除いて。なぜなら，私は報告義務を負う者ではなかっ

たからだ［訳注］。これが，アメリカ人たちによって下された決定とはちょっと違う，2 番

目の決定だった。ソ連科学アカデミーに，そして科学アカデミー会員のタム個人に，

ありがとう。その最良の会員たちによって代表される科学アカデミーは，この問題に

おけるアメリカからの 50 年の遅れを我々にもたらした。 

  では，マクスウェル方程式とはどんなものなのか？ それらの方程式は正しい。しか

し，既に最初の 2 つの方程式の基礎には，第 1 式の右辺とは第 2 式の左辺に他ならず，

第 2 式の右辺は第 1 式の左辺に等しいという着想が秘められている。個別的な場合に

はそれは正しいが，一般的な場合にはまったく正しくない。 

  なぜなら，それらは常に等しいわけではないからだ。それは例えば，電流が半導電

性媒質中を流れる場合であり，そのときには場の相殺が生じる。 

  そして第 3 式と第 4 式では，発散の導出に際して遅れの事実が考慮されていない。

それを考慮するとき，それらの方程式にそれに該当する項が付け加えられ，それらの

方程式は静力学方程式から 1 次の動力学方程式に転化する。そのとき，原理的に，最

初の 2 つのマクスウェル方程式は不要になる。なぜなら，電気力学［electrodynamics，電

気動力学］全体は，第 3 式と第 4 式を動力学的な形式で用いることによってのみ解くこ

とができるからだ。ただし，これに関する全体的な話はいつか別の機会にすることに

しよう。 

  マクスウェル方程式の第 3 式は動力学的形式では次の形を取る。 

この形式では，追加的な動力学的項が現れる。この項にはベクトルで割る割り算が存

在している。このことはただちに規則に忠実な数学者や電気工学者にヒステリーを起

 
［訳注］ 著者が所属していたグロモフ記念飛行研究所・航空機設備研究所は科学アカデミー傘下の研究所

ではないので，科学アカデミーに対して報告義務を負っていない。 

div 𝑫 + 𝜕𝑫/𝒄𝜕𝑡 = 𝜌  
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こさせる。それは典型的な皮相なものの見方と教条主義の例だ。なぜか？ ベクトルで

割ることはできない！ しかしなにしろ，それは常に正しいわけではないのだ。2 つの

ベクトルが共線である場合，つまりそれらの方向が一致している場合には，その割り

算は正当であるだけでなく，不可欠でもある。なぜなら，この場合には，その割り算

がマクスウェル方程式の第 3 式との継承性を示し，過程の本質を反映しているからで

ある。 

  この方程式から導き出される導関数は，電流の伝播に関する類似した方程式である。

すなわち， 

この式は，導体中における電流の伝播が波動的過程であることを物語っている。今最

後に述べたことを，我々は実験によって検証することを決定した。 

*************************************************************************************** 

精緻化された電磁場方程式 

  微分方程式： 

下記において，𝑒および𝑒mは電気および磁気のポテンシャル差； 𝜱eおよび𝜱mは電

束および磁束； 𝒒は電流の方向に移動する電荷（一方向の移動が電荷にベクトル形式

を与えている）である。 

積分方程式： 

div 𝜹e + 𝜕𝜹e/𝜕𝑡𝒄 = 0  

1) rot 𝑯ψ ⇐ 𝜹e = (𝜎 + 𝜀
𝜕

𝜕𝑡
) (𝑬𝜑 + 𝑬𝐻v1 + 𝑬𝐻v2)   

2) rot 𝑬𝜑 ⇐ 𝜹m = −𝜇
𝜕

𝜕𝑡
(𝑯ψ + 𝑯𝐸v1 + 𝑬𝐸v2)   

3) div 𝑫 + 𝜕𝑫/𝒄𝜕𝑡 = 𝜌   

4) div 𝜹e + 𝜕𝜹e/𝜕𝑡𝒄 = 0   

5) div 𝑩 = 0   

6) div grad 𝑩 + 𝜕(grad 𝑩)/𝜕𝑡𝒄 = 0   

(a) (b) 

電流の圧縮性の事実の決定に関する実験： (a)導体からの分岐のスキーム；  

(b)分岐上に発生するパルス 
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**************************************************************************************** 

  この実験では，長さが各数 m の 2 本の導線を直流電圧源（普通の電池）に接続し

た。各導線からの分岐を 1 m おきに設置した。2 本の導線を接触器によって周期的に

閉路した。分岐は高周波電子オシログラフに接続されていた。実験の趣旨は，開路さ

れている両端上に完全な電位差が存在している電気回路を閉路したとき，電流が導線

をどのように流れるかを決定することにあった。 

  実験を行った結果，接触器を閉路したとき，閉路器に最も近い分岐においては，そ

の振幅が電圧源の全電圧にほぼ相当する鋭いパルスが発生し，それに続く分岐におい

ては，そのパルスは振幅がより小さい，しかし時間幅がより大きいものになり，それ

以降の分岐においては，振幅がさらに小さく，時間幅がさらに大きいものになってい

くことが明らかになった。 

  このように，電流が圧縮性を持ち，また電流の伝播が波動性を持っている事実が裏

付けられた。 

  我々はこのようにして一連の実験を行った。それらの実験は，電流，電場と磁場，

およびその他いくつかの現象の本質に関する，我々の出発点となるエーテル動力学的

理解を裏付けた。そのすべては完全なものではなく，基本的に，定性的な性格しか持

っていない。この方向における研究を引き続き行う必要がある。 

  我々は，電磁放射の 1 つの種類，つまり電波が存在しており，そこでは電場強度ベ

クトルおよび磁場強度ベクトルとエネルギー伝播ベクトルは互いに垂直であるという

見方になじんでおり，そのため，その放射は横波とみなされている。既にこの定義自

体の中に誤りが含まれている。なぜなら，一様な媒質中においては，真空中であれ，

エーテル中であれ，そもそも横波は伝播することができないからだ。縦波は可能だが，

横波は不可能なのだ。 

  例えば弦や膜の中で，あるいは水面上で横波が発生するためには，2 つの条件が必

須条件となる。1 つは 2 つの媒質の間に明確な境界が存在するという条件，もう 1 つ

は潜在的復元力が存在するという条件だ。一様な媒質中にはそれらの条件のいずれも

存在しない。つまり，そのような媒質中には横波は存在し得ないのである。では，そ

の波とはいったいどんなものなのだろうか？ それはまだ知られていない。それを究

明する必要がある。しかし，それは波ではなく，性質が波に似ている何ものか，何ら

かの渦構造物なのである。 

  しかし，普通の電波は，存在する放射の唯一のものではない。実際には放射の種類

は多い。 

  どんな種類の電磁放射が存在するか？ 

  2 番目の種類の放射は縦方向放射であり，そこでは電場強度のベクトルの方向はエ

ネルギー伝播のベクトルの方向と一致している。これについては既に話した。 

  3 番目の種類はいわゆる準静電放射，すなわち浮遊電流である。浮遊電流における

伝播の法則性は普通の電波とも，縦電波とも異なっている。 

𝑒 = ∫ 𝑬(𝑡 − 𝑟/𝑐)𝑑𝒍 = −𝑑𝜱m(𝑡)/𝑑𝑡   

𝑒m = ∫ 𝑯(𝑡 − 𝑟/𝑐)𝑑𝒍 = −𝑑𝒒(𝑡)/𝑑𝑡   

𝜱e = ∫ 𝑫(𝑡 − 𝑟/𝑐)𝑑𝑺 = 𝑞(𝑡)  

𝜱m = ∫ 𝑩𝑑𝑺 = 0   
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  4 番目の種類は光子状放射である。それを我々は可視域の光およびそれに隣接する

周波数の赤外線と紫外線と呼んでいる。しかし，それより高い周波数および低い周波

数の領域においてそれがどのように伝播しているのか，我々は知らない。 

  5 番目の種類はオーラである。オーラには，あらゆる物体に存在する静的オーラ，

また生体にのみ存在する動的オーラを含め，いくつかの種類がある。 

  これで全部だろうか？ いや，全部ではない。縦方向の磁気放射が存在する。これが

いわゆるねじれ放射［torsion radiation］なのかもしれない。これについてはアキモフが既

に何年も前から精力的に研究を行っている。 

  以上の種類とは別個の種類としてジオパソジェニック放射がある。これについては

この先の講義で話す予定だ。 

  しかし，今の我々には思いもよらない，さらに何か別の種類の放射が存在する可能

性がある。 

  トムスクのゲンナジー・ワシリエヴィッチ・ニコラエフ［訳注］は，その著書において，

様々な研究者によって行われた，普通の電気力学では説明のつかない 49 の実験を挙

げている。エーテル動力学もまた，今のところそれらの実験を説明することができな

いことを指摘しなければならない。私が「今のところ」と言った理由は，エーテル動

力学がすべてはエーテルから成り立っていると主張している以上，それらに対するエ

ーテル動力学的説明が遅かれ早かれ見出されるだろうからだ。しかし，今のところそ

のような説明は存在しない。 

  既にファラデーが知っていた単純な実験がある。その中心軸の方向に磁化されたリ

ング型磁石の上方に銅製円板を設置されている。そしてその両方は，互いに無関係に

共通の軸上で回転することができる。円板に接触子を，1 つ目を軸に，2 つ目を円板の

縁に取り付ける。円板が回転し，磁石が静止している場合には，円板状に起電力が発

生する。ここでは万事順調だ。 

  円板を静止状態にしておいて，磁石を回転させた場合，皆さんは何が起きると予想

するだろうか？ 我々が教わったように，前の場合と同じことが起きる？ とんでもな

い！ そもそも，いかなる起電力も生じないのだ。純粋のゼロだ！ では，円板と磁石

を接着剤でくっ付けて，それらを一緒に回転させたら何が起きる？ そこには磁力線

のいかなる交差もないのだから，この場合もいかなる起電力も生じないはずだ。とこ

ろが，生じるのだ。しかも，円板が回転し，磁石が静止したままの場合と，まったく

同じ起電力が生じるのだ！ まさにこのとおりなのだ！ 私はこれを自分で検証した。

誰でもこれを簡単に検証することができる。 

  現代電気工学は，どうしてそうなるのかを知らない。私もまた，自分のエーテル動

力学全体をもってしても，どうしてそうなるのか分からない。磁石が創出した場は空

間中で静止しているのではないかという印象が生まれる。なぜか？ 分からない……。 

  どこでリング型磁石を手に入れられるか，教えてあげよう。それは，あらゆる事業

所の事務員が使っている磁石付きのクリップ，つまりは事務用品店で売っているマグ

ネットクリップから手に入る。クリップから磁石を取りはずせば，残りの作業は簡単

だ。さあ，前進しよう。目をつぶったり，自分はとても賢いのだから何でも知ってい

るなどと思ったりしないで，皆がこの実験に取り組む必要がある。 

  今日，沢山の人々が電気工学と電気力学の分野における様々な実験に取り組んでい

 
［訳注］ トムスク工科大学核物理学研究所等に所属していた物理学者・技術者・発明家 G.V.ニコラエフ

［Gennady Vasilyevich Nikolaev］の電気力学に関する著書の英訳を下記のサイトで入手できる。 
https://ia800601.us.archive.org/6/items/Gennady_Nikolaev/Gennady%20Nikolaev%20-%20Modern%20e
lectrodynamics%20and%20the%20causes%20of%20its%20paradoxical%20nature.%20Theories%2C%20
Experiments%2C%20Paradoxes%20-%202003.pdf 

https://ia800601.us.archive.org/6/items/Gennady_Nikolaev/Gennady%20Nikolaev%20-%20Modern%20electrodynamics%20and%20the%20causes%20of%20its%20paradoxical%20nature.%20Theories%2C%20Experiments%2C%20Paradoxes%20-%202003.pdf
https://ia800601.us.archive.org/6/items/Gennady_Nikolaev/Gennady%20Nikolaev%20-%20Modern%20electrodynamics%20and%20the%20causes%20of%20its%20paradoxical%20nature.%20Theories%2C%20Experiments%2C%20Paradoxes%20-%202003.pdf
https://ia800601.us.archive.org/6/items/Gennady_Nikolaev/Gennady%20Nikolaev%20-%20Modern%20electrodynamics%20and%20the%20causes%20of%20its%20paradoxical%20nature.%20Theories%2C%20Experiments%2C%20Paradoxes%20-%202003.pdf
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る。それらすべてはきわめてアマチュア的な性格を持っている。なぜなら，真面目な

科学者たちにとっては，すべては既に明らかだからだ。彼らは，それらすべては自分

とは関係がないふりをしている。そしてこの点で，彼らは絶対的に正しい。それは実

際，彼らとは関係がない。それゆえ，理論的な電気工学と電気力学，そしてそこから

導き出される実践的な電気工学と電気力学の発展は，彼ら抜きで進んでいく。後にな

って彼らが腹を立てても，列車は彼らをプラットホームに残して遠ざかっていく。 

  最後に，理論電気工学全体に共通するさらにもう 1 つの側面に，皆さんの注意を向

けたいと思う。 

  我々は皆，現在，国際単位系 SI を利用している。この単位系は自己整合的で便利な

ので，これを全面的に利用する必要があることは言うまでもない。私自身，自分の学

生たちにそうするよう推奨している。SI 単位系には，CGS 静電単位系にも，CGS 電磁

単位系にも，いわゆる普遍的ガウス単位にも存在している，分数の指数が存在しない。

まさにこのことにより，後者の 3 つの単位系は物理現象を完全に無視していることを

示している。なぜなら，グラムや立方センチメートルからどうすれば平方根を引っ張

り出せるのかを理解するのは困難であるにもかかわらず，そこにはしょっちゅう分数

の指数が出てくるからだ。 

  電気工学の理論家たちは，電磁量の次元に関する課題とは，方程式中に存在する諸

量の間の比例係数を定めることだとみなしている。実際には，次元に関する課題とは，

諸量の物理的本質を解明することなのだ。グラムのいかなる平方根も現実には存在し

ない以上，CGS 静電単位系，CGS 電磁単位系およびそれらの組み合わせは科学から永

久に投げ捨てられなければならない。 

  SI 単位系からは，それらの欠点が取り除かれている。ところが，SI 単位系には，基

本量の 1 つとしてアンペアが残っている。この量も物理的意味を持っていないので，

これも取り除く必要がある。物理的意味を持っている次元は，普遍的物理不変量，す

なわち物質*，空間および時間にもとづいている次元のみなのであって，アンペアにも

とづいている次元ではけっしてない。 

電荷の概念はエーテル動力学においては単なる力学的意味を持つようになり，また

電荷は次元kg ∙ s−1を持っていることを考慮すると，電流は次元kg ∙ s−2を持っている。

したがって今や，物理量のすべての次元において次元[A]を次元[kg ∙ s−2]に置き換える

必要があり，このことがついに物理量に物理的意味を取り戻す。このすべてのことは

既に成し遂げられており，このことがあらゆる電磁量の物理的内容の究明を助けてい

る。このように， SI MKSA 国際単位系を SI MKS 国際単位系に変換することは正当で

あり，そうする必要がある。 

MKSA 単位系の MKS 単位系への変換 

物理量 単位の名称 
単位 

記号 

MKSA 単位系 

での測定単位* 

MKS 単位系 

での測定単位 

仕事，エネルギー ジュール J m2 ∙ kg ∙ s−2 kg ∙ m2 ∙ s−2 

仕事率，電力 ワット W m2 ∙ kg ∙ s−3 kg ∙ m2 ∙ s−3 

電気量（電荷） クーロン C A ∙ s kg ∙ s−1 

電流の強さ アンペア A A kg ∙ s−2 

電気変位（電束密

度）の流れ 

クーロン C A ∙ s kg ∙ s−1 

電気変位（電束密

度） 

クーロン毎平

方メートル 

C ∙ m−2 A ∙ s ∙ m−2 kg ∙ m2 ∙ s−2 

電圧，電位差，起電 ボルト V m2 ∙ kg ∙ A−1 ∙ s−3 m2 ∙ s−1 
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力 

電気容量 ファラド F A2 ∙ s4 ∙ m−2 ∙ kg−1 kg ∙ m−2 

電気モーメント － C ∙ m A ∙ s ∙ m kg ∙ m ∙ s−1 

分極ベクトル（分極

強度） 

－ C ∙ m−2 A ∙ s ∙ m−2 kg ∙ m−2 ∙ s−1 

誘電率 ファラド毎メ

ートル 

F ∙ m−1 A2 ∙ s4 ∙ m−3 ∙ kg−1 kg ∙ m−3 

電場強度 ボルト毎メー

トル 

V ∙ m−1 m ∙ kg ∙ A−1 ∙ s−3 m ∙ s−1 

電気抵抗 オーム Ω m2 ∙ kg ∙ A−2 ∙ s−3 kg−1 ∙ m2 ∙ s 

比電気抵抗 － Ω ∙ m m3 ∙ kg ∙ A−2 ∙ s−3 kg ∙ m3 ∙ s−2 

比電気伝導率 － Ω−1 ∙ m−1 A2 ∙ s3 ∙ m−3 ∙ kg−1 kg−1 ∙ m−3 ∙ s2 

イオン移動度 － m2 ∙ 𝑉−1 ∙ s−1 A ∙ s2 ∙ kg−1 － 

磁束 ウェーバー Wb m3 ∙ kg ∙ A−1 ∙ s−2 m2 

磁束密度 テスラ T kg ∙ A−1 ∙ s−2 m𝑩 ∙ m𝒄
−1 

磁気モーメント － A ∙ m2 A ∙ m2 kg ∙ m2 ∙ s−2 

磁化強度ベクトル

（磁化） 

－ A ∙ m−1 A ∙ m−1 kg ∙ m−1 ∙ s−2 

インダクタンス，相

互インダクタンス 

ヘンリー H m2 ∙ kg ∙ A−2 ∙ s−2 kg−1 ∙ m2 ∙ s2 

透磁率 ヘンリー毎メ

ートル 

H ∙ m−1 m ∙ kg ∙ A−2 ∙ s−2 kg−1 ∙ m ∙ s2 

磁場強度 アンペア毎メ

ートル 

A ∙ m−1 A ∙ m−1 kg ∙ m−1 ∙ s−2 

起磁力 アンペアまた

はアンペア回

数 

A または AT A kg ∙ s−2 

磁気抵抗 － A ∙ Wb−1また

はAT ∙ Wb−1 

A2 ∙ s2 ∙ m−2 ∙ kg−1 kg ∙ m−2 ∙ s−2 

*『技術者と大学生のための物理学便覧』（モスクワ，Nauka, 1971）のデータによる。 

  この講義にご出席の皆さん！ 

  我々は新たな科学革命，すなわち新たな技術革命の直前の時期にいる。私個人は，

それらの革命はエーテル動力学に関係したものになるだろうと考えている。なぜなら，

それは物質*の深奥への次の一歩であり，自然科学の歴史的発展の伝統の継続であるか

らだ。そのためには，誰かが科学を前進させようと試みるやいなや，すぐに怒声を上

げ始める教条主義者たちなどには注意を払うことなく，努力しなければならない。し

かし，それは簡単な仕事ではない。それは粘り強さ，エネルギー，そして時間を要求

する。しかしそれでも，前進しよう！ 

  では，ご質問をどうぞ。 

質疑応答 

  質問  エーテル動力学的理解の利用との関連において，理論電気力学領域における

仕事はどの程度まで完成したものだと，あなたはみなしておられますか？ 

  回答  その仕事を完成したものとみなしてはなりません。成し遂げられたものは，
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電気と磁気の物理的本質の理解における，若干の一歩前進にすぎず，それ以上のもの

ではありません。しかも，成し遂げられたその何かも表面的なものであることを，我々

は理解し始めました。これはいいことです。なぜなら，そのような側面［＝電気力学が持

つ欠陥］については，これまで，まったく何も［＝いかなる検討も］行われてこなかったか

らです。しかし，我々［＝エーテル動力学］は既にすべてを理解し，すべてを達成したと

みなすことには根拠がありません。 

  エーテル動力学は，無数の問題を覆っているベールのほんの端っこを持ち上げたに

すぎません。そこには膨大な仕事が待ち構えています。エーテル動力学の疑う余地の

ない功績は，それが，それらの問題のせめて一部だけでも顕在化したことにあります。

主要な仕事全体はこれからです。もちろん，この仕事には，自分を物理学者とみなし

ているすべての人々が参加しなければなりません。 

  質問  あなたは方程式においてベクトルをベクトルで割っています。しかしなにし

ろ，ベクトルによる割り算はあり得ません。これは誰もが知っていることです。あな

たはこの疑問をどう回避されるのですか？ 

  回答  こういう単純な表式があります。速度とは加速度に時間を掛けたものです。 

あるいは 

  ここでは速度も加速度もベクトルです。ではなぜ，それらを互いに割ってはならな

いのでしょうか？なにしろ，それらは同じ方向上に横たわっている，つまり，共線な

のです。私の場合も同じことです。ベクトルをベクトルで割るということは，それら

が共線であることを自動的に意味しています。そのどこに罪があるのでしょうか？ 罪

があるのは，我らが数学者たちが何も究明したがらないこと，そして自分たちはすべ

てを達成したのだとみなし，見当違いのヒステリーを起こしていることです。数学者

の皆さん，考える必要があります，頭を回転させなさい！ 

  質問  あなたはマクスウェル方程式の第 1 式と第 2 式のどこに欠点があるとお考え

ですか？ 

  回答  まあ，ご自分で確かめてみてください。第 1 式も第 2 式もバラバラでは解け

ません。2 つ一緒でないと解けないのです。もしかしたら，私はこの問題を間違って

理解しているのかもしれませんが，これらの式の別々の解に，私はどこでも出会った

ことがありません。これらの式では，右辺と左辺が交差する形で等しくなっています。

このことが，これらの 1 次方程式を，2 つの解を持った 1 つの 2 次方程式に変換する

ことを可能にしています。変換したら，常に，その先は何をするか？ 次に，一方の解

は発散解なので，物理学には不適な解として，それを捨てる。そして常に 1 つの解が

残るので，それを使って作業をする。2 次方程式から 1 次方程式に適した 1 つの解の

みが常に残るのだとしたら，2 次方程式はいったい何のために必要なのか？という疑

問が生じてきます。そしてここで，2 つの方程式の右辺と左辺は等しくないことが明

らかになる。回転子は回路内部の過程は考慮するが，回路外部の過程は考慮しない。

このようなやり方は，大部分の応用的課題においては通用しますが，連続媒質中にお

いては通用しません。 

  マクスウェル方程式による縦方向伝播の過程は第 3 式に割り当てられているのです

が，そこでは時間因子が欠落している，等々といった問題があります。このことは，

マクスウェル方程式を利用してはならないということを意味しません。どうか利用し

𝒗 = 𝒂𝑡  

𝑡 = 𝒗/𝒂  
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てください，マクスウェル方程式は十分に信頼に応えてきたのですから。しかし，あ

らゆる方程式が完全でないのと同様に，マクスウェル方程式も完全ではありません。

なぜなら，任意の過程を 1 つか 2 つの方程式で反映させることは原理的に不可能だか

らです。これが意味しているのは，あらゆる課題を設定する際は，他ならぬその課題

に固有のすべての本質的因子を考慮する必要があるが，あらゆる因子を考慮すること

は不可能だということです。 

  電磁振動の横方向伝播と関係した課題を解決するためには，マクスウェル方程式は

十分であるとみなすことができます。ただし，またしても 1 次近似においてのみでは

ありますが。それに対して，マクスウェル方程式は縦方向伝播に関する課題を解決す

るのには適していません。ご質問に対する答えは以上です。 

  今や，我々には，1 次方程式のみを用いてすべてのことを解く原理的可能性が現れ

たわけです。なにしろ，我々には，電波の伝播と磁波の伝播の 2 つの過程しかないか

らです。そして，それらの過程を結び付ける，さらにもう 1 つの方程式が存在しなけ

ればなりません。すべての準備は完了しています。そのすべては既に私によって成し

遂げられたか？ いや，まだ成し遂げられてはいません。それは大仕事ですが，最後ま

で仕上げられなければなりません。私はいつかこの先，それができるかもしれないし，

できないのかもしれない。いずれにしても，この仕事は完成されなければならないの

です。 

  質問  太陽は熱核融合のエネルギーを活動源にしていることが知られています。こ

れは陽子のエネルギーとどのように関係しているのでしょうか？ 

  回答  計算によれば，もし太陽の放射が核融合のエネルギーだけで決定されている

とすると，太陽はとっくの昔に燃え尽きていたはずです。これは私が計算したのでな

く，謎の 1 つとされていることです。太陽がどこから追加的エネルギーを取っている

のかは，誰も知りませんし，私も推測することしかできません。 

  それは，第 1 に，アインシュタインの公式ではまったく計算に含まれていない，陽

子自体の内部エネルギーです。その内部エネルギーは𝑚𝑐2の公式で得られるエネルギ

ーより 26 桁大きいのです。それだけでなく，太陽はあらゆる天体と同様に，周囲空間

から絶えずエーテルを吸収しており，そのエーテルの温度は太陽内部のエーテルの温

度より数桁大きいのです。このこともまた，追加的な放射エネルギー源になっている

可能性があります。しかし，このすべてのことはさらに分析されなければなりません。

その分析を行う必要があります。 

  ついでに言いますと，この問題は今日の講義のテーマとは関係ありません［訳注］。 

  ご清聴ありがとうございました。2 週間後にまたお会いしましょう。 

 

 
［訳注］ 天体によるエーテル吸収の問題は第 11 講で論じられる。 
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第 10 講 

光子はどんな仕組みになっているのか？ 光学現象と銀河スペクトルの「赤方

偏移」の本性 

2001 年 2 月 4 日 

  研究者たちが多数の光学現象の物理的本質を究明しようと試みてきた際，その出発

点となっているのは，第 1 に，いわゆる幾何光学の法則だ。そこでは，反射と屈折，

回折と干渉の法則を利用して光線が描き出されており，それらすべての利用は成功を

収めている。もう 1 つの出発点は，光自体は横電磁波であるということ，すなわち，

光子中には，互いに対しておよび伝播速度の方向に対して垂直な電場強度と磁場強度

が存在するということだ。これはマクスウェルが示したことだとされているが，しか

し実際には，彼はこの点について何も示していなかった。 

  光の要素に他ならない光子自体がいったいどんな仕組みになっているのかについて，

現代の物理学者たちや光学研究者たちのうちの誰一人知らないだけでなく，知ろうと

試みすらしていない。 

  いくつかの光学現象の解釈も存在する。光が金属鏡から反射するのはなぜか？ な

ぜなら，鏡面上にはフェルミ面が存在するからだ。しかし，その反射がまさにいかに

して生じるかは不明である。ちなみに，フェルミ面は何から成り立っているか？ フェ

ルミ面は電子から成り立っている。私自身はこのことに対していかなる異論もない，

電子は電子なのだから。しかしなにしろ，電子が鏡面全体の上に現れたのならば，金

属は電荷を帯びなければならないはずなのに，金属は電荷を帯びていない。 

  金属片中の陽子は内部に隠されており，陽子の場は電子によって遮蔽されている。

そのとき，なにしろ，表面上には金属中に多数存在する自由電子自体が這い出てくる

一方，金属原子自体は自分の電子と一緒に内部に残るので，原子は中性だ。つまり，

表面電子の電荷は何ものによっても相殺されない。それにもかかわらず，金属全体も

ビッグバンの「赤方偏移」
の本質と相対論者たちの
論理について思索するロ
ダン作の彫刻「考える人」 

エンリコ・フェルミ 
1901~1954 

ジョン・レイリー 
1842~1919 

ルイ・ド・ブロイ 
1892~1987 
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やはり中性なのだ。これはどういうことなのか？ 

  この問題全体における数学について言えば，既にワシーリー・イワノヴィッチ・チ

ャパエフ［訳注］が，自分は任意の数字を書くことができるが，その数字が現実を反映す

ることになるかどうかは分からないと述べている。 

  まあ，光学研究の現在の状況はそういったところだ。 

  私は，それがエーテルであれ，それ以外の何であれ，連続媒質中においては，いか

なる横振動も伝播することはできないということから出発する。横振動が伝播するた

めには，密度勾配が必要とされ，さらに平衡位置から逸脱したときに生じる潜在的復

元力が必要とされる。連続媒質中にはそれらはまったく存在せず，また存在すること

ができない。それゆえ，誰が何と言おうと，連続媒質中にはいかなる横振動も存在す

ることができない。すなわち，光とは横振動ではなく，それとは別の何かなのだ。ま

さにこのことを解明する必要がある。 

  連続媒質中にはいかなる横振動も存在することができないのはなぜか？ 答えはき

わめて単純だ。テーブルに，その天板に沿った方向に衝撃を加えたとき，圧縮波は衝

撃の方向に進み，けっして横方向には進まない。横方向に進むのはいわゆるレイリー

波，分子回転の波であり，それらの波は分子間隔 4~5 個分ほどの距離しか伝播しない。 

  横振動は，相異なる密度を持った 2 つの媒質の境界上においてのみ，かつ復元力が

存在する場合にのみ発生することができる。それらの条件のうちの 1 つが存在しなけ

れば，横波も存在することができない。 

  弦を例に取ろう。弦を横に引っ張って放したら，横振動が進み始めた。海に石を放

り投げたら，横振動が進み始めた。これらの場合には，相異なる密度を持った 2 つの

媒質が存在し，復元力も存在している。それに対して，エーテル中にはそのようなも

のは存在しない。つまり，横振動も存在しない。それゆえ，光子とは振動ではなく，

それとは別の何かなのである。 

  面白いことに，電波工学者も光学研究者も他ならぬ横振動の存在を裏付けるものを

まったく持っていないにもかかわらず，電波工学研究者は光学研究者が言っているこ

とを，光学研究者は電波工学研究者が言っていることを，互いに引用し合っている。

両方の領域における類似した現象は干渉と回折しかないが，それらは実際のところ，

横振動に固有のものだ。しかし，既に何度も言ったように，各現象は相異なる解釈を

持つことができる。 

 

 
［訳注］ V.I.チャパエフ［Vasily Ivanovich Chapayev or Chapaev］はロシア革命後の国内戦で赤軍師団長を

務め，1919 年に戦死した英雄的人物。 

ハンス・クリスチャン・ 
アンデルセン 

1805~1875 

『裸の王様』 ルイ・ド・ブロイ 
1892~1987 
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  粒子と波動の二重性はルイ・ド・ブロイ自身によって提唱されたものであるので，

その定義により，既に普遍的な適用可能性を持っている。その普遍性から，そのよう

な振動は原子の電子殻だけでなく，惑星にも存在しているという結論が導き出される。

しかし，振動の振幅は質量に反比例している以上，惑星における振動はとてつもなく

小さく，我々はそれを測定することができない。しかし，それは存在しているのであ

って，それを疑うのは無礼というものだ。では，これは科学なのか?! 

  我らが物理学者たちは，一応，もちろん，実際に存在している現象を［自分の理論の裏

付けとして］引き合いに出すことを好んでいる。ところが，それらの現象は感知するこ

とも測定することもできない。それは例えば空間の歪み，あるいは長さのローレンツ

収縮といった現象だ。それはまるで，アンデルセンの童話に出てくる裸の王様が着て

いる衣装のようだ。 

  アメリカの傑出した天文学者ハッブルによって発見された，興味深い現象がある。

それは遠方銀河のスペクトルのいわゆる「赤方偏移」だ。 

  「赤方偏移」の要点は，遠方銀河から我々に到達する光の光学スペクトル全体が長

波側へ偏移しているということだ。このことは，遠方銀河から出るとき，光が変化し，

その波長がそれらの銀河までの距離に正比例して増大していることを意味している。 

  私は「赤方偏移」が存在する事実をけっして疑問視するものではないが，しかし，

物理学者たちが，この現象が「ビッグバン」理論の裏付けであるかのように断定した

ことに注意を払っている。この理論によれば，そのとき，宇宙の質量全体がいわゆる

特異点に集中していて，次に突然爆発した，しかも，その爆発以前には，その特異点

においてはいかなる過程も進行していなかった。爆発後，宇宙全体は四方八方へ飛散

し，数ミリ秒後には数光年の大きさに達したとされている。そのためには，宇宙は光

速度より何桁も大きな速度で飛散しなければならなかったことは，誰の頭にも浮かば

なかった――これは同じ相対性理論によって禁じられているにもかかわらず。 

  エドウィン・ハッブルは傑出した科学者であり，彼の発見は実際に基本的な意義を

持っている。しかし，理論家たちが彼の発見をどのように取り扱ったかについて，よ

く考えてみて欲しい。この現象に対するすべてのあり得る解釈，それは沢山存在する

わけだが，それらの解釈の中から，理論家たちは宇宙の膨張という 1 つの解釈を選択

した。なぜなら，アインシュタインの一般相対性理論に合致しているのはそのような

解釈だけだからだ。そしてこれにより，科学の偽造が行われた。なぜ偽造かと言うと，

そこでは科学的客観性は臭いすらしないからだ。 

  さて今日は，それは本当はどういうことなのかについてお話ししよう。 

  ソ連時代の科学者で電波測位装置［レーダー］の発明者であるパーヴェル・コンドラ

チェヴィッチ・オシチェプコフ［Pavel Kondratyevich Oshchepkov］はその著書『人生と夢想』

エドウィン・パウエル・ 
ハッブル 

1889~1953 

ハッブル宇宙望遠鏡 
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において，任意の事実は無数の解釈を持つことができることに注意

を向けている。これは正しい，まさにそのとおりだ。それゆえ，あ

る事実が，その事実の存在を予想した理論と一致していることは，

その理論の妥当性を一義的に裏付けるものではまったくなく，その

理論と矛盾していないことを示しているにすぎない。客観性は，す

べてのあり得る理論と解釈の検討を要求する。それは事実上，一度

も行われたことがない。 

  もし事実が理論と矛盾しているのなら，理論は終わりだ。しかし

事実が理論と矛盾していないとしても，単独の事実はそもそも何も

意味していない。なぜなら，単独の事実は，他のすべての事実と関

係性を持っている，カテゴリーではないからである。 

   この命題に対する適切な裏付けとして挙げられるのは，エーテルを否定している

アインシュタインの特殊相対性理論の基礎となっているローレンツ変換である。しか

し，ローレンツ変換自体は，自然界にはエーテルが存在するという理解から出発して，

アインシュタインではなく，ローレンツによって 1904 年に導出されたものだ。だか

らこれにはローレンツの名前が付いているわけだ。では，今，我々は実験とローレン

ツ変換の一致をどう解釈しなければならないか――エーテルの存在としてか，それと

もエーテルの不存在としてか？ 等々といった例が挙げられる。 

  さて，我々が光学に取り掛かるとき，何よりも先に我々に浮かんでくる疑問は，光

子とは何か？という疑問である。光子は，まさに粒子と波動の二重性を持っているも

のだ。それゆえ，光子に対する技術的要求事項，つまり光子が持っていなければなら

ない性質のリストを作成しなければならない。 

  まず第 1 に，光子は光速度で飛ぶのだから，光子にはそのような性質がある。光子

は偏極を持っている。光子はスピンを持っており，しかも+1 と−1の 2 つのスピンを

持っている。光子は波長を持ち，質量を持ち，エネルギーを持っている。光子は銀河

から我々の所まで走ってくる間に自分の波長を変化させる。そしてさらに，光子は 1

個の振動ではなく，何百万個もの振動から成り立っている。光学研究者たちはこのこ

とをよく知っているので，一部の研究者たちは，高速度カー・セル［high speed Kerr cell］

を用いて光子をいくつかの部分に切り分けるという巧みな技をやってのけている。 

  エーテル動力学にもとづいたこれらの性質の比較は，光子の仕組みに関する唯一の

バリアント，つまりいわゆる「カルマン渦列」へと導く。 

  カルマン渦列とは，丸い船尾を持った船の後方に形成される線状渦の系だ。この渦

列の安定性は 1912 年にドイツの科学者セオドア・フォン・カルマン（1881~1963）

によって計算された。 

  光子のすべての性質と 1 次近似において最も近く一致しているのは，まさにこのカ

ルマン渦列である。ただし，完全に一致しているわけではない。 

  光子は，原子の電子殻により，原子が外部から得た追加的エネルギーを使って創出

される。電子殻，すなわち原子核に束縛されているエーテル渦は，そのエネルギーを

P.K.オシチェプコフ 
1908~1992 

(a) 

カルマン渦列： (a)船尾の後方； (b)空気中 

(b) 
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使ってある一定のニュートラルポジションの周りで振動し始め，全体の状態が安定す

るまでの間，周囲エーテルを捕獲し続け，そのために自分のエネルギーを消費する。 

  束縛渦の振動する凸部による周囲エーテルの捕獲はどのようにして生じるか？ そ

れは次のようにして生じる。凸部がある方向へ向かって進んでいくとき，凸部のぶつ

かっていく側が，そこに接触してくるエーテルを運動させ，エーテル中にらせん細流

を創出し，それと同時に，らせん細流を押しやる。そのらせん細流中において，ただ

ちに流れの一方の末端に湧き出しが生じ，他方の末端に吸い込みが生じ，このことに

より，らせん細流は閉じて環になる。環の直径は原子自体の大きさより何倍も大きい。

その環はただちにらせん状になるが，しかしらせん状でいるのは，その環が形成され

つつ間である。凸部は今度は反対方向へ向かっていき，原子の反対側上にもそれと同

じ環を形成する。このとき，両方の環の中のらせんの方向は同一となり，このことが

エーテルを一方の環から他方の環へ移流させる。 

  多数回の振動の結果，線状渦からなるカルマン渦列タイプの渦形成物が形成される。

この渦形成物とカルマン渦列の違いは，エーテルは圧縮性を持っており，したがって

各線状渦において，その中央部が圧縮されていること，また，カルマン渦列が媒質の

表面上において形成されるのに対し，光子は連続媒質中で形成されることである。 

  2 列の渦構造物の形で形成された光子は，光子が実際にもっているすべての性質，

すなわち波長（同じ列の渦の中心間距離），偏極およびスピンを持つことになる。2 つ

の列の渦の強度は同じだから，光子は伝播の直線性をも持ち，また，気体トロイドと

して，1 か所に留まっていることができない。光子は波長 4~5 個分の距離を進んだだ

けで完全速度に達する。2 つの渦列の位置交換はスピンの符号の変化をもたらす。 

**************************************************************************************** 

光 

 

光子の形成 光子の構造： (a)縦断面； (b)スピン-1 の場合の横断
面； (c) スピン+1 の場合の横断面 ［図中のБは B］ 

A 矢視図 A 矢視図 

(a) 

コア 

(b) (c) 

カルマン渦列の断面 
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**************************************************************************************** 

  ここには 1 つの特徴がある。各光子は 1 個の振動から構成されているわけではない。

そのような光子はそもそも存在しない。光子は多数の，数百万個もの振動から構成さ

れている。これは光学研究者たちが既に昔から知っていることだ。しかし，各渦対の

質量およびエネルギーは，平均すると，1 個の電子の質量およびエネルギーと一致し

ている。このことが意味しているのは，各光子を創出しているのは 1 個の原子ではな

くて多数の原子であり，それらの原子が一緒になって各光子を形成し，光子を構成し

ている渦のそれぞれに対して自分の質量およびエネルギーの小部分を与えているとい

うことだ。原子の振動は同相である。それらの振動は，原子が創出している流れによ

って同期化されているのである。 

  それゆえ，励起されたすべての原子は互いに同期した状態に入り，すべてが一緒に

なって仲良く共通の光子を創出しているのだ。まさにこのことが，レーザーがコヒー

レント放射を創出するための原理的可能性をもたらしているのである。レーザーにお

いては，ビーム全体の形成には，レーザーの活性物質の総体全体が関与している。こ

こでは，各光子は，もはや数百万個の渦ではなく，数十億個の渦から構成されている

可能性がある。 

  光子の各渦の中心部は，任意の気体渦が形成されるときと同じ法則に従って圧縮さ

れていなければならない。しかし，その圧縮されたバルク，すなわちコアの質量は電

子 1 個の質量と同じオーダーなので，そのバルクは電子と同じ大きさ，つまりおよそ

10−16 mまで圧縮されることになる。これ以前，またこれ以後において，各渦中におけ

るエーテル流はそれより何倍も大きな直径を持っており，1 μmの数十分の 1 のオーダ

ーに達している。より正確に言えば，各渦の直径は光子の波長に等しい。青色光，緑

色光および赤色光の場合，それはそれぞれ，(4; 5.2~5.6; 7) ∙ 10−7 mである。このよう

に，各渦の直径はコアの直径よりおよそ 10 桁大きく，密度は 20 桁高い。 

  このことから，光線が交差するとき，光線が相互作用しない理由が理解できるよう

になる。すなわち，光子のコアは互いに迂回し合い，それらが衝突する確率はほとん

どゼロに等しく，光子の希薄な部分は互いに通り抜け合うからである。 

  コアの臨界密度を陽子の臨界密度2.7 ∙ 1017 kg/m3と同じと仮定した場合，光子の平

均密度はおよそ10−3 kg/m3となる。これは自由エーテルの密度より 8 桁大きい。まさ

にこのことが，光が障害物に及ぼす周知の圧力の基礎となっているのである。もちろ

ん，今述べたすべての計算はきわめて近似的なものだが，しかしそれでもなお，諸量

のオーダーに関する若干の理解を与えてくれる。 

  光子は形成された後，きわめて短時間で完全速度に達する。すなわち， 

次に，空間中における光子の移動は次式によって決定される。 

𝐸 =
𝜌et
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  ハッブルの法則 

をプランクの法則 

と合成すると，光子の経時的エネルギー減少の指数法則が得られる。 

  このことは，100 億年の間に，あるいは 100 億光年の距離上において，光子のエネ

ルギーは𝑒分の 1 に減少することを意味している。さらにこのことは，光子はいつか

安定性を失い，いくつかの部分に崩壊し，残存放射［＝いわゆる宇宙背景放射］を形成する

ことを意味している。光子の速度は減速し，断面積が増大する。光子は宇宙空間へ四

散し，互いに衝突し合って光子ガスを形成する。光子ガスにはもはや特定の方向はな

い。我々はまさにそれを見ているのであって，残存放射とはそれに他ならない。それ

ゆえ，すべては単純だ。 

  光子，すなわちその渦系全体が，光子がその中を移動しているエーテルの粘性によ

ってエネルギーを失い始めると，光子を構成しているすべての渦は，任意の気体渦に

おいてそうなるように，膨張し始め，その後，光子の直径𝑅およびその波長𝜆は次第に

増大していく。 

  得られた表式はハッブルの法則と完全に一致している。我々の所に到達する遠方銀

河の光の「赤方偏移」の物理的本質はここにある。それゆえ，宇宙はどこへも後退な

どしていないのだ。 

  私はプルコヴォ天文台の天文学者たちが書いたある論文を持っている。そこには光

の「赤方偏移」の非ドップラー的説明が 16 種類（！）も挙げられている。私の説明は

17 番目の説明ということになるわけだが，この説明が最も真実に近いように私には思

える。なぜなら，この説明はそれ以外のあらゆる構造物や現象と一致しているからだ。

しかしいずれにしても，ドップラー的解釈に固執することには，もはやいかなる根拠

もない。誰もどこへも後退してなどいないのだ。いかなるビッグバンもなかった。い

ったい，どこをどうしたら，そんなものが生じることができるというのだ。銀河たち

は，それぞれ思い思いの方向へ，急ぐことなく，ゆっくりと移動してはいるが，多か

れ少なかれ，それぞれ自分の場所に存在しているのである。だから，天文学者たちは

安心することができる，彼らの天空はどこかへ消えてなくなったりしないのだから。

私は彼らに対し，相対論者たちの話に耳を傾けるのをもうちょっと少なくして，自分

の頭で考えることをお勧めしたい。 

  その構造から分かるように，光子は実際に粒子と波動の二重性を持っている。なぜ

なら，それぞれの渦が質量を持っている一方で，1 つの渦列の渦の中心間距離が波長

となっているからだ。 

  煙環の場合と同様に，光子は常に内部エーテル流が運動しているのと同じ方向へ運

動する。これが生じる理由は，光子はその周縁部上に著しく大きな面積を持っている

𝐿(𝑡) =
𝑐𝑡

2𝐻𝑡
[(1 + 8𝐻𝑡) − 1]1/4 = 𝑐𝑡(1 − 3𝐻𝑡 + 14𝐻2𝑡2 − ⋯ )  

𝑍 =
𝜆 − 𝜆0

𝜆0
= 𝐻

𝐿(𝑡)

𝑐
  

𝐸 = ℎ𝑣  

𝑑𝐸

𝐸
= −𝐻

𝑑𝑟

𝑐
;     𝐸 = 𝐸0𝑒−𝑡/𝑇0 = 𝐸0𝑒−𝑟/𝑟0 ;     𝑇0 = 1010 yr;    𝑟0 = 1026 m  

𝑅(𝑡) = 𝑅0 + 𝛼r𝐿(𝑡);     𝜆(𝑡) = 𝜆0 + 𝛼𝜆𝐿(𝑡);     𝛼𝜆 = 𝜆0𝐻/𝑑 ≈ 10−26  



189 第 10 講 光子はどんな仕組みになっているのか？光学現象と銀河スペクトルの「赤方偏移」の本性 

 

 

ので，外輪船が［外輪によって］水を蹴って進むのと同様に，［周縁部によって外部］エーテ

ルを蹴って進むからである。光子は，それを生み出した原子から波長 4~5 個分の距離

を進んだ所で完全速度を獲得する。光子は停止することができない。なぜなら，光子

が持つ質量は小さいが，表面が大きいからだ。 

  光子の寸法はどれだけか？ その構造から，その横寸法はおよそ波長 2 個分である

ことがただちに分かる。緑色光の場合，それは1 μmよりわずかに大きい。光子の波長

は1 μmの半分ほどだ。だから，光子が 100 万回の振動を含んでいる場合には，光子の

長さはおよそ0.5 mとなる。すなわち，光子はきわめて細い，長い針の形をしている。

ちなみに，これも光学研究者たちが知っていることだ。 

  光子をその運動方向の側から眺めると，エーテルは上側の渦列から下側の渦列へ，

また下側の渦列から上側の渦列へ移行している，すなわち，光子がスピンを持ってい

ることが分かる。その回転が時計回りに生じている場合はスピンは−1であり，反時計

周りに生じている場合は+1 である。ところで，他のすべての粒子において，スピンは

1/2 である。光子が他のすべての粒子とそんなに異なっているのは，いったいなぜな

のだろうか？ 私は皆さんに，光子は，これはちょっとこじつけだが，その断面が四角

形であり，正方形にさえなっていることに注意を払ってもらいたい。それ以外のすべ

ての粒子は断面が円形になっている。 

  光子のスピンはどの程度まで 1 に等しいのか，他の粒子のスピンはどの程度まで

1/2 に等しいのかを，量子論の研究者たちに尋ねる必要がある。そのすべてが正確だ

ということは，まずあり得ない。私は，それはお定まりの公準だと考えている。その

すべてが正確だと決めた方が都合がいいからだ。実際にはそれがどうなっているかを

誰かが究明したということは，まずないだろう。空間中における光子の速度に対して

も，これと同じことが当てはまる。 

  粘性媒質中におけるトロイダル渦環の移動速度に関する既知の表式 

は光子の渦構造に対しても完全に適用可能である。この表式において，𝐻の大きさは

この場合にはきわめて小さい。それゆえ，空間中における光子の移動速度は長い間事

実上不変であり続ける。しかし，光子がそのエネルギーを失い始めた後には，その速

度は目に見えて低下し始め，光子の存在の末期には，その速度は初期光速度のわずか

0.37 となる。おおよその話だが，残存放射中における光子はそのような速度の大きさ

を持っていなければならない。それゆえ，アインシュタインによって提唱された光速

度不変に関する公準はそれ自体不当なのだ。 

  その存在の末期における光子の挙動は煙環の挙動を思わせる。煙環を注意深く観察

すると，煙環は喫煙者によって吹き出されると，比較的大きな速度で進み，次に減速

し始める。空間中における渦の減速は，粘性を克服するのに要するその内部エネルギ

ーを渦が使い果たしたことを意味している。光子の場合もそれと同じだ。光子は砕け

ていくつかの部分に崩壊し始め，気体分子と同じように互いに衝突し，これによって

初期の方向を失った後，自由エーテル中に溶解し，新たに到着する光子たちのために

場所を譲る。 

  光子の初期エネルギーはいったいどれだけなのだろうか？ 

  我々は光子のエネルギーをアインシュタインに従って𝑚𝑐2とみなしており，ここで

は特に異論はない。なぜなら，そのエネルギーの半分は光子の並進運動の運動エネル

ギーにすぎず，後の半分は光子の回転運動のエネルギーだからだ。1 次近似において

は，ここでは万事 OK だ。それは便利なので，今のところはこれを利用することがで

きる。しかしそれでも，実際には，光子は自分の内部にいったいどんなエネルギーを

𝑐(𝑡) = 𝑐0(1 − 3𝐻𝑡 + 14𝐻2𝑡2 − ⋯ )  
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持っているのだろうか？ 

  この問いに答えるためには，何らかの物質によって光子を完全に吸収してから，そ

の物質の温度を測定する必要がある。そのような実験を実施するのは大変な仕事だ。

私個人はそのような実験を知らない。おそらく，そのような実験は今まで行われたこ

とがないだろう。すべての人々は思弁的な計算を用いており，それで満足している。

しかしそれでもやはり，光子のエネルギーに関するアインシュタインの公式に対する

特別の反論はない。ただし，我らが理論家がやっているように，その公式をあらゆる

ものに，あらゆることに関して適用してはけっしてならない。なぜなら，それはそも

そも，質量とエネルギーの等価性とはいかなる関係も持っていないからだ。質量とエ

ネルギーは相異なるカテゴリーである。質量が物質*の量であるのに対し，エネルギー

はそれと同じ物質*の運動の尺度である。だから，質量とエネルギーのいかなる等価性

についても論じることはできない。 

  さて，今や我々は，以上に述べたことにもとづいて，主要な光学現象の物理的本性

について検討することができるようになった。 

  まず，媒質中における光の屈折現象について検討しよう。 

  既にフレネルの時代から，媒質中における光の屈折過程は光学密度が相異なる媒質

中における光速度の差の結果とみなされていた。 

  フレネルは，エーテルおよびそこから導き出されるあらゆる詳細な事柄の断固たる

支持者だった。彼は光学的により高密度の媒質中で光が減速する理由について，きわ

めて明確な説明を与えた。有名な運動する媒質による光捕獲率を考案したのは他なら

ぬ彼だった。 

  彼は光の屈折をどう説明したか？ 彼はそれを単純なやり方で説明した。光波が空

虚な空間から，エーテル密度がより大きい媒質，あるいはそれと同じことだが，光学

密度がより大きい媒質の中に入り込むとしよう。より大きな光学密度とは何か？ そ

れは，媒質中のエーテル密度，ただしそのうちの光波の形成に関与している部分のみ

のエーテル密度である。波は圧縮され，その先，自由空間中における速度より小さい

速度で運動する。これで終わり。屈折はその結果である。原理的には，ここには変え

るべきものは何もない。このすべては様々な研究者たちによって何度も検証された。 

  このすべてを光子モデルの観点から検討しても，すべて同じ結果が得られる。幾何

光学のすべての関係式は完全に保存される。 

  反射の物理的意味とともに検討した場合には，すべてはそれとは別の結果になる。

第 1 に，そもそも光の反射はなぜ生じるのか？ 

  金属には，電子からなるいわゆるフェルミ面が存在する。金属内部のすべての原子

は電気的に中性である。それゆえ，表面に存在している電子が陽子の電荷によって相

殺するということはまずあり得ない。陽子は金属の内部に，電子はその外側に存在し

オーギュスタン・フレネル 
1788~1827 

パウル・ドルーデ 
1863~1906 
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ているのだから，それはなおさらだ。それにもかかわらず，金属片は電気的に中性に

なっている。そして現代物理学はこの件に関して何も有益なことを言うことができな

い。 

  エーテル動力学の観点から見た場合には，電子は，どこからともなく現れた，電荷

を持った球ではない。電子とはらせんトロイドであり，その表面のエーテルの円周運

動が電荷として感受されているのである。 

  しかし，金属の表面上においては，外層に入り込んだすべての電子は自分の隣接電

子に対して反平行に配置されている。それゆえ，それらの電子のエーテル流の両端は

互いに接合しており，遠くへは伝播しない。それゆえ，フェルミ面は，全体としては

電荷をまったく持っていないかのような状態になっているのだ。 

  10−12 m2の横断面を持つ光子が飛んできて，互いにおよそ10−9 mの間隔でフェルミ

面上に配置されている電子に衝突する。このことは，その光子は，100 万個以上，も

しかしたらそれより多数の電子と出会うということを意味している。その各電子の質

量は，光子の渦 1 個の質量に近い。この場合，いかなる再放射について論じることが

できるだろうか？ できない！ ここで生じることができるのは，壁との衝突およびそ

こからの反跳の結果による，光子の反射のみである。それゆえ，光は鏡の金属原子に

よって再放射されるというあらゆる議論は，いかなる意味も持っていない。 

  しかし，ここでは，光子の衝突反射のいくつかの特徴に注意を向ける必要がある。

それは何かと言えば，それは，衝突後に自分の形状を維持する単なる弾性体とは異な

り，エーテル渦は障害物との衝突後に裏返しになり，光子本体の中の渦列は場所を交

換し，その結果，光子のスピンの符号が反対の符号に変化するということだ。入射す

る光子が+1 のスピンを持っていた場合には，反射した光子は−1のスピンを持つよう

になり，またその逆も成り立つ。このことは，金属鏡からのそれぞれの反射後，スピ

ンの符号は反対の符号に変わらなければならないということを意味している。このよ

うなエーテル動力学的予想を何とかして検証できないものだろうか？ レーザージャ

イロスコープにおいて，三角光路は四角光路よりも安定性が低いことが判明している。

それゆえ，その予想は若干の間接的裏付けを既に持っている。実は，四角光路は感度

がより小さくなるので，三角光路レーザージャイロスコープの方がより多く使用され

ている。 

**************************************************************************************** 

光学現象 

「フェルミ面」の構造 

光子系の形成 電子・陽電子対消滅時における光子の形成 
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*************************************************************************************** 

  干渉について。原理的に，渦は波と同じように干渉することができる。ここでの擾

乱はコアを生み出す。コア中ではエーテル密度が高く，このことによりその安定性も

高い。しかしここにはさらにもう 1 つの事情がある。 

  それは何かと言うと，干渉も回折も統計的関係の結果であるということだ。このテ

ーマについては沢山の論文が書かれている。このことは回折という例において最も明

確に発現している。 

  光線が不透明な物体の表面に沿って進む場合，光子の渦と物体の表面の間に速度勾

配が生じ，したがってエーテル圧力の低下も生じる。エーテルの外圧が光子を物体の

方へ押し付け，物体の端部から出た所で光子は物体の陰の方へ方向転換する。 

  光子が物体の端部からほんの少しでも遠ざかると，圧力差がより小さくなり，偏向

角はより小さくなる。このすべては現実の回折と正確に一致している。 

気体渦細流の反射と屈折 要素渦の反射と屈折 金属からの反射時における 
光子の符号の交代 

光の屈折 回折 

光 

銀河核 

𝑈day 

𝑈day 

𝑈orb 

𝑈orb 

𝑈gal 
𝑈gal 

自然 宇宙空間中における地球の運動 屈折 

空気層流中における煙環の変位 

風 
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  レニングラード工科大学のチモフェイ・アレクセエヴィッチ・レベデフ［Timofey 

Alekseevich Lebedev］教授は量子現象の物理的本質に対する説明の代替的バリアントに関

する研究に長年取り組んでいた。彼は 1976 年にその著書『微視的世界と巨視的世界

の現象間における継承性について』において，そのすべてについて語っている。その

ようなバリアントが存在しており，それらのバリアントの方が，現代科学によって公

式に認められているバリアントより説得力がある。光学現象の物理的内容に対する現

代物理学による説明は批判に耐えられない。鏡からの光の反射時における「光の再放

射」とはいったい何だ？ なにしろ，もし原子が入射した光からエネルギーを奪い取り，

その光を再放射するというのなら，原子はその光をもはや自分の周波数で放射するの

であって，その光が入射したときの周波数で放射するのではけっしてないのだ。とこ

ろで，反射光は，常に，入射光に含まれているスペクトルとまったく同じスペクトル

を含んでいる。ここで再放射がどんな関係を持っているというのか？ それは直接的

衝突によってこそ最も簡単に説明されるのであって，再放射によってはまったく何も

説明されない。 

  干渉法を取り上げよう。いわゆる点光源から放射された光が 2 つの光線に分割され，

次にスクリーン上で重ね合わされ，スクリーン上で干渉像が得られる。その際，2 つ

の光線が進む経路が完全に同一であることが絶対的に要求される。それらの経路がほ

んのわずかでも違っている場合は干渉像は不明確なものとなり，著しく違っている場

合はそもそも干渉像は形成されない。 

  しかし，いわゆる点光源というものはこの世に存在せず，光っているのはある一定

の表面だということを想起しよう。その表面積は最良の場合でも1 mm2の数十分の 1，

あるいはそれ以上だ。このことは，光源の相異なる区域による放射は必ず互いに同期

するということを意味している。どのように？ これに対する説明はない。しかし何し

ろ，同期と同相が必ず存在することは一目瞭然たることなのだ。もし光源が相異なる

区域から相異なる位相で光を送り出しているとすれば，いかなる干渉像も生じない。 

  光子の同期化とはいかなるメカニズムなのだろうか？ 現代物理学はこの問題をま

ったく検討していない。このプロセスはエーテル動力学の観点からは次のように見え

る。2 つの光子が近い距離に存在すると，2 つの同方向の渦が互いに引き寄せ合い，互

いに正確に向き合った位置を占める。これが系のエネルギー最小に対応する。まさに

これが同相なのだ！ そしてすべての干渉計が，それが存在するという事実自体によ

って，まさにこのことを証明している。 

  すなわち，光源から出る光は，個々の光子の集まりではなく，互いに固く結び付い

た光子の 1 つの系なのである。そしてこの系全体は，鏡あるいはそれ以外の方法によ

って分割し，次に 1 つにまとめてスクリーンに投射することができる。こうして我々

はスクリーン上で波動過程の場合と同じ干渉像を得る。 

  ここからいくつかの結論が導き出される。我々は何世紀もかけて収集されたすべて

の実験データをいささかも疑問視するものではないが，それと同時に，それらのデー

タに対する説明が不適当であることを指摘せざるを得ない。それらすべての過程は明

確なエーテル動力学的内部メカニズムを持っていなければならない。だから我々は今

既に，この根拠にもとづき，それらすべての現象を異なった仕方で解釈し，理解する

ことができる。 

  ここでは，ある一定の応用的意義を持った 1 つの契機が生じる可能性がある。 

  現在，光は，光と電磁波は同じ伝播速度を持っているという根拠にもとづき，電磁

放射の個別的場合であるとみなされている。それらの速度の相等性はマクスウェルに

よって予言され，実験や光学・電波工学の実践全体によって裏付けられている。ここ
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には問題はない。問題は別の所にある。光と電磁波の等価性，すなわち同一性という

絶対的な結論が唯一のパラメーターの一致を根拠として下されたのはなぜなのか？ 

  しかし，そのような同一性にはどうしても収まらない，ある 1 つの特性が存在する。

問題は，平面電波と光は，空気媒質から海水媒質中に移行したとき，まったく相異な

った仕方で振る舞うということだ。 

  マクスウェルの法則によれば，平面電磁波は海水媒質中では周波数が高くなるほど

より急速に減衰しなければならない。これは正しい。私は黒海で海水中における電磁

波の縦方向伝播の研究を行ったとき，このことを自分で確かめた。我々が周波数 1 MHz

で実験したとき，既に水深 3 m でいかなる信号も伝わらなくなった。しかし，光はお

よそ 14 PHz，つまりそれより 8 桁大きい周波数を持っているのだから，まさにそのマ

クスウェルの法則によれば，光が水中に透過する深さはその 1 万分の 1，すなわち 0.3 

mm でなければならない。しかし，光は水深数百 m まで潜り込んでいく。光は，光が

理論が命令したとおりに振る舞わない理由を理解できない理論家たちのうめき声など，

気にもかけていないのだ。ところが，それをエーテル動力学の観点から眺めると，事

は単純であることが判明する。 

  水中で射撃するときは，誰も短い弾丸を使わないことを思い出そう。水中では長い

矢，あるいは長い弾丸を使う。短い弾丸は急速に減速する。短い弾丸は水の抵抗を克

服するエネルギーが不足しているからだ。それに対し，長い弾丸や矢にはそのエネル

ギーが十分ある。なぜなら，それらには短い弾丸より大きい質量があり，前面抵抗は

それと同じだからだ。 

  電波の各半周期中においては，電場強度および磁場強度のベクトルは，隣り合う半

周期の電場強度および磁場強度のベクトルと方向が反対なので，各半周期は，自分の

エネルギーをそれぞれ独立して水の加熱のために消費している。なぜなら，隣り合う

半周期同士はエネルギー的に互いに支え合っていないからだ。周波数が高くなるほど，

波の半周期はより短くなり，波の中に含まれるエネルギーはより小さくなり，エネル

ギーはより急速に消費されることになる。まさにそういうことなのだ。 

  光子の構造中では，すべてがそれとは異なっている。それは単一の渦系であり，そ

の中では各渦が光子の単一のエネルギー系となっている。結果はここから生まれてい

る。それだけでなく，各光子中にはコアが存在し，その中に渦の質量の主要部分もエ

ネルギーの主要部分も集中している。そのコアは，水のすべての原子核を迂回し，そ

れらには一切触れないので，自分のエネルギーをそれらのために消費することはない。

結果はここから生まれている。このように，光子と電磁波は空間中を同じ速度で移動

するとはいえ，それらの構造は相異なっている以上，光子は電磁放射ではないとみな

さざるを得ない。 

  おそらく，光速度とは，空気中における音速度のタイプの，媒質の一種の臨界特性

なのだろう。音速度を克服するために，どれだけの努力を払わねばならなかったかを

思い出そう。多分，光速度を克服するためには，それよりさらに大きな努力を払わな

ければならないだろう。しかし，それを克服不可能とみなすことに根拠はない。 

  ご質問をどうぞ。 

質疑応答 

  質問  あなたはフェルミ面に言及されましたが，フェルミ面の厚さをどう理解され

ていますか。それは電子 1 個分の厚さでしょうか，それとも何かそれとは違う厚さで

しょうか？ 

  回答  私はこの講義で 1 層モデルについて検討し，その層がどんな性質を持ってい

るかを示そうと努力したわけです。もちろん，それは定性的なレベルにおいてにすぎ
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ません。そこに全部でいくつの層があるのかは，今は言うことができません。おそら

く，電子が金属の深部から絶えずやって来て，層は成長するのでしょう。しかし，最

上部の層が既に形成されているので，後続する電子にとっては，上層にしがみつく可

能性はますます小さくなっていきます。おそらく，そのような層の中の電子の密度は

深部へ向かっていくにつれて指数関数的に減少するのでしょう。ただし，これは単な

る予想にすぎません。 

  質問  光はフェルミ面を通過することが可能ですか？ 

  回答  部分的には，もちろん可能です。なにしろフェルミ面は連続的ではなく，穴

だらけなので，渦中のエーテル流の一部は内部に侵入することが可能です。私の考え

では，当然，自分のエネルギーを例えば金属の加熱のために失いながらですが。仮に

光が完全に反射するのだとすれば，金属は加熱されないはずです。金属が放射の下で

加熱されるからには，それは，光の一部が例えばフェルミ面を通過する際に吸収され

るということを意味しています。しかし，この問題全体はさらに研究されなければな

りません。 

  質問  金属が光が照射されたときの電子放射について，何かお話しいただけること

はありませんか？ 

  回答  そのような電子放出は存在しますが，それはすべての材料において生じると

いうにはほど遠い現象です。例えばセレンが放出し，アルカリ金属が放出しますが，

それ以外の材料は放出しません。おそらく，そのような性質を持っている材料におい

ては，そのような性質を持っていない材料と比べて，仕事関数が小さいのでしょう。

もちろん，私はこの問題に取り組んだことがないので，これについては分かりません。

しかし，この過程においては，1 個の光子による 1 個の電子の叩き出しは生じていな

いということは断言できます。各光子が衝突する表面には，100 万個ないし 1 億個の

電子が集中しています。しかも，衝突するのは 1 個の光子ではなく，多数の光子です

から，フェルミ面上の電子系全体の揺動過程が始まります。この過程はフェルミ面の

区域によって異なっているので，おそらく，いずれかの区域では擾乱がより大きく，

そのため電子と他の電子の結合の安定性がより小さくなり，まさにこれによって電子

が飛び出してくるのでしょう。しかし，これは単なる予想です。 

  質問  あなたはフラクタル幾何学とアフィン幾何学に対してどのような態度を取

っておられますか？ 

  回答  私がなぜ，それらに対して何らかの態度を取らなければならないのですか？ 

エーテル動力学ではそれらは利用されておらず，私の意見によれば，それらは不要で

す。フラクタル幾何学は相異なる組織化レベルにおける形状の相似性を主張していま

す。それらの形状は実際に存在しているのですか？ 存在するとすれば，どこに存在し

ているのですか？ ここでは，物理的本質ではなく，形状に関する推論が優越していま

す。 

  アフィン変換にも同じことが当てはまります。まあ，そのような変換は存在します。

物理学はそれと何の関係を持っているのでしょうか？ 

  物理学の観点から見た場合，積分は微分とどこが違っているか，ご存じでしょうか？ 

積分は我々に積分的描像，すなわち結果を与えます。それに対して，微分は小なるも

のにおける過程，すなわち原因を与えます。 

  微分からは常に積分を得ることが可能です。それに対して，積分から微分を得られ

るかどうかは，大きな問題です。これは原因と結果の関係です。原因から結果を得る
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ことは常に可能ですが，結果から原因を解明することは常に可能であるということは

絶対にありません。簡単に言えば，微分は物理学であり，積分は数学なのです。 

  質問  アメリカ人たちが光子の停止実験を行いました。そのような光子は質量を持

っているのでしょうか？ 

  回答  アメリカ人たちよ，お見事！ でも，その実験で光子が停止したことを，彼ら

がどうやって判定したのか，知りたいものです。なにしろ，計算的方法によらない場

合には，光信号の取得にもとづかなければ，つまりそれと同じ光子を用いなければ，

それを知ることはできないのですから。ですから，私自身にとっては，それは理解で

きません。 

  しかし，彼らが光子を停止させたと仮定しましょう。光子とは物質*的物体である，

これでいいですね？ ところで，絶対的にあらゆる物質*的物体はその中に物質*を含ん

でいます。そして質量とは，ニュートンが正しく定義したように，物質*量です。それ

は他ならぬ慣性質量なのであって，重力質量ではないということに注意しましょう。

なぜなら，重力は，諸条件に依存して変化する過程だからです。それに対して，物質

*量とは質量であり，質量は慣性という性質にもとづいて定義されています。この点に

おいて，ニュートンは絶対的に正しかったのです。 

  静止光子は質量を持っていないとみなされているのはなぜでしょうか？ それは第

1 に，理論にとってその方が好都合だからです。第 2 に，これまで誰一人として，静

止光子を，ましてや，形成されつつあるときの光子を見たことがないからです。もし

かしたら，アメリカ人たちはそれに成功したのかもしれません。そうだとすれば，彼

らはこの疑問に答えを出していることになります。もう一度言いますと，彼らが光子

を停止させたのだとすれば，いかにして，また何に対して停止させたのか？ それが問

題だ！ 

  私は『フィジカル・レヴュー・レターズ』の論文に何度も出会ったことがあります。

これは有名な雑誌『フィジカル・レヴュー』の付録です。『フィジカル・レヴュー』に

論文を発表するためには，幾多の難関を乗り越えなければなりません。しかし『レタ

ーズ』に入り込むためには，何も必要ありません。何か送ってごらんなさい，あなた

が書いたものを発表してくれます。 

  さて，我らがアインシュタイン主義者たち，例えばフランクフルトは，その『レタ

ーズ』の方に載せられレターを絶えず引き合いに出していて，その際，その引用内容

をまるで相対性理論を裏付けている事実であるかのように紹介しています。それはも

うそれだけで捏造です！ ですから，そういう論文は，より注意深く読む必要がありま

す。そうすれば，何かが見えてきます。 

  質問  あなたの理論によれば，物質素粒子はどんな仕組みになっているのでしょう

か，また，重力子とは何でしょうか？ 

  回答  重力子とは何かについては，この用語を使っている人に質問してください。

私にはそういう用語はありません。中間子，グルーオンその他といったすべての物質

素粒子について言えば，私はそれらについて検討したことはないし，今後検討するつ

もりもありません。なぜなら，それらすべては安定的形成物の破片や，破片の組み合

わせだからです。それらはいくらでも好きなだけ粉砕することが可能であり，実際，

それらは粉砕して作られたものです。物質の通常の状態では，そもそもそれらは存在

しないのです。 

  中間子は高度 41 km で形成されていると言われています。それは大いにあり得るこ

とだ！ ただし，それは実際の値ではなく，計算値です。しかも，相対性理論にもとづ

いて計算された値です。実際には，誰が，いつ，どこで，高度 41 km でそれを見たの
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か？という疑問が生じてきます。また，彼はどうやってそれやったのでしょうか？ は

い？ 聞こえません。ああ，「誰も見たことがない！」って。そうだとすると，問題は

どこにあるのでしょうか？ どうすれば，それを疑う余地のない事実だと主張するこ

とができるのでしょうか？ そもそも，想像するだけなら，いくらでも好きなことを想

像することができます。 

  しかし，もし中間子が現れたとすれば，それはトロイダル構造しか持つことができ

ません。それ以外の構造はありません。実は，その構造自体は複雑な，例えば 2 個あ

るいはそれ以上のトロイドからなる構造である可能性があります。しかし，それはト

ロイダル構造以外のものではありません。 

  トロイダル構造は必ずしもすべて安定的というわけではないということを，ここで

指摘しなければなりません。不安的な構造物は分裂していった後，今度は安定的構造

物が現れるまでの間，結集し続けます。その例は，水中への液滴の落下です。ただち

に水面上にトロイダル環が形成され，それが分裂して，いくつかの少し小さな新たな

トロイドになり，それらも分裂して，等々と，小トロイドが形成されるまでの間，そ

れが繰り返されます。小トロイドは安定的で，それ以上分裂しません。ちなみに，最

初の粒子の材料の一部はエーテル中に溶解します。というわけです。しかし，私は中

間子のような物質素粒子に関する課題に取り組むつもりはありません，それは緊急課

題ではないので。 

  では皆さん，お元気で。2 週間後にまたお会いしましょう。 
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第 11 講 

重力とは何か？ 地球の膨張，拡大と沈み込み．ジオパソジェニックゾーン 

2001 年 2 月 18 日 

  今日は重力について詳しく検討する。何よりもまず，次のことを思い出そう。1546

年，神の造りしこの世界に，未来の偉大な天文学者ティコ・ブラーエが生誕した。 

ティコ・ブラーエは 1601 年に死んだわけだが，彼が生きた世紀の最後の四半世紀

にウラニボリ天文台を建設し，台長を務めた。この天文台はコペンハーゲンから遠く

ないある小さい島に配置され，当時としては最新の観測装置を備えていた。ブラーエ

は，今日でもあらゆる研究者が敬意を抱くような，きわめて正確な観測を行った。 

  1597 年，ティコ・ブラーエのところへヨハネス・ケプラーがやって来て，彼の助手

になった。それから 2 年後，彼らは［新たなデンマーク王によって］追放され，プラハに移

り住んだ。それからわずか 2 年後にティコ・ブラーエは死に，ケプラーに膨大な量の

資料を残した。それは，いくつかの惑星の位置，主としてブラーエが独自に専門的に

取り組んでいた火星の位置の測定結果だった。 

  ケプラーは 1 年以上を費やしてそれらすべての測定結果を整理し，一般化した。彼

はその結果，天文学者たちが今日も利用している，有名な天体力学の法則を創出した。 

  アイザック・ニュートンは，それらのケプラーの天体力学の法則を，それらの法則

がそこから帰結として導き出されるような単独の法則にまとめることを自らの目標と

した。彼はこの課題を解決し，我々は今にいたるまで彼の万有引力の法則を利用して

いる。実際，この法則からはケプラーの天体力学の法則が個別的場合として導き出さ

れる。 

  周知のように，万有引力の法則は次式によって表される。 

エーテル 

ティコ・ブラーエ 
1546~1601 

ヨハネス・ケプラー 
1571~1630 

アイザック・ニュートン 
1643~1727 
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この式には確かに「万有性［universality］」が含まれている。なぜなら，距離に対するい

かなる制限も課されていないからだ。 

  ニュートンの万有引力の法則は科学界によって直ちに受け入れられたわけではけっ

してないと言わなければならい。なぜなら，それでもやはり，この法則には測定結果

とのいくつかの食い違いがあったからだ。この法則に新たな項，例えば𝑒−𝛼𝑅の形の項

を付け加えるという提案が次々に出された。この項は法則の「万有性」にただちに引

導を渡した。それ以外の提案もあった。そしてそれらの論争は 10 年以上続いた。特に

イギリス人たちがこの法則に対して不満を持っていたのに対し，フランス人たちはこ

れに対してもっと冷静な態度を取った。大喧嘩に終止符を打ったのはフランス人の誰

かで，名前は憶えていないが，彼は「もし各人がこんなにシンプルでエレガントな法

則に，自分の頭に浮かんできたすべてのことを付け加えたとしたら，とどのつまり，

そのとき科学にいったい何が起こるのだろうか？」と言ったのだ。この論拠がみんな

に受け入れられ，万有引力の法則の修正に関するすべての論争はおしまいになった。

そしてその後，測定結果との食い違いは測定自体における誤差に起因していたことが

判明した。 

  ニュートンの万有引力の法則が最終的な承認を得たのは，この法則によって精密に

指定されていた期間に天空にハレー彗星が現れた後のことだった。 

エドモンド・ハレーは，様々な彗星の軌道要素に関する最初のカタログを編纂し終

えたとき，1531 年，1607 年および 1682 年の彗星の経路が一致していることに注意

を払い，それは，75~76 年の周期で太陽の周りを公転している同一の彗星であると予

想した。ハレーは，この彗星が 1758 年に回帰してくると予言した。彗星は実際に指

定されていた期間に現れ，1758 年 12 月 25 日にヨハン・ゲオルク・パリッチュによ

って発見された。それはニュートンの万有引力の法則の輝かしい裏付けだった。その

後はもう，ニュートンの万有引力の法則に対するいかなる異議も唱えられなくなった。 

𝐹 = −𝐺
𝑚1𝑚2

𝑅2
  

エドモンド・ハレー 
1656~1742 

ハレー彗星 
1758 年 12 月 25 日 

カール・ノイマン 
1832~1925 

フーゴ・フォン・ 
ゼーリガー 
1849~1924 
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  19 世紀後半，ドイツの科学者カール・ノイマンとフーゴ・フォン・ゼーリガーは，

もし天体の質量が宇宙空間中で一様に分布しているとすると，空間の各地点において

無限大の値を持った重力ポテンシャルが現れ，いかなる引力もあり得なくなることを

発見した。この結論はノイマン-ゼーリガーの宇宙論的パラドックスと呼ばれるように

なった。このように，ニュートンの万有引力の法則には何かおかしいところがあるこ

とが発見された。 

  それから少し後，これもやはり何かおかしいところのあるさらに 2 つの事実が明ら

かになった。1 つ目の事実は，水星の近日点移動だった。その近日点は 100 年間に 34

秒角だけ移動したり，43 秒角だけ移動したりしており，このことの解釈を誰も知らな

い。しかし，現に移動している。水星は 100 年間におよそ 150 回［ママ］公転する。水

星は地球より大きい速度で運動している。その移動の秒角を，しかもそれを側面から

見ながら，どうすれば測定できるのか，これは大きな謎だ。それにもかかわらず，そ

れは何とかして測定されたと言われている。 

  2 つ目の事実は，太陽系の最も遠い惑星である冥王星が，ニュートンの法則によっ

た場合に運動すべきようには運動していないということだ。冥王星は大きな離心率を

持っており，黄道面からの軌道の傾きが大きくて 17°以上もある。そして最も重大な

問題は，太陽は冥王星の軌道の焦点に位置していないということだ。雑誌『知識は力』

に掲載されたこれに関する記事には，「太陽の継子」という表題さえ付けられていた。

だから，ハムレットは嘆き悲しんで「デンマーク王国ではすべてが順調というわけで

はない」と言ったが，それは，デンマーク王国だけでなく，ニュートンの法則におい

ても同じなのだ。 

  重力理論とも呼ばれている一般相対性理論はこの問題を単純なやり方で解決してい

る。この理論は，重力質量が空間を歪ませ，歪んだ空間中に重力が現れるとみなして

いる。これがみんなを満足させている。ましてや，アインシュタインの相対性理論を

批判してはならないとされているのだから。 

  このことは，馬もろとも沼に落っこちたある勇ましい騎士が自分の髪をつかみ，馬

と一緒に自分の体を沼から引っ張り出したという昔話［『ほら吹き男爵の冒険』］を私に思

い出させる。その論理は一般相対性理論とほぼ同じだ。空間が歪むのは，空間中に重

力質量が入り込んだからであり，その質量が重力質量になるのは，それが歪んだ空間

に入り込んだからである。これは素晴らしい！ しかし，エーテル動力学の観点に立ち

戻れば，そのすべてを解明することが可能になる。 

  重力相互作用は，それ以外の基本相互作用とは次の点が異なっていることに注意を

払おう。第 1 に，それが最も遠方まで作用すること。第 2 に，それは絶対的にすべて

の物体に対して作用すること。これは他の相互作用には誇れないことだ。 

  さて，エーテルの運動を気体の運動として分析すると，7 つの運動形態のうち，1 つ

の運動形態のみが他のすべての運動形態に随伴していることが確かめられる。それは

熱拡散である。 

  それゆえ，重力がいたる所に存在し，熱拡散運動がいたる所に存在していること，

そして他ならぬこの種類の運動がいたる所に存在している唯一の運動であることを考

慮すると，重力を説明するためには，他ならぬ熱拡散を導入することが正しいはずだ。 

  力学には，半径の変化を伴う 2 つの形態の運動が存在することを思い出そう。1 番

目の場合［次頁の図(a)］には，質量の運動は円柱の周りで生じる運動である。その円柱

に，その質量を引き留めている糸が巻き付けられていく。糸が円柱に巻き付けられて

いくにつれて，質量の回転半径は減少していく。2 番目の場合［次頁の図(b)］には，質

量は，遠心力に打ち勝つ能力を持つ力が加えられない限り，中心の周りの円周に沿っ

て運動し続ける。そのような力が存在するときには，半径は減少し始める。しかし，
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それは自発的に減少するのではなく，仕事をするその力の作用の下で減少するのであ

る。 

  ここでは細かい話はせず，要点だけを述べる。1 番目の場合には，エネルギー保存

則が妥当する。なぜなら，糸の軌跡の半径の変化のための追加的エネルギーは回転に

は入ってきておらず，すべては自発的に生じているからである。2 番目の場合には，

角運動量保存則が妥当し，エネルギーの変化は強制的に，すなわち外部エネルギーが

質量の運動方向を変化させ，質量の半径を変化させることによって生じる［訳注］。この

2 番目の場合は気体渦の形成時に生じる［上図(c)］。そしてこれは重力の物理的本質の

解明と直接的な関係を持っている。 

  渦の外側境界上では 3 つの力の合計が生じている。それは，2 つの内力（内部残圧

と遠心力）と 1 つの外力（気体の内圧）である。2 つの内力の合計が外力を上回って

いる場合には，余分な気体は飛び去り，それにとって内圧が外圧の合計を上回ってい

る気体のみが残る。そのとき，渦は圧縮され始め，それと同時に角運動量保存則に従

って加速する。 

  しかし，回転速度が増大するやいなや，内圧が低下し，渦本体は，今度は渦壁の高

密度化によって平衡が訪れるまでの間，圧縮され始める。平衡が訪れたとき，それ以

上の高密度化に抵抗する渦壁による第 4 の力が現れる。 

  このように，圧縮は内圧，すなわち大気圧によって生じる。大気こそがその仕事を

し，自分のエネルギーを与えるのだ。だから，それぞれの竜巻に対しては地球の大気

全体が働いている。竜巻が持つあのような力はここから生まれる。 

  私は自転車でヴェレシチュギノ村を通過したことがある。そのとき私は，根こそぎ

引き抜かれた樹木が村中に倒れているのを見た。私がその村を訪れる 3 日前，竜巻が

そこを通過し，文字通り 2 分間でそのすべてをしでかしたのだということが分かった。

その夜，私はその村に宿泊した。その竜巻がニワトリの卵ほどの大きさの大粒の雹を

大量にまき散らしたという話を，宿の女主人が私にしてくれた。しかし，何よりも彼

らを驚かせたのは，雹が，普通の場合のように垂直にではなく，水平に飛んだという

ことだった。 

 
［訳注］ このセンテンスの原文に誤記があるため，原文の意味を正確につかむことができない。この訳

文の構文には間違いがあるかもしれない。 

(a) (b) 

(c) 

境界層 

抑制領域 

半径の変化を伴う質量の運動の 2 つの場合： (a)円柱の周り； (b)中心
の周り； (c)気体渦本体の圧縮［図中の𝑃𝑖は𝑃int，𝑃𝑒は𝑃ext］ 
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  このように，渦の温度は周囲媒質の温度より低いということ，これが真実であるこ

との実験的裏付けを我々は持っている。ところが，竜巻本体中の気体が圧縮されたと

きにおけるその温度低下のメカニズムを理解すること，これは気体力学研究者たちの

課題であるわけだが，これはそんなに簡単な課題ではない。 

  竜巻本体中にはそれ独自の温度があるので，竜巻が大速度で回転し始めるとき，外

部空間から取り込まれるエネルギーの竜巻の回転エネルギーへの移行が生じるだけで

なく，竜巻を形成する気体の分子の熱運動の，完全な無秩序運動から部分的な秩序運

動への再分布も生じる。秩序運動となるのは，中心の周りの竜巻の周縁に沿った分子

運動である。それに対して，2 つの垂直軸に沿った熱運動はそれまでと同様に無秩序

運動であり続ける。この無秩序運動は減少していく。なぜなら，エネルギーの一部が

秩序運動に与えられたからだ。まさにこのことは，竜巻本体の温度が低下することを

意味している。周囲媒質の温度も低下する。なぜなら，そこの気体が膨張したからだ。

このことから，任意の気体渦の温度は周囲気体の温度と比べて低いという単純な結論

が導き出される。つまり，熱力学研究者たちが言っているように，気体渦は負の熱源

なのである。 

  しかし，そうだとすると，我々は，高密度化したエーテル渦である陽子，そして増

大した境界層と電子殻（束縛渦）を持ったそれと同じ陽子である中性子から構成され

ているすべての物質的物体は，それらを取り囲んでいるエーテルの温度より低い温度

を持っていることを認めなければならない。したがって，各物体の周りには，温度勾

配が生じており，またその結果として圧力勾配が生じている。なぜなら，気体中の圧

力は常に温度に比例しているからだ。 

  このように，各物体の周りには温度勾配と圧力勾配が創出される。そしてその勾配

の場の中に別の物体が入り込んだ場合には，エーテルがその物体にあらゆる側から圧

力を加えることになる。しかし，1 番目の物体の側からのその圧力は，その外側から

の圧力より小さくなる。2 番目の物体の勾配場に入った 1 番目の物体の場合にも，そ

れと同じことが生じる。まさにこれが，物体の重力相互作用の秘密全体，その物理的

内容なのである。 

  さて次に，重力による物体の引き寄せ合いを熱拡散過程から導き出すためには，我々

は熱分布方程式を取り，その式の中の熱源の出力を質量に置き換えなければならない。

なぜなら，この場合には，質量は熱出力に厳密に比例しているからだ。 

  私の数学の才能にはまだまだ欠けたところがあるので，私はこの課題の解決方法を

チーホフとサマルスキーが書いた『数理物理学の方程式』という本から借りることに

した。この本において課題は既に解決されているので，残るは熱源の出力を質量に置

き換えることだけだ。 

物質的物体の周りの温度と圧力の分布 
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  すると，我々は，ニュートンの引力の法則とまったく同じ，ただし若干修正された

法則を得る。その方程式には，ガウス積分を含んでいる項が現れている。すなわち， 

  この積分は，独立変数の値，この場合は距離の値が相対的に小さいときは，1 とき

わめてわずかしか異ならないが，しかし𝑅0のある値以降において，急速に 0 に向かっ

ていくという性質を持っている。まさにこのことにより，特に，その軌道がニュート

ンの法則に従っていない冥王星の不可解な挙動を説明することができる。 

  また，次のことに注目する必要がある。太陽からの距離が相対的に小さいとき，つ

まり 30 au の範囲内のあたりまでは，その項は事実上 1 に等しく，この範囲内ではニ

ュートンの法則が守られているが，その先では，太陽からの距離が大きくなるほど，

太陽が惑星を引き寄せる力は，ニュートンの法則から導き出される力よりも小さくな

り始める。100 au 以上の距離においては，その引力は事実上完全に消滅する。 

  このことは，重力の作用範囲を何倍も超えている数光年の距離に互いに存在してい

る恒星は，重力的に相互作用していないということを意味している。こうしてノイマ

ン-ゼーリガーの重力のパラドックスは首尾よく解決される。恒星は互いに重力的に

隔離されているので，恒星間の距離における重力の問題について心配しなくてよいこ

とが判明した。恒星は互いに引き寄せ合っていないのだ。そこではニュートンの法則

とはまったく異なった法則が働いている。それについてさらに話すことにしよう。 

  かつて，ニュートンの法則において指数項が現れたと主張していた研究者たちは，

実は正しかったのだ。おそらく彼らは，重力の伝播範囲は無限ではあり得ないという

ことを直観的に感じていたのだろう。しかし彼らは重力の物理的本質を突きとめよう

としなかった。当時はそのためのデータが存在しなかったからだ。しかし今や，その

𝐹 = −𝐺
𝑚1𝑚2

𝑅2
𝛷(𝑅, 𝑡)  

物体の重力相互作用 

𝐹 = 𝑓
𝑀1𝑀2

𝑟2 𝛷(𝑟, 𝑡);  𝛷(𝑟, 𝑡) =
1

√2𝜋
𝑟2 𝜕

𝜕𝑟
(−

1

𝑟
∫ 𝑒−𝛼2

𝑑𝛼
∞

𝑟/𝑟0
) ; 𝑟0 = 2 ∙ √𝛼𝑡; lim

𝑟→0
𝛷(𝑟, 𝑡) = 1  

物体の重力相互作用に関する精緻化された方程式の導出のための参考 
［上式は原文では一部の文字・数字の位置がバラバラに乱れた状態になっている。
上式はそれを訳者の判断に従って修正したものなので，誤りがあるかもしれない。］ 

距離に対する項𝛷(𝑅, 𝑡)の依存性 
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ためのデータが存在し，きわめて正確な答えというわけではないかもしれないが，そ

れに対する答えも得られている。 

  エーテル中における圧力勾配の値はきわめて小さい。そうだとすると，エーテル中

における第 1音の伝播速度とは，世界空間中における重力の伝播速度であるというこ

とが得られる。重力の伝播速度はきわめて大きく，少なくとも光速度より 13~15 桁大

きい。 

  重力の伝播速度が大きいということは，フランスの天文学者で数学者のピエール=

シモン・ラプラスが既に知っていた。 

  ラプラスは月の永年可測を分析し，重力の伝播速度は光速度の 5000 万倍以上（！）

であるという結論に到達した。彼はこのことを 1824 年に『宇宙体系解説』という 2 巻

本に書いている。 

  天体力学の経験全体がこの命題を裏付けていることに注目する必要がある。なぜな

ら，そこにおけるすべての計算は静力学的なニュートンの法則の公式に従って行われ

ている，すなわち重力伝播速度が無限大であることを暗黙の裡に了解しているからだ。

重力ポテンシャルの遅延を考慮に入れた場合には，ニュートンの法則の公式は次の形

を取るはずである。 

ここで𝑐pgは重力の伝播速度である。この表式は𝑐pg = ∞のときにのみニュートンの法則

の公式に転化する。 

  このことは，超光速度での信号の伝播を禁止しているアインシュタインの一般相対性

理論と無条件に矛盾している。このように，天体力学の経験全体はアインシュタインのこ

の理論と矛盾している。このことはあらゆる手段を使って黙殺されている。 

  重力理論とみなされているアインシュタインの一般相対性理論は，特殊相対性理論と

比べ，物理学と常識［＝健全な判断力］に対するさらに大きな犯罪である。20 世紀初頭，ア

インシュタインは電磁相互作用と重力相互作用は相異なる相互作用であることを知らな

かった。しかし，我々の同時代人たちは，光速度は電磁気量として，原理的に重力とは何

の関係も持ち得ないことをよく知っている。いわゆる電磁気定数と重力定数は互いに 36

桁（！）も異なっているにもかかわらず，このことは誰も当惑させない。それでも，これ

は科学なのか?! 

  このように，我々は，重力の伝播速度は光速度より何倍も大きいことの実験的な裏付け

と統計学的に信頼できる裏付けを持っている。なぜなら，もし既に地球から月までの距離

において光速度に依拠することができないのだとしたら，そしてそれが光のわずか 1.3 秒

間の遅延にすぎないのだとしたら，他の惑星について，いったい何を語ることができるの

𝐹(𝑡 − 𝑅/𝑐pg) = −𝐺
𝑚1𝑚2

[𝑅(𝑡)]2
  

ピエール・シモン・ 
ラプラス 

1749~1827 

『宇宙体系解説』 
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だろうか！ それゆえ，一般相対性理論は，それと同じ提唱者の特殊相対性理論と同様，

官僚的措置によってのみ維持されている，あからさまな厚顔無恥な嘘なのだ。しかしま

あ，相対性理論なんて放っておけ，相対性理論などと闘う必要はない，それは自然死する

のだから。なぜなら，それは驚くほど不毛で，それと同時に極端に金づかいの荒い理論だ

からだ。私は，その自然死がごく近い将来に起こることを願っている。 

  しかし，話はまだ終わりではない。空間中にエーテルの圧力勾配が存在するとき，エー

テルは自ら空間中を天体の方へ移動し始める。すると天体がエーテルを吸収し始め，自分

の質量を増大させる。 

  エーテルのその圧力勾配の作用の下で球状層が天体の方へ移動するとき，エーテルに

はいかなる断熱変化も生じないことを簡単な計算は示している。なぜなら，その天体に近

づくにつれて，球状層の表面積は減少し，しかしその代わり，それに比例して球状層の厚

さが増大するからだ。それゆえ，球状層の体積は一定のまま保たれる。そしてこのことは，

球状層が無限遠から天体の表面へ落下することを意味している。それは第 2 宇宙速度で

落下する。地球の場合，第 2 宇宙速度は 11.18 km/s に達する。我々は地球近傍空間中に

おけるエーテル密度をよく知っており，それは8.85 ∙ 10−12 kg/m3なので，我々は地球の

質量の毎秒当たりの増分を容易に計算することができる。それは毎秒 5 万 t だ。実は，こ

れは吸収されたエーテル全体が物質に転化することを条件としている。実際には，その全

部が物質に転化するわけではない。なぜなら，その一部は噴出して宇宙へ逆戻りするから

だ。これについては少し後で話そう。 

  我々は［太陽系の］すべての天体の場合における第 2 宇宙速度を知っているので，今や，

太陽を含め，そのそれぞれの天体の場合の質量増加を知ることができる。 

  平均すると，諸天体によるエーテルの相対的吸収は同一であり，10−17 s−1のオーダー

の毎秒当たりの相対的質量増加をもたらす。 

天体 
質量 

kg 

表面積 

m2 

第 2 宇宙速度 

(𝒗𝐈𝐈)  m/s 

∆𝑴/∆𝒕 

kg/s 

∆𝑴/𝑴∆𝒕 

s−1 

 太陽 1.99 ∙ 1030 6.08 ∙ 1018 6.18 ∙ 105 3.32 ∙ 1013 1.67 ∙ 10−17 

 水星 3.24 ∙ 1023 7.15 ∙ 1013 4.3 ∙ 103 2.72 ∙ 106 8.4 ∙ 10−18 

 金星 4.86 ∙ 1024 4.8 ∙ 1014 1.04 ∙ 104 4.45 ∙ 107 9.15 ∙ 10−18 

 地球 5.97 ∙ 1024 5.1 ∙ 1014 1.12 ∙ 104 5.05 ∙ 107 8.45 ∙ 10−18 

 火星 6.39 ∙ 1023 1.42 ∙ 1014 5.1 ∙ 103 6.4 ∙ 106 1∙ 10−17 

 木星 1.9 ∙ 1027 6.16 ∙ 1016 6.08 ∙ 104 3.3 ∙ 1010 1.75 ∙ 10−17 

 土星 5.68 ∙ 1026 4.19 ∙ 1016 3.68 ∙ 104 1.36 ∙ 1010 2.4 ∙ 10−17 

 天王星 8.73 ∙ 1025 7.3 ∙ 1015 2.22∙ 104 1.43 ∙ 109 1.65 ∙ 10−17 

 海王星 1.03 ∙ 1026 6.5 ∙ 1014 2.48 ∙ 104 1.43 ∙ 109 1.38 ∙ 10−17 

 冥王星 5 ∙ 1024 ? 5.07 ∙ 1014 ? 3 ∙ 103 ? 1.35 ∙ 107 ? 2.7 ∙ 10−18 ? 

  ついでながら太陽について一言。既に述べたように，太陽の場合，その放射期間の

長さの説明は見出されていない。計算によれば太陽の放射はとっくの昔に終わってい

なければならないのに，どうしたわけかそれは終わっていない。もちろん，そのよう

な計算においては，太陽によって吸収されるエーテルのエネルギーを考慮した者は誰

もいない。ちなみに，太陽によって吸収されるエーテルは，太陽核と物質陽子の中に

存在しているエーテルより高い温度を持っている。もしかしたら，太陽の長期間の活

動の理由は，まさにこのことにあるのではなかろうか？ 

  



206  第 11 講  重力とは何か？ 地球の膨張，拡大と沈み込み．ジオパソジェニックゾーン 

 

 

**************************************************************************************** 

**************************************************************************************** 

 

∆𝑉 = 𝑆∆𝑙 = 4𝜋𝑟2
𝐺𝑀

2𝑟2
∆𝑡2 = 2𝜋𝐺𝑀∆𝑡2 = const;    𝑣II = (

2𝐺𝑀

𝑅
)

1/2

 

海底 大陸プレート 

リフト海嶺 

吸収されたエーテルから
形成された物質の流れ 

(a) 

(b) 

地球の重力質量によるエーテルの吸収(a)と造山運動(b) 

地球の大洋リフト海嶺系： 1－東太平洋海膨； 2－北太平洋海膨； 3－南大

西洋海嶺； 4－北大西洋海嶺； 5－アフリカ南極海嶺； 6－西インド洋海嶺； 

7－東インド洋海嶺； 8－オーストラリア南極海膨； 9－南太平洋海膨 
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  地球膨張をテーマとする会議がオーストラリアで 5 回開かれた。その参加者の 1 人，

ケアリー［訳注*］は，まさに『膨張する地球』という題名の著書を発表した。この本の表

紙に載せられている写真には 2 人の紳士が写っており，彼らは手に大きな透明な地球

儀を持っている。その地球儀の中にはよりサイズの小さい第 2 の地球儀が入っていて，

その表面には，ぴったりくっつき合った，すべての大陸が描かれている。内側の地球

儀は今から 37.5 億年前，外側の地球儀は現在の地球に対応している。 

  私の計算によれば，地球の半径の増大は 0.56 mm/yr の速度で進行している。他の

研究者たちの計算値はそれより少し大きいが，様々な研究者たちの数値のオーダーは

ほぼ同じだ。 

  我々の中でこの問題に最も集中的に取り組んでいるのはキエフのヴィタリー・フィ

リッポヴィッチ・ブリノフ［訳注**］だ。彼はこのテーマに関するモノグラフ『成長する

地球．惑星から恒星へ』を発表した。残念ながら，地球研究に関する主要機関である

O.Yu.シュミット記念地球物理学研究所は，この研究方向に特別の注意を払わなければ

ならないはずなのに，この問題には取り組んでいない。 

  地球の膨張は各 1 日が前日より長くなるという現象をもたらす。1 世紀間における

1 日の延びは2.4 msとなる。 

  地球の膨張はどのようにして進むのだろうか？ 私の理解によれば，地球によって

吸収されたエーテルは原子核の陽子と中性子によって吸収される。陽子と中性子は膨

張し，それに対応して束縛渦，つまり原子の電子殻も膨張する。しかし，均衡が破れ

る時点が訪れ，そのとき，原子の再構築，またそれに対応して物質の再構築が生じる。

その物質は地球内に絶え間なく蓄積される。これは，惑星内部における緊張が蓄積さ

れることを意味している。そしてここから生じる火山活動は，地球が存在する期間全

体を通じてやむことがない。だから，まさに地球による周囲空間からのエーテルの吸

収が，その膨張だけでなく，新たな岩石の形成，また海洋底拡大や沈み込みといった

多数の地質現象の第一原因となっているのだ。 

  海洋底拡大とは何か？ それは大陸同士の互いに対する運動だ。大陸が互いに対し

て移動するというこの現象はよく知られている。 

  海洋底拡大は地球力学的な応力変形過程であり，海洋地殻のリソスフェアブロック

の衝撃を伴う多数回の間隔拡大，またそれによって空いた空間がマントル内で生成さ

れるマグマによって充填される現象として発現する。 

  すべての大洋の中央には海嶺と海膨が存在する。それらの頂上部の岩石の年齢がお

よそ 500 万年であるのに対し，山麓部の岩石の年齢はおよそ 1000 万年である。その

先，大陸の岸へ向かっていくにつれて年齢は 2 億年まで増大し，海のすぐそばの沿岸

の岩石はおよそ 45 億歳となっている。このことは沈み込み，つまり大陸の下への海

底の滑り込みが生じていることを意味している。 

  吸収されたエーテルは，その全部が物質に転化するわけではない。惑星の内部では

組織化されていないエーテルの群集が徘徊しており，そのようなエーテルが地球本体

から外部空間へ流出しており，ときには強力な細流の形で噴出する。 

  その 1 番目［＝外部空間への流出］の場合には，ジオパソジェニックゾーンが発生する。

そこではエーテルが垂直ならせん細流の形で外部へ出ている。それは定常的なゾーン

 
［訳注*］ S.W.ケアリー（Samuel Warren Carey）はオーストラリアの地質学者で「プレートテクトニクス」

という用語の考案者。彼は大陸移動のメカニズムとして地球の膨張を考えていた。地球膨張説について

は日本語版/英語版 Wikipedia の記事「地球膨張説」の他に，例えば”Earth expansion: main scientific 

evidence”(Earth expansion: main scientific evidence that the Earth is expanding (dinox.org) )を参照されたい。 
［訳注**］ V.F.ブリノフ（Vitaliy Filippovich Blinov）の英語論文” Kinetic Gravity and Growing Earth (2012)”

を 12_blinov_e (frontier-knowledge.com)で入手できる。 

https://www.dinox.org/expandingearth.html
http://www.frontier-knowledge.com/earth/papers/2012.Blinov.Kinetic%20gravity%20and%20growing%20earth.pdf
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である。しかし，迷走しているゾーンも存在しており，それらはいわゆるポルタ―ガ

イスト現象を引き起こす。ポルターガイストは，直訳すると「騒がしい霊」を意味し

ている。そのとき，電球が切れたり，ドアのチャイムが故障したり，フライパンが飛

び始めたり，石壁から炎が吹き出したりする。 

  小規模な定常的ゾーンはきわめて広く分布している。そのようなゾーン内に長時間

滞在することは健康に有害である。それらのゾーンの強度は様々だ。それらは地質断

層沿い，あるいは各種の非一様な地質構造や空隙の周りに存在している。特に危険な

のは，それらのゾーンが道路上にある場合だ。それらは多数の大事故の原因となって

いる。そのとき，車の運転者の意識のスイッチが切れ，経験豊かな運転者でさえもが

どうしたわけか対向車線に飛び出して事故に遭う。そのようなゾーンについて知り，

それらを中和するための措置を講じる必要がある。 

  これまで，ジオパソジェニックゾーンを検出するためには，それはワイヤーをΓ字

形に曲げた，いわゆるフレームが利用されてきた。オペレーターがゾーンを通過する

と，フレームはオペレーターの両手の中で方向転換し始める。現在では，機器を使っ

たゾーン検出方法が見出されている。それは，そのようなゾーン内ではレーザービー

ムが曲がることにもとづいた方法であり，その曲がりは光検出器によって容易に測定

される。しかし，そのすべてはアマチュアによる開発段階にあり，これによる本格的

な開発の組織化はなおざりにされている。 

  ジオパソジェニックゾーンを中和するのはかなり簡単だ。直径 0.12~0.2 mm の細い

銅製ワイヤー，それが裸線かエナメル線かは重要ではないが，そのワイヤーを長さ 100 

m ほどリールから巻き出し，それをごちゃごちゃの塊りに丸め，扁平にし，厚紙製の

封筒に収める。その塊はセメント，セラミクス，あるいは任意の絶縁材料の中に封じ

込めてもよい。次に，その扁平にした塊をゾーンの中心に置く。するとゾーンは一瞬

のうちに消滅する。この方法の全体は何度も検証されている。そのような塊の作用原

理は単純だ。エーテル流はその塊によって脇へ逸らされることなく，塊の中を通って

流れていき，その際，いくつもの部分に分割され，多数の微小エーテル渦を生成する。

微小エーテル渦は四方八方へ飛散し，残りのすべてのエーテル流を破壊する。 

  事故が多発している場所の道路上には，まさにこれを設置する必要がある。 

  いわゆるエーテル放出のさらにもう 1 つの種類，つまり地球からの強力なエーテル

放出が存在する。これについては，我々が彗星の起源の問題に取り組むとき［第 13 講］

に話すことにしよう。今は次のことを述べておく。我々の太陽系には彗星が数十億個

存在しており，それらすべての寿命は相対的に短く，数十年程度である。1000~2000

年に達することもあるが，それは稀だ。彗星は毎日誕生しており，しかも少なからぬ

数の彗星が誕生しているに違いないのに，我々の科学は彗星について次のような馬鹿

げた話をしている。これは実に恥ずべきことだ。 

  現代科学はこう言っている。「いいかね，地球から数百［ママ］天文単位の距離，ほぼ

1 光年の距離の所にオールトの雲というものが存在するのだ。そこにはおびただしい

数の彗星が存在する。彗星はそこから太陽系中に飛来しているのだ」。その雲の中で，

彗星がどこから現れたかについては，科学は口をつぐんでいる。ウサギは森の中へ［＝

難問は想像上のオールトの雲の中へ］追っ払ってやった，これで解決！ 

  実際には，彗星はすべての惑星によって生み出されているのだ。そのとき，彗星は

いわゆるアストロブレムを惑星上に残す。しかし，太陽系への主な彗星供給者は，お

そらく，太陽なのである。 

  1991 年 4 月 12 日，リャザン州サーソヴォ市の街はずれでまったく信じられない出

来事が起こった。早朝，市の街はずれから 1.5 km の所で宇宙への岩石の放出が生じ，

1800 t の岩石が消滅し，後には大きなアストロブレムが残された。それは直径 28 m，
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深さ約 4 m の穴で，中央には脆い小丘があり，周縁に沿って環状の土塁のような連な

りができていた。 

  街はずれの家々のドアと窓は，そのすり鉢状の穴とは反対の側から，家の内部に向

かって押し込まれていた。電柱は穴の方へ傾き，電柱上の鉄製フックは曲がっていた。 

  駆けつけてきた警察官，調査官，そして後からやって来た科学者たちは何も理解で

きず，何も説明できなかった。この出来事を説明することができた唯一の人間はアナ

トリー・フョードロヴィッチ・チェルニャエフ［Anatoly Fyodorovich Chernyaev］だった。彼

は現地でこの出来事の調査を行い，『石が空に落下する』という本を書いて出版した。

それはエーテル爆発であり，それが小彗星を生み出したという点で，彼の意見は私の

意見と一致している。 

  私は去年，コラ半島を訪れた。そこには小さな沼や低木が生い茂ったアストロブレ

ム状の地形が沢山ある。それはわずかな高さまで立ち上がった低木が生えている円形

の形成物で，円形の窪地を持ち，その中央に低木の茂みに覆われた小丘がある。コラ

半島にはそういうものが一杯ある。 

  地球の表面上には，それより大きなアストロブレムが存在する。最も近いプチェジ

—カツンキアストロブレムはモスクワから 400 km ほどの所にある。その深さは約 500 

m，周囲の環状隆起の高さも 500 m だ。内径は約 58 km，外径は約 80 km で，中心に

は山麓からの高さが 1.5 km の山がある。このアストロブレムはかなり昔，もしかした

ら 100 万年，あるいはそれより昔に形成された。これについては 2 年前の『天文学通

報』に詳しく記述されている。地球全体には直径約 100 km 以上のアストロブレムが

150 以上存在し，それらが記載された特別の地図さえある。 

天文学者たちは，アストロブレムは隕石に起源を持っているとみなしている。彼ら

がそれにもとづいてサーソヴォの現象を説明してくれればいいのだが，今のところ彼

らはそれを行っておらず，今後行うこともまずないだろう。 

  以上の話全体から，どんな教訓が導き出されるだろうか？ それは，諸過程の内部メ

カニズムを理解することは有益だという，単純な教訓だ。その理解は，諸過程の原因

と結果を解明し，随伴的要因を理解し，それによって状況の健全化のための実践的利

用，あるいは実践的措置の適用に関する，まったく月並みではない結論を下す可能性

を与えてくれる。 

  ご質問をどうぞ。 

質疑応答 

  質問  反重力はあり得るのかどうかについて，どのようにお考えですか？ 

  回答  反重力は原理的にあり得ません。すべての物体はより低いエーテル温度を持

っています。すべての物体です。重力はこれにもとづいています。反重力が存在する

ためにはより高い温度が必要なのですが，そうすることはできないと私には思われま

す。しかし，このことは，重力に対抗する力を創出することはできないということを

アストロブレム 
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意味しません。それどころか，この問題に取り組む必要があります。飛行機の場合，

揚力が重力に対抗しており，だから飛行機は飛ぶわけです。しかし，それは揚力であ

り，けっして反重力ではないことは，誰でも知っています。揚力は様々な方法で創出

することができます。例えば，物体の上側に渦を作り，そこのエーテル圧力を低下さ

せるという方法です。物体は飛び立つ，しかし，それは反重力ではありません。何が

可能で，何が不可能かを知っていれば，より迅速に正しい解を見出すことができます。 

  質問  では，物体は引き寄せ合っているのではなくて，押しやり合っているという

ことなのでしょうか？ 

  回答  まさにその通りです。ちなみに，物体が引き寄せ合っているのか，それとも

押しやり合っているのかに関する論争は，非常に長い間行われていました。デカルト

の近接作用の概念とニュートンの遠隔作用の概念は，事実上，この問題において衝突

したのでした。デカルトの場合，相互作用はエーテルを通じて伝達されるのですが，

そのエーテルは何ものも引っ張ることはできません。他方，ニュートンには重力のメ

カニズムはそもそも存在しません。そしてこのことが，何ものをも通じることのない

遠隔作用という概念を生んだのです。実際には，エーテル中における圧力差，まさに

これが，より大きい圧力を持つエーテルをより小さい圧力を持つ領域へ押しやるので

す。 

  質問  一般相対性理論ではポテンシャルの遅延に関する問題はどのように解決さ

れているのでしょうか？ 

  回答  そこではその問題はまったく解決されていません。この理論には，普遍的と

称する光速度がいかなる根拠もなしに導入されており，それに伴って生じるパラドッ

クスはまったく検討されていません。 

  天体力学は暗黙のうちにこの問題から手を引き，まるで相対性理論なしでそれ自体

で存在しているかのようです。みんないつの間にかポテンシャルの遅延のことを忘れ

てしまい，まるでそんな問題などそもそも存在しないかのようです。 

  私がある「真面目な」天文学者たちとこの問題について議論しようと試みたとき，

私が得たのは，「我々につきまとわないでくれ，我々はこの問題に取り組むつもりはな

い」という意味の回答でした。そのとき私に生じた印象は，「彼らは問題のすべてを知

っているにもかかわらず，理論物理学者たちとの大喧嘩に口出ししたがらない。そん

なことをするのは割に合わないからだ」というものでした。 

  昔あるとき，私がそれらすべての問題をひっさげて，ツァゴフスキー［ジュコーフスキ

ー市の地区名］の我らが科学アカデミー会員ドロドニツィン［訳注］の所へ行き，「アインシ

ュタインは……」と言いかけたとたん，彼は私に最後まで言わせず，「アインシュタイ

ンはペテン師だ！」と答えたので，私が「完全に賛成です」と答えたら，彼は「いや，

私はこの問題には口出ししません」と言ったのでした。それは当然です。彼はすべて

を理解していたが，しかし彼には自分の関心領域があり，他人の畑における取っ組み

合いに関わり合うことは，彼にとって無用なことだったからです。天体力学に取り組

んでいる人たちについても，同じことが言えます。 

  質問  地球の膨張はどのようにして起きているのですか？ なにしろ，それは隕石

によって起きているという説があるではありませかん？ 

  回答  はい，そういう説があります。しかし，その全部を計算した人々が既にいま

す。データは 4 桁，あるいは 6 桁食い違っています，正確な数字は覚えていませんが。

 
［訳注］ A.A.ドロドニツィン（Anatoly Alekseyevich Dorodnitsyn）はソ連の数学者・物理学者で，「ハワー

スドロドニツィン変換」などの業績で知られている。 
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それだけでなく，隕石は上から落ちてくるのに，地球は内部から膨張しているのです。

これはもう，誰にとっても明らかです。そして最も重要なのは，すべての帳尻が合う

ということです。いったい，物質が地球本体の内部から這い出てくるのはなぜなので

しょうか？ それは，物質が地球の体積全体において形成されているからです。体積が

半径の 3 乗に比例しているのに対して，面積は 2 乗にしか比例していません。だから，

面積では足りないわけです。それに，海山が地球内部から這い出てくるのは，どこに

おいてでしょうか？ 地殻がより薄い所，大洋です。拡大も沈み込みもそこから生じて

います。 

  質問  岩石の年齢についてあなたが話されていたとき，それは何の年齢なのか，原

子核の年齢なのか，それとも物質の年齢なのか？という疑問が湧いてきました。また，

その測定はどのようにして行われたのでしょうか？ 

  回答  私が知っているのは，そのすべてはフランスの研究者たちによって行われた

ということだけです。私が招かれてブリノフの所へ行ったとき，彼は，フランスの研

究者たちが彼に送ってきた何枚かの地図を私に見せてくれました。海洋の全体が細か

い 4 角形に区分され，それぞれの 4 角形に年齢が書き込まれていました。彼らがどう

やってその地図を作ったのかは，私には分かりません。これは本来，地球物理学研究

所が取り組むべき問題ですから，この研究所の人たちならすべてのことを知っている

かもしれません。 

  質問  陸上で海底の痕跡が見出されるという事実を，あなたはどのように説明する

ことができますか？ 

  回答  それは事実です。コルディレラ山系，つまり南北アメリカ大陸側の西岸をご

らんなさい。そこでは高度 3000 m の所で，堆積岩だけでなく，海に棲む貝類の貝殻

さえ見付かっています。このことから，そこは海だったという結論が下されています。

しかし，そこは海ではなかったのです！ 拡大の結果，その陸地自体が貝殻と一緒に海

から這い上がってきた。そこで起きたのは，他の場所におけるような大陸の下への海

底の滑り込みではなくて，大陸の上への海底の乗り上げでした。コルディレラ山系は

こうして形成されたのです。 

  コルディレラ山系と一緒にその近傍の海底地図を眺めれば，このことが明瞭になり

ます。そこの海底全体は褶曲している。このことは海底面における大きな応力を物語

っています。この現象を検証するのは実に簡単です。必要なのは，そのフランスの研

究者たちに，コルディレラ山系の西側斜面と東側斜面の岩石の年齢を測定するよう依

頼することだけです。岩石の年齢は，西側斜面の方がより小さいはずです。 

  質問  あなたは常温核融合をお認めになりますか？ 

  回答  『12 脚の椅子』という小説の登場人物が言っているように，合意とは，当事

者たちが抵抗しないことです。これは正しい。すべては合意の産物なのですから［訳注］。

常温核融合が存在し得ない理由を，私はまったく見出すことができません。何百万度

の温度などそこにまったく存在しない地球内部において常温核融合が進行しているこ

とは，私に疑いを抱かせません。ヘリウムの放出がこのことを直接的に物語っていま

す。ですから，常温核融合は存在しています。我々の課題は，それが存在し得るか否

 
［訳注］ この一節の意味は分かりにくいが，おそらく，小説の登場人物の言葉を借りて，常温核融合の存

在を否定し，それを認めることに頑なに抵抗している守旧派をやんわりたしなめているのだろう。この

質疑応答がなされた 2001 年頃には，常温核融合を否定する論調が科学ジャーナリズムの主流を占めて

いた。これに関する研究の現状については，例えば Wikipedia の記事「常温核融合」を参照されたい。ち

なみに，同じ記事のロシア語版（2022 年 5 月閲覧）は，今に至ってもなおこの現象を否定し続けている。 
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かをめぐって口論することではなく，常温核融合に関する独自の工業技術を創出する

ことなのです。 

  質問  地質学の様々なコンセプト（基本概念）に対して，あなたはどのような態度

を取っておられますか？ 

  回答  私はそれらのコンセプトに，まさにコンセプトとして，つまり，何かを発見

し，何かを理解し，何かを考え出した科学者たちの何らかの集団の，ある一定の形を

取った意見として接しています。その集団と同時に，別の科学者集団が同じデータに

もとづいてそれとはまったく別のコンセプトを作り出したときには，それらの集団の

間で大喧嘩が始まり，どちらかの集団が大声によって相手方を言い負かすことになり

ます。 

  私は，コンセプトに関する主な大喧嘩は，これまで，宇宙論，あるいは地質学とい

った分野，つまり，そこでは何も検証することができない分野で起きてきたことに注

目しました。空間は歪む，しかしそれを測定することはできない。時間は遅れる，そ

れも測定できない，等々。では，地質学ではどうでしょうか？ これこれの地質年代に

は，そこにはこれこれが存在していた。じゃあ，君はその時代にそこにいたのかい，

親愛なる地質学者さん？ おや，いなかったって！ じゃあ，それほどまでの自信は，

どこから生まれたんだい？ ああ，君はそうみなしているってことか！ うん，それな

ら分かった！……斉一説論者，天変地異説論者，海王星原因説論者，火山説論者とい

った具合に，そこにはありとあらゆる学説を奉じる者たちがいます。取っ組み合い，

大喧嘩。では，そのすべてはどうして生じたのでしょうか？ 原因はデータの不完全さ

にあります。ですから，失礼ながら，そのすべては推測にすぎないのであって，確定

された事実ではありません。そして，そんな大喧嘩がこれからも，あと 100 回繰り返

されるのです。 

  常温核融合についてもう一度。 

  私はバシキリアに行ったとき，ある初老の石油地質学者を訪ねたことがあります。

ものすごく面白い人でした。私は彼に，硫黄が含まれていない石油の油田はあります

かと質問した。彼の答えは，そんな油田はない，油田には硫黄が硫化水素，あるいは

重質樹脂の形で存在する，でした。私は，随伴水にはどんな元素が含まれているかと

いう 2 番目の質問をしました。地質学者は目を伏せて，メンデレーエフの周期表全部

だと答えました。2 つの答えは私を完全に満足させました。 

  地球上で最も広く分布している岩石は何でしょうか？ シリカ，つまり砂，SiO2です。

ケイ素の原子量はいくつですか？ 28。では硫黄は？ 32。では炭素は？ 12。さて，

ケイ素原子核から α 粒子 1 個を取り出し，それを別のケイ素原子核に付け加えると，

1 番目のケイ素原子核からは原子量 24，すなわち炭素原子 2 個が得られ，2 番目のケ

イ素原子核からは原子量 32，すなわち硫黄原子 1 個が得られます。これこそが，石油

と石炭はどこから現れたのかという問題に対する答えなのです。石炭は例外なしに原

子量 12 を持っています。ちなみに，シリカの分子量は 60。それはまさに炭素原子 5

個です。バリアントか？ バリアントです。それがどうやって生じるのか，私は知りま

せん。しかし，その可能性があることは疑いありません。 

  石油はいたる所に存在していますが，石炭が存在している所にだけは存在しません。

それらは一緒には存在しないのです。石油鉱床の地図を見ると，地図全体が真っ黒！ 

石油鉱床が存在しないのは，地質学者が足を踏み入れたことのない場所だけです。黒

海の下層の海水中には多量の硫化水素が含まれていることを知ったとき，私は即座に，

黒海沿岸には石油があると言いました。まさにそこで石油が発見されました。実は，

それは私の予言とは無関係に発見されたのですが。その採掘の採算が取れるかどうか
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は別問題として，とにかく石油は存在しているのです。 

  質問  エーテルは気体であり，空気も気体である以上，空気中にもトロイダル形成

物が存在する可能性があるのでしょうか？ もし可能なら，それらの形成物は安定的

なものになるのでしょうか？ 

  回答  そのような形成物は存在しますが，安定性の低いものになります。第 1 に，

煙の渦が存在します。それはトロイドですが，わずか数秒間しか存在しません。ロバ

ート・ウッド［Robert Williams Wood］は，有名なウッドの箱を使ってトロイドを発生させ，

空気のトロイドで通行人の帽子を吹き飛ばしました。そのトロイダル渦も数秒間しか

存在しませんでした。ところがトロイダル竜巻は数分間存在します。これこそが最も

破壊力の強い竜巻です。そのようなトロイドの軸は地面と平行です。そのため，トロ

イドの一方の半分は地面に沿って転がり，他方の半分は空中に垂れています。アメリ

カではそのような竜巻が何度も出現したことがあり，毎回，幅数百 m，長さ 1 km の

帯状の破局的破壊の爪痕を残しています。 

  陽子が安定的で，空気のトロイドが不安定なのはなぜでしょうか？ 最も蓋然性の

高い説明は，エーテルと空気のパラメータは相異なるという説明です。エーテルの分

子であるアーメルの直径に対する，エーテル中におけるアーメルの自由行程の比が約

30 桁であるのに対し，空気におけるそれはわずか 4~5 桁にすぎません。それに対応

して，エーテルは強く圧縮させることが可能なのに対し，空気は弱くしか圧縮させら

れません。陽子は小さく，質量が大きい。空気の竜巻においてはすべてがその逆で，

表面が大きく，エネルギーをその内に担っている質量は小さい。安定性の低さはこれ

に起因しているのです。だから陽子は数十億年間存在し，空気のトロイダル渦は数秒

間しか存在しないのです。 

  皆さん，ご清聴ありがとうございました。次回の講義で皆さんをお待ちしています。 
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第 12 講 

自然界におけるエーテルの循環．銀河の構造と相互作用．宇宙論的パラドック

スの解決 

2001 年 3 月 4 日 

今日初めてここに来られた方のために，次のことをお話ししなければならない。こ

の連続講義で我々が議論しているのは，物理学の新たな領域であるエーテル動力学，

すなわち現代的エーテル理論の形成に関する諸問題である。 

  原理的には，エーテル動力学は任意の物理現象，絶対的に任意の現象のメカニズム

を検討する可能性を与えている。だから，もしそれがまだ成し遂げられていないとす

れば，その理由は，まだ十分な時間が経っておらず，この方向に対してまだ十分な力

が投入されていないということだけだ。私自身はこの問題に 40 年間以上，みっちり，

絶え間なく取り組んでいる。すべての晩，すべての休暇，すべての自由時間がここに

投入された。このことは，目標が達成されたことを意味しない。まったく逆だ。これ

は旅の始まりにすぎない。 

  エーテルに関する理解の復活，それは，物質の次の組織化レベルへの移行だ。そし

てこれが，我々の前にまったく新たな可能性を切り開いてくれる。将来，それらの可

能性が何をもたらすかを今言うことは難しいが，次の点に注意を向けていただきたい。

これまでのすべての移行，言い換えれば物理学革命は，新たな科学領域の出現，そし

てそれを通じて新たな技術の出現をもたらし，このことが生産力の急激な増大，さら

に社会経済構成体の交代をもたらした。今回も何かそれと似たことが生じるだろうと

予想することができる。 

  今日我々が議論するのは，自然界におけるエーテルの循環の問題，つまり，我々の

宇宙が永遠に存在することを可能にしているメカニズムの問題だ。 

  エーテル動力学の根底にある基礎について，もう一度手短に述べてみたい。 

  エーテル動力学の諸命題を仕上げる際には，いかなる思い付きや発明も，いわんや

公準や公理も用いられなかった。エーテル動力学は，あるがままのものとしての自然

の研究のための厳密な論理に立脚している。ここではいかなる恣意も許されない。そ

して最も重要なのは，恣意は必要ないということである。なぜなら，各ステップにお

いて，論理が唯一可能な解に導くからだ。それゆえ，選択の余地すらなくなる。原理

的に，このことは唯物論的方法と完全に一致している。唯物論的方法論は，何から何

まで「原理」や公準，公理にもとづいている現代理論物理学がそうしているように，

作り話を考え出すのではなく，自然を解明することを要求している。まさにこのこと

が，普遍的物理不変量の決定にも関係してくる。 

  物理学のあらゆる研究の目的は，関数とみなされているある量の，独立変数とみな
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されている別の量に対する依存関係を得ることだということに注意を払おう。独立変

数が出発点なのであり，独立変数の変化が，関数とみなされている量の変化の原因な

のである。だから，常に因数と関数の位置を交換できるわけではけっしてない。 

  我々は，物理学のあらゆる研究において，その研究の範囲内において我々が出発点

となる独立変数的・不変的カテゴリーとみなす量は何であるかを，決定しなければな

らない。そして一般的な物理理論の場合には，あらゆる構造物や現象に本質的な仕方

で関与する普遍的物理不変量を探す必要がある。 

  相対性理論の出現は，光速度と 4 次元インターバルが不変量として恣意的に選ばれ

るという事態をもたらした。それは，ギュリチャタイ［訳注］が愛する妻として選ばれた

のとほとんど同じことだ。そこにはいかなる根拠もなかったし，今もない。最も重要

なのは，そんなものはあり得ないということだ。なぜなら，光速度は個別的現象の個

別的性質であり，4 次元インターバルにおいては，まさにその光速度が完全に恣意的

なやり方で空間と時間を結び付けているからだ。 

  そして事態はそこからどんどんエスカレートしていった！ 特殊相対性理論には 5

つの公準があり，一般相対性理論にはそこへさらに 5 つの公準が付け加えられた。自

然界にはエーテルが存在するという一般相対性理論の最後の公準は，特殊相対性理論

の最初の公準と矛盾している。しかし，このことは誰も当惑させない。光速度は，ま

ず最初に一般相対性理論，つまり光速度がそもそもいかなる関係も持っていない重力

の理論の中に送り込まれ，その後さらに，ビッグバン，宇宙の後退，等々の理論の中

に送り込まれた。そしてそのすべての根底には純粋に方法論的な誤りがある。 

  運動速度に対する真の普遍的不変量の依存性がいたるところに広がり始めた。ロー

レンツ変換は元来の意味を完全に変化させ，構造物や現象の物理的意味の解明に接近

する可能性はつぼみのうちにそっくり摘み取られてしまった。私が何度も繰り返して

述べてきたように，アインシュタインの相対性理論は物理学，そして自然科学全体の

発展を止めようとする反動的な偽りの理論なのである。それが反動的なのは，それが

物理的世界の仕組みを究明しようとする試み自体から研究者を引き離しているからだ。

それが偽りなのは，その出発点をなすすべての命題が嘘であり，それに関するすべて

の実験は事実上自分の都合のいいように歪曲されており，あり得るすべての解釈の中

から，この理論にとって好都合な解釈のみが選び出されているからだ。 

  物理学者たちがアインシュタインの相対性理論にしがみついている限り，物理科学

は停滞し続けるだろうと，あえて断言することができる。物理科学からは有益なもの

は生まれなくなり，イデオロギー的な害悪だけでなく，例えば加速器や熱核融合炉の

ように，経済的な損失が生じることになるだろう。 

  あらゆる物理現象のメカニズムの解明を要求しているエーテル動力学は，そのよう

な不変量として，既知のあらゆる現象にとって普遍的であるようなカテゴリーを決定

しなければならない。ここでは何も考え出す必要はない。注意深く眺めるだけで十分

だ。 

 
［訳注］ ギュリチャタイ（Gyulchatai）は 1969 年に制作され，5000 万人の観客が映画館で，今世紀に入

ってもさらに 1000 万人以上が youtube で観たソ連映画『砂漠の白い太陽』に登場する 16 歳の少女で，

ハーレムの主人の 9 人の妻のうちの 1 人。この女性は 20 世紀初頭における中央アジアイスラム社会の

後進性を示すハーレムの象徴として描かれている。ロシア語版 Wikipedia にはこの登場人物をテーマと

する独立した記事がある（Гюльчатай — Википедия (wikipedia.org)。写真あり）。この映画の制作者集

団と出演者集団は公開から約 30 年後の 1998 年に最高国家賞であるロシア連邦国家賞を受賞し，このこ

とが広く報道されたので，ギュリチャタイという名前が何を意味しているかは，その 3 年後の 2001 年

に行われたこの講義に出席している若い受講者たちにも十分理解できたのではないかと思われる。 

https://ru.wikipedia.org/wiki/%D0%93%D1%8E%D0%BB%D1%8C%D1%87%D0%B0%D1%82%D0%B0%D0%B9
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  あらゆる物理現象の検討を要求している理論のための物理不変

量としては，いったいどんな物理学的カテゴリーを採用すること

ができるのだろうか？ それは，いたる所に存在し，あらゆる物質

*的構造物とあらゆる物理現象に本質的な仕方で関与しているカ

テゴリーに限られる。それは物質*である。なぜなら，自然界にお

けるすべては物質*的だからだ。それは空間である。なぜなら，す

べては空間の中で生じているからだ。そして時間である。なぜな

ら，すべての過程は時間の中で進行しているからだ。そして，空間

と時間の中における物質*の存在とは運動である。既にフリードリ

ヒ・エンゲルスはこのことを実によく知っていた。彼を弁証法的

唯物論の方法論の創始者とみなすことができる。 

  エンゲルスはこう言っている。「唯物論は，二，三の手品師的な空文句によってでは

なく，自然科学の経験全体によって証明される」［訳注］。 

  物理理論にとっての普遍的物理不変量の役割の発見，これこそが私によってなされ

た最も重要なことだ。なぜなら，それ以外のすべては，このことからの単なる帰結だ

からだ。これが私より前に行われなかったのはいったいなぜなのかと，私はずっと驚

かされてきた。なぜなら，自然科学のあらゆる発展段階において，それが行われるた

めに必要とされる，すべてのものが存在していたからだ。このことは，20 世紀初頭以

前には，これは緊急を要する問題ではなかったという理由によって説明することがで

きる。なぜなら，それまで，それらのカテゴリーは常に元々存在するカテゴリーとし

て暗黙のうちに理解されていたので，誰もそれらのカテゴリーの抹殺を企てようとは

しなかったからだ。ところが 20 世紀にアインシュタイン主義者たちがすべてをあべ

こべにひっくり返し，それらすべてのカテゴリーを原理的に否定し，自分たちの理論

の基礎に普遍的現象ではなく，個別的現象を据えた。唯物論的方法論は 19 世紀末に

は既にかなりの程度まで失われていた。そして 20 世紀には，物理学全体が観念論に

なった。 

  普遍的物理不変量およびそれらから導き出される結論を定式化するための材料は，

原理的には，自然科学のあらゆる発展段階において十分に存在していた。しかし，そ

の定式化はなされなかった。 

  普遍的物理不変量，すなわち物質*，空間，時間およびそれらの総体である運動は，

ただちに我々に理論構築のための基礎を与える。独立変数的なカテゴリーとしてのこ

れらの不変量の性質自体から，それ以降における物質*的構造物と物理現象に関するあ

らゆる研究のための基礎を与える，一連の命題が導き出される。それらの性質とは，

いったいどういうものか？ 

  4 つの普遍的物理不変量，すなわち運動およびその 3 つの構成要素――物質*，空間

および時間――は，次の 7 つの基礎的性質を持っている。 

  ・あらゆる構造と現象のうちに存在する。 

  ・あらゆる変換において保存される。 

 
［訳注］ これはエンゲルス『反デューリング論』「第 1 篇哲学 第 4 章世界図式論」からの引用である。

この引用文は原文の趣旨をごく短く要約したものなので，参考までにその段落全体を示す。「世界の統

一性はそれの存在にあるのではない。もっとも，世界が一つのものでありうるまえに，それはともかく

もまず存在していなければならないから，世界の存在ということはそれの統一性の一つの前提ではあ

る。じっさい，われわれの視界が尽きる限界からさきでは，およそなにかが存在するかどうかが未決の

問題なのだ。世界の現実の統一性はそれの物質性にある。そして，この物質性は，二，三の手品師的な

空文句によってではなく，哲学と自然科学との長い，長々しい発展によって証明ずみのものである」

（エンゲルス著/村田陽一訳『反デューリング論（1）』（1970 年，大月書店）より引用）。 

フリードリヒ・ 
エンゲルス 
1820~1895 
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  ・無際限の分割可能性 

  ・加法性 

  ・線形性 

  ・無境界性 

  ・いかなる優先的なスケールや区間も存在しない。 

  不変量のこれらの性質から，我々の客観的世界の次の性質が必然的に導き出される。 

  1）物質*，空間，時間および運動は消滅させることも創出することもできない。 

  2）空間のユークリッド性 

  3）時間の流れの一様性 

  4）物質*，空間，時間および運動の無際限の分割可能性 

  5）物質*と運動は空間のあらゆる最小体積のうちに存在する。 

  6）物質*の空間的構造（場の構造を含む）および経時的過程の連続性（ある過程の

終了は別の過程の開始を与える）。 

  7）空間と経時的過程における物質*の階層的組織化 

  8）あらゆる物質*組織化レベルにおける物理法則の一様性 

  9）あらゆる空間地点とあらゆる時間区間における物理法則の一様性 

  10）あらゆる過程（いわゆる基本相互作用すべてを含む）は力学――空間中におけ

る物質*の質量の移動――に帰着する。 

  11）空間における宇宙の無限性と無際限性 

  12）時間における宇宙の無限性と無際限性 

  13）宇宙の姿はあらゆる時代を通じて（平均的には）不変である。 

  プランクの最小長さという結構なものが存在する。その長さは10−33 cmで，それよ

り小さいものはもはや何ものも存在することができない。なぜだ？ 根拠はどこにあ

るのだ？ 根拠はない，あるのはハイゼンベルクの不確定性原理だ。それ以外の所にお

いてもそんな調子だ。そのすべては，応用科学者たち，つまり，ただ単に抽象的テー

マについて論じるのでなく，焦眉の課題を現実に解決しなければならない人々を満足

させない。このように，理論科学者たちと応用科学者たちとの間の対立は敵対的な性

格を持っている。そこでは，もはやどうすることもできない。これは，あれか，これ

かの問題なのだ。 

  しかし，物理学における全部が悪いわけではない。古典力学の保存則は現代物理学

にも移行した。それらの法則はエーテル動力学にとっても不動の法則である。なぜな

ら，それらは不変量の性質を反映しているからだ。しかし，運動保存則と同様，物質

*保存則が質量保存則という形で明確に定式化されているのに対し，空間保存則と時間

保存則はそもそも定式化されていない。それらの保存則が定式化されなければならな

い。空間と時間は不変的カテゴリーであるからだ。それらはどのように叙述すること

ができるのだろうか？ 例えば，まあ，次のように叙述することができる。 

  空間中には，物質*の存在しない空虚な間隙は存在することができない。構造物，あ

るいはそれもやはり物質*的である力場によって充填されていない，いかなる空間体積

も存在することができない。あらゆる物質*的形成物は境界を持っているが，しかしそ

の境界には，別の物質*的形成物が密接している。これがその空間保存則のすべての意

味である。 

  時間中には，過程によって充填されていない間隙は存在することができない。あら

ゆる過程は時間の中で有限である。しかし，ある過程が終わるや否や，いかなる時間

的間隙もなしに，ただちに別の過程が始まる。それが物質*の相異なる階層的組織化レ

ベルにおいて生じることができるか否かは，別問題である。しかし，いかなる過程に

よっても充填されていない時間的間隙は存在することができない。ただし，哲学者た
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ちなら，これよりうまい定式化を考え出すかもしれない。 

  物質*のすべての階層的組織化レベルにおいて同一の物理法則が働いているという

命題からは，あらゆる量子現象は普通の物理の個別的場合であり，微視的世界のいか

なる「特殊な」量子現象も存在しないということが導き出される。ここから微視的世

界の法則の解明のために巨視的世界のアナロジーを利用することができるという結論

が導き出される。 

  まさにこのことから，あらゆる空間地点およびあらゆる時間区間の同一性が導き出

される。別の物理法則を持った別の宇宙がどこかに存在するということはあり得ない。 

  普遍的不変量は物質*，空間および時間の 3 つしか存在しない以上，すべての場は空

間中における，つまり時間中における質量の移動に帰着されなければならない。この

ことに対する疑念は以前にもあった。1824 年，フーリエは，熱とは特殊な種類のエネ

ルギーであり，熱を力学に帰着させることはけっしてできないと言明した。しかし

1867 年，ボルツマンはそれを成し遂げた。 

  またこのことから，すべての相互作用の力場――原子核の強い相互作用と弱い相互

作用，電磁相互作用および重力相互作用――は力学に，すなわち質量の運動に帰着さ

れなければならないという結論も導き出される。 

  さらに，空間中における宇宙の無限性と無際限性，時間中における宇宙の無限性と

無際限性，そして最後に，全時間中における宇宙の平均的な同一性が導き出される。 

  今から 1000 億年前の宇宙がどんな姿をしていたかを知りたいって？ 窓の外を見

たまえ。1000 億年後の宇宙がどんな姿になっているかを知りたいって？ 窓の外を見

たまえ。 

  以上が普遍的不変量の最も簡単な分析から導き出されることだ。れっきとした哲学

だ！ 

  最も興味深いのは，このすべては既に 15~16 世紀から理解可能だったということ

だ。しかし，19 世紀半ばまで，このことに誰も関心を持たなかった。なぜなら，この

すべてはどうしたわけか自明のこととみなされていたからだ。19 世紀半ばに宇宙論の

パラドックスが出現し，それらのパラドックスが科学者たちの疑念をもたらした。20

世紀には，それらすべての問題はただ単に放棄されてしまった。そして今，我々はそ

のすべての問題に立ち戻り，新たな唯物論的方法論を創出することを余儀なくされて

いる。唯物論的方法論なしには，科学，特に宇宙論においてさらに前進することはで

きない。 

  次に，我々は宇宙論について検討する。その際には，以上に述べた基礎的認識から

出発することにしよう。 

  周知のように，我々は渦巻銀河の中に住んでいる。それはどんな仕組みになってい

るのだろうか？ 

  渦巻銀河は 2 つの渦状腕を持っており，それらの腕は銀河の中心部，つまり銀河核

ルートヴィッヒ・ボルツマン 
1844~1906 

ジョゼフ・フーリエ 
1768~1830 
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に集まっている。それらの渦状腕には磁場が存在する。それは単一の磁場で，開いた

磁場になっている。それ以外の開いた磁場は我々に知られていない。その強度は取る

に足りない大きさで，わずか8~10 μGにすぎないが，それでも磁場があるのだ。 

  銀河核中とその周りには大量の若い星が存在している。銀河核からは，1 年間に 1.5

太陽質量の陽子・水素ガスが四方八方へ放出されている。最初のうちは，銀河核中に

は分解しつつある大質量の天体があり，それがそれらすべての星やガスに材料を供給

しているのだと考えられていた。しかし，銀河核のさらに深部を覗いてみたところ，

そこには何も存在しない，つまり空虚で，その空虚からガスが放出され，若い星が生

まれていることが分かった。そのすべての発見したのはビュラカン天文台，具体的に

はヴィクトル・アマザスポヴィッチ・アンバルツミャン［Viktor Amazaspovich Ambartsumian］

である。 

  銀河核の周りには古い星からなる球面状キャップ［spherical cap］が配置されている。

渦状腕自体は何本かの管であり，星々の質量の主要部分はそれらの管の管壁内に集中

している。管の内部には星は存在せず，そこは空虚になっている。 

  では，そのすべてはエーテル動力学の観点からはどんなふうに見えるのだろうか？ 

  銀河核中には，銀河の周縁部から出たエーテルが 2 つの渦状腕に沿って流れ込んで

いる。エーテルは毎秒数千 km，あるいは数万 km の大速度で銀河核中に突入し，混ざ

り合い，渦巻き始める。トロイダル渦が形成され，分裂し，高密度化し，再び分裂し，

再び高密度化し，等々を繰り返す。この過程は，広口瓶に入れた水に，あまり高くな

い所からインクを 1 滴落とすことによって容易にモデル化することができる。この実

験を提案したのはニコライ・エゴーロヴィッチ・ジュコーフスキーだ。この実験をや

ってみたい人は自分の家で簡単にやることができる。 

  液滴が水に触れた瞬間，ただちにトロイダル環が形成され，それがいくつかの小竜

巻を放出し，そのそれぞれの小竜巻の末端により小さいトロイダル環が形成され，そ

ヴィクトル・アマザスポヴ
ィッチ・アンバルツミャン 

1908~1996 

V.A.アンバルツミャン記念ビュラカン天体物理天文台 

ニコライ・エゴーロヴィッチ・
ジュコーフスキー 

1847~1921 

インク 1 滴の水
中への落下 



220  第 12 講 自然界におけるエーテルの循環．銀河の構造と相互作用．宇宙論的パラドックスの解決 

 

 

れがやはりいくつかの小竜巻を放出し，そのそれぞれの小竜巻の末端にトロイダル環

がぶら下がり，等々と，合計 4~6 回分裂する。 

  複数の細流を大速度で混合したときにもそれと類似したことが生じる。 

  液体との違いは，エーテルの圧縮性，またそれに対応してトロイドの自発的圧縮に

ある。トロイドの分裂は限界密度に達するまで生じ続ける。まさにそれが陽子になる。

陽子はそれ自体でその周りに束縛渦，つまり電子殻を形成し，水素原子になる。 

  高密度化した気体は，圧力が一定のときは，その気体の温度が低下した場合にのみ

保持されることができる。これはエーテルにも当てはまる。しかし，あらゆる渦の本

体中では，気体の温度は常に低下している。なぜなら，渦の形成時に内部熱エネルギ

ーの一部が回転エネルギーに移行するからだ。それゆえ，陽子と原子の周りにおいて

温度勾配，そして圧力勾配が生じ，このことによって重力が出現する。陽子は集まっ

て星になる。 

  誕生した陽子・水素ガスは，あらゆる気体と同様に，膨張し，銀河核から速度 50 

km/s で飛び去る。ビュラカン天文台が突きとめたのはまさにこのことだった。その陽

子・水素ガスによって形成された星も銀河核中から外部に出る。これはまったく自然

なことだ。そして，星は形成されたガスと同じ速度，すなわち 50 km/s で飛び去って

いく。その星のその先の運命は，それが渦状腕の中に入り込むか，それとも入り込ま

ないかによって決まる。 

  銀河の渦状腕に入り込んだ星は，周縁部から銀河核に向かってその星と対向方向に

運動しているエーテル流にさらされることになる。この銀河エーテル風こそが，マイ

ケルソン，モーリーおよびミラーがその探索に取り組んでいたエーテル風なのである。 

  エーテル風の流れは，合流して浴槽の排水口の中へ流れ込んでいく水とまったく同

じように振る舞う。それらの流れは渦巻き始め，独自の境界層といくつかの高密度化

した壁を持った 1 つのらせん流を形成し，それらの壁の中では勾配流が生じる。渦状

腕の中に入り込んだ星はそれらの壁の中へ引き込まれ，それらの中に引き留められる。

そして壁のらせん流自体は地球の観測者によって弱い磁場として感受される。 

  しかし，エーテル流は，浴槽中の水の合流において生じるのと同じように，銀河核

の近傍において，流れの方向を円周方向から軸方向に変える。そのエーテル流もまた

速度勾配を持っている。すなわち，隣り合って流れるエーテル細流は互いに相異なる

速度を持っている。我々の太陽も含め，銀河の渦状腕に入り込んだ星は，まさにその

勾配流の中に存在しているのである。 

  星は勾配エーテル流の中に入り込むと旋回し始める。その際，旋回は星の表面に沿

って生じる。そのため，星の内層は外層によってエーテル風から遮断されている。星

の主な旋回は銀河核の近傍で生じる。そこでは，対向方向のエーテル流を構成してい

るエーテルは最も密度が高く，その速度は最大で，速度勾配も最大である。星が銀河

核から遠ざかるにつれて，渦状腕の中のエーテル流の方向は変化し，流れの中のエー

勾配流中における渦の形成 
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テル密度とエーテル速度は減少し，星の表面を旋回させる力も弱まってくる。 

  星の旋回と同時に，重力の作用による星の圧縮が生じ，このことが星の自転速度が

次第に増大するという結果をもたらす。 

  このことから次の興味深い帰結が導き出される。すなわち，互いに近くに存在して

いるすべての星はほぼ同じ自転方向を持っていなければならず，渦状腕の軸に沿って

配置されている星は事実上同じ自転方向を持っていなければならない。それに対して，

渦状腕の円周に沿って配置されている星は相異なる自転方向を持っていなければなら

ず，そのとき，角度［方向角］の差は星同士の間の距離が増大するにつれて増加してい

かなければならない。このすべてのことは，いつか検証することが可能になるだろう。 

  星が銀河核から渦状腕に沿って周縁部に向かって進行していくにつれて，エーテル

の吸収によって星の質量増分は大きくなってゆき，それと同時に陽子のエネルギー損

失が生じる。このすべてのことが，星の大きさの増大およびそのスペクトルの青色か

ら赤色への偏移をもたらす。我々の太陽は黄色である。このことは，太陽は，時間の

点では既に旅の時間の半分を過ぎたということ，また，太陽の進行速度は減少しつつ

あるので，銀河核からの距離の点では旅路のおよそ 3 分の 2 を走破したということを

物語っている。 

  星を構成する陽子は，銀河の周縁部に近づくにつれて陽子の周囲のエーテルの粘性

によってエネルギーを失い，周縁部において安定性を失い始め，周囲エーテル中に溶

解する。星はこれによって銀河中における旅を終え，そもそも星として存在すること

をやめる。 

  その内部でエーテルが極限まで高密度化していた陽子の周囲エーテル中への溶解は，

周縁部における周囲エーテルの圧力の増大をもたらす。それに対し，銀河核中におい

てはエーテル渦の圧縮が生じ，エーテル渦が陽子に転化しており，このことが銀河核

中におけるエーテルの圧力低下をもたらしている。周縁部と銀河核中におけるエーテ

ルの圧力差こそが，エーテルが周縁部から銀河核へ還流する原因となる。このことに

より，渦巻銀河中におけるエーテルの循環，すなわち星の物質の形での銀河核から周

(a) (b) 

不等ピッチのらせんに沿った運動： (a)銀河系の渦状腕に沿
ったエーテルの運動； (b)穴から排出されるときの水の運動 

 

エーテルの勾配流中における物体： (a)気体細流の速度勾配が最も大きい領域
内における物体の移動； (b)気体勾配細流中における物体の回転運動の創出 

(a) (b) 
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縁部への移動およびエーテル流の形での周縁部から銀河核への移動が実現される。 

  エントロピーの増大に関する疑問が生じてくる。エントロピーが増大しないという

ことはないのだろうか？ いったいなぜ，エントロピーは増大するのだろうか？ 周縁

部から銀河核へ進んでいくエーテル中では，エントロピーは増大する。しかし，銀河

核中では，エーテル流自体は陽子に転化し，エーテルの熱エネルギーは接線速度と円

周速度の秩序運動に転化される。形成された陽子・水素ガスもそのエントロピーを増

大させるが，しかし周縁部で自由エーテルになる。こうして果てしなく続く。このよ

うに，平均すれば，銀河中ではエントロピーの不変性が維持されているのだ。それゆ

え，均衡条件が攪乱されない場合，例えば近隣において新たな新たな銀河が形成され

始め，その新銀河がエーテルを奪い取るといったことが起きない場合には，そのよう

なエーテル循環は永遠に続くことができる。 

  では，渦状腕の中に入り込まなかった星の場合は，いったい何が生じるのだろうか？ 

それらの運命は異なったものになる。そのような星は銀河中心から動径方向の軌道に

沿って移動し，古い星からなる球面状キャップを形成する。エネルギーが消尽するに

つれて，陽子は周囲エーテル中に溶解し始め，解放されたエーテルは，一部は銀河核

に向かって戻り始め，一部は渦状腕の方へ移動し始め，その途上で出会うすべてのも

のを捕獲する。その結果，渦巻銀河の周縁部に沿って，それらのエーテル流が収集し

たすべてのもの，つまり宇宙塵，低温ガス等々からなるダークレーンが形成される。 

  こうして，渦巻銀河の構造のすべての主要な特徴は単純な説明を得る。 

  渦状腕に入り込んだ星の陽子は対向エーテル流を受ける。すなわち，それらの陽子

には，それらの表面に沿ったエーテルの追加的な速度勾配が現れ，それらは追加的な

安定性を得る。それに対し，渦状腕に入り込まなかった星の陽子はそのような対向流

を持たない。渦状腕の構成に含まれる星の経路が，銀河核の周りの球状星団中の星の

経路よりおよそ 2 倍長いという事実は，まさにこのことによって説明されると予想す

恒星の運動 

銀河核 

星形成領域 

𝐻 = 10 μG 

物質の分散・ 

消滅領域 

磁気流，エー 

テルの運動 

(a) 

(b) 

渦巻銀河のエーテル動力学的構造： (a)平面図； (b)側面図 

銀河核の周りの 

恒星の球状領域 

ダストの集結領域 
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ることができる。 

  周縁部から銀河核へ向かうエーテルの運動こそが，マクスウェルがそれについて初

めて語り，次にマイケルソンが探索し，モーリーとミラーが発見し，ミラーが研究し，

マイケルソンがその助手ピーズおよびピアソンとともに再確認した，あのエーテル風

に他ならない。もちろん，マクスウェルは我々とは別の予想から出発していた。そし

て，エーテル風は彼が予想していたのとはまったく別の原因から生まれた結果である

ことが判明し，しかも予想されていたのとはまったく別の方向に吹いている。しかし，

事実は事実だ。最初の着想を与え，事実上エーテル風研究の基礎を据えたのは，まさ

にマクスウェルに他ならない。この方向に従い，多大な研究が行われた。現在，その

研究はハリコフ市においてユーリー・ミハイロヴィッチ・ガラエフによって継続され

ており，今後におけるさらなる研究が求められている。エーテル風が裏付けられたこ

とは，エーテルの存在に対する一般的承認をもたらし，自然科学と物理学全体を正常

な唯物論的軌道に立ち戻らせるだろう。それは，新たな物理学革命の始まりとなる。 

  渦巻銀河の安定性を攪乱することができるのは，いったい何か？ それを攪乱する

ことができる唯一の状況は，エーテルを必要としており，渦巻銀河からエーテルを奪

い取り始めるような新たな銀河が近傍のどこかに形成されることだ。新銀河の形成の

誘因になり得るのは，いったい何か？ そのような誘因になり得るのは，渦巻銀河によ

って生み出された複数の大彗星の衝突である。その衝突が新たな渦形成中心の始まり

を与える。そして，あらゆる事実にもとづいて判断すると，我々の銀河系の中には，

そのような中心が 1 個ではなく，少なくとも 5 個存在している。それらの中心は，銀

河系の渦状腕の中の若い星の小星団として見える。 

  彗星はどのようにして形成されるか，そしてそもそも彗星とは何かについては，次

回の講義で検討する。今はただ，彗星は，それより賢いことを何も思い付けなかった

正統派のドクトリンが主張しているように，何やら神秘的な「オールトの雲」から我々

の所へ飛来しているのではなくて，あらゆる恒星や惑星によって創出されたものであ

るということだけを述べておこう。太陽系においては，彗星の主要な供給者は太陽の

黒点だ。彗星のごく一部はすべての惑星，特に地球によって生み出されている。地球

表面のアストロブレムがこのことを物語っている。彗星の核は大きなエーテルトロイ

ダル形成物である。それらの形成物の内部におけるエーテル流の速度はきわめて大き

く，したがって大彗星同士の衝突は，新たな渦形成中心を生み出す能力を十分に持っ

ている。これはかなり稀にしか起こらない。おそらく，その頻度は数百億年に 1 回，

あるいは数千億年に 1 回なのだろうが，しかし起きている。そしてそれが新たな銀河

の誕生と古い銀河の死をもたらす。この過程がどのように進行するかは，いわゆる二

重銀河を例に取ると分かる。 

  彗星同士の衝突は彗星本体のエーテル細流の衝突，そして新たな渦形成中心の創出
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をもたらす。渦が形成され始め，それらの渦が分裂し，新たな陽子が形成されるまで

高密度化し，それらの陽子が集まって星になる。渦形成中心を取り囲むエーテルは新

たな渦によってますます奪い取られるため，渦形成領域中のエーテルの圧力は低下し，

このことが周辺のエーテルをその中心に向かって突進させ，それによって新たな渦の

ための構築材料を供給する。しかし，エーテルの圧力が低下したため，渦形成自体は

減速し，また，周囲エーテルがエーテルの減少分を相殺するのに間に合わなかった場

合には，渦形成は完全に停止する可能性がある。 

  形成された陽子は束縛渦，つまり電子殻によって覆われる。こうして形成された水

素は発生した重力によって集まって星になる。それらの星は渦形成中心から遠ざかっ

ていく。 

  星の周囲のエーテルは星によって吸収され始め，星の質量が増加する。それと同時

に星は重力によって圧縮され，星を構成する陽子は次第に自分のエネルギーを消費し，

自分のサイズを増大させ，自分の回転を減速させる。このことが陽子の内部エネルギ

ー損失の加速化を促進する。 

  陽子がエネルギー損失によって不安定化したとき，陽子はばらばらに崩壊し，自由

エーテル中に溶解する。こうして星は存在することをやめ，その場所のエーテルの圧

力が上昇する。エーテルは高圧領域から渦形成領域，すなわち低圧領域へ逆戻りし始

める。そしてここでの主な問題は，次のようなことだ。それは，その逆戻りするエー

テル流が，渦形成時の渦の圧縮によってその内部圧力が低下している渦形成中心にお

ける圧力低下分を相殺するのに間に合うかどうかという問題だ。 

  渦形成中心における圧力が回復した場合には，過程は安定化し，新たな渦巻銀河の

構造が形成され始める。 

  新たな銀河が形成されるためには，追加的な構築材料，つまりエーテルが必要とな

る。そのエーテルが形成されつつある新たな銀河によって吸引され始める。それらの

エーテル流は古い銀河から出発するときにその星を捕獲し，結局，新たな銀河へ向か

う，エーテルと捕獲された星からなる安定した放出流が形成される。この過程は二重

銀河の写真上で見ることができる。 

   

「尾」 ブリッジ 

(a) 

(b) 

銀河の相互作用： (a)銀河の相互作用図； (b)二重銀河の写真 
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  しかし，エーテル自体が渦形成が進行している新たな銀河の核によって奪い取られ

る場合には，その新たな銀河に到着した星は慣性によってその銀河を通り抜け，その

結果，古い銀河と新たな銀河の間を結ぶ，よく見える星のブリッジ，またそれらの星

によって形成された「尾」が形成される。星はその「尾」の端部でエーテル中に溶解

し，そのエーテルは新たな銀河の核に向かって突進していく。そのエーテル流は，「尾」

の端部から新たな銀河へ向かっていく弱い磁場の形で検出される可能性がある。一般

的な二重銀河系における銀河同士の相互作用のあり得る描像はこのようなものだ。 

  逆戻りしたエーテルが，渦形成過程が停止するより前に渦形成中心中の圧力を上昇

させるのに間に合わなかった場合には，過程全体は停止し，星の総体全体の形状は雲

タイプの不定形な形状になる。それらの雲は次第に溶解する。これこそが馬頭星雲，

マゼラン雲その他一連のいわゆる「不規則」銀河なのだ。 

  現代の天文学，宇宙進化論および宇宙論は銀河形成の原因，いわんや銀河の進化，

銀河同士の相互作用の原理，等々についていかなる説明も与えていないと言わなけれ

ばならない。エーテルは存在しない。それはすなわち，それらすべての現象を説明す

るためのいかなる土台も存在しないということだ。エーテル動力学はそれらすべての

現象を説明している。もっとも，表面的にではあるが。なぜ表面的かと言えば，それ

は，その全体についてのより掘り下げられた検討は，多数の天文学者・宇宙論研究者

集団の多大な努力を必要としているからだ。とはいえ，少なくとも，どの方向へ進ん

でいくべきかは明らかになりつつある。 

  現在，銀河の分類の基礎として採用されているのは，1926 年にアメリカの天文学者

エドウィン・パウエル・ハッブルによって作成された形態分類と，彼自身によって 1936

年に改良された形態分類である。その分類図は形状が音叉と似ているので「ハッブル

の音叉」と呼ばれている。この分類は後にジェラルド・ドゥ・ボークルールおよびア

ラン・サンデージによって改訂された。この分類において銀河を識別するための主な

特徴となっているのは，銀河の形状である。そのスキーム図上において，相異なるタ

イプの銀河は，その中に含まれるガスと若い星の相対量が左から右に向かって減少し

ていくように配置されている。 

  

大マゼラン雲 小マゼラン雲 馬頭星雲 

不規則星雲 



226  第 12 講 自然界におけるエーテルの循環．銀河の構造と相互作用．宇宙論的パラドックスの解決 

 

 

銀河の分類が導入されたことそれ自体は，銀河の解明という研究方向において天文

学者たちによって既に多大な仕事が成し遂げられていた事実を物語っている。しかし，

このような分類は銀河の発達段階を解明することを可能にしない。 

  銀河の発達に関するエーテル動力学的理解を土台とすれば，銀河の発達における諸

段階としての銀河の機能分類を創出する可能性が現れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そのような分類における銀河の系列は次のようになる。 

  ・点状電波源およびその強度・スペクトル組成・距離の違いによるタイプ別下位区

分： エーテルの渦形成中心であり，将来の銀河核。 

  ・クエーサー： かつての点状電波源であり，将来の銀河の銀河核。 

  ・セイファート銀河： かつてのクエーサーであり，将来の電波銀河。 

  ・電波銀河： かつてのセイファート銀河であり，将来の球状星団。 

  ・球状星団： かつての電波銀河であり，将来の渦巻銀河。 

  ・渦巻銀河およびそのタイプ別下位区分（例えば，その銀河中に存在する新たな渦

形成源の数による区分。銀河の様々な領域における若い星の集団の存在が，新たな渦

形成源の存在を示す特徴となる）： かつての球状星団。 

  ・楕円銀河： この銀河は，そのらせん内において周縁部から中心に向かうエーテル

E.P.ハッブル 
1889~1953 

ハッブルによる銀河の形態分類（「音叉」） 

セイファー
ト銀河と電
波銀河 

クエーサー 
彗星の 
衝突 

点状 
電波源 

球状星団 渦巻銀河 

環状銀河 楕円銀河 

不規則銀河 

自由エーテル 

銀河のエーテル動力学的機能分類 
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流が停止し，渦形成が停止したため，銀河核が活性を失い，らせんがばらばらに崩れ

た，かつての渦巻銀河とみなすことができる。 

  ・二重銀河： この銀河は，結合されている 2 つの銀河の質量比という特徴によって

下位区分される。この特徴にもとづき，新たな銀河の形成の時点および古い銀河の消

滅の時点について結論を下すことができる。 

  ・銀河核が存在しない銀河（「雲」）： この銀河は，それに含まれる質量および比密

度という特徴によって下位区分される。この特徴はその銀河の年齢を示す。これは消

滅しつつある銀河である。 

  既に示したように，この過程を開始させる可能性があるのは，既存銀河内において

生み出された彗星同士の衝突である。この過程の終了とは，要するに，消滅しつつあ

る銀河の物質のバルクが溶解し，銀河の物質*が自由エーテル中に移行するということ

である。自由エーテル中の圧力は上昇し，このことが，そのエーテルのバルクが至近

距離にある発達しつつある銀河によって利用されるための追加的な条件を創出する。 

  もちろん，この分類はきわめて表面的なものである。しかし，これは，銀河の発達

の諸段階と順序性を理解しようとする最初の試みである。 

  おそらく，銀河の機能分類の基礎に据えることのできる，これ以外の機能的特徴も

見出すことができるだろう。 

  銀河団が存在し，超銀河団も存在する。銀河団中においては，銀河は，それらがト

ロイドになるような仕方で配置されている。それらの銀河の 60%がそのトロイドの中

心部に配置されており，40%が周縁部に沿って配置されている。周縁部は，その大き

さという点で中心部よりはるかに大きい。 

  それと同様に，超銀河団中においては，銀河団の 60%がその超銀河団の中心部，40%

が周縁部に配置されている。このように，マトリョーシカのような系が存在している。

このことは物質*構造の階層的組織化と完全に対応している。どうしてそうなるのだろ

うか？ それは，エーテルとは気体であり，気体を閉じた領域内に保持することができ

るのは，トロイダル構造のみだからだ。 

  コンスタンチン・エドゥアルドヴィッチ・ツィオルコフスキー

は，その論文「エーテルの島」で宇宙の階層的組織化について述べ

ている。 

  彼は，宇宙には球形のエーテルの島が無限個存在しており，その

内部には超銀河団，銀河団，等々が存在すると考えていた。そして，

「エーテルの島」同士の間には，「我々には未知の物質*」が存在し

ている。 

  ツィオルコフスキーは，球形という一点において間違っていた。

その形状はトロイダルであることが判明した。今では，それがト

ロイダルである理由は明らかになっている。 

  「我々には未知の物質*」について言えば，それは「エーテル 2」，

すなわちアーメルの構築材料でなければならない。エーテル 2 もやはり気体だが，サ

イズの点でアーメルよりさらに小さい物質*的形成物から構成されており，アーメルよ

りさらに大きい速度で空間中を移動している。エーテル 2 の熱速度は光速度より 15

桁大きく，その寿命は，生存時間が 100 億年以上である陽子よりはるかに長く生存す

るアーメルより，さらに長い。 

  では，エーテル 2 のアーメルは何から構成されているのか？という疑問が生じてく

る。発表しよう。それらはエーテル 3 から構成されている。では，エーテル 3 は？ エ

ーテル 4 から，等々と，どこまでも続いていく。 

  「でもなにしろ，それは悪しき無限ではないか！」と人は言う。その通り，それは

K.E.ツィオルコフ 
スキー 1889~1953 
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悪しき無限だ。だから何だって言うんだ？ 私は，今日における我々の課題はエーテル

1 をマスターすることだと考えて，悪しき無限のいまいましさを紛らわせている。こ

れまで，科学の原動力は常に応用的課題だった。エーテル 1 のマスターは，多数の技

術の出現のための条件を創出するだろう。そしてそれらの技術が応用的課題を解決し

てくれるだろう。また，もしかしたら，応用的目的のためには，エーテル 2 のマスタ

ーはもはや必要でなくなるのかもしれない。つまり，エーテル 2 は，将来これらすべ

ての問題について議論する理論家たちや哲学者たちの手に委ねられることになるのか

もしれない。 

  「エーテルの島」同士の間におけるエーテル 2 中においては，エーテル 1 の圧力は，

星を形成するためには，またそもそも質量を持った物質を形成するためには完全に不

十分であることが判明するだろう。それだけでなく，光もまた，「エーテルの島」同士

の間の空間を通り抜けることができないだろう。なぜなら，光が形成されるためには，

エーテル 1 の一定の密度が必要だからだ。すなわち，光学天文学の限界がいくつかの

要因によって決定されるだろう。第 1 の要因は，光子自体の耐久時間，すなわちおよ

そ 100 億~200 億年のオーダーの時間である。第 2 の要因は，我々の「エーテルの島」

の境界である。それはどれだけか？ 今日，我々はそれを知らない。しかしこのことは，

我々は今後もそれを知ることができないということを意味しない。もしかしたら，ま

さにそれを知るために，エーテル 2 をマスターしなければならなくなるかもしれない。

しかし，それはもはや我々の領分ではなく，後世の人々の領域だ。 

  このように，我々は永遠の物質*，永遠の宇宙，物質*の永遠の運動を持っている。

物質*中において，ある過程は別の過程に，別の階層的物質*構造に移行する。その全

体は認識作用の対象となるが，ただしそれは，いつものことながら，絶対的真理と相

対的真理という問題の中においてのことだ。我々は，何かを知り，何かをより精緻に

知り，そして，今日ではないとしても，今にいつか知ることができるだろうと期待し

つつ，何かの問題に悩んで頭をかきむしる。 

  いわゆる宇宙論的パラドックスについては，［残り時間が少なくなったので］手短に話さ

なければならなくなった。それは 3 つ，ノイマン-ゼーリガーの重力のパラドックス，

シェゾー-オルバースの光学のパラドックス，そしてクラウジウスの熱力学のパラド

ックスだ。原理的には，私はこれらのパラドックスについて既にお話しした。これら

3 つのすべてのパラドックスは，現実の諸事実を考慮していないことと関係している。

それは自然のパラドックスではなくて，理論の不完全さなのである。 

  重力のパラドックスは，ニュートンの引力の法則は普遍的であるという予想によっ

て生まれた。ところが，この法則はまったく普遍的ではない。 

  光学のパラドックスは，光子のエネルギー損失を考慮していないことと関係してお

り，「赤方偏移」が既にこのパラドックスを解決している。そして宇宙の熱的死を予言

しているクラウジウスの熱力学のパラドックスは，自然界にはエネルギーの拡散だけ

でなく，エネルギーの凝縮過程が存在していることを考慮していない。そのような過

程が存在しているのだ。あらゆるパラドックスは理論の不完全さなのであって，自然

の不完全さではない。 

  ご質問をどうぞ。 

質疑応答 

  質問  速度は温度と粘性にどう影響するのでしょうか？ また，それは陽子の安定

性にどういう影響を及ぼすのでしょうか？ 

  回答  気体力学によれば，勾配流中においては，温度も粘性も静止気体より低下し

ます。ですから，陽子，特に中性子の表面上の粘性と温度は，常に自由エーテルの温
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度より低くなり，このことが陽子と中性子を安定的にします。中性子は境界層内でま

るで滑り軸受の中におけるように回っています。陽子にさらにエーテル風が吹き付け

ると，速度勾配が増大し，陽子の安定性は増大します。銀河の渦状腕の中の星の自由

行程は，銀河核の周りの球面状キャップの中の星の自由行程より大きくなるというこ

とは，まさにこのことによって説明されます。 

  質問  エーテルが粘性を持っているとすると，惑星は減速することになります。し

かし，太陽の周りのそれらの軌道運動における惑星の速度の低下は，誰によっても観

測されていません。あなたはこれをどう説明されますか？ 

  回答  もちろん，エーテルは粘性を持っているので，惑星は減速することになりま

す。そこで私は，惑星がエーテルの粘性によって自分の軌道運動速度をどれだけ低下

させることになるかを計算しました。太陽系のすべての惑星の場合において，1 年間

における軌道速度の相対的低下は10−11のオーダーであることが判明しました。例え

ば，太陽の周りを 30 km/s の速度で運動している地球の場合，それは3 ∙ 10−7 m/s，つ

まり 1 年間に0.3 μmとなります。このことは，地球の場合，およそ 10 億 km の軌道の

長さが，1 年間に 10 m，つまり 1 秒角の 100 万分の 1 だけ短縮することを意味して

います。これは今のところ検出することがどうしても不可能なので，考慮されていま

せん。 

  質問  あなたは何回目かの講義で，太陽のエネルギーは核融合エネルギーだけでは

説明することができないと言われました。それはどういうことなのか，もう一度ご説

明ください。 

  回答  はい，そう言いました。もう一度繰り返します。それは私の計算ではありま

せん。もし核融合エネルギーだけを利用しているのだとしたら，太陽はエネルギーの

蓄えの全部を大昔に使い果たしていたはずだということは，既知の事実です。計算と

現実との食い違いは少なくとも 2 桁に達しています。追加的エネルギーはどこからや

ってくるのか？という疑問が湧いてきます。しかし，例えば，計算においてこれまで

まったく考慮されていなかった要因があります。それは，太陽は宇宙空間のエーテル

を絶えず吸収しており，そのエーテルの温度は，熱核融合に直接関与している陽子の

表面温度より何桁も大きいということです。これこそが太陽の実際のエネルギー過程

の原因である可能性があります。しかし最も重要なのは，陽子自体が持つ実際のエネ

ルギーが考慮されたことは，これまでまったくないということです。そのエネルギー

は，相対性理論によって計算されたエネルギーより 26 倍以上大きいのです。なお，こ

の 2 番目の構成成分が主要構成成分だと私には思えるのですが，この構成成分はその

小さい部分だけ利用されています。ただし，これについての精密な分析は今後の課題

です。 

  あらゆる相互作用において利用されている主要なエネルギーは，陽子自体の内部エ

ネルギーです。しかし，このエネルギーはそれらすべての過程においてほんの少しし

か，わずかな割合しか利用されていません。陽子の崩壊後，エネルギーの主要部分は

エーテル中に戻ります。 

  質問  宇宙におけるエーテルの質量と物質の質量はどういう関係にあるのでしょ

うか？ 

  回答   計算の仕方はきわめて単純です。典型的な恒星である太陽の質量は約2 ∙

1030 kgです。最も近い恒星は太陽から約 3.5~4 光年の距離にあります。エーテルの密

度は約10−11 kg/m3です。計算すると，自由空間中に含まれているエーテルの質量は，

物質の構成に含まれているエーテルの質量より 1 億倍大きいことが判明します。そこ
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では「暗黒物質*」なんて何ものでもない！ それはエーテルの質量のほんのちっぽけ

な何分の１でしかない。エーテル中では，宇宙におけるすべての物質*構造化レベルに

おいて生じているありとあらゆることを決定する，壮大なエネルギー過程が進行して

いるのです。ところが，現代のいわゆる「科学」はその何も見ず，何も知らず，知り

たいとも思わない。 

  質問  銀河の渦状腕の中における磁場の本性とはどういうものですか？ 

  回答  我々が磁場として感受しているのは，銀河の渦状腕の壁の内部における，周

縁部から銀河核へ向かうエーテルの運動です。おそらく，それは層流というより，勾

配流なのでしょう。そしてその流れが，我々にとって磁場として発現しているのです。

その流れの強度は小さく，わずか8~10 μGにすぎません。しかしその流れは，渦状腕中

におけるエーテル流の存在を直接的に証明しています。 

  質問  あなたは時間というカテゴリーを何のために用いておられのでしょうか？ 

質量と空間の 2 つの概念だけで，十分やっていけるではありませんか。 

  回答  現在，出発点となるカテゴリーの数の削減，特に時間のカテゴリーの廃止に

関する複数の提案が存在しています。しかし，物質*の排除に関する提案もなされてい

ます。一部の研究者には，物質*は不必要だと思われています。そのような抽象化はい

くらでも好きなだけ行うことが可能です。数学者が考え出すことなど，どうでもいい！ 

ロバチェフスキーは，そこでは 3 角形の内角の和が 180°未満になる，一貫性のある幾

何学を考え出した。それがどうしたというのか？ 我々応用科学者にとって，そのすべ

ては何のために必要なのか？ 我々にとって必要なのは，具体的な課題を解決するこ

とであり，数学パズルを解いて楽しむことではありません。議論は現実世界の方法論

をめぐって進められなければなりません。開拓されたエーテル動力学的方法論はこの

要請に応えています。何も考え出す必要はありません。必要なのは，存在するものを

注意深く分析することです。そうすれば，すべての答えはおのずと得られます。我々

の課題は，自然を考え出すことではなく，我々の自然界がどんな仕組みになっている

かを理解することです。我々の知識が現実世界と合致したときにのみ，我々は新技術

を創出することが可能になるのです。なぜなら，そのとき，技術は現実の自然法則に

立脚したものになるからです。 

  今日はここまでにしましょう。2 週間後にまたお会いしましょう。 
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第 13 講 

太陽系がまさにこのような仕組みになっているのはなぜか？ 惑星，彗星およ

び隕石の起源 

2001 年 3 月 18 日 

  どうしたわけか，これまで，太陽系は銀河系の一要素として検討されてこなかった。

もちろん，太陽については，それが銀河系に多数，1011個ほど存在する典型的な黄色

星であると常に語られてきた。しかし，太陽および太陽系の惑星の仕組みと挙動が銀

河系の構造，そして銀河系中で進行している諸過程とどのように結び付いているかは

議論されてこなかった。太陽系は銀河系の中に存在しているにもかかわらず，常に，

銀河系は銀河系として，太陽系は太陽系として別々に論じられてきた。実は，太陽系

は，我々の渦巻銀河の一要素として検討する必要があるのだ。 

  太陽系は今日の科学の観点から見てまったく不可解な一連の特徴を持っている。答

えを与える必要がある主な疑問は次のようなことだ。 

  1. そもそも，太陽系はどのようにして生成されたのか？ 

  2. 太陽系の質量の圧倒的大部分（99.87%）が太陽に含まれているのはなぜか？ 

  3. 質量が小さいにもかかわらず，惑星系が軌道角運動量の主要部分（98%）を占め

ているのはなぜか？ 

  4. すべての惑星とすべての主要な衛星の軌道面が太陽の赤道面と一致しているの

はなぜか？ 

  5. すべての惑星と太陽自体が同一の（順行）方向に公転しているのはなぜか？ 

  6. 惑星自体も同一の順行方向に自転しているのはなぜか？ 

  7. 大部分の衛星がその惑星の周りをやはり順行方向に公転しているのはなぜか？ 

  その中に 9 個の惑星が存在している太陽系の特徴の 1 つは，火星と木星の間の 5 番

目（太陽から数え始めた場合は 6 番目）の軌道の位置に存在しているのが惑星ではな

く，小惑星帯であるということだ。惑星の代わりに小惑星が存在していることは，あ

る伝説を生んだ。それは，その位置にはかつて惑星フェアトンが存在していたが，そ
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の住民が文明の絶頂に達し，惑星を自分たちもろとも爆破してしまったという伝説だ。

これは，例えば核兵器や現在建造中の衝突型加速器［CERN の LHC］との関連で考えると，

我々にも完全にありそうなことだ。我々もまた高度に文明化しており，それと同じ結

果に至る可能性がある。なぜなら，我々は既に高エネルギーを手に入れているにもか

かわらず，その利用がもたらす結果をまったく理解していないからだ。 

  すべての惑星の軌道が黄道面上にわずかな傾きを持って存在している事実は，それ

らが太陽から生じたことを直接的に物語っている。しかし，そうだとすると，それら

の軌道角運動量はそれらの質量に対応していなければならないのに，対応していない

ばかりでなく，約 4000 倍も上回っているのだ！ なぜだ?! 他の多数の問題に対するの

と同様，科学はこの疑問に対する答えを持っていない。 

  太陽系の生成の問題を解明し，その構造の特徴を説明するため，数多くの研究者た

ちが努力を傾けてきた。例えばデカルト（1596~1650 年），カント（1724~1804 年），

ビュフォン（1707~1788 年），ラプラス（1749~1827 年），ダーウィン（1845~1912

年），ホイル［Fred Hoyle］（1944, 1958），カイパー［Gerard Peter Kuiper］（1951），マクリ

ー［William Hunter McCrea］などである。現在，最も広く受け入れられているのは O.Yu.シ

ュミット（1891~1956 年）の構想だ。それによれば，太陽系の惑星は星間ダストの凝

縮によって生じた。そのダストがどこから現れたかについては，シュミットの構想は

語っていない。それらすべては仮説であり，ある疑問には答えているが，別の質問に

は答えられない。 

  デカルトの仮説を除き，事実上どの仮説も，太陽系が形成された材料の起源につい

て説明を与えていない。それらの仮説のうち，太陽系の特徴全体の説明を与えたもの

は１つもない。現代天文学も，宇宙論も，宇宙進化論も何も説明することができない。 

  今日の科学においては現象論が君臨している。現象論は，対象物と現象を上っ面だ

け眺め，それらをそうあるものとしてのみ検討する。そこでは，それらがまさにそう

であって別のものでないのはなぜなのか，それらの現象がまさにそうであることをも

たらした原因はいかなる原因なのかを理解しようとする，いかなる試みもなされてい

ない。しかし，この点では，天体力学は唯一の領域ではない。物理学全体が現象の原

因を知らないばかりでなく，その原因に関する問題を立てることすら回避している。

その結果，我々は，電気とは何か，基本相互作用の根底には何が横たわっているのか，

等々といったことを知らずにいる。 

  きわめて特異なモデルが現れている。例えば，核の強い相互作用の本性は次のよう

に描かれる。2 個の核子が，腹を外側に向けて，自分たちのスピンによって互いに身

をぴったり寄せ合って立っている。一方の核子が，あたかも存在するような，しかし

あたかも存在しないような仮想粒子であるグルーオンを前方に放り出すと，グルーオ

ンはその核子を蹴っぽってその核子から離れ，2 番目の核子にぴったりと身を寄せる。

2 番目の核子はそのグルーオンを自分の腹の中に受け取り，やはり 1 番目の核子にぴ

ったりと身を寄せる。２番目の核子がグルーオンを自分の体からぐいと押し出すと，

グルーオンは 1 番目の核子の腹の中へ飛んでいく，等々といったモデルだ。 

  物理過程の本質に対するこのような無理解が物理学全体に浸透している。その結果

は，技術的保守主義，古い陳腐化した技術への固執，技術資源の枯渇，その他多数の

否定的現象だ。ところが我らが哲学者たちは，彼ら以外にはまったく誰も理解できな

い鳥の言葉でしゃべり合っている。知を愛する者である彼らは，そもそも何に取り組

んでいるのだろうか？ 

  宇宙論と宇宙進化論における過去および現在のそれらすべての仮説の方法論上の重

大な欠点は，太陽系の起源と形成の問題を銀河の諸過程から切り離して論じているこ

とであると思われる。 
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  エーテル動力学は太陽系の構造の特徴を銀河の諸過程との関連において検討するこ

とを初めて可能としており，このことが上に列挙したすべての疑問に対して比較的簡

単に答えを与えることを可能にしている。 

  周知のように，我々の銀河系には 2 つの渦状腕が存在する。渦状腕の中には強度が

およそ10 μGの磁場が存在する。星は管としての渦状腕の中に，管壁に沿って配置され

ている。銀河系の中心には核があり，その周りに多数の若い星が集中している。銀河

核は古い星からなる巨大な球面によって取り囲まれている。銀河核からは陽子・水素

ガスが四方八方に速度 50 km/s で放出されている。その 1 年間の総質量は太陽の質量

の 1.5 倍である。 

  このすべてのことは互いにどのように関係しているのだろうか？ 

  前回の講義では，銀河系の渦状腕の範囲内において，エーテルの循環が行われてい

ることが示された。渦状腕の中をエーテル流が銀河核に向かって突進しており，銀河

核からは，形成されたトロイダル渦，つまり束縛渦，電子殻を持った陽子の渦の形で

エーテルが流れ出ている。形成されたガス，つまり陽子は集まって星となり，それら

の星は慣性力，つまりガスが膨張しながら大速力で銀河核から外へ流れ出る慣性力に

よって銀河系の周縁部に向かって運動し続ける。 

  エーテル動力学においては，磁場はエーテルの勾配流として解釈される。星がまる

で管壁に沿うように配置されている理由が明らかになる。管壁中ではエーテル流の速

度勾配が最大によっている，つまり圧力も低下しているので，星はそこへ引き寄せさ

れるのだ。 

  こういう単純で美しい実験がある。水の噴流が下から上へ吹き上がっており，噴流

の上に金属球が置かれている。球は下に落ちることができない。なぜなら，噴流が球

を下から支えているので，球は流れの外へ飛び出ることもできないからだ。それだけ

でなく，球を強制的に横の方へ押し出そうとしても，それはうまくいかない。球は強

情に噴流の中央に戻っていく。これはどういうことだろうか？ 

  ここで重要なのは，球の周りを噴流が流れ過ぎていることである。だから球の表面

上には水の速度勾配が形成されており，そこでは圧力がより低くなっている。球を脇

の方へ押し出そうとすると，球の流れの外に露出した側はより大きな大気圧を受ける

ことになり，その圧力差が球を逆方向へ，流れの中心に向かって追いやるのだ。星の

場合にもそれと同じことが起きている。 

  我々の太陽系は銀河核から周縁部までの旅路のおよそ 3 分の 2 の所に存在してい

る。太陽の運動は周縁部に近づくにつれて減速するので，時間的には，それは太陽の

生存時間のおよそ半分だ。 

  地球は太陽系全体とともに銀河系の 2 つの渦状腕のうちの一方の管壁の中に存在し

ており，太陽系全体とともにエーテル風に吹かれている。エーテル風の探索について

は，2 回目の講義で既に詳しくお話しした。最も大がかりな研究は，1921~1925 年に

アメリカ・カリフォルニア州のケース応用科学学校教授デイトン・クラレンス・ミラ

ーによって行われた。私は，ミラーのエーテル風に関するすべての論文も含め，マイ

ケルソンからタウンズに至るまでのこの問題に関するすべての主要論文を様々な図書

館で探し出し，ロシア語に翻訳し，1993 年に Energoatomizdat 出版所から出版された

論文集『エーテル風』として発表した。現在，エーテル風に関する研究はハリコフ市

にあるウクライナ国立科学アカデミー電波物理学・電子工学研究所の研究員ユーリー・

ミハイロヴィッチ・ガラエフによって進められている。ガラエフはミラーの実験結果

を完全に裏付けた。これについても既にお話しした。 

  マイケルソンは何も検出しなかったと言っている我らが相対論者たちは，嘘をつい

ている。それは厚顔無恥な嘘であり，科学の偽造だ。それはでっち上げられた理論に
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合わせて事実を選別するという行為における，観念論の発現だ。実際には，それはま

ったくそうではなかった。エーテル風は，予想されていた大きさのものではなかった

とはいえ，マイケルソンの最も初期における実験においてさえ検出されていたのであ

る。地球表面からの高さが増大するにつれて，エーテル風の相対速度は増大している。

そのすべては，気体力学の命題と完全に一致している。 

  渦状腕に沿って銀河核の中に入ってくるエーテル細流同士の衝突は渦の出現をもた

らす。それらの渦は高密度化し，広口瓶に入った水にインクを 1 滴落としたときにそ

うなるように，分裂する。トロイダル環状渦が形成され，それらは何回も分裂し，臨

界密度に達するまで高密度化し続ける。それが陽子になる。陽子はそれ自体で自分の

周りに束縛渦，つまり電子殻を創出する。こうして陽子・水素ガスが形成され，その

ガスは膨張し，速度 50 km/s で銀河核から出て，そこから遠ざかっていく。 

  陽子・水素ガスは集まって星になり，それらの星もまた，ガスと同じ速度で銀河核

から遠ざかっていく。そして，渦状腕に入り込んだ星は，銀河系の周縁部から銀河核

へ移動しつつあるエーテル流と対向方向に運動する。他方，渦状腕に入り込まなかっ

たそれ以外の星は，動径方向に沿って遠ざかり，ある一定の距離の旅路を走破し終え

たとき，旅の時間の間に老化して赤色化することができた場合には，球面状キャップ

を形成する。後者の星は太陽系とは無関係なので，我々はこれについてはこれ以上検

討しないことにする。 

  渦状腕の中では，エーテル流は不等ピッチのらせんに沿って運動する。これは，浴

槽の中の水が排水口へ流れ込んでいく様子を思い出させる。 

  あらゆる気体細流中におけるのと同様に，エーテル流の表面に沿って境界層が形成

される。その中には速度勾配が存在する。渦状腕の中心領域で形成された星はその境

界層の方へ引っ張られることになる。なぜなら，勾配流の側の方が，エーテルの圧力

がより小さくなるからである。境界層中のあらゆる星は，速度勾配を持ったエーテル

流の作用を受ける。その作用により，星は回転運動し始めなければならなくなる。そ

の回転運動の軸は，速度および勾配の方向に対して垂直方向を向いている。 

(a) (b) 

不等ピッチのらせんに沿った運動： (a)銀河系の渦状腕に沿
ったエーテルの運動； (b)穴から排出されるときの水の運動 

 

(a) (b) 

エーテルの勾配流中における物体： (a)気体細流の速度勾配が最も大きい領域
内における物体の移動； (b)気体勾配細流中における物体の回転運動の創出 
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  渦巻銀河の写真を見ると，銀河核の近傍ではらせんの横断面積が 1 桁以上縮小して

いることが分かる。エーテル流の太さはさらにそれより 1 桁縮小する。銀河核の領域

中におけるエーテル風の方向の変化を考慮すると，銀河核自体の中におけるエーテル

風の速度は 1000 km/s 以上となり，エーテル密度は 1 桁以上増大して10−10 kg/m3と

なると考えなければならない。 

  こうして，星の自転の原因が明らかとなる。そのとき，回転が星の表面から始まる

ことが注意を引く。これは，太陽の自転の仕方と完全に一致している。すなわち，太

陽においては，表面の回転速度が深層の回転速度より大きい。 

  太陽がまだ銀河核の近傍に存在していた頃には，その質量は今よりはるかに小さく，

およそ 100 分の 1 だった。しかし，エーテル風の細流中におけるエーテル密度は今よ

りはるかに高かった。ところで，前面抵抗，あるいはそれと同じことだが，物体に対

する気体流の作用は，気体の密度，物体の横断面積および衝突する気体流の速度の 2

乗に比例していることが知られている。星のエーテル流の速度がより大きい方の側に

おいては，それに対応して，エーテル流から陽子に作用する力もより大きくなり，エ

ーテル流の速度がより小さい方の側においては，陽子に作用する力もより小さくなる。

しかし，それらの速度の差は，速度の差ではなく，速度の差の 2 乗に比例する。それ

ゆえ，星の一方の側において表層を回転させる力は，他方の側において表層を減速さ

せる力をはるかに上回るようになる。 

  その先，星の回転過程はいくつかの成分を持つようになる。 

  第 1 に，星は重力の作用の下で圧縮され続ける。このことは，星の自転が加速する

ことを意味している。第 2 に，星はそれと同じ重力の作用の下で周囲空間のエーテル

を吸収することによってさらに質量を集め始める。すなわち，星は膨張しなければな

らない。第 3 に，星は，エーテル流が星の赤道面内で吹いていた領域から，そこでは

エーテル流が星の赤道に対して垂直になる領域へ移行していく。しかし，そこではエ

ーテル流の速度およびエーテル密度は以前より著しく小さい。それゆえ，星に対する

エーテル風の作用は弱くなる。 

  ほぼその時期に，重力の作用による星の圧縮はエーテルの吸収による星の膨張に地

位を譲る。そして現在は，まさにそれが太陽とその惑星に生じつつある。こうして，

太陽の挙動のいくつかの特徴は比較的単純な説明を見出す。 

  では，惑星とそれらの衛星はどのようにして生じたのだろうか？ 以上に述べたこ

とから出発することにより，次のような予想を述べることができる。太陽がまだ重力

の作用によって圧縮されていた段階において，表層の回転速度が増大し，赤道上に 1

つの表面波が出現する瞬間が到来し，その表面波が太陽から引きちぎられた。その引

きちぎりは赤道領域で起こった。なぜなら，まさにここでは遠心力がそれ以外の領域

におけるより大きいからだ。その表面波のバルク全体が太陽の赤道面内を運動してい

るのは，まさにこの理由による。引きちぎられたバルクの中においては，物質の運動

惑星系の生成とエーテル風の勾配の作用による惑星の軌道角運動量の増大 

太陽 
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速度は相異なっている。すなわち，その運動速度は太陽から遠いほどより大きく，太

陽に近いほどより小さい。バルクはいくつかの部分に分裂し始め，そのそれぞれの部

分は球構造をとった。球の自転は順行自転になった。このように，今述べた予想は，

未来の惑星がすべて順行自転を持つようになる理由，また惑星の軌道が太陽の赤道面

内にある理由を大体において説明している。 

  形成された諸惑星は太陽から相異なる距離にあり，したがって，それらがエーテル

風から受ける力の作用は相異なったものになる。エーテル風は惑星を回転させ続ける。

その結果，惑星は軌道角運動量を蓄積する。まさにこのことにより，惑星の軌道角運

動量が太陽自体の自転角運動量より何倍も大きい理由が説明される。 

  黄道が太陽の赤道に対して 7°傾いている理由，また黄道面からの諸惑星のずれが相

異なっている理由はまだ説明されていない。それを説明するためには，太陽を局所的

エーテル流の発生器，エーテルの遠心ポンプとして検討する必要がある。 

  太陽の自転は，太陽本体の中に存在している自由エーテルがそこから押し出される

という結果をもたらし，このことが太陽内部におけるエーテル圧力を低下させ，周囲

空間のエーテルが太陽の中にその極域において吸い込まれるという結果をもたらす。

こうして，赤道域におけるエーテルの湧き出しと極域における吸い込みが形成される。

エーテル流は閉じており，すべての惑星はそのエーテル流の作用を受けている。 

  太陽から引きちぎられ，分裂して惑星になった物質が，そのとき赤道に沿って厳密

に対称的に引きちぎられたということはまずあり得ない。そしてその物質が初期時点

において太陽の赤道面に対してほんのわずかでも変位していたとすれば，その変位は

太陽によって吹き出されるエーテル流によって増大していくことになる。これが実際

に生じたのだ。しかし，諸惑星に対するそれらのエーテル流の作用は相異なっており，

いくつかの要因，すなわち惑星の質量，体積および太陽からの距離に依存している。

なぜなら，エーテルの密度，すなわち惑星の単位断面積に作用する力は太陽から遠ざ

かるにつれて減少するからである。他方，惑星が軌道上に滞在している時間が長くな

るにつれて，エーテル流の作用が及ぼす累積効果は増大していく。このすべてのこと

は，別途取り組む必要のある複雑な課題をなしている。 

  太陽のエーテル風が諸惑星に対してそれらの一方の側において及ぼす作用は，他方

の側において及ぼす作用とは反対であり，まさにこのことが，諸惑星の軌道面全体の

太陽からの後退ではなく，赤道に対する全惑星の軌道の傾きを引き起こしている。 

  しかしそれと同時に，諸惑星は銀河のエーテル流によって吹かれている。銀河のエ

ーテル流は太陽のエーテル流と組み合わされている。そしてそれら 2 つの流れの方向

は，軌道の一方の半分においては足し算されるのに対し，軌道の他方の半分において

は引き算される。このことが，エーテル風が存在しなくなり，次にその方向を反対方

向に変える時点が到来するという結果をもたらす。まさにこのことがかつて

1921~1925 年に D.C.ミラーによって検出され，我々の時代に再び Yu.M.ガラエフの研

究によって裏付けられた。 

  惑星の衛星は惑星の場合とほぼ同様にして生じた，つまり，衛星は自分の惑星から

引きちぎられて出来たと予想することができる。しかし，このメカニズムはすべての

衛星の自転の特徴を完全に説明することができるわけではない。例えば，木星の 11 個

の衛星のうち 4 個は順行自転とは逆の方向に自転している。このことの原因が別途突

きとめられなければならない。ただし，すべての惑星は同時に形成され，それらの衛

星もまさにその時に形成されたと断言することができる。したがって，衛星を構成す

る岩石の年齢は同一である。なお，これは月の地面の岩石の分析で検出されたことだ。 

  自転している太陽は，その周囲のエーテルのバルクにとって遠心ポンプとなってい

る。この遠心ポンプは赤道に沿ってエーテルを外部空間に吹き出し，一方，その両極
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に沿ってエーテルを内部に吸い込んでいる。その結果，極域においてはエーテルの吸

い込みが，赤道全体に沿った領域においてはエーテルの湧き出しが生じている。その

結果，太陽の周りに 2 つのトロイダル流が形成される。第 1 の流れは太陽の北部，第

2 の流れは南部に形成される。このとき，赤道面内には平らな勾配流が形成される。

最大速度は勾配流中にあり，これに対応して，最大の速度勾配は赤道面内に横たわる

ことになる。エーテルの圧力の最小はまさに赤道面内にあり，このことが，惑星を他

ならぬ赤道面の周りにおいて安定化させる。その先においては，2 つのトロイダル流

は分かれ，両極に向かって行く。トロイダル流の第 1 の対（ペア）には第 2 の対が合

流し，第 2 の対には第 3 の対が合流し，等々と続いてゆく。それらの対の大きさはま

すます増大してゆき，それらの大きさはちょうどティティウス-ボーデの関係式と一

致している。各惑星の位置は，その惑星を渦と渦の間の空間中に押し出すエーテル流

のおかげで安定化する。太陽の赤道面に対して横方向に進む流れについて言えば，各

惑星は，太陽の周りにおける 1 つの公転周期の間にその赤道面を 2 回横切り，ある半

周期においてはある方向への圧力を受け，次の半周期においてはそれとは別の方向へ

の圧力を受け，その結果，その軌道の位置を一定不変のまま維持する。このように，

ティティウス-ボーデの関係式の物理的根拠づけに関する仮説が，今ここに初めて述

べられた。 

  すべての天体が膨張しており，その質量を蓄積しつつあることは地球の膨張によっ

て裏付けられる。この問題はつい最近現れたもので，論争的問題のカテゴリーに含ま

れる。しかし，これをテーマとする国際会議がオーストラリアで既に数回開催され，

ケアリーの著書『膨張する地球』が出版されている。この本の表紙に載せられている

写真には 2 人の笑顔の紳士が写っている。彼らは手に大きな透明な 1 m ほどの大きさ

の地球儀を持っていて，それには現在の諸大陸が描かれている。その地球儀の内部に

エーテル風 
エーテル風 

太陽系 

(a) 

(b) 

太陽が吹き出

すエーテル風 

北側の流れの和 

北側の流れと南

側の流れの差 

黄道面 

太陽系 

地球軌道に対するエーテル風の方向： (a)太陽系の形成初期および現在； 

(b)太陽が創出するエーテル風に対する地球の年間移動 
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は小さい地球儀が収められており，これにも同じ諸大陸が描かれているが，それらの

大陸はそのすべての縁辺部がぴったりくっつき合っている。 

  このことは，かつて地球は小さく，いかなる大洋も存在しなかったが，膨張してゆ

き，表面が裂け，いくつかの大陸に分かれ，地球が膨張するにつれてそれらの大陸が

互いに離れ合ったことを直接的に物語っている。それは今からおよそ 37.5 億年前に起

こったことを計算は示している。 

  その原因は何か？ 原因は単純だ。地球がエーテルを蓄積し，したがって体積全体に

わたって質量を蓄積する。体積は半径の 3 乗に比例し，表面は半径の 2 乗に比例する

ので，表面は体積に比例して膨張するためには不十分だ。だから表面は裂ける。そし

て新たな物質がそれらの裂け目の中へ這い出てきて，薄い海底を形成し，その海底を

左右に押し広げ，断層が生じている場所に海嶺，独立した島々，等々を創出する。 

  海嶺のでき方はきわめて面白い。突起地形が 1 つでき，2 つ目の突起地形ができ，

それらの間に深い亀裂ができて，それが海嶺全体に広がっていく。海底からの高さが

1.5~2.5 km のその海嶺・海膨系全体の総延長は 6 万 km に達しており，この系全体は

すべての大洋の中央に位置している。フランスの研究者たちがすべての海洋の海底岩

石の年齢を測定し，海嶺の山頂部の岩石の年齢は 500 万年，山麓部の岩石の年齢は

1000 万年であり，その先，海底岩石の年齢は海岸に向かって 2 億年まで上昇してい

く。大陸の岩石の年齢は 40 億~45 億年である。このことは，海底が大陸の下へ去っ

ていきつつあること（沈み込み）を意味している。しかし逆に，いくつかの場所では

海底は大陸の上に這い上がっている（コルディレラ山系）。大陸自体は漂流し，互いに

振動円柱によって生成される 2 次渦： 円柱周りの流れ
は，遠心ポンプとしての太陽の周りの流れと似ている。 

 

ティティウス-ボーデの関係式 

太陽によって創出されるエーテルトロイダル渦と，ティテ
ィウス-ボーデの関係式に対応するエーテルの低圧力ゾーン 
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離れ合っている（海洋底拡大）。 

  昔ある時，亀裂中に水が現れた。その起源については今後さらに考えなければなら

ない。しかし，水自体を構成しているのは，その原子核中に α 粒子 4 個を持っている，

すなわちきわめて安定的な原子核系を持っている酸素原子 1 個と，既に出発材料とし

て存在していた水素原子 2 個であるという事実が，我々を次のような考えに導く。そ

れは，それについても現代科学が何も知らない水の起源は，石油や石炭の起源と同様

に，核反応の結果であるということだ。 

  周知のように，太陽上では黒点が形成されている。 

  エーテルの遠心ポンプとしての太陽の役割との関連において速度勾配を考察すると，

赤道域と極域には顕著な速度勾配は存在しないという結論を下さざるを得ない。黒点

は北半球と南半球の 5°から 30°までの緯度帯の領域内において発生する。それらの領

域内においては，エーテル流のより大きな速度勾配が相対的に安定的なトロイダル渦

状形成物の出現を刺激しており，その形成物こそが太陽黒点に他ならないという予想

を述べることができる。 

  この予想に従えば，黒点の本性が理解可能となる。すなわち，渦トロイドは太陽表

面の近傍において 2 つの姿勢を持つことができる。第 1 は，トロイドの平面が太陽表

面の平面に対して垂直となる姿勢であり，このとき，トロイドの半分は太陽本体の内

部に存在する。第 2 は，トロイドの平面が太陽表面の平面と一致するようになる姿勢

である。我々は太陽の表面上に，第 1 の場合には，トロイドの平面を横切るトロイド

断面（双極性黒点）を見ることになる。そのような黒点中においては，2 つの黒点が

同一の極性，例えば北極を持つようなことは決して生じない。2 つの黒点は常に相異

なる極性を持っている。このことは，2 つの黒点は共通のトロイダル構造に属してい

るという理由によって完全に説明される。 

  第 2 の場合には，トロイド断面がトロイドの平面に沿って通っている（単極性黒点）。

単極性黒点においては，トロイドの中心部分（コア）のみが見えている。多極性黒点

とは，おそらく，双極性黒点と単極性黒点の無秩序な組み合わせであろう。「黒点」の

形で観測されるのは，太陽の表面上におけるトロイドのコンパクトな断面のみである。

なぜなら，太陽の外側に存在している部分は内側に存在している部分と比べ，はるか

に小さな密度と大きなサイズを持っているため，その部分を観測することは困難であ

るからである。 

 

 

 

 

太陽上における黒点の形成： (a)エーテルを移送する遠心ポンプとしての太陽； (b)単

極性黒点の領域におけるエーテル流； (c)双極性黒点の領域におけるエーテル流。1－エ

ーテルの吸い込み方向； 2－太陽赤道に沿ったエーテルの吹き出し； 3－エーテル流の

最大勾配領域と太陽黒点の発生領域； 4－太陽表面； 5－観測される太陽黒点の領域 

(a) 

(b) (c) 
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  さて今度は，彗星とは何なのか，それらはどうやって形成されるかについて，エー

テル動力学の観点から検討しよう。 

  彗星とは光を放ちながらさまよう天体だ。それは比較的小さい天体だが，何百万 km

も伸びる，光を放つ幅広の巨大な尾を持っている。一部の彗星は 2 本の尾を持ってい

る。尾は後方だけでなく，前方に伸びていることもある。それは針のように細く，や

はり何 km も伸びているが，しかし前方を向いている。 

  太陽系には彗星が多数存在する。その数は数千億個のオーダーだ。すべての彗星を

観測することは不可能なので，天文学者たちはそのうちの 1000 個以下を追跡してい

る。我々にそれに関する情報が伝えられるのは，地球の近傍に近づいてくる，肉眼で

見付けることのできる彗星のみである。大部分の彗星は短寿命で生存期間は約 200 年

だが，長寿命なものもあり，それらの一生は 2000 年間続く。それらがどこから現れ

るかについて，現代科学は何も知らない。しかし，いずれにしても，太陽系内におけ

る彗星の頭数が補充されるためには，彗星がしかるべき数だけ規則的に供給されなけ

ればならないことは明らかである。 

  現代的理解によれば，彗星はオールトの雲から太陽系にやって来る。 

  オランダの天体物理学者ヤン・ヘンドリック・オールトは銀河の構造の研究にその

人生を捧げた。オールトは彗星の軌道に興味を持ち，すべての彗星は膨大な数の彗星

が集中している，何らかの雲から太陽系にやって来たものだという説を提唱した。オ

ールトは，彗星がその雲の中でどこから現れたかを検討しなかったのだが，彗星は太

陽自体がまだ形成段階にあったときにそこにあったという予想を述べた。 

  彗星の雲自体は太陽系からおよそ 5 万~10 万天文単位の距離に存在する。すなわち，

太陽系の最も遠い惑星である冥王星が太陽から 39.6 au の距離にあるのだから，オー

ルトの雲は太陽系自体の大きさの 1000 倍の距離に存在する。 

  彗星が雲から太陽に至る経路をどうやって見付けるのかについて，オールトは検討

しなかった。何とかして見付けているのだ。なぜなら，もし見付けていないのだとし

たら，雲の中の彗星の数は，銀河系内の星の数を何十億の何十億倍も上回る，まった

くありそうもない数になるからだ。つまり，見付けているのだ。 

  今度はちょっとした計算をやってみよう。 

  太陽系内に存在する彗星の数を何千億ではなく，1000 億，つまり1011個として，そ

のすべての寿命が 200 年や 2000 年ではなくて 1000 年だと仮定しよう。 

  彗星の数を一定に維持するためには，毎年108個以上，つまり 1 億個以上，毎日 30

ヤン・ヘンドリック・ 
オールト 

1900~1992 

オールトの雲の予想される姿を描いた図 

カイパーベルト
と太陽系の外側
惑星の軌道 

オールトの雲 
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万個，毎時約 12000 個，毎秒 3~4 個の彗星が誕生しなければならないということだ。 

  それだけの数の彗星をオールトの雲から届けるためには，踏み固められた道，しか

もそれだけの距離の道に沿った連続的な彗星輸送システムが整備されていなければな

らない。オールトの雲から見える太陽系の角度はわずか 40/100000 rad＝0.15 秒角だ。

このことから考えると，そのためには，さらに，きわめて熟練した射撃手が必要とさ

れる。それにもかかわらず，誰もそのような難問題に当惑せず，彗星の起源に関する

オールトの構想は天文学界全体で受け入れられている。それ以外の構想はない。 

  この問題において，エーテル動力学が何か手助けできることはないだろうか？ 

  1991 年 4 月 12 日，この日は「国際宇宙飛行の日」だが，リャザン州サーソヴォ市

の近くで不可解な事象が生じ，大騒ぎが起こった。この日の朝，市のはずれから 1.5 

(a) 

(b) 

(c) (d) (e) 

彗星の写真： (a)百武彗星，1996 年。トロイダル構造が明確に見える。(b)池谷-関彗星，1965

年。後方に紡錘状の「尾」を持っている。(c)池谷彗星，1963 年。後方の「尾」が幅広くな

り，縦に裂けている。(d) アラン-ローラン彗星, 1957 年。前方に鋭い「尾」が現われている。

(e) ムルコス彗星，1957 年。物質が拡散しつつある。この惑星は消滅に近づいている。 
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km の所に直径 28 m，深さ約 4 m のすり鉢状の孔が形成されたのだ。孔の底には脆い

土の小山が，そして孔の縁に沿って高さ 0.8 m の環状の土塁が形成されていた。1800 

t の土砂が消え失せていた。小型のアストロブレムが形成されたのだ。 

  実は，地球上にはそのようなアストロブレムが何千何万とある。小型のアストロブ

レムの直径は数十 m，大型のアストロブレムの直径は何百 km にも達する。モスクワ

から 400 km の所にあるプチェジ-カツンキアストロブレムは内径が約 58 km，外径が

約 80 km だ。その深さは約 500 m で，中心には高さ 1.5 km の山がある。地球上には

直径約 100 km 以上のアストロブレムが陸上だけで約 150 個存在している。コラ半島

にはごく小さいアストロブレムと出会うことがしばしばあるが，その数は誰も数えた

ことがない。それらはどのようにして形成されたのだろうか？ 

  既に述べたように，地球の内部に蓄積したエーテルは，時折外部に噴出する。 

  それが生じるのは，エーテルの圧力の蓄積は無限に続くことはできないからだ。エ

ーテルは外部に滲出し始め，渦巻となっていわゆるジオパソジェニックゾーンを創出

したり，あるいはまた，エーテルの蓄積が滲出よりも急速に進行する場合には，エー

テルを保持している岩石を破裂させたりする。後者の場合には，エーテル細流は，高

い誘電率を持ち，それゆえエーテル導体（すなわち，エーテル動力学的抵抗が小さい，

エーテルの流路）としての性質を持つ岩石を通って外部に出てゆく。任意の非多孔質

絶縁体がそのような岩石となる。 

  エーテル細流はその絶縁体から外部に噴出した後，空虚な空間に突き当たる。その

空間中においては誘電率は 1 であり，したがってエーテル細流にとってのエーテル動

力学的抵抗が急速に増大する。エーテル細流がまず膨張し，次に収縮してトロイドに

なるためには，それだけで十分である。トロイドの縁部が，その領域の岩石が自由空

サーソヴォのすり鉢状の孔の構造［図中のм は m］ 

(a) (b) (c) 

(d) (e) (f) (g) 

彗星の形成： (a)初期段階； (b)形成； (c)彗星の宇宙への出発； (d)後方の「尾」の
形成； (e)前方の「尾」の形成； (f)物質のまき散らし； (g)彗星の後に残った流星群 
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間より高い誘電率を持っている地表と接触すると，このことがエーテルトロイド形成

の完結を促進する。今や既に，エーテルトロイドの組成には地表岩石が含まれている。 

  エーテルトロイドは安定的でエネルギー量の大きい系である。トロイド内部のエー

テル流の勾配は，地表から物質をもぎ取り，それをトロイド内部に引き留めるのに十

分な力を創出する。エーテルトロイド自体は，あらゆる気体トロイド渦と同様，その

外側表面によって周囲媒質から離反しながら，トロイドの中心においてエーテル流が

運動している方向，すなわち，そのトロイドを形成した細流の中でエーテルが移動し

ていたのと同じ方向に向かって空間中を移動する。 

このように，惑星の内部から噴出したエーテル細流は惑星の表面上においてトロイ

ダル渦を形成する。トロイダル渦は，そこに存在する岩石を自分の体内に捕獲し，そ

の岩石の一部をトロイドの上部を通じて運び出して環状の土塁の形にまき散らし，ま

た少量の一部をトロイドの中心に小山の形に集めて堆積させ，残りの部分全体を自分

と一緒に運び去る。その先において生じるすべてのことは，初期エーテル細流が持っ

ていた力と強度がいかなるものであったかに依存することになる。 

  強度が相対的に小さかった場合には，形成後のトロイドは急速に安定性を失う。こ

の場合には，爆発が生じ，集められた物質とエーテル細流はまき散らされる。エーテ

ル流の勾配が力を創出し，その力が破壊を引き起こす。そのとき，エーテル細流の軸

に沿っては，力はエーテルの移動方向を向いており，エーテル細流の周りにおいては，

力はエーテル細流の方を向いている。その力は岩石，建物，森林を破壊するのに十分

なほど，きわめて大きいものとなる可能性がある。 

  初期エーテル細流の強度が大きかった場合には，トロイドは物質とともに宇宙空間

に高速で飛び去り，こうして宇宙に新たな彗星が出現する。あらゆる気体渦と同様に

自己運動を持っているエーテルトロイダル渦は，周囲エーテルから離反しながら，次

第に速度と軌道角運動量を増大させ，そのエネルギーが使い果たされない限り，ます

ますより長く伸びた軌道に移行してゆく。 

  それと同時に，トロイダル渦は，それ自体で閉じた管のタイプの形成物の形を取る

ようになる。トロイダル渦によって集められた物質はその管の壁の内部に集中するよ

うになる。トロイダル速度の勾配はまさにそこにおいて最大であり，したがって物質

全体がその壁内に吸い込まれるからである。管表面のエーテル境界層が，エーテルお

よび捕獲された物質がまき散らされることを阻止する。ただしそれは，エーテル渦が

拡散によって，また回転エネルギーの並進運動エネルギーへの変換によってそのエネ

ルギーを失い始めるまでの間に限られる。 

  彗星のそれ以降における進化は，エーテルの粘性およびエーテルのトロイダル運動

エネルギーの並進運動エネルギーへの変換によるエーテル渦のエネルギー損失，そし

て彗星によって捕獲された物質の昇華，その他一連の要因と関係している。それらの

要因を完全に考慮するためには，個別の研究が必要とされる。しかし，ここでもいく

つかの予想を述べることができる。 

  トロイダル渦によって捕獲された物質は渦の内部で破砕力を受ける。渦の内部には

エーテルの勾配流が存在し，物質を破壊する大きな力が生じるからである。その力は

きわめて大きい可能性があり，そのため，物質の破壊は分子あるいは原子レベルだけ

でなく，原子核レベルでも生じる可能性がある。それゆえ，エーテルトロイドの内部

では物質と元素の転換が生じている可能性がある。おそらく，隕石の元素組成はこれ

によって説明される。その組成における鉄の高い含有率は，周期表上で鉄より左側と

右側に位置する他の元素の原子核と比べ，鉄（原子量 56 = α 粒子 14 個）の原子核中

における核子の結合エネルギーが最も高い値を持っていることに起因している。SiO2

（原子量 28+2×16 = α 粒子 7+2×4 個）および MgO（原子量 24+16 = α 粒子 6+4 個）
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の高い含有率も同様である。その他の元素――アルミニウム，カルシウム，酸素，ケ

イ素，マグネシウム，ニッケルおよびイオウ――の存在もまた，鉄と比べて若干低い

とはいえ，偶数質量数の原子核中の核子の比結合エネルギーが相対的に高いという理

由によって説明される。ここでは，彗星の誕生時にいかなる組成の元素が彗星によっ

て捕獲されたかということは意味を持たない。 

  渦の回転エネルギーの一部が失われると，渦表面の境界層も弱化し，境界層は蓄積

されている物質を通過させ始める。そのとき，粉砕されたダスト状の物質は渦となっ

て後方に放出され，こうして彗星に「尾」が形成される。「尾」は彗星が太陽に近づい

たときに見えるようになる。エネルギーの損失がさらに増大した場合には，トロイド

の境界層と中心部は浸食され，物質を引き留めることをやめる。そのとき，粉砕され

た物質の一部が前方に大速度で噴出し，こうして後方の「尾」に加えて，さらに前方

の「尾」が彗星に形成される。そしてエネルギーの損失がさらに大きくなると，物質

は四方八方に放出され始める。このことは，その彗星が消滅に近づいていることを意

味している。そして，エーテルトロイドがエーテル中に溶解すると，その場所には，

作り変えられた岩石，すなわち隕石が残る。まさにこれが，実際に起きていることな

のだ。 

  このように，彗星の起源は惑星的基礎を持っている可能性がある。このことは火星

上でかなり頻繁に発生している閃光によって裏付けられる。火星上のある点が突然眩

い光を発し始め，急速に膨張して何十，何百 km もの大きさになった後，出現したと

きと同様に突然消滅する。この過程全体の長さは数秒間だ。プルコヴォ天文台の天文

学者コズイレフ［訳注］はそれと同じ閃光を月面上で見た。彼は確信をもってその閃光を

火山の噴火に帰したが，いかなる火山も数秒間あるいは数分間でそのような活動をす

ることができないことを忘れていた。その月の表面はいたるところがアストロブレム

で覆われているが，それは地球に面している方の側だけだ。このことは，月が地球の

海水を引き寄せ，海洋に干満を創出しているのと同様に，地球が月のエーテルのバル

クを引き寄せているという理由によって完全に説明される。 

  このすべてのことは正しいが，太陽系内の彗星の数を説明していない。いったい誰

がそんな数の彗星を生むことができるのだろうか。それらを生んでいるのは太陽なの

だ。 

  太陽黒点，それは渦形成物なのだ。黒点は物質を放出しているが，しかしプロミネ

ンスとは異なり，それは既に渦巻になっている物質，つまり渦巻エーテルである。 

  エーテルらせん細流は放出されると直ちに，その内部に物質が蓄積されているエー

テルトロイドに変化する。そのエーテルトロイドは第 2 宇宙速度に匹敵する初期放出

速度を持っており，周囲エーテルから離れ続けながら速度を上げてゆき，その速度は

第 2 宇宙速度に近づいてゆく。太陽の場合，それは 618 km/s である。太陽の範囲外

への彗星の脱出過程全体は数秒間しか続かず，まったく気付かれない可能性がある。

太陽自体，そのコロナとプロミネンスを背景としているのだから，それはなおさらだ。 

  彗星が第 2 宇宙速度を超えた場合には，太陽系の範囲外へ向かって永遠に遠ざかっ

ていく。超えなかった場合には，彗星は長く伸びた軌道を獲得し，それに沿って運動

し，天体力学のすべての法則に従って太陽へ規則的に戻ってくる。ただしそれは，彗

 
［訳注］  世界的に著名な天文学者 N.A.コズイレフ（Nikolai Aleksandrovich Kozyrev または Nikolai 

Alexandrovich Kozyrev）については，この名前および彼の有名な理論である「因果律力学（causal 

mechanics）」を検索語としてネット検索すると，多数の英語文献を見つけることができる。また，V.A.ア

ツュコフスキー『エーテル動力学的自然科学の始動』（2 頁参照）第 6 巻の「まえがき」ならびに II.4 に

収録されている N.A.コズイレフらの論文「星の真の位置と見かけの位置の間の差の測定にもとづく三角

視差の新たな測定方法」および同論文に対する V.A.アツュコフスキーのコメントを参照されたい。 
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星がその内部エネルギーを既に使い果たした場合に限られる。まだ使い果たしていな

い場合には，彗星の楕円軌道は追加的に方向転換することになる。 

  このように，エーテル動力学的アプローチは宇宙や銀河だけでなく，太陽系におけ

る諸過程の多数の特徴も完全に物理学的なレベルで説明することを可能にしていると

みなすことができる。 

  質疑応答に移りましょう。 

質疑応答 

  質問  我々の太陽はいつ消滅するとお考えですか？ 

  回答  太陽は銀河核から 50 km/s の速度で出ました。現在，太陽は 7 km/s の速度

で運動しており，太陽が実際に存在しなくなる周縁部までの経路の半分を通過し終え

ました。太陽が銀河核から出てから経過した時間がおよそ 50 億~55 億年であること

を考慮すると，太陽はあと 50 億~60 億年，あるいはそれ以上存在するとみなすこと

ができます。ですから，我々には，エーテル動力学に取り組む必要があることを理解

するための時間が十分にあります。 

  このことはある有名な小話を思い出させます。こういう話です。「全然独立国でない

ある国で開かれていた講演会で，講師が太陽は 900 万年後に消滅すると宣告した。講

演会場でパニックが始まった。一人の聴講者が興奮を抑えながら，こう叫んだ。 

――何年後ですって?! 

講師はこう繰り返した。 

――90 億年後です。 

聴講者は喜んだ。 

――ああ，よかった！ 私たちは，900 万年後だと思ったんです！ 

パニックはおさまった。この先さらに何十億年も，安心して生きていけるようになっ

た。でも，どうなるかは，今に分かるさ」［訳注］。 

  質問  我々の銀河系は自転しているのか，それとも自転していないのか，説明して

ください。 

  回答  我々の銀河系は自転しないで，その場に止まっています。渦状腕の中におけ

る星の移動は実際に銀河系の中心の周りで起こっているので，銀河系は自転している

という印象が生じます。しかし，星は銀河系の端まで到達すると，エーテル中に溶解

してしまいます。もしあなたが浴槽中の水がどうやって流れ出るかを観察したことが

おありなら，流れ出る水の表面に定常波が形成されていることに注目されたかもしれ

ません。波はその場に止まっていますが，水はその中を運動しています。この場合も

それと同じです。もし我々が，エーテル流が周縁部から銀河核に向かってどのように

運動しているかを見ることができたとすると，銀河系は回転している，ただし反対方

向に，と我々は決定するはずです。実際には，銀河系はどっちの方向にも自転してお

らず，その内部において，星が銀河核から縁辺部に向かって，エーテルが縁辺部から

銀河核に向かって移動しているのです。もしかしたら，銀河はどこかへ向かって運動

していて，自転さえしている可能性がありますが，それは，今日の天文学者たちが見

ているような運動の仕方とは，まったく違います。 

  質問  エーテル動力学は物理学のすべての問題を解決する，というように理解した

 
［訳注］ この小話の冒頭の「全然独立国でない」は，「ある国」の政府が外国の傀儡国家になっていること

を皮肉っている。パニックの原因は，講師が（英語で言えば）”billion”を”million”と言い間違えたことに

ある。ちなみに，原文では「900 万年」と「90 億年」はウクライナ語で書かれている。 
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ら，それは正しいでしょうか。 

  回答  それは正しい理解ではありません。エーテル動力学は，数限りない問題を覆

っているベールをちょっと持ち上げたにすぎず，それらの問題のうちのいくつかだけ，

すべてというにはほど遠い一部分だけを解決したにすぎません。もちろん，エーテル

動力学はそれでもやはりいくつかの喫緊の問題を解決しましたが，1 次近似において

のみであり，それについてもさらに再検証する必要があります。エーテル動力学は我々

を正常な唯物論的方法論へ立ち戻らせ，構造と相互作用を解明させるものであり，こ

の方向ではいくばくかのことが現実に成し遂げられています。しかし，それよりはる

かに多くの問題が残されています。前方には膨大な仕事が待っています。その仕事に

は，希望するすべての人が参加することができます。そこには，全員にゆきわたるだ

けの，十分な頭痛があります。 

  質問  諸惑星は同時に形成されたのか，それとも別々の時期に形成されたのかとい

うこと，それからまた，大惑星が太陽系の中間に存在しているのはなぜかということ

について，どうお考えでしょうか。 

  回答  私は知りません。私ができるのは，推測することだけです。ここで重要なの

は，2 万 6000 年に一度，すべての惑星が一直線に並ぶということです。前回それが起

こったのは去年の 5 月 5 日でした。これとの関連で，この世の終わりに関する予言さ

えなされました。でもこの世の終わりはどうやら中止になったようで，起こりません

でした。しかし，惑星直列は，諸惑星の形成が 1 回限りの出来事だった，つまり，そ

れらすべては太陽から一緒に分離し，次に諸部分に分裂した公算が最も大きいという

ことを物語っています。そのとき，分離した液滴の［太陽から］遠い方の末端は，近い

方の末端と同様に，中間部よりも細かった。そして，［太い中間部から形成された］大惑星

中では，岩石の形成過程がよりゆっくりと進行する。これが答えです。ただし，この

すべては推測にすぎません。 

  質問  地質学者たちはこの問題について何と言っていますか？ 

  回答  彼らが言っていることは相異なっています。彼らの間では常に学説の闘いが

行われてます。火山説論者，海王星原因説論者，天変地異説論者，斉一説論者，等々

といったように，様々な説が述べられています。そもそも，宇宙へ，地球の深奥へと，

我々のいる所から遠くなればなるほど，学説間の闘いは激しくなります。なぜでしょ

うか？  

なぜなら，どの論者も確実な知識を持っていないからです。それなのに，各人は自分

の意見を持っている。絶えず様々な仮説が生まれています。これはいいことです。い

けないのは，それらの仮説が真理に見せかけられていることです。そんなことをして

も，何の役にも立ちません。我々は権威者たちによって支配されています。そもそも

科学には，権威者はあってはなりません。ところが権威者たちがいて，それが科学の

発展にブレーキをかけているのです。 

  質問  あなたには数値計算のデータはありますか？ 

  回答  そのような計算はあります。しかし，それらは近似的なものであり，あるい

は境界を意味しているにすぎません。例えば，エーテル中における圧力は「何々以上」

といったように決定されています。核の強い相互作用から，圧力の下限は2 ∙ 1032 Paで

あるという結果が導き出されました。しかし最近，その境界を精緻化することができ

ました。現在では，それは1.3 ∙ 1037 Pa以上とみなせます。しかしこれもまた，下限で

す。これらすべてのことは気体力学の法則にもとづいた計算に立脚しています。とこ

ろが，気体力学自体の中に大きな混乱があり，沢山の問題がまだ解決されていないの
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です。ですから，ここでは大きな仕事が待ち受けています。 

  今日はここまでにしましょう。2 週間後にまたここでお会いしましょう。 
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第 14 講 

地球がジオイドなのはなぜか？ 地球の形状の形成におけるエーテル風の役割 

2001 年 4 月 1 日 

  今日は地球に取り組もう。我々のテーマは，地球はなぜ，ジオイドと呼ばれる形状

を持っているのかということだ。したがって我々は，地球が地球の形状を持っている

のはなぜか，という問題を検討することになる。 

  すべての天体は，遠心力の結果，両極側が圧縮され，赤道に沿って膨らんでいなけ

ればならない。地球も同様だが，それにもかかわらず，地球は独自の特徴を持ってい

る。このことは，他の惑星にはそのような特徴がないということを意味しない。しか

し我々は他の惑星の特徴をよく知らない。なぜなら，ここで論じられるのは，きわめ

て大きな変化ではないからだ。地球については，我々はその特徴を知っている。 

  地球をその赤道との関係で眺めると，北極は南極より 400 m だけ

大きい。このことは，地球を，かつてこの問題に長い年月と多大の

努力を捧げたソ連の地質学者フェオドシー・フェオドシー・クラソ

フスキー［Feodosy Nikolaevich Krasovsky］（1878~1948）が考えていたよ

うな完全な楕円体ではなく，地球の形状には特徴があることを念頭

におきつつ，まさにジオイドとみなすことを余儀なくさせる。それ

らの特徴は数学によっては計算されず，それらがどこから，なぜ現

れたかについての説明は今なお与えられていない。 

  地球の北極には北氷洋が存在し，南極には氷の大陸である南極大陸が存在する。す

べての大陸と古い海底構造物を寄せ集めると，多くの人々が考えているようなゴンド

ワナ大陸ではなく，地球儀が得られる。そこには大洋はなく，古い海底岩石を持った

すべての大陸がそれらの縁辺部でぴったりとくっ付き合う。このことは，かつて地球

は小さく，そこにはいかなる太洋も存在していなかったことを意味している。オース

トラリアでこの問題に関する国際会議が既に 5 回開かれ，会議の名称が「膨張する地

球」とされていたことについては，既に話した。 

  ケアリーという研究者はまさにそういう題名の本を出した。この本の表紙の写真に

写っている 2 人の笑顔の紳士は，手に透明な地球儀を持っていて，その表面には，現

在の大陸と大洋が描かれている。その透明な地球儀の内部はより小さい地球儀が入っ

ている。その表面にも同じ大陸が描かれているが，しかし縁辺部が閉じ合わさってい

る大洋はもはやない。残念なことに，この本のロシア語版にはその写真は載せられて

いない。 

  地球は膨張している。様々な科学者がその膨張速度を様々に評価している。しかし，

F.N.クラソフスキー 
1878~1948 
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それらのオーダーは一致している。私の計算によれば，それは，半径方向に 1 年間に

0.5~0.6 mm となる。膨張の裏付けとなっているのは，地球の自転が 1 日に 1 μs の何

分の１かずつ単調かつ不断に減速していることだ。これは揺るぎのない事実である。

このことは，地球は質量と体積を蓄積しており，そのとき角運動量を保存していると

いう理由によって完全に説明される。地球はその追加的質量をどこから集めているの

か？という疑問がわいてくる。 

地球自体は，任意の物質*的物体および任意の物質と同様にエーテルから成り立って

いる。そして，地球の周りをエーテルが取り囲んでいる。そのエーテルが重力の作用

によって第 2 宇宙速度で，すなわち地球の場合は 11.18 km/s で地球の中に入ってく

る。地球近傍空間中におけるエーテル密度は我々によく知られている。それは8.85 ∙

10−12 kg/m3だ。こうして，我々は地球の質量の 1 秒当たりの増分（毎秒 5000 万 kg）

と 1 年当たりの増分（毎年1.6 ∙ 1015 kg）を知る。我々は地球の平均密度が 5.5 のまま

維持されるという唯一の仮定をしたうえで，地球の半径方向の膨張量を計算した。も

ちろん，これらの計算はきわめて近似的なものではあるが，大きさのオーダーは他の

著者らの計算および地質学データと一致している。 

地球表面が諸大陸に分裂した時期も 1 次近似で突きとめることができた。それは今

から約 37.5 億年前に生じた。これも地質学者たちのデータの範囲内になかなか良く収

まっている。 

  地球の中に入ったエーテルは物質に転化する。その物質は地球本体の内部からリフ

ト海嶺，個々の島や個々の山の形で這い出てくる。それらにおける岩石は海底岩石よ

り若く，海底は大陸の岩石よりも何千倍も若い。 

  1881 年，マイケルソンはその最初のエーテル風検出実験の結果を発表した。このと

き，この実験は予想されていたエーテル風の速度の値を裏付けておらず，得られたデ

ータは誤差の範囲内にあることが明らかになった。このことは様々な科学者によって

ゼロ結果と解釈されたが，マイケルソンはまったくそのようには解釈しなかった。も

しそうでなかったとしたら，マイケルソンは自分の実験装置の改良を始めなかったは

ずだ。しかし彼はその改良を開始し，モーリー教授が彼を手助けし始めた。 

  そのときの彼らの主要課題は，測定に対する振動の影響を除去し，干渉計の感度を

高めることだった。しかし，1881 年の論文においては否定的結果については何も述べ

られておらず，述べられていたのは結果は不確定的だということだった。そして，主

としてアメリカ・カリフォルニア州のケース応用科学学校のミラー教授によって行わ

れたその後の研究は，宇宙空間におけるエーテル風の存在を明確に示した。実は，エ

ーテル風は予想されていた方向へは吹いておらず，速度も予想されていた速度とは違

っていた。しかし，エーテル風は存在していた。これが事実なのだ。 

  現在，エーテル風に関する研究はハリコフ市にあるウクライナ国

立科学アカデミー電波物理学・電子工学研究所の研究員ユーリー・

ミハイロヴィッチ・ガラエフによって継続されており，その結果は

ミラーのデータを完全に裏付けた。しかし，エーテル風に関する研

究は今後も発展させるべきである。 

  今日，確定されたとみなすことができるのは，どういうことか？ 

次のことが確定されている。 

  1. エーテル風の速度は地球表面からの高さととともに増大して

いる。その速度は海抜高度 0 m で約 1.6 km/s，高度 250 m で 3~3.5 km/s，高度 1860 

m で 8~10 km/s である。8 月にはエーテル風がその速度を事実上ゼロまで低下させる

ことも Yu.M.ガラエフによって検出された。 

  2. エーテル風の方向は黄道に対して垂直であり，エーテル風の向点は天の極から

Yu.M.ガラエフ 
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26°，グリニッジから 15 時の座標上にある。 

  3. エーテル風は 1 日間および１年間の変動を持っている。 

  4. エーテル風に対しては，1 分間の数分の 1 ないし数時間の周期を持った 2 次およ

び高次高調波が明らかに含まれている，4~5 回ないし数十回の周期数を持った振動が

加わっている。 

  このすべてのことは，エーテル動力学的構想の枠内において自然で単純な説明を見

出している。 

  この構想によれば，我々の銀河系およびその他すべての渦巻銀河中には，エーテル

の循環，すなわち銀河核から周縁部へ向かう恒星および惑星の物質の形でのエーテル

の運動と，周縁部から銀河核へ向かうエーテル流の形でのエーテルの運動が存在して

いる。後者におけるエーテル流はらせんに沿って運動しているが，銀河核の近傍にお

いてその方向を変え，今度は動径方向に高速度で銀河核中へ突入してゆく。 

  2 つの渦状腕から突入してくるエーテル流の混合は乱流化と渦形成をもたらし，こ

のことが多数のトロイダル渦を生み出す。トロイダル渦は分裂し，最後に陽子が形成

されるまで高密度化し，それらの陽子から水素原子が形成される。形成された陽子・

水素ガスは，膨張しながら，一部はガスのままの形で，大部分は発生した重力によっ

て集まって星になり，星の形で銀河核から出ていく。 

  陽子・水素ガスから形成された星は，ガスと同じ速度で銀河核から出る。星が周縁

部に向かって移動していくとき，陽子はエーテルの粘性によってエネルギーを失って

ゆき，周縁部においてエーテル中に溶解し，より高圧の自由エーテルを形成する。エ

ーテル流は原子核に逆戻りし，そこでエーテルは再び星に転化する。 

  渦巻銀河中におけるこのエーテル循環は，新たな渦形成中心が発生し，その渦形成

中心がエーテルを吸い取り，渦巻銀河が存在しなくなるまで続く。 

  我々の太陽は渦状腕の中に入り込み，7 km/s の速度でゆっくりと周縁部に向かって

運動している。現在，エーテル風は黄道に対してほぼ垂直の方向を持っている。しか

し，太陽が形成されたばかりの初期段階には，エーテル流は，銀河核近傍の星として

の太陽の周りを，その赤道面の方向に流れ過ぎていた。それは，浴槽内で排水時に生

じるのと同じようにして生じていた。水は排水口の上方で渦巻き始め，次に，回転運

動を回転面に対して垂直な並進運動に変えながら，排水口の中に流れ出ていく。この

ことについては，前回の講義で既に話した。 

  その先，太陽はエーテルの吸収によって質量を蓄え，それと同時に圧縮され，回転

し始める。太陽の表面上に波が形成され，その波が太陽から分離し，いくつかの液滴

に分裂する。それらの液滴が未来の惑星である。エーテル風の勾配の作用により，惑

星の軌道速度の増大が生じ，それによって軌道角運動量が増大する，等々といったこ

とについては，我々は既に検討した。 

  地球はずっとそのエーテル流中に存在してきた。そして現在，ミラーが突きとめた

とおり，エーテル風は北の方，角度 26°，17 時の方向から我々に吹き付けている。 

  以前に既に言及したように［第 2 講参照］，このデータの精度には若干の疑義が生じて

ウィルソン山天文台の周囲のカリ
フォルニアの山脈 
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いる。ウィルソン山天文台はカリフォルニアの山脈の中に位置しているため，その土

地の物体，つまり周囲の山々が及ぼす影響が著しいものになっている可能性がある。

エーテル風の流れがそれらの山脈を迂回することになり，このことが宇宙空間中にお

けるエーテル風の方向の測定精度に必ず影響を及ぼす。 

  原理的には，エーテル風の現在の方向は太陽の自転軸の方向と厳密に一致し，自転

軸の方向からの差は数分角以下でなければならない。 

  私はエーテル風のテーマで既に何度も同じことを話しているので，エーテル風が検

出されていた事実に，今や誰も疑いを持っていないはずだ。だから今，我々に必要な

のは，前回の講義のテーマだったエーテル風が太陽系に及ぼしている影響だけでなく，

我々の地球に及ぼしている影響も決定することだ。 

  地球表面からの高度の増大とともにエーテル風の速度が増大する理由は，マイケル

ソンとミラーの時代には絶対的に理解されていなかった。問題は，当時，自然科学は

まだ気体力学の成立段階を過ぎておらず，勾配流中における境界層という理解を持っ

ていなかったことだ。その成立段階が到来したのはそれより後のことだ。しかも，自

然科学は物質素粒子の段階を過ぎていなかった。エーテル動力学が成立するためには，

これら 2 つの契機が絶対的に不可欠だったのである。 

  気体力学には，今日でもきわめて多数の未解決の問題がある。それにもかかわらず，

特に航空機の発展との関連で，強力な理論的・実験的基礎が創出された。エーテル動

力学はこの基礎を利用することができた。なぜなら，エーテルは気体であり，しかも

普通の実在気体，つまり圧縮性と粘性を持った気体であることが判明したからだ。エ

ーテル動力学のすべてのモデルと計算はこの基礎の上に構築されている。これは今か

ら 50 年前には成し遂げることが可能だったが，それよりさらに以前には不可能だっ

た。 

  特に重要なのは，ドイツの科学者 H.シュリヒティング［Hermann Schlichting］博士の著

書『境界層の理論』が現れたことだ。この本には境界層に関する膨大な理論的・実験

的資料が収集されている。エーテル動力学の成立においては，この本が重要な役割を

果たした。 

  次に示す図はこの本から直接取ったものだ。この図には，気体流がその周りを流れ

ている球と，球の表面からの相異なる距離における気体流の速度が示されている。こ

の図から，地球表面から上方に向かってエーテル風の相対速度が増大してゆく理由を

明確に見て取ることができる。もしエーテルが粘性を持っていなかったとすると，地

球表面上には大気が存在しなかったはずであり，境界層の厚さはきわめて小さく，文

字通り数μmになったはずである。しかしエーテルは粘性を持っているので，地球上に

は大気が存在している。それゆえ，エーテルは大気と結び付いており，エーテル流は

あらゆる空気分子によって減速され，境界層の厚さはそれより何倍も大きくなり，何

十 km にも達している。 

H.シュリヒティングの著書と彼のテレビ出演風景 
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  このすべてのことは，1881~2002 年の期間にマイケルソン，モーリー，ミラーおよ

びガラエフの測定によって裏付けられた。彼らは測定によっていったい何を確かめた

のか？ 

  彼らが確かめたのは，エーテル風は地階［の実験室］には事実上存在していないこと，

エーテル風の速度は，地球表面上において約 1.6 km/s，海抜高度 250 m（米国オハイ

オ州エリー湖近傍のユークリッド山）において 3~3.5 km/s，高度 1860 m において

8~10 km/s であるということだ。 

  もし地球がエーテルを吸収していないとすれば，地球表面上にはエーテル風の速度

はそもそもまったく存在しないはずだ。しかし地球はそれを吸収しており，それゆえ，

エーテル流の速度は地球の上層中にも存在している。1881 年と 1887 年に［地階の実験

室に設置されていた］マイケルソンの干渉計に若干の示度が現れたのは，そのためである。 

  アメリカの R.ケネディと K.イリングワース，またベルギーの A.ピカールと E.スタエ

ルといった利口な人々は，何も得なかった――最初の 2 人はマイケルソンらと同じウ

ィルソン山で実験を行い，そして後の 2 人は気球に乗ってブリュッセルの上空高度 2.5 

km まで上昇し，彼らができる限りのことを行った。しかし，そのできる限りのことと

は，何も得ないためのことだった。つまり，ケネディとイリングワースは，光路の大

きさが 1 m の小型の干渉計を作り，温度の安定性を確保するためにその中にヘリウム

を充填し，装置を念入りに密閉した。そのとき，彼らの頭には，自分たちはそれによ

って装置をエーテル流から完全に遮蔽したのだということは思い浮かばなかった。そ

れは，室内に設置されている風向・風速計が何も示していないのだから，野外では風

は吹いていないと主張するのとまったく等しい。 

  もうちょっと痛烈な事例もあった。有名なノーベル賞受賞者 C.タウンズとその助手

セダーホルムは，相互に対して静止している高周波電磁振動発振器と受振器における

ドップラー効果を測定しようと試みた。そのとき彼らは，そのような場合にはそもそ

もドップラー効果は生じないことを忘れていた。彼らは何も得られなかったので，エ

ーテル風とエーテルは存在しないと宣言し，みんながこれに同意した。実に恥ずべき

事例だ。 

  彼は実験計画書を手渡され，中身を見ないでそれにサインしたのだろうと，私は思

っている。なぜなら，メーザーの発明者であるタウンズがそれほどまでに無知だとは

信じがたいからだ。この実験については，沢山の文献，特に『ソビエト大百科事典』

の記事「マイケルソンの実験」において記述されている。 

  今日，我々は境界層理論から出発することにより，宇宙空間におけるエーテル風の

大きさについて語ることができる。その速度は，残存放射の異方性から導き出される

球の周りの気体流の流れ： (a)気体流の方向； (b)球の表
面からの距離の増大に伴う気体流の相対速度の変化図 

 

(a) (b) 
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300~400 km/s ではなく，そこにはそれとはまったく別の原因があって，50~60 km/s

なのであり，それより大きいということはまずあり得ない。 

  地球は，今から 55 億年ほど前，銀河核からの出口の近傍において太陽とともに形

成され，37.5 億~40 億年ほど前，地殻は諸大陸に分裂し始めた。そしてその時期にエ

ーテル風はその方向を変え始めた。地球はその頃までに既に球体または楕円体の形状

を獲得していた。しかし，それはジオイドの形状ではなかった。 

  地殻の諸大陸への分裂と同時に，地質学者たちが我々に説明しているところによれ

ば，固体岩石から大気と水が現れ始めた。実際には，彼らは何も知らないのであって，

彼らが主張していることはせいぜい仮説にすぎない。 

ミラーの計算によれば，エーテル風はりゅう座のζ星の方から，すなわち天の極か

ら 26°，つまり北極星の方から吹いている。地球の軸は黄道面に対して23°27′傾いてお

り，黄道面自体は太陽の赤道面に対して7°傾いている。したがって，エーテル風は地

球に様々な方向から吹き付けているため，地球表面の各地点において 1 日間および 1

年間における方向の変動が存在する。 

エーテル風はけっして万物を透過するものではない。エーテル風にとって，相異な

る材料は相異なる抵抗を持っている。例えば金属はフェルミ面の存在の結果としてエ

ーテル風にとって大きな抵抗を持っている。絶縁体は透過性だが，その度合いは種類

によって異なる。空気は小さい分子を持っているが，ふるいを置いた場合には，それ

を通り抜けるとき，空気は減速する。固体中におけるエーテルもそれと同じだ。それ

ゆえ，エーテル風は境界層理論に完全に従って地球を迂回する。ただし，そこには境

界層理論との若干の非本質的な違いがあるかもしれない。 

それゆえ，全体的に見ると，北極の上方にはエーテルの圧力がより高いゾーンが存

在する。そのゾーンではエーテル流は減速し，そこにエーテルの高圧ゾーンが形成さ

れる。大陸はそこに入り込むことができず，そこには北氷洋が形成される。エーテル

流自体は地球を迂回しつつ，北半球の上方で勾配流を創出する。地球表面近くの勾配

流中においては，エーテルの圧力は他よりも低下している。 

  そしてその先，既に赤道を越えて南半球に入ったエーテル流は境界層理論に従って

地球表面から剥離し，その表面上にエーテル風のないゾーンを形成する。エーテルの

地球の周りのエーテル流の流れ： 1－高圧エーテルゾーン； 2－低圧エーテル
ゾーン； 3－大洋からの水分捕獲ゾーン； 4－冬期に大気の空気を捕獲するエ
ーテルトロイダル束縛渦 
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トロイダル渦は数百 km，もしかしたら数千 km の直径を持っている可能性がある。 

  エーテルトロイダル束縛渦は空気を捕獲し，南極地方の縁辺に沿って空気のトロイ

ダル渦が形成される。その直径はエーテルのトロイダル渦と同じオーダーである。 

  私は今，自分がこの情報をどこから，どんな問題に関して得たのか思い出せないで

いるのだが，こういう話がある。アメリカ人たちが南極地方のどこかで気球ゾンデを

上げた。すると，ゾンデは南極地方の周りをトロイダルらせんに沿って動き回り始め，

大高度に達した。このことが，どうしてそんなことが起こるのか？と，大きな驚きを

引き起こした。 

さて，空気のトロイダル渦はその先どうなるだろうか？ その先，乾燥した寒冷な空

気が南極地方の表面上へ大速度で降下してくる。それゆえ，そのきわめて寒冷な空気

が南極地方に高圧をポンプのように送り込まなければならない。南極地方の上には常

にアンティサイクロン，つまり高気圧が留まっており，南極地方の気温は北極地方に

おけるよりも常に数十度も低い。北極地方では気温がマイナス 40℃まで低下すること

はまれにしかないのに対し，南極地方の気温はマイナス 80℃に達する。それゆえ，エ

ーテル束縛渦に関する説は実際の諸事実によって裏付けられているとみなすことが完

全に可能である。 

  乾燥した寒冷な空気が大洋の海面に沿って通過するとき，その空気は何をするだろ

うか？ 空気は暖められ，水分を蓄え，次にその水分を上空へ投げ上げ，冷却されて水

分を南極大陸上に投げ捨てる。それゆえ，南極地方ではしばしば（あるいは常に？）

雪が降り，氷が押し固められ，蓄積されている。氷は大洋に向かって静かに移動して

ゆき，海に入って砕け，氷山を形成する。そこで起きているのはこういうことだ。 

  実際には，描像はおそらくそれよりもっと複雑なのだろう。例えば，大洋の沿岸近

傍には，南向きの表面流が存在する。その方向は，今話した空気のトロイダル渦中に

おける空気流の方向と正反対だ。これをどうすれば説明することができるだろうか？ 

それはこうだ。陽子に外部のエーテル渦，つまり電子殻が束縛されるのと同様に，エ

ーテルの主要束縛渦には 2 次的エーテル渦が束縛される。それに対応する形で，空気

においてもそれと同じことが起こる。陽子は外形寸法という点では小さいが，束縛渦

［＝電子殻］は大きい。そして，第 2 の束縛渦はそれでもやはり直径の点でおそらく第

1 の束縛渦より大きいとはいえ，ここでは 2 つの渦は寸法の点で比較可能である。こ

の描像は定性的レベルでは既に多かれ少なかれ明瞭ではあるが，このすべてを検証す

る必要がある［訳注］。 

  では，北半球においてはどうか？ ここでは，他より低い圧力がすべての大陸と海水

の北側への引き寄せを引き起こし，地球の北側部分全体の赤道に対する隆起が形成さ

れる。その結果，ジオイドと呼ばれる，セイヨウナシのような地球の形状が形成され

る。その形状においては，北側部分は南側部分と比べて赤道に対して 400 m 隆起して

いる。これは地球の直径の 12742 km を背景として見ればわずかな大きさだが，しか

しそれでも顕著な数字であるので，様々な現象の精密な計算において考慮されなけれ

ばならない。 

 
［訳注］ この段落における，表面流が空気流の方向と正反対である理由の説明は，予備知識のない読者に

は理解困難と思われる。この段落の趣旨を理解するためには，V.A.アツュコフスキー『エーテル動力学的

自然科学の始動』（2 頁参照）の第 2 巻第 2.4 節の次の一節が参考になるかもしれない。 「そのような渦

は，それ以前には陽子の中心穴を通って閉じていた外部エーテル流が外部で閉じるようになった場合に

得られる。そのような渦中では，円周運動は陽子の円周運動と同じ方向を持つようになり，トロイダル

運動はそれと逆の方向を持つようになる。それゆえ，束縛渦のらせん運動の符号も陽子のらせん運動の

符号と反対になり，このことが束縛渦――原子の電子殻――全体の電荷の負の極性として感受されるこ

とになる」。 
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  既に述べたように，空間中ではエーテルの圧力勾配が形成されており，エーテル自

体は天体の方向へ移動している。天体はエーテルを吸収し，自分の質量を増大させる。 

  これも繰り返しになるが，すべての天体の場合と同様，エーテルは地球の中に第 2

宇宙速度で入って来る。地球の場合，それは 11.18 km/s である。地球の質量の 1 秒当

たりの増分は 5 万 t である。これは，吸収されたエーテルの全部が物質に転化すると

いう条件での数字だ。実際には，エーテルはその全部が物質に転化するわけではない。

すなわち，エーテルの一部は地球から宇宙へ吐き戻される。 

  オーストラリアで地球の膨張をテーマとする会議が5回開かれた。参加者の1人のケ

アリーは『膨張する宇宙』という本を書いた。本の表紙には写真が載っていて，そこ

では2人の笑顔の紳士が手に透明な大きな地球儀を持っている。その内部にはより小

さい2番目の地球儀が収められている。その表面に配置されているすべての大陸は，互

いにぴったりと隣り合っている。内側の地球儀は今からおよそ37.5億年までの地球に

相当し，外側の地球儀は現在の地球に相当する。 

  私の計算によれば，地球の半径の増大は 0.56 mm/yr の速度で進行している。他の

研究者たちの計算値はそれより少し大きいが，様々な研究者たちの数値のオーダーは

ほぼ同じだ。 

  我々の中でこの問題に最も集中的に取り組んでいるのはキエフのヴィタリー・フィ

リッポヴィッチ・ブリノフだ。彼はこのテーマに関するモノグラフ『成長する地球．

惑星から恒星へ』を発表した。残念ながら，地球研究に関する主要機関である O.Yu.シ

ュミット記念地球物理学研究所は，この研究方向に特別の注意を払わなければならな

いはずなのに，この問題には取り組んでいない。 

  地質科学が今なお説明を見出していない事実，すなわち海底の厚さの小ささ，リフ

ト海嶺のグローバルシステムの存在，海山の頂上部における岩石の年齢が相対的に小

さくて500万年であるのに対し，山麓部における岩石の年齢が1000万年であること，岩

石の年齢が沿岸に向かって2億年まで上昇してゆくといった事実は，まさに地球の膨

張によって説明される。このすべてのことは，地球本体の内部で物質が形成され，そ

れが外部に出てきていることを物語っている。 

地球の重力質量によるエーテルの吸収(a)と造山運動(b) 

(a) 

(b) 

海底 大陸プレート 

リフト海嶺 

吸収されたエーテルから
形成された物質の流れ 
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  地球が宇宙エーテルを吸収している事実が私によって検証された。我々は光検出器

を用いてレーザービームの曲がりを記録した。その結果，レーザー装置を鉄製の箱の

中に入れたとき，ビームが上方に数十分の1 mmだけ上昇することが判明した。このこ

とが物語っているのは，第1に，エーテル流とレーザービームの相互作用が起きている

ということ，第2に，エーテル流は宇宙から地球の中に進み，地球によって吸収されて

いるということ，第3に，エーテルらせん流とは異なり，おそらく，エーテル層流は鉄

製のシールドによって遮蔽することが可能であるということだ。この3番目の点は，ケ

ネディ，イリングワース，ピカールおよびスタエルによる，密閉された鉄製の箱の中

でエーテル流を測定しようする試みの結果の分析と照らし合わせると，特に興味深い。

彼らはただ単にエーテル風を完全に遮断したから何も得なかったにもかかわらず，自

分たちの結果をエーテル風の非存在のせいにした。必要なのは，その結果を自分たち

の無知のせいにすることだったのだ。 

  このように，地球が吸収したエーテルの相互作用による地球の膨張は確定的事実と

みなすことができる。地球の膨張に対するそれ以外のありうる原因の説明の各種バリ

アントは，諸量のオーダーという点で不合格だ。例えば，隕石の落下による地球の膨

張という説明は7桁も食い違っている。太陽風，あるいは大洋の電磁放射の吸収等々に

よる説明も同様である。 

  地球の膨張の事実に対する地質学者たちの主な反論は，最近まで，大陸を大きな高

度まで持ち上げるためには大きな力とエネルギー消費が必要とされるが，そのような

能力を持ったエネルギーは存在しないということに帰着していた。しかし今日では，

そのような力とエネルギーが存在すること，そして大陸を持ち上げるために消費する

必要のある力とエネルギーは，エーテル中に存在するエネルギーおよびそれにもとづ

いて創出することが可能な力と比べると，取るに足りないものであることが理解可能

になりつつある。それゆえ，地質学者たちのその反論は無意味になりつつある。 

  おそらく，他ならぬこの地球による宇宙エーテルの吸収が地球本体中において独自

の渦形成源，エーテル勾配流，等々を創出しており，このことが様々な形の常温核反

応のためのメカニズムを創出しているのだろう。そのような反応は疑いもなく進行し

ている。その証拠は，特に，地球本体中からの大量のヘリウムの放出である。 

  地球本体中における新たな物質の形成は，岩石中に緊張を創出し，地震や火山噴火

の原因となっている。したがって，地震や噴火は地球自体が存在しいる限りなくなる

ことはない。それと同時に，今述べた見地は地震や噴火の予知のための基礎を作り出

地球の大洋リフト海嶺系： 1－東太平洋海膨； 2－北太平洋海膨； 3－南大

西洋海嶺； 4－北大西洋海嶺； 5－アフリカ南極海嶺； 6－西インド洋海嶺； 

7－東インド洋海嶺； 8－オーストラリア南極海膨； 9－南太平洋海膨 
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す。なぜなら，岩石中の緊張はジオパソジェニックなエーテルの逆流［地球の内部から外

部へのエーテル流］を創出するに違いないだからだ。そのような流れが間違いなく創出さ

れている。なぜなら，動物や鳥は［地震のような］事象が発生する数日前に危険な場所か

ら離れようとするからだ。 

  昔の日本には，地震予知のための器具が存在していた。垂直に置かれた板の上端に

磁鉄鉱の塊が紐で結び付けられていて，その磁鉄鉱が自分の磁場で鉄製の金槌を保持

している。そしてその下には銅鍋が置かれている。地震が始まる数分前，磁鉄鉱が磁

性を失い，金槌が鍋の中に落下し，音が鳴り響く。そしたら，その警報に従って子ど

もたちをひっつかみ，家の外に飛び出さなければならない。しかし，それが作動した

のは地震発生の直前だけだった。これはおそらく，そのとき，パソジェニックなエー

テル流が強まり，磁鉄鉱の磁場を撹乱したからだろう。 

  それゆえ，既に今でも，エーテル動力学的基礎にもとづくものも含め，地震や火山

噴火の様々な予知方法が存在している。しかし，それらの方法について研究する必要

がある。 

今日の講義で話さなければならない最後の問題は，地球磁場の起源に関する問題だ。 

  地球磁場の起源については，地球の自転に関連するものも含め，様々な仮説がある。

現在最も広く認められているのは地磁気ダイナモ仮説だ。これによれば，磁場中にお

ける地球の自転が地球の中心核中において電流を創出し，中心核がその磁場をさらに

強め，その過程が増大していく。この仮説では，地球磁場の最初の起源が説明されな

い。 

  地球磁場を地球の自転と関連付ける試みはなされたが，その試みは一義的な答えを

与えなかった。その上方に磁気コンパスが置かれている金製の球の回転を用いた実験

が行われた。実験は肯定的な結果を与えなかった。このことにもとづき，惑星の磁場

はその自転と無関係だと決定された。しかし，そのような結論は性急だったとみなす

べきだ。なぜなら，エーテル流は金属体の中の深い所までは侵入せず，したがって実

験の設定の仕方は間違っており，方法論上の重大な誤りを含んでいた。このように，

現在，天体における磁場の発生原因に関するいかなる一義的結論についても，それを

下すための根拠は存在しない。それにもかかわらず，惑星の自転速度に対するその磁

場強度の依存性に関する研究については，その研究作業を引き続き行うことが適切で

ある。 

  地殻中における強磁性材料の存在，地球の自転に関与することによって電流を創出

する電荷の運動，地球の中心核とマントルの間の境界上における熱運動力によって発

生する電流の中心核中における存在，そして最後に，地球の金属中心核中におけるい

わゆる磁気流体ダイナモの作用によって地球磁場の主要部分を説明しようとする試み

がなされた。現在最も満足すべきものとみなされているこの最後の仮説は，磁場中を

運動する地球発電機の自己励起を想定しており，その磁場は，その発電機自体が創出

するとしている。しかし，これは論理に反している。 

エーテル流の吸収および地球の自転に起因するコリオリ力の出現に関する仮説が

エーテル動力学によって提起されている。コリオリ力がエーテル流を引き起こし，そ

のエーテル流が磁力線に構造化される。このようにして初期磁場を説明することが可

能である。そしてその先における磁場の強化は，地磁気ダイナモとも関係付けること

が可能である。 

この仮説にもとづいた磁場の計算は，火星を除くすべての惑星について，それらの

磁場の測定値との良い一致を与えた。火星の場合には，磁場強度の測定値は計算値よ

り著しく小さい値を示した。このことに対する説明は存在しない。 

エーテル動力学的理解にもとづきつつ，回転する物体は磁気モーメントを持ってい
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なければならない，ただし，それはすべての物体ではなく，誘電体のみであるという

仮説に立ち戻ることが適切であると思われる。 

既に示したとおり，すべての物体は，物体の表面に第2宇宙速度で流れくるエーテル

を周囲空間から絶えず吸収している。物体が金属でない場合には，エーテル流は物体

中に侵入するが，物体が金属の場合には，物体中へのエーテルの侵入と前進はきわめ

て小さい。 

回転する天体の各地点においては，吸収されるエーテル流に対して，コリオリの加

速度によって引き起こされる力が追加的影響を及ぼす。その加速度は次の公式によっ

て計算することができる。 

ここで𝜔は天体の回転の角速度； 𝑣はエーテル流の速度； 𝛼はエーテル流の方向と角

速度ベクトルの間の角度である。速度𝑣はここでは第2宇宙速度に等しい。 

  密度が一定のとき，天体の質量は次のようになる。 

ここで𝜌objは天体［celestial object］の平均比密度； 𝑉objは天体の体積； 𝑅は天体の半径で

ある。したがって第2宇宙速度は次のようになる。 

すなわち，エーテル流の速度は天体の深部に侵入するにつれて減少する。 

  以上に述べたことから，天体の表面層中においてエーテル渦場が励起されるという

ことが導き出される。それに加えて，例えば地球において予想されているように天体

の中心に鉄の核が存在する場合には，エーテル渦場は中心核を通って閉じることにな

る。なぜなら，その中心核自体は抵抗力を生むエーテル渦流を創出せず，逆に，エー

テル渦場の侵入を促進することになるからだ。 

𝑎Cor = 2𝜔𝑣 sin 𝛼  

𝑀 = 𝜌obj𝑉obj =
4

3
𝜌obj𝜋𝑅3  

𝑣II = 𝑟√8/3𝜋𝑓𝜌obj  

回転する天体中におけるエーテル渦場の発生［𝑎Корは𝑎Cor］ 
 

地球磁場の形成に関する仮説： 鉄核 1 は起磁力を直接的には創出しないが，
しかし表面層 2 中において創出された磁場の導体かつ増幅器となる。 
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  しかし，そのような中心核が存在しない場合には，天体の中心部においては磁場の

弱化が生じないことを考慮すると，その中心場もまたエーテルの全体的流れに対する

抵抗力を生む能力を持っておらず，このことが，いずれにしても天体の中心部を通る

渦場の閉鎖を引き起こさなければならないことが判明する。その結果，惑星はエーテ

ル渦場，すなわち磁場を獲得する。 

  その磁場の強度は天体の表面上におけるコリオリの加速度に比例すると予想した場

合における，天体磁場の計算パラメーター（相対単位）を次の表に示す。ここで，単

位としてとられているのは太陽の表面における磁場強度［𝐻sol］ 

である。 

各天体の磁場強度の計算 

天体 T 𝜔, s−1 𝜔𝑣II, 𝑚/𝑠2 
(𝜔𝑣II)obj

(𝜔𝑣II)sol
 

𝐻obj/𝐻sol 

（参考値） 

太陽 25.38日 2.85 ∙ 10−6 1.76 1 1 

水星 58.65日 1.25 ∙ 10−6 5.4 ∙ 10−3 3.1 ∙ 10−3 0 

金星 243日 3 ∙ 10−7 3.1 ∙ 10−3 1.75 ∙ 10−3 0 

地球 23時間56分4秒 7.27 ∙ 10−5 0.812 0.462 0.42~0.7 

火星 24時間37分23秒 7.2 ∙ 10−5 0.36 0.205 － 

木星 9時間55分40秒 1.74 ∙ 10−4 0.9 5.6 4 

土星 10時間40分 1.62 ∙ 10−4 6 3.3 － 

天王星 10.8時間 1.68 ∙ 10−4 3.52 2 － 

海王星 15.8時間 1.1 ∙ 10−4 2.52 1.43 － 

冥王星 6.39時間 2.74 ∙ 10−4 1.37 0.78 － 

  この表から分かるように，その表面上における磁場強度が知られている天体の場合

には，計算値の参考値との一致は完全に満足すべきものとなっている。その表面上に

おける磁場強度が知られていない天体の場合には，予想される磁場強度の大きさの計

算値のみが与えられている。 

  ご質問をお願いします。 

質疑応答 

  質問  南極地方の周りの大洋では，西からの定常風はどこから吹いてくるのでしょ

うか？ 

  回答  申し訳ありません。南極地方の周りの束縛渦は大気中において追加的なコリ

オリ力を創出しているということを，私は言い忘れていました。原理的には，そのコ

リオリ力が，まさにその西風の出現の原因になっている可能性があります。 

  質問  「吠える40度」とはいったいどういうものでしょうか？ 

  回答  吠える40度とは，船乗りたちが南半球の緯度40°から50°までの大洋の海域に

与えた名称です。そこでは強い安定した西風が吹いていて，それがしばしば時化（し

け）を引き起こしています。 

  インド洋の南側海域は，現在，南極海に区分されていますが。そこには風を減速さ

せる大陸地塊が存在しないため，そこでは特に強い風が吹きます。吠える40度の緯度

上では，南極周極流が地球をぐるりと取り巻いています。この海流は，たった今私が

𝐻obj = 𝐻sol

(𝜔𝑣II)obj

(𝜔𝑣II)sol
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お話しした他ならぬコリオリ力，つまり，銀河エーテル風の吹き付けの結果，南極地

方の周りにおいて発生したエーテル束縛渦によって引き起こされたコリオリ力を原因

としている可能性があります。 

  質問  あなたが述べられた磁場の起源に関する仮説の観点から見て，あなたは磁極

の交替をどのように評価されますか？ 

  回答  まず第1に，私は何も断言することなく，注意を向ける必要のある仮説を述べ

たにすぎません。第2に，磁極の交替を主張している地質学者たちが利用した資料をよ

り注意深く眺める必要があるはずです。 

  磁極が移動していることはゆるぎない事実です。しかし，それが地球の完全な磁場

逆転の原因となっているかどうかは，大きな疑問です。 

  ノヴォロシースクの近くの道路に沿って，70°の角度だけ傾いた露出成層岩があり

ます。これを根拠として，かつて地球全体はこの角度だけ傾いたのだと主張する人は

誰もいません。何らかの局所的な擾乱があり，それが地層をそのような状態にしたの

です。地質学者たちが地球磁場逆転を検出した場所にもそれと似たことが起こった可

能性はないのでしょうか？ なにしろ，まさにこれを根拠として，地球はかつて全体と

して別の方向に自転していたのだという結論を下すことが可能であり，そのような仮

説も存在しているのです。ですから，そのようなすべての主張は確実な事実ではなく，

検証されるべき仮説に分類する必要があります。 

  私は既に以前の講義で，構想と構想の間で最大の闘いが行われてきた2つの領域を

私は見つけた，それは地質学と宇宙論だという話をしました。私自身にとっては，そ

のような闘いが起こる理由が理解できます。それぞれの構想の提唱者は何らかの断片

的事実を持っており，彼はそれをかなり恣意的なやり方で解釈する。すべてをまるご

と検証することは不可能です。なぜなら，地質学ではすべては深部にあり，宇宙論で

はすべては遠方にあるからです。こうして，日の光の当たる場所をめぐる権威のレベ

ルにおける取っ組み合いの喧嘩が始まります。これだけの話なのです！ 

  それらすべての構想が，これまで何回変化したことでしょうか！ そして，これから

もさらに変化していくのです。構想とは何でしょうか？ それは1つの意見にすぎませ

ん。今日，ある意見だとしても，明日は別の意見になります。ですから，ここには，

厳密に確定されたものは何もないのです。 

  ちなみに，今述べたすべてのことはエーテル動力学にも当てはまります。エーテル

動力学において最も重要なもの，それは方法論です。まさにこの点については，まあ

いうなれば，完全にうそ偽りはありません。それ以外のすべてのことは，再検証され，

精緻化されなければならず，もし話のつじつまが合わなくなったならば，棄却されな

ければなりません。このすべてに対して，もっと平静な態度をとる必要があります。 

  あらゆる具体的事実は無限個の仮説と理論を持っているという最も重要な命題を忘

れてはなりません。しかし，一部の人々は事実を自分に有利になるように解釈してい

ます，例えば相対性理論のように。それはペテンなのです。 

  それでは皆さん，お元気で！ 
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  我々の今日のテーマはエネルギー論である。 

  運動の尺度の決定という問題はまだニュートンの時代に生じた。力学的運動に関す

る彼の3つの法則においては，そのようなものとしてのエネルギーの概念は登場して

おらず，運動量，すなわち𝐾 = 𝑚𝑣が用いられている。そして力学の第2法則は， 

時  刻  表 

フライト

ナンバー 
目的地 

出発 

時刻 
経路 

01 カプタイン星   

02 シリウスA・B   

03 くじら座τ星   

04 プロキオンA   

発券窓口 

アイザック・ニュートン 
1643~1727 

ゴットフリート・ヴィル
ヘルム・ライプニッツ 

1646~1716 
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𝐹 = 𝜕/𝜕𝑡(𝑚𝑣)という形をしている。 

  ニュートンの同時代人であるライプニッツは「活力」［vis viva］という概念を導入し

た。今日我々が運動エネルギー，すなわち𝐿 = 𝑚𝑣2/2と呼んでいるものを，彼はこう名

付けた。 

  既に当時，何が運動する物体の運動の尺度でなければならないか，それは運動量，

すなわち質量と速度との積なのか，それとも活力，すなわち質量と速度の 2 乗との積

なのかという問題が生じていた。しかし，この問題が特に先鋭化したのは既に 19 世

紀になり，解決を要する多数の課題が生じたこととの関連においてだった。この論争

はエンゲルスがそれを解決した 19 世紀末まで続いた。 

  エンゲルスは落下する錘を例にとり，2種類の運動，すなわち消滅させ得る運動と消

滅させ得ない運動が存在することを示した。前者は運動量によって測定され，後者は

運動エネルギーによって測定されるのであって，ここには矛盾は存在しない。もちろ

んただちに，運動は原理的にいかなる方法によっても消滅させることはできないとい

う疑問が生じてくる。実は，ここでの議論は，物体のある運動形態，すなわち可視的

運動，つまり外的な運動から，内的な運動形態，すなわち熱的形態への移行について

進められなければならない。そしてそうしたとき，いかなる矛盾もまったく生じなく

なる。それゆえ，「消滅させ得る」運動についてのエンゲルスの定式化は精緻化を必

要としている。それにもかかわらず，彼は問題解決の方向を正しく理解しており，そ

のおかげで，今日我々は運動エネルギーという言葉を，運動が外的形態から内的形態

へ移行する能力という意味で理解することができている。 

  エンゲルスが言っているように，この世界には運動する物質*以外の何ものも存在せ

ず，物質*のその運動は空間と時間の中で生じるということ，そしてこのことはただち

にかつ自動的に，絶対的にすべての相互作用を力学に帰着させるということは，既に

当時，誰にとっても明らかなことだった。しかし，それが他ならぬいかなる力学に帰

着するかは別問題だ。それは固体の力学でもあり得るし，液体の力学でもあり得るし，

あるいは気体の力学でもあり得る。しかし，空間と時間の中における任意の質量の運

動とは力学であるからには，いずれにしても力学に帰着する。そしてエンゲルスはこ

のことをこの上なく明確に定式化した。 

  まだ1824年のこと，ジョゼフ・フーリエは，熱は特別な種類のエネルギーに分類さ

れ，これを力学的運動に帰着させることはけっしてできないと述べた。それから約50

年後の1868年，ルートヴィッヒ・ボルツマンは熱を力学的運動に，すなわち，気体中

における熱を空間中における分子の移動に，固体および液体中における熱を分子の移

動に帰着させた。こうして，すべては空間と時間中における物質*の運動に帰着すると

いうエンゲルスの主張は熱力学の領域においても裏付けられた。 

  エーテル動力学は，すべての種類の場と相互作用を実際に力学に，すなわち空間と

時間のなかにおけるエーテルの質量の移動に帰着させ，エーテル動力学にもとづいて

F.エンゲルスの著書『自然の弁証法』および『反デューリング論』の英語版とロシア語版 
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説明することのできない物理現象は1つとして存在することができないと自負してい

る。このことは，物質*構造物の任意の物理現象と任意の相互作用の内的本質を理解す

る上での幅広い可能性を開いている。だから，エーテル動力学には大きな未来がある。 

  力学的運動の3つの尺度が存在する。第1の尺度は𝑚𝑣，すなわち質量と速度との積で

ある。これは運動量だ。第2の尺度は𝑚𝑣2/2，すなわち質量と速度の2乗との積を2で割

ったものでる。これは運動エネルギーだ。運動エネルギーに関するこの表式はかつて

ライプニッツによって「活力」と名付けられたもので，この名称がほとんど1世紀の間

使われ続けた。そして，運動の大きさを何によって測定するのか，運動量によってか，

それとも運動エネルギーによってかという問題をめぐり，物理学者や技術者の間にお

ける長年にわたる論争に火がついた。 

   これにはさらにもう1つの事情が重なっている。我らが尊敬すべき20世紀の量子物

理学者たちが，運動量の概念を力積の概念に取り換えたのだ。力積とは何か？ 力積𝑃

とは，力𝐹と，これが作用した時間𝑇との積である。そして実際，この積は運動量と等

しい。すなわち， 

  しかし，ここにはある微妙な点がある。質量𝑚が速度𝑣で運動するとき，全運動量は

自明である。なぜなら，ここには質量が存在し，速度が存在しており，いかなる力積

も存在していないからだ。力積が現実に発現するのは，その質量が別の質量と相互作

用したときのみなのだ。すなわち，運動量の概念が現実的概念であるのに対して，力

積の概念は仮想的概念なのである。 

  このことから，自然は我々にとって我々が相互作用を見ているときにのみ存在する，

また自然は我々がその相互作用について知ることができる限りにおいてのみ存在する

という，れっきとした哲学が導き出される。これは観測可能な自然現象と観測不可能

な自然現象に関する古い歴史だ。我々は，自然が観測可能な限りにおいてのみ自然に

ついて判断することができる。そしてこの哲学が現代物理学全体に浸透している。 

  今日の物理学は，我々が観測していないものは存在しない，これで終わり，と断言

している。実際には，今日観測不可能なものは，明日観測可能になる。かつては太陽

について，太陽は何から構成されているのか，我々には永遠に知ることができないと

言われていた。スペクトル分析の発明により，この問題は解決された，等々といった

実例がある。それゆえ，今論じている問題においても，唯物論的立場に立ち帰り，運

動量の概念に立ち戻る必要がある。 

  先ほど挙げた運動の2つの尺度に対しては，閉じた系内においては運動量は一定の

まま保存され，エネルギーもそれと同様であるとする，それらの保存則が対応してい

る。 

𝑃 = 𝐹𝑇 = 𝑚𝑣  

ジョゼフ・フーリエ 
1768~1830 

ルートヴィッヒ・ 
ボルツマン 
1844~1906 
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  運動の第3の尺度は角運動量𝐿，すなわち運動量𝑚𝑣と，物体がそれに沿って運動する

軌道の半径𝑅との積である。すなわち， 

  ここには混乱が生じているように見える。つまり，物体が曲線軌道に沿って運動す

る場合には，角運動量保存則によれば，軌道半径の変化に伴って速度が変化しなけれ

ばならない，すなわち運動量もエネルギーも一定にならない。もしそれらが一定だと

すると，角運動量保存則はどうするのか？ 

  実際には，ここにはいかなる混乱もない。しかし，何がいかなる場合に分類される

のかを，明確に理解する必要がある。 

  この講義で既に話したように，半径の変化を伴う運動には2つの場合がある。第1の

場合は円柱の周りにおける質量の運動，第2の場合は1点の周りにおける質量の運動で

ある。 

  第1の場合には，物体は外部からエネルギーを受け取らず，物体が初期時点に速度𝑣1

を持っていたとすると，円柱の周りを回り終えたとき，物体は初期速度𝑣1と事実上等

しい速度𝑣2で経路の終点に到達する。ここでは，質量を引き留めている糸はぴんと張

っており，質量の回転中心は円柱に沿って走り，糸と軌道の間の角度は常に90°である。

摩擦による損失を除き，物体の周りを回っている物体が加速または減速するためのい

かなる原因も存在しない。このすべては特別に設定された実験によって裏付けられた。 

  ここでは運動量保存則とエネルギー保存則が働いている。 

  第2の場合には，物体は中心の周りを回り，物体を中心の方へ引き寄せない限り，物

体は円周に沿って運動してゆき，半径のいかなる変化も生じない。物体を引き寄せる

必要がある。しかし，物体が引き寄せられ，半径が減少したとき，糸と軌道の間の角

度は90°未満になり，質量が中心に引き寄せられる力が軌道上に射影されるようにな

る。物体は加速し始め，その加速は，ぴんと張った糸を通じて物体に供給されるエネ

ルギーを使って生じる。ここでは角運動量保存則が働いている。そのとき，エネルギ

ー保存則は破られていない。なぜなら，外部からのエネルギー供給が生じているから

だ。この第2の場合は，気体竜巻の形成時に生じる。 

 

𝐿 = 𝑚𝑣𝑅  

半径の変化を伴う軌道に沿った物体の運動： (a)エネルギー供給なし； 
(b)エネルギー供給あり； (c)向心加速度の計算のための参考図 

(a) (b) (c) 
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  竜巻を観察すると，地表面付近で膨張し，上方に向かってさらに段階的に膨張して

いく回転する柱が見える。 

宇宙からの竜巻の観測は，竜巻が実際にはトロイダル構造を持っていることを示し

た。このことは，気体流の速度が中心と周縁では著しく異なっていることを意味して

いる。 

  トロイダル運動においては，気体全体は，上昇時には竜巻の中心部分を通過しなけ

ればならず，次に，中心から大きな距離の所で逆に地表面に向かって下降しなければ

ならない。 

しかし，そのトロイドの面積は大きく，外側部分の半径は中心部分の半径より何倍

も大きい。空気がそこで地表面に下降していく周縁部分の面積は，空気がそこで上昇

していく中心部分の面積と，半径の2乗の関係にある。それゆえ，空気は上昇時には毎

秒100 mの速度で突進していくのに対し，下降時には毎秒1~2 cmの速度で下りてくる。

そして我々には，その部分はまったく見えない。このことは，我々にその部分が見え

ない以上，それはそもそも存在しないということを意味しない。その部分は存在する。

なぜなら，空気はどこかへ行かなければならないからだ。だから，この問題に特別に

取り組めば，上から下へ進む空気流の速度を測定することが可能だ。 

  そもそも，竜巻はなぜ圧縮されているのだろうか？ 竜巻は気体渦の形成の特異性

によって圧縮されているのだ。 

  その中で分子が互いに結合している液体とは異なり，気体中では，分子は結合し合

っていない。それゆえ，形成中の気体渦の表面に加わる外圧は，内圧と遠心圧力との

和を常に上回り，そのため，気体渦は圧縮され始め，急回転し始める。しかし，急回

転とともに，外圧と遠心圧力は減少してゆき，その先，渦本体のさらなる圧縮と急回

転の雪崩的な過程が発生する。渦近傍ゾーンにおける大気圧が減少し，温度が低下す

る。そしてそのエネルギーが竜巻本体の中へ移動する。 

(a)竜巻の外観； (b)観測データにもとづく竜巻の構造 

フロリダ地方におけるサイクロンの形成（衛星写真） 

(a) (b) 

𝜔, s−1 

𝑣, 𝑚 ∙ s−1 
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このことから，竜巻があれほどまでに大きな力を持っている理由が理解できるよう

になる。それは，それぞれの竜巻に対して，惑星の大気全体が働いているからだ。し

かも，そのすべては，エンタルピー，すなわち空気の熱量がわずか105 J/m3にすぎず，

これこそが105 Paの大気圧であるという条件の下で生じているのだ。では，その内部

の比エネルギーが空気の比エネルギーより32桁（！）大きいエーテルからは，いった

いどんなことを予想することができるだろうか？ このことから，陽子のエネルギー

は，相対性理論の公式に従って計算された同じ陽子のエネルギーより26桁大きいとい

うことがただちに分かる。しかし，このことからは，エネルギーが間もなく尽きる，

なぜなら石油も天然ガスもウランも間もなく枯渇するからだなどと泣き言を言ってい

るのではなく，エーテルからのエネルギー取得について研究する必要があるという結

論も導き出される。エネルギー問題の担当者の皆さん，現代の「理論家」たちの言っ

ていることにはそんなに注意を払わず，新技術について考える必要がある。彼らの言

うことに耳を傾けていたら，資源やエネルギー媒体の不足，オゾンホール，そして地

球温暖化によって，人類は遠からず滅亡してしまうだろう。実際，人類にはどこにも

隠れる所はないのだ。今時の「理論家」たちの運命は，まさにそんなものになるだろ

う。うーん！ 

  私は，成績係数［訳注］とは何かということに皆さんの注意を向けたいと思う。私は任

意の「作用」にではなく，「有効」という言葉に注意を払っている。 

  成績係数を，過程における入力エネルギーに対する出力エネルギーの比と理解した

場合には，すべての損失を考慮に入れれば，任意の過程の成績係数は1に等しい。なぜ

なら，運動は，いかなる方法によっても創出することも消滅させることもできないか

らだ。運動は，ある形態から別の形態へ移行させることしかできない。 

  1920年代，物理学では成績係数の概念をめぐって白熱した論争が繰り広げられた。

成績係数の概念の見直しの必要性という問題を提起した，この議論の主要な参加者は

ソ連の電波測位装置の発明者パーヴェル・コンドラチェフ・オシチェプコフ［Pavel 

Kondratyevich Oshchepkov］だった。 

  議論の対象になったのは普通の冷蔵庫だった。問題は，普通の冷蔵庫は成績係数の

観点から見ると何だか正しくなく働いているということだった。なぜなら，冷蔵庫は

その出口，つまり熱交換器において，配電網から取って消費するエネルギーよりも大

きなエネルギーを放出しているからである。これが生じる理由は，冷蔵庫はより冷た

い物体，つまり冷蔵室の中に置かれている鶏肉からエネルギーを奪い，そのエネルギ

ーをより熱い物体，つまり熱交換器に異動させているからだ。しかしこれは既に，失

礼ながら，ナンセンスだ。なぜなら，そんなことはあってはならないからだ。熱力学

 
［訳注］ 「成績係数」（COP, coefficient of performance）は，ロシア語では「有効作用係数」（coefficient of 

effective action）という用語で表現される。 

P.K.オシチェプコフ 
1908~1992 

著書『人生と夢想』 
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の第2法則がそれを禁じているからだ。 

  現在では，この問題のすべてがついに究明された。，今，それはヒートポンプと呼

ばれている。ところがそのとき，喧嘩はもっと大きくなった。 

  オシチェプコフは，成績係数の問題においては，これに対するまったく別のアプロ

ーチの仕方が必要だと主張した。ここで生じているのは，すべての自然過程における

ようなエネルギーの拡散ではなく，集中なのである。すなわち，冷蔵庫ではエネルギ

ーは2箇所から，つまり配電網と鶏肉から取られ，１箇所で放出された。そしてここで

は，もうどうすることもできない。ここでは成績係数は常にかつ原理的に１より大き

いのだ。 

  ところで，冷蔵庫の観点から眺めた場合には，ここでは成績係数はそもそも負なの

である。なぜなら，冷蔵庫中ではエネルギーは放出されず，奪い取られているからだ。 

  そのとき，オシチェプコフに罰が当たった。しかし，ヒートポンプは歩き始め，お

よそ4の成績係数にさえ到達した。そしてそれ以来，何千種類ものヒートポンプが考案

され，そのすべてにおいて成績係数は１を超えているのだ。 

周知のように，それぞれの冷蔵庫には冷蔵室あるいは冷凍室さえあり，そこから熱

が強制的に奪い取られ，より高い温度を持つ周囲媒質に伝達される。熱はより冷たい

物体から奪い取られ，より熱い物体へ，それらの間を循環する冷媒の助けをかりて伝

達される。冷媒とは，蒸気に転化し，それによって熱を奪い，次に別の場所で再び液

体に転化し，それによって熱を放出する能力を持っている液体である。 

  実は，その液体は，特殊な循環ポンプを使って強制的に追いやる必要がある。だか

ら，熱力学の第2法則の定式化の中にある「自発的に」という言葉はここでは不適切で

あることが判明する。いずれにせよ，自発的にではなく，強制的にだ。このことが事

態を若干変化させる。 

  既に述べたように，物質*はいかなる方法によっても創出することも消滅させるこ

ともできない。今挙げられている例においては，冷蔵庫は，配電網から供給されるエ

ネルギーを，冷媒を圧送するポンプを運動させるために必要な量だけ消費し，そのエ

ネルギープラス冷蔵庫が冷蔵室およびその中の食品から強制的に奪い取るエネルギー

を熱交換器において放出する。全体的なエネルギー収支は守られているが。熱放出の

観点から見ると，ここでの成績係数は常に1より大きい。しかし，目的が，冷蔵庫を使

って部屋を暖めることではなく，冷蔵庫の中に保存されている食品の温度を下げるこ

とである場合には，成績係数は負であることが判明する。なぜなら冷蔵室内の温度は

低下し，熱が奪い取られているからだ。このことは，成績係数，すなわち（設定され

た目的にとって）有効な作用の係数という概念自体を精緻化する必要があることを再

び示している。 

  このように，冷却機の出口である熱交換器では，冷媒を循環させるために消費され

たエネルギーより大きいエネルギーが放出される。そしてこのことは，任意の冷蔵庫

の成績係数は1より大きいことを意味している。一部の場合には，成績係数は3~4，あ

冷蔵庫の構造スキーム： 1－冷凍室； 2－熱エネルギーを周囲媒質中に放出する熱
交換器； 3－冷凍室と熱交換器の間を循環する冷媒； 4－冷媒を循環させるポンプ 
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るいは5にさえ達する。これはきわめて好都合なことだ。なぜなら，冷凍室を川，湖あ

るいは海の中に設置し，熱交換器を屋内に配置すれば，普通のストーブで直接部屋を

暖めるより3~4倍大きいエネルギーを水から取り出すことが可能だからだ。これは既

にとっくの昔に世界中で採用され，「ヒートポンプ」と呼ばれている。そして，熱力

学の諸法則をいささかも破ることなくヒートポンプの動作を説明している理論さえ作

られている。 

  ところがここで，系を閉鎖し，いかなる人工的なエネルギー供給装置も用いずに冷

却機を稼働させたいという誘惑が生じてくる。 

  そうしてはならない理由などあろうか？ なにしろ，冷凍室より高い温度を持って

いる熱交換器において放出されるエネルギーの余剰分を，ポンプを始動させるために

利用することが可能なのだから。 

  そのとき，最初の一突きが加えられた後，系全体が運動し始め，配管を通じて冷媒

を圧送するだけでなく，フリーエネルギーを暖房のために部屋に供給するようにな

る！ なんて素晴らしいことだ！ しかしそのためには，余剰エネルギーが大きく，そ

の余剰エネルギーと成績係数との積が1より大きくなることが必要だ。手短に言えば，

エネルギーが，ポンプによって消費されるエネルギーより多く放出される必要がある。

ところがそれは，今のところ実現されていない。 

  このすべてはきわめて有益だ。1 kWを消費すると，4 kWが得られた。次に，そのエ

ネルギーはどこへいくのか？ 隙間，通風口，壁を通って大気中に戻る。こうして，家

の周りにおけるエネルギー循環が得られる。その追加的エネルギーは環境に対して絶

対的に無害だ。この方向を何としてでも発展させる必要がある。もちろん，この方向

にはそれなりのコストがある――水底のラジエーターを掃除する，魚を追い払う，等々。

全体的に見ると，残念ながら，この方向上でエネルギー問題を解決することはできな

いとはいえ，そのコスト全体はちゃんと償われる。 

  世界中できわめて多様な構造を持った多数のヒートポンプが考案されており，その

こと自体はエネルギー産業関係者にとってきわめて有益なことではあるが，永久に働

くように系を閉鎖することは，今のところ誰も成功していない。 

  ただし，熱をより低温の川からより高温の部屋へ移送するという課題を実現する目

的で冷却系を閉鎖し，言うなれば，それを自給方式に転換することが原理的に不可能

であることを証明した理論は，現在にいたるまでまだ発見されていない。それゆえ，

そのような閉鎖系を創出する試みは続けられており，もしかしたら，それは成功を収

めるかもしれない。それは十分に期待できる。なぜなら，成功を勝ち得るのは，それ

ができないことを知っている者ではなく，それを知らず，それゆえ，それをやってみ

る者であるからである。発明の歴史はこのことを何度も裏づけている。 

  ここでは，原理に関わるある一つの事情に注意を払う必要がある。 

  一部のヒートポンプは今まで述べたものとは別の仕組みになっている。それらのヒ

冷蔵庫を永久機関に変える，閉じた系を持つ冷蔵庫の改良スキーム： 1－冷凍室； 2－熱エネルギーを
周囲媒質中に放出する熱交換器； 3－冷凍室と熱交換器の間を循環する冷媒； 4－冷媒を循環させるポ
ンプ； 5－熱変換器のエネルギーを冷媒ポンプのためのエネルギーに転換するフィードバック装置  
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ートポンプでは，水渦が形成され，水渦が冷水を単純に回転させる。冷水は，その回

転のために消費されたエネルギーに従ってではなく，より大きな値のエネルギー分だ

け，およそ1.5~2倍のエネルギー分だけ加熱される。このような装置の開発と量産を専

門としているいくつかの会社が存在しているが，彼らは，それらの装置がどこから余

剰エネルギーを得ているのかを良くは理解していない。そのため，それらの会社のう

ちのいくつかが，せめて何かを理解するために私を招いている。私が彼らに話せるこ

とはどんなことか？ それは次のようなことだ。 

  現在では，その成績係数，すなわち消費エネルギーに対する放出エネルギーの比が

1を超える装置が多数発明されている。それらの多くは特許化され，多数の装置が実働

試作品の形で実現されている。しかし，それらの装置の事実上すべての発明者は，そ

の装置がどこから追加的エネルギーを取っているのかを説明することができない。彼

らは，自分が利用している過程の物理的本質を理解していないので，既存の物理法則，

例の熱力学の原理に疑いをかけようと試みている。これは誤っている。そのような道

は袋小路である。なぜなら，第1に，それらの法則は正しいからであり，第2に，彼ら

は，自分が利用している過程を究明しなかったことにより，自分の装置に改良を加え

る可能性を自分から奪っているからだ。 

  実際，彼らは，自分が得た効果を説明しようとするとき，あらゆる事情を考慮に入

れていない。最も多くの場合，彼らは，彼らの装置を取り囲んでいるエーテルの存在

を考慮していない。それらの装置は，エーテルから追加的エネルギーを汲み取ってい

るのである。装置の周囲空間中におけるエーテル渦の形成，そして次にそれらのエー

テル渦の吸収こそが，それらの装置が入口において得たエネルギーと比べ，それらの

出口におけるエネルギーの方が大きくなることに関係している，すべての効果を説明

することを可能にする。 

  エーテル動力学の観点から見ると，水はエーテルを蓄積する能力を持っている。こ

れは，その高い誘電率という形で現れている。すなわち，水の相対誘電率は𝜀 = 81で

ある。水中においてそれがどのように生じるかは，それとは別の問題である。水によ

って蓄積されたエーテルは水分子と相対的に弱く結合しており，水が回転すると，そ

こから放出される。 

  水渦の内部におけるエーテルの圧力の低下は，渦軸に沿ったエーテルの吸込みをも

たらす。こうして，エーテルのダブレット――渦の周縁部に沿ったエーテルの放出と，

渦軸に沿ったエーテルの吸込み――が形成され，このことがエーテル流の閉鎖をもた

らす。すなわち，水渦の周りに2つのトロイダル渦が形成される。 

  エーテル細流が閉じるやいなや，エーテルの外部圧力が，形成されたエーテル渦を

圧縮し，それらのエーテル渦を水中に追い戻し，水に自分のエネルギーを渡す。これ

こそが，水の温度がそれよって上昇する，あの追加的エネルギーなのである。おそら

エーテル渦トロイドの形成： (a)初期段階； (b)エーテルトロイ
ドの形成； (c)エーテルの内圧によるエーテルトロイドの圧縮 

(b) (a) (c) 
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く，このような過程は周期的に繰り返されているものと思われる。このことは，原理

的には，フレーム，すなわち，レーザービームの通常の位置からの偏光効果にもとづ

いた特殊な測定装置を用いて検出し，光電式検知器によって記録することができる。 

  Yu.S.ポタポフ［Yury Semyonovich Potapov, Yuriy Semenovich Potapov ］による熱発生器

［heatgenerator］の創出の歴史は，彼以外のすべての人々はそれをすることはできないこ

とを知っていたが，彼は知らず，それゆえにこそ彼はその熱発生器を創出したという

点で，典型的なものであった。 

  1931年，フランスの科学者ジョルジュ・ジョゼフ・ランク［Georges Joseph Ranque］によ

って渦による気体のエネルギー分離効果が発見された。これは後にランク効果と名付

けられた。フランス物理学会においてこの効果に関するランクの報告が行われた後，

この効果は忘れられてしまった。渦効果が各国の科学者たちの研究対象となったのは，

ようやく1946年になってからであった。ソ連その他の世界各国で行われた多数の実験

的研究の結果，渦効果の基本特性を解明し，その理論的根拠づけに取り掛かることが

可能となった。 

  渦効果，あるいはランク効果は粘性圧縮性気体の旋回流中において発現し，渦チュ

ーブと呼ばれるきわめて単純な装置内で実現される。その概略構造を図に示す。 

ガスがノズルを通って流入すると，強い環状流が形成され，その軸近傍の層は冷却

され，ダイアフラムの穴を通って低温流として流出し，周縁層は加熱され，絞り弁を

通って高温流として流出する。絞り弁を絞るにつれて，渦チューブ内の全体的な圧力

レベルが上昇し，ダイアフラムの穴を通る低温流の流量は増大し，その分だけ高温流

の流量が減少する。そのとき，低温流と高温流の温度も変化する。チューブの様々な

設計においては，チューブの特性を具体的な目的に合わせて向上させることを可能と

する改良が加えられている。 

  ランクの渦チューブ内の全体的なエネルギー収支は維持されている点に，特に注意

を払うべきである。 

  ポタポフはランクの渦チューブにおいて空気の代わりに水，すなわち非圧縮性流体

を利用しようと試み，予想外の効果を得た。軸線に沿って流出したのは冷水ではなく

て温水，そして周縁に沿って流出したのは熱水だったのだ。熱量測定を行ったところ，

熱エネルギーの流出量は，流入量のおよそ1.3~1.5倍であることが判明した。 

  エネルギーの創出も消滅も原理的にあり得ず，あり得るのは，ある場所から別の場

所へのエネルギーの移動のみであることは誰にとっても明らかなことであるから，検

出された追加的エネルギーの隠れた源がどこかに存在しなければならない。その説明

として，一部の科学者は，若干変更を加えられた相対性理論に従い，ポタポフの熱発

生器内では質量のエネルギーへの変換が生じているという推測，また，そこでは常温

核融合が行われているという推測を述べた。しかし，そのような推測はまったく不自

ランクの渦チューブのスキーム G.J.ランク 
1898~1973 

［↓ Хол.は低温流］ 

圧縮ガス 

高温流 
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然なものに思われる。 

  ランクの渦チューブの渦室内における水温上昇をもたらしているメカニズムは，既

に述べたとおりである。それは周期的に生じている可能性がある。しかし，外部に出

たエーテルが，次にチューブの両端部から吸い込まれるという，別のバリアントもあ

り得る。その場合，この過程は連続的に進行する。いずれの場合においても，形成さ

れたエーテル渦のエーテルの外部圧力による追加的な圧縮が生じ，それによって追加

的エネルギーの流入が生じ，そのエネルギーが水に渡される。熱発生率を上昇させる

ためには，水の電気伝導率を改善するか，あるいは水に何らかの懸濁液を加えればよ

い。エーテルの渦形成を容易にするためには，渦チューブの本体およびその他の部品

を金属ではなく，任意の絶縁性材料で作ればよい。 

  キャビテーション気泡が利用されている，あるいは自発的に発生する装置において

も，それと類似した現象が検出されている。原理的には，気泡が形成されるためには，

その後気泡が圧壊するときに放出されるのと同量のエネルギーが消費されなければな

らない。しかし，この場合にもやはり追加的な熱放出が検出されており，ここでもま

た，何か類似した過程が生じていると推測することができる。すなわち，エーテルの

捕獲，次にエーテルの渦形成，周囲のエーテルによるエーテル渦の圧縮とそれによる

エーテル渦中への追加的エネルギーの吸込み，次に水によるエーテル渦の吸収と蓄積  

エネルギーの水への移動，それによる水の追加的加熱という過程である。 

現在では，ロシアと世界各国において何種類かの様々な出力の渦式熱発生器が創出

されている。この図に示されている熱発生器は，肉厚シリンダー内に収められている

ローターと連結されている普通の非同期電動機であり，そのシリンダー中に水が流入

する。ローターは回転軸であり，そこに平らな円板が取り付けられている。電動機に

よる円板の回転により，電動機が消費したエネルギーよりも大きい追加的な熱エネル

ギーを得ることが可能になる。増大してゆく圧力は数十気圧に達する。行われた測定

は，総合COPがおよそ1.6（いくつかのサンプルでは1.8）のとき，余剰エネルギーの存

在を裏づけた。 

この熱発生器は，ノイズ効果および生じる可能性のあるエーテル動力学的放射を避

けるため，個別の部屋に設置される。 

そのような熱発生器の創出は有益であることを認めつつも，それが幅広く適用され

たとしても，それがエネルギー問題の解決を可能にするかという点については疑問を

呈さざるを得ない。熱発生率が1.3~1.5のとき，省エネルギーの総量はそれほど大きく

ない。仮に世界中のすべての熱装置や原動機の成績係数が2倍に向上しても，エネルギ

ー問題は解決されないだろう。しかし，この問題を解決する必要がある。 

  空気のエネルギー含量は105 J/m3であり，まさにこのエネルギーが竜巻や暴風の力

の源であって，実際，竜巻や暴風に関与するのは1 m3ではなく，それより大量の空気

であることをもう一度思い出そう。一方，エーテルの内部熱エネルギーは，それより

水渦式熱発生器のスキーム： 1－原動機； 2－水シリンダー； 3－原
動機の軸にはめ込まれた円板； 4－水の入口； 5－水の出口 
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32桁大きく，いたる所に存在し，任意の場所，地上，天上，海上，水中，そして全宇

宙における永遠に尽きることのない，環境に対して無害なエネルギーとなっている。

ところが，誰もこのエネルギーについて研究していない。グローバルなエネルギー危

機という状況にもかかわらず！ エネルギー媒体の獲得をめぐる競争が一連の戦争を

引き起こしているのに，しかも，我々は石油，石炭，天然ガスを燃やすことによって

貴重な化学原料を枯渇させ，環境を汚染しているのに。これをどう説明するのか?! 

  これは，我らがアカデミズム科学がエーテルは存在しないとみなし，それゆえエー

テルに取り組んではならないとしていることによってのみ説明することができる。な

ぜ取り組んではならないのか？ なぜなら，偉大なアインシュタインがそう言ったか

らだ。彼はなぜそう言ったのか？ なぜなら，エーテルがあると，理論があまりにも複

雑になるからだ。これで終わり！ 尊敬する皆さん，あなた方は，人類はこの空っぽな

権威に対し，あまりにも多額な報酬を支払っているとは思わないのか?! 

  エーテルエネルギーは，いったいどうすれば現実化することができるのだろうか？ 

  私が勤めている研究所で，数か月前，こんな事件が起きた。研究所内で何かの祝賀

会が開かれていたとき，ある女性研究員がコンセントに小型テープレコーダーのプラ

グを差し込んだら，コンセントから直径10 cmほどの小さい球雷が飛び出てきたのだ。

彼女はびっくりしてプラグを引き抜き，それからまたコンセントに差し込んだ。また

球雷が飛び出してきた。ところが今度は，直径20~30 cmほどのもっと大きいやつだっ

た。球雷は彼女の腕に沿って這いまわり始め，彼女の腕を焼き，皮膚上に黒い薄い層

を残した。彼女は大急ぎで病院に連れて行かれ，腕に薬を塗られ，包帯を巻かれた。

それから１か月間，彼女は包帯をしていた。その後，すべては過去の話になった。 

  研究所の技術者たちは，そんな事件がもう繰り返されないようにするため，賢い技

術的解決策を見出した。彼らはコンセントを粘着テープでふさぎ，こうして安全問題

を解決したのだった。 

  私が住んでいるジュコーフスキー市で，もっと興味深い事件があった。ジュコーフ

スキー市の隣のクラトヴォ村のある老婦人の家で，早朝，コンセントから球雷が飛び

出て，閉まっている窓を通り抜けて外へ飛び去った。その際，球雷はその通り道から

3 mほどの所に置いてあったテレビを焼き焦がした。球雷はイリューシン通りの方へ

移動していって，そこでは既に直径2 mほどの赤い球になっていた。球雷はそこで爆発

した。そのときの音は，弾薬庫が爆発したかと思うほどだった。その音は，爆発地点

から4~5 km離れた所にいた私にも聞こえた。その後，我々の街のローカル新聞『ジュ

コーフスキエ・ヴェスチ』がこの事件の全容をスクープして発表した。 

  球雷のエネルギーはどれぐらいか？ それは膨大だ。球雷は空気中に自由に浮いて

いる事実が物語っているように，その質量は著しく小さいにもかかわらず，球雷は馬

鹿でかいエネルギーを持っているのだ。 

  竜巻も，台風も，サイクロンも，その比エネルギー含量という点では球雷とは肩を

並べることができない。比エネルギー含量とは，物体の単位質量中に含まれるエネル

ギー量である。例えば，ガソリンは完全燃焼の結果として 44MJ/kg，天然ガスは 35.6 

MJ/kg，石炭（無煙炭）は 22 MJ/kg を与える。この点においては，竜巻の一部分とし

て 100 m/s の速度で運動している空気 1 kg はわずか 5000 J しか含んでいない。これ

はあらゆる種類の燃料とは比較にならないほど小さい。しかし，平均的な竜巻 1 個は

その中に何千 t もの質量を含んでおり，ここからその威力が生まれる。 

  球雷について言えば，普通の観測結果からですら，重大な結論を導き出すことがで

きる。球雷は気流とともに自由に浮遊する。これが意味しているのは，球雷の比質量

は空気の比質量1 kg/m3よりも著しく小さい，すなわちおよそ0.1 kg/m3であるという
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ことである。普通の球雷の直径はおよそ 4~6 cm である。これは，球雷の体積は約

100 cm3，したがって質量は約 0.01 g 以下であることを意味している。そのエネルギ

ー含量は，70 kg 以上の水を蒸発させる能力を持つ（球雷が樽に落ち，約 70 kg の水を

蒸発させたという事例がある）。そのためには，38000 kcal 以上，つまり，それと同じ

ことだが 2 億 J 以上が必要となる。質量が 100 g の場合には，球雷の比エネルギー含

量は1.6 ∙ 1013 J/kg以上に達する。 

  何ということだ！ ガソリンなど，比べものにもならない！ 

  球雷には大きな関心が払われている。自分たちのモデルから出発して球雷を再現し

ようと試みているいくつかの研究所がある。残念ながら，提唱されているすべてのモ

デルは性質の総体という点で，我々が球雷について知っていることと一致していない。

例えば，化学的モデル，様々なクラスターモデル，等々がある。化学的モデルにもと

づいて創出されたそのような球雷が，いったどうすれば閉まった窓を通り抜けること

ができるのか？と尋ねたくなる。けっしてできない。要するに，今日，満足すべきモ

デルは存在しない。このことは，ある男が時計を駅で失くしたのに，街灯の下の方が

もっと明るいという根拠にもとづいて，街路の街灯の下でそれを探しているという状

況を思い出させる。 

  実際には，球雷に関するあらゆるモデルは，今日それに関して知られているすべて

の性質を満足させなければならない。それらの性質とはどんなものか？ 

  球雷は，数μｇというその無きに等しい質量にもかかわらず，膨大なエネルギーを持

っている。球雷は絶縁体を通過し，金属に粘着する能力を持っている。球雷が飛行中

の飛行機の翼に沿って転がり，翼の端から胴体まで移動し，丸窓を通り抜けて胴体の

中に入り込み，それから爆発したという事例がある。球雷は物体に沿って方々へ流れ

ながら自分の形状を変化させることができる，等々といった性質を持っている。 

  これはエーテル動力学の観点からは次のように見える。 

  球雷とは，十分小さい密度を持ったエーテルトーラスである。しかし，球雷の内部

におけるエーテル流は毎秒数千kmのオーダーの速度を持っている。これは光速度より

は小さいが，それでもやはり大きい。球雷が金属表面に粘着するのは，それが速度勾

配を持ち，それが金属表面に及ぼす圧力が他より低いからである。金属にはフェルミ

面があるため，球雷は金属中には侵入することができないが，フェルミ面が存在しな

い任意の絶縁体を自由に透過する。 

  球雷の発光とは，励起された空気原子の発光である。それは些末な随伴現象であり，

エネルギー的には微弱な現象だ。球雷がガラスを通過するという性質は，まさにこの

ことから生まれる。球雷のエーテル体がガラスを通過するとき，ガラスのこちら側に

おいて空気分子が励起されて発光が生じ，通過中は発光は消滅し，通過後，ガラスの

反対側上において空気が励起されて再び発光し始める。球雷そのものは我々には見え

ない。球雷は真空中にも存在することができる。 

  球雷は球の形状を持っているが，それは正確ではない。球雷はトロイドでなければ

ならない。そのパラメーターは球に近い。このように，エーテル動力学的モデルは，

どうやら，今あるすべての疑問に答えているようだ。 

  どうすれば球雷を創出することができるのだろうか？ あらゆる物事におけるのと

同様に，その方法はいくつかある。その 1 つは，高速応答放電器，望ましくは真空放

電器を利用することだ。なぜなら，真空放電器では，トロイド形成過程を長引かせる

分子再結合の問題に取り組む必要がないからだ。現実には，球雷はいかなる真空放電

器もなしに発生している。しかしいずれにせよ，球雷の創出方法はこのあたりのどこ

かにある。 
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  球雷の出現は原則的に放電と関係していることが注意を引く。球雷はコンセントや

磁気始動器から飛び出したり，線状雷光等々に伴って発生している。それゆえ，球雷創

出の試みは，まさに放電器を用いて，しかも空気イオンの再結合時におけるパルス面

が長くなるのを回避するために真空放電器を用いて行うことができる。電流の遮断は，

電流が放電器を通過する際に形成された磁場が導体中に隠れ込むのに間に合わないよ

うに行われなければならない。そうすれば，磁場は空中に宙ぶらりんになり，強制的

にそれ自体で閉じざるを得なくなる。そしてそのとき，エーテルの圧力がその大きな

トーラスを圧縮して小さなトーラスにし，その中に，それに対応したエネルギーを圧

入する。 

  ただし，今述べたすべてのことは予想にすぎない。なぜなら，自然界においては，

球雷は真空放電器なしで出現しているからだ。 

  球雷は，エーテルエネルギーを応用的目的のために採用することが可能な種類のエ

ネルギーに変換するための，唯一有望な変換器なのだろうか？ もちろん，そうではな

い。有名な発明家ニコラ・テスラは，いかなる球雷もなしにエーテルエネルギーを利

用することができた。彼の発明品は現代の電気工学者たちの見解とは一致していない

が，それらはちゃんと稼働した。そして今にいたるまで，誰もそれらを再現すること

ができていない。 

  さて今や我々は，以上に述べたことを踏まえて，恒星間航行の問題について検討す

ることができるようになった。 

  かつて，コンスタンチン・エドゥアルドヴィッチ・ツィオルコフスキーは次の有名

な言葉を述べた。「地球は人類の揺り籠だ。しかし，この揺り籠の中で永久に生きるこ

とはできない」。この言葉こそは彼の活動のプログラムだった。 

  この言葉の響きの良さにもかかわらず，ここに込められている思想は正しくない。

地球は人類の揺り籠であるだけでなく，我々の共通の家でもある。我々を待っている

ニコラ・テスラ 
1856~1943 

火球を手に持つテスラ テスラ発電機 

K.E.ツィオルコフスキー 
1857~1935 
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者はどこにもいない。別の惑星では我々は必要とされていない。それにもし，我々が

自分の家できちんとした生活を送ることができないのなら，その無秩序のすべてを別

の惑星へ引きずっていくことになる。それゆえ，我々はどこへも移住してはならない。

必要なのは，自分の家で，つまり地球できちんとした生活を送ることだ。 

  それにもかかわらず，我々を取り巻く宇宙空間を研究すること，しかも可能な限り

幅広く研究することが必要とされている。それゆえ，恒星間航行に関する課題は喫緊

の課題となっている。しかし，この問題を技術的に実現するためには，次の 3 つの問

い答える必要がある。 

  ・超光速度を達成することは可能か？ 

  ・生体を破壊することなく大加速度を達成することは可能か？ 

  ・そのすべてのためのエネルギーをどこから得るのか？ 

  1 番目の問いに対する答え  超光速度で移動することはできないということを，い

つ，誰が証明したのか？ 誰も証明したことはない。それはアインシュタインの特殊相

対性理論の公準だ。その根拠は，エーテルが存在すると理論があまりにも複雑になる

という彼の主張だった。それ以外の根拠はない。そしてこれこそが，エーテルが自然

科学から投げ出され，光速度を超えることはできない（?!）と断言するための根拠とな

ったのだ。これは根拠ではなく，無駄話だ。 

  光速度の克服が最も困難な技術課題であることは，それとは別の問題だ。しかし，

それは原理ではない！ それゆえ，この方向における研究を行う必要がある。我々はき

っとこの課題を克服するだろう。 

  2 番目の問いに対する答え  9G の加速度が，人間が短時間耐えることのできる限界

加速度である。 

  昔，グロモフ飛行研究所のテストパイロット，セルゲイ・ニコラエ

ヴィッチ・アノーヒン［訳注］が急降下状態から脱しつつある戦闘機で

このような加速度に耐えたことがある。この場合，人間に対しては，

もはや彼の体自体の体重 80 kg ではなく，700 kg 以上の重量がのし

かかる。そのとき，彼はもう何もすることができない。飛行機は自動

操縦装置でのみ急降下状態から脱する。ここから，長時間の飛行の場

合には，1G を超える加速度は許容されないという結論が導き出され

る。ところが，それを許容する必要があるのだ。なぜなら，さもなけ

れば光速度で飛行したとしても，他の恒星にたどり着くには何年も

かかってしまうからだ。 

  しかし，物体の加速方法は 1 つではなく，2 つあることが判明する。1 番目は普通

の方法であり，そのとき，力が物体の表面に圧力を加え，体積力である慣性力がその

加速を妨げるので，物体は変形する。しかし，物体が太陽に自由落下する場合，物体

は 29G の加速度を受けるが，いかなる変形も生じない。すなわち，そのような方法を

探求する必要があり，実際，そのような方法が存在する。それは，物体のすべての体

積要素に作用するエーテルを物体全体に吹き付けるという方法だ。だから，ここにも

原理的な禁止はない。 

  さて，3 番目の問いに対する答えは我々によって既に定式化されている。エーテル

は世界空間の任意の地点に存在する。すなわち，そこにはエネルギーも存在する。そ

の利用方法を開拓する必要がある。 

 
［訳注］ アノーヒンの経歴については，英語版 Wikipedia の記事” Sergei Anokhin (test pilot)”を参照され

たい。 

S.N.アノーヒン 
1910~1986 
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  ご質問をお願いします。 

質疑応答 

  質問  あなたはチェルネツキーの研究をご存じでしょうか？ 

  回答  はい，知っています。アレクサンドル・ワシーリエヴィチ・チェルネツキー
［訳注］

［Aleksandr Vasilievich Chernetskii/ Chernetsky］はプレハーノフ国民経済大学［現プレハー

ノフ記念ロシア経済アカデミー］で働いていた物理学者で，大学内に実験室を設立し，そこ

で自分の研究を行っていました。その研究の要点は次のことです。彼が開発した回路

中において，2 つの同型の白熱電球が互いに直列に接続され，それらは電圧源と接続

されているが，ただし 2 つの電球の間にはコンデンサーと可変放電器が配置されてい

る。その結果，1 番目の電球は微弱な光をかろうじて放っていたが，2 番目の電球は明

るく光っていた。この全体は一目瞭然でしたが，しかしまったく不可解なことでした。

放電器によってエネルギーが付加されているのではないか，という印象が生じたので

す。 

  我々はその回路を組み立て，調節し，それと同じ効果を得ましたが，しかしエネル

ギーの付加はありませんでした。その後，我々は臨界電流まで達しなかったのではな

いかという意見が我々に寄せられました。まさにそのとおりだったという公算がきわ

めて大きいと思います。 

  チェルネツキー自身は放電器の動作が及ぼす有害な作用を考慮していなかったため，

ガンに見舞われて死んでしまいました。ですから，これは，放電器を使って作業する

すべての人々への教訓にならなければなりません。これは私が自分で検証したことな

のですが，放電器は電磁放射ではない，何らかのパソジェニックな放射を放出してい

ます。放電器を使って作業する際は，それに近づいてはいけません。回路をオンにす

るのは，示度を取るのに必要とされる範囲内の短時間だけにしなければなりません。 

  質問  恒星間航行用の宇宙船の構造としては，どんな構造をお考えですか？ 

  回答  驚かれるかもしれませんが，それはまさに，空飛ぶ円盤なのです。なぜなら，

この形状こそが気体雰囲気中において最小抵抗を持っているからです。エーテルは気

体です。 

  その円盤は，エーテル取入れ部，エーテル渦の発生装置および消滅室を備えていな

ければなりません。消滅室内で高密度の渦エーテルの 2 つの流れが足し合わされると，

渦が互いに消滅し合い，その結果，高密度化したエーテルが残る。そのエーテルがた

だちに膨張して後方への噴流を与え，宇宙船の構造全体を乗組員と一緒に前方へ吹き

飛ばす。もちろん，これ以外の解決法もあり得ます。 

  私は，今の話との関連で，ある小話的な出来事を思い出さないわけにはいきません。

クラスノダール地方のある銀行の代理人が私のところに現れ，宇宙船の建造を完了す

るための資金援助を私に提供すると提案したのです。私の方は 2 年後にその金をほど

ほどの利息付きで返済しなければならないという条件付きでした。 

  私は，クラスノダールの銀行からの気前のいい贈り物を受け取ることに全面的に同

意する旨を表明しました。ただし，私はその金を 2 年後ではなく，50 年後に返済する

と，1 つだけ条件を修正してもらいました。 

  代理人はこれに満足の意を表明し，この結果を上司に報告すると約束しました。残

 
［訳注］ チェルネツキーの研究の詳細については，V.A.アツュコフスキー『エーテル動力学的自然科学の

始動』（2 頁参照）の第 4 巻の第 1 部付録「4.2. 高速スイッチとエーテルのエネルギー論」を参照された

い。 
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念ながら，彼はもうやって来ませんでした。もちろん，もしやって来ていたなら，宇

宙船は完成していたはずです。正直に言えば，あの時，宇宙船は建造され始めるどこ

ろか，その設計すら始まっていませんでしたが。というわけで，ロシアの 2 つの災厄
［訳注］のうちの 1 つが実証されたのでした。 

   今日はここまで。2 週間後にお会いしましょう。 

 

 
［訳注］ ロシアでは特に 1991 年のソ連崩壊の頃から「ロシアには 2 つの災厄がある。愚か者たちと悪路

だ」という実感のこもった冗句が広く流布している。 
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第 16 講 

UFO，ポルターガイスト，テレキネシス，テレパシーおよびその他の「疑似科学」 

2001 年 4 月 29 日 

  私は今日，困難な状況に置かれています。なぜなら，今日，沢山の方がおいでです

が，皆さんのうちの半分はここに出席するのは初めてで，しかもその方々は学校の生

徒さんたちだからです。 

  今日は新たな聴講者が多数出席されているので，私はしばらくの間，全体的な前置

きを話さなければなりません。 

  我々は地球の大気中で生きているだけでなく，エーテル大気の中でも生きている。

エーテルとは，世界空間全体を満たしている物理的媒質であり，あらゆる種類の物質

のための構築材料となっている。そしてこの媒質の運動が我々によって物理的相互作

用の場として感受されている。エーテルは希薄な気体であり，普通の実在気体，すな

わち粘性と圧縮性を持った気体のすべての性質を持っている。エーテルに対しては普

通の気体力学のすべての法則が適用される。エーテルの分子であるアーメルは電子よ

りもはるかに小さい。エーテルの密度は空気の密度より 11 桁小さい。つまり，空気の

密度の 1000 億分の１だ。ところがエーテルの圧力，あるいはそれと同じことだがエ

ネルギー含量は空気より 32 桁高い。つまり，空気の圧力の 10 万×10 億×10 億×10

億倍だ。この高い圧力は，アーメルの熱運動速度が光速度より何倍も大きいこと，私

の計算によれば 15 桁ほど大きいことによってもたらされている。 

  エーテル動力学を土台として，我々は，電流とは何か，磁場とは何か，重力とは何

か，原子核の相互作用とは何か，その他様々な物理現象の本性は何かを始めて理解し

始めている。この理解から様々な実験の設定が導き出されており，自然科学のあらゆ

る領域において次の歩みを進めることが可能になっている。 

  今日，我々は何よりもまず，我々と関りのある諸過程を理解することが必要となっ

ている。それを理解していないことが，いくつかのチェルノブイリを，シンクロファ

ゾトロンへの不要な出費を，そしてもし我々が，自分たちが取り組んでいる諸過程を

理解していれば回避することができたはずの，様々な好ましからざる事象をもたらし

ている。 

  あなたが道を歩いていて，前方に穴があることを知っていれば，あなたは立ち止ま

るか，あるいは穴を避けて進むだろう。あなたがその穴のことを知らなければ，あな

たは必ず穴に落ちる。これが人生の法則だ。 

  我々が理解しておらず，正統派科学が取り組もうとしていない諸現象の中には，「疑

似科学」という正式の呼び名を与えられている，すべてのものが含まれている。それ
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は UFO（未確認飛行物体）であり，ジオパソジェニックゾーンであり，ポルターガイ

ストであり，テレキネシスであり，テレパシーであり，バイオロケーションであり，

イコン（聖像）であり，呪いによる罹病であり，その他多数の現象だ。それらの現象

ははるか昔から存在しており，達人たちはそれらを自分のためにうまく利用している。

しかし，それ以外の人々にとっては，それらはいったい何なのか未知であるため，そ

れらに対しては，世間一般の見方においては，とりわけ科学においては，それらを無

視する態度が形成されている。我々がそれを知らないからには，それは全部ナンセン

スだ，神秘だ，だからそんなものに取り組んではならない。実際には，それはまった

く間違っている。だからエーテル動力学は既に今日，その種の現象を研究するための

いくつかの道と針路を切り開きつつある。 

  そのようなすべての物事においては，大騒ぎを起こしてはならない。それは例えば，

数年前に UFO をめぐって引き起こされた大騒ぎだ。そのような物事には，平常心をも

って冷静に取り組む必要がある。 

  地球近傍空間におけるエーテルのパラメーターについて，我々は既にかなりよく知

っている。それらのパラメーターのうち，今日の講義で我々に必要なのは 2 つだけだ。

1 つはエーテルの密度，これは8.85 ∙ 10−12 kg/m3だ（空気は1 kg/m3）。もう 1 つは圧

力，これは1.3 ∙ 1036 Paだ（空気は105 Pa）。エーテルのそれ以外のパラメーターは別の

機会に利用することにしよう。 

  我々がそれらすべてのエキゾチックな現象について研究し始めるとき，それらの現

象はどこからエネルギーを取っているのか？という疑問がただちに浮かんでくる。答

えを言うと，それらはエネルギーを唯一のエネルギー源，つまりエーテルの熱エネル

ギー，あるいはそれと同じことだが，エーテルの圧力から取っているのだ。空気が持

っている熱エネルギーは，サイクロン，暴風，竜巻その他の自然現象を引き起こすの

に十分だ。ところがエーテルの比エネルギーは空気の比エネルギーより 31~32 桁も大

きい。しかもエーテルの総量はそもそも無限だ。だからこそ，エキゾチックな現象も

含め，すべての物理現象へのエネルギー供給は十分に確保されているのだ。 

  我々は大気中に存在しており，体表面の各1 cm2当たり1 kgの圧力を受けているが，

我々はそれをまったく感じない。その圧力は体の内側から完全に均衡化されているか

らだ。エーテルについても同じことだ。エーテル中ではすべてが均衡している。そし

てその圧力は，空間中の隣の地点において圧力の不均衡が形成されたとき，勾配とい

う形でのみ発現する。まさにそのとき，それらすべてのエキゾチックな現象が出現し，

我々の生活に干渉し始める。 

  我々に影響を及ぼすのは圧力の絶対的大きさではなく，その圧力の勾配だというこ

とを覚えておく必要がある。勾配は，大部分の場合，渦の発生の結果として発生する。

エキゾチックな現象の出現との関連において，まさに渦の研究に取り組まなければな

い。今述べたすべてのことは，UFO も含め，あらゆる現象に当てはまる。 

  UFO は，必ずしも技術に由来するものだけというわけではまったくない。UFO は，

自然起源のものである可能性もある。気象現象によるトロイダル形成物が存在する。

彗星の生みの親であるエーテル放出も存在する。チェルノブイリでは何かそれに類す

ることが生じた。すべての特徴がまさにこのことを物語っている。例えば，爆発が起

こった建屋内では，壁は無傷できれいな状態で残っていた。それゆえ，爆発は厳密に

垂直な方向を持っていた。しかも，この建屋内で見出された塗装合板の断片には塗料

がそっくり残っていたのだから，温度も高くなかった。 

  やはり起源が不明な球雷が存在する。宇宙機の打ち上げやミサイル実験から生じる

あらゆる種類の屑やそれに類するものが存在する。これらすべてのものが一緒くたに

されており，今のところ，それらに関する分類はまったくなされていない。 
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しかし，それらの中には，技術によって生み出された飛行体，おそらく他の惑星に

起源を持つ飛行体と我々がみなすことができるものも現実に存在している。 

  それは我々の惑星を訪れ，我々に興味を持っている，しかもずっと昔から。そうだ

とすると，それは物理的に可能なのだろうかという疑問が浮かんでくる。 

  加速と減速にどれだけの時間がかかるか，様々な速度，またその速度に到達するま

での様々な加速度と減速度での飛行自体にどれだけの時間がかかるかをざっと計算し

てみよう。一目で分かるようにするため，その計算結果がこの表にまとめられている。

この表から，あれこれの加速度のとき，あれこれの速度に達するのに必要とされる時

間を即座に知ることができる。 

旅行時間は加速度と速度に対してこのように依存する。 

𝑎, m/s2 
𝑣, m/s 

0.1c 1c 10c 100c 1000𝑐 

1 = 0.1𝑔  10 か月間 8 年間 80 年間 800 年間 8000 年間 

10 = 1𝑔  1 か月間 10 か月間 8 年間 80 年間 800 年間 

100 = 10𝑔  3 日間 1 か月間 10 か月間 8 年間 80 年間 

1000 = 100𝑔  8 時間 3 日間 1 か月間 10 か月間 8 年間 

104 = 103𝑔  50 分間 8 時間 3 日間 1 か月間 10 か月間 

105 = 104𝑔  8 分間 50 分間 8 時間 3 日間 1 か月間 

  ある終点までの旅行時間を 1 か月間とした場合，光速度の何十倍ものオーダーの速

度で飛行し，地球の重力加速度の何百倍もの加速度で加速（と減速）をしなければな

らないという結果が得られる。 

  何ということだ！ そもそも恒星間航行など実行可能なのか？と，思わず考え込ん

でしまう。しかしそうだとすると，UFO はいったいどこから我々の所へやって来るの

だろうか？ しかも，UFO は挑発的に振る舞う。突然消えたり，直角に針路変更した

り，何かを放射したり……。 

  この問題を解決するためには，たった 3 つの問いに答えるだけでいい。 

  ・超光速度を達成することは可能か？ 

  ・生体を破壊することなく大加速度を達成することは可能か？ 

  ・そのすべてのためのエネルギーをどこから得るのか？ 

  設定されたこの 3 つの問いに対し，エーテル動力学は肯定的答えを与える。これに

ついては，既に前回の講義で皆さんにお話しした。ここでは，その全体を繰り返すこ

とにする。 

  1 番目の問いに対する答え  超光速度で移動することはできないということを，い

つ，誰が証明したのか？ 誰も証明したことはない。それはアインシュタインの特殊相

対性理論の公準だ。その根拠は，エーテルが存在すると理論があまりにも複雑になる

という彼の主張だった。それ以外の根拠はない。そしてこれこそが，エーテルが自然

UFO は常に我々の惑星を訪れている。 
 

クレムリン上空の UFO 
2009 年 12 月 19 日 
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科学から投げ出され，光速度を超えることはできない（?!）と断言するための根拠とな

ったのだ。これは根拠ではなく，無駄話だ。 

  光速度の克服が最も困難な技術課題であることは，それとは別の問題だ。しかし，

それは原理ではない！ それゆえ，この方向における研究を行う必要がある。我々はき

っとこの課題を克服するだろう。 

  2 番目の問いに対する答え  9G の加速度が，人間が短時間耐えることのできる限界

加速度である。 

  昔，グロモフ飛行研究所のテストパイロット，セルゲイ・ニコラエ

ヴィッチ・アノーヒンが急降下状態から脱しつつある戦闘機でこの

ような加速度に耐えたことがある。この場合，人間に対しては，もは

や彼の体自体の体重 80 kg ではなく，700 kg 以上の重量がのしかか

る。そのとき，彼はもう何もすることができない。飛行機は自動操縦

装置のみで急降下状態から脱する。ここから，長時間の飛行の場合に

は，1G を超える加速度は許容されないという結論が導き出される。

ところが，それを許容する必要があるのだ。なぜなら，さもなければ

光速度で飛行したとしても，他の恒星にたどり着くには何年もかか

ってしまうからだ。 

  しかし，物体の加速方法は 1 つではなく，2 つあることが判明する。1 番目は普通

の方法であり，そのとき，力が物体の表面に圧力を加え，体積力である慣性力がその

加速を妨げるので，物体は変形する。しかし，物体が太陽に自由落下する場合，物体

は 28G の加速度を受けるが，いかなる変形も生じない。すなわち，そのような方法を

探求する必要があり，実際，そのような方法が存在する。それは，物体のすべての体

積要素に作用するエーテルを物体全体に吹き付けるという方法だ。だから，ここにも

原理的な禁止はない。 

  さて，3 番目の問いに対する答えは我々によって既に定式化されている。エーテル

は世界空間の任意の地点に存在する。すなわち，そこにはエネルギーも存在する。だ

から，宇宙空間中を別の恒星まで旅行したいのなら，そのエネルギーを制御する必要

がある。それを利用する方法を開拓する必要がある。実は，自然はそれを自分でやる

能力を持っている。それはいわゆる球雷である。 

  球雷は古くから人々に大きな興味を抱かせている。通常，それは明るく光る直径数

cm の球で，自由に大気中を浮遊する。球雷の性質については前回の講義で話したが，

今回はそのうちのいくつかについてだけもう一度説明する。 

  球雷は膨大なエネルギーを持っており，比エネルギー含量という点で比肩し得るの

は原子爆弾だけだ。球雷は絶縁体，例えば閉まったドア，狭い隙間や鍵穴を通り抜け

る能力を持っている。球雷は金属中には侵入することができない。球雷は金属に粘着

し，その表面に沿って移動し始める。球雷が飛行中の飛行機の翼にとまり，次に翼に

沿って移動し，丸窓を通り抜けて室内に入り込み，そこで爆発したという事例がある。

球雷は静かに消滅することも，轟音を発して爆発し，破壊を引き起こすこともある。 

  球雷が晴天時の山中で登山パーティーを襲い，体から肉片を引きちぎって怪我を負

わせ，次に毛布に沿って流れ回ってから消失し，その後に負傷者たちを残し，テント

内に大混乱を引き起こしたという事例もある。 

  球雷を再現する方法をマスターする者は，エネルギーの無限の海へのアクセスを獲

得するだろう。それゆえ，そのような試みが数多くなされてきた。それらすべての試

みは，球雷の本性に関する実験者たちのある一定の理解，彼らのモデルに立脚してい

た。残念ながら，エーテル動力学的モデルを除き，既知の多数の球雷モデルは，性質

の総体という点で現実と合致していない。それゆえ，球雷を創出する試みは今のとこ

S.N.アノーヒン 
1910~1986 
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ろ成功を収めていない。 

  エーテル動力学的理解によれば，球雷の質量はきわめて小さく，その密度は自由エ

ーテルのわずか 10~20 倍にすぎない。球雷が空気中を浮遊するのはまさにそのためだ。

なぜなら，空気分子との結合力が球雷を引き留めるのに十分なだけ大きいだからだ。 

  球雷の発光は励起された空気分子の発光であるにすぎない。これはエネルギー的に

微弱な現象であり，この現象は，球雷のエーテル本体中において光速度にかなり近い

速度で運動しているエーテル流に含まれている球雷エネルギーの主要部分とは，いか

なる関係ももっていない。球雷は完全真空中にも存在することができ，そのとき，球

雷はまったく見えない。しかし，球雷が空気中に入ると，空気分子が発光し始める。

球雷がガラスを通り抜けたとき，ガラスのこちら側の空気分子は発光しなくなり，向

こう側の空気分子が励起されて発光し始める。 

  エーテル動力学的な球雷モデルからは，球雷を創出するためには，長さ数ナノ秒の

短い波面を持つ数千 A のパルス電流を通過させ，数百万 V の自己誘導起電力に耐え

る能力を持った放電器，あるいはそれと同様の特性を持ったダイオードを用意する必

要がある。今日，そのような素子は存在しない。しかし，自然はそのような素子など

まったくなしに球雷を創出することができる。このことは，我々は何かきわめて本質

的なことを知らないでいるということを意味している。もし知っていたら，球雷はと

っくの昔に創出されていたはずだ。 

  それでもやはり，進むべき道は他ならぬエーテル動力学によって指示されている。

しかし，この道を試そうとする者は誰もいない。なぜか？ なぜなら，エーテルは存在

しない，つまりエーテルに取り組んではならないと天才アインシュタインが言ったか

らだ。取り組んではならないのだとすると，何も生まれてこない。まさにこれが現状

だ。 

  しかし，いずれにしても，我々は超光速度，数百 G を超える加速度およびエネルギ

ーの可能性に関する 3 つの問いのすべてに対して肯定的な答えを与える。そしてこの

ことは，そのすべては我々にとっては今はまだ手が届かないのだとしても，他の諸文

明は，それに必要な技術的レベルに到達することが原理的に既に可能になり，様々な

恒星系の惑星を訪れているということを意味している。 

  彼らが他の惑星を訪れている目的について，私は予想を述べることができる。私は，

彼らは調査を目的として我々の所に飛来しているのだと考えている。その調査は，自

分たちの惑星があまり好ましくない状況にあることと関係しているのかもしれない。

あるいはまた，まだ共産主義的関係に到達していない人類共同体［複数］が愚かなこと

をしでかすことを危惧し，それらによる愚行を未然に防止する必要があることと関係

しているのかもしれない。いずれにせよ，異星人の宇宙船が地球を訪れることは技術

的に可能であり，それゆえ，UFO の目撃を人間の心理のせいにすることには根拠がな

い。 

  我々とは異なり，アメリカ人たちは UFO の問題に対して昔から体系的なアプロー

チを取っている。なぜなら，彼らには，我々におけるような科学に対する怖れはなく，

我々が陥り，我々の発展にブレーキをかけているような退廃はないからだ。だから我々

は，この問題において彼らに追いつかなければならない。我々が既に宇宙へ這い出た

からには，実は，何のために這い出たのかは不明なのだが，我々はいずれにしても先

に向かって発展し続けるだろうと考える必要がある。すなわち，我々は，我々が宇宙

に滞在すること，そして，UFO や，もしそんなものがその中に居るのなら，UFO の居

住者も含め，宇宙に存在するすべてのものと交流することが持つ，あり得るすべての

側面を知らなければならない。 

  私が話したいと思う 2 番目の問題はポルターガイストの問題だ。それは要するにど
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ういうことか？ それは，住居の中でコツコツ叩く音やひそひそ声が生じて，次にあら

ゆる物体が飛び回り始める。それは主として金属物体だが，木製の戸棚が落ちてくる

こともある。エーテル動力学の立場からは，それをどう説明するか？ 

  空間中にエーテル渦が出現すると，エーテル渦と金属物体の間にエーテル流の速度

勾配が形成される。それはつまり，圧力の低下だ。まさにその圧力差が金属物体を空

間中で移動させるのだ。 

  原理的には，絶縁材料にもそれと同じことが生じる。なぜなら，絶縁材料の中で生

じるエーテル流の速度は自由空間中における速度より小さいからだ。しかし，そこで

はエーテルの勾配は著しく小さい。それゆえ，エーテルの側から生じる力も，エーテ

ルと金属物体の相互作用の力と比べて著しく小さい。 

  それゆえ，ここで生じなければならない疑問は，なぜ物体は飛び回るのかという疑

問ではなくて，なぜその家で，なぜその場所でエーテル渦が形成されたのか，また，

何がエーテル渦の出現を促進したのか，エーテル渦をどうやって除去するのか，エー

テル渦が発生しないようにするためにはどうすればいいのかという疑問だ。 

  そのようなエーテル渦の発生を促進することができるのは，いったい何なのだろう

か？ その発生の原因はいくつかある。第 1 に，それはいわゆるジオパソジェニックゾ

ーンだ。そこでは地球の本体の中から出てくるエーテルらせん流が発生している。同

一の場所に位置している定常ゾーンが存在する。しかし，行ったり来たりする迷走ゾ

ーンも存在する。それらのゾーンの強度は様々だ。それだけでなく，それぞれのゾー

ンは自分で自分の強度を変化させることができる。弱いゾーンは人の健康を損ない，

強いゾーンはポルターガイスト，電球の焼断や爆発，等々を引き起こす。しかし，き

わめて弱いエーテル放出は空気の電離と物体の自然発火をもたらす。これはあらゆる

種類の輸送用機器にとって特に危険である。 

  火炎が石壁から直接吹き出したといういくつかの事例が知られている。モーセが人

の手によらない燃え尽きない火を藪の中に見つけたという，聖書に記されている事例

も知られている。これらもポルターガイストの発現だ。もっと正確に言えば，この場

合，モーセが見つけたのは強いジオパソジェニックゾーンであり，そのエネルギーが

空気分子を励起するのに十分なほど大きかったのだ。 

  強い生体場を持っている，特に刺激に敏感な子供たちは，そのようなエーテル渦の

発生，そしてそれによるポルターガイストの発生を促進する。彼らは，他の発生源，

すなわち地下断層，地下水流，あらゆる種類の不均一な地質構造の存在，等々によっ

てそれに該当する状況が既に準備されている場所においては，そこにいるだけでエー

テル渦の発生を促進する。そして何よりもまず，太陽の活動と月の位置がこのすべて

に影響を及ぼしている。 

  このすべてはごくわずかしか，事実上まったく解明されていない。なぜなら，正統

派科学の立場は相変わらずいつもと同じだからだ――我々はそれを知らない，すなわ

ち，それは存在しない。 

  ポルターガイストのそのような作用全体から，どうすれば逃れることができるの

か？という問いが生まれてくる。聖職者を招いて解決してもらおうとすること，「聖

水」，つまり帯電した水を振りかけること，祈祷することはときには役立つことがあ

るが，すべての場合にというにはほど遠い。なぜなら，そのような作用は原理的には

エーテル渦と金属板の間における速度勾配と圧力勾配の形成 
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存在するが，エネルギー的に微弱だからだ。それゆえ，最も単純なやり方は，地中か

ら出てくるエーテル流を，室内の床の上，壁沿いに配置された，あるいは壁に吊るさ

れた「網じゃくし」，つまり直径 0.15~0.2 mm，長さおよそ 50~100 m の細い導線の巻

線をごちゃごちゃに絡み合わせ，厚い円盤状に扁平にしたものを通過させる方法でジ

オパソジェニックゾーンを自己破壊させることだ。 

  そのような導線の巻線を通過するとき，エーテル流の一部は細分され，微小なトロ

イダル渦が形成され，それらの渦が四方八方へ飛び散り，エーテル流の主流を破壊す

る。そのような中和器 1 個の作用半径は 1.5~2 m だ。それゆえ，中和器は，互いに 2~3 

m の間隔を置いて何個か設置する必要がある。その必要が生じたら，ぜひ試してみて

ください！ 

  次に，テレキネシスとは何かについて検討しよう。 

  最近，プレハーノフ国民経済大学で展示会が開催された。そこには何とかいう達人

たちが作った，こんな計測器が展示されていた。1 本の糸で吊り下げられ，水平な状

態になっている 1 本の棒の一方の端にピンポン玉が固定されていて，他方の端には平

衡おもりが固定されており，その全体がプレキシガラス製のボックスに収められてい

た。必要なのは，自分の生体場でその振り子を揺らすことだった。大部分の人は揺ら

すことができなかったが，私にはできた。私は，両手をボックスの一方の側へ，それ

に触らないように持っていき，次に反対の側へ持っていくことを繰り返すことによっ

て，その振り子を揺らした。振り子の振れ幅全体の大きさはほぼ 4 cm に達した。 

  周りにいた人たちはびっくりして，それをもう 1 度やるように私に頼んだ。私はや

ってみたが，今度は振れ幅はたった 2 cm だった。3 回目の振れ幅は 1 cm で，4 回目

にはもうまったく揺れなくなった。それから後は，翌日も試してみたが，まったく何

も生じなかった。私の力は枯渇したのだ。 

  それはすべて静電気のおかげだと言う人がいる。しかし，静電気だとすると，ピン

ポン玉を帯電させる必要があるが，誰もそれを帯電させなかったのだから，そんなこ

とはまずあり得ない。生体場は静電気ではなく，磁気でも熱場でもない。それは別の

構造を持った別の場なのである。だから，ピンポン玉は私の手から出る生体場によっ

て揺り動かされたのだ。しかし，生体場は生体のあらゆる器官から，特に目から出る

ことができる。昔，古代ギリシア人たちの間では，そもそも目は何をやっているのか，

光線を受け取っているのか，それとも逆に光線を放射し，対象物を探っているのかを

テーマとする論争さえ行われていた。 

  それぞれの人間が持っているエネルギーは相異なっている。それは，ある者はより

賢く，ある者はより愚かだからではない。そもそもそんなことは，この場合には何の

意味も持っていない。おそらくそれは，単純に，遺伝的な基礎を持っているのだろう。

小さい子供のエネルギーはより強く，老人のエネルギーはより弱い。ある者は集中す

る能力を持っているが，別の者にとっては，集中できるようになるためにはトレーニ

ングをする必要がある。それゆえ，テレキネシスの発現も人によって異なっている。 

  生体場とは何かという疑問が生じてくる。 

  我々は，生命とは物質交換であるということから出発した。すなわち，生体場は生

体中において生じている化学反応によって生まれているのでなければならない。そし

て化学反応にはイオン反応と共有結合反応の 2 種類しかない。これについては第 6 講

で既に話した。 

  エーテル動力学の観点から見ると，イオン反応においては，分子の表面は互いに付

着し合い，分子表面上において表面エーテル細流の速度勾配によって引き起こされた

エーテルの圧力低下によって引き留められる。この場合には，原子はただ単にくっつ

き合っているだけで，崩壊することはないが，ただし若干変形している。 
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  2 番目の共有結合反応の場合には，2 つの分子のエーテル流の一部が統合されて 1

つの共通の流れになっている，あるいは化学者たちの言い方に従えば，共通の軌道を

なしている。この場合の方がより興味深い。共通の流れが形成されるとき，その長さ

は，2 つの個別原子中におけるエーテル流の長さの合計より小さくなり，共通の流れ

の一部は分子中において余計な部分となる。その部分はその原子から外部に放出され

る。 

    その放出された部分とはどんなものか？ それは，らせん流になった高密度化さ

れたエーテル渦である。このエーテル渦はそのような状態で存在し続けることはでき

ない。その近傍に他よりも圧力が低い領域が存在する場合には，エーテル渦はそこへ

突進していく。そのような領域が存在しない場合には，エーテル渦はそれ自体で閉じ

て新たな粒子，レプトンを形成する。レプトンの質量は電子の質量より小さいが，そ

の大きさは電子より何倍も大きい。このように，分子からのエーテルの放出は，2 つ

の原子あるいは 2 つの分子が結合する瞬間に生じる。しかし，分子が分離したり分解

したときは，エーテルが足りなくなるので，外部空間からエーテルが取り込まれる。

生体中では結合反応と分解反応が進行している。放出された高密度エーテルは即座に

隣接領域によって捕獲され，そこで分解過程が進行する。そのとき，噴泉が形成され

る。これはキルリアン夫妻によって発見され，後にキルリアン効果と呼ばれるように

なった。これについても既に話した。 

しかし，近傍に低圧領域が存在しない場合には，放出された高密度らせん渦はそれ

自体で閉じて新たなトロイド，軽い粒子を形成する。 

  このことを検証するため，特別に組み立てられたねじり秤を用いた特殊実験が行わ

れた。そのビームの一方のアームにはアルミニウム板（帆［sail］）が固定されている。

生じる可能性のある静電気の影響を避けるため，ねじり秤は 10 MΩ の抵抗を通じて

ねじり秤の金属製本体に結ばれている。本体は蒸気暖房装置の放熱器に接地されて

いる。 

プラスチック製ビーカーを帆と向かい合わせに，帆から 10 cmの距離の所に置いた。

そのビーカーの中で乾燥したアルカリ KOH と濃硫酸または濃塩酸を反応させた。 

  最初，反応が進行しているとき，帆は反応物質の方に引き寄せられていたが，反応

が終わると反応物質から最大限の距離（それ以上動かなくなる所）まで遠ざかり，

1.5~2 時間後に元の位置に戻った。 

ねじり秤から離れた所に置いた木製または発泡プラスチック製の立方体の台の上

に載せた，それと同じビーカー中で反応が行われた場合にも，それと同じ結果が得

られた。次に，その台をねじり秤のそばまで近づけたときにも，それと同じ結果が得

られた。帆のすべての振れは自記記録計によって自動的に記録された。 

  実験結果は次のように説明される。化学反応が進行し，レプトン泡が形成されて

いるときには，レプトンが帆に触れている。レプトンの表面におけるエーテルの運 

キルリアン発光： 高周波電磁場（200 kHz）の存在したにおける葉の発光。
右側の写真では，葉の切り取られた部分の輪郭が発光しているのが見える。 
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動は，レプトンがいかなる方位を向いているときにも常に帆の平面に対して平行で

あるので，圧力が低下したエーテルの速度勾配が形成される。その結果，帆は反応中

の物質の方に引き寄せられ始める。 

  反応が終了すると，レプトン泡は拡散し始める。その際，まず最初に消失するの

は，レプトン泡の表層中にいるレプトンである。これは，それらのレプトンの表面に

おける速度勾配はレプトン泡の内部にいるレプトンのそれよりも小さく，したがっ

て表層のレプトンの粘性はより高く，生存時間はより短いためである。しかし，あら

ゆる渦と同様，レプトンは自由空間中のエーテル密度よりも高いエーテル密度を持

っていた。それゆえ，エーテルの圧力が増大し，その結果，帆は遠ざかる。すべての

レプトンが拡散し終わると，エーテル中の圧力が均等になり，ねじり秤のビームは

ばねの力で初期状態に戻る。相異なる物質はそれぞれ相異なる振れを与えるが，ね

じり秤の挙動の性格はいずれも同じままである。 

  我々は燃焼実験も行った。これにより，我々は燃焼も共有結合反応であることを理

解した。結果は上の実験と同じだった。 

  このように，共有結合反応の進行時にはレプトンが形成される事実が一次近似にお

いて裏付けられたと考えることができる。 

  私はここでただちに皆さんに方法論上のアドバイスをしたい。それを使って既に結

果が得られた試料と同一の試料を使ったのでは，自分の実験の結果を改善することは

けっしてできない。それと同じ別の試料を作り，それを使って試験を行いなさい。さ

もないと，既に達成したものを失うことになる。まさにこのことが我々の実験で起こ

った。最初の実験はきわめて成功していた。しかし我々は結果をさらに改善しようと

決定し，ねじり秤を改良した。しかし結果はかえって悪くなった。それ以外の秤はな

かった。 

(a)共有結合形成時におけるレプトン泡の検出に関する実験室実験のスキームと

(b)化学反応進行時におけるねじり秤の帆の振れのグラフ： 1－試薬を入れたビー

カー； 2－ねじり秤； 3－レーザー； 4－自記記録計 

(a) 

(b) 
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  このように，我々の出発点となった理解はある程度までは裏付けられたわけだが，

しかし我々は別の疑問，すなわち，生体場は大きな距離，例えば数 m の距離をどうや

って伝播するのかという疑問にはまだ答えを与えていない。もちろん，このすべてを，

一部の人々が持っている生体場の特別に大きな強度に帰することは可能だ。しかし今

のところ，すべては霧の中だ。 

  生体場は電場に似た構造を持っていると予想することができる。しかしこれは今の

ところ推測にすぎない。ただし，原理的には，テレキネシスの個々の発現は他ならぬ

電場によって説明することができる。 

  もう一度テレパシーの話をしよう。ある時私は，それはいったい何なのか，そもそ

もテレパシーは実際に存在するのかという問題に興味を持った。そこで我々は自分自

身ですべてを試してみることにした。 

  テレパシーの実験セッションは，いわゆるゼナー・カードを用いて行うのが適切な

やり方だ。ゼナー・カードとはサイズが 5×8 cm の硬い紙あるいはボール紙製のカー

ドで，その片面に太い線で丸，十字，3 本の波線，四角および星が描かれている。各

カードは 10 枚ずつ，合計 50 枚である。枚数はこれで十分だが，もちろんそれより多

くてもいい。 

テレパシーの実験セッションの実施方法には多数のバリアントがある。 

我々の場合，それは次のようなやり方だった。 

  ある部屋に机が置かれていて，机の上に混ぜたゼナー・カードが裏側を上にして置

いてあった。隣の部屋に私を含め数人が机に着席しており，各人の前には白紙が置か

れていた。 

  発信者，すなわち情報の伝達者が順番にゼナー・カードのうちの 1 枚を取り，それ

を数秒間見つめ，次に鉛筆で机を 2 回叩き，その向こう側に我々が着席している壁の

方へ視線を移し，そのカードの図柄を壁の上に思い浮かべようとする。発信者はカー

ドを裏側を上にして置いていた。次に，その次のカードを取り，前と同じことを繰り

返す。 

  そのとき，我々の方は全員目を閉じて着席しており，自分の頭の中に現れた図柄を

紙に書き留めていた。私の場合，それは次のように見えた。闇の中からカードに描か

れている図形が炎のようにすうっと浮かび出て，次に闇の中にゆっくり戻って消えて

いった。その図形を停止させることも，再現することも不可能だった。我々各人は，

自分に見えたものを順番に書き留めていった。次に，カード一式の情報を受け取った

電場中におけるエーテル流の構造 

ゼナー・カード 
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後，我々は一か所に集まり，我々に伝達されたものを，我々が受け取ったものと照合

した。 

結果をすぐに言ってしまうと，全員におけるそれらの一致率は様々だった。しかし，

一致率が最も高かったのは他ならぬ私だった。それは多分，固有の生体場の力と関係

しているのだろう。つまり，私の生体場は強いということだ。超能力者ほど強くはな

いが，それでもやはり強いということだ。もしかしたら，それは集中力と関係してい

るのかもしれない。伝達されたものと受け取ったものの一致率が最大だったのは，ま

さに私 1 人だけだった。それは 90~95%のレベルだった。他の人々はそれより低かっ

た。 

  発信者が我々の部屋に入って来たとき，私は彼に，三角形のカードが 3 枚続けて伝

達されたかと質問した（我々の場合，カード一式にはさらに三角形のカードも含まれ

ていた）。彼は伝達されたと答えた。そこで私は，2 枚目の三角形の上下が逆さになっ

ていると言った。カード一式を調べてみると，その通り，三角形のカード 3 枚が連続

しており，2 枚目はその前後のカードと上下が逆になっていた。それ以来，私はテレ

パシーが現実に存在することを確信している。では，テレパシーの根底にはいったい

どんな物理が横たわっているのか？ これは大問題だ。 

  これまでの講義のある回［第 6 講］で，私は正弦波・余弦波トランスの話をした。こ

れはシャフトの回転角をコードに変換するのにきわめて適した装置であることが判明

し，その結果，きわめて多数の飛行機に搭載されるようになった。ここでは移相回路

を利用することが可能であり，増幅回路が可能である。 

  移相回路におけるあらゆるベクトルは次の表式で書かれる。 

ここで𝜃はシャフトの回転角である。一方，ブリッジ回路においてはあらゆるベクトル

はそれとは別の仕方で表される。すなわち， 

  ここには 2 つの虚数が存在する。1 つは時間における虚数，もう 1 つは空間におけ

る虚数だ。これらは相異なる平面上に存在しており，ここでは時間における過程は空

間的な回転角には影響を及ぼさない。そしてこのすべてのことから，任意の時間的ス

キームに対しては空間的スキームが対応していなければならず，またその逆のことも

言えるという結論が導き出される。船舶設計者やロケット設計者は第 1 の道を進み，

ウィンストン・チャーチルの表現に従い，この方向上で山のような技術的困難を克服

した。チャーチルはこう言った。「私は，自らが生じさせた困難を熱意をもって克服し

ようとするロシア人に感嘆している」。これは真実であり，角度－コード変換器をめぐ

る歴史全体はこの言葉の裏付けとなっている。 

  我々は彼らとは異なり，2 番目の公式に立脚することにより，それらすべての困難

𝑢 = 𝑈 ∙ 𝑒𝑖(𝜔𝑡+𝜑0+𝜃−𝜃0)  

𝑢 = 𝑈 ∙ 𝑒𝑖(𝜔𝑡+𝜑0) ∙ 𝑒𝑗(𝜃−𝜃0)  

テレパシーの原理 
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を回避した。我々にはそんな困難はまったくなかった。すべては大幅に単純化され，

それと同時に，変換の全体的精度は 1 桁，あるいはそれをちょっと超えるほどまで上

昇した。そして我々はこの問題では航空機産業におけるリーダーだったので，このす

べてがあらゆる飛行機とヘリコプターに導入された。 

さらにそれに続いて，任意の時間的過程に対しては同様の空間的過程が対応してい

なければならないという，一般哲学的な結論が導き出される。これは重要な意味を持

っている。 

  このことが意味しているのは，特に，周波数とは 1 秒間当たりの振動の周期数であ

り，周期とは時間間隔であるから，時間的過程に基礎をおいている既存の電波工学全

体に対しては空間的電波工学が対応していなければならない，すなわち，時間中にで

はなく，空間中に配分されている信号の種類が存在していなければならないというこ

とである。ことことは，空間の任意の地点にはあらゆる無線局から出る電磁放射，ま

たあらゆる物体から出る電磁放射さえ存在しているのと同様に，あらゆる物体のあら

ゆる構造はオーラ，すなわち空間中における反映を持っていなければならないという

ことを意味している。このことは，さらに，空間の任意の地点には宇宙に存在してい

るあらゆる物体のオーラが存在しており，物体がどこに存在していようと，それが出

すオーラにもとづいて物体を検出する原理的可能性が存在するはずであることを意味

している。人類がこれまでこの可能性を利用したことがないとすれば，その理由は，

それに気付いていなかったことにしかない。問題は，まさにここにある。 

  今述べたすべてのことは，テレパシーとどんな関係を持っているのか？ きわめて

直接的な関係だ。 

  これは容易に分かることだが，あらゆる信号を伝送するためには，発信源と受信機

が必要であり，そのとき，受信機は何らかの規準［criterion］に従って，例えば周波数，

変調方式あるいはさらに何かに従ってその信号に同調する能力を持っていなければな

らない。それと同じことが空間的な面についても言える。ここでは，時間的要素だけ

でなく，空間的規準，例えばらせん因子，場の個々の構成要素の空間中における相互

配置，等々も同調の規準となることができる。最も近い親類同士においては，それら

の要素は一致しているか，あるいは似通ったものとなるが，しかし彼らにとっても，

通信を行うためには同調し合うことが必要だ。そして一部の人間や動物は同調し合う

能力を持っている。だから，このすべてのことの根底には，明らかに物理が存在して

いる。しかし，その物理を理解するためには，ただ単にその事実を記録したり，「お

お，メッシング！」［訳注*］とか「おお，クレショワ！」［訳注**］とか叫んだりするだけで

なく，諸過程の物理学的理解のレベルで，この方向における研究を行う必要がある。 

  我々は空間全体中において，存在するすべての物体のすべてのオーラを持っている。

それらすべてのオーラは相異なっている。それらすべては源，つまり実在する物理的

物体から出る情報とエネルギーを担っている。そして自然は，情報の伝送と受信の方

法が実際に存在していることを示している。しかも，すべての無線局の周波数の総体

 
［訳注*］ ヴォリフ・メッシング（Wolf Grigoryevich Messing, 1899~1974。日本語では名はヴォルフとも表

記）はポーランド出身のソ連の霊能者，テレパシー能力者，催眠術師。この人物については，英語版

Wikipedia の記事（名前入力），日本語では例えば RUSSIA BEYOND の記事「霊能者ヴォリフ・メッシング 

- ロシア・ビヨンド (rbth.com) 」を参照されたい。 
［訳注**］ ローザ・クレショワ（Roza Alekseevna Kuleshova, 1940~1978）はソ連の超能力者で，手指で文

字や図形，色彩を読み取ることができたと言われている。検索語 ”Roza Kuleshova, dermo-optical 

perception “で彼女に関する英語文献を入手できる。この皮膚光学的知覚に関する日本語文献としては，

例えば東北大学・八尾寛教授らの研究「皮膚で光を知覚する⁉」（記者発表資料 (tohoku.ac.jp)），資生堂/

科学技術振興機構研究員，傳田光洋の記事（皮膚は光を「感じている」 - 考えるメディア (style.co.jp)）

が興味深い。 

https://jp.rbth.com/arts/2014/04/21/48021
https://jp.rbth.com/arts/2014/04/21/48021
https://www.tohoku.ac.jp/japanese/newimg/pressimg/%28HP%29tohokuuniv-press20120302_01.pdf
https://media.style.co.jp/2015/08/1490/
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の中から必要とされる周波数を受信機が選択する方法が存在しているのと同様に，す

べての物体から出るオーラ信号の総体の中から必要とされる情報を選択する方法も存

在している。 

  ここでは，そのある種の類似物としてバイオロケーションが登場する。バイオロケ

ーションでは，オペレーターが針金製のフレームを用いて水や鉱石を探す。その際，

フレームの末端に結び付けられた鉱石の一片が，探しているまさにその鉱石を発見す

るのに役立つことが知られている。すなわち，ここでも共振，ただし空間的共振が生

じているのだ。 

  すなわち，空間的共振という技術的問題が存在する。そのとき，ある空間的構造は

他の空間的構造と相互作用するのである。すなわち，技術的応用を目的としたテレパ

シーの解明の試みは現実的な課題であり，この課題に成功を期待して取り組みことが

可能なのだ。 

  結びとして，私は次のことを言いたい。 

  現代科学は，これらすべての不可解な現象を悪意をもって神秘やまやかしに分類し

ている。しかし，これらの現象は何世紀もにわたって記録されている現象であり，も

し実在する現象でなかったとすれば，これほど長い間存在し続けることはできなかっ

たはずだ。これらの現象の多数の目撃者全員に嘘や金目当ての嫌疑をかけることは，

この上ない愚行である。それは，我々みんなにとって高くつく愚行だ。なぜなら，そ

れは，新技術，きわめて有望な技術を我々から奪うことになるからだ。 

  ご質問をお願いします。 

質疑応答 

  質問  「悪魔が人間に取り憑く」という表現をあなたはお聞きになったことがあり

ますか？ あなたはこれに対してどのような態度を取っておられますか？ 

  回答  普通の態度を取っています。そのような現象は現実に存在しています。私は

人間からの悪魔祓いの治療に何度か立ち会ったことさえあります。何よりもまず，エ

ーテル動力学の立場から見ると，「悪魔」とは何なのでしょうか？ それは異人の生体

場であり，それが偶然に，あるいは誰かの意思によって普通の人間に植え付けられ，

その人間の中に存在しているのです。大部分の場合，そしてこういう場合が少なから

ずあるのですが，その生体場は人間が生きることを邪魔する。それをするのは「悪魔」

が人間を支配している瞬間であり，そのとき，人間自身はそれを自覚しておらず，正

常な状態ではけっしてしないような振る舞いをする。このすべては心理学者たちによ

って規定されている状態であるにもかかわらず，彼ら自身は人間をこの状態から抜け

出させる技能は持っていません。聖職者，シャーマン，村のあらゆる女祈祷師はその

技能を持っていました。それは科学ではありません。呪術医の任務は人間から「悪魔」

を追い出し，それがもう誰の邪魔もしなくなるようにするため，それを何かに，例え

ば石や木など，何らかの物体に引っ越させることなのです。その霊が物体から別の新

たな人間に移動することを避けるため，その物体には触れてはならないとされていま

す。私は，そのような 5 つの異人の霊がその中に存在している，40 歳くらいのきわめ

て知的で洗練された，好感の持てる女性を見たことがあります。彼女はある民間治療

師に，自分から彼らを取り除いてくれるよう懇願していました。それらの霊は，幼女，

刑事事件の犯人，あとさらに誰かでしたが，私は覚えていません。彼女が犯人になっ

たとき，彼女は卑猥な言葉でののしり，みんなを威嚇していたのですが，幼女になる

と，おまるでうんちをしたがっていました。治療師はそれらの霊から解放される手助

けをしていました。彼の所には医学に見放された沢山の人々が来ていました。私はそ
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の治療の様子のすべてを見ました。この治療においては，他の多数の事柄におけるの

と同様に，まず対象を解明し，治療のための技術を開発することが求められます。 

  中世には，悪魔に取り憑かれたそのような人々は生きたまま焼かれて殺されるだけ

でした。それは残忍さから行われたのではなく，火によってその悪霊を滅ぼすためで

した。そのような技術しかなかったのです。シャーマンは誰も焼き殺したりせず，踊

りを踊ったり呪文を唱えたりして自分のエネルギーを強め，それによって他人を助け

ています。もし彼らが有用でなかったとしたら，彼らはとっくの昔に追放されていた

はずです。彼らは同じ種族の人々によって養われており，人々から大きな尊敬を受け

ている。つまり，彼らは現実に有用な存在なのです。ですから，この問題全体に対し

て見下すような傲慢な態度を取ってはなりません。これはすべて現実なのです。この

現実を解明する必要があります。 

  質問  パラレルワールドは存在しますか？ 

  回答  私はそれが存在するかどうか知りませんが，それはあり得ると完全に認める

ことができます。すべての物質の密度は1 kg/m3（空気）から20000 kg/m3（金）まで

の範囲内，すなわち 4 桁の範囲内にあります。ところで，空気と8.85 ∙ 10−12 kg/m3の

密度を持つエーテルとの間の比は 11 桁です。その間には何も存在しないということ

はまずあり得ません。むしろ，存在すると言うべきでしょう。しかし，我々は事実上，

［それらの存在と］さえぎり合っていません。そこには多種多様な物体，植物と動物の生

命が存在するかもしれません。そこのエネルギーは我々のエネルギーとは別のものか

もしれません。それらの物体や生き物は我々と並んで存在しており，壁を通り抜ける

こと，等々も可能なのかもしれません（ただし，金属を通り抜けることはできません。

そこではフェルミ面がそれらの通過を許さないからです）。いつか，我々はそれを確か

めることができるでしょう。 

  例えば電波の構造について，我々は何を知っているでしょうか？ 事実上，何も知ら

ない。私は初めて，それらの構造について検討することに成功しました。もちろん，

きわめて表面的にですが。それらの構造は 5 つあることが判明しましたが，それで全

部ということはまずあり得ません。その 5 つとは，横方向の電磁波であり，縦方向の

電波であり，光子であり（光子はそもそも電磁波ではないのですが），浮遊電流であり

（その中には交番電場が存在し，磁場は存在しない），またその他若干のものです。そ

れだけか？ もちろん，そうではありません。 

  この部屋の中には，世界のすべての無線局の電波が存在しています。ここに受信機

を置いて，必要な電波を選んでみましょう。それとまったく同じように，ここにはす

べての物体から出たオーラが存在しており，原理的にはそれらを検出することが可能

です。しかし，何によって検出するのか？ 我々は，そもそも，この方向における研究

を何もやっていないのです！ パラレルワールドについても同じことが言えます。我々

は彼らの邪魔をしていないし，彼らも我々の邪魔をしていない。しかし，彼らは存在

している可能性があり，我々は彼らと共存することが可能です。でも実際はどうなの

か，私は知りません。 

  質問  エネルギーバンパイアは存在しますか？ 

  回答  はい，存在します。その際，彼らの大部分はそのことを知らないのですが，

彼らがエネルギーを奪い取る相手方の方は，バンパイアが居ると居心地の悪さを感じ

ます。一部のバンパイアはエネルギーを吸い取るための特別の伝送路を設置する能力

を持っています。その伝送路は何 km も延びることができます。私がよく訪問するバ

シキールのセリョージャという人は，エネルギーが吸い取られる伝送路を破断する能

力を持っています。その伝送路を設置した者は，伝送路の破断によってきわめて大き



292  第 16 講 UFO，ポルターガイスト，テレキネシス，テレパシーおよびその他の「疑似科学」 

 

 

な苦痛を感じなければなりません。しかし，彼の意見によれば，「正義とはそういうも

のだ。罪なき者が苦しんではならず，悪は罰せられなければならない」。 

  質問  奇跡とは何でしょうか？ 

  回答  奇跡とは，我々がそのメカニズムをまだ理解していない物理現象です。あら

ゆる奇跡はエネルギーを必要とし，そのうちに情報を担っています。さらに，どの奇

跡も物質*の関与を伴ってのみ可能となります。そしてこのことは，奇跡は遅かれ早か

れ認識可能になるということを意味しています。奇跡が解明されたとき，奇跡は奇跡

でなくなります。 

  「聖像画」とは何でしょうか？ それは，駅の周辺の路上で売られている下手くそな

絵ではなくて，聖像画家が何年間も努力を傾け，自分のエネルギーを注ぎ込み，ある

一定の構造を創り出すことによって生み出した形象なのです。そのとき，聖像画は，

奇跡的な徴候や前兆を示し，病気の回復等々をもたらすことも含め，それが持ってい

るエネルギー的・情報的特性を発現し始めるのです。 

  質問  モンゴルのゴビ砂漠には石製の給水鉢が立っていて，水源はないのに鉢の中

には常に水があります。これは奇跡ではありませんか？ 

  回答  それは奇跡ではなくて，単なる状況の無理解です。石製の給水鉢というのは

石でできた大きな鉢で，それらは大きな強度を持ったジオパソジェニックゾーンに設

置されています。下の方からエーテルのらせん流が流れ上がってきて，空気中から水

分を集め，水分を鉢の中に沈降させるのです。それは，ティーカップに茶葉とお湯を

入れてかき混ぜ，かき混ぜるのを止めたとき，茶葉が沈降し，カップの底の真ん中に

集まるのに似ています。そのゾーンが定常的で強度が大きいので，ゾーンは大きな高

度から水分を集めることができるわけです。私が聞いた話によると，給水鉢は 24 時

間で満杯になるそうです。ですから，ここにはいかなる奇跡もありません。ここにあ

るのはエーテル動力学的技術の利用なのです。 

  最後に，次のことを述べなければなりません。私のことを博識の人間だと誤解しな

いでください。それはまったく違います。私が知っているのはほんのわずかのことだ

けです。それに，エーテル動力学も長い旅の道の始まりにすぎません。それは，自然

科学の始まりから，すなわちミレトスのタレスから数えると 6 番目の，次なる物理学

革命の始まりです。ここでは，この方向における研究にかかわりを持つことになるす

べての人々は，原野を耕し続けなければなりません。その研究対象は困難ですが，そ

こから得られる賞金は莫大なものとなるでしょう。それは，あらゆる物理現象の内的

本質の理解，そして，それを通じて実現される，人類の未来を保障する力を持つ，き

わめて進歩的な新技術の創出です。 
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第 17 講 

エーテル動力学のいくつかの応用上の可能性について．技術革命の前夜 

2001 年 5 月 13 日 

  我々が技術について語る際には，マルクス主義が定式化した生産力と生産関係との

間の関係に関する命題を忘れないようにする必要がある。マルクスによれば，社会経

済構成体の形成の第 1 段階においては，生産力の発展は急速に進行し，生産関係に追

いつく。しかしその後，まさにその生産関係が生産力のそれ以上の発展にブレーキを

かけ，このことが危機をもたらす。危機は社会革命によって解決され，社会革命が新

たな社会経済構成体をもたらし，すべてが最初からやり直される。 

  次の構成体から前の構成体への後戻りの過程が生じた場合には，それは反革命であ

る。反革命は，常に，生産力の低下，国民経済の荒廃，生活水準の低下，等々を伴う。

これはまさに，今我々が経験していることだ［訳注］。それゆえ，社会的生産全体が個人

の手に分配されている，今日形成されている生産関係の内部においては，技術分野に

おけるいかなる本格的な前進についても語ることはできない。この分野には，いかな

る個人経営者も資金，力および時間を投下しようとしないだろう。なぜなら，科学，

そしてそこから導き出される技術はすぐには利潤を与えないからだ。そうだとしたら，

何のために科学技術を発展させたり，そもそも科学技術と関りを持ったりする必要が

あるのか？ 利潤を得るための最も簡単な方法は，金融の流れに関係する活動に取り

組み，相場をやったり，投機をやったり，極端な場合には労働強化によって既存技術

から利潤を生み出すことだ。これもまた，今我々が経験していることだ。 

  ソ連時代には，体系的な経済体制が創出されていた。そこでは，他の企業なしで活

動することのできる企業は 1 つもなかった。技術的な連鎖は少なくとも国境内で閉じ

ていた。技術が知識集約型となった一方で，他方では私的所有が技術システムを破壊

し，経済発展の道をふさぐ障害物となった今日においては，知識集約型技術が発展し

ていかないだけでなく，既存技術も消滅してしまうだろう。これも今我々が見ている

ことだ。 

 
［訳注］ ロシアの国内総生産（GDP）は，1991 年のソ連崩壊からの 10 年間にアメリカの傀儡エリツィン

大統領による市場経済への移行と資本主義の導入によって 50%減少した。 

それは不可能だ→ 



294  第 17 講 エーテル動力学のいくつかの応用上の可能性について．技術革命の前夜 

 

 

  任意の時に，空間の任意の地点において，任意の分量だけ，環境的にクリーンな無

限のエネルギーを手に入れる可能性をエーテル動力学がもたらしているところを想像

してみていただきたい。で，それでどうなる？ 我らがオリガルヒたち，石油王や天然

ガス王たち，発電所の所有者たちはそれを大喜びするだろうか？ 私はそれを強く疑

っている。きっと彼らは，それが実現しないようにするための措置を講じることだろ

う。さもないと，彼らの収入も利潤も全部消え失せてしまうからだ。 

  実は，ここでは，エーテル動力学はそのすべてあるいはその他沢山のものの原理的

可能性を示しているだけで，今のところ，そのあらゆる予言は何よりも空想科学小説

に似ているという点を考慮しなければならない。もちろん，例えばエネルギー供給分

野やその他の分野におけるエーテル動力学的新技術の創出の原理的可能性がなかった

としたら，そんな技術には誰も取り組もうとしないだろう。しかし，そのような可能

性が原理的に存在するのだとしたら，その場合には，いつか誰かが，何かを成し遂げ

るかもしれないというチャンスが現れる。ただしここでも，迅速な結果を当てにして

はならない。 

  その実例はニコラ・テスラの仕事だ。彼についてはほとんどすべてのことが知られ

ている。彼のすべての特許，仕様書，講演，著書，等々が存在している。しかし 1 つ

だけ存在しないものがある。この 100 年間，彼の発明を再現することができた者は 1

人もいないのだ。彼の変圧器は稼働しているが，それがどうやって動作しているのか

は誰も知らない。彼の自動車はエーテルエネルギーで走っていたのだが，どうしてな

のかは誰も理解できなかった，といった具合だ。 

  正直なやり方で蓄えた資産をどう運用したらいいのか知らない，いろいろないわゆ

る資産家たちが，私のところへ相談しに来たことが一度ならずある。彼らは，私が提

案している装置の量産に私が参加する報酬として大金を提供すると申し出た。そこで

私は彼らにこう言った。「皆さん，まず最初に装置の模型を作り，模型を動かし，その

物理的原理を確認することにしましょう。量産し始めることができるようなものは，

今のところ我々にはありません」。彼らは「そのためには何が必要なんですか」と質問

した。「必要なのは大したことじゃありません。必要なのは実験室です。その実験室は

ほんのわずかな費用で模型を作り始めるでしょう。もちろん，私が参加すればですが。

さもないと，何の成果も得られないでしょうから」と私は答えた。 

  パトロンたちは「で，それはどれぐらい時間がかかるんですか」と尋ねた。私は「2, 

3 年，もしかしたら 5, 6 年」と答えた。するとたちまち庇護者たちは消え失せた。そ

ういう人たちが少なからずいた。 

  私が勤めている大学にはイノベーション学科がある。私は学生たちに「イノベーシ

ョンとは何ですか？ そこでのあなたの役割はどんなことですか？」と質問した。 

  学生たちはこう答えた。「イノベーションとは，ある種の新技術であって，それを導

入したとき，大きな利潤を与えるものです。そして我々の任務は，多数の提案全体の

中から最大の利潤を与えるものを選択することです」。 

  「大変結構な答えです」と私は言った。「では，尊敬するイノベーターの皆さん，あ

なた方は，大きな利潤を与えるのは大量生産だけだということを知っていますか？」 

学生たちは「はい，私たちはそれをよく知っています」と答えた。 

  「それはいいことです」と私は続けた。「しかし，そこには思いもよらぬ面倒な問題

が潜んでいるのです。大量生産に先行して少量生産が行われ，そこでは製品の使用に

関するありとあらゆる側面が検討され，製品の細部がさらに練り上げられていきます。

少量生産に先行して，すべての試験に合格した量産前の試作品が製作されます。量産

前の試作に先行して実験用の試作品が製作されます。これは製品のすべての性能を備

えていますが，まだ試験には合格していません。それに先行して模型が製作されます。
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これはあなたの新しい試みに込められている様々な物理的原理を確認するためのもの

です。そしてこのような各段階のために 5 年ないし 8 年の歳月が流れ，それらすべて

の段階で費用が発生します。たしかに，大量生産が始まれば，それによってあなたの

出費の全額が償われる可能性はあります。しかし，償われない可能性もあります。な

ぜなら，その歳月の間に，あなたより愚かでない他の会社が成長しているからです。

それらの会社があなたのモデルが完成するまで待っていて，完成したらその先におけ

る事業を継続するかもしれません，ただし，もはやあなた抜きで。ですから，あなた

はその先さらに，あなたのものが盗まれないように警戒しなければならなくなるわけ

です。 

  もしあなた方が明日の朝から今述べたすべてのプロセスを実行に移せば，20 年後か

30 年後には成果が得られるでしょう，もしかしたらですが。得られない可能性もあり

ます。それは誰も知りません。さあ，こういう予測をあなた方はどう思いますか？」 

  学生たちはがっかりしてこう質問した。「そのプロセスを何とかして加速させるこ

とはできないのでしょうか，例えば一度に多額の資金を投下するといった方法で？」 

  「うーん，こんな話があります」と私は答えた。「9 人の女性を集めて，彼女たちが

1 か月間で子供を 1 人産む方法で出産率の上昇を加速するという実験が行われたので

すが，どうしたわけか成功しませんでした。1 人の女性は 9 か月間で子供を 1 人産む

ことができるのに，9 人の女性が 1 か月間で子供を 1 人産むことはどうしたわけかで

きないのです。しかし，彼女たちにしかるべき食事を与えれば，産むことができるか

も？ 試してみてください！」 

  会話はこれで終わった。双方があくまでも自説に固執したからだ。 

  このことから，何もする必要はないという結論が導き出されるか？ いや，導き出さ

れない。逆だ。期間の長さを考慮に入れつつ，新たな着想の模型を出現させるため，

全力を傾注する必要がある。それを短期間で導入することはいずれにしてもできない

だろうが，しかし，その着想の根底にある物理の正しさが証明されたことが明らかに

なる。そのとき，ひょっとしたら学生たちの方が正しかったことが判明するかもしれ

ない！ そんなことはまずないだろうとは思うが……。 

  それにもかかわらず，熱狂的な人間は昔も今も常に存在し，これからも存在するだ

ろう。私には，そんな熱狂者たちに助言したいことが一つだけある。それは，自分が

得た結果の導入が長引いたとしても，あんまりがっかりするなということだ。 

  エーテル動力学における開発成果に対する態度の決定も，以上に述べたすべてのこ

とを踏まえた上で行うべきである。すなわち，その開発成果は，原理的に可能なもの

なのであって，広範な導入に向けた用意が既にできている成果ではけっしてない。仮

にすぐ量産に移行することのできる試作品を創出することに成功したとしても，その

実際の導入は何十年も先のことになるだろう。電気自動車については，そのすべてが

既に知られている。しかし今のところ，電気自動車が数えるほどしか作られていない

のに対して，ガソリン車は何千万台も作られている。席はふさがっており，早急に空

くことはない。しかし，いつか空いたときは，言うまでもなく，電気自動車がガソリ

ンエンジンを追いやる。それは 40~50 年のうちに必ず起こる。ただし，働かなければ

いつになってもそれは起こらない。だから働かなければならない。それに，イノベー

ターの皆さん，誰もあなたを邪魔しないだろう。助けもしないが。 

  エーテル動力学に関するこの連続講義全体はエーテル，すなわち世界空間全体を満

たしている物質*的媒質の問題をテーマとしている。 

  世界空間全体を満たし，例外なしにあらゆる物質的形成物のための構築材料となっ

ているエーテルは，普通の実在気体，すなわち粘性圧縮性気体のすべての性質を持っ

た希薄な気体であることをもう一度思い出そう。 
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  物質*の階層的組織化のあらゆるレベルにおいて同一の物理法則が働いていること

が厳密に証明されている。それゆえ，気体としてのエーテルに対しては，普通の気体

力学のすべての命題を適用することができる。まさにこのことがなされた。 

  エーテルの分子は私によってアーメル，すなわち尺度を持たないものと名付けられ

ている。なぜなら，デモクリトスがそれをそう呼んでいたからである。1824 年，イギ

リスのドルトンはデモクリトスから原子という言葉を借用した。この言葉は世界のあ

らゆる文献において「分割不可能なもの」と解釈されているが，これは正しくない。

実際には，原子という言葉は「切断不可能なもの」を意味している（生物学者たちが

使っているミクロトームは「薄く切断すること」を意味している［訳注］）のであって，

原子という言葉においても，アーメルという言葉においても，分割不可能性というこ

とはまったく言われていない。あらゆる物質*的形成物と同様，原子とアーメルは，我々

にとってはそうすることが必ずしも可能ではないとしても，分割可能なのだ。かつて，

アーメルは原子の諸部分であるにもかかわらず，重さを持っていないとされ，この点

が常に批判を受けていたことを思い出そう。実際には，この点はまさにそのとおりな

のだ。なぜなら，重さ自体，重力とは熱拡散過程の発現であり，その熱拡散過程を持

っているのはアーメルの総体，すなわち原子のみであって，個別の各アーメルではな

いからだ。 

  アーメル，すなわちエーテル分子の大きさは電子より何桁も小さく，アーメルの直

径の電子の直径に対する比は，電子の直径の我々の銀河系の直径に対する比と同じで

あることが明らかになった。 

  空気の密度が1 kg/m3であるのに対し，エーテルの密度はそれより 11 桁低く，8.85 ∙

10−12 kg/m3である。 

  しかし，アーメルの熱運動速度は光速度より 15 桁大きい。光速度自体は崇拝する

べき大きさではない。なぜなら，アインシュタインが光速度は上限速度だと言ったこ

とを除けば，そもそもそれ以外のいかなる根拠も存在せず，したがって我々は彼の意

見に耳を貸すことはできないからだ。 

  アーメルの高い熱運動速度と単位体積当たりのその著しい個数が，エーテル中の圧

力とエーテルのエネルギー含量の著しい大きさをもたらした。その値は1.3 ∙ 1036 Pa，

あるいはそれと同じことだが1.3 ∙ 1036 J/m3に達する。これは我々の大気の当該のパラ

メーターより 31 桁大きい。 

  このように，我々は空間の任意の地点において無限のエネルギーの海によって取り

囲まれている。我々がそれを感じないのは，我々を取り囲んでいるエーテル中ではす

 
［訳注］ 第 1 講で既に述べられているように，古代ギリシア語の atom は否定を表す接頭辞 a-と tom から

成り立っている。この tom が本来「分割」ではなく「切断」を意味していることは，microtome（顕微鏡

用薄片切断器）の tome を例に取ってみると容易に納得できる。 

アブデラの 
デモクリトス 

紀元前 460~370 

ジョン・ドルトン 
1766~1844 
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べてが均衡しているからにすぎない。大気が我々の体表面の各1 cm2当たり 1 kg の力

で我々を押しているにもかかわらず，我々は大気の圧力を感じないのは，それと同じ

理由による。しかし，ここでもまた，大気の圧力は［人体の］内圧によって均衡されて

いるので，外圧を取り去れば，内圧が我々をばらばらに引き破るだろう。 

  我々がエーテル動力学において気体力学を利用していることには完全な根拠があり，

これがきわめて生産的な方法であることが判明しているにもかかわらず，気体力学に

おいては，エーテル動力学のさらなる発展のために必要されるすべてのものが既に細

部まで仕上げられているとみなすことは正しくない。境界層理論に関するいくつかの

しっかりしたモノグラフが発表されているとはいえ，実際には，境界層理論はまだ細

部まで十分に仕上げられていない。そもそも，気体渦理論，ましてやトロイダル渦理

論は存在しない。らせん気体細流の相互作用理論，等々も存在しない。それゆえ，将

来的に気体力学の前には多数の課題が立ちはだかることになり，それらの解決なしに

は，理論エーテル動力学の発展は困難になるだろう。 

  今日の段階において，何よりも意味があるのはエネルギーの問題を検討することだ。 

  先ほど触れた空気のエネルギーは，サイクロン，暴風，台風，竜巻を形成するのに

十分な大きさを持っている。これらの現象には，地表面に近い大気層の空気1 m3では

なく，数千m3［ママ］が関与している。エーテルのエネルギー含量はそれより 1 万×10

億×10 億×10 億倍大きく，しかもその全体積は無限大である。 

  エーテル中においてすべてが均衡している間は何も起こらない。しかしエーテル中

に温度勾配あるいは速度勾配が出現すると，そのとき，エーテルの内部エネルギーが

発現し始める。そして自然は時折，そのエネルギーをどう具現化することが可能であ

るかを我々に示す。今言おうとしているのは球雷のことだ。 

  以前の講義で既に述べたように，運動には 3 つの保存則がある。すなわち， 

  ・運動量保存則（賢い物理学者たちはこれを力積保存則と呼んでいる）： 𝑚𝑣 = const 

  ・エネルギー保存則： 𝑚𝑣2/2 + 𝑃 = const（𝑃はポテンシャルエネルギー） 

  ・角運動量保存則： 𝑚𝑣𝑅 = const 

  また，質量の曲線運動には，円柱の周りの運動と中心の周りの運動の 2 種類がある。 

  1 番目の場合には，円柱の周りを運動するとき，半径は変化するが，回転中心自体

は円柱に沿って走る。糸と速度ベクトルの間の角度は 90°であり，質量を引き留めて

いる力の軌道上への射影は存在せず，半径が変化するにもかかわらず，運動は一定速

度で進行する。角運動量保存則はここでは働いていない。 

(a) ( b) (c) 

半径の変化を伴う軌道に沿った物体の運動： (a)エネルギー供給なし； 
(b)エネルギー供給あり； (c)向心加速度の計算のための参考図 
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  運動が中心の周りで進行する 2 番目の場合には，半径を変化させるためには質量を

引っ張り寄せる，つまり質量に追加的エネルギーを投入する必要がある。ここでは，

糸と射影の間の角度は 90°より小さい。それゆえ，質量を引き留めている力の運動軌

道上への射影が現れる。半径が減少するとき，速度は増大する。なぜなら，追加的エ

ネルギーが投入され，そのエネルギーが軌道上への力の射影を通じて速度の増大を現

実化させるからだ。 

  原理的には，その追加的エネルギーはエネルギー保存則で言われているポテンシャ

ルエネルギーではない。それは追加的に投入されたエネルギーなのだ。気体渦の形成

時における気体渦中におけるエネルギーの自発的増大においては，まさにこの契機が

現実化されているのだ。 

  残念ながら，力学が存在し始めてから 300 年の間，これら 2 つの場合を互いに比較

することを思い付いた者は誰もいなかった。これらの間の違いは，特に現在，原理的

な重要性を持っている。なぜなら，気体渦の形成の特徴を検討する際には，つまりは

エーテル渦の形成の特徴を検討する際にも，その違いが決定的な役割を演じるからだ。 

  気体渦は管状構造物となっている。なぜなら，気体渦が回転すると，遠心力が空気

分子を渦中心から渦の外の方へ向かって追いやるが，そのとき境界層が，気体渦が広

がって周囲気体中に消え去ることを抑止しているからだ。その境界層中においては，

速度勾配，温度勾配，粘性勾配および圧力勾配が生じている。境界層の内側層中にお

けるそれらの勾配の大きさは，外側層中におけるより大きい。そしてそれらの勾配の

存在こそが，気体渦の崩壊を抑止している原因なのである。 

  このように，気体渦およびそのエネルギーに対しては，気体渦と取り囲んでいる気

体全体が作用している。その気体中の圧力は低下し，温度も低下し，その圧力エネル

ギー，あるいはそれと同じことだが熱エネルギーの一部は気体渦本体の中に移行した。

全体的なエネルギー収支は保存されている。しかし，エネルギーは熱形態から渦回転

の運動形態に移行し，拡散状態から秩序状態へ移行した。このように，これは反エン

トロピー過程である。そのすべては空気大気中であれ，エーテル中であれ，任意の気

体渦の形成時に生じる。 

  空気の勾配流中においては温度が低下することは，広く知られている。それは飛行

中の飛行機の機体への着氷であり，随伴流中における水分の凝結である。私がここか

ら 200 km ほどの所にあるヴェレシチユギノ村を自分の自転車で通り過ぎようとしてい

たとき，私がこの村を訪れる 3 日前に竜巻がそこを通り過ぎ，大きな損害を与えていた

ことを知った。しかし村人たちを驚かせたのはその損害ではなく，竜巻からニワトリの卵

ほどの大きさの大量の雹が飛び出てきて，しかも上から下へではなく，厚い層になって水

平に飛んできたことだった。だから，私が話したことは，空気については実際に裏付けを

持っている。エーテル中においてもすべての過程はそれと同じだ。もっとも，雹はないが。 

  そのとき［訳注］，残った内圧と遠心力との和が，気体渦の外側層にとって，気体渦を取

り囲んでいる気体の外圧より大きくなった場合には，その部分は飛び去り，それを引き

留めるものは何もない。それゆえ，後に残るのは，それにとって，残った内圧と遠心力と

の和が外圧より小さいか，または外圧と等しい層のみとなる。しかし，その和が外圧よ

りごくわずかでも小さい場合には，外圧が気体渦を圧縮し始め，気体渦は急回転し始め，

その半径が減少する。それゆえ，その差は維持され，渦本体は，渦壁が渦の圧縮を妨げる

臨界密度に到達するまで，圧縮され続ける。そしてまさにそれゆえに，渦本体はより細く

なり，渦の表面上における気体の運動速度とエネルギーはより大きくなる。我々は気体の

ポテンシャルエネルギーを利用することはできないが，しかし例えば渦本体の中にター

 
［訳注］ この段落は，3 つ前の段落からの続きと思われる。 
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ビンを突っ込むことによって，渦の回転の運動エネルギーを利用することができる。 

  このように，空気渦は空気の熱エネルギーを運動エネルギーに変換する。我々は今のと

ころ，空気より 31 桁大きいエーテルの熱エネルギーを我々にとって都合のいい形態に変

換する技術を持っていない。しかし自然はそれを首尾よく行っている。実は，その結果と

して球雷が得られるということは，我々にとって必ずしも都合がいいというわけではな

く，むしろ危険でさえあるのだが。 

  球雷については，例えばスタハーノフ［訳注］その他の著者たちによって何冊かの本が

書かれている。しかし，それらすべての本は記述的・統計論的性格を持っており，そ

れらにおいては，どこでどのような球雷出現の事例があったかが書かれ，様々な球雷

モデルが提唱されている。クラスター説，未知の外部供給源による球雷へのエネルギ

ー補給説，等々の説があるが，私の見方によれば，それらすべてのモデルは正しくな

い。なぜなら，それらのモデルのうち，球雷の既知の性質の総体全体を満足させてい

るものは 1 つもないからだ。著者たちはどうしたわけかこの事実に注意を払っていな

い。それゆえ，彼らのあらゆる試みは，最初から失敗を運命づけられた，無意味な行

為となっている。 

  エーテル動力学の立場から見ると，球雷とは何なのか？ それは，エーテルが比較的

わずかに高密度化したエーテルトロイドだ。計算が示すところによれば，その密度は

自由エーテルの密度より 4~5 桁以下しか大きくない。そのようなトロイドはきわめて

短時間の放電の結果創出されることができる。そのある程度までの同等物となり得る

のは，それ自体で閉じている磁場であるが，しかし磁場にはいかなる境界層もないの

に対し，ここでは境界層なしで済ませることができない。 

  エーテル流の速度は光速度以下だが，そのような球雷がそのような密度とそのよう

な速度のときに持つエネルギーはもはや膨大なものとなる。 

 
［訳注］ I.P.スタハーノフ（Igor' Pavlovich Stakhanov, 1928~1987）はソ連の物理学者で，球雷に関する先

進的な研究で世界的に知られている。 

自然の球雷 球雷 
（2004 年 8 月 9 日） 

実験室で得られた球雷 

球雷の構造に関する I.P.チナリョフ［I.P.Chinaryov］ 
（トヴェリ市，1999 年）の理解 
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  球雷のそのようなエネルギー含量はどこから知られるようになったか？ 球雷が水

の入った大樽の中に入り込み，水が揺れて沸騰し始め，約 75 リットルほどの水が蒸

発したという事例があった。しかし，球雷の質量は数 μg だ。だからこそ，球雷は窒素

と酸素の分子と連結し，空気中を浮遊するのだ。空気分子は球雷の本体中で励起され，

鮮やかに発光し始める。我々に見えているのは空気分子なのである。真空中では，そ

こには励起されたり発光したりものが何もないので，球雷は見えない。しかし球雷自

体は存在し，そこに存在し続ける。 

  球雷が金属表面に当たった場合には，そこにはフェルミ面が存在するため，球雷は

金属の内部には侵入することができず，その表面に粘着したり，表面に沿って走り回

ったりする。そのいずれになるかは，球雷がその表面に自分のどちら側で接触したか

によって決まる。 

数ナノ秒の間に数千 A の電流を切断し，数百万 V の自己誘導起電力を克服すること

ができれば，球雷を創出することが可能であることを計算は示している。我々にはそ

のすべての条件を満たせるような素子はなく，近い将来，そのような素子が出現する

ことはないだろう。しかし，自然はそのような素子などまったくなしに，うまいこと

球雷を創出している。このことが意味しているのは，私の感想によれば，研究の全体

的な方向性は正しく決定されていると思われるのだが，しかしそれにもかかわらず，

我々はここで原理的な重要性を持っている何か大きなことを知らずにいるということ

だ。 

  プレハーノフ国民経済大学にいたアレクサンドル・ワシーリエヴィチ・チェルネツ

キーは，真空からエネルギーを取得するために放電器を利用しようと試みていた。彼

はディラックの電子陽電子理論を信奉していた。この理論からは，放電器の区域内に

立ち入ってはならないということは導き出されなかった。で，彼はそこに立ち入って

いた。その結果はこうだ。チェルネツキーは顔の片側に平たいスポンジ状の腫瘍を発

症し，まもなくしてガンで死んでしまったのだ。 

   しかし，言うまでもなく，我々はこの分野における作業のすべての特異性を知って

いるわけではないので，放射能や X 線，等々をめぐって生じたのと同じ悲劇が起きる

可能性がある。人々は作業の危険性を理解していなかったので放射線に身をさらし，

その後，なぜだか分からないまま死んでいった。放電器を使った作業でも同じことが

起こる可能性がある。このことから，次の結論が導き出される。放電器を使って作業

する際は，装置は短時間だけオンにし，オフにした後は数分間待機し，それに続けて

何かを行うのは必ずその後にしなければならない。私は，その区域内ではワイヤー製

の中和器を数回振り回して有害な作用を中和する必要がある可能性を排除しない。た

だし，これは検証を必要としている。 

  以前の講義で既に話した恒星間航行の可能性という問題は，今日ここまで話したこ

とと密接な関係を持っている。 

  恒星間航行の可能性を分析するときに生じてくる 3 つの主要な疑問，すなわち，超

光速度で空間中を移動することは可能か，生体を破壊することなく地球の重力加速度

より著しく大きい加速度で人体を加速させることは可能か，そしてそのためのエネル

ギーをどこから取るかという疑問に対して，エーテル動力学は肯定的な答えを与えて

いる。我々はこれについて以前の講義で既に検討したが，もう一度手短に繰り返すこ

とにする。 

  超光速度での航行は不可能であるということは特殊相対性理論の公準であり，何に

よっても根拠付けられておらず，公準以外の根拠はそもそも存在しない。生体の破壊

なしの大加速度の可能性は，表面力ではなく，体積無勾配力［volume gradientless force］を

利用する必要性と関係しており，これは技術的に可能だ。そのためのエネルギーは空
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間の任意の地点に存在しており，必要なのはその利用方法を開発することだけだ。そ

れゆえ，エーテル動力学は，理論的にではあるが，年単位，もしかしたら月単位で数

えられる比較的短期間での恒星間航行の可能性を初めて根拠付けている。 

  ここから次の単純な結論が導き出される。もし異星人たちがエーテル動力学的技術

を実際にマスターしているとすれば，異星人文明が我々を訪れている可能性がある。

ここから 2 つ目の結論も導き出される。それらの文明においてはあらゆる社会問題は

はるか昔に解決されており，それらは共産主義体制を取っている。このことは，異星

人たちはエーテルエネルギーの膨大な力を利用する可能性を持ち，それによって自滅

の可能性をも持っているにもかかわらず，生きており，遠方宇宙の調査にさえ従事し

ている，という理由によって根拠付けることができる。すなわち，いわゆる生産関係

はもはや彼らを煩わせておらず，彼らは自分の惑星できちんとした生活を送っている

のである。我々に対する彼らの関心は，多分，我々が何か愚かなことをしでかさない

ようにすることと関係しているのだろう。ところで，彼らは我々とコンタクトを取っ

ていないが，その理由は，我々が彼らに対して文明としての関心を持っておらず，し

かも，もしかしたら我々が彼らの技術的能力を軍備と新たな戦争のために利用しよう

と試みるかもしれないからだ。 

  我々には，根本的な解決を要する多数の課題がある。例えば資源危機だ。その核心

はどこにあるか？ 

  資源危機の核心は，我々が既存技術において利用している資源が枯渇しつつある一

方で，新技術は，別の資源に立脚した既に完成して試験済みの技術でさえ，利用され

ていないということにある。しかし，それは唯一の危機ではない。 

  我々には農業分野における危機もある。それは，農産物の生産に適した土地がます

ます少なくなりつつあり，残った土地もやせてきていることと関係している。しかし，

同じ面積ではるかに多くの収穫を与えることのできる技術は既に今日存在しているの

に，それらの技術は利用されていない――地球の人口の 80%が十分な食事を取ってお

らず，国民が餓死している国さえあるにもかかわらず。これらの問題は，原理的には

既に今でも，ましてや，原理的に新たな技術を創出すれば，解決可能だ。しかしそれ

らは解決されていない。かつて政治評論家のクジミッチ（アナトリー・クジミッチ・

ツィクノフ）が「今に貧乏人［貧困国］が金持ち［富裕国］を原子兵器と一緒に食ってし

まうだろう」と述べたことがある。それにもかかわらず，この方向における本格的な

動きは起こっていない。利潤の方が重要なのだ。 

  我々の惑星では淡水が不足している。一方では，地球表面の 3 分の 2 は海洋によっ

て覆われており，他方では，水を必要としている広大な面積の砂漠が存在している。

その必要を満たすためには海水は適さない。淡水が必要とされているのだ。しかし，

なにしろ海水淡水化技術が現に存在しているのだから，海岸に沿って淡水化プラント

を設置し，ついでに海水中に沢山含まれているありとあらゆる有用元素をそこから採

取することが可能である。その採取は行われているか？ 行われていない。第 1 に，そ

れはもうからない。第 2 に，大きなエネルギーが必要とされる。しかし，エネルギー

に関しては我々が既に話したとおりだ。しかし，利益に関しては……。そしてここで

も再び，我々は市場関係の問題に突き当たる。 

  あり得る食料生産技術の例として，我々にミルクを与える牝牛の体内ではどんな過

程が進行しているかを検討してみよう。 

  牝牛が草を食べると，草は何らかの仕方で分解して血液中へ移行する。栄養物を運

ぶ血液が乳房に入ると，栄養物は何らかの仕方でミルクに転化する。まあ，そこでは

もちろん酵素やさらに何かが必要だが，原理的には，それはすべて化学反応だ。それ

を［人工的に］再現することは不可能なのだろうか？ 不可能などということはあり得な
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い！ そのすべてが自然界に存在しているからには，そのすべては再現することが可

能なのだ。誰かこの問題に取り組んでいる者はいるか？ いない。 

  この技術においては，化学過程の本質についての理解なしには，すなわちエーテル

動力学なしには，事は進み始めないだろうと私は予想している。結局のところ，我々

は何を持っているのか？ 我々が持っているのは乳房というブラックボックスだ。こ

のブラックボックスには 1 つの入口と 2 つの出口が存在する。すべての廃棄物は一方

の出口から出て，再び血液中に入り，さらに尿，糞［訳注］および炭酸ガスの形で体外に

排出される。もう一方の出口からは出来上がったミルクが出ていく。それにはいかな

る有害な不純物も含まれていないことに注意しよう。このブラックボックスの中で何

が行われているかを理解するのは，はたして不可能なことなのだろうか？ 困難だが，

可能だ。では，これに関心を持っている者はいるか？ これを研究している者はいる

か？ いない。 

  しかしなにしろ，それは牝牛という生き物で，だから誰もまだ生体物質を創出する

ことに成功していないのだ，と言われている。たしかに，今のところは成功していな

い。で，それがどうした？ 生体物質の研究に際して，いくつかの方法論上の誤りが犯

されてきたように私には思える。 

  その例として，普通の機械式時計の始動過程について検討しよう。 

  時計工場で時計のすべての部品を製造し終え，それらをテーブルの上に並べた。そ

れらは時計か？ いや，それらは今のところ時計の要素だ。要素を組み立てた。全部が

存在している。しかし，それはまだ時計ではない。なぜなら，それはまだ時刻を示し

ていないからだ。それにエネルギーを注入した。つまり，そのゼンマイを巻いた。し

かし，それは止まっている。それは時計か？ 今のところまだ時計ではない。振り子を

軽く揺らしたら，それは動き出した。しかし，それはまだ正確な時刻を示していない。

そしてそれを正確な時刻に合わせた後に，すなわち，それを周囲の現実と一致させた

後になってはじめて，それは時計になった。すなわち，それは時刻を示す能力を持っ

た装置になった。しかし，その後においても，それが現在時刻より遅くなったり早く

なったりせず，それを取り巻く諸事象と一致するようにさせるため，気を配る必要が

ある。これは生体物質においても同じだ！ 

  他の個体の器官や組織が定着せず，生体によって拒絶されるのはなぜか？ なにし

ろ，それらは生体が持っている器官や組織と何も異なっていないように見えるではな

か？ しかしそれらは，例えば諸過程の段階という点で相異なっている。さらに，微細

結合，エネルギーレベル，その他沢山の点も異なっている。すべての境界レベルと初

期レベルの条件を適合させることをマスターする必要がある。それらの条件は多数存

在し，それをマスターすることは困難だが，それなしには事は先に進まない。しかも，

さらに諸過程の自己始動と自己維持という問題もある。 

  電源に接続された普通の電子増幅器がある。増幅器はその入口にやって来る信号を

増幅する用意ができている。しかし信号が来ないので，増幅器は何もせず，エネルギ

ーを消費しているだけだ。それと同型のもう 1 つの増幅器がある。それも 1 番目の増

幅器と同じ状態にある。ところがなんと，1 番目の増幅器の出力を 2 番目の入口へ送

り，2 番目の出力を 1 番目の入口へ送ると，マルチバイブレーターが誕生し，ただち

に振動が始まる。過程が進み始めたのだ！ 

  何が起こったのか？ 我々はポジティブフィードバックを持つ増幅器を組み立てた。

 
［訳注］ 血液中に入った廃棄物が糞の形で体外に排出されるというこの記述が正確かどうかは不明である。

ちなみに，Wikipedia の記事「糞」（2022 年 5 月閲覧）においては，糞便の各種の内容物の 1 つとして

「体内に蓄積していた毒素」が挙げられている。 
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すると振動を発生させる能力を持つ構造が現れた。試験管中で生命を創出する試みた

者の中に，そのような構造を組み立てた者はいるのだろうか？ 私は聞いたことがな

い。そのような構造について考えようとする試みすら存在しない。では，無構造の媒

質中で生命が出現しなければならないのは，いったなぜなのだろうか？ 

  酵素とは何か？ それは触媒である。一部の種類の触媒作用に関しては山ほどの論

文が書かれているにもかかわらず，触媒理論は昔も今も存在しない。 

  触媒作用を解明しようとする個々の試み，例えばモスクワ国立大

学教授で触媒作用の多重項理論［multiplet theory of catalysis］の提唱者で

あるアレクセイ・アレクサンドロヴィッチ・バランジン［Aleksei 

Aleksandrovich Balandin］による試みはなされているにもかかわらず，触

媒作用の一般原理は今なお理解されていない。 

  エーテル動力学は既に今，触媒作用の一般理論の探求における新

たな方向性を与えることができる。そこで論じられているのは，分

子表面のベクトル的性質，分子間空間におけるエーテル勾配流であ

るが，これらについては，バランジンの時代，つまり 1960 年代には

誰も考えていなかった。しかし，触媒作用の問題の解決はまさにここで見出すことが

可能なのだ。 

  あらゆる物体はオーラ，すなわち，マトリョーシカのように互いに入り込んだ，互

いに束縛し合っている渦の系を持っている。そしてそのオーラ，すなわち静的オーラ

あるいは第 1 種オーラは，各物体から大きな距離の所まで伸びている。もちろん，オ

ーラは物体からの距離の増大に伴って弱化していく。しかしそれでもオーラは存在し

ており，物体の輪郭だけでなく，物体の内部構造，さらには物体を構成している材料

さえをも反映している。 

  生体の内部では化学反応が進行しているのだから，その第 1 種オーラの上には第 2

種オーラ，すなわち動的オーラが重なっている。これを可視化する方法を開拓したの

がキルリアン夫妻だった。 

  したがって，牝牛の乳房タイプの技術においては，そのブラックボックスに栄養物

や酵素などの所要物質を供給するだけでなく，しかるべきオーラ雰囲気［aural 

atmosphere］を創出する方法を開拓することが必要となる。そのオーラ雰囲気なしでは，

それらすべての過程は進み始めない。それを開拓することは可能だ。皆がこれに取り

組む必要がある。 

  私は，バイオ技術が未来の諸技術の本質的重要性を持った部分になるだろうと考え

ている。もちろん，それは困難かつ責任重大だ。しかし，例えば水耕栽培法がようや

く取り入れられるようになったのは，培地への所要物質の混ぜ方が開発されたときだ

った。そして生産自体は標準化・機械化された生産となり，そこではあらゆる段階で

自動化技術を適用することが可能となっている。しかし，これは道の始まりにすぎな

い。そこではさらに沢山のことが起こる可能性がある。 

  ここに出席されて皆さんの中に，光のスペクトルと強度が植物の成長に及ぼす影響

について検討したことのある人はいるだろうか？ 植物は，その成長のための炭素を

どこから取っているのだろうか，それも，温室内で？ 空気中からと言われている。し

かし，炭素は植物体中には 13%近く含まれているのに，空気中には 0.01%しか含まれ

ていない。エーテル動力学からは次のような結論が導き出される。光が，ただし赤色

光のみが，α 粒子 4 個を含んでいる酸素原子核を，α 粒子 3 個を含んでいる炭素原子

核に変換する。光はそれを共振にもとづいて行っており，それに伴って光は周波数

1014 Hzから周波数1038 Hzに変化する。だからこそ，赤色光中のエネルギーは紫色光中

のエネルギーより小さいにもかかわらず，他ならぬ赤色光が必要なのだ。 

A.A.バランジン 
1898~1967 
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  私は，その有用性と食味品質を持った任意の食品，牛肉，羊肉，バター，穀類，そ

の他なんでも好きなものを人工的な工場生産方式で栽培することが可能だと確信して

いる。しかしそのすべては，今日行われているのとまったく異なったアプローチを要

求している。技術におけるこのブレイクスルーは人類全体に十分な食料を与え，多数

の社会問題に終止符を打つことを可能にするだろう。だから，この研究に全力で取り

組むことには意味がある。 

  さて，世の中には幸運を呼ぶお守りのような縁起物や，その下に立つとエネルギー

がチャージされる木のような，結構なものがあることを思い出そう。ただし，その木

はあなたにとって有益なこともあるし，逆に有害なこともある。パソジェニック放射

については，特別に話をするに値する。我らが賢い科学はパソジェニック放射の存在

を認めていないが，それは実際に存在しており，人々の命に害を及ぼしている。 

  ある夏の日，私が家に帰ると，家には誰もいなかった。突然，私は激しい不快感を

感じた。部屋に入ると不快感は強まった。バルコニーのドアに近づくと不快感はます

ます強くなり，文字通り，肉体的に感じるようになった。バルコニーに出たら，恐怖

を覚えた。どこかに誰かがしゃがんでいて，私に食らいつこうとしているのではない

か。周りを見回すと，テーブルの上に立っている 1 本の植物が見えた。そこから直径

3 mm，長さ 20 cm ほどのつるが這い出ていて，つるの末端から花弁が 6 枚，全体の

直径が 8 cm ほどの暗緑色の花が垂れ下がっている。それを恐怖なしに見つめること

は不可能だった。いかなる臭いも感じられなかった。昨日，花は咲いていなかった。 

  私は我慢して花の方へ身をかがめた。私はあんなに大きな恐怖感と嫌悪感をそれま

で一度も経験したことはない。その場を離れ，室内に入った。そしてその後，20 分お

きにバルコニーに出てみたのだが，出るたびに恐怖感は弱くなっていった。 

  1 時間半ほど経ったとき，花をめぐる状況は外観的には何も変わっていなかったが，

もはやいかなるネガティブな感覚も感じなくなった。それからさらに 1 時間後，花は

目の前でしぼんで乾き始め，日暮れ頃には直径約 1 cm ぐらいまで縮まり，つるは糸

のようになった。このすべては数時間の間に私の目の前で起こったことだ。 

  おそらく，私は開花の活動度が最大になった瞬間にたまたま居合わせたのだろう。

そして，ネガティブなオーラが存在しており，それが命に害を及ぼしている可能性が

あることを理解した。それをやっているのがジオパソジェニックゾーンだ。 

  ジオパソジェニックゾーンとは，人間，動物および植物に対するその場所のネガテ

ィブな作用が発現している，地球表面上の場所である。それらのゾーン内の樹木は屈

曲しており，そのようなゾーンに人間が居ると自覚的体調が悪くなり，長期間滞在す

ると健康の悪化，病気，さらには死さえもが引き起こされる。ジオパソジェニックゾ

ーンが存在する場所の道路上では事故がより頻繁に起こる。運転者は不適切な行動を

取ったり，意識を失ったりし，事故をもたらした自分の行動を説明することができな

い。 

  局所的ジオパソジェニックゾーンの検出のために最も簡単に利用することができる

のはバイオロケーション法である。この方法は事実上誰にでも利用することができ 

るが，多少の訓練を必要とする。この方法の要点は，ゾーンの探索がいわゆる「フレ

ーム」を用いて行われることである。フレームとは直角に曲げた金属ワイヤーのこと

である。ワイヤーの材料として最良なのは一端が尖った直径 2 mm，長さ 40 cm の編

み棒である。編み棒の 1/3 の長さの部分を残りの部分に対して直角に曲げる。普通の

ボールペンの芯を取り出し，芯の代わりに，編み棒の端が尖った短い方の部分をボー

ルペンの本体に挿入する。長い方の部分の端は，安全のために丸くしておく必要があ

る。これでフレームが出来上がりである（図 2）。 
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  オペレーターは両手にフレームを 1 つずつ持ち，それらのフレームを互いに平行に

なるようにして，若干前方に傾け（図 1(a), (b)），探索する場所あるいは部屋を歩き回

る。 

  オペレーターの感度のテストは，フレームを手に持って壁に近づいて行く方法で行

うことができる。例えば，壁から 30~40 cm の所で，2 つのフレームは開き始める（図

1(c)）。 

  ジオパソジェニックゾーンの上方では，オペレーターがそれをまったく欲しなくて

も，2 つのフレームはひとりでに交差する（図 1(d)）。 

  ジオパソジェニックゾーンから出ると，2 つのフレームは再び平行になる。 

  エーテル動力学的理解によれば，ジオパソジェニックゾーンでは地球本体中からエ

ーテルらせん流が出ており，それが人間に対して様々なネガティブ作用を引き起こす。

その流れの源を消滅させることは不可能だ。なぜなら，その源は地球本体の深部に存

在しているからだ。しかし，散乱によって流れを中和することは可能だ。そのために

は無秩序に巻いたワイヤーの巻線（図 3）を利用することができる。 

  エーテル流が巻線を通過すると，その結果，流れ全体が細かい渦に分割され，それ

らの渦は四方八方に飛散し，流れ全体が破壊される。そしてそのようなものとしての

ジオパソジェニックゾーンは消滅する。その巻線，つまり中和器を取り去ると，ゾー

ンは徐々に復活する。 

  バイオロケーション法の欠点は，それが主観的であり，誰もがバイオロケーション

のオペレーターになれるわけではないということだ。オペレーターになるためには，

その者は固有の強い生体場を持っていなければならず，それは誰にでもあるわけでは

ない。それゆえ，オペレーターの能力に依存しない，機器によるジオパソジェニック

ゾーンの検出と強度評価の方法を見出す必要がある。そのような方法が既に見出され，

検証されている。この方法は，ジオパソジェニックゾーンからの放射がレーザービー

ムをニュートラルポジションから偏向させる能力を持っていることに基礎をおいてい

る。 

  レーザーによるエーテル流測定法はエーテル風の研究時に実験室条件下で検証され

た。この方法は，片持ち梁が風荷重の作用の下で曲げられるのと同様に，レーザービ

ームはそれに対するエーテル流の圧力の下で曲げられることにもとづいた方法である。

レーザービームの終点の偏向はエーテル流の密度，エーテル流の速度の 2 乗およびレ

ーザービームの長さの 2 乗に比例している。その偏向は，それぞれ 2 つのブリッジ回

路に含まれている 2 対のフォトダイオードまたはフォトレジスターによって記録され

る。フォトダイオード（フォトレジスター）の 1 つの対は水平に配置され，水平面内

におけるビームの偏向を記録し，2 番目の対は垂直に配置され，垂直面内におけるビ

(a) 

(b) 

(c) 

(d) 

図 1 

図 2 

図 3 

ワイヤーフレームを用いたオペレーターによるジオパソジェニックゾーン検出 
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ームの偏向を記録する。 

  レーザービームの長さを増大させることにより装置の感度を上昇させるため，ミラ

ーからの表面反射を利用しても良い。 

  この方法は，測定装置を固定された基台に載せ，また各種用途の移動手段に搭載す

ることにより，坑内作業場，地表面，水上，水中，空気中および宇宙空間中における

エーテル流の方向と速度ならびにそれらの変化を測定するために推奨することができ

る。 

  その測定装置はエーテル流の変位を 2 つの方向――水平方向と垂直方向――につい

て記録するものであるから，エーテル流の方向と速度を測定するためには，水平面内

において互いに対して垂直に配置された 2 台の装置が必要である。レーザービームの

ニュートラルポジションからの偏向示度の記録は連続的・自動的に行い，必要な場合

はその処理も連続的に行うことが可能である。 

  層流とは異なり，エーテルらせん流はより高い透過能力を持っているので，それに

とっては潜水艦本体の 10 cm の厚さも障害物ではない。その流れは空気を電離させる

能力を持っており，これが火災の原因となる可能性がある。それゆえ，そのような放

射を記録することが特に必要となる。 

  エーテル動力学は，それ以外のいくつかの種類の放射について検討することを可能

にしている。 

  今日我々が知っているのは電磁放射という 1 種類の放射だけだ。それは電磁波であ

り，そこでは電場と磁場の伝播方向と強度ベクトルは互いに垂直である。しかし私は，

そこでは電場強度ベクトルがエネルギー伝播ベクトルと一致している，もう 1 種類の

放射が存在しなければならないことを純理論的に発見した。私は，そのような放射は

海水中に潜り込み，それによって水中通信の問題を解決するだろうと期待した。それ

は 1960 年代初め頃のことだ。 

  それとほとんど同じ頃，それとはまったく独立に，同様の着想がアメリカ海軍の士

官ミントの頭に浮かんだ。当時，ケネディ大統領が殺され，ジョンソン副大統領が大

統領の座についた。ジョンソン大統領の特別命令により，ミントが取り組んでいたヒ

ドロン波とプラズモン波に関する情報の公表が禁止され，ミントは姿を消した。この

方向における研究のその後の進展の行方は我々には知られていない。 

  では，我が国では何が起こったか？ 私は海軍関係者によって探し出され，海軍の最

高指導部に対してこの方向の研究に関する報告を行った。そして私はセヴァストポリ

エーテル風 

レーザービームを用いたエーテル風の速度測定のスキーム： 1－レーザー； 2

－検出器； 3－フォトレジスター； 4－曇りガラス； 5－不透明な仕切り板； 

6－ビームの水平偏向の信号増幅器； 7－ビームの垂直偏向の信号増幅器 



307  第 17 講 エーテル動力学のいくつかの応用上の可能性について．技術革命の前夜 

 

 

海軍基地の第 6 埠頭で実験を継続して行うことさえ許可された。しかし，迅速な結果

など得られるものではなく，私も結果を得ることができなかった。そこで，ソ連海軍

総司令官セルゲイ・ゲオルギエヴィッチ・ゴルシコフ元帥はソ連科学アカデミーに照

会状を送った。その照会状は有名な科学アカデミー会員だったイーゴリ・エヴゲーニ

エヴィチ・タムに渡された。彼は，そのような放射はマクスウェル方程式と矛盾して

おり，それは実際にそうである以上，そのようなことはまったくあり得ない，そのす

べてははったりであり，偽情報であるという回答状を書いた。そして，私以外にもさ

らに 6 つの大きな研究所が急遽この問題に取り組んでいたのだが，すべての研究作業

は打ち切りとなった。私はその研究作業を継続し，それから 20 年後，海軍内に特別に

設置された委員会に対して肯定的な結果を提出した（この結果は Be-200 型飛行機［訳

注］の開発のために提出された）。 

  そのとき，我々は，周波数 1 mHz，距離数十 km，多数のパラメーターが不完全な状

態にあるという条件下において，海水中における縦方向の放射を得た。その放射はき

わめて薄い方向図［directional diagram］を持っていた。 

  縦方向の放射は海水中の深部までは進まなかった。当時，我々はその理由を理解で

きなかったが，今は理解できるようになった。そして，我々は自分たちが望んでいた

ことの全部を達成することはできなかったとはいえ，縦方向の電波が存在することを

理論的に根拠付け，実際の条件下で実践的に裏付けたのだった。 

  しかし，このことは，それ以上研究すべきことは何もないということを意味しない。

まさにこれに取り組む必要がある。なぜなら，マクスウェル方程式は，それに対する

あらゆる尊敬にもかかわらず，けっして理論的・応用的思考の極致ではないからだ。 

 
［訳注］ 1980 年代末に始まった飛行艇 Be-200 の開発は対潜哨戒機としての用途も想定して行われた

（Wikipedia の記事「Be-200 (航空機)」参照）。 

S.G.ゴルシコフ 
1910~1988 

I.E.タム 
1895~1971 

 

𝐸trans 

𝐸longi 

半導電性媒質の薄層中における集中定数双極子の電場の伝播： 電場強度の主要部分は，マクスウェ

ル方程式から導き出されるように双極子に対して横方向ではなく，双極子に沿った方向において得ら

れた。方向図が最も細長くなっているのは，放射装置の電極間の距離が半導電性媒質中における波の

波長の半分となっている場合である。［図中において𝐸longiは電場の縦成分，𝐸transは電場の横成分］ 
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  さらに，浮遊電流の準静電場も存在している。これについては事実上誰も研究して

いない。浮遊電流の準静電場の特徴は，まさにそれを広い周波数帯域内で，事実上任

意の深度まで，しかも数百 Hz という比較的低い周波数で利用することが可能である

ということだ。 

 

  さらにまた，光子状場，縦方向磁場，そして何かパソジェニック場タイプのような

もの，その他一連の場が存在する可能性があると予想することができる。それゆえ，

前方には広大な活動の場が待っている。それに取り組むことは可能であり，必要であ

る。そしてそこへエーテル動力学的理解が導入されれば，事はより首尾よく進み始め

るだろう。 

  ここで興味深いのは，光はどのように振る舞っているのかということだ。光は電磁

放射とみなされている。もしそうなら，光はおよそ1014 Hzの周波数を持っているのだ

から，光の減衰は黒海の海水中においては，我々が研究作業で用いた 1 mHz の場合と

比べ，104分の 1 の深度において起こらなければならない。我々の場合，信号の完全な

減衰は深さ 3 m で起こっていた。すなわち，光は 0.3 mm の深さで完全に減衰しなけ

ればならない。ところが，光は深度 150~200 m で減衰する。これはどういうことなの

だろうか？ それは，光子は電波とは異なる構造を持っているということだ。光は電波

と同じ速度で伝播するにもかかわらず，光はそもそも電波ではないのである。 

  そしてこういった問題が山ほどある。 

  昔，私はセルゲリという姓のある技師と知り合いで，レニングラードの彼の家を訪

ねたことがある。彼は，ある異星人文明が自分と通信を維持していて，自分の頭に様々

な情報を吹き込んでいると断言した。セルゲリはかつてバクーの病院に入院していた

ことがあり，そのとき，他の多数の人々とともに照射［訳注］を受けた。しかし，通信チ

ャンネルから離脱することが可能だったので，ほとんどの人はびっくりしてそこから

離脱した。ところが彼は面白くなり，離脱しなかった。するとその後，今度は様々な

情報の伝送が始まった。彼は送られてくる情報をメモし，その紙をベッドの下に保存

していた。それらのメモは沢山あり，その内容は彼自身が考え出すことが不可能なも

のだった。 

  私は，通信チャンネルがどんな仕組みになっているかに関する彼の論文を持ってい

た。当時は，いかなるエーテル動力学もまだ存在していなかった。しかし，今の私は，

 
［訳注］

 「照射」とは，異星人が送ってくる情報の担体である電磁波のようなものの照射と思われる。 

電流発生器 

電流発生器 

絶縁体 
絶縁体 

電極 

電極 

(a) (b) 

集中定数双極子による電流の準静電放射： 双極子の電極間に，(a)絶縁用仕切り

板なし； (b)絶縁用仕切り板あり。後者の場合，電流は遠方領域に再分布する。 
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その通信チャンネルは完全に理にかなったチャンネルとして描かれていたと断言する

ことができる。それは長い渦管で，その内空内においてエーテルの第 1 音速度タイプ

の擾乱が伝送されている。したがって，その擾乱は重力の伝播速度，すなわち光速度

より 15 桁大きい速度で伝送されている。渦管の送信側の端にはランプのようなもの

が描かれ，受信側の端には人間の脳が描かれていた。これはエーテル動力学の立場か

ら見ると完全に正しいように思われる。セルゲリはいくつかの研究機関に相談したが，

それは何の役にも立たなかった。それらのメモは今はもう全部なくなってしまった公

算が最も大きい。 

  原理的に，真空の質量密度とは真空の誘電率であると言うことができる。そして既

に，隣で共有結合反応が行われている場合における，コンデンサー中における絶縁体

の誘電率の変化に関する実験が存在している。それゆえ，そのような通信に関するす

べては，少なくとも真実であるように思われる。なぜなら，そのような通信のための

あらゆる前提が存在しているからだ。その通信は信号を瞬時に伝送するだろう。しか

し，そのチャンネル自体を構築するためには長い時間がかかる。 

  私は既に以前の講義で，時間の中における任意の過程に対しては空間の中における

過程が対応していなければならないということを話した。時間的な電波通信だけでな

く，空間的な電波通信も存在しなければならず，時間的な共振だけでなく，空間的な

共振も存在しなければならない。さらに，空間の任意の地点にはあらゆる物体のオー

ラが存在していることを考慮すると，そのような物体発見方法には疑う余地のない未

来がある。 

  錬金術師たちについて一言述べたい。錬金術師たちが取り組んでいたのは，一般的

な見解に反して，まさに彼らが吹聴していた仕事だったのである。彼らは触媒である

賢者の石を用いて，実際に金を作っていた。それは失われた技術だ。それを復活させ

る必要がある。 

  このように，我々の前には，新技術創出の沢山の可能性がある。それらは実現され

るだろうか？ 実現される――もし我々の惑星上において，いわゆる生産関係におい

て当たり前の秩序が回復されるならば，すなわち，人々が，各人が自分のためだけに

金を求めて争い合うことをやめ，万人の幸福の実現を自分の目標とするようになるな

らば。 

  ご質問はありませんか？ 

質疑応答 

  質問  エーテル中において音速度を超えることは可能ですか？ 

  回答  第 2 音速度，すなわち光速度を超えることは無条件に可能であり，この問題

に取り組む必要があります。それに対し，光速度より 15 桁大きい第 1 音速度につい

ては，そのための技術的手段を見通すことは，少なくとも今は，まず可能とは思われ

ません。 

  質問  あなたはニュートン力学の法則と相対論的力学の法則に対してどのような

態度を取っておられますか？ 

  回答  きわめて単純な態度を取っています。ニュートン力学の法則はすべて正しく，

それは何度も裏付けられているので，それに手を触れる必要はありません。それはこ

れからも利用する必要があります。それに対し，相対論的法則は全部投げ捨てる必要

があります。それは何から何まで嘘で，何によっても裏付けられていません。その法

則は，いわゆる相対性理論と一緒にまるごと投げ捨てる必要があります。ですから，

私の態度はこれらの力学のいずれに対しても単純明快です。 
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  質問  相対性理論に関するあなたのご意見は，何を根拠としているのでしょうか？ 

  回答  私は，私が書いたある本で，誰もやったことのないやり方で相対性理論の分

析を行ったことがあります。相対性理論の論理を分析したところ，この理論はそれ自

体で閉じており，内部矛盾が生じていることが判明しました。特殊相対性理論はエー

テルを断固として否定しています。なぜなら，エーテルが存在すれば，特殊相対性理

論の公準は存在することができないからです。ところが一般相対性理論はエーテルの

存在を断固として主張しています。なぜなら，エーテルが存在しなければ，一般相対

性理論は存在することができないからです。私は相対性理論に関するすべての主要な

実験を分析し，そこにあからさまな歪曲，偏向したデータ処理，完全な誤り，自分が

望んでいるものを現実と見せかけるやり方，また普通の物理学において既に得られて

いる結果の剽窃を見出しました。アインシュタインの相対性理論，それは自然科学の

発展の道をふさいでいる反動的な偽りの理論であり，その居場所はゴミ捨て場にしか

ありません。これは，科学の問題ではまったくなくて，社会問題，つまり，相対論者

たちが我々の金を使って自分たちのために世界中に築き上げた餌箱［＝稼ぎ場所］の問

題なのです。相対性理論は科学とはいかなる関係も持っていません。 

  これに疑いを持つ方には，ご自分でそのような分析を行うことをお勧めします。 

  質問  陽子と光子は光速度を克服することができますか？ 

  回答  できません。陽子と光子は煙環と同じようにして加速されます。煙環はその

場にとどまっていることができません。煙のトロイドにおいては，外側表面がより大

きく，質量は相対的に小さい。トロイドは常に，トロイドの中心から出てくる細流の

方向に向かって飛び，外輪船のように，外側表面によって空気を蹴って進んでいるの

です。陽子と光子もそれと同じです。しかし，光子においては外側表面がより大きく，

直径はおよそ10−6 mで，質量は小さくてほぼ電子の質量ほどです。それに対して，陽

子の直径は10−15 mで，その質量は光子の 2000 倍です。陽子の表面積に対する質量の

比は光子の1021倍です。光子は波長の 4~5 倍の距離を進む間に完全な光速度に達しま

す。それに対して，陽子が光速度に達するには数百億年かかりますが，それでも陽子

は加速されます。しかし，陽子にとっては光速度が大きな障壁となっています。それ

は，我々にとって音速度が障壁となっていたのと似ています。我々は加速の原理を変

えることを余儀なくされたとき，反動推進を導入しました。陽子にも光子にもそのよ

うな可能性はありません。ですから，それらは光速度を克服することはできないので

す。しかしそれは，光速度がそもそも限界値だからというわけではけっしてありませ

ん。ただ単に，陽子や光子の構造には，光速度を克服するための技術的可能性がない

だけなのです。 

  我々は，装置において反動推進法を利用する場合には，アーメルの速度に立脚する

ことになるでしょう。アーメルの速度は光速度より 15 桁大きい。ここで光速度を克

服する可能性が現れます。もっとも，その可能性を現実化するのは簡単ではありませ

んが。しかし，アーメルの速度も上限速度ではありません。技術的困難が生じること

でしょうが，それはまったく別の問題です。 

  では，2 週間後にまたお会いしましょう！ 

 



311  第 18 講 工学，物理学および社会学における体系的・歴史的方法 

 

 

第 18 講 

工学，物理学および社会学における体系的・歴史的方法 

2001 年 5 月 27 日 

  親愛なる同志の皆さん，今日の講義のテーマは工学，物理学および社会学における

体系的・歴史的方法です。この講義の終了後，15 時からエーテルに関するディスカッ

ションが開催される予定です。このディスカッションでは，希望者は自分の理論や反

対意見を発表することができます。 

  私が全ロシア科学技術情報研究所で手稿『エーテル動力学序説』［訳注*］を発表したと

き，手稿の複写申込件数という点で，私はグミリョフ［訳注**］に次いで第 2 位でした。

彼の件数は 5000 件，私の件数は 440 件。それ以外の著者の手稿の複写申込件数は 1~2

件，あるいは 10 件以下で，それらは友人や知り合いに配布するために著者自身が申

し込んだものでした。 

  しかし，私の手稿に関心を持った人々の一部は，その複写を研究所に申し込む代わ

 
［訳注*］ 手稿『エーテル動力学序説』は 1980 年にタイプ打ち原稿の形式で発表された。1985 年に始ま

ったペレストロイカによって検閲制度が廃止されるまで，ソ連では検閲を通過していない文書の正式の

出版物としての発表は禁止されていた。手稿の複写を申し込むためには，申込者の住所・氏名・所属先等

を申込書に明記する必要があった。現在，この手稿は В.А.Ацюковский. Введение в эфиродинамику. 

М.:ВИНИТИ, 1980 (archive.org)で入手できる。 
［訳注**］このグミリョフとは，ソ連崩壊後におけるネオ・ユーラシア主義の誕生に大きな影響を与えたソ

連の著名な歴史家・民俗学者・人類学者 L.N.グミリョフ（Lev Nikolayevich Gumilyov）のことと思われる。

この人物については Wikipedia の記事「レフ・グミリョフ」を参照されたい。 

工学 物理学 

社会学 

共産主義 

社会主義 

資本主義 
封建制 
奴隷制 

https://ia600607.us.archive.org/26/items/B-001-004-214/Atsukovsky_1980.pdf
https://ia600607.us.archive.org/26/items/B-001-004-214/Atsukovsky_1980.pdf
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りに，私が会員になっていたモスクワ博物学者協会［Moscow Society of Naturalists］に照会

状を送ったのです。協会内は，手稿は編集会議を通過していないではないか！と上へ

下への大騒ぎになりました。実際には，私の手稿は絶対に編集会議を通過しなかった

はずです。私はそれを知っていたので，抜け道を見付け，手稿を出版したのでした。

私は協会に呼び出されて回答を求められ，大目玉を食らい，汚名を着せられて協会か

ら除名されました，事実上，狼身分証明書［訳注*］を与えられて。 

  ところが何と，ロシア自然科学アカデミー［訳注**］では，私はつい最近，他ならぬエ

ーテル動力学の功績でヴェルナツキーメダル［訳注***］を受章しました。今日は特別に，

皆さんに自慢するために，このメダルを着けてきました（拍手）。ですから，時代は静

かに変わりつつあるのです。 

  さらにもう一つの話があります。これは，ロシア連邦功労科学者・技術者の名誉称

号を持つレフ・アレクセエヴィッチ・ベスソノフ［訳注****］の本です。彼については，ご

存じの方が多いでしょう。彼は 85 歳，元気に過ごしておられます。 

  彼は最近，電気工学の基礎に関する著書の第 9 版を出しました。それがこの本です。

彼は第 9 版の末尾に，エーテル動力学をテーマとする独立した節を新たに設けました。

そこには私の名前とエーテル動力学の概要が示されています。しかも彼はある日，私

にこの本を贈呈するため，特別に私に会ってくれたのです。このように，我々は静か

に［敵の前線を］突破しつつあります。もう誰にも隠れる所はありません。 

  今日の講義は最終回となります。この連続講義全体は新学年からまた繰り返し行わ

れる予定です。私はこの連続講義を既に 3 回行いました。私は 4 回目も，その後も，

人々がこの講義においでになる限り，これを続けるつもりです。 

  もう一つお伝えしたいことがあります。『経済新聞』の第 11 号と第 12 号に「アイ

 
［訳注*］ 「狼身分証明書」は帝政ロシア時代に当局が危険思想を持つ者に与えた身分証明書で，その持ち

主は不穏分子として官職や教職に就くことを禁じられた。 
［訳注**］ ロシア自然科学アカデミー（Russian Academy of Natural Sciences, RANS）は 1990 年に設立され

た非政府組織（NGO）であり，自発的に参加しているロシアおよび諸外国の自然科学者と人文科学者によ

って構成されている。国立アカデミーであるロシア科学アカデミー（Russian Academy of Sciences, RAN）

とはまったく無関係である。RANS に参加している科学者たちの中には正統派科学に批判的な者が数多く

存在しているため，RAN の一部幹部は RANS を厳しく批判している。なお，2022 年 5 月現在，RANS の

公式サイト（www.raen.info）へのアクセスはブロックされている。 
［訳注***］ V.I.ヴェルナツキー（Vladimir Ivanovich Vernadsky, 1863~1945）はソ連の鉱物学者・地球化学

者。Wikipedia の記事「ウラジーミル・ヴェルナツキー」を参照されたい。 
［訳注****］ L.A.ベスソノフ（Lev Alelseevich Bessonov, 1915~2006）はソ連・ロシアの電気工学者で，電気

工学のきわめてすぐれた教科書の著者として広く知られている。3 部からなる教科書『電気工学の理論的

基礎』はソ連・ロシアの数百万人の技術者によって読まれ続け，英語を含め 4 か国語に翻訳されている。

この本の初版の発行は 1957 年であり，その後，彼自身が死去の直前まで増補・改訂の手を加えた第 11

版まで発行され，さらに 2016 年には編者によって一部改訂された第 12 版が発行された。 

ヴェルナツキー 
メダル 

 

L.A.ベスソノフ 
1915~2006 

L.A.ベスソノフ著 
『電気工学の理論的
基礎－電気回路』 

http://www.raen.info/
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ンシュタインの疑似科学，またはメンデレーエフの元素周期表から「ゼロ」行が消え

たのはなぜか」という私の記事が掲載されました。記事の前文には次のように書かれ

ています。 

  「この記事が書かれた理由は，ロシア科学アカデミーに疑似科学対策に関する特別

委員会［6 頁の訳注参照］が創設されたことがメディアで報じられたことと関係がある。

委員会の議長にはロシア科学アカデミーシベリア支部に所属するアカデミー会員エド

ゥアルト・パヴロヴィッチ・クルグリャコフ［Eduard Pavlovich Kruglyakov］が任命された。

大物理論物理学者の一人で有名なアカデミー会員のヴィタリー・ラザレヴィッチ・ギ

ンズブルクがその委員となった。この委員会が取り扱う疑似科学の対象そのものも，

委員会が対策において取ろうとしている措置も明確に規定されていないのだから，こ

の問題の解決において強力な支援を提供したいという願望が私に生じてきた」。 

  そしてその先の本文では，疑似科学の定義に当てはまっているのは，実際にそうあ

るものとしてのアインシュタインの相対性理論全体なのであって，ロシア科学アカデ

ミーがアカデミー会員たちにとって理解不可能だからそれはこの世に存在しないとみ

なして無視している，不可解な諸現象ではけっしてないこと，そしてそもそも現代理

論物理学が観念論にはまり込んでいることが示されています。 

  さて，今日の講義の本題に入りましょう。 

  体系的・歴史的アプローチの本質はどこにあるのでしょうか？ それは，これからい

かに生きるべきかを知りたいなら，これまでいかに生きてきたかを見よ，ということ

です。 

  あなたが時点𝑡1, 𝑡2および𝑡3における値を知っていて，かつその傾向を正しく理解し

ているならば，時点𝑡4および𝑡5における値は，先行する値にもとづいて決定すること

のできる曲線上に存在することになります。 

  私は航空機搭載設備の領域で 46 年間働く巡り合わせになりました。この領域の中

の，私がまだ若い専門家として入り込んだ研究所の部門［14 頁の訳注参照］は，実は，そ

の設備の製造自体において，せめて何らかの秩序をもたらすという目的で創出された

部門だったのです。 

  当時までに多数の機種の飛行機が創出されていました。その頃の飛行機では，あり

とあらゆる種類の鉄が沢山使われていました。その 1950 年代にはエレクトロニクス

はまだ誕生したばかりでした。しかし，我が国の栄誉ある 11 人の全体設計者（トゥポ

レフ，イリューシン，ミャシシチェフ，ミコヤン，ヤコヴレフ，アントノフ，ベリエ

フ，カモフ，ミリ，ロジノロジンスキー）――これらの全体設計者はそれぞれ何人か

の主任設計者を配下に持ち，それぞれの主任設計者は独自の飛行体の開発を行ってい

ました。飛行体のバリアントは全部で 50 以上ありました――の指導の下において，

機上計器の発注という部分において完全な無秩序がもたらされていることは，当時既

に明らかでした。問題はどこにあったかというと，それは，彼らのそれぞれが自分を

全員の中で最も重要な存在とみなし，計器製造業全体は自分のためだけに創出された

のだと思っていたことでした。彼らのそれぞれは専用の設備製造部門を自分の所に創



314  第 18 講 工学，物理学および社会学における体系的・歴史的方法 

 

 

出する必要があるとみなしていました。そしてそのそれぞれの設備製造部門が同一の

計器に関する独自の技術課題を作成し，計器製造企業に与えていました。そのため，

それぞれの計器に関するそのような技術課題の総数は先ほど述べた 50 機種という数

を上回り，その結果，計器製造業のいかなる発展についても語ることができないとい

う状態になっていました。なぜなら，すべての計器製造企業は，それらすべての偉大

な上役たちの味の好みに合ったものしか作らなかったからです。そしてついに，この

問題において秩序をもたらし，飛行機操縦士やヘリコプター操縦士たちの食欲をやわ

らげ，最終的にはあらゆるタイプの飛行体のために計器製造業の真の発展に取り組む

目的で，我々の研究部門が創出されたというわけです。 

  我々は，我らが栄誉ある全体設計者たちが，いかなるバリアントの操縦・航法シス

テムをどれだけ発注することに成功したかに関するデータを収集するため，研究所の

ある女性職員を航空機産業省の調達物流部に派遣しました。彼女は出発し，消えてし

まった。我々が彼女がいなくなったことにやっと気付いてびっくりしたのは，それか

ら数日経ってからでした。駈けずり回って探したら，彼女はまさにその調達物流部に

いました。彼女はそこで，それらすべての改造型を丹念に書き取っていたのでした。

たかだかコースを測定するだけのコースシステムだけでも同時に 96 種類の改造型が

発注されていました。当時はまだ使われていなかったドップラー式計器も既に 14 種

類のバリアントが発注されていました。まだ現れ始めたばかりの近距離航空機用機上

計器には 28 種類のバリアントがありました。垂直ジャイロのバリアントは数え切れ

ませんでした。それぞれの計器についてこの調子でした。それらすべての計器はコネ

クターやワイヤーハーネスの配置が互いに異なっていて，コネクターやワイヤーハー

ネスは計器のケーシングからはみ出ていました。 

  我々の上司のニコライ・チモフェエヴィッチ・コロバンは，その報告書を誰かに見

せることを厳重に禁止しました。 

  彼はその報告書を読んで，「これは検察庁への提出資料だ！」と評しました。 

  すべてのタイプの飛行計器について，機上計器の統一化に関する技術課題を策定す

る任務が我々の研究所――最初はグロモフ飛行研究所第 4 複合施設，次にグロモフ飛

行研究所支部，後に航空機設備研究所――に与えられました。そしてそれらすべての

技術課題は私を通過しました。私は航空機搭載設備の技術統合化および小型化研究室

の室長で，その作成プロセス全体を統率する立場にあったからです。もちろんすぐに

ではありませんでしたが，それでもやはりこの問題において若干の秩序がもたらされ

ました。その結果，計器は統合化され，それを発展させる可能性が確保されました。

しかしその際には，計器の相互互換性に関する問題がきわめて早い段階で起こったの

でした。 

  計器の相互互換性とは，次のようなことです。 

  あなたが飛行機を持っていて，その飛行機はちゃんと飛んでいるとします。ところ

がある日，その何らかのユニットが故障して，それを交換しなければならなくなった。

古い同型のユニットを供給することはできない。それはとっくの昔に製造終了になっ

ているからだ。新型のユニットを供給することもできない。それは取付寸法もコネク

ターも旧型とは違っているし，しかもパラメーターが旧型より先へ進んでいるからだ。

しかし飛ぶ必要がある。こうして，世代間の相互互換性の問題が生じたわけです。そ

のためにはインターフェースを固定化［stabilization］することが必要になりました。 

  インターフェースとは何でしょうか？ それは，あなたがそれによって外部のすべ

てのものと結び付くためのものです。それは，取付位置が互いに一致するようにする

ための構造的なインターフェースであり，旧型計器と同じ電源から新型計器に給電で

きるようにするためのエネルギー的なインターフェースであり，新型計器と旧型計器
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の間の通信が以前に劣らない品質で行われるのに適したものにするための情報的なイ

ンターフェースであり，新型計器のすべての信号パラメーターが旧型計器と以前より

悪くない品質で一致するようにするための物理的なインターフェース，等々です。 

  ところが，それと同時に超小型化が進んでいます。覚えておられると思いますが，

ランプは最初ガラス製で，次に指先ほどの大きさのランプ，さらにその何分の 1 かの

大きさのランプが登場し，次に半導体，次にマイクロモジュール，次に集積回路，等々

が出現したわけです。ですから，そのすべてを考慮する必要があります。他方，ユニ

ットの数が減少し始め，ユニットの寸法も小さくなりつつあるにもかかわらず，相互

互換性という要求事項が残っており，それはどこにも消え失せてはいません。こうし

て，その全体が筋道の通った発展の仕方をするようにするためには，どうしなければ

ならないかという問題が生じてきます。 

  ここでは，ある好都合な事情に注意を向ける必要があります。それは，他のほとん

どすべての産業諸部門とは異なり，航空機産業は物理学の原理にもとづいて構築され

ているということです。それはこういうことです。 

  機械製造企画設計事務所「ヴォスホト」という会社があります。主任設計者はルー

ベン・グリゴリエヴィッチ・チャチキャンでしたが，その後，ウラジーミル・ゲオル

ギエヴィッチ・クラフツォフに代わりました。この会社は創業以来これまでずっと無

線信号システムに取り組んでいます。 

  無線信号システムには 3 つの無線信号，すなわち全空気圧，静的空気圧および気温

の信号，さらに迎え角センサーおよび滑り角センサーの信号が含まれています。しか

し，無線信号システムの出口においては 48 個に達する相異なるパラメーターが形成

されます。それは気圧高度，フライトレベル，所与の高度からの偏差，対気速度，計

器速度，等々，等々です。このように，無線信号システムはセンサーと計算機から構

成されています。そしてこのシステムは大きな重要性を持っています。 

  今から 5 年経ったとき，この会社は何をやっているでしょうか？ 無線信号システ

ムを開発しています。そのパラメーターの数は今よりちょっと多くなり，パラメータ

ーは今よりちょっと精緻になり，無線信号システム自体は今よりちょっと小型になっ

ているでしょう，等々。会社は 40 年間，無線信号システムを生産し，それ以外のもの

は何も生産していない。どの企画設計事務所もそれと同じです。 

  電波高度計を作っている者は終生それを作り続ける。慣性システムを作っている者

はそれをこれからも作り続ける。ロケーター屋はロケーターを作り，天体物理学者は

天体物理システムを作り，彼らのうち誰も，いつになっても別のものを作らないでし

ょう。そして，これが正しいのです。各人は自分の経験を蓄積し，誰よりもよく知っ

ている自分の分野で改良を行っている。つまり，彼らは皆自分の分野の発展に取り組

んでいるわけです。ところが，その発展には，法則性はありません！ 

  我々の航空機製造業においては重量が改良の判定基準になっています。重量という

基準に従って判定した場合，製品はある一定の法則に従って，具体的には次の指数関

数に従って発展していることを我々は発見しました。 

  具体的な製品の各要素において，発展の時間定数𝑇はその要素に固有の定数となっ

ています。各要素に関するその時間定数は事実上安定的であり，過去 1 年間から次の

1 年間へ，過去 10 年間から次の 10 年間へと反復されていることが判明しました。も

ちろん，これは正確ではありませんが，大体のところ，そうなのです。ですから，過

去におけるその数値を見出せば，将来におけるその数値に十分安心して立脚すること

ができます。つまり，技術課題の対象となっている製造者たちの悲鳴，涙，そして哀

𝐺 = 𝐺0𝑒−
𝑡−𝑡0

𝑇   
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願に注意すら払うことなく，任意の新製品の発展を予測し，その製品に関する技術課

題を卒なく書くことが可能になるわけです。 

  このように，発展モデルの基礎として指数関数をとることができます。さらに，面

白いことに，誰かが時間定数を短縮しようと試みたとしても，短縮がうまくいかなく

なる 1000 個の原因，つまり何かが不足している，誰かが病気になった，何かが期限

内に遂行されなかったといった原因が現れてきて，その時間定数は常に所要の数値ま

で延長されてしまいます。これは実に何か神秘のような話ですが，まさにそのとおり

なのです。 

  それと同じことが質量だけでなく，故障率，いわゆる λ 特性にも生

じています。λ 特性は製品の信頼性評価のために，社会主義労働英雄

でソ連科学アカデミー会員のアクセリ・イワノヴィッチ・ベルク［Aksel 

Ivanovich Berg］提督によって導入されました。 

  最大許容誤差と平均 2 乗誤差の比に関連する 2 つ目の契機も見出

されました。いかなる改良が加えられたかにかかわらず，具体的な等

級の製品における最大許容誤差と平均 2 乗誤差の比は常に同じであ

ることが判明したのです。複合システムの設計計算を行う場合には，

最大許容誤差を操作しなければなりません。そうすれば，製品の発注

と納入を最大許容誤差に従って適切に行うことができるようになります。それぞれの

システムにおけるそれらの比が一定であることが判明したため，それらの誤差やそれ

以外の誤差を正しく取り扱う可能性が現れました。つまり，複合システムの発注の場

合は平均 2 乗誤差を指定し，個々の製品の発注の場合は最大許容誤差を指定するので

す。 

  電気機械要素は 10 年間でその質量を 2~3 分の 1 に減少させていることを分析は示

しました。デジタルレジスターと記憶素子はそれと同じ 10 年間にその質量を 40 分の

1 に，アナログ素子はその質量を 4~5 分の 1 に減少させています。それに対して，導

線の質量は 20~30%しか減少していません。 

  通信によって伝送する必要のあるパラメーターの数は増加しつつあり，それととも

に導線数が増加しています。ところが，導線は最も保守的な要素なのです。なぜなら，

機械的強度の必要性により，導線の断面積を減少させることはできないからです。最

近までそれは0.35 mm2でしたが，今は0.2 mm2です。それ以上小さくすることはどう

してもできない。特別の目的なしに導線を飛行機に載せているわけではないからです。

つまり，電子機器の小型化に伴い，導線が重量の主要部分になりつつあるのです。導

線によって伝送されるパラメーターの数は増え続けており，各飛行機におけるその数

は何万本にもなりました。しかも，これはまだ 1970 年代における数字です。これを

何とかしなければならなくなりました。 

  当時，飛行機では 2 点読み取り遠隔伝送［仮訳］と並列コードが普及していました。

我々の研究所の指導部は困難な状況からの素晴らしい脱出方法を見付けました。指導

部はそれらすべての問題を私の研究室に押し付けたのです。なぜなら，指導部の科学

的な決定によれば，私の研究室こそはゴミ捨て場の穴なのだから，そこには機上設備

全体に共通するあらゆる未解決問題を投げ込むことができたからです。 

  しかし，それらすべての問題はきわめて興味深い問題であることが判明しました。

そしてそれは何よりもまず，有線通信と関係を持っていました。第 1 に，相互互換性

は有線通信の問題に行き当たりました。第 2 に，信頼性は有線通信の問題に行き当た

りました。第 3 に，重量は有線通信の問題に行き当たりました。 

  あらゆるものの発展について検討する際は，発展全体の過程を通じて変化すること

のない，不変的なカテゴリーが抽出されなければなりません。我々はそのようなカテ

A.I.ベルク 
1893~1979 
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ゴリーとして，複合システムのある種の構造的スキームを採用しました。そのスキー

ムには 10 個のシステムが配置されており，その各システムは 10 種類のパラメーター

について互換性を持っています。そして次に，通信システムの質量がどのように変化

することになるかを判定しました。通信システムの各バリアントは，独自の原理，す

なわち電気工学，アナログ電子素子，並列コード，直列コードに基礎をおいています。 

  諸要素の様々な発展段階において，質量の観点から見て最も効率が高いことが判明

したのは 1 つのバリアントのみで，それ以外のバリアントは各段階においてそれより

劣っていたのですが，しかしその後，そのバリアントを，それまで劣っていた別のバ

リアントがその独自の発展の中で追い越すことが判明しました。 

  かつてカール・マルクスは，貨幣［Geld］が商品［Ware］に転化し，次にその商品が逆

に貨幣に転化する（G－W－G）ことができること，また商品が貨幣に転化し，次にそ

の貨幣が逆に商品に転化する（W－G－W）ことができることを説明しました。 

  私は，それとの完全なアナロジーが商品と信号［Signal］との間，また貨幣と情報

［Information］との間に存在することに気付き，その結果，定式 I－S－I と S－I－S，す

なわち情報－信号－情報と信号－情報－信号が得られました。そして信号と情報とい

うカテゴリーの分析に際しては，このアナロジーを利用することが可能であり，実際，

私はこれを利用しました。ただし，それは部分的な利用にすぎませんでした。なぜな

ら，もし私がマルクスが商品－貨幣関係に関する理解から導き出したことを完全に利

用したとすると，彼の『資本論』と同じ大きさの本が出来上がったはずだからです。 

  そして実際，商品を合計することはできないが，貨幣を合計することは可能です。

また，信号を合計することはできないが，情報を合計することは可能です。しかしそ

のとき，情報とは何か，情報をどうやって測定するのかという問題が生じました。 

  アメリカのエンジニアでサイバネティクス専門家のクロード・エルウッド・シャノ

ンが情報単位の計算方法を既に開発していたことが判明しました。彼は不確かさ，す

なわち誤差の分布密度を通じた情報単位の計算公式を導出しました。 

K.マルクス 
1818~1883 

C.E.シャノン 
1916~2001 

通信システムの各種バリアントの発展： 各種バリアントの交点は，あ
るバリアントから別のバリアントへ移行する必要が生じた時点である。 
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ここで(𝑋/𝑋error)は信号の条件付きエントロピー，すなわち誤差のエントロピー； 

𝑝(∆𝑥)は誤差分布の確率密度です。 

  情報単位，あるいは不確かさの有効区間，すなわち量子はかなり簡単に計算される

ので，今や我々はパラメーターの変化速度を知っていれば，各パラメーターにつき単

位時間にいくつの量子を消費する必要があるかを知ることができます。 

  次に，我々は 2 線式導線通信路の通過能力を測定しました。その結果，我々は外部

からもたらされる雑音を補償するためには差動式信号送受信方法を利用する必要があ

ることを理解し，それと同時に，導線が情報伝送のためにいかに非効率的に利用され

ているか，それは文字通り，導線が持っている可能性の数千分の 1 であることに気付

いたのでした。 

  通過能力の余裕量がそのようなものであるとき，通信路を負荷と整合させることは

無意味であることが明らかになりました。そこで我々はただちに低情報伝送周波数と

整数コードに移行しました。我々はこれによって様々な種類の電気通信信号を統一化

することが可能になりました。整合用抵抗が存在しなくなり，閉じた通信路が採用さ

れるようになった結果，今や信号源に対する負荷が減少した以上，このことが信号源

の出力を減少させ，受信機の入力抵抗を上昇させることを可能にしました。今や各信

号源は 100 台までの受信機との間で働く能力を持つようになりました。実際にはそれ

ほどの台数は必要なかったのですが。そしてこのことから，有線通信の主要な発展方

向がただちに決定されました。それは，すべての操作を時間的に逐次的に組み合わせ

るという方向です。 

  計器実験設計局の我らが主任設計者たちは，その自立性・独立性という点で，飛行

機の全体設計者たちに少しも劣らないことが明らかになったと言わざるを得ません。

彼らのそれぞれは，まるで飛行機上には自分以外には誰もいないかのように，独自の

システムを構築していたのです。しかし，それらのシステムが飛行機上に一緒に集め

られたとき，それらを互いに連結することは不可能であることが判明しました。すべ

ての入力・出力装置が相異なっていたからです。しかし，今のところマッチング方法

の考え抜かれた案が存在しなかったため，それらのシステムをどうすることもできま

せんでした。そのため，それらすべてのシステムの間に中間ユニットが出現しました。

それぞれの中間ユニットは，わずか 1 つのパラメーターをマッチングするためだけで

重さが 3 kg もありました。 

  複合システムのデバッギングの際に最も困難だったのは，システム間におけるマッ

チングの確保でした。長い間難儀した末，ついにデバッギングがうまくいったとき，

それぞれの情報システム自体の動作には問題は生じていませんでした。そこでは万事

順調だったのです。ところが通信装置が！ 通信装置のマッチング作業は自己犠牲を

伴う偉業となったのでした。飛行機がようやく飛び立つことができたのは，通信装置

が完成した後でした。しかしそのとき，独自の着想と権限を持って我々が登場したの

です。 

  1962 年，我々は「角度－コード」変換器の開発をテーマとする「Val［シャフト］」と

いうプロジェクトを完了しました。それはどういう問題かというと，飛行機にはあり

とあらゆる角度がいっぱいあるということです。それは，コースの角度，ローリング

角，ピッチ角，操縦桿の回転角，計器の針の回転角，その他多数の角度です。当時，

デジタル技術はまだドアを叩いている状態で，研究対象とすることができたのはコー

ドだけでした。それゆえ，回転角をコードに変換することが求められていたのです。 

∆unit𝑥 = 2𝐻(𝑋/𝑋error) = 2 − ∫ 𝑝(∆𝑥)
∞

−∞

 log2𝑝(∆𝑥)𝑑𝑥  
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  我々が「Val」プロジェクトの研究作業を完了したとき，軍需産業委員会の会議にお

いてその結果のすべてを報告せよとのお招きを受けました。会議には招かれた軍人や

通信機産業省および航空機産業省の研究所長が出席していました。私は中心的組織の

執行責任者として研究結果のすべてを報告し，あらゆる通信信号を統一化する必要性

について説明しました。 

  通信機産業省の傘下のすべての研究所の所長が私に反論しました。 

  彼らは「この若い専門家はいったい何という無駄話をしているんだ」と腹を立てま

した。「どの飛行機も現にちゃんと自分の役目を果たしているのだから，そもそもここ

では何もしてはならないということを，彼は理解していないのだ」。 

  会議の議長を務めていた科学アカデミー会員シチューキンは何もしてはならないい

という決議を採択することを余儀なくされました。一方，航空機産業省の代表者たち

は会議の間ずっと黙り込んでいました。そしてその後，我々は彼らと一緒にすべての

仕事を成し遂げ，まず最初に規格書 No.648AT，次に国家規格とマニュアル文書を発行

し，こうすることによって全員に次の既成事実を突きつけたのでした――もし君たち

がこれらの基準に従わなければ，君たちは誰ともマッチングすることができず，飛行

機に乗れなくなるぞ。こうしてすべてがしかるべき方向へ動き始めたのでした。 

  私が最初にやったこと，それは並列コードの使用を禁止し，これによって即座に導

線数を数分の 1 に削減したことでした。さらに，2 点読み取り伝送を 1 点読み取り伝

送に置き換えることが可能であることが判明したため，共通モデルに合わせた通信装

置の共通化・統合化が行われました。その共通モデルは 10 個の暫定情報システムか

ら構成され，その各システムが 10 個ずつのパラメーターを送受信する方式でした。

通信装置の世代として 5 つの逐次的段階が決定され，それらの段階の存続期間および

次の段階への移行期限が決定されました。そしてこのすべてが情報システムに関する

技術課題と国家規格（GOST［ゴスト］）に導入され始めました。この国家規格は GOST 

18977-73，また後に GOST 18977-79 という番号で発行され，現在も効力を持っていま

す。この GOST は誰も廃止することができません。なぜなら，私がそれを無期限にし

ようと思い付いたからです。我々はこのGOSTの発展として技術マニュアルRTM 1495-

75 を発行しました。アメリカ人たちがこの GOST と RTM を盗用し，その結果，今で

はこの規格は ARINC-429 と呼ばれており，人々は我々のことを忘れ始めました。しか

し，我々は自分たちの仕事を成し遂げ，導線数を数百分の 1 に削減し，信頼性を向上

させ，それと同時に全員に組み込み検査方式を導入させ，寸法を統一し，これによっ

て相互互換性の問題をまるごと解決したのです。 

  我々が第 1 世代として数えたのは，計器製造企業が通信装置を統一化しなかったこ

とによって引き起こした，あの大混乱の時代です。この世代では，統一化されていな

い通信装置のマッチングのための中継ユニットが使われていました。 

  第 2 世代，それは中継ユニットのない，2 点読み取り遠隔伝送方式の統一化された

通信装置を備えたシステムの段階でした。ただし，そこかしこに並列コードが残って

いました。 

  第 3 世代，それは 1 点読み取り伝送方式と直列コードを備えた通信機器の統一化の

段階でした。そのすべての導入に成功した最初の飛行機は Su-27 でした。その後，1975

年から 1980 年代までのすべての飛行機にはそのすべてが導入されました。 

  第 4 世代，それは直列コードの導入のみの段階でした。この時期には，あらゆるシ

ステムは固有の計算機と変換器を内蔵することが可能になり，アナログ式通信装置は

完全に廃止されました。それは 1980 年以後に現れた Be-200，Il-96 その他すべての飛

行機とヘリコプターです。導線数の急速な削減が実現したのは，まさにこの段階でし

た。 
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  第 5 世代，それは基幹通信の段階でした。しかし，この世代は航空機には導入され

ませんでした。おそらく，これは今後も導入されないでしょう。なぜなら，通信装置

の数が削減されることを除けば，それは既に意味を持っていないからです。そこでは

ソフトウェアが複雑になり，しかもウイルスの影響の可能性が現れます。これは第 4

世代にはまったくなかったことです。しかもサバイバビリティーが低下します。なぜ

なら，幹線の短絡は通信網全体を故障させるからです。この世代は宇宙システム「ア

ルファ」においてのみ部分的に導入されています。このシステムでは 11 個のモジュ

ールを連結する必要があり，各モジュールにおいては通信用途のために 2 本のピンし

か与えられていませんでした。この宇宙システムの開発者たちは我々に，「もし君たち

がこの要件に対応できないというのなら，とっとと消えうせろ，気密性の確保にはい

っぱい金がかかるんだ」と言っていました。ここでは第 5 世代がどうしても必要だっ

たのです。 

  しかし，大体のところ，航空機においては機器の相互互換性，マッチングの確保お

よび導線数の削減の問題は完全に解決され，この問題はこれで終わりとなりました。 

  我が国に別の設計バリアントをつかませようとする試みが，一度ならずなされたこ

とがありました。それは主として，アメリカ人たちは金の計算しかできない［＝アメリ

カ製のものは経済性が高い］という根拠にもとづいて，アメリカで開発された設計バリア

ントを我が国に受け入れさせようとする試みでした。アメリカ人たちは金以外には何

も計算する能力を持っていないという点に関しては，疑問は生じませんでした。ある

研究所，それは他でもない，通信分野における主導的役割を我々の研究所から奪い取

ろうとしていた国立航空システム研究所なのですが，この研究所がいわゆるマルチプ

レックスのアメリカ製バリアントを飛行機 An-70［訳注］に押し込むことに成功しました。

これが原因だったのか，たまたまそうなったのかは知りませんが，その唯一の飛行機

は大破してしまいました。試作 2 号機が完成したとき，このマルチプレックスの中の

コントローラーのソフトウェアの部分を整備することが誰にもできないことが判明し

ました。そのコントローラーは独立した特殊な計算機で，その計算機がそのシステム

中に存在し，情報交換全体を指揮しています。ところが我々にはそんな計算機は存在

しておらず，その 1 つのシステム全体が減結合システムになっているので，整備の手

を加えるわけにはいきません。しかもそもそも，今のところ，誰も我々のシステムを

凌駕することはできていません。しかも，それは誰にとって，何のために必要なので

しょうか？ 

  このように，何かを達成したいと欲したとき，そしてもうどこにも行き場がなくな

ったときには，どんなことでも達成可能なのだということが判明したわけです。 

  以上に述べたことは，体系的・歴史的方法から引き出すことができるものの，ごく

小さな断片です。 

  しかしここで，記憶容量と処理速度を増大させる方法で我々がこんなにも集中的に

開発を進めている我が国の計算機技術が，どれだけ十分に利用されているかを計算し

てみようという考えが浮かんできました。 

  簡単な数字を取ってみましょう。機上計算機はその出口において 10 個のパラメー

ターを持っており，その各パラメーターは 10 桁を持っていて，それらのパラメータ

ーは計算機によって 1 秒間に 10 回送出されると仮定しましょう。これは特別なこと

 
［訳注］ 大型輸送機 An-70 はロシアではなく，ウクライナの航空機メーカーによって開発された。その試

作 1 号機は 1995 年に試験飛行中に墜落事故を起こし，乗員全員の生命と機体が失われた。2 号機も 2001

年に試験飛行中にエンジン 2 基が停止し，不時着事故を起こした。2022 年 5 月現在，同機の開発は中止

されている。詳しくは Wikipedia の記事「An-70（航空機）」を参照されたい。なお，この記事には試作機

2 機の事故原因は書かれていない。 
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は何もない，普通の数字です。これらの数字を掛け合わせると，そのような機上計算

機は毎秒 1000 bit を送出するという結果が得られます。 

  このデジタル計算機には，周波数 1 mHz で動作する能力を持つ 1 万個のトリガーが

存在します。したがって計算機の能力は毎秒1010 bitということになります。1000 bit

を1010 bitで割ると，計算機の利用率として10−7が得られます。今皆さんは「蒸気機関

車だ！」と言われましたが，蒸気機関車の成績係数は 7%です。ところが機上計算機

はなんと10−7！ 新たな素子，ナノ技術その他の高価なものを伴い，しかも技術発展の

前途が不確かなこれらすべての高価な技術を，我々はいったい何に投入しているのか，

今や明らかになりました。我々は，信頼性を向上させ，コストを低減する代わりに記

憶容量と処理速度を増大させていることにより，計算機の出口におけるパラメーター

は同じであるにもかかわらず，低い成績係数がさらに低くなったという結果を得てい

るのです。 

  我が国のプログラマーたちには，そもそもプライドも良心もありません。彼らはま

すます沢山のものを要求しているのに，ソフトウェアに初歩的な秩序をもたらすこと

ができず，そうしたいとも思っていないのです。彼らのうちの誰かが会社を辞めると，

会社には何も残らなくなる。プログラマーたちがそれまで会社でいったい何をやらか

していたのかを理解できる者は，誰もいない。そこにはいかなる継承性もない。そし

てウイルスの危険性については誰も考えようともしない。技術全体が自動化されまし

たが，しかし，その信頼性はきわめて低くなったのです！ そして再び全員が，何もし

てはならないと言っているのです。 

  ここでは，今のところ，それらの怠け者たちに対する報酬は結果の見返りではなく，

労働の見返りとして支払われており，この状態全体はそのままであり続けるだろうと

いう意見に賛成することができます。しかしなにしろ，プログラミングにおける方法

は，製鉄における方法と同じようにきわめて単純なのです。私も最高レベルの会議で，

何もしてはならないと言われました。それを言ったのは誰か？ 自分個人の威信にし

か関心がなく，事業にはまったく関心がない人たちでした。 

  これらすべての問題にはさらにもう 1 つの問題が隣り合っています。それは複合シ

ステムの全体的な構造的組織化の問題です。この問題で最も重要なのは，情報の流れ

の集中化と分散化と関係している部分です 

  ある国家において，あらゆる問題を，ごく些細な問題にいたるまで，1 人の人間，

つまり最高統治者が解決しているところを想像してみてください。彼はそれができる

でしょうか？ できません。誰にでも分かるように，彼は情報の中でおぼれ死んでしま

うでしょう。我らが尊敬する国立飛行システム研究所はまさにそのような通信システ

ムを導入しようと試みています。そこには賢い最高統治者がいて，彼がすべての人々

の代わりにあらゆる問題を解決しています。それはコントローラーです。それが，そ

もそも制御する必要のない通信装置を制御しています。 

  光栄あるこの研究所は，すべての計算を 1 台の共通の計算機に放り込み，外部には

最も単純なセンサーだけを残すことを提案しました。我々はこの研究所がそれをする

ことを許しませんでしたが，その試みは今も続いています。それをしてはならないの

はなぜでしょうか？ その理由はこうです。 

  我々，計器製造業においては伝統的に，常に物理的過程が最上位にあり，数学は従

属的な役割を演じてきました。計器製造業全体が物理的原理に従って組織されている

ことには，ちゃんとしたわけがあります。このことが，それぞれの過程についての他

ならぬ物理的理解を深める可能性を与えているのです。計器製造業におけるそれぞれ

の設計事務所は特定領域の物理学に取り組んでおり，その物理学を微妙な点まで知り

尽くしています。それゆえにこそ，我々は，計算機においてその物理学を考慮し，そ
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れを発展させることが可能になるようにするため，各情報システムに 1 台ずつ，独立

した計算機を与えたのです。それに対し，集中システムにおいては数学が主役となり，

物理学は背景に退きます。ここでは，精度の向上は，情報の 1 次処理ではなく，2 次

処理の改善によってしか行うことができません。そして測定に関する微妙な点を知っ

ている者は，失業するしかなくなります。しかしなにしろ，情報というものは，他な

らぬセンサーによって創出されるのであって，情報の創出ではなくて処理を役割とし

ている計算機によって創出されるのではけっしてないのです。 

  さて今度は，各人が自分がふと思い立ったことを何でもやっているような国家を想

像してみましょう。そんな国家は存在することが可能でしょうか？ 不可能です。それ

ゆえ，複合システム中のシステムもまた，互いに切り離されることはできません。 

  しかし，長年にわたってテストされ，その発展力を示している制御システムが存在

します。それは階層型制御システムです。そこでは，制御に関するすべてのジョブは

階層レベル別に配置されています。しかし，それらジョブの配置は，各レベルにおい

て自分のジョブグループが解決されるように，ジョブが互いに邪魔し合わず，助け合

うように，そしてシステム全体が最大限フェイルセーフになるように行う必要があり

ます。 

  まさにこれが，我々が成し遂げたことに他なりません。我々の場合，［複合システムを

構成している］すべてのシステムは減結合システムとなっており，互いに独立して動作

していますが，各システムは自分の出口に絶えず最新情報を送出しています。そして

任意の受信側は，それにとって最新情報が必要になったときにその情報を受け取りま

す。誰も誰にも命令されていませんが，結果は確保されています。ですから，いかな

る過度集中化もなく，それと同時に最大限のフェイルセーフと信頼性が実現されてい

ます。 

  我々は機上設備の組織化の基本原理を据えることになんとか成功したと，私は考え

ています。それらの原理は自らの正しさを既に証明しました。ですから，新世代の開

発者たちが，せめてその得られた成果を損なうことがないよう願っています。 

  体系的・歴史的方法が物理学においてどのように働いたのかについて検討しましょ

う。これについては既にお話ししましたので，ここではそのいくつかの側面だけを取

り上げることにします。 

  物理学革命とは何でしょうか。 

  物理学革命が始まったのは，アインシュタインが，我々には物理学は必要ない，物

理学の基礎は自由に発明されなければならない，さあ，公準に取り組もうではないか，

そして最も重要なのは数学だと言ったときだ，という意見があります。これが思考を

革命化したのだ，これこそが物理学革命なのだというわけです。 

  それとは別の意見もあります。それは，物理学革命が始まったのは，プトレマイオ

スの地球中心体系がコペルニクスの太陽中心体系に取って代わられたときだ，という

考え方です。 

  実際には，そのどちらも間違っています。それは依然として方法論上の手法です。

そして公準的アプローチと関係しているもの，それは革命ではなく，反革命なのです。

なぜなら，その反革命は現実を抽象に置き換えることにより，自然を解明する可能性

を我々から奪ってしまうからです。 

  実際には，革命とは，自然のより深奥への侵入，既に熟知されている物質*組織化レ

ベルから次のレベルへの移行なのです。これについては既にお話ししましたが，その

基礎的な命題を繰り返し述べなければなりません。 

  物理学における革命は，物質*の組織化に関する既存の知識が使い果たされた結果と

して生じます。それは，新たな実験データを既存理論にもとづいて説明することがで
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きなくなるということです。危機の解決と新技術の創出は，物質*構造のより深奥への

道を進んでいくことによってのみ，可能になるのです。今日，それは物質素粒子から

エーテルへの移行です。 

物理学革命，技術革命と社会革命 

物質*中への 

進入の深さ 
新たな科学領域 エネルギー 

社会経済 

構成体 

自然全体（タレス，紀元前

6世紀） 

－ 人間と動物の筋力 奴隷制 

実体  土（固体）/水（液体）

/空気（気体）/火（エネル

ギー）（アリストテレス，紀

元前4世紀） 

哲学 同上 奴隷制 

物質（パラケルスス，16世

紀） 

薬学 水力と風力 封建制 

分子（ロモノーソフ，18世

紀） 

化学 化石エネルギー 資本主義 

（第1段階） 

原子（ドルトン，1824年） 電磁気学 同上 資本主義 

（第2段階） 

素粒子（ラザフォード，

1911年） 

原子物理学，プ

ラズマ物理学， 

固体物理学 

原子力エネルギーと

半導体 

同上， 

社会主義 

エーテル（21世紀） エーテル動力学 エーテルエネルギー 共産主義 

  体系的・歴史的方法の観点から見ると，次のレベルへのすべての移行はまったく同

じようにして生じてきたことに注意を払ってください。毎回，同じ矛盾が発生してい

たのです。我々にとって原子が必要になったのは，何のためだったのでしょうか？ 分

子の種類が沢山になり，その種類が沢山ある理由を理解するためには，分子の構築材

料を解明することが必要になったからです。原子が導入され，分子とは，すべて原子

の組み合わせであることが判明し，すべてが理解可能となりました。化学が発展し，

電気工学が誕生しました。しかし，すべての物質*組織化レベルにおいて，それと同じ

ことが，それ以前にもそれ以後にも生じていたのです。 

  それぞれの移行は，既に熟知されている階層レベルにおいて物質*的対象物の種類が

沢山になり，それらを解明するためにはそれらの構築材料を解明せざるを得なくなっ

たことによって準備されました。このことが危機を解決し，科学における新たな方向

性を創出し，新技術をもたらしたのでした。これまで，常にそうだったのです。 

  それと同じことが今も生じつつあります。 

  物理学者たちはありとあらゆる種類の粒子加速器とシンクロファゾトロンを用いて

200 種類，あるいは 2000 種類のいわゆる素粒子を蓄積しました。彼らは，物質はそ

れらの素粒子から成り立っていると考えています。もちろん，物質はそれらの素粒子

からは成り立っていません。それは，ガラス容器が破片から成り立っていないのと同

じです。彼らが素粒子と誤認しているそれらの破片は，それらの科学実験時に形成さ

れるものであり，それらは好きなだけ割って作ることが可能です。しかしいずれにし

ても，それらすべては同一の構築材料から成り立っています。その証拠は，任意の粒

子は他の任意の粒子に変換する能力を持っているという事実です。このことは，それ

らの粒子の構築材料が共通であることを意味しています。そして，真空中において強
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力な磁場を創出する方法で新たな粒子を生み出すことが可能であるという事実は，磁

場自体が，つまり真空全体がその構築材料によって満たされていることを物語ってい

ます。 

  それがエーテルです。その性質は，普通の気体より希薄であるものの，普通の気体

と同様であることが判明しています。また，物質*のあらゆるレベルにおいて同一の物

理法則が働いていることが判明しました。このことは，普遍的物理不変量，すなわち

物質*，空間および時間ならびにそれらの総体である運動から直接的に導き出されます。

このことがエーテル動力学，すなわちエーテルの理論を構築する可能性を与えました。

その先では厳密な論理が働きます。そこには虚構や公準が存在する場所はありません。

そして一歩歩みを進めるごとに，さらなる前進のための唯一の可能性が生まれてきま

す。エーテル動力学においては考え出されたことは何もなく，すべては論理的に条件

付けられています。エーテル動力学が持つ力と他のあらゆる理論に対する優越性は，

まさにここにあります。 

  体系的・歴史的アプローチはここでも有益であることが判明しました。この連続講

義の事実上全体が，まさにこのアプローチをテーマとしていたわけです。 

  体系的・歴史的方法を社会学との関係において検討しましょう。 

  マルクスの構成体論によれば，人類は経済学的に見るといくつかの段階を通過して

きました。それらの各段階は独自の社会経済構成体となっています。各構成体はその

独自の生産関係，すなわち生産要素の所有形態によって特徴付けられます。原理的に

は，それらの要素は次の 3 つだけです。 

  ・勤労者 

  ・生産手段（自然，科学，技術および労働手段を含む） 

  ・消費財 

  そして社会経済構成体の性格は，それらの要素の所有形態がいかなる形態なのかに

完全に依存しています。 

  カール・マルクスは，人間は消費財を必要としており，消費財を創出するためには

社会的生産が必要であることに注意を払い，人間と生産との間の関係を解明するため

に全力を注ぎました。そして，所有の対象としての消費財自体には特別な注意は払わ

れませんでした。 

  すべての社会経済構成体には基本矛盾が存在します。それは，生産の社会的性格と

完全には社会的ではない消費との間の矛盾です。 

  それぞれの社会経済構成体は，先行する社会経済構成体とは，生産要素の社会化の

度合いがより大きくなっている点が異なっています。また，それぞれの社会経済構成

体は 3 つの段階を通過します。それは，形成・発展段階，停滞（安定化）段階，そし

てその存在の末期における衰退・退化段階です。この第 3 段階においては，経済的な

基本矛盾が先鋭化します。これは，発展しつつある生産力が生産における所有関係の

交代を要求することと関係しています。その交代が生じない場合には，所有形態の変

革と次の社会構成体への移行を目的とする革命がはじまります。そして次の社会構成

体においては，勤労者の大多数に対して社会的ケーキからより大きな部分が提供され

るようにするため，生産の社会化の度合いがより大きくなります。社会主義の場合に

も，まさにこのことが生じました。 

  マルクス主義では，もし勤労者たちが生産を自らの手中に収めれば，すべてはうま

くいくようになると想定されています。まさにこのことから，生産を自らの手中に収

め，自らの所有とすることがプロレタリアート，すなわち困窮状態に追い込まれた勤

労者たちの主要課題として導き出されます。 

  これが社会主義となります。社会主義とは生産手段の全人民的所有である。そして
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その後，社会主義は無貨幣の非商品的生産体制を持つ共産主義へ自ずと移行するに違

いない。それゆえ，社会主義とは共産主義の第 1 段階である。――マルクス主義はこ

のように主張しています。 

  マルクス主義はまさにここで行き詰まり，しかも本質的な重大性を持った行き詰ま

りを生じさせたのです。 

  ここで問題なのは，社会主義は資本主義と質的に異なっている，つまり，生産手段

の私的所有ではなく社会的所有であるという点で異なっているだけでなく，共産主義

とも質的に異なっている，つまり，社会主義は消費財と貨幣の個人的所有であるとい

う点で異なっているということです。そしてこのことは，社会主義は共産主義の第 1

段階ではなく，独立した社会経済構成体なのであって，自ずと共産主義に発展・転化

するものではないということを意味しています。社会主義から共産主義への移行は，

人民による下からの支援の下で，上から引きずり移さなければ実現することはできな

いのです。我が国の党と国家の指導者たちは，まさにこのことを考慮していませんで

した。 

  彼らは商品貨幣関係の作用範囲を縮小する代わりに，それを拡大し始めました。ちな

みに，このことはソ連共産党第 22 回大会によって承認されたソ連共産党第 3 次綱領［1961

年］に述べられています。そして我が国を市場関係，すなわち資本主義へ移行させる準

備をダラダラと開始しました。それ以外の事柄はもはや技術の問題でした。独立した

社会経済構成体としての社会主義は，その 3 つの発展段階，すなわち形成段階，停滞

（安定化）段階および衰退（腐朽）段階のすべてを通過しました。これは生産関係が

そのまま残されたことによってもたらされました。商品貨幣関係が残され，発展する

社会経済構成体の歴史的連続性における生産の社会化の度合いの増大。 

生産要素に対する商品貨幣（売買）関係の適用。 

社会的生産の要素 
当該の時代における所有形態 

奴隷制 封建制 資本主義 社会主義 共産主義 

勤労者 

生命 
私 

＋ 

  社 

－ 

  社 

－ 

  社 

－ 

  社 

－ 

  

労働力 
私 

＋ 

  私 

＋ 

個 

＋ 

 社 

－ 

個 

＋ 

 社 

－ 

個 

＋ 

 社 

－ 

  

剰余労働 
私 

＋ 

  私 

＋ 

個 

＋ 

 私 

＋ 

個 

＋ 

 社 

－ 

個 

＋ 

 社 

－ 

  

生産手段 

天然資源 
私 

＋ 

  私 

＋ 

個 

＋ 

 私 

＋ 

個 

＋ 

 社 

－ 

個 

＋ 

 社 

－ 

  

自然科学 
社 

－ 

私 

＋ 

個 

＋ 

社 

－ 

私 

＋ 

個 

＋ 

社 

－ 

私 

＋ 

個 

＋ 

社 

－ 

  社 

－ 

  

技術 
私 

＋ 

  私 

＋ 

個 

＋ 

 私 

＋ 

個 

＋ 

 社 

－ 

個 

＋ 

 社 

－ 

  

生産用具 
私 

＋ 

  私 

＋ 

個 

＋ 

 私 

＋ 

個 

＋ 

 社 

－ 

個 

＋ 

 社 

－ 

  

消費財 
私 

＋ 

個 

＋ 

 社 

－ 

私 

＋ 

個 

＋ 

社 

－ 

私 

＋ 

個 

＋ 

社 

－ 

集 

＋ 

個 

＋ 

社 

－ 

  

私－私的所有； 個－個人的所有； 社－社会的所有； 集－集団的所有。 

＋は商品貨幣関係が存在する。－は商品貨幣関係が存在しない。 

社会経済構成体の敵対的矛盾を創出している所有は太字で区別されている。 
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という条件下における生産力のさらなる発展は，すべてひとりでに生じたものでした。 

  その後，何が生じたか？ 何よりもまず，共産党の上層部と我が国の指導部が堕落しま

した。残りの全員が彼らの後について進みだしました。社会的利益が個人的利益や集団的

利益に取って代わられました。生産に対する関心が低下し始め，各人は自分のことにしか

関心を持たなくなり，みんな一緒に転落してしまいました。そして我々が得たのは，その

最悪の犯罪的な種類の資本主義でした。 

  我が国の資本主義が世界中の資本主義のようなものでないのは，なぜなのでしょう

か？ その理由はきわめて単純です。西側諸国では社会主義へ進んでいくことを余儀なく

されています。ところが我が国では，我々は社会主義から逃げてしまいました。社会主義

以前には，資本家は，利潤を得るためには，いやでも何かを建設しなければなりません。

ところが社会主義後には，何も建設する必要はありません，すべては既に建設されている

からです。そして利潤を得るためには，既に建設されているものを盗むだけでいい。我々

が今見ているのは，まさにそれです。 

  それは何よりもまず，社会主義発展の理論が存在しなかったために生じました。だから

ソ連共産党第 3 次綱領は，生産関係の変革抜きでの生産力発展を目標としており，この

ことが 1965 年の経済改革に反映しています。ですから，その結果は法則に完全に合致し

ていました。 

  では，何をする必要があったのでしょうか？ 必要とされていたのは，発展過程を適時

に遮断し，生産関係を生産力の発展と適時に整合させることでした。I.V.スターリン［訳注］

はこれについてその最後の著作『ソ連における社会主義の経済的諸問題』［1952 年］で次

のように述べています。 

  「マルクス主義者たちが生産関係の抑止的役割について語るとき，彼らはあらゆる生

産関係ではなく，既に生産力の増大に対応しなくなり，したがって生産力の発展を抑止し

ている古い生産関係しか考慮に入れていない。 

  それとは逆に，新たな生産関係は，まさに，生産力のさらなる，しかも力強い発展を決

定する力である。そして，新たな生産関係なしには，現在資本主義諸国で生じているよう

に，生産力は停滞に陥ることを運命づけられている」。 

  しかし，I.V.スターリンのこの警告は次の指導部によって考慮されず，すべてはあべ

 
［訳注］ 著者の所論においてスターリンに対する肯定的評価に関する部分には根本的な誤りがある。ソ連

共産党による一党独裁体制とは，実はハザール系ユダヤ人がロシア民族その他の諸民族を支配するため

の体制であった。この歴史的事実に目をつぶって，ソ連・ロシアひいては世界における社会主義の過去

と未来について論じることにはまったく意味がない。この事実については，例えば A.イワノフ「元ソ連

外交官が語る“ロシア－ユダヤ闘争史”の全貌」（http://inri.client.jp/hexagon/floorA4F_ha/a4fhb500.html）

によってその概略を知ることができる。21 世紀の第 1 四半期における歴史的事件，例えばアメリカ政府

による 2001 年のアメリカ同時多発テロ事件（9･11 テロ事件）とそれを口実とした一連の軍事行動や策

動（イラク戦争（2003~2011 年），アフガニスタン侵攻/紛争（2001~2021 年），等々），そして現在（2022

年 5 月）進行中のロシア・ウクライナ戦争の背後に隠されている事実を知るうえでも，ユダヤ人（言う

までもなく，すべてのユダヤ人というわけではない）に関する様々な問題を避けて通ることはできない。 

ヨシフ・ヴィッサリオノヴィチ・
スターリン 
1879~1953 

I.V.スターリンの 
最後の著作 

http://inri.client.jp/hexagon/floorA4F_ha/a4fhb500.html
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こべに行われました。商品貨幣関係が拡大し始め，我が国は資本主義に転落したので

す。 

  ここから次の結論が得られます。将来，社会主義が勝利したとき，政権党はこのすべて

のことを考慮に入れ，商品貨幣関係の作用範囲を縮小し，非商品的生産体制へ移行す

る方法により，共産主義への移行を先行的に行うとまではいかないとしても，共産主

義への移行を先延ばしにしないようにしなければなりません。 

  社会学に関連する過去の諸事象の体系的・歴史的分析からは，まさにこのことが導

き出されます。この方法は発展の道筋を継続するだけでなく，その道筋からの逸脱を

暴き出し，誤りとその是正方法を見出すことを可能にします。 

  尊敬する同志の皆さん！ 私はこの講義において，工学，物理学および社会学に適用

された体系的・歴史的方法の有効性を皆さんに示そうと努力しました。この方法は有

効であることが判明しました。この方法はそれ以外の領域や分野においても有効とな

るだろうと期待することができます。 

  ご質問をお願いします。 

質疑応答 

  質問  計画経済は我々にとって必要なのかどうか，お答えください。なにしろ，先

進諸国は計画経済ではありませんが，人々はいい暮らしをしているではありません

か？ 

  回答  もちろん，必要です。そもそも，計画経済なしには，国民経済の系統的な発

展は不可能です。西側ではあらゆる企業が計画を持っています。そして現在，西側諸

国は社会主義，すなわち，国家による国民経済の系統的組織化に進むことを余儀なく

されています。西側諸国における社会主義の度合いは，かつての我が国における社会

主義の度合いより大きいという意見さえ存在します。計画経済自体が階層的原理にも

とづいて構築され，過去数年間の統計を考慮しなければならないかどうかは，それと

は別問題です。それは常にそうだったわけではけっしてありません。［ソ連経済に対して］

特に破滅的な作用を及ぼしたのは，達成されたものを出発点とした計画策定の仕方で

あり，これが経済諸部門の大きなひずみをもたらしました。しかし，市場経済は現代

の諸条件下においては何も調節することができません。現実には，市場経済はきわめ

て破壊的であることが明らかになっています。 

  かつての社会主義時代に必要とされていたことは，計画経済の原理を放棄すること

ではなく，生じた誤りを考慮し，それを是正することだったのです。家にゴキブリが

出るようになったという根拠にもとづいて，家を焼き払ってはなりません。我が国で

はまさにそれが行われたのです。 

  ［かつての社会主義時代に］必要だったのは分析だったと言われても理解できないかも

しれませんが，実際，分析は存在しなかったのです。では，かつて我が国では誰が分

析に取り組んでいたのでしょうか？ そして今，誰が分析に取り組んでいるのでしょ

うか？ 誰も取り組んではいません。そして誰かが我が国の指導部を掌握してしまっ

て，その結果，我が国は第 1 位からはるかに遠い，第何位かにまで転げ落ちてしまい

ました。かつて我が国は世界第 2 位の国だったのに！ 

  非計画経済が意味しているのは，各企業が運命の恣意の中に投げ出されること，各

企業が生き残りのために闘うこと，各企業がけっして国や国民にとってではなく，自

分にとって有利なことだけに取り組むこと，すべての企業が破産すること，すべての

企業が大安売りされること，等々といったことです。そのような状況が生じた場合に

は，国家は銀行および少なくとも基幹産業をその掌中に収める，つまり社会主義に戻

ることになるでしょう。さもなければ，国は完全に破産し，欲する者が誰でも国を支
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配できるようになってしまいます。 

  質問  国民は我が国の指導部に対して，いったい何を要求しなければならないので

しょうか？ 

  回答  国民は，賃金の引上げや賃金の適時支払いを要求するのではなく，また，我

らが光栄ある炭鉱労働者たちがやったように施しを要求するのではなく，すべての銀

行の国有化，ルーブル交換の無条件の廃止，産業の国有化，対外貿易の国家による独

占，住宅・保健・教育の無償化など，社会主義時代に存在していたすべてのものを要

求しなければなりません。それは施しではなく，社会経済構成体の交代，体制の変革

です。共産主義諸党はこれに目標を定めなければなりません。もしその党がそうしな

いのなら，それはすなわち，その党は共産党ではないということです。 

  質問  しかしなにしろ，そのためには世代全体を再教育する必要があります。どう

すればいいんですか？ 

  回答  それは違います。かつてヘーゲルが「意識が存在を規定するのではなく，存

在が意識を規定するのである」と言いましたが，これは正しい［訳注］。我々は現実に社

会主義を取り戻し，現実に共産主義の建設に取り掛からなければなりません。そのと

き，大衆の意識は引き締まり，次第に社会主義的に，そして共産主義的になることで

しょう。その逆の順序ではありません。ソ連における社会主義時代には，大多数の国

民の意識は 20 年間で社会主義的になりました。今度もそうなるでしょう。 

  質問  あなたは中国に対してどのような態度を取っておられますか？ 

  回答  中国に対して何らかの態度を取るためには，そこではいったい何が行われて

いるのかを理解する必要があります。中国で今行われているのは，我が国でネップ［NEP, 

新経済政策］と呼ばれていたものです。我が国ではネップが実施されて，我々が荒廃か

ら脱出し始めることを助けました。かつての中国は何世紀もの間絶対的な貧困国で，

列強諸国によって蹂躙されていました。毛沢東は破壊しつくされた国を手中を収める

と，ただちに社会主義を建設しようと試みました。それはうまくいきませんでした。

鄧小平がネップを提唱し，事が動き始めました。しかしそれと同時に，資本主義が発

展し始めたのです。そして今や，「誰が誰を」という問題が生じています。 

  中国のネップと 20 世紀における我が国のネップとはどこが違うでしょうか？ 違い

は単純です。それは，我々はきわめて敵対的な国際環境の中で，内戦終結後の最初の

時期にネップを用いて我が国経済を復興させたということです。これについては皆さ

んご自身で検討してください。 

 
［訳注］ このセンテンスの「ヘーゲル」は著者の言い間違いまたは勘違いで，正しくは「マルクス」であ

る。引用されているこの文言は，マルクスの『経済学批判』の序言の有名な一節を後世の論者たちが便宜

上簡略化したもので，しばしばマルクスの真意を歪曲して伝える結果をまねいている。したがってこの

文言の意味を考える際は，『経済学批判』の原文を読む必要がある（ネット記事を参照されたい）。 

毛沢東 
1993~1976 

鄧小平 
1904~1997 
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  内戦が終わったのは 1922 年でした［訳注*］。1926 年，イタリアで明確に反共産主義を

指向するファシズムが政権に就きました。1927 年，我が国に攻撃を仕掛け，内戦を再

開させる態勢を整えた 10 万人の兵士からなる白衛軍［＝白軍］がブルガリアで結成さ

れました。この白衛軍の土台には，クリミアから追い出されたヴラーンゲリ軍［訳注**］

の兵士が存在していました。ヴラーンゲリ軍のソ連侵攻を未然に防ぐことができたの

は，ソ連の外交努力だけでした。その結果，ブルガリア軍がヴラーンゲリ軍兵士の宿

営地を包囲し，兵士たちを武装解除し，彼らを兵士ではなく民間人としてソ連に送り

返したのでした。 

  1933 年，ドイツでヒトラーが政権に就き，ドイツを制約するすべての条約を破棄し，

第 2 次世界大戦に向けた準備を開始しました。1936 年，スペイン内戦，軍事力のテス

ト。日本が 1937 年にハサン湖で［張鼓峰事件］，1939 年にノモンハンで［ノモンハン事件］

我が国をテスト。1938 年，ドイツによるチェコスロバキア占領，そしてチェコスロバ

キアの保護に関する諸条約に対するイギリス，フランスおよびポーランドによる背信

行為。チャーチルはきわめて活発に反ソ連のために働いていました。トルコからは絶

え間ない挑発行動。中央アジアではイギリスによって組織された反革命的民族運動。

しかもヨーロッパ諸国とは異なり，1920 年代には我が国に本格的な工業は存在しま

せんでしたから，我々が敗北することは必至でした。 

  ネップは国民経済を回復させ始めることを可能にしたものの，きわめて急速にその

非効率性を示すようになりました。しかし，「10 年間の歴史的時期を走り抜ける必要

がある。さもないと我々は踏みつぶされてしまうだろう」と，I.V.スターリンは当時の

状況を正確に見定めていました。工業化が必要とされていましたが，労働者は農村で

しか集められませんでした。それと同時に，計画的農業を構築する必要がありました。

さもないと飢餓が発生したからです。これらのすべてが成し遂げられた結果，我々は

戦争に勝利し，再び国民経済を回復させたのでした。このように，我々はネップを打

ち切ることを余儀なくされたわけです。ネップはわずか数年間しか存続しませんでし

た。 

  中国における状況はそれとはまったく異なっています。中国には外敵が存在しない

ので，中国はネップを急いで打ち切らなくてもいいのです。実際，中国は急いでいま

せん。ではその結果，何が生じるのでしょうか？ ここには 2 つのシナリオがありま

す。 

  第 1 のシナリオは次のようなものです。中国はネップを打ち切らず，資本主義が発

展していき，その先，我が国で生じたこと，すなわち国家指導部と共産党の変質が生

じる。そして我々は帝国主義的な隣人，アメリカよりも大胆な世界制覇への挑戦者を

得ることになります。中国はその資源，膨大な人口，そして華僑，つまり世界中に住

んでいて，出生地と国籍にかかわらず，自分の歴史的な天朝の祖国に奉仕する義務を

負っている中国人たちのおかげで，世界の指導者になります。中国に逆らうことは誰

にもできなくなります。あり得る事象のシナリオはこのようなものです。 

  しかし，それとは別のシナリオもあり得ます。それは，中国共産党がネップを克服

し，資本主義の発展を打ち切り，全銀行と全産業を国有化し，表向きだけの社会主義

ではなく，真の社会主義を創出し，さらに共産主義に移行するというシナリオです。

その場合，中国が全世界にお手本を示し，全世界が中国の後に続き，全地球上におい

て社会主義が，次に共産主義が確立することでしょう。このすべては現実にあり得る

 
［訳注*］ ロシア内戦と日本の関係については，Wikipedia の記事「シベリア出兵」を参照されたい。 
［訳注 **］  ヴラーンゲリ軍は白軍の最後の総司令官ピョートル・ニコラエヴィチ・ヴラーンゲリ

（1878~1928）が率いていた軍隊。 
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ことです。今日，その鍵は中国にあります。 

質問  国民の大部分において，個人的利益より社会的利益の方が大事にされるよう

にするためには，どうすればいいのでしょうか？ 

  回答  きわめて簡単なことです。経済に実際に影響を与えている人々に代表される

国家が，個人消費ではなく，社会消費［social consumption］を優先的に発展させるように

する必要があります。 

  まず最初に，生産の国有化が全員に仕事を提供し，失業をおおむね一掃します。小

規模企業活動には，少なくとも国家が強固になるまでの間は手を触れる必要はありま

せん。その後，小規模企業活動を排除しなければならなくなりますが，しかしそれは

経済的方法によって行います。 

  その先，商品貨幣関係の作用範囲を一貫して縮小するための計画が策定されなければな

りません。住宅は無償になります。誰か反対する人が現れるでしょうか？ まあ，まず現れな

いでしょう。しかし，住宅を無償にすると同時に，それに比例して，最小限にではあります

が，国民の現金収入を縮小する必要があります。その縮小は，例えば賃金を削減する方法で行

うことができますが，全体的に，それが国民にとって利益となるように行う必要があります。

明日は都市交通機関全体が無償になり，明後日には公益事業と電話が無償になる，等々とい

ったことが貨幣が流通しなくなるまで行われます。それが非商品的生産となります。 

  質問  では，共産主義においては使用価値の分配はどうなりますか？ 

  回答  どうにもなりません。そもそもなぜ，何らかの分配が行われなければならな

いのですか？ ソ連時代にはすべての店舗に必須品目リストが掲げられていたことを

覚えていますか？ 必須品目とは，店舗に常備されていなければならないものです。こ

こでもそれと同じことです。必須品目の中からは，必要なものすべてを無制限に取る

ことができます。もしそれがなかったら，インターネットで注文すれば，あなたに届

けてくれます。これはすべて現実的なことです。人々が全部持ち去ろうと店に向かっ

て走り出すだろうなどと考える必要はありません。誰も走り出しません。万が一，も

し誰かが走り出したとしたら，彼は咎められ，誰も彼の法外な欲求を満たしてはくれ

ません。万事うまくまとまります。 

  そして既に今日，誰も経済的スローガンを掲げてはなりません。全員が政治的スロ

ーガンと体制転換の要求に集中しなければなりません。国全体が団結し，お前たちを

選んだのは我々だ，それなのになぜお前たちは我々とは別の政策を進めているのだと

いう質問で代議員たちを震え上がらせ始めるとき，状況は根底から変化し始めるでし

ょう。何も改善することはできないとか，あるいは力によらなければ何も改善するこ

とはできないなどと考える必要はありません。それはまったく違います。重要なのは，

共通の目標の下に国民を団結させ，国民を活動的な状態に導くことなのです。我々に

必要なのは国なのであって，資産家たちの権力からの施しではありません。 

  質問  宗教はどうなりますか？ なにしろ，宗教は大衆の間にこんなにも広まって

いるのです！ 

  回答  たしかに広まっています。しかし，それはすべて一時的なものです。宗教性

が高揚するのは，2 つの事情，すなわちそれ以外のイデオロギーが存在しないという

事情と，生活状態が劣悪であるという事情がそろっているときです。子供に食べさせ

るものがないときには，宗教を良しとする。しかし，経済がうまくいき始めるやいな

や，人々は仕事に専念するようになり，宗教のことは忘れ始める。これはただちにで

はないにしても，自然に進行していきます。真の共産主義イデオロギーが現れ，国民

の物質的豊かさが実現すれば，人々に別の関心が現れ，宗教性はひとりでに退潮に向
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かっていくでしょう。 

  我々は教会と論争する必要はまったくありません。すべてはそれ自体でひとりでに，

徐々に進んでいきます。それは，誰にもどうすることもできません。今，教会の幹部

たちでさえ，教会の一般信者たちの中でとまどっています。なぜなら，若者たちが宗

教的価値への献身によってではまったくなくて，金を稼ぐために職を求めて教会にや

って来るようになったからです。 

  イスラム教その他の宗教の場合も同じようになるでしょう。ワッハーブ派の場合で

さえも同じです。なぜなら，ワッハーブ派もまた，来世の天国のための自己犠牲とい

う思想をよりどころとして，長い間存続し続けることはできないからです。 

  質問  共産主義の後には何がやって来ますか？ なにしろ，発展は続かなければな

らないのですから。 

  回答  私はこの講義において，社会の発展を唯一の基準，つまり経済に関する基準

にもとづいて検討しました。しかし，単一の基準に従って観たあらゆる発展はいつか

終わります。ところが，あらゆる過程は無数の側面と，それに対応する任意の数の発

展の基準を持っています。我々は今回は経済に関する基準にのみ言及したわけですが，

この基準にもとづいた社会発展はいつか終わります。我々はそもそもそれ以外の基準，

例えば自然との相互作用に関する基準や上部構造［訳注*］に関する基準には触れません

でしたが，これらも重要です。全体としての発展は無限です。なぜなら，ある基準に

もとづく発展の終わりはそれ以外の基準に生気を生じさせ，それが無限に続いていく

からです。しかし今日，我々は経済という基準によるところの危機的状況の中にいま

す。ですから，その状況を解明しなければなりません。それだけでなく，この問題を

解決しなければ，我々は別の問題に取り組むことはできません。なぜなら，経済こそ

が下部構造，すなわち社会生活の土台であり，それ以外のすべてのものは従属的な性

格を持っているからです。 

  質問  今日，我々は何をしなければならないのでしょうか？ 

  回答  我々は社会主義に戻らなければなりません。マルクスは「思想は大衆の心を

つかむとき，力になる」［訳注**］と言いました。これは正しい。しかし，それをどうやっ

て成し遂げるのか？ 

  2 つの発展戦略があります。それは鉄道車両戦略とチェス盤戦略です。 

  鉄道車両戦略とは，車両を力強く押すだけでなく，長時間押すということです。な

ぜなら，行程は力に対してはその 1 乗に，しかし時間に対してはその 2 乗に比例する

からです。しかし，それをやる前に，あなたは車両をどこへ転がすのかを正確に知っ

ていなければなりません。なぜなら，運動の目標を途中で変えることはできないから

です。さもないと，あなたは動揺してしまい，V.I.レーニンが言ったように，必ず自分

の政策を最悪のぐらつきと無原則性に陥らせるからです。すなわち，まず最初に必要

なのは理論であり，綱領が必要になるのはその後です。我が国の共産主義諸党におい

ては，事実上誰も他ならぬこの問題に取り組んでいません。それらのどの党もマルク

ス・レーニン主義に依拠しているが，過去の経験と犯された誤りを考慮しながらこの

方向を発展させなければならないことを理解していません。なにしろ，他ならぬその

V.I.レーニンは，マルクス主義はドグマではなく，行動の手引きであることを我々に教

 
［訳注*］ 「上部構造」については，Wikipedia の記事「上部構造」と「下部構造」を参照されたい。 
［訳注**］ これはマルクス『ヘーゲル法哲学批判序説』の一節「批判の武器はもちろん武器の批判の代わ

りをすることができず、物質的な力は物質的な力で倒すよりほかにない。しかし理論もそれが大衆の心

をつかむやいなや、物質的な力になる」を簡略化したものである。 
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え，彼自身が本質的な形で一連の命題を理論に追加したではありませんか。だからこ

そ，その発展はマルクス・レーニン主義という名称を与えられたのです。 

  これに，スターリン主義，すなわち個別の国における社会主義建設の経験が付け加

えられなければなりません。なぜなら，社会主義建設段階に対して理論的根拠を与え

たのはまさに I.V.スターリンだったからです。 

  その理論が創出されたとき，2 番目の戦略，すなわちチェス盤戦略が効力を発しま

す。その昔，チェス［訳注］の発明者が，発明に対する報酬として，１マス目に米粒を 1

個，2 マス目に 2 個，3 マス目に 4 個，次に 8 個，等々といったように，次の各マス

目ごとに倍の数の米粒を自分に与えるよう要求しました。その後，地球全体と同量の

米粒を過去と未来の地球の存在期間を通じて与え続けたとしても，発明者への報酬を

払い終えることは不可能であることが判明したのでした。しかし，これは大衆を引き

入れるための戦略として役に立ちます。 

  1 人の人間，つまり新たなマルクスが理論を創出したとすると，彼が 1 か月の間に

理論の宣伝のために 2 人目を引き入れることができ，さらに次の 1 か月の間に彼ら 2

人が 2 人を引き入れ，さらに今度は彼ら 4 人が 4 人を引き入れることができれば，1

年目の終わりには新理論を信奉する 1024 人の人々が得られ，2 年目の終わりには新

理論に心を奪われた 100 万人以上の人々，3 年目の終わりには 10 億人以上の人々が

得られるでしょう。 

  自明のことですが，その理論は明確，単純で社会的意義を持つものでなければなり

ません。そうでなければ事は始まりません。しかし，そのすべては現実的です。この

ように，今日，我々がしなければならないことは，理論を創出すること，そしてすべ

ての共産主義者を明確な社会主義的・共産主義的綱領を持った 1 つの党に結集するこ

とです。 

  最後に，次のことを述べたいと思います。 

  体系的・歴史的方法は 3 つの分野，すなわち工学，物理学および社会学の分野で既

に試され，その正しさが完全に証明されています。しかし，この方法は一般的な性格

を持っていますので，自然科学や社会科学といった別の分野においても利用し，成功

をもたらすことが可能です。 

  皆さんの人生と研究におけるご成功をお祈りします。 

 

 
［訳注］ チェスと将棋の起源とされる古代インドのゲーム「チャトランガ」は、戦争好きの王様に困った

家臣が知恵を絞って編み出したゲームだといわれている（諸説あり）。 

マルクス，エンゲルス，レーニン，スターリンの旗 
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第 19 講 

2010 年までにおけるエーテル動力学の理論上・応用上の結果 

2010 年 3 月 27 日追記 

  自然科学のエーテル動力学的基礎の形成の最初の試みが開始されたときから 50 年

以上が過ぎた。この歳月の間に，現代理論物理学に根付いている公準的・公理的アプ

ローチを完全に排除したエーテル動力学の唯物論的方法論が創出された。この方法論

は，オーストリアのルートヴィッヒ・ボルツマン教授によって物理学の基礎に据えら

れ，ロシアにおいてモスクワ国立大学教授 A.K.チミリャーゼフおよびソ連科学アカデ

ミー会員・レニングラード工科大学教授V.F.ミトケーヴィッチによって引き継がれた。 

  この方法論を土台として，物質*的形成物の構造，基本相互作用および主要物理現象

の研究に対する唯物論的アプローチが復活され，いくつかの物理法則が精緻化され，

新技術の創出に関する提案が策定された。 

  エーテル動力学は公準的・公理的方法を原理的に棄却した。エーテル動力学は現代

理論物理学にあり余るほど存在している公準も公理も「原理」も含んでおらず，発明

も含んでいない。エーテル動力学の構造全体は，何百年もの間に蓄積された自然科学

の経験の論理的分析の結果である。それは，普遍的物理不変量の決定に関するエーテ

ル動力学の出発点をなす命題，過去の物理学革命の分析から導き出される歴史的側面，

そして巨視的世界と微視的世界の諸現象の一般的法則性の解明に関する分析である。

全体的に見ると，エーテル動力学の基本命題を定式化するためにはそれだけで十分で

あることが判明した。エーテル動力学によって得られたそれ以外のすべてのことは，

それらの出発点をなす命題からの単なる論理的帰結である。 

  これまでの間に，理論的・実験的研究がなされ，その結果，いくつかの現象の物理

的本質に関する新たな理解が得られた。 

方法論 理論 

技術 

左へ進むと××！ 
右へ進むと××！ 
直進すると××！ 
これを無視すると××！ 
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  なされた仕事は唯物論的な発展の道への物理学の復帰の試みにすぎないことは明ら

かである。物理学の，そして物理学とともに進む自然科学のこの方向へのさらなる発

展は，次なる物理学革命，すなわち物理学が形成されたときから数えて 6 番目の革命

を不可避的にもたらし，それに続いて次なる技術革命が生じるだろう。その技術革命

を土台として，今日危機的問題とされている多数の問題が解決されるだろう。 

  その技術革命は，社会発展の経済的法則に従い，社会的生産における市場関係を廃

絶する社会革命をもたらすだろう。 

  物理学のエーテル動力学的方向は既に数十年間存在しているのだから，その最初の

結果を総計するとともに，エーテル動力学およびそこから導き出される帰結のさらな

る発展の方向性を見定めたいという願望が生じた。 

 

エーテル動力学の方法論 

普遍的物理不変量： 

  任意の理論と任意の実験においては，不変的カテゴリー，すなわち理論の基本命題

を本質的に決定付ける物理諸量が存在するか，またはせめて暗黙のうちに了解されて

いなければならない。物理理論にとって，不変量を考え出すことは許されないことで

ある。なぜなら，それは物理的現実に対する理論の不一致をもたらす可能性があるか

らである。A.アインシュタインの相対性理論においては，まさにこのことが生じた。 

  不変的カテゴリーの決定に対する唯物論的アプローチは，例外なしにあらゆる物質

*的構造物，基本相互作用および物理現象に存在しているという特徴に従って，すべて

の物理量の中から不変的カテゴリーを抽出することを要求する。この特徴に従えば，

普遍的物理不変量であるのは次の量である。 

  ・物質*（現実世界に存在するすべてのものは物質*から構成されている） 

  ・空間（すべての物質*的構造物，相互作用および現象は空間の中に配置されている） 

  ・時間（すべての過程と現象は時間の中で進行している） 

普遍的物理不変量 

 

 

 

 

 

 

普遍的物理不変量の基礎的性質： 

・あらゆる構造と現象のうちに存在する。 

・一次性 

・あらゆる変換において保存される。 

・変換時における保存 

・無際限の分割可能性 

・加法性 

・線形性 

・無境界性 

結論： 

1. 巨視的世界と微視的世界の法則は共通である。 

2. 内部メカニズムは物質*組織化のあらゆるレベルに存在している。 

運動 

物質* 空間 時間 
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帰結： 

  1）物質*，空間，時間および運動は消滅させることも創出することもできない。 

  2）空間のユークリッド性 

  3）時間の流れの一様性 

  4）物質*，空間，時間および運動の無際限の分割可能性 

  5）物質*と運動は空間のあらゆる最小体積のうちに存在する。 

  6）物質*の空間的構造（場の構造を含む）および経時的過程の連続性（ある過程の

終了は別の過程の開始を与える）。 

  7）空間と経時的過程における物質*の階層的組織化 

  8）あらゆる物質*組織化レベルにおける物理法則の一様性 

  9）あらゆる空間地点とあらゆる時間区間における物理法則の一様性 

  10）あらゆる過程（いわゆる基本相互作用すべてを含む）は力学――空間中にお

ける物質*の質量の移動――に帰着する。 

  11）空間における宇宙の無限性と無際限性 

  12）時間における宇宙の無限性と無際限性 

  13）宇宙の姿はあらゆる時代を通じて（平均的には）不変である。 

方法論： 

  1. 深い物質*組織化レベルの検討への導入 

  2. 巨視的世界と微視的世界の諸現象の間のアナロジーの利用 

  3. 微視的世界の性質の分析－新たな要素の基礎的性質の決定 

  4. 巨視的世界の性質の分析－諸要素の総体の性質の決定 

 

巨視的世界と微視的世界の諸現象の分析 

「エネルギーがある 1 つの物体を離れ，まだ第 2 の物体に到達していない場合には，

それは，そのエネルギーは中間の物質*的媒質中に存在していることを意味している。」 

J.C.マクスウェル 

  近接作用の概念： 物体間の相互作用は中間の物質*的媒質――エーテル――を通じ

て行われる。 

エーテルの基礎的性質の定性的決定 

客観的世界の性質 エーテルの性質 

巨視的世界 

あらゆる物理現象の不変量は物質*，空

間，時間，運動である。 

エーテルの不変量は物質*，空間，時間，

運動である。 

空間中における物質*と場の特性は等方

性を持っている。 

空間はエーテルによって空所や転位な

しにおのずと満たされる。 

物体の運動に対する抵抗が小さい。 密度と粘性が小さい。 

相互作用の伝播速度が大きい。 弾性が大きい。 

微視的世界 

あらゆる物質素粒子は相互転化する。 相異なる様々な構造を形成することが

できる。 

安定的「素粒子」の相互転化の条件は，

運動パラメーター（エネルギーと運動

量）の保存を伴う相互衝突である。 

エーテルの要素は，運動パラメーター

（エネルギーと運動量）の保存を伴う相

互衝突の可能性を確保し得るものでな
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ければならない。 

物質*は安定的物質「素粒子」の範囲内に

保持されている。 

エーテルが物質*的形成物の構成のうち

に保持されることを可能にする運動形

態が存在する。 

物質「素粒子」の比密度には違いがある。 エーテルは幅広い範囲の圧縮性を持っ

ている。 

結論： エーテルは粘性と圧縮性を持つ実在気体の性質を持つ物質*的媒質である。 

 

物理学革命，技術革命と社会革命 

物質*中への 

進入の深さ 
新たな科学領域 エネルギー 

社会経済 

構成体 

自然全体（タレス，紀元前

6世紀） 

－ 人間と動物の筋力 奴隷制 

実体  土（固体）/水（液体）

/空気（気体）/火（エネル

ギー）（アリストテレス，紀

元前4世紀） 

哲学 同上 奴隷制 

物質（パラケルスス，16世

紀） 

薬学 水力と風力 封建制 

分子（ロモノーソフ，ラボ

アジェ，18世紀） 

化学 化石エネルギー 資本主義 

（第1段階） 

原子（ドルトン，1824年） 電磁気学 同上 資本主義 

（第2段階） 

素粒子（ラザフォード，

1911年） 

原子物理学，プ

ラズマ物理学， 

固体物理学 

原子力エネルギーと

半導体 

同上， 

社会主義 

エーテル（21世紀） エーテル動力学 エーテルエネルギー 共産主義 

 

  物理学における危機は，物質の組織化に関する知識の枯渇の結果において生じる。

新たな実験結果を既存の理論にもとづいて説明することができなくなる。危機の解決

と新技術の創出は，物質*の構造のより深奥に進入する方法でのみ可能となる。今日，

それは，物質素粒子からエーテルへの移行である。 

  エーテルは実在気体であることが判明し，また巨視的世界と微視的世界の法則が同

じである以上，地球近傍空間中におけるエーテルおよびその分子であるアーメルのパ

ラメーターを計算するため，普通の気体力学の経験全体と数学的道具立てを完全に妥

当なやり方で利用することができた。 

 

地球近傍空間におけるエーテルの諸パラメーター 

パラメーター 値 測定単位 

エーテル全体 

密度 𝜌et = 8.85 ∙ 10−12 kg ∙ m−3 

圧力 𝑃 > 1.3 ∙ 1036 N ∙ m−2 

比エネルギー含量 𝑤 > 1.3 ∙ 1036 J ∙ m−3 

温度 𝑇 < 10−44 K 
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第 1 音速度 𝑣1 > 4.3 ∙ 1023 m ∙ s−1 

第 2 音速度 𝑣2 = 𝑐 = 3 ∙ 108 m ∙ s−1 

温度伝導率 𝑎 ≈ 4 ∙ 109 m2 ∙ s−1 

熱伝導率 𝑘𝑇 ≈ 1.2 ∙ 1089 kg ∙ m ∙ s−3 ∙ K−1 

動粘性率 χ ≈ 4 ∙ 109 m2 ∙ s 

絶対粘性率 𝜂 = 3.5 ∙ 10−2  kg ∙ m−1 ∙ s−1 

断熱指数 1~1.4 - 

定圧熱容量 𝑐𝑃 > 1.4 ∙ 1091 m2 ∙ s−2 ∙ K−1 

定積熱容量 𝑐𝑉 > 1091 m2 ∙ s−2 ∙ K−1 

アーメル（エーテルの要素） 

質量 𝑚am < 1.5 ∙ 10−114 kg 

直径 𝑑am < 4.6 ∙ 10−45 m 

単位体積当たりの個数 𝑛am > 5.8 ∙ 10102 m−3 

平均自由行程 𝜆am < 7.4 ∙ 10−15 m 

平均熱運動速度 𝑢am ≈ 5.4 ∙ 1023 m ∙ s−1 

 

エーテルの運動の主な形態が決定された： 

  ・拡散形態： 質量の輸送，運動量の輸送，エネルギーの輸送 

  ・並進形態： 層状の移動（風），第 1 音速 

  ・回転形態： 開いた回転運動，閉じた回転運動（トロイダル形態） 

 

エーテル風 

理論の現状： 

  ・我々の渦巻銀河系の範囲内におけるエーテルの循環に関する仮説が立てられた。 

  ・マイケルソン，モーリー，ミラー，ケネディ，イリングワース，ピカール，スタ

エル，タウンズ，セダーホルムによるエーテル風の研究に関する主要論文が探索され，

初めてロシア語に翻訳され，論集『エーテル風』において発表された。 

実験： 

  ・新たな 3 種類の 1 次精度のエーテル風測定方法が開発された： V.A.アツュコフス

キー（航空機設備研究所）によるレーザービームの片持ち梁状の偏向にもとづく方法； 

Yu.M.ガラエフ（電波物理学・電子工学研究所（ハリコフ市））による無線周波数ビー

ムの分裂にもとづく方法およびエーテルの粘性にもとづく方法。 

  ・Yu.M.ガラエフによってハリコフ市の緯度上におけるエーテル風に関する統計的

に有意な広範な研究が行われ，D.C.ミラーの 1925 年の結果が裏付けられた。 

 

物質 

理論の現状： 

  ・反エントロピー過程としての気体渦の形成のエネルギー論が決定された。 

  ・陽子，中性子，電子，α 粒子の渦モデルが構築された。 

  ・原子核の α 粒子モデルが構築された。 

  ・原子の渦モデルが構築された。 

  ・基本相互作用（原子核の強い相互作用と弱い相互作用，電磁相互作用および重力

相互作用）の物理的本質が決定された。 

  ・強い相互作用と電磁相互作用の共通の本質が示された。 
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  ・イオン結合，共有結合および金属結合の化学相互作用の物理的本質が示された。 

  ・金属中における自由電子の起源とフェルミ面の構造が決定された。 

  ・元素変換の原理的可能性が示され，石油と石炭の起源に関する仮説が述べられた。 

  ・分子間相互作用とオーラの物理的本質が示された。 

  ・モスクワ国立大学教授 A.A.バランジンによって開発された不均一系触媒の精緻化

の可能性に関する予想が提起された。その精緻化は，既に彼の理論によって考慮され

ている分子の形状だけでなく，さらに分子表面のベクトル的性質にもとづいて行われ

る。 

実験： 

  ・化学的方法によるレプトン泡の生成に関する実験が行われた。 

  ・共有結合反応の近傍におけるコンデンサーの容量の増大およびそれと同じ条件下

における印画紙の感光性の低下に関する実験が行われた。 

 

電磁気 

理論の現状： 

  ・電荷の物理的本質および電場と磁場の構造が決定された。 

  ・電子の移動とそのスピンの方向転換としての電流の本質が精緻化された。 

  ・電場と磁場の伝播の遅延を考慮に入れて電気力学方程式が精緻化された。 

  ・MKSA 単位系の MKS 単位系への変換が行われ，このことがすべての電磁気量の物

理的意味を決定することを可能にした。 

実験： 

  ・真空中における磁場の圧縮性にもとづいた全電流に関する実験が行われ，アンペ

ールの法則が精緻化された。 

  ・電流の圧縮性に関する実験が行われた。 

  ・変圧器の 1 次巻線と 2 次巻線の相互作用およびそれらの巻線の相互配置に対する

変圧比の依存性に関する実験が行われ，それらに関する理解が精緻化された。 

  ・通信機器の海水との整合条件が決定され，海水中における高周波電気振動の縦方

向伝播に関する野外実験が行われ，その結果が委員会に提示された。 

  ・海水中における低周波浮遊電流の伝播条件が決定され，信号伝送距離の増大を目

的とする近隣ゾーンの排除に関する野外実験が行われた。 

 

宇宙論と宇宙進化論 

理論の現状： 

  ・主なタイプの銀河のモデルおよびそれらの動的分類が開発された。 

  ・太陽系の主な特殊性（惑星の軌道回転の角運動量が太陽の角運動量より大きいこ

と，惑星軌道が黄道面の近傍に存在していること，惑星と衛星の順行方向の自転，惑

星軌道に関するティティウス-ボーデの法則性，冥王星の挙動の特殊性）が説明された。 

  ・彗星の構造および太陽黒点と惑星本体からのエーテルと物質の放出による彗星の

起源に関する仮説が提起された。 

  ・地球がジオイドの形状を持っている理由，地球の膨張，地球表面の構造のいくつ

かの特殊性が決定された。 

  ・ジオパソジェニックゾーンの起源と構造に関する仮説が提起された。 

実験： 
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  ・建物，道路および地表面用のジオパソジェニックゾーン検出装置の模型の開発と

テストが行われ，地球のジオパソジェニック放射検出用装置の実用試作品の設計作業

が開始された。住宅および業務用建物用の受動型中和器の開発とテストが行われ，道

路用中和器が製作された。 

  ・ねじり秤の実物大模型が創出され，人工ジオパソジェニックゾーンが金属物体の

地表面への引き寄せに及ぼす影響が決定された。 

 

エネルギー 

理論の現状： 

  ・エーテルの比エネルギーが決定され，ヒートポンプタイプの装置によるエーテル

からのエネルギー取得の原理的可能性が示された。 

  ・球雷の構造とエネルギーが決定され，エーテル動力学的トロイドとしての球雷の

発生条件が決定された。 

実験： 

  ・模型「電気エネルギー発生器」の原理的スキームが開発され，2003 年 5 月 12 日

付け特許第 2261521 号が取得された。 

  ・変圧器の 2 次巻線の自然発火を用いた単回実験が行われ，エーテルからのエネル

ギー取得の原理的可能性が裏付けられた。 

 

  このように，エーテル動力学は，まだ若い理論であるにもかかわらず，既に今日，

物理学の唯物論的方法論の再構築の領域における一定の成果，そしてこれを土台とし

た様々な物理学的方向性における理論的・実験的研究の領域における一定の成果を実

例によって示すことができる。いくつかの有望技術もエーテル動力学によって提案さ

れており，そのいくつかは既に実地試験を通過している。しかし，これは物理学の新

たな唯物論的発展方向におけるせいぜい最初の数歩にすぎないと言うべきである。 

  物理学を唯物論的な発展経路に戻すというエーテル動力学の主要任務は果たされつ

つある。 
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［訳注］訳文中の「物質*」について 

 

  他の欧米諸語と同様，ロシア語には「物質」を意味する複数の単語がある。物理学

で主に使われている用語は「материя [materia]」と「вещество [veshchestvo]」である。

本来，この 2 つの単語の日常的用法における概念は大きく重なっており，両者の違い

を文脈から切り離して定義することは事実上不可能である。しかし，ロシアの物理学

界ではこれらの用語の使い分けについてある程度の合意が成立しているように思われ

る（当然のことながら，両者の概念の具体的な内容は論者の立場によって異なる）。 

  したがって，ロシア語文献からの訳文の理解に混乱を生じさせないためには，両者

を訳し分けなければならない。しかし，訳者の知る限り，これらの用語に対応する日

本語の物理学用語は「物質」の 1 語しか存在しないため，異なる用語によって訳し分

けることはできない。そこで訳者は，多少煩わしさを感じさせるかもしれないが，

「материя」は「物質*」，「вещество」は単に「物質」と表記することで両者の違いが

分かるようにしている。 

  かなり大まかな括り方をすると，「материя（物質*）」は「вещество（物質）」の上

位概念であり，「материя は вещество および場などからなる」と言うことができる。

おそらく，日常的な語感では，日本語の「物質」から思い浮かぶのは「вещество」の

ほうであろう。 

  ロシア語版 Wikipedia の記事「Материя」は次のように説明している（一部のみ抜

粋）。 

  「материя ―― 客観的現実，空間の内容物，科学および哲学の主要カテゴリーの

一つ，物理学の研究対象。 

  物理学は，空間と時間（時空）の中に存在する何ものかとしての материя（ニュー

トンに始まる理解――空間は事物の入れ物，時間は事象の入れ物），または空間と時間

の性質をそれ自体が与える何ものかとしての материя（ライプニッツに始まり，後に

アインシュタインの一般相対性理論において表現された理解）を記述する。時間の中

で様々な形態の материя とともに生じる変化が物理的現象をなす。物理学の主な課題

は，あれこれの種類の материя およびその相互作用の性質を記述することにある。 

  主な種類の материя 

  現時点では 3 つの形態の материя が存在する。 

  ・вещество ―― ハドロン物質，バリオン物質／古典的理解における物質，反物質

／中性子物質／その他の種類の物質／クォークグルーオンプラズマ／仮説上のプレク

ォーク超高密度物質*形成物 

  вещество とは異なり，場の内部に空虚はなく，場は絶対的な稠密性を持っている。 

  ・場（古典的意味での）―― 電磁場，重力場／量子場 

  ・物理的本性が不明な物質*的対象物 ――暗黒物質*，暗黒エネルギー」 

 

 

 


